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Ⅰ 本校の目的 
１．本校の使命 

本校は，学校教育法の定める高等専門学校として，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成すること，並びにその教育，研究機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化の発

展向上に寄与することを使命とする． 

 

２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 

心身の調和のとれた，たくましい感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の充実を

はかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する． 

■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会

に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する． 

■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会で活躍

できる人材を育成する． 

 

３．教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程の教育課程は，ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編

成しています。一般科目において自然科学に関する基礎学力，語学力，幅広い教養と思考力を養う

ための科目を，専門科目においてはそれぞれの学科の基本方針のもと実践的基礎能力を培うための

科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得するため，一般科目を低学年に多く配

置し，学年が進むにつれて専門科目が多くなるようくさび形に授業科目を編成しています． 

 

【機械工学科】 

機械工学科では，近年の科学技術の進歩に応えるべく，各種機器を開発，設計，製作するため

に必要な材料力学，熱力学，流体力学，機械力学に関する基礎知識と技術を修得し，コンピュー

タ利用，計測制御技術，電気電子技術等の分野にも即応できる能力を持った独創的なエンジニア

を育成できるように編成しています．実習系科目を通して実践的な能力を身につけるとともに，

機械工学実験や卒業研究を通して論理的な思考能力や問題解決能力を養えるように系統的に編

成しています． 

 

【電気工学科】 

  電気工学科では，現代社会の基盤となる電気エネルギーとそれにより構築された高度産業シス

テムを支えることのできる技術者を養成するため，①材料，電子デバイス ②電気エネルギー，

機器，設備③コンピュータ，計測，制御，通信を 3 本柱とし，グローバルな活躍に必須の技術

英語系科目，課題解決力を育む実験実習，学外実習，卒業研究をバランス良く系統的に配置した

編成にしており，経済産業省が定める電気主任技術者の国家資格認定基準をも満たしたカリキュ

ラムとなっています。 

 

【電子工学科】 

 電子工学科では，今後もますます多様化，高度化していくであろうエレクトロニクス分野の第一

線で活躍できるように，低学年に電気電子系基礎科目を配置し，それを基礎に高学年では，物性・

デバイス系科目，計測・制御系科目，情報・通信系科目をバランスよく配置した５年間の系統的

なカリキュラムで学ぶことができるように編成しています。また，各科目に関連した実験実習，

学外実習，卒業研究などを通して，実践的で創造性豊かなエンジニアを養成できるように教育課

程を編成しています。 

 

【応用化学科】 

応用化学科では，学習教育目標に掲げている５分野（有機化学，無機化学・分析化学，物理化
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学，化学工学，生物工学）をコアとし，有機的なつながりに配慮したカリキュラムを編成してい

ます。また，５分野を学ぶにあたり必要不可欠な基礎としての情報技術に加え，先端分野として

着目されているエネルギー，新素材関連，環境問題などもバランス良く修得できるように編成し

ています。さらに，座学で学んだ内容の理解をより深めるために，実験実習や卒業研究を系統的

に編成しています。 

 

【都市工学科】 

都市工学科では，自然環境や人に優しい生活環境をデザインするための総合的な技術力，判断

力，創造性を合わせ持つ実践的技術者の養成を目指し，「教育プログラム」と「学習・教育目標」

を定め，それらに沿って教育課程を編成しています。構造力学，水理学，土質力学，材料学，計

画学，環境工学等の専門講義科目に加え，実験実習，学外実習，卒業研究などの体験的な科目を

系統性に配慮した順次性のある体系的な教育課程を編成し，いずれも専門性や学修難易度を考慮

して編成しています。 

 

４．卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程では，一般科目と専門科目を通じて，健康な心身と豊かな教養のもと，

工学に関する基礎的な知識を身につけると同時に，創造性も合わせ持つ国際性，問題解決能力を

有する実践的技術者を養成しています。そのために学生が卒業時に身につけるべき学力や資質・

能力を次の 4 つの学習・教育目標として設定しています。 

これらの学習・教育目標に到達するために，各学科の所定の単位を修得し，かつこれらの能力

と素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 

 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 

(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な数学の基礎知識を身につけ，問題を解

くことができる． 

(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な自然科学に関する基礎知識を身につ

け，問題を解くことができる． 

(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報に関する基礎知識を身につけ，活

用することができる． 

(A4) 専 門 分 野  各学科の専門分野における工学の基礎知識・基礎技術を身につけ，活用す

ることができる．※各科の詳細は，Ⅷ概要・系統図に記載 

 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 

(B1) 論理的説明  自分の意図する内容を文章及び口頭で相手に適切に伝えることができる． 

(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる． 

(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する平易な英語の文章を読み，聞いて，その内容を理解

することができる． 

(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた平易な技術的文章の内容を理解し，日本語で説明すること

ができる． 

 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 

(C1) 応 用･解 析  工学的基礎知識を工学的諸問題に応用して，得られた結果を的確に解析す

ることができる． 

(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して，工学的基礎知識を応用し，かつ情報を収集して

戦略を立て，解決できる． 

(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養の基礎を身につける． 

(C4) 協 調･報 告  与えられた実験テーマに対してグループで協調して挑み，期日内に解決し

て報告書を書くことができる． 
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(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 

(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響および技術者が負う倫理的責任を理

解することができる． 

(D2) 異文化理解  異文化を理解し，多面的に物事を考えることができる． 

 

※ 学科別学習・教育目標（A4：専門分野細目） 

【機械工学科】 

(A4-M1) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身に付け、

活用できる。 

(A4-M2) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ、活用できる。 

 熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 

 熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 

 各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきな

がら、目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 

(A4-M3) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

 設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる。 

 設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ活用できる。 

(A4-M4) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 

 機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応で

きる。 

 生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 

【電気工学科】 

(A4-E1) 電気電子工学分野に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 

 電気回路や電子回路の解析ができ、基本的な回路を組み活用できる。 

 コンピュータリテラシーと基本的なプログラミング技術を身に付け、活用できる。 

(A4-E2) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 

 電気電子材料の特性を理解し、電気電子素子を活用できる。 

(A4-E3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 

 計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 

 制御システムを解析でき、基本的なシステムを組み活用できる。 
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(A4-E4) エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し、環境や信頼性を考慮した電気設備の基礎

知識を身に付ける。 

 電気機器の仕組みを理解し、用途に応じて適切な機器を使用できる。 

 

【電子工学科】 

(A4-D1) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 電界および磁界に関する諸定理を理解し、それらによって生じる物理現象を説明できる。 

 電気回路や電子回路の動作を理解し、基本的な回路を設計できる。 

 工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける。 

(A4-D2) 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる。 

 電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し、取り扱うことができ

る。 

 電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し、活用できる。 

(A4-D3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 

 自動計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 

 電子制御システムを理解し、簡単なシステムを構成できる。 

(A4-D4) 情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し、基本的な回路を設計できる。 

 コンピュータソフトウェアを利用活用でき、開発できる。 

 情報ネットワークのしくみを理解し、小規模なネットワークを構築できる。 

 

【応用化学科】 

(A4-C1) 有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる。 

 各種スペクトルの原理を理解し、解析に利用できる。 

 有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる。 

(A4-C2) 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 主な無機化合物の製法や性質を説明できる。 

 容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し、その解析ができる。 

(A4-C3) 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 化学熱力学の基礎概念を理解し、それらの応用としての相平衡関係について説明できる。 

 反応速度式や量子理論の基礎を理解し、それらを用いて各種現象の説明ができる。 

(A4-C4) 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し、各種装置の基本的な設計ができる。 
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 移動現象の基礎理論を理解し、装置設計に活用できる。 

 反応工学の基礎理論を理解し、反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計がで

きる。 

(A4-C5) 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 生物を構成する生体分子の種類、構造について理解し、生合成過程を説明できる。 

 遺伝子組み換え技術の応用例を理解し、有用性と問題点について説明できる。 

 

【都市工学科】 

(A4-S1) 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 測量に関する理論を理解し、測量技術を身につける。 

 設計製図に関する理論を理解し、図面作成技術を身につける。 

 情報処理、CADに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

(A4-S2) 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 応用物理に関する理論を理解し、力学の解析に活用できる。 

 構造力学、水理学、土質力学に関する諸定理を理解し、基礎的解析ができる。 

(A4-S3) 施工に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 コンクリート工学、材料学に関する理論を理解し、基礎的な施行技術を身につける。 

 施工管理学に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

 防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

(A4-S4) 環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

 都市環境、環境水工、環境生態に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

 都市交通に関する理論を理解し、交通データの処理ができる。 

 デザイン、景観に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
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Ⅱ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「学業成績評価及び進級並びに卒業認定に関する規程」について抜粋した

条文を掲載する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い諸規則なので，別

途配布されている「学生便覧」を必読すること． 

 

 

第 1 章 総則 

 

第１条 この規程は，神戸市立工業高等専門学校における試験・学業成績の評価・進級及び卒業の

認定について定める。 

 

第２章 単位数 

 

第２条 単位数は，次のとおりとする。 

(1) 学修単位 I 1 単位は 30単位時間の授業を行う。 

(2) 学修単位Ⅱ 1 単位を 45時間の学修を必要とする内容とし，15単位時間の授業を行う。 

(3) 学修単位Ⅲ 1 単位を 45時間の学修を必要とする内容とし，30単位時間の授業を行う。 

なお，50分の授業は 1単位時間，90 分の授業は 2単位時間として扱う。 

1～3学年の授業科目の単位数は学修単位 Iを適用。4～5学年の授業科目の単位数は学修単位 I，

学修単位Ⅱ及び学修単位Ⅲで構成する。 

 

第３章 試験 

 

第３条 試験は，定期試験，中間試験及び必要に応じて随時，臨時試験を行うものとする。 

２ 定期試験及び中間試験は，期日を定めて実施するものとし，試験の開始 10 日前までに，試験

科目及び時間表を学生に発表する。 

第４条 定期試験及び中間試験を病気・忌引などその他やむを得ない理由で受験できなかった学生

に対しては，教務主事が認めた場合，追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は，原則 80点満点で評価する。 

３ 感染症による出席停止の場合は，100 点満点で評価する。 

第５条 故意に試験を忌避したと認められた者は，当該試験の成績を 0点とする。 

２ 試験中，不正行為を行った者は，当該試験期間中の全科目の試験成績を 0点とする。 

 

 

第４章 学業成績の評価 
 

第６条 年間欠課時数が年間授業総時間の 1/3 を超えない科目を「履修科目」とし，「評価」を行

う。1/3 を超える科目は「不履修科目」とし，評価は行わない。 

第７条 学業成績の評価は，各授業科目ごとに，試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された

評価基準に基づき，総合して行う。 

２ 試験成績は，定期試験，中間試験，臨時試験により評価するものとする。 
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３ 平素の成績は，学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価するも

のとする。 

４ 学年成績の評価は，各学期末の学業成績を総合して行う。ただし，前期のみ又は後期のみで修

了する科目については，学期末の学業成績を学年成績とする。 

第８条 科目担当教員は，必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることができ

る。 

第９条 科目担当教員が 2人以上のときの学業成績は，当該担当教員が協議してその評価を行う。 

第 10 条 学業成績は 100 点法により評価し，60 点以上の科目は単位の「修得」を認定する。評価

が 60点未満は「未修得」となる。 

２ 卒業研究の評価は，優，良，可及び不可の区別で行う。 

３ 学外実習を修得した場合の評価は，認定となる。 

４ 学業成績の優，良，可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 
 

学業成績 評語 

80 点～100 点 

70 点～ 79 点 

60 点～ 69 点 

0 点～ 59 点 

優 

良 

可 

不可 
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Ⅲ 試験についての注意事項 

 

１． 受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

 

① 中間試験は授業時間、定期試験は学校行事として扱うものとする。 

② 試験教室では、監督者に指示された座席で受験すること。 

机は原則として６列で（専門科棟の場合、ロッカーを移動するなどの措置を行っている場

合７列も可）等間隔に真直ぐに並べ、特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着

席すること。 

③ 試験開始後、30分以上遅刻してきた者は受験できない。また、試験開始後 30 分以内は退

室できない。尚、延着証明は遅刻を免除するためのものであり、試験に関して特別に扱う

ことはない。ただし、両主事判断により特別措置を講じることもある。 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合、両主事の判断による別室受験を認めることもある。 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか、許可されたもの以外の使用は認めない。ま

た、電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと。 

⑥ 机の中には何も入れないこと。持ち物は、教室の前後に置くか、または机のフックに掛け

ておくこと。また下敷などを使用する場合には、あらかじめ監督者の許可を得ておくこと。 

⑦ 試験中、いったん退室した者の再入室は認めない。試験が終了しても答案用紙の回収が済

むまで教室への再入室はできない。 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので、他所（食堂・図書館等）を利用す

ること。 

⑨ 授業中と同様、携帯電話等の電源は OFF にして、カバンに入れ、身に着けないこと。 

⑩ 試験監督からの終了合図にしたがい、速やかに筆記用具を置くこと。 

⑪ 答案用紙の回収は、最後尾の学生のみが行い、その他の学生は試験監督の指示があるまで

絶対に席を立たず、静かに待機すること。 
 
 

２．試験における不正行為 

 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす。 

① 予め机などに書き込んだり、またはカンニングペーパーなどを用意すること。また、それ

らを参照すること。 

② 使用を許可されていないノート、テキスト、参考書、辞書などを参照すること。 

③ 許可された場合を除き、電卓に式、数値などをあらかじめ記憶させておき、参照すること。 

④ 答案を互いに交換すること。 

⑤ 他人の答案を写し取ったり、写させたりすること。 

⑥ 試験中に私語をすること。 

⑦ 他人に受験を依頼すること。 

⑧ 試験中不審な行為をし、監督の先生の指示にしたがわないこと。 

⑨ 試験に関する資料などを記録した携帯電話などの電子媒体を身に着けること。また、それ

らを参照すること。 

⑩ 以上に類する行為をすること。 

 

［II］不正行為をした場合には、以後の受験は認めない。         

当該学生は監督者の指示を受けること。なお、当該試験期間の全試験科目は 0 点となる。

更に、１週間の家庭謹慎（初回）となる。 
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３．追試験 

 

① 中間・定期試験を病気・忌引など、やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験を希望

する学生は、追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書類等を添え、事

務室学生係に提出すること。教務主事が可否を決定する。 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である。 

（イ） 病気・負傷（医師の診断書、薬袋等が必要） 

（ロ） 忌引（三親等以内） 

（ハ） 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

（ニ） 就職・編入学受験（証明する書類等が必要） 

（ホ） 以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には、教科担当教官宛の「追試験実施依頼書」を発行する。 

追試験の実施日・時間等については、教科担当教官から直接指示を受けること。ただし、

非常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること。 

④ 追試験の成績は、原則 80 点満点で評価する。ただし、以下の場合については追試験の成

績は 100 点満点で評価する。 

ア インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18条にかかげる第 1種・第 2種・第 3

種感染症による出席停止に伴う追試験（Ⅴ．感染症による学生の出席停止期間」を参

照） 

イ 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

ウ 気象警報により、登校を自粛し、公欠を認められた学生を対象とした追試験 

エ その他教務主事が妥当と認めた学生を対象とした追試験 

 

 

４．再評価 

 

① 進級認定会議の結果、不合格となった科目の再評価を許可された学生は、不合格科目の再

評価を受けることができる。なお選択科目については再試験の科目を指定することがある。 

② 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには、各自所定の申請を行う必要がある。

前期修了科目の内、必修科目は後期に再評価を受けることができる。加えて、30 点未満の

科目は、後期に 59点上限とする「特別再評価」を受けることができる場合がある。 

③ 学年末には、５年生は再評価許可となった学生氏名、科目名をクラス担任が該当学生に連

絡するので各自確認すること。試験実施期日・時間、場所等についても各自確認すること。 

再評価合格による成績の評価は、60 点となる。 
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Ⅳ 感染症による学生の出席停止期間 

 

出席停止の期間の基準を以下の表に定めるが，学生が下記病気のため欠席したときは，出席停止

届に医師の登校証明書を添付のうえ届け出るものとする． 

※新型コロナウイルスに関する取扱いは，神戸市教育委員会の方針に従って運用する。出席停止の

取扱いは，感染状況により随時変更するため，本校ＨＰより確認すること。 

病名 期間の基準 

第
１
種 

エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，

南米出血熱，ペスト，マールブルグ病，ラッサ熱， 

急性灰白髄炎，ジフテリア，重症急性呼吸器症候

群 (病原体がコロナウイルス属 SARS コロナウイ

ルスであるものに限る)及び鳥インフルエンザ 

(病原体がインフルエンザウイルス A 属インフル

エンザ Aウイルスであってその血清亜型 が H5N1

であるものに限る) 以後「鳥インフルエンザ 

(H5N1)」 という。 

治癒するまで 

第
２
種 

インフルエンザ(鳥インフルエンザ(H5N1)及び新

型インフルエンザ等感染症を除く) 
下記欄外 ※ 参照 

百日咳 

特有の咳が消失するまで又は 5

日間の適正な抗菌性物質製剤

による治療が終了するまで 

麻しん 解熱した後3日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 

耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫

賑が発現した後 5日を経過し，

かつ，全身状態が良好になるま

で 

風しん 発しんが消失するまで 

水痘 
すべての発しんが痂皮化する

まで 

咽頭結膜熱 
主要症状が消退した後2日を経

過するまで 

結核 

病状により学校医その他の医

師において感染のおそれがな

いと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第
３
種 

コレラ，細菌性赤痢，腸管出血性大腸菌感染症，

腸チフス，パラチフス，流行性角結膜炎，急性出

血性結膜炎その他の感染症（感染性胃腸炎など） 

そ
の
他
の
感

染
症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・カンピロ

バクター・サルモネラなど），溶連菌

感染症，マイコプラズマ感染症，手足

口病，伝染性紅斑，ヘルパンギーナ，

デング熱 

※発症した後 5日を経過し，かつ，解熱した後 2日を経過するまで 
（発症，解熱を 0日とし，翌日から 1日と数える）（発症日は，初診日とは限らない） 

ただし，病状により学校医その他の医師において感染の恐れが無いと認められた場合は，その限り

ではない。（「登校証明書」に記載の登校許可日から登校可）「登校証明書」は，「病名」「発症日」

「登校可能日」を医師が証明していれば，様式は問わない。 
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Ⅴ 諸手続一覧 

 

種 類 
用紙の 

交付 
提 出 先 時 期 

追試験受験願 学生係 
担任印受領後、学生係へ

提出 

病気・忌引等により中間・定期

試験を受験できなかった場合 

未修得科目再評価申

請書 
学生係 

科目担当教員印受領後、

担任へ提出 
所定の期間 

再履修免除申請書 学生係 
科目担当教員及び担任印

受領後、学生係へ提出 
所定の期間(4,5 年生のみ) 

選択科目履修申請書 
教務 

主事室 
担任へ提出 所定の期間(4,5 年生のみ) 

選択科目追加履修申

請書 
学生係 

科目担当教員及び担任印

受領後、学生係へ提出 
所定の期間 

公用欠席願 学生係 
担任印受領後、学生係へ

提出 
その都度 

公用欠席願 

（課外活動関係） 
学生係 

顧問印受領後、学生主事

室へ提出 
その都度 

出席停止届 学生係 担任へ提出 その都度 

遅刻取消届 学生係 学生係へ提出 当日の昼休みから 17:00 まで 
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Ⅵ 教育課程表 
 

１．一般科目（各学科共通） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学 I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

Ａ
選
択(

前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

Ｂ
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

Ｃ
選
択(

後
期) 

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24 
 

修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注)()内は，応用化学科の実施単位数である。 

  ※は，複数言語から一言語を選択する。 
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２．専門科目（電気工学科） 

 

(１) 平成 30年度入学生 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2 
   

2 
 

 

応用数学Ⅱ 2 
   

2 
 

電気数学Ⅰ 1 
 

1 
   

電気数学Ⅱ 1 
  

1 
  

応用物理 2 
   

2 
 

情報基礎 2 2 
    

情報処理Ⅰ 2 
 

2 
   

情報処理Ⅱ 1 
  

1 
  

電気磁気学Ⅰ 2 
  

2 
  

電気磁気学Ⅱ 2 
   

2 
 

電気計測 2 
  

2 
  

電子工学 2 
  

2 
  

工業英語Ⅰ 1 
  

1 
  

半導体工学 2 
   

2 
 

電気回路Ⅰ 2 
 

2 
   

電気回路Ⅱ 2 
  

2 
  

電気回路Ⅲ 2 
   

2 
 

電気製図Ⅰ 1 1 
    

電気製図Ⅱ 1 
 

1 
   

基礎電気工学 2 2 
    

ディジタル電子回路 2 
 

2 
   

計算機工学 2 
  

2 
  

電子回路Ⅰ 2 
   

2 
 

電子回路Ⅱ 2 
    

2 

制御工学 2 
   

2 
 

数値解析 2 
   

2 
 

電気材料 2 
    

2 

電力工学Ⅰ 2 
  

2 
  

電力工学Ⅱ 2 
    

2 

電気機器Ⅰ 1 
   

1 
 

電気機器Ⅱ 2 
   

2 
 

電気機器Ⅲ 1 
    

1 

パワーエレクトロニクス 1 
    

1 

電気工学実験実習 13 
 

3 4 4 2 

卒業研究 9 
    

9 

   修得単位計 79 5 11 19 25 19 

選
択
科
目 

放電現象 2 
   

2 
 

 

電気法規及び電気施設管理 2 
   

2 
 

学外実習 1 
   

1 
 

通信工学Ⅰ 2 
    

2 

通信工学Ⅱ 2 
    

2 

電気磁気学Ⅲ 2 
    

2 

工業英語Ⅱ 2 
    

2 

ロボット入門      ※ 1 
  

1 
  

ロボット要素技術    ※ 1 
   

1 
 

ロボット応用実践    ※ 1 
    

1 

   開設単位計 16 
  

1 6 9 

   修得単位計 7 以上 
  

3・4 年で 2以上 

3・4・5 年で 7 以上 

専門科目開設単位合計 95 5 11 20 31 28 

 

専門科目修得単位合計 86 以上 5 11 
19 以上 27 以上 

 
3・4・5 年で 70 以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 30 35 
36 以上 36 以上 

 
3・4・5 年で 102 以上 

(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム(ロボット分野)履修生用科目である。 
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(２) 平成 31年度～令和 4年度入学生 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2 
   

2 
 

 

応用数学Ⅱ 2 
   

2 
 

電気数学Ⅰ 1 
 

1 
   

電気数学Ⅱ 1 
  

1 
  

応用物理 2 
   

2 
 

情報基礎 2 2 
    

情報処理Ⅰ 2 
 

2 
   

情報処理Ⅱ 1 
  

1 
  

電気磁気学Ⅰ 2 
  

2 
  

電気磁気学Ⅱ 2 
   

2 
 

電気計測 2 
  

2 
  

電子工学 2 
  

2 
  

工業英語Ⅰ 1 
  

1 
  

半導体工学 2 
   

2 
 

電気回路Ⅰ 2 
 

2 
   

電気回路Ⅱ 2 
  

2 
  

電気回路Ⅲ 2 
   

2 
 

電気製図Ⅰ 1 1 
    

電気製図Ⅱ 1 
 

1 
   

基礎電気工学 2 2 
    

ディジタル電子回路 2 
 

2 
   

計算機工学 2 
  

2 
  

電子回路Ⅰ 2 
   

2 
 

電子回路Ⅱ 2 
    

2 

制御工学 2 
   

2 
 

数値解析 2 
   

2 
 

電気材料 2 
    

2 

電力工学Ⅰ 2 
  

2 
  

電力工学Ⅱ 2 
    

2 

電気機器Ⅰ 1 
   

1 
 

電気機器Ⅱ 2 
   

2 
 

電気機器Ⅲ 1 
    

1 

電気法規及び電気施設管理 2    2  

パワーエレクトロニクス 1 
    

1 

電気工学実験実習 13 
 

3 4 4 2 

卒業研究 9 
    

9 

   修得単位計 81 5 11 19 27 19 

選
択
科
目 

放電現象 2 
    

2 

 

学外実習 1 
   

1 
 

通信工学Ⅰ 2 
    

2 

通信工学Ⅱ 2 
    

2 

電気磁気学Ⅲ 2 
    

2 

工業英語Ⅱ 2 
    

2 

ロボット入門      ※ 1 
  

1 
  

ロボット要素技術    ※ 1 
   

1 
 

ロボット応用実践    ※ 1 
    

1 

   開設単位計 16 
  

1 2 11 

   修得単位計 5 以上 
  

3・4・5 年で 5 以上 

専門科目開設単位合計 95 5 11 20 29 30 

 

専門科目修得単位合計 86 以上 5 11 
19 以上 27 以上 

 
3・4・5 年で 70 以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 30 35 
36 以上 35 以上 

 
3・4・5 年で 102 以上 

(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム(ロボット分野)履修生用科目である。 
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学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 国語 林田 定男 准教授 2 通年 E-1
2年 必修 国語 土居 文人 教授 2 通年 E-3
3年 必修 国語 石原 のり子 准教授 2 通年 E-5
4年 必修 国語表現法  武久 真士 非常勤講師 2 通年 E-7

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 E-9
1年 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 E-11
2年 必修 倫理 丸山 栄治 非常勤講師 2 通年 E-13
2年 必修 歴史 深見 貴成 准教授 2 通年 E-15
3年 必修 政治・経済 巽 一樹 助教 2 通年 E-17

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 数学Ⅰ 鯉江 秀行 講師 4 通年 E-19
1年 必修 数学Ⅱ 山路 哲史 准教授 4 通年 E-21
2年 必修 数学Ⅰ 横山 卓司 教授 4 通年 E-23
2年 必修 数学Ⅱ 北村 知徳 教授 2 通年 E-25
3年 必修 数学Ⅰ 菅野 聡子 教授 4 通年 E-27
4年 必修 確率・統計 吉村 弥子 教授 1 前期 E-29

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 物理 谷口 博 教授 2 通年 E-31
1年 必修 化学 佐藤 洋俊 教授 2 通年 E-33
2年 必修 物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 E-35
2年 必修 化学 大塩 愛子 准教授 2 通年 E-37
2年 選択 生物 大塩 愛子 准教授 2 通年 E-39
2年 選択 地学  和田 充弘 非常勤講師 2 通年 E-41
3年 必修 物理 大多喜 重明 特任教授 2 通年 E-43

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 英語 南 侑樹 講師 4 通年 E-45
2年 必修 英語 石井 達也 講師 4 通年 E-47
3年 必修 英語 上垣 宗明 教授 4 通年 E-49
3年 必修 英語演習 PILEGGI MARK 准教授 1 後期 E-51
4年 必修 英語演習 [前期] PILEGGI MARK 准教授,

[後期] 柳生 成世 非常勤講師, [後
期] ミラー 非常勤講師

2 通年 E-53

5年 必修 英語演習 [前期] 折附 良啓 非常勤講師, [前
期] ミラー 非常勤講師, [後期] 折
附 良啓 非常勤講師

2 通年 E-55

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語) 李 明哲 非常勤講師 2 通年 E-57
4年 選択 国際コミュニケーション(中国語) 牛根 靖裕 非常勤講師 2 通年 E-59
4年 選択 国際コミュニケーション(韓国語) 高 秀美 非常勤講師 2 通年 E-61

■英語

■国際コミュニケーション

Ⅶ. シラバス

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科
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学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 講師, 寺田 雅裕 教授,
小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

2 通年 E-63

2年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 講師, 寺田 雅裕 教授,
小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

2 通年 E-65

3年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,
春名 桂 教授, 吉本 陽亮 講師

2 通年 E-67

4年 必修 保健・体育 春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小
森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師

2 通年 E-69

5年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授, 中
川 一穂 非常勤講師

1 前期 E-71

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 芸術 大倉 恭子 非常勤講師 1 前期 E-73

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 日本言語文化論 林田 定男 准教授 1 前期 E-75
5年 選択 哲学A 李 明哲 非常勤講師 1 前期 E-77
5年 選択 日本史学A 深見 貴成 准教授 1 前期 E-79
5年 選択 環境と人類の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 E-81
5年 選択 地理学A 八百 俊介 教授 1 前期 E-83
5年 選択 数学特講A 鯉江 秀行 講師 1 前期 E-85
5年 選択 自然科学特講A 大多喜 重明 特任教授 1 前期 E-87
5年 選択 応用英語A PILEGGI MARK 准教授 1 前期 E-89
5年 選択 日本の文学 石原 のり子 准教授 1 前期 E-91
5年 選択 日本史学B 深見 貴成 准教授 1 前期 E-93
5年 選択 社会と文化の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 E-95
5年 選択 経済学Ⅰ 巽 一樹 助教 1 前期 E-97
5年 選択 数学特講B 横山 卓司 教授 1 前期 E-99
5年 選択 数学特講C 児玉 宏児 教授 1 前期 E-101
5年 選択 手話言語学Ⅰ 今里 典子 教授 1 前期 E-103
5年 選択 応用英語B PILEGGI MARK 准教授 1 前期 E-105
5年 選択 国文学・国語学 土居 文人 教授 1 後期 E-107
5年 選択 哲学B 李 明哲 非常勤講師 1 後期 E-109
5年 選択 経済学II 巽 一樹 助教 1 後期 E-111
5年 選択 地理学B 八百 俊介 教授 1 後期 E-113
5年 選択 自然科学特講B 大多喜 重明 特任教授 1 後期 E-115
5年 選択 手話言語学II 今里 典子 教授 1 後期 E-117
5年 選択 スポーツ科学演習A 春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小

森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師
1 後期 E-119

5年 選択 スポーツ科学演習B 春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小
森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師

1 後期 E-121

■保健・体育

■芸術

■5年選択科目
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学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 情報基礎 中村 佳敬 准教授 2 通年 E-123
1年 必修 電気製図Ⅰ 谷口 雅央 非常勤講師 1 後期 E-125
1年 必修 基礎電気工学 [前期] 道平 雅一 教授, 茂木 進一

教授, 南 政孝 准教授, [後期] 岸本
圭司 非常勤講師, 茂木 進一 教授,
南 政孝 准教授

2 通年 E-127

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 電気数学Ⅰ 加藤 真嗣 准教授 1 前期 E-129
2年 必修 情報処理Ⅰ 赤松 浩 教授 2 通年 E-131
2年 必修 電気回路Ⅰ 加藤 真嗣 准教授 2 通年 E-133
2年 必修 電気製図Ⅱ 森田 二朗 教授 1 前期 E-135
2年 必修 ディジタル電子回路 佐藤 徹哉 教授 2 通年 E-137
2年 必修 電気工学実験実習 森田 二朗 教授, 中村 佳敬 准教

授, 澤 風馬 非常勤講師
3 通年 E-139

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 電気数学Ⅱ 南 政孝 准教授 1 後期 E-141
3年 必修 情報処理Ⅱ 赤松 浩 教授 1 前期 E-143
3年 必修 電気磁気学Ⅰ 赤松 浩 教授 2 通年 E-145
3年 必修 電気計測 森田 二朗 教授 2 通年 E-147
3年 必修 電子工学 河合 孝太郎 准教授 2 通年 E-149
3年 必修 工業英語Ⅰ 森田 悠作 非常勤講師 1 後期 E-151
3年 必修 電気回路Ⅱ 茂木 進一 教授 2 通年 E-153
3年 必修 計算機工学 [前期] 茂木 進一 教授, [後期] 佐

藤 徹哉 教授
2 通年 E-155

3年 必修 電力工学Ⅰ 津吉 彰 教授 2 前期 E-157
3年 必修 電気工学実験実習 酒井 昌彦 准教授, 茂木 進一 教

授, 南 政孝 准教授, 阪本 晴香 非
常勤講師

4 通年 E-159

3年 選択 ロボット入門 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教
授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准
教授, 尾山 匡浩 准教授 【※成長
産業技術者教育プログラム(ロボット
分野)開講科目】

1 通年 E-163

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学Ⅰ [前期] 南 政孝 准教授, [後期] 南
政孝 准教授

2 通年 E-165

4年 必修 応用数学Ⅱ 中村 佳敬 准教授 2 前期 E-167
4年 必修 応用物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 E-169
4年 必修 電気磁気学Ⅱ [後期] 酒井 昌彦 准教授 【実務経

験者担当科目】
2 後期 E-171

4年 必修 半導体工学 河合 孝太郎 准教授 2 前期 E-173
4年 必修 電気回路Ⅲ 津吉 彰 教授 2 後期 E-175
4年 必修 電子回路Ⅰ 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当

科目】
2 通年 E-177

4年 必修 制御工学 道平 雅一 教授, 茂木 進一 教授,
南 政孝 准教授

2 通年 E-179

2. 専門科目一覧

■1年

■2年

■3年

■4年
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4年 必修 数値解析 [前期] 酒井 昌彦 准教授, [後期]
阪下 和弘 非常勤講師 【実務経験
者担当科目】

2 通年 E-181

4年 必修 電気機器Ⅰ 加藤 真嗣 准教授 1 前期 E-183
4年 必修 電気機器Ⅱ 加藤 真嗣 准教授 2 後期 E-185
4年 必修 電気法規及び電気施設管理 [前期] 森田 二朗 教授 2 前期 E-187
4年 必修 電気工学実験実習 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授,

茂木 進一 教授, 河合 孝太郎 准教
授, 森田 二朗 教授, 津吉 彰 教授,
赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 准教授,
中村 佳敬 准教授, 南 政孝 准教
授, 酒井 昌彦 准教授 【実務経験
者担当科目】

4 通年 E-189

4年 選択 ロボット要素技術 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教
授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准
教授, 尾山 匡浩 准教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術
者教育プログラム(ロボット分野)開
講科目）

1 通年 E-193

4年 選択 学外実習 赤松 浩 教授 【実務経験者担当科
目】

1 通年 E-195

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 電子回路Ⅱ 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当
科目】

2 通年 E-197

5年 必修 電気材料 河合 孝太郎 准教授 2 後期 E-199
5年 必修 電気機器Ⅲ 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担

当科目】
1 前期 E-201

5年 必修 電力工学Ⅱ [前期] 日野 悦弘 非常勤講師, [後
期] 津吉 彰 教授 【実務経験者担
当科目】

2 通年 E-203

5年 必修 パワーエレクトロニクス 岸本 圭司 非常勤講師 【実務経験
者担当科目】

1 前期 E-205

5年 必修 電気工学実験実習 加藤 真嗣 准教授, 津吉 彰 教授,
赤松 浩 教授

2 前期 E-207

5年 必修 卒業研究 森田 二朗 教授, 津吉 彰 教授, 佐
藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 茂
木 進一 教授, 赤松 浩 教授, 加藤
真嗣 准教授, 中村 佳敬 准教授,
南 政孝 准教授, 酒井 昌彦 准教
授, 河合 孝太郎 准教授

9 通年 E-209

5年 選択 工業英語Ⅱ 森田 悠作 非常勤講師 2 前期 E-211
5年 選択 通信工学Ⅰ 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者

担当科目】
2 前期 E-213

5年 選択 通信工学Ⅱ 中村 佳敬 准教授 2 後期 E-215
5年 選択 電気磁気学Ⅲ 南 政孝 准教授 2 前期 E-217
5年 選択 ロボット応用実践 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教

授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准
教授, 尾山 匡浩 准教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術
者教育プログラム(ロボット分野)開
講科目）

1 通年 E-219

■5年

-18-



科　目

担当教員 林田 定男 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

様々な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的じ，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的えを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的することに読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的より，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的かな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的人間性，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的性，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的養う．論理的な読解を通して，的う．論理的な読解を通して，的論理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的通して，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的
確な理解力と適切な表現力を獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的力を養う．論理的な読解を通して，的と適切な表現力を獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的表現力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文する．論理的な読解を通して，的現代文は，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的エッセイ，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的小説，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文と鑑賞法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的学習する．古文は，日本古典文する．論理的な読解を通して，的古文は，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的日本古典文
学・古代日本語に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的関する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文習する．古文は，日本古典文得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的基づき，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的日本語と日本文化についての理解に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついての読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的
を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的深める．また漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．める．論理的な読解を通して，的また漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．漢文の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文訓読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的通じて，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文文化についての理解が国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．きな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的受けた古代中国の思想・文学に触れる．けた漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想・文学に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的触れる．れる．論理的な読解を通して，的

【B1】随想，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的評論，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的小説，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文基本的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的方法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的鑑賞方法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的習する．古文は，日本古典文得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文し，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的それに読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的よ
り，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的随想，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的評論，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的小説，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的・鑑賞できる．論理的な読解を通して，的

随想，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的評論，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的小説，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的確な理解力と適切な表現力を獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的・鑑賞できているか，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的中間・定期試験で評価で評価
する．論理的な読解を通して，的

【B1】思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的筋道立てて表現するた漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．めの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解と方法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的習する．古文は，日本古典文得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文する．論理的な読解を通して，的
思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的筋道立てて表現するた漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．めの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解と方法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文が国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．身についているか，レポートおに読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついているか，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的レポートおお
よび古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解中間・定期試験で評価で評価する．論理的な読解を通して，的

【B1】日本古代語に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的関する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解する知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的習する．古文は，日本古典文得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文し，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的日本古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的正確な理解力と適切な表現力を獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的現
代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解できるように読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的る．論理的な読解を通して，的

古代日本語に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的関する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解する知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解が国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．身についているか，レポートおに読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついているか，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的日本古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的正確な理解力と適切な表現力を獲得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的
現代日本語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解できるか，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的レポートおおよび古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解中間・定期試験で評価で評価する．論理的な読解を通して，的

【B1】古代日本の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文文化についての理解，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想と文学に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的関する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解する知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的習する．古文は，日本古典文得する．現代文は，エッセイ，小説，詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文し，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的そ
れを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的説明できる．できる．論理的な読解を通して，的

古代日本の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文文化についての理解，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想と文学に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的できているか，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的レポートお
および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解中間・定期試験で評価で評価する．論理的な読解を通して，的

【B1】実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的漢字表現を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的使いこなせるようになる．いこな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的せるように読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的る．論理的な読解を通して，的
実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的漢字表現の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的レポートおおよび古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解中間・定期試験で評価で評価す
る．論理的な読解を通して，的

成績は，試験は，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的試験で評価90%　レポートお10%　として評価する．論理的な読解を通して，的到達目標1～5に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついての読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文試験で評価90%（前後期の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文中間・定期試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文平
均），感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的到達目標2～5に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的関する基礎知識の習得および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解するレポートお10%として評価，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的100点満点で60点以上を合格とする．なお，各試験において再試験を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的合格とする．なお，各試験において再試験とする．論理的な読解を通して，的な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的お，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的各試験で評価に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的おいて再試験で評価
を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的実施する場合は，する場合は，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的70点以上を合格とする．なお，各試験において再試験で合格とする．なお，各試験において再試験とし，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的当該試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文点数をを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的60点とする．論理的な読解を通して，的

『現代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文国語』（数を研出版）
『言語文化についての理解』（数を研出版）
『漢検漢字学習する．古文は，日本古典文ステップ3級改訂四版』（日本漢字能力を養う．論理的な読解を通して，的検定協会）

福澤一吉『文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的論理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的で読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的み解を通して，的くた漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．めの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文クリティカル・リーディング』（』（NHK出版新書）
村上を合格とする．なお，各試験において再試験慎一『な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ぜ国語を学ぶのか』（岩波ジュニア新書）国語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的学ぶの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文か』（岩波ジュニア新書）ジュニア新書）新書）
山口仲美『日本語の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文歴史』（岩波ジュニア新書）新書）
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『私たちの日本語』（朝倉書店）た漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．ちの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文日本語』（朝倉書店）
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語力を養う．論理的な読解を通して，的を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的つける文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的本』（東京大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．学出版会）

第2，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的3学年「国語」．論理的な読解を通して，的

履修上のの評価方法と基準
注意事項

『漢検3級 漢字学習する．古文は，日本古典文ステップ 改訂四版』（漢字能力を養う．論理的な読解を通して，的検定協会）の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文内容は，中間・定期試験の出題範囲に含む．また，夏季・は，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的中間・定期試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文出題範囲に含む．また，夏季・に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的含む．また，夏季・む．論理的な読解を通して，的また漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的夏季・
冬季休業中の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文課題としても利用する．そのため，漢検利用する．論理的な読解を通して，的その読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文た漢文の訓読を通じて，わが国の文化が大きな影響を受けた古代中国の思想・文学に触れる．め，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的漢検3級に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的合格とする．なお，各試験において再試験している者であっても，必ず購入すること．であっても利用する．そのため，漢検，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的必ず購入すること．購入すること．すること．論理的な読解を通して，的

E -1



授業の計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的国語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的学ぶ意義に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的 ガイダンス，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的（現代文）評論「水の東西」（山崎正和）を精読する．の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文東西」（山崎正和）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的

2 評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的 （現代文）評論「水の東西」（山崎正和）を精読する．の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文東西」（山崎正和）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的

3 評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的 （現代文）評論「水の東西」（山崎正和）を精読する．の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文東西」（山崎正和）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的

4 古典入すること．門 （古文）古典文法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ

5 中世の随筆を読むの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文随筆を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『徒然草』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

6 中世の随筆を読むの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文随筆を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『徒然草』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

7 中世の随筆を読むの読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文随筆を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『徒然草』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

8 中間試験で評価 前期中間試験で評価を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的実施する場合は，する．論理的な読解を通して，的

9 中間試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的答・解を通して，的説．論理的な読解を通して，的小説の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的／小説の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的

10 小説の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的

11 小説の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的

12 小説の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的

13 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文日記を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『土佐日記を読む』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む

14 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文日記を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『土佐日記を読む』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む

15 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文日記を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『土佐日記を読む』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む

16 詩の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的釈と鑑賞と鑑賞

17 短歌の解釈と鑑賞の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的釈と鑑賞と鑑賞 （現代文）短歌の解釈と鑑賞に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ．論理的な読解を通して，的教科書所収の短歌を解釈・鑑賞する．の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文短歌の解釈と鑑賞を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的釈と鑑賞・鑑賞する．論理的な読解を通して，的

18 短歌の解釈と鑑賞の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的釈と鑑賞と鑑賞 （現代文）教科書所収の短歌を解釈・鑑賞する．の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文俳句を解釈・鑑賞するを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的釈と鑑賞・鑑賞する

19 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『伊勢物語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

20 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『伊勢物語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

21 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『伊勢物語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

22 古代の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む （古文）『伊勢物語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的む．論理的な読解を通して，的

23 中間試験で評価 後期中間試験で評価を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的実施する場合は，する．論理的な読解を通して，的

24 中間試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的答・解を通して，的説．論理的な読解を通して，的評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的

25 評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的

26 評論の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的解を通して，的

27 漢文入すること．門 （漢文）漢文訓読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ．論理的な読解を通して，的

28 古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ （漢文）『論語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的

29 古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ （漢文）『論語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的

30 古代中国の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文思想に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的ついて学ぶ （漢文）『論語』を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する．論理的な読解を通して，的．論理的な読解を通して，的

前期，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的後期とも利用する．そのため，漢検に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的中間試験で評価および古典文学作品の現代語訳に基づき，日本語と日本文化についての理解定期試験で評価を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的実施する場合は，する．論理的な読解を通して，的

中間試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的答・解を通して，的説．論理的な読解を通して，的（現代文）「羅生門」（芥川龍之介）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）「羅生門」（芥川龍之介）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）「羅生門」（芥川龍之介）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）「羅生門」（芥川龍之介）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）「I was born」（吉野弘）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的鑑賞する．論理的な読解を通して，的

中間試験で評価の読解法と鑑賞法を学習する．古文は，日本古典文解を通して，的答・解を通して，的説．論理的な読解を通して，的（現代文）「政治的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的」（杉田敦）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）（現代文）「政治的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的」（杉田敦）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.

（現代文）（現代文）「政治的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的」（杉田敦）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．論理的な読解を通して，的する.
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

第1学年の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞としての続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞国語の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞う．現代文は，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞含む）の読解と鑑賞む）の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞と鑑賞
を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞う．また，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すなどの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞演習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通じて日本語表現の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞トレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞う．古文は，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本古典文学・古代日本語に関す関すす
る基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通じて，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古に関すついての続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞理解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞深める．また，中国の古める基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．また，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中国の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古
典の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通じて日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞伝統文化についての理解を深める．また，中国の古に関すついて理解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞深める．また，中国の古める基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

【B1】エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞含む）の読解と鑑賞む）の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞基本的読解と鑑賞方法，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞鑑賞方法を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞
得し，その方法によってエッセイ，小説，詩を読解・鑑賞できる．し，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞その続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞方法に関すよってエッセイ，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞詩を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞・鑑賞できる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞含む）の読解と鑑賞む）を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞的確に読解・鑑賞できているか，中間試験とに関す読解と鑑賞・鑑賞できている基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古か，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中間試験とと
定期試験とで評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

【B1】文意の明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なな文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞書くための知識と方法を習得し，文意の明快なくための続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古と方法を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞得し，その方法によってエッセイ，小説，詩を読解・鑑賞できる．し，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞文意の明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なな
文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞書くための知識と方法を習得し，文意の明快なける基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

明快な文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なな文章を書くための知識と方法を習得し，文意の明快なを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞書くための知識と方法を習得し，文意の明快なくための続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古と方法が身についているか，中間試験と定期試身についているか，中間試験と定期試に関すついている基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古か，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中間試験とと定期試
験とで評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

【B1】日本古代語に関す関すする基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞得し，その方法によってエッセイ，小説，詩を読解・鑑賞できる．し，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古
できる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古ように関すなる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

古代日本語に関す関すする基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古が身についているか，中間試験と定期試身についているか，中間試験と定期試に関すついている基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古か，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞現代日
本語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古できる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古か，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中間試験とと定期試験とで評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

【B1】古代日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞文化についての理解を深める．また，中国の古，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古代中国の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞文化についての理解を深める．また，中国の古に関す関すする基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞得し，その方法によってエッセイ，小説，詩を読解・鑑賞できる．し，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞それを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞説
明できる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

古代日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞文化についての理解を深める．また，中国の古，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古代中国の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞文化についての理解を深める．また，中国の古に関すついて理解と鑑賞できている基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古か，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中間試験とと定
期試験とで評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

【B1】漢検準2級程度シラバスの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関す表現を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞使いこなせるようになる．いこなせる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古ように関すなる基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．
漢検準2級程度シラバスの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関す表現の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読み書き能力について，中間試験と定期試験書くための知識と方法を習得し，文意の明快なき能力について，中間試験と定期試験に関すついて，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞中間試験とと定期試験と
で評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

成績は，試験は，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞試験と100%　として評価する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．中間試験と，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞定期試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞平均値を試験成績とする．を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞試験と成績は，試験とする基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．100点満点で，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞60点以上を合格とを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞合格とと
する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

「新編国語総合」（教育出版）
「漢検準2級 漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関す学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞ステップ 改訂三版」（漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関す能力について，中間試験と定期試験検定協会）
プリント教材

1，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞3年「国語」．

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／老子・荘子・孫子／漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞練習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞（原則，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞毎週）

2 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

3 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

4 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

5 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

6 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

7 小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読／老子・荘子・孫子 （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．

8 中間試験と 前期中間試験とを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞実施する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

9 中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．短歌を含む）の読解と鑑賞の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

10 短歌を含む）の読解と鑑賞の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

11 短歌を含む）の読解と鑑賞の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

12 短歌を含む）の読解と鑑賞の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

13 詩の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞詩を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

14 詩の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞詩を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

15 詩の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞釈と鑑賞／日本の古典を読むと鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞詩を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

16 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読・読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

17 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

18 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

19 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

20 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

21 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

22 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞通読と読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

23 中間試験と 後期中間試験とを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞実施する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

24 中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

25 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

26 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

27 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

28 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

29 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

30 エッセイの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞／日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む （現代文）中間試験との続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞解と鑑賞答．教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞エッセイを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．（古文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快な所載の日本の古典を読解する．の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞日本の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞古典を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

前期，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞後期ともに関す中間試験とおよび古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古定期試験とを行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞実施する．する基礎知識の学習および古典文学作品の現代語訳を通じて，日本語と日本文化についての理解を深める．また，中国の古．

（現代文）教科書くための知識と方法を習得し，文意の明快なの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞小説の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読解と鑑賞．（漢文）老子・荘子・孫子を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞読む．（漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関す）漢検準2級の続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞問題集を使用して，漢字の練習を行う（漢を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞使いこなせるようになる．用して，漢字の練習を行う（漢して，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞漢字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞練習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞う（漢
字などの語句の演習を通じて日本語表現のトレーニングを行う．古文は，日本古典文学・古代日本語に関すの続きで，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞練習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞は，一般教養としての国語の基礎的学習を行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞原則として毎週行う．現代文は，エッセイ・小説・詩（短歌を含む）の読解と鑑賞う）．

備など）
考
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科　目

担当教員 石原 のり子 准教授のり子 准教授子 のり子 准教授准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．できるか，定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

2

3

4 日本語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．レポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．校 のり子 准教授2022年度をレポートおよび定期試験で評価する．シラバス

国語 のり子 准教授(Japanese のり子 准教授Language のり子 准教授and のり子 准教授Literature)

電気工学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．科・3年・通年・必修・2単位【講義】 のり子 准教授( のり子 准教授学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．修単位I のり子 准教授)

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

様々な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのに把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのみ，定期試験で評価する．感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのじ，定期試験で評価する．考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのえを精確に把握できるか，定期試験で評価する．整理することに把握できるか，定期試験で評価する．より子 准教授，定期試験で評価する．豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのかな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの人間性，定期試験で評価する．感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの性，定期試験で評価する．思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．養う．エッセイ，小説，詩などのう．エッセイ，定期試験で評価する．小説，定期試験で評価する．詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのどの
読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解と鑑賞を通じて，文学・国語学・言語学の知識を身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．通じて，定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・国語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・言語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．の知識を身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．して精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解する能力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．培い，かつ，い，定期試験で評価する．かつ，定期試験で評価する．
自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．の見解を精確に把握できるか，定期試験で評価する．明確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．化する能力を習得することを目的とする．する能力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．習得することを目的とする．することを精確に把握できるか，定期試験で評価する．目的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのとする．

【B1】文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．する読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．修得することを目的とする．する．

【B1】自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．の意見を精確に把握できるか，定期試験で評価する．明記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能した文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．わかり子 准教授やすい論説文を精確に把握できるか，定期試験で評価する．書くための基礎的能くた文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．めの基礎的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの能
力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．修得することを目的とする．する．

提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．テーマに対して，論理的で明快な文章を書くことができるか，レポーに把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．して，定期試験で評価する．論理的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などので明快な文章を書くことができるか，レポーな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．書くための基礎的能くことができるか，定期試験で評価する．レポー
トおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

【B1】実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの（2級程度をレポートおよび定期試験で評価する．）および語彙力を身につける．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．語彙力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．
実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの，定期試験で評価する．語彙力を養う．エッセイ，小説，詩などのが身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．ついているか，定期試験で評価する．小テストおよび定期試験で評価する．，定期試験で評価する．レポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期
試験で評価する．で評価する．する．

【B1】日本語および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．する関心を持ち，その特性を理解して説明すを精確に把握できるか，定期試験で評価する．持ち，その特性を理解して説明すち，定期試験で評価する．その特性を精確に把握できるか，定期試験で評価する．理解して説明す
ることができる国際的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの教養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．

成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，績は，試験は，定期試験で評価する．試験で評価する．60%　レポートおよび定期試験で評価する．20%　小テストおよび定期試験で評価する．20%　として評価する．する．到達目標1～4に把握できるか，定期試験で評価する．ついての試験で評価する．60%（定期試験で評価する．2回のの
平均）および語彙力を身につける．，定期試験で評価する．到達目標2～4に把握できるか，定期試験で評価する．関するレポートおよび定期試験で評価する．20%，定期試験で評価する．小テストおよび定期試験で評価する．20%として評価する．．100点満点で60点以上を合格とする．なお，各試験を精確に把握できるか，定期試験で評価する．合格とする．なお，各試験とする．な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのお，定期試験で評価する．各試験で評価する．
に把握できるか，定期試験で評価する．おいて再試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．実施する場合は，する場合は，定期試験で評価する．70点以上を合格とする．なお，各試験で合格とする．なお，各試験とし，定期試験で評価する．当該試験で評価する．の点数をを精確に把握できるか，定期試験で評価する．60点とする．

『精選現代文B改訂版』（三省堂）および語彙力を身につける．
『漢検2級 のり子 准教授漢字学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．習ステップ のり子 准教授改訂四版』（漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの検定協会）および語彙力を身につける．
プリントおよび定期試験で評価する．教材

石黒圭『論文・レポートおよび定期試験で評価する．の基本』（日本実業出版社）および語彙力を身につける．
伊勢田哲治・戸田山和久・調麻佐志・村上を合格とする．なお，各試験祐子編『科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．技術をよく考える』（名古屋大学出版会）を精確に把握できるか，定期試験で評価する．よく考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのえる』（名古屋大学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．出版会）および語彙力を身につける．
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『私たちの日本語』（朝倉書店）た文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．ちの日本語』（朝倉書くための基礎的能店）および語彙力を身につける．
戸田山和久『「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの」のレッスン』（のレッスン』（NHK出版新書くための基礎的能）および語彙力を身につける．
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．つける文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの本』（東京大学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．出版会）および語彙力を身につける．

第1，定期試験で評価する．2学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．年「国語」のレッスン』（，定期試験で評価する．第4学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．年「国語表現法」のレッスン』（

履修上のの評価方法と基準
注意事項

『漢検2級 のり子 准教授漢字学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．習ステップ のり子 准教授改訂四版』（漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの検定協会）および語彙力を身につける．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．は，定期試験で評価する．定期試験で評価する．の出題範囲に含む．また，夏季・冬季に把握できるか，定期試験で評価する．含む．また，夏季・冬季む．また文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．，定期試験で評価する．夏季・冬季
休業中の課題としても利用する．そのため，漢検の課題としても利用する．そのため，漢検利用する．そのた文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．め，定期試験で評価する．漢検2級に把握できるか，定期試験で評価する．合格とする．なお，各試験している者であっても，必ず購入すること．であっても利用する．そのため，漢検，定期試験で評価する．必ず購入すること．購入すること．すること．
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授業の計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス．評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「最初のペンギン」（茂木健一郎）のペンギン」のレッスン』（（茂木健一郎）および語彙力を身につける．

2 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「最初のペンギン」（茂木健一郎）のペンギン」のレッスン』（（茂木健一郎）および語彙力を身につける．

3 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「最初のペンギン」（茂木健一郎）のペンギン」のレッスン』（（茂木健一郎）および語彙力を身につける．

4 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

5 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

6 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

7 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

8 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

9 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「わかり子 准教授やすいはわかり子 准教授に把握できるか，定期試験で評価する．くい？」のレッスン』（（鷲田清一）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

10 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「わかり子 准教授やすいはわかり子 准教授に把握できるか，定期試験で評価する．くい？」のレッスン』（（鷲田清一）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

11 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「わかり子 准教授やすいはわかり子 准教授に把握できるか，定期試験で評価する．くい？」のレッスン』（（鷲田清一）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

12 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「戦争の不可能性」（西谷修）を精読するの不可能性」のレッスン』（（西谷修）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

13 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「戦争の不可能性」（西谷修）を精読するの不可能性」のレッスン』（（西谷修）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

14 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「戦争の不可能性」（西谷修）を精読するの不可能性」のレッスン』（（西谷修）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

15 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「戦争の不可能性」（西谷修）を精読するの不可能性」のレッスン』（（西谷修）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

16 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

17 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

18 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

19 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

20 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

21 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

22 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

23 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

24 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

25 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

26 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

27 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「未来世代への責任」のレッスン』（（岩井克人）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

28 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「未来世代への責任」のレッスン』（（岩井克人）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

29 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「未来世代への責任」のレッスン』（（岩井克人）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

30 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「未来世代への責任」のレッスン』（（岩井克人）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする．一年のまとめ

前期定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．後期定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．実施する場合は，する．
備など）
考
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科　目

担当教員  武久 真士 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

事前学習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．み，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．国語表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．するよう心がけること．心がけること．がけること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国語表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．法 (Japanese Expression)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．使用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発げ，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．日本語の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発想の特徴について，知識の整理，自発の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発特徴について，知識の整理，自発に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついて，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発整理，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．自発
的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．考察，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適切な実践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．実に習得するよう心がけること．践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．すること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発設問に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．それに意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．対する質疑応答を中心する質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．中心がけること．
に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．授業を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．進める．める．

【B1】文章表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発基礎を習得する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点しこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点きこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点い，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．原稿用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発紙の使い方，文章表現・構成の注意点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発使い方，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・構成の注意点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発注意点
が身についているか，定期試験およびレポート，提出物により評価する．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついているか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポート，提出物により評価する．およびレポート，提出物により評価する．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．提出物により評価する．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．する．

【B1】論理的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発基礎を習得する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
文体が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験およびレポート，提出物が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験およびレポート，提出物された学生の発表と，それに対する質疑応答を中心論理的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章が書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点けるか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポート，提出物により評価する．およびレポート，提出物により評価する．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．提出物により評価する．
に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．する．

【B1】レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
資料・文献等の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発根拠に基づき，自己の意見を筋道を立てて述べることができるに意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．基づき，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．自己の意見を筋道を立てて述べることができるの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発意見を筋道を立てて述べることができるを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．筋道を立てて述べることができるを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．立てて述べることができるべること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ができる
か，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポート，提出物により評価する．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．する．

【B1】就職活動やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発場で求められる文書の書き方を習得する．められる文書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する． 日常生の発表と，それに対する質疑応答を中心活やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発場に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適した学生の発表と，それに対する質疑応答を中心こと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ば遣いが理解できているか，定期試験，いが理解できているか，定期試験，できているか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポート，提出物により評価する．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．
レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．する．

【B1】日常生の発表と，それに対する質疑応答を中心活やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発場に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．おける正しいことば遣いを習得する．しいこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ば遣いが理解できているか，定期試験，いを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
適切な実践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．こと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発いた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価すでの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発自己の意見を筋道を立てて述べることができる表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ができるか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．演習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．す
る．

【B1】口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価す発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．おける自己の意見を筋道を立てて述べることができる表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発方法を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
わかり組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．すく，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．興味の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，授の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，授てる口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価す発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発た学生の発表と，それに対する質疑応答を中心めの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・技術を確実に習得するよう心がけること．が習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．できた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心か，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．授
業中の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発演習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．およびレポート，提出物により評価する．定期試験およびレポート，提出物により評価する．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．評価する．する．

成の注意点績は，試験は，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．試験およびレポート，提出物により評価する．60%　レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心10%　プレゼンテーション30%　と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．して評価する．する．到達目標1～5に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均する定期試験およびレポート，提出物により評価する．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発平均
値をを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．60%，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．到達目標1～5に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均するレポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心10%，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．到達目標6に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均するプレゼンテーション30%と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．して評価する．．100点満点で60
点以上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．合格とする．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する．

野田尚史・森口稔『日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点すトの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）』（ひつじ書房）ひつじ書房）書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点房）
〔三訂版〕国語の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発常識と技術を確実に習得するよう心がけること．plus（ひつじ書房）明治書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点院）
その諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発ほか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適時プリントを配布する．プリントの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．配布する．する．

野田尚史『な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ぜ伝わらない，その日本語』（岩波書店，伝わらない，その日本語』（岩波書店，わらな知識と技術を確実に習得するよう心がけること．い，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．その諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発日本語』（ひつじ書房）岩波書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点店，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2005）
定延利之・茂木俊伸・金田純平・森篤嗣『私たちの日本語』（朝倉書店 ，た学生の発表と，それに対する質疑応答を中心ちの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発日本語』（ひつじ書房）朝倉書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点店 ，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2012)
石黒圭『論文・レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発基本』（ひつじ書房）日本実に習得するよう心がけること．業出版社，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2012）
石黒圭『文章は接続詞で決まる』（光文社，で決まる』（光文社，まる』（ひつじ書房）光文社，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2008）
河野哲也『レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心・論文の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方入門』（ひつじ書房）慶應義塾大学出版会，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2002）

第3学年「国語」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（国語表現法と基準）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス．

2 発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発仕方の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発説明

3 問い合わせを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

4 お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

5 お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

6 誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる

7 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

8 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

9 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

10 道を立てて述べることができるやビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．交通の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発案内をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

11 インタビューを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

12 スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

13 スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

14 会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

15 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

16 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

17 会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

18 手順を説明するを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．説明する

19 やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す

20 やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す

21 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

22 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

23 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

24 プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

25 プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

26 研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

27 研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

28 面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける

29 面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける

30 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平均連の深い事例研究の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発深い事例研究い事例研究

前期定期試験およびレポート，提出物により評価する．およびレポート，提出物により評価する．後期定期試験およびレポート，提出物により評価する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．実に習得するよう心がけること．施する．する．

授業の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発目的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・成の注意点績は，試験評価する．の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発方法・授業計画についてガイタンスを行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついてガイタンスを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）う心がけること．（ひつじ書房）注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）から教科書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発いるの諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発で必ず持参すること）持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，授参すること）すること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．）.発
表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．予定の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発立案

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究1

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）1「問い合わせを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）3「お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）3「お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）5「誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究2

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究3

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究4

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）6「道を立てて述べることができるやビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．交通の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発案内をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）7「インタビューを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）8「スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）8「スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）10「会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究4

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究5

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）10「会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）11「手順を説明するを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．説明する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）12「やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）12「やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究6

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究7

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究8

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）13「プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）13「プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）14「研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）14「研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）15「面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）15「面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける」の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究9
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

歴史 (History))

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではには外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではなどテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではから近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では開幕までを扱うが，通史ではまでを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では扱うが，通史ではうが，通史では外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では
ない．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では世界史の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．と関連させて考えることをめざす．させて考えることをめざす．考えることをめざす．えることを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではめざす．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

【C3】日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではや文化の変容について原始から近代に至るまでの文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．原始から近代に至るまでのから近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではに至るまでのるまでの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では
概要を理解することができる．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．することができる．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではや文化の変容について原始から近代に至るまでの文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．原始から近代に至るまでのから近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではに至るまでのるまでの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では概要を理解することができる．につ
いて考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では中間試験および定期試験で評価する．および定期試験で評価する．定期試験および定期試験で評価する．で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

【C3】具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではな史料や歴史叙述に基づいて，歴史的事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの歴史叙述に基づいて，歴史的事件や事象の内容とに基づいて，歴史的事件や事象の内容とづいて考えることをめざす．，歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの事象の内容との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのと
因果関係を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では説明することができる．することができる．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

授業で扱うが，通史ではった歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの事象の内容との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのと因果関係について考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，中間
試験および定期試験で評価する．および定期試験で評価する．定期試験および定期試験で評価する．で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

【C3】歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの事象の内容との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのと因果関係を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，正確かつ丁寧に解説，表現かつ丁寧に解説，表現に解することができる．説，表現
することができる．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

授業で扱うが，通史ではった歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの事象の内容との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのと因果関係について考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，歴史
プリントおよびノート検査で評価する．および定期試験で評価する．ノートおよびノート検査で評価する．検査で評価する．で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

【C3】史跡や文化財および近代化遺産について，実地に調査して，その作や文化の変容について原始から近代に至るまでの文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では財および近代化遺産について，実地に調査して，その作および定期試験で評価する．近代から近代の開幕までを扱うが，通史では化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では遺産について，実地に調査して，その作について考えることをめざす．，実地に調査して，その作に調査で評価する．して考えることをめざす．，その社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では作
成過程を説明することができる．歴史的事件や歴史上の人物について調を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では説明することができる．することができる．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの歴史上の人物について調の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では人物について調について考えることをめざす．調
べるとともに客観的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではに評価する．することができる．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

各自が興味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産につが興味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産につを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産につつテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではにした歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間がって考えることをめざす．，史跡や文化財および近代化遺産について，実地に調査して，その作や文化の変容について原始から近代に至るまでの文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では財および近代化遺産について，実地に調査して，その作および定期試験で評価する．近代から近代の開幕までを扱うが，通史では化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では遺産について，実地に調査して，その作につ
いて考えることをめざす．，また歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では事件や事象の内容とや文化の変容について原始から近代に至るまでの歴史上の人物について調の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では人物について調について考えることをめざす．，作成するレポートおよびノート検査で評価する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでので評
価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

成績は，試験は外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，試験および定期試験で評価する．70%　レポートおよびノート検査で評価する．14%　歴史プリントおよびノート検査で評価する．、ノートおよびノート検査で評価する．16%　として考えることをめざす．評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では到達目標1，2，3について考えることをめざす．は外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では中間および定期試験で評価する．定
期試験および定期試験で評価する．4回の平均点で評価する．また到達目標の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では平均点で評価する．また到達目標で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではまた歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間到達目標3について考えることをめざす．は外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史プリントおよびノート検査で評価する．作成および定期試験で評価する．ノートおよびノート検査で評価する．検査で評価する．で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では目標4につい
て考えることをめざす．は外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではレポートおよびノート検査で評価する．で評価する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではこれら近代の開幕までを扱うが，通史ではを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では総合してして考えることをめざす．100点で評価する．また到達目標満点で評価する．また到達目標で60点で評価する．また到達目標以上の人物について調を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では合して格とする．とする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

『詳説日本史　改訂版』:石井進・五味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産につ文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表　四訂版』外園豊基づいて，歴史的事件や事象の内容と編集代から近代の開幕までを扱うが，通史では表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史学A（5年）・日本史学B（5年）・環境と人類の歴史（と人類の歴史（の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史（5年）・社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではと文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

中学校までで学んだ知識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい知識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しいに基づいて，歴史的事件や事象の内容とづく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい内容について原始から近代に至るまでのだ知識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しいが，教科書を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しいに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しいんでおく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しいことを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では期待する．授業に参加する姿勢の乏しいする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では授業に参加する姿勢の乏しいする姿勢の乏しいの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では乏しいしい
者については個別に注意する．について考えることをめざす．は外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では個別に注意する．に注意する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では
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授業の計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入－日本の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では学ぶ意味とは何か意する．味を持つテーマにしたがって，史跡や文化財および近代化遺産につとは外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では何かか 日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．地に調査して，その作域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではな多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．について考えることをめざす．確かつ丁寧に解説，表現認し，その歴史的な形成について考える．し，その社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではな形成について考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

2 ユーラシア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．東方地に調査して，その作域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．や文化の変容について原始から近代に至るまでのオセア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ニア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．地に調査して，その作域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では上の人物について調で，日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では旧石器文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではと縄文文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではについて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

3 照葉樹林文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では帯と弥生文化，中国王朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．と弥生文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，中国王朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．と弥生時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではについて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

4 律令制導入期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではと朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．鮮半島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

5 奈良時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではおよび定期試験で評価する．平安時代から近代の開幕までを扱うが，通史では初期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では政治と文化の動きを理解する．と文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

6 遣唐使廃止前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．情勢の乏しいと，いわゆる「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．国風文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では成立を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

7 平安時代から近代の開幕までを扱うが，通史では後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きと「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．日宋貿易」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では実態について考える．について考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

8 前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい期中間試験および定期試験で評価する．

9 中間試験および定期試験で評価する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では解することができる．答とまとめとまとめ

10 鎌倉時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではにおける農業と商業の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では発達を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．世界との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関係から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

11 元寇前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．と日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

12 元寇後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では貿易と「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい期倭寇」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では出現について考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

13 明することができる．および定期試験で評価する．朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．鮮の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では成立と室町幕までを扱うが，通史では府の外交・通商政策について理解する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では外交・通商政策について理解する．について考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

14 「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．勘合して貿易」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのと琉球王国を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではめぐる国際関係を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

15 蝦夷地に調査して，その作の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．と「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．期倭寇」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では出現を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．と関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

16 前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では学習内容について原始から近代に至るまでのを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では確かつ丁寧に解説，表現認し，その歴史的な形成について考える．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では中世から近代の開幕までを扱うが，通史では近世にかけて考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では転換期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では国際関係を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では経済史の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では面から考える．から近代の開幕までを扱うが，通史では考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

17 大航海時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではと戦国時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

18 豊臣政権の外交と朝鮮出兵を東アジアの国際関係と関連づけて理解する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では外交と朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．鮮出兵を東アジアの国際関係と関連づけて理解する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では国際関係と関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

19 徳川家康の外交・通商政策を幕藩体制形成との関連から学ぶ．．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では外交・通商政策について理解する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では幕までを扱うが，通史では藩体制形成との社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．から近代の開幕までを扱うが，通史では学ぶ意味とは何か．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

20 いわゆる「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．鎖国」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．体制の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では成立を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．と関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

21 新井白石と徳川吉宗の対外認識，外交政策を比較しながら，江戸時代の経済と社会について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では対外認し，その歴史的な形成について考える．識に基づく内容だが，教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい，外交政策について理解する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．しながら近代の開幕までを扱うが，通史では，江戸時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では経済と社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではについて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

22

23 後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．期中間試験および定期試験で評価する．　

24 中間試験および定期試験で評価する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では解することができる．答とまとめとまとめ

25 田沼意する．次と松平定信の通商・国防政策と太平洋・インド洋地域の変容を関連づけて考える．と松平定信の通商・国防政策と太平洋・インド洋地域の変容を関連づけて考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では通商・国防政策について理解する．と太平洋・インド洋地域の変容を関連づけて考える．洋地に調査して，その作域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

26

27

28 幕までを扱うが，通史では末期の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本外交を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では世界情勢の乏しいの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのと関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

29 明することができる．治と文化の動きを理解する．初期における日本外交を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では世界情勢の乏しいの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのと関連させて考えることをめざす．づけて考えることをめざす．理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

30 日本列島の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では歴史を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，世界史の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では視点で評価する．また到達目標で捉えることの意義について考える．えることの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では意する．義について考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい期，後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．期ともに中間試験および定期試験で評価する．および定期試験で評価する．定期試験および定期試験で評価する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では実施する．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（1）

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（2）

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（3）

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（4）

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（5）

古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（6）

第1週から第から近代の開幕までを扱うが，通史では第7週から第までの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．試験および定期試験で評価する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では行う．う．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

中間試験および定期試験で評価する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．解することができる．説する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では紀元前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい10世紀から近代の開幕までを扱うが，通史では12世紀までの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きとの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（1）

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（2）

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（3）

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（4）

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（5）

中世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と東ア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．ジア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．（6）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（1）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（2）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（3）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（4）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（5）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（6）

近世の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（7） 朝の興亡と弥生時代の日本列島の社会について考える．鮮通信の通商・国防政策と太平洋・インド洋地域の変容を関連づけて考える．使の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では外交政策について理解する．とオランダ東インド会社の通商戦略の変容および「漂流民」と「漂着民」の存在から江戸時代の社会に東インド洋地域の変容を関連づけて考える．会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では通商戦略の変容および「漂流民」と「漂着民」の存在から江戸時代の社会にの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では変容について原始から近代に至るまでのおよび定期試験で評価する．「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．漂流民」と「漂着民」の存在から江戸時代の社会に」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．と「地域」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．漂着民」と「漂着民」の存在から江戸時代の社会に」的な多様性について確認し，その歴史的な形成について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では存在から江戸時代の社会にから近代の開幕までを扱うが，通史では江戸時代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではに
ついて考えることをめざす．考えることをめざす．える．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

第16週から第から近代の開幕までを扱うが，通史では第22週から第までの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．試験および定期試験で評価する．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では行う．う．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

中間試験および定期試験で評価する．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では内容について原始から近代に至るまでのについて考えることをめざす．解することができる．説する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では16世紀から近代の開幕までを扱うが，通史では18世紀前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい半までの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では日本社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きを対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では，世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動きとの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では関連させて考えることをめざす．から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（1）

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（2） 18世紀後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．半から近代の開幕までを扱うが，通史では19世紀初めにかけて考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではロシア東方地域やオセアニア地域との比較の上で，日本列島の旧石器文化と縄文文化について考える．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（3） 18世紀後の東アジア情勢と，いわゆる「国風文化」の成立を関連づけて考える．半から近代の開幕までを扱うが，通史では19世紀初めにかけて考えることをめざす．の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史ではイギリスの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動向と関連させて考えることをめざす．を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では理解することができる．する．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（4）

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（5）

日本と世界の社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では近代から近代の開幕までを扱うが，通史ではへの社会を対外関係，具体的には外交・貿易・文化などテーマとする．古代から近代の開幕までを扱うが，通史では動き（6）

備など）
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

地理 (Geography))

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係，自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・相互間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・人口構成・人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・諸活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係を地形図・地形図・
統計から読み取る学習をするから読み取る学習をする読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするる学習をする学習をするを地形図・する学習をする

【C3】人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係，自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・相互間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・因果関係，社会的・経済
的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・人口構成・人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・諸活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係が理解できる理解できるできる学習をする

人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係，自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・相互間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・
人口構成・人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・諸活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係が理解できる理解できるできる学習をするかを地形図・中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験・定期試験・課題
で評価するする学習をする

【C3】地形図・各種統計から読み取る学習をするを地形図・活用することができるする学習をすること自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・が理解できるできる学習をする
地形図・各種統計から読み取る学習をするを地形図・活用することができるする学習をすること自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・が理解できるできる学習をするかを地形図・中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験・定期試験・課題で
評価するする学習をする

成績は，試験は，試験80%　レポート20%　と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・して評価する．評価するする学習をする．100点を満点とし，を地形図・満点を満点とし，と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・し，60点を満点とし，以上を合格とする．試験成績は中間試験，定を地形図・合格とする．試験成績は中間試験，定と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・する学習をする．試験成績は，試験は中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験，定
期試験の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・平均点を満点とし，と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・する学習をする．

高橋彰他「新詳地理B」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図」：帝国書院

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（地理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 外的営力による地形による学習をする地形 地球規模の大地形の分布と成因の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・大地形の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・分布と成因と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・成因

2 地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・基本

3 地形図から読み取る学習をする小地形を地形図・判別し，災害や集落との関係をとらえる．し，災害や集落との関係をとらえる．や集落との関係をとらえる．集落との関係をとらえる．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・ら読み取る学習をするえる学習をする．

4 地形図から読み取る学習をする小地形を地形図・判別し，災害や集落との関係をとらえる．し，災害や集落との関係をとらえる．や集落との関係をとらえる．集落との関係をとらえる．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・ら読み取る学習をするえる学習をする．

5 地形図から読み取る学習をする村落との関係をとらえる．など歴史を読み取る．歴史を読み取る．を地形図・読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするる学習をする．

6 地形図から読み取る学習をする村落との関係をとらえる．など歴史を読み取る．歴史を読み取る．を地形図・読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするる学習をする．

7 地形図から読み取る学習をする村落との関係をとらえる．など歴史を読み取る．歴史を読み取る．を地形図・読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするる学習をする．

8 中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験

9

10 気候分布と成因の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・形成要因を地形図・学習をするし，データから特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．から読み取る学習をする特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．を地形図・読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするり，地点を満点とし，を地形図・特定する学習をする手法を学習する．を地形図・学習をするする学習をする．

11 気候ごと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・土壌・植生の特徴と形成要因を学習する．の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・特徴と形成要因を学習する．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・形成要因を地形図・学習をするする学習をする．

12 気候ごと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・土壌・植生の特徴と形成要因を学習する．の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・特徴と形成要因を学習する．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・形成要因を地形図・学習をするする学習をする．

13 自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・条件を背景とした農業の分布・成立を学習する．を地形図・背景とした農業の分布・成立を学習する．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・した農業の分布・成立を学習する．農業の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・分布と成因・成立を地形図・学習をするする学習をする．

14 自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・条件を背景とした農業の分布・成立を学習する．を地形図・背景とした農業の分布・成立を学習する．と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・した農業の分布・成立を学習する．農業の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・分布と成因・成立を地形図・学習をするする学習をする．

15 自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・環境と文化と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・文化 自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・環境と文化と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・衣食住など文化の関係など歴史を読み取る．文化の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係

16

17

18 人口構成と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・地域特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係を地形図・学習をするする学習をする．人口移動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・人口構成

19 人口構成と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・地域特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・関係を地形図・学習をするする学習をする．経済と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・人口構成

20 工業立地の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・類型を学習する．輸送と工業を地形図・学習をするする学習をする．輸送と工業と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・工業

21 工業立地の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・類型を学習する．輸送と工業を地形図・学習をするする学習をする．生の特徴と形成要因を学習する．産過程と工業と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・工業

22 工業の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・盛衰と地域と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・地域

23 中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験

24 中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・返却・解できる説を行うとともに市街地の発展過程について学習するを地形図・行うとともに市街地の発展過程について学習するうと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・もに市街地の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・発展過程と工業について評価する．学習をするする学習をする

25 郊外の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・発展過程と工業について評価する．学習をするする学習をする

26 都市における学習をする問題と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・その活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・対応について学習するについて評価する．学習をするする学習をする

27 都市における学習をする問題と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・その活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・対応について学習するについて評価する．学習をするする学習をする

28 人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・環境と文化問題

29 人間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・環境と文化問題

30 地理的視点を満点とし，の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・まと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・め 地理的現象を多角的にとらえる方法を地形図・多角的にと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・ら読み取る学習をするえる学習をする方法を学習する．

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・判読み取る学習をする1

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・判読み取る学習をする2

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・判読み取る学習をする3

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・利用することができる1

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・利用することができる2

地形図の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・利用することができる3

第1週目から第から読み取る学習をする第7週目から第の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・範囲で試験を行うで試験を地形図・行うとともに市街地の発展過程について学習するう

気候要素と特性と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．1なら読み取る学習をするびに中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・解できる答解できる説を行うとともに市街地の発展過程について学習する
中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・返却・解できる答の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・解できる説を行うとともに市街地の発展過程について学習するを地形図・行うとともに市街地の発展過程について学習するうと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・もに気候分布と成因の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・形成要因を地形図・学習をするし，データから特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．から読み取る学習をする特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．を地形図・読み取る学習をするみ取る学習をする取る学習をするり，地点を満点とし，を地形図・特定する学習をする手法を学習する．を地形図・
学習をするする学習をする．

気候要素と特性と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・特性を読み取り，地点を特定する手法を学習する．2

気候と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・土壌・植生の特徴と形成要因を学習する．1

気候と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・土壌・植生の特徴と形成要因を学習する．2

自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・農業1

自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・農業2

人口の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・変化と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・要因1 人口変化の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・社会的・経済的要因を地形図・学習をするする学習をする．人口転換論1期と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・2期

人口の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・変化と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・要因2 人口変化の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・社会的・経済的要因を地形図・学習をするする学習をする．人口転換論3期と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・4期

人口構成と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・地域1

人口構成と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・地域2

工業立地1

工業立地2

工業立地3

第16週目から第から読み取る学習をする第22週目から第の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・範囲で試験を行うで試験を地形図・行うとともに市街地の発展過程について学習するなう

中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・解できる説を行うとともに市街地の発展過程について学習するおよび都市の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・内部構造1

都市の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・内部構造2

都市問題1

都市問題2

環境と文化問題1

環境と文化問題2

備など）
考

前期，後期と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・もに中間の活動と自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・試験および定期試験を地形図・実施する．する学習をする．
学年末に再試験を行うことがある．に再試験を地形図・行うとともに市街地の発展過程について学習するうこと自然との関係，自然相互間の因果関係，社会的・経済的状況と人口構成・人間の諸活動の関係を地形図・が理解できるある学習をする．
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科　目

担当教員 丸山 栄治 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

倫理 (Ethics))

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

私たちは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをたちは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをや他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをや他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをしています．しかし，そうした判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを基準となるものをとな物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをるもの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを
正確に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をすることは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をでは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをありません．その行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをため，この行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを授業では日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを，先人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを倫理思想や現代の倫理的課題をや他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを現代の倫理的課題をの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを倫理的課題をを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを
知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．ることで，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを倫理的判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを基準となるものをを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを捉え直し，吟味することを目指します．え直し，吟味することを目指します．直し，吟味することを目指します．し，吟味することを目指します．することを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを目指します．します．

【C3】知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題をの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを基本的な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを特
徴を理解できる．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを理解できる．できる．

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを哲学に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついての行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを理解できる．度シラバスを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを定
期試験で評価する．で評価する．

【C3】宗教的世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定界観に固有の特徴を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を固有の特徴を正しく理解できる．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを特徴を理解できる．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを正しく理解できる．理解できる．できる．
キリストや定教，イスラーム，仏教に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついての行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを理解できる．度シラバスを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを定期試験で評価する．で評
価する．

【C3】現代の倫理的課題を社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．とな物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをった近代の倫理的課題をの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを倫理思想や現代の倫理的課題をを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを正しく理解できる．理解できる．できる．
近代の倫理的課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける自然観に固有の特徴を正しく理解できる．，人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを尊厳，民主社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題をとその行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を関する理解する理解できる．
度シラバスを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを定期試験で評価する．で評価する．

【C3】現代の倫理的課題を社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける倫理的問題をを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを正しく理解できる．理解できる．できる． 生命倫理，環境倫理の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを問題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついての行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを理解できる．度シラバスを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを定期試験で評価する．で評
価する．

【D1】現代の倫理的課題を社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける倫理的問題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを意見を矛盾なく展開を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを矛盾なく展開な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをく理解できる．展開
できる．

現代の倫理的課題を社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける倫理的問題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを意見を矛盾なく展開を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを矛盾なく展開な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをく理解できる．展開できるかを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを
授業プリントや定や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを定期試験で評価する．で評価する．

成績は，試験は日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを，試験で評価する．70%　レポートや定(授業プリントや定）30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを合格とする．とする．

村上を合格とする．隆夫『高等学校現代の倫理的課題を倫理』（清水書院）
『アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定プローチ倫理資料倫理資料PLUS』（東京法令）

山口裕之『語源から哲学がわかる事典』（日本実業出版社，から哲学がわかる事典』（日本実業出版社，哲学がわかる事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを典』（日本実業出版社，2019年）
その行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを他，適宜紹介します．します．

哲学A，哲学B

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 「倫理」について考えるとはどういうことかに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．るとは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをどういうことか

2 万物の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを始原の探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．と，生成を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを否定したパの思想の基本的な特ルメニデスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを存在についての探求を学ぶ．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついての行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを学ぶ．

3 アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定テナイの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを直し，吟味することを目指します．接民主政，ソフィストや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを登場，ソクラテスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを「無知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．」について考えるとはどういうことかに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学び，知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

4 プラトや定ンの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをイデアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．特に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をプラトや定ンが示す知性の特徴を感覚との対比のもとで考える．す知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．性の特徴を感覚との対比のもとで考える．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを特徴を理解できる．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを感覚との対比のもとで考える．との行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特比のもとで考える．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをもとで考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

5 プラトや定ンに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をよる民主主義に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する批判と理想や現代の倫理的課題を国家について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

6 アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定リストや定テレスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを『形而上を合格とする．学』に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける学問知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．と経験で評価する．知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを違いについて学ぶ．いに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

7 アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定リストや定テレスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを『ニコマコス倫理学』に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける倫理的卓越性の特徴を感覚との対比のもとで考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

8 前期中間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特試験で評価する． 前期の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをそれまでの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを内容に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて中間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特試験で評価する．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを実施する．する．

9 有の特徴を正しく理解できる．限性の特徴を感覚との対比のもとで考える．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを自覚との対比のもとで考える．と宗教 様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをもの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを限りがあるということを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをどう捉え直し，吟味することを目指します．え直し，吟味することを目指します．るか考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．，宗教を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを理解できる．するための行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを視点を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを得る．る．

10 ユダヤ教の誕生，キリスト教の成立を概観するとともに，キリスト教の死生観について学ぶ．教の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを誕生，キリストや定教の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを成立を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを概観に固有の特徴を正しく理解できる．するとともに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を，キリストや定教の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを死生観に固有の特徴を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

11 アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定ウグスティヌスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを信仰における原罪と自由意志の関係について学ぶ．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をおける原の探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．罪と自由意志の関係について学ぶ．と自由意志の関係について学ぶ．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを関する理解係について学ぶ．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

12 五行に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を含まれる喜捨を中心にイスラームの宗教生活と社会制度について学ぶ．まれる喜捨を中心にイスラームの宗教生活と社会制度について学ぶ．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを中心にイスラームの宗教生活と社会制度について学ぶ．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をイスラームの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教生活と社会制度について学ぶ．と社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．制度シラバスに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

13

14 古代の倫理的課題をインド思想と仏教について，「輪廻」と「縁起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．思想や現代の倫理的課題をと仏教に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて，「輪廻」と「縁起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．」について考えるとはどういうことかと「縁起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．」について考えるとはどういうことかを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを中心にイスラームの宗教生活と社会制度について学ぶ．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をその行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教的世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定界観に固有の特徴を正しく理解できる．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを特徴を理解できる．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを学ぶ．

15 浄土真宗の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを開祖である親鸞の「悪人正機」について学ぶ．である親鸞の「悪人正機」について学ぶ．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを「悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを正機」について学ぶ．」について考えるとはどういうことかに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

16

17 デカルトや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを心にイスラームの宗教生活と社会制度について学ぶ．身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．二元論がもたらした近代的な機械論的自然観について学ぶ．がもたら哲学がわかる事典』（日本実業出版社，した近代の倫理的課題を的な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを機」について学ぶ．械論がもたらした近代的な機械論的自然観について学ぶ．的自然観に固有の特徴を正しく理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

18 社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．契約説

19 道徳判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをと感情・快苦 感情を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを道徳判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを原の探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．理とするアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定ダム・スミスと，快楽と苦痛を起点として考えるベンサム，ミルの思想について学ぶ．と苦痛を起点として考えるベンサム，ミルの思想について学ぶ．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．点として考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．るベンサム，ミルの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．

20 人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを尊厳とは日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを何かか 人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを尊厳を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを格とする．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を見を矛盾なく展開出したカントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題をを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを学び，意志の関係について学ぶ．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを自律という視点から人間の尊厳について考える．という視点から哲学がわかる事典』（日本実業出版社，人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを尊厳に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

21 ジェンダーに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて

22 ヘイトや定スピーチ倫理資料に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて ヘイトや定スピーチ倫理資料に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を関する理解する現状を知り，その背景にあるマジョリティの歴史に対する認識について考える．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．り，その行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを背景にあるマジョリティの歴史に対する認識について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をあるマジョリティの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを歴史に対する認識について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する認識について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

23 後期中間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特試験で評価する． 後期の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをそれまでの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを内容に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて中間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特試験で評価する．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを実施する．する．

24 出生前診断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをと選択的中絶について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

25 脳死を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを死と認めることの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを是非に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

26 「安楽と苦痛を起点として考えるベンサム，ミルの思想について学ぶ．死・尊厳死」について考えるとはどういうことかを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをめぐる倫理的問題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

27

28 ハンス・ヨナスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題をを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを参照し，未来世代に対する責任について考える．し，未来世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定代の倫理的課題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する責任について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

29 動物実験で評価する．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを問題を，動物の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを権利について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

30 ディスカッション これまでの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを内容に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を関する理解して自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．がどの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをように言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．表現するか検討し，議論する．し，議論がもたらした近代的な機械論的自然観について学ぶ．する．

前期，後期ともに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を中間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特試験で評価する．および定期試験で評価する．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを実施する．する．

授業の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをオリエンテーションを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを実施する．する．自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを観に固有の特徴を正しく理解できる．，善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを基準となるものをを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを表現することを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを通して，倫理に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．ることの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを意味することを目指します．
を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを確に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を認する．

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(1): 初期の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定哲学者

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(2): ソクラテス

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(3): プラトや定ン

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(4): プラトや定ン

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(5): アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定リストや定テレス

古代の倫理的課題をギリシアや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを思想や現代の倫理的課題を(6): アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定リストや定テレス

唯一神の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教(1): キリストや定教

唯一神の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教(2): キリストや定教

唯一神の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教(3): イスラーム

唯一神の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを宗教(4): イスラームとキリストや定教
アや近世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定リストや定テレスの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを哲学を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをイスラームや他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをキリストや定教の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを神学がどの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをように言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．たか．主要なテーマの一つである世界の永遠性に関するな物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをテーマの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを一つである世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定界の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを永遠性の特徴を感覚との対比のもとで考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を関する理解する
議論がもたらした近代的な機械論的自然観について学ぶ．を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを学び，神学の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを議論がもたらした近代的な機械論的自然観について学ぶ．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを特徴を理解できる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて知ることで，自分自身の倫理的判断の基準を捉え直し，吟味することを目指します．る．

古代の倫理的課題をインド思想と仏教について，「輪廻」と「縁起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．思想や現代の倫理的課題をと仏教(1)

古代の倫理的課題をインド思想と仏教について，「輪廻」と「縁起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．思想や現代の倫理的課題をと仏教(2)

デカルトや定(1) デカルトや定の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを方について，ヨーロッパの思想の基本的な特法的懐疑と第一原理とされる「我思う故に我あり」について学ぶ．数学が持つ普遍性の起源や根拠についても言及と第一原の探求と，生成を否定したパルメニデスの存在についての探求を学ぶ．理とされる「我思う故に我あり」について学ぶ．数学が持つ普遍性の起源や根拠についても言及に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を我あり」について考えるとはどういうことかに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ．数学が持つ普遍性の起源や根拠についても言及つ普遍性の特徴を感覚との対比のもとで考える．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを起」を中心にその宗教的世界観の特徴を学ぶ．源から哲学がわかる事典』（日本実業出版社，や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを根拠についても言及に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついても言及
する．

デカルトや定(2)

社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．，国家について考える．は日々，自分や他人の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを何かに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をよって成立するの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをか．17-18世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定紀の社会契約説に遡って考える．の行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．契約説に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を遡って考える．って考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る．

社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる．的・文化的に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をつく理解できる．ら哲学がわかる事典』（日本実業出版社，れた性の特徴を感覚との対比のもとで考える．差の問題について考えるの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを問題をに言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて考えるとはどういうことかえ直し，吟味することを目指します．る.

生命科学と倫理(1)

生命科学と倫理(2)

生命科学と倫理(3)

地球環境と倫理(1) 地球温暖化に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をついて学ぶ. 日本と世ヨーロッパの哲学についての理解度を授業プリントや定界全体で温暖化対策に対する認識にどのようなが違いがあるかを取り上げる．で温暖化対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特策に対する認識にどのようなが違いがあるかを取り上げる．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題を対する人間のあり方について，ヨーロッパの思想の基本的な特する認識について考える．に言葉にすることは必ずしも容易ではありません．そのため，この授業では，先人の倫理思想や現代の倫理的課題をどの行為の善悪や様々な物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをような物事の価値を判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものをが違いについて学ぶ．いがあるかを判断しています．しかし，そうした判断の基準となるものを取り上げる．り上を合格とする．げる．

地球環境と倫理(2)

地球環境と倫理(3)

備など）
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科書をよく読み，内容を理解できるようにすること．をよく読み，内容を理解できるようにすること．読み，内容を理解できるようにすること．み，内容を理解できるようにすること．内容を理解できるようにすること．を理解できるようにすること．できるようにすること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

歴史 (History))

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的にとって，内容を理解できるようにすること．他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的との日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的コミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的は必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的であり，内容を理解できるようにすること．その日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的基礎となるのが基本的となるの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的が基本的基本的
な歴史知識である．本授業では，近代社会の成立から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をである．本授業では必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的，内容を理解できるようにすること．近代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的成立から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をるまでの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を市民革命」「帝国主義」「戦争」を」「市民革命」「帝国主義」「戦争」を帝国主義」「市民革命」「帝国主義」「戦争」を戦争」を」を
中心として学んでいく．として学んでいく読み，内容を理解できるようにすること．．

【C3】18世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を現在までの世界の歴史の流れを理解できる．までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的流れを理解できる．れを理解できるようにすること．できる．
18世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を現在までの世界の歴史の流れを理解できる．までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的流れを理解できる．れの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的理解できるようにすること．度シラバスを，内容を理解できるようにすること．中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期および定期定期
試験および定期で評価する．する．

【C3】基本的な世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史的事項を理解する．を理解できるようにすること．する．
基本的な世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史的事項を理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的理解できるようにすること．度シラバスを，内容を理解できるようにすること．中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期および定期定期試験および定期とレポート
・提出物で評価する．で評価する．する．

【C3】18世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的問題や文化に関して理解できるや文化に関して理解できる文化に関して理解できるに関して理解できるして理解できるようにすること．できる
．

18世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的問題や文化に関して理解できるや文化に関して理解できる文化に関して理解できるに関して理解できるしての日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的理解できるようにすること．度シラバスを，内容を理解できるようにすること．中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試
験および定期および定期定期試験および定期で評価する．する．

【C3】現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的における事柄を世界の歴史に関連させて思考できる．を世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史に関して理解できる連させて思考できる．させて思考できる．できる． 現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的における事柄を世界の歴史に関連させて思考できる．を世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史に関して理解できる連させて思考できる．させて思考できる．できているか，内容を理解できるようにすること．レポ
ート・提出物で評価する．で評価する．する．

成績は，試験は必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的，内容を理解できるようにすること．試験および定期70%　レポート・提出物で評価する．30%　として評価する．する．到達目標1・2・3については必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的，内容を理解できるようにすること．中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的および定期定期試験および定期4回の平の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的平
均点で評価する．また到達目標で評価する．する．また到達目標到達目標2については必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的，内容を理解できるようにすること．レポート・提出物で評価する．でも評価する．到達目標評価する．する．到達目標4については必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的，内容を理解できるようにすること．レポート・提出物で評価する．で評
価する．する．これら現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をを総合して，して，内容を理解できるようにすること．100点で評価する．また到達目標満点で評価する．また到達目標で60点で評価する．また到達目標以上を合格とする．を合して，格とする．とする．

木村靖二ほか『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）ほか『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）詳説世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史　改訂版』（山川出版社）』（山川出版社）山川出版』（山川出版社）社）
第一学習社編集部編『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）グローバルワイド最新世界史図表五訂版』（第一学習社）最新世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史図表五訂版』（山川出版社）』（山川出版社）第一学習社）

全国歴史教育研究協議会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的編『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史用語集』（山川出版社）山川出版』（山川出版社）社）
西川正雄他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的編『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）角川世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史辞典』（山川出版社）角川書をよく読み，内容を理解できるようにすること．店）

歴史（山川出版社）1年），内容を理解できるようにすること．日本史（山川出版社）5年），内容を理解できるようにすること．世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史（山川出版社）5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入―近代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的とは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的 古代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を市民革命」「帝国主義」「戦争」をが基本的起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．こるまでの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．し，内容を理解できるようにすること．世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を地理の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的基本を学ぶ．

2 イギリスで起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．こった到達目標産業革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的影響と，アメリカ独立革命の意義について理解する．と，内容を理解できるようにすること．アメリカ独立革命の意義について理解する．独立革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義について理解できるようにすること．する．

3

4 アンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的シャンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的＝レジームとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．とは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．かを理解できるようにすること．し，内容を理解できるようにすること．フランは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ス革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義について理解できるようにすること．する．

5 フランは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ス革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．とナポレオンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動向について理解する．について理解できるようにすること．する．

6 ウィーンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的体制とその崩壊とその日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的崩壊 二ほか『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）月革命」「帝国主義」「戦争」をと七月革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義について知る．また到達目標，内容を理解できるようにすること．イタリアとド最新世界史図表五訂版』（第一学習社）イツの統一の経緯を理解し，近代国家とは何かを考える．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的統一の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．を理解できるようにすること．し，内容を理解できるようにすること．近代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的国家とは何かを考える．とは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．かを考できる．える．

7 アメリカ独立革命の意義について理解する．合して，衆国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的発展 アメリカ独立革命の意義について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的領土拡大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義と南北戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．について理解できるようにすること．し，内容を理解できるようにすること．現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的アメリカ独立革命の意義について理解する．との日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的関して理解できる係を考える．を考できる．える．

8 中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期

9 中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的解できるようにすること．答とまとめとまとめ 中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的内容を理解できるようにすること．について解できるようにすること．答とまとめ・解できるようにすること．説し，内容を理解できるようにすること．近代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的国家とは何かを考える．（山川出版社）国民国家とは何かを考える．）の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的成立の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義について学ぶ．

10 オスマンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的帝国とムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．ガル帝国

11 清朝の動揺の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動揺 アヘンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的戦争」を以降の清朝のヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的清朝の動揺の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．との日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的関して理解できる係を考える．および定期国内の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的改革について理解できるようにすること．する．

12 ヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．諸国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動向について理解する．と植民地化に関して理解できるの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的拡大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．について理解できるようにすること．する．特にアジアとアフリカの植民地化について考える．にアジアとアフリカ独立革命の意義について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的植民地化に関して理解できるについて考できる．える．

13

14 アジア諸国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的改革 清朝の動揺の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的滅亡と辛亥革命の経緯について理解する．また，アジア各地での民族運動について考える．と辛亥革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．について理解できるようにすること．する．また到達目標，内容を理解できるようにすること．アジア各地での日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的民族運動について考できる．える．

15

16 なぜ第一次世界大戦が起こったのか，その経緯を理解する．また，ロシア革命の経緯と意義について考える．第一次世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．戦が基本的起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．こった到達目標の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的か，内容を理解できるようにすること．その日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．を理解できるようにすること．する．また到達目標，内容を理解できるようにすること．ロシア革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．と意義について考できる．える．

17

18

19

20 世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を恐慌が世界に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．が基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をに与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．えた到達目標影響と，アメリカ独立革命の意義について理解する．について考できる．える．また到達目標，内容を理解できるようにすること．ファシズムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．諸国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動向について理解する．が基本的意味するものを理解する．するも評価する．到達目標の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的を理解できるようにすること．する．

21

22 第二ほか『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）次世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．戦 第二ほか『詳説世界史　改訂版』（山川出版社）次世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史的意義について考できる．え，内容を理解できるようにすること．現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的との日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的つなが基本的りを考できる．える．

23 中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期

24

25

26 第三世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的自立 冷戦構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．と第三世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をとの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的関して理解できる係を考える．について理解できるようにすること．する．また到達目標各地の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的戦争」を・紛争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．とその日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意味するものを理解する．を考できる．える．

27 ベトナムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．戦争」を ベトナムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．戦争」をが基本的起こるまでの世界の歴史を概観し，世界地理の基本を学ぶ．こる経緯とナポレオンの動向について理解する．と世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をに与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．えた到達目標意味するものを理解する．について考できる．える．特にアジアとアフリカの植民地化について考える．に日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．えた到達目標影響と，アメリカ独立革命の意義について理解する．についても評価する．到達目標考できる．える．

28

29

30 まとめ―歴史を学ぶこととは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．か

前期，内容を理解できるようにすること．後期とも評価する．到達目標に中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期および定期定期試験および定期を実施する．する．

産業革命」「帝国主義」「戦争」をとアメリカ独立革命の意義について理解する．独立革命」「帝国主義」「戦争」を（山川出版社）1）

産業革命」「帝国主義」「戦争」をとアメリカ独立革命の意義について理解する．独立革命」「帝国主義」「戦争」を（山川出版社）2） 第2週に同じ．に同じ．じ．

フランは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ス革命」「帝国主義」「戦争」をとナポレオンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的（山川出版社）1）

フランは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ス革命」「帝国主義」「戦争」をとナポレオンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的（山川出版社）2）

第1週に同じ．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を第7週に同じ．までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的内容を理解できるようにすること．について試験および定期を行う．う．

オスマンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的帝国とヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．諸国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的関して理解できる係を考える．について理解できるようにすること．する．また到達目標イギリスの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的インは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ド最新世界史図表五訂版』（第一学習社）の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的植民地化に関して理解できるの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的経緯とナポレオンの動向について理解する．を知り，内容を理解できるようにすること．植民地とは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．かを理解できるようにすること．
する．

帝国主義の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的展開と植民地（と植民地（山川出版社）1）

帝国主義の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的展開と植民地（と植民地（山川出版社）2） 第12週に同じ．に同じ．じ．

19世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史を考できる．える 19世紀から現在までの世界の歴史の流れを理解できる．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史について考できる．える．

第一次世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．戦（山川出版社）1）

第一次世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を大の意義と南北戦争の経緯について理解し，現代のアメリカとの関係を考える．戦（山川出版社）2） 第16週に同じ．に同じ．じ．

ヴェルサイユ体制とワシントン体制（体制とその崩壊とワシンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的トンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的体制とその崩壊（山川出版社）1） 国際協調の時代としてのの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的時代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的としての日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的1920年代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的をヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．・アジアを中心として学んでいく．にして学ぶ．また到達目標，内容を理解できるようにすること．各地域の民族運動について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的民族運動について理解できるようにすること．する．

ヴェルサイユ体制とワシントン体制（体制とその崩壊とワシンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的トンは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的体制とその崩壊（山川出版社）2） 第18週に同じ．に同じ．じ．

世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を恐慌が世界に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．とファシズムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．（山川出版社）1）

世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を恐慌が世界に与えた影響について考える．また，ファシズム諸国の動向が意味するものを理解する．とファシズムとは何かを理解し，フランス革命の意義について理解する．（山川出版社）2） 第20週に同じ．に同じ．じ．

第16週に同じ．から現代に至るまでの世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を第22週に同じ．までの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的内容を理解できるようにすること．について試験および定期を行う．う．

冷戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．（山川出版社）1） 中間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的試験および定期の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的解できるようにすること．答とまとめ・解できるようにすること．説をおこなう．アメリカ独立革命の意義について理解する．とソ連だけではなく，世界史上における冷戦の意味とその構造について理解する．また連させて思考できる．だけでは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的なく読み，内容を理解できるようにすること．，内容を理解できるようにすること．世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」を史上を合格とする．における冷戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意味するものを理解する．とその日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．について理解できるようにすること．する．また到達目標
アジア諸国の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的戦後の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動向について理解する．について知る．

冷戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的構造と第三世界との関係について理解する．また各地の戦争・紛争の経緯とその意味を考える．（山川出版社）2） 第24週に同じ．に同じ．じ．

冷戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的解できるようにすること．消（山川出版社）1） ソ連だけではなく，世界史上における冷戦の意味とその構造について理解する．また連させて思考できる．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的消滅の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的意義について理解できるようにすること．する．また到達目標，内容を理解できるようにすること．1990年代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的以降の清朝のヨーロッパとの関係および国内の改革について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動き，内容を理解できるようにすること．特にアジアとアフリカの植民地化について考える．にアメリカ独立革命の意義について理解する．の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的動向について理解する．について考できる．える．

冷戦の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的解できるようにすること．消（山川出版社）2） 第28週に同じ．に同じ．じ．

これまで学んできた到達目標世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的歴史と現代の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的との日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的つなが基本的りについて理解できるようにすること．し，内容を理解できるようにすること．今後の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的世界の歴史を「市民革命」「帝国主義」「戦争」をについて考できる．える．また到達目標，内容を理解できるようにすること．歴史を学ぶことが基本的ど
の日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的ような意味するものを理解する．を持つのかを考える．つの日本社会に生きる人間にとって，他の社会とのコミュニケーションは必要不可欠であり，その基礎となるのが基本的かを考できる．える．
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科　目

担当教員 巽 一樹 助教

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 ミクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済学の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2

3 ケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済政策の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

4 戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．世界経済の概念の理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「教養としての政治と経済」：渡辺修朗（学文社）と世界経済の理解度を試験により評価する．しての概念の理解度を試験により評価する．政治と経済」：渡辺修朗（学文社）と世界経済の理解度を試験により評価する．経済」：渡辺修朗（学の概念の理解度を試験により評価する．文社）

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業高等専門学の概念の理解度を試験により評価する．校 2022年度を試験により評価する．シラバス

政治と経済」：渡辺修朗（学文社）・経済 (Political Science and Economics))

電気工学の概念の理解度を試験により評価する．科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学の概念の理解度を試験により評価する．修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

歴史的転換期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，と世界経済の理解度を試験により評価する．しての概念の理解度を試験により評価する．現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，日本の概念の理解度を試験により評価する．政治と経済」：渡辺修朗（学文社）・経済を試験により評価する．理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，政治と経済」：渡辺修朗（学文社）・経済の概念の理解度を試験により評価する．諸事象を多角的な視点から分析し，を試験により評価する．多角的な視点から分析し，から分析し，分析し，し，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，
その概念の理解度を試験により評価する．構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構を試験により評価する．把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構して，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構から分析し，判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構と世界経済の理解度を試験により評価する．考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構を試験により評価する．養としての政治と経済」：渡辺修朗（学文社）成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構する．前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，は市場の原理，近代国家の政治の構市場の原理，近代国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．原理，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，近代国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．政治と経済」：渡辺修朗（学文社）の概念の理解度を試験により評価する．構
造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構を試験により評価する．中心に扱い，後期はケインズ型マクロ経済政策及び現代世界経済を中心に扱う．に扱い，後期はケインズ型マクロ経済政策及び現代世界経済を中心に扱う．い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，は市場の原理，近代国家の政治の構ケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済政策の概念の理解度を試験により評価する．及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，現代世界経済を試験により評価する．中心に扱い，後期はケインズ型マクロ経済政策及び現代世界経済を中心に扱う．に扱い，後期はケインズ型マクロ経済政策及び現代世界経済を中心に扱う．う．

【C3】市場の原理，近代国家の政治の構経済，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，競争，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，価する．格の決定，資源の最適配分などのミクロ経済学のの概念の理解度を試験により評価する．決定，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，資源の最適配分などのミクロ経済学のの概念の理解度を試験により評価する．最適配分などの概念の理解度を試験により評価する．ミクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済学の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．
概念の理解度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て理解する．

【C3】民主主義の概念の理解度を試験により評価する．構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中世ヨーロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ッパ社会における国家の成立について社会における国家の成立についてにおける国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構立につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て
理解する．

民主主義の概念の理解度を試験により評価する．構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中世ヨーロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ッパ社会における国家の成立について社会における国家の成立についてにおける国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構立につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構ての概念の理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．
を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

【C3】資本主義の概念の理解度を試験により評価する．成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構立から分析し，第二次世界大戦に至るケインズ型マクロ経済るケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済
政策の概念の理解度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て理解する．

【C3】戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．復興，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，高度を試験により評価する．経済成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構長，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，バブル崩壊，高齢化問題に至る日本経済崩壊，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，高齢化問題に至る日本経済に至るケインズ型マクロ経済る日本経済
と世界経済の理解度を試験により評価する．サブプライムロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ーン問題に至る日本経済による世界同時不況について理解する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て理解する．

成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構績は，試験は市場の原理，近代国家の政治の構，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，試験により評価する．100%　と世界経済の理解度を試験により評価する．して評価する．する．前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．25%，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，定期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，試験により評価する．25%，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．25%，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，定期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，試験により評価する．25%で
評価する．する．100点から分析し，満点から分析し，で60点から分析し，以上を合格とする．を試験により評価する．合格の決定，資源の最適配分などのミクロ経済学のと世界経済の理解度を試験により評価する．する．

「教養としての政治と経済」：渡辺修朗（学文社）の概念の理解度を試験により評価する．政治と経済」：渡辺修朗（学文社）学の概念の理解度を試験により評価する．・経済学の概念の理解度を試験により評価する．」：香川勝俊（学の概念の理解度を試験により評価する．術図書出版社）
「政治と経済」：渡辺修朗（学文社）・経済資料 2022」：東京法令出版編（東京法令出版）
「ゼミナール崩壊，高齢化問題に至る日本経済　日本経済入門」三橋規宏他編（日本経済新聞社）
「令和3年度を試験により評価する．　経済財政白書」内閣府編（国立印刷局）

経済学の概念の理解度を試験により評価する．I，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，経済学の概念の理解度を試験により評価する．II(5年選択）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 講義ガイダンス 講義の概念の理解度を試験により評価する．進め方，成績評価の方法について説明する．め方，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構績は，試験評価する．の概念の理解度を試験により評価する．方法につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

2 計画経済と世界経済の理解度を試験により評価する．市場の原理，近代国家の政治の構経済の概念の理解度を試験により評価する．違いについて説明する．い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

3 競争市場の原理，近代国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．概念の理解度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

4 市場の原理，近代国家の政治の構経済における資源の最適配分などのミクロ経済学のの概念の理解度を試験により評価する．最適配分につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

5 「企業家の政治の構」の概念の理解度を試験により評価する．役割，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，イノベーションの概念の理解度を試験により評価する．概念の理解度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

6 需要曲線と供給曲線について説明する．と世界経済の理解度を試験により評価する．供給曲線と供給曲線について説明する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

7 需要と世界経済の理解度を試験により評価する．供給の概念の理解度を試験により評価する．変化に関する反応について説明する．する反応について説明する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

8 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する． 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．を試験により評価する．実施する．する．

9 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．解説 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．解答及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，解説を試験により評価する．行う．う．

10 市場の原理，近代国家の政治の構経済が発展するためには発展するためにはするためには市場の原理，近代国家の政治の構 市場の原理，近代国家の政治の構経済が発展するためには発展するためにはするための概念の理解度を試験により評価する．国家の政治の構の概念の理解度を試験により評価する．持つ役割について説明する．つ役割につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

11 中世ヨーロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ッパ社会における国家の成立について世界 マナ制にはじまる中世ヨーロッパの封建制度について説明する．には市場の原理，近代国家の政治の構じまる中世ヨーロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ッパ社会における国家の成立についての概念の理解度を試験により評価する．封建制にはじまる中世ヨーロッパの封建制度について説明する．度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

12 中央集権制にはじまる中世ヨーロッパの封建制度について説明する．度を試験により評価する．，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，重商主義政策の概念の理解度を試験により評価する．に代表されるヨーロッパの絶対主義王政の時代について説明する．されるヨーロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ッパ社会における国家の成立についての概念の理解度を試験により評価する．絶対主義王政の概念の理解度を試験により評価する．時代につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

13 重商主義の概念の理解度を試験により評価する．時代と世界経済の理解度を試験により評価する．その概念の理解度を試験により評価する．問題に至る日本経済点から分析し，につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

14 ロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ックの概念の理解度を試験により評価する．『市民政府二論』と権力分立の原理について説明し，イギリス議会制民主主義について検討する．市民政府二論』と権力分立の原理について説明し，イギリス議会制民主主義について検討する．』と世界経済の理解度を試験により評価する．権力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構分立の概念の理解度を試験により評価する．原理につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．し，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，イギリス議会における国家の成立について制にはじまる中世ヨーロッパの封建制度について説明する．民主主義につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て検討する．する．

15 ル崩壊，高齢化問題に至る日本経済ソーの概念の理解度を試験により評価する．『市民政府二論』と権力分立の原理について説明し，イギリス議会制民主主義について検討する．社会における国家の成立について契約論』と権力分立の原理について説明し，イギリス議会制民主主義について検討する．』と世界経済の理解度を試験により評価する．フランス革命について説明し，民主主義の構造について検討する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．し，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，民主主義の概念の理解度を試験により評価する．構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て検討する．する．

16 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，の概念の理解度を試験により評価する．復習 前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，の概念の理解度を試験により評価する．講義の概念の理解度を試験により評価する．復習を試験により評価する．行う．う．

17 資本主義の概念の理解度を試験により評価する．形成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構と世界経済の理解度を試験により評価する．マル崩壊，高齢化問題に至る日本経済クスの概念の理解度を試験により評価する．「資本論』と権力分立の原理について説明し，イギリス議会制民主主義について検討する．」につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

18 先進め方，成績評価の方法について説明する．国による植民地支配と世界経済の理解度を試験により評価する．第一次世界大戦につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

19

20

21 古典派経済学の概念の理解度を試験により評価する．と世界経済の理解度を試験により評価する．ケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．経済学の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．違いについて説明する．い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

22 ニューディール崩壊，高齢化問題に至る日本経済政策の概念の理解度を試験により評価する．と世界経済の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済政策の概念の理解度を試験により評価する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

23 後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する． 後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．を試験により評価する．実施する．する．

24 後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．解説 後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，中間試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．解答及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，解説を試験により評価する．行う．う．

25 戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．復興期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，の概念の理解度を試験により評価する．民主化と世界経済の理解度を試験により評価する．経済の概念の理解度を試験により評価する．基盤整備について説明し，高度経済成長期に至る戦後日本経済について検討する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．し，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，高度を試験により評価する．経済成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構長期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，に至るケインズ型マクロ経済る戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．日本経済につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て検討する．する．

26

27 日本の概念の理解度を試験により評価する．財政と世界経済の理解度を試験により評価する．高齢化問題に至る日本経済 日本の概念の理解度を試験により評価する．人口高齢化，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，日本の概念の理解度を試験により評価する．財政赤字と地方財政について説明する．と世界経済の理解度を試験により評価する．地方財政につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

28 新自由主義の概念の理解度を試験により評価する．時代

29

30 まと世界経済の理解度を試験により評価する．め 全講義の概念の理解度を試験により評価する．総括を行う．を試験により評価する．行う．う．

前期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，と世界経済の理解度を試験により評価する．もに中間試験により評価する．および日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，定期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，試験により評価する．を試験により評価する．実施する．する．

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．競争(1)

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．競争(2)

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．資源の最適配分などのミクロ経済学のの概念の理解度を試験により評価する．最適配分(1)

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．資源の最適配分などのミクロ経済学のの概念の理解度を試験により評価する．最適配分(2)

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．価する．格の決定，資源の最適配分などのミクロ経済学の(1)

市場の原理，近代国家の政治の構経済と世界経済の理解度を試験により評価する．価する．格の決定，資源の最適配分などのミクロ経済学の(2)

絶対王政と世界経済の理解度を試験により評価する．重商主義の概念の理解度を試験により評価する．時代(1)

絶対王政と世界経済の理解度を試験により評価する．重商主義の概念の理解度を試験により評価する．時代(2)

市民社会における国家の成立についてと世界経済の理解度を試験により評価する．自由主義経済(1)

市民社会における国家の成立についてと世界経済の理解度を試験により評価する．自由主義経済(2)

資本主義の概念の理解度を試験により評価する．成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構立(1)

資本主義の概念の理解度を試験により評価する．成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構立(2)

20世紀の危機の概念の理解度を試験により評価する．危機(1) アメリカの繁栄との概念の理解度を試験により評価する．繁栄とと世界経済の理解度を試験により評価する．20世紀の危機の概念の理解度を試験により評価する．世界恐慌について説明する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

20世紀の危機の概念の理解度を試験により評価する．危機(2) 第二次世界大戦に至るケインズ型マクロ経済る20世紀の危機の概念の理解度を試験により評価する．世界経済につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

ケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済政策の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．登場の原理，近代国家の政治の構(1)

ケインズ型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．型マクロ経済政策の概念の理解度を試験により評価する．マクロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．経済政策の概念の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．登場の原理，近代国家の政治の構(2)

戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．日本経済の概念の理解度を試験により評価する．物語　その概念の理解度を試験により評価する．1

戦後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．日本経済の概念の理解度を試験により評価する．物語　その概念の理解度を試験により評価する．2 1980年代の概念の理解度を試験により評価する．安定成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構長から分析し，バブル崩壊，高齢化問題に至る日本経済経済と世界経済の理解度を試験により評価する．その概念の理解度を試験により評価する．後の日本経済と世界経済の理解度を試験により評価する．の概念の理解度を試験により評価する．日本経済につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

アメリカの繁栄との概念の理解度を試験により評価する．新自由主義，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，イギリスの概念の理解度を試験により評価する．サッチャー改革を試験により評価する．は市場の原理，近代国家の政治の構じめと世界経済の理解度を試験により評価する．した20世紀の危機の概念の理解度を試験により評価する．世界の概念の理解度を試験により評価する．社会における国家の成立についてについ視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

2000年以降の世界の概念の理解度を試験により評価する．世界(サブプライムロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ーン問題に至る日本経済から分析し，世界同時不況について理解する．へ) アジア通貨危機，政治・経済の諸事象を多角的な視点から分析し，サブプライムロ経済学の概念の理解度を試験により評価する．ーン問題に至る日本経済など2000年以降の世界の概念の理解度を試験により評価する．金融危機・世界同時不況について理解する．につい視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は市場の原理，近代国家の政治の構て説明する．する．

備など）
考
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科　目

担当教員 鯉江 秀行 講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，レポート，小テストで評価する．レポート，レポート，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

2 試験，レポート，小テストで評価する．レポート，レポート，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

3 試験，レポート，小テストで評価する．レポート，レポート，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

4 試験，レポート，小テストで評価する．レポート，レポート，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

5 試験，レポート，小テストで評価する．レポート，レポート，小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，レポート，小テストで評価する．内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定着と応用力の養と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養養
成をはかる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養はかる．

【A1】整式や分数式の計算ができる．や分数式の計算ができる．分数式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．

【A1】方程式や分数式の計算ができる．・不等式や分数式の計算ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．いたり，レポート，小テストで評価する．利用したりで評価する．きる．

【A1】簡単な等式や分数式の計算ができる．・不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる．がで評価する．きる．

【A1】2次関数や分数式の計算ができる．分数関数などの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフを理解し応用できる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解いたり，利用したりできる．し応用で評価する．きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理，レポート，小テストで評価する．公式や分数式の計算ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解いたり，利用したりできる．し活用で評価する．きる．

成をはかる．績は，試験は，レポート，小テストで評価する．試験72%　レポート28%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．評価する．する．試験成をはかる．績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で評価する．60
点とする．以上を合格とする．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養合格とする．とする．

「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」： 高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学問題集 改訂版」：高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式や分数式の計算ができる． 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学I+A，レポート，小テストで評価する．増補改訂版 チャート式や分数式の計算ができる． 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学II+B」：チャート研究所編著（数研出
版）

「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学」：岡本 和夫 著 (実教出版)
「LIBRARY 工学基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養＆高専TEXT 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学」：佐々木 良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキストシリーズ 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学」：高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学教材研究会 編(森北出版)
「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養」：岡本 和夫 著 (実教出版)
「基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学問題集」：佐々木 良勝 他 著 (数理工学社)

1年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I，レポート，小テストで評価する．2年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書にがある場合には，レポート，小テストで評価する．発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書にな話題を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱うこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書にうこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書に
挙げた書籍は全部揃える必要はない．・げた書籍は全部揃える必要はない．・は全部揃える必要はない．・える必要はない．・はない．・4月のオリエンテーションの中で，入学前に課した課題についての実力試験を実施の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養オリエンテーションの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養中で評価する．，レポート，小テストで評価する．入学前に課した課題について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実力の養試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実施
する．この基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養結果はは1年数学Iの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養成をはかる．績は，試験とは関係がない．がない．
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授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 整式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養加法・減法，レポート，小テストで評価する． 整式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養乗法 整式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養加法・減法，レポート，小テストで評価する．乗法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

2 因数分解いたり，利用したりできる． 因数分解いたり，利用したりできる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養公式や分数式の計算ができる．およびその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養使い方について解説し，演習を行う．い方について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

3 整式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養除法，レポート，小テストで評価する． 剰余の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定理と因数分解いたり，利用したりできる． 整式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養除法および剰余の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定理と因数定理について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

4

5

6 いろいろな方程式や分数式の計算ができる． 連立方程式や分数式の計算ができる．や分数式の計算ができる．高次方程式や分数式の計算ができる．など，レポート，小テストで評価する． いろいろな方程式や分数式の計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

7 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

8 中間試験 中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

9 試験返却，レポート，小テストで評価する． 恒等式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる．

10

11 いろいろな不等式や分数式の計算ができる．

12 不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる． 不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

13 関数とグラフを理解し応用できる．

14

15

16

17 べき関数，レポート，小テストで評価する． 分数関数 べき関数，レポート，小テストで評価する．分数関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

18 無理関数 無理関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

19 逆関数 逆関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

20 鋭角の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養三角比

21 鈍角の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養三角比

22 三角形への応用への基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用

23 中間試験 中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

24 試験返却，レポート，小テストで評価する． 一般角，レポート，小テストで評価する． 一般角の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養三角関数 後期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答を解説する．また， 一般角について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，レポート，小テストで評価する．解いたり，利用したりできる．答を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．する．また，レポート，小テストで評価する． 一般角について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

25 弧度シラバス法，レポート，小テストで評価する． 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質 弧度シラバス法，レポート，小テストで評価する．三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義・性質について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

26 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフを理解し応用できる． 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフを理解し応用できる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

27 三角方程式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 三角不等式や分数式の計算ができる． 三角方程式や分数式の計算ができる．・不等式や分数式の計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

28 加法定理，レポート，小テストで評価する． 加法定理の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用

29 加法定理の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用 半角の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養公式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 和積の公式， 三角関数の合成について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養公式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養合成をはかる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

30 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用 三角関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

前期，レポート，小テストで評価する．後期ともに中間試験および定期試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実施する．

分数式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 2次方程式や分数式の計算ができる． 分数式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，レポート，小テストで評価する． 2次方程式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

2次方程式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 解いたり，利用したりできる．と係がない．数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養関係がない． 2次方程式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養判別式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する．および解いたり，利用したりできる．と係がない．数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養関係がない．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

6週までの内容について演習を行うまで評価する．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内容の定着と応用力の養について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

前期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答を解説する．また， 一般角について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，レポート，小テストで評価する．解いたり，利用したりできる．答を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．する．また，レポート，小テストで評価する．恒等式や分数式の計算ができる．および等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質，レポート，小テストで評価する． 1次不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．法 不等式や分数式の計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質，レポート，小テストで評価する．1次不等式や分数式の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

連立不等式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 2次以上を合格とする．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養不等式や分数式の計算ができる．などの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解いたり，利用したりできる．法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

関数に関する用語や座標平面について解説し， グラフをかく準備をするや分数式の計算ができる．座標平面について解説し， グラフをかく準備をするについて評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する． グラフを理解し応用できる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養かく準備をする準備をするを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養する.

2次関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフを理解し応用できる．，レポート，小テストで評価する． 2次関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養最大・最小テストで評価する． 2次関数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフを理解し応用できる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養最大値・最小テストで評価する．値について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

2次関数と2次方程式や分数式の計算ができる． 2次関数と2次方程式や分数式の計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

2次関数と2次不等式や分数式の計算ができる．，レポート，小テストで評価する． 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 2次関数と2次不等式や分数式の計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，レポート，小テストで評価する． 2次関数全般について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

三角比の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義・性質とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養利用について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

三角比を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養鈍角に拡張の上でその相互関係について解説し，演習を行うの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養上を合格とする．で評価する．その基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養相互関係がない．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

正弦定理・余弦定理など三角比の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養三角形への応用への基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

加法定理と2倍角の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養公式や分数式の計算ができる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート，小テストで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

2 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

3 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

4 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

5 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

6 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

7 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

8 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

9 試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養うことにより，レポートで評価する．内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定着と応用力の養と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養養
成をはかる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養はかる．

【A1】実数，レポートで評価する．複素数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．

【A1】集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．応用で評価する．きる．

【A1】順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がと組合の概念を理解し応用できる．せを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がって場合の数の計算ができる．また，二項定理が場合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．また，レポートで評価する．二項定理が
使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がえる．

【A1】さまざまな確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．

【A1】命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，レポートで評価する．証明ができる．がで評価する．きる．

【A1】座標平面上で，点と直線，で評価する．，レポートで評価する．点と直線，と直線，レポートで評価する．2次曲線，レポートで評価する．領域などの扱い方を理解できる．などの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱い方を理解できる．い方を理解できる．方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．で評価する．きる．

【A1】指数法則，レポートで評価する．指数関数を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，レポートで評価する．計算ができる．および応用ができる．応用がで評価する．きる．

【A1】対数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義，レポートで評価する．対数関数を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，レポートで評価する．計算ができる．および応用ができる．応用がで評価する．きる．

【A1】数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がとその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でに関する事項および応用ができる．数学的帰納法の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．で評価する．
きる．

成をはかる．績は，試験は，レポートで評価する．試験85%　レポートで評価する．15%　とし応用できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が評価する．する．試験成をはかる．績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養平均点と直線，とする．100点と直線，満点と直線，で評価する．60
点と直線，以上で，点と直線，を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養合の概念を理解し応用できる．格とする．とする．

「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学問題の考え方を理解し，証明ができる．集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャートで評価する．式 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学I+A，レポートで評価する．増補改訂版 チャートで評価する．式 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学II+B」：チャートで評価する．研究所編著 (数研出
版)

「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：岡本和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で夫 著 (実教出版)
「新編 高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキストで評価する．シリーズ 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 (第2版)」：高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 改訂版」：岡本和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で夫 著 (実教出版)
「新編 高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学1 問題の考え方を理解し，証明ができる．集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I，レポートで評価する．2年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考書にがある場合の概念を理解し応用できる．には，レポートで評価する．発展的な話題の考え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱い方を理解できる．うこともある．・レポートで評価する．は夏季休業前・冬季休業前等に課す．・参考え方を理解し，証明ができる．書に
挙げた書籍は全部揃える必要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．げた書籍は全部揃える必要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．は全部揃える必要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．える必要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．はない方を理解できる．．・確率の計算ができる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理がはチャートで評価する．または配布プリントを利用する．プリントで評価する．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養利用する．
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授業の計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 実数，レポートで評価する．平方を理解し，証明ができる．根 実数，レポートで評価する．絶対値，レポートで評価する．平方を理解し，証明ができる．根につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．分母の有理化について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養有理化について解説し，演習を行う．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

2 複素数 複素数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義および応用ができる．計算ができる．方を理解し，証明ができる．法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

3 集合の概念を理解し応用できる．，レポートで評価する．集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．素の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養個数 集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．素の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養個数につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

4 場合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数，レポートで評価する．順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養法則，レポートで評価する．積の法則について解説し，演習を行う．また，順列および重複順列について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養法則につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がおよび応用ができる．重複順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

5 組合の概念を理解し応用できる．せ，レポートで評価する．同じものを含む順列じもの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養含む順列む順列順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 組合の概念を理解し応用できる．せの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．同じものを含む順列じもの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養含む順列む順列順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

6 円順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，レポートで評価する．二項定理 円順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．二項定理と二項展開について解説し，演習を行う．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

7 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がと組合の概念を理解し応用できる．せについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

8 中間試験 前期中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

9 中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．，レポートで評価する．命題の考え方を理解し，証明ができる．

10 事象と確率，確率の基本性質と確率の計算ができる．，レポートで評価する．確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本性質 事象と確率，確率の基本性質と確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．および応用ができる．確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本性質につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

11 独立な試行うことにより，内容の定着と応用力の養と確率の計算ができる．，レポートで評価する．反復試行うことにより，内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる． 独立な試行うことにより，内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．反復試行うことにより，内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

12

13

14 円の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式 座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養円とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養接線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

15 楕円，レポートで評価する．双曲線 座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養楕円，レポートで評価する．双曲線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

16

17 不等式と領域などの扱い方を理解できる． 座標平面上で，点と直線，で評価する．不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域について解説し，演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

18 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

19 累乗根，レポートで評価する．指数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養拡張 累乗根とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質，レポートで評価する．指数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養整数・有理数への基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養拡張と指数法則につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

20 指数関数 指数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ，レポートで評価する．指数方を理解し，証明ができる．程式・不等式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

21 対数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質 対数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義・性質，レポートで評価する．底の変換公式について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養変換公式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

22 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 指数関数および応用ができる．対数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

23 中間試験 後期中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

24 中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．，レポートで評価する．対数関数 後期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答・解説を行う．また，対数関数とそのグラフ，対数方程式・不等式について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，解答・解説を行う．また，対数関数とそのグラフ，対数方程式・不等式について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．対数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ，レポートで評価する．対数方を理解し，証明ができる．程式・不等式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

25 常用対数 常用対数につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

26 数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，レポートで評価する．等差数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本事項，レポートで評価する．等差数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がとその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

27

28 さまざまな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．方を理解し，証明ができる．法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．漸化について解説し，演習を行う．式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

30 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

前期，レポートで評価する．後期ともに中間試験および応用ができる．定期試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実施する．する．

前期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答・解説を行う．また，対数関数とそのグラフ，対数方程式・不等式について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，解答・解説を行う．また，対数関数とそのグラフ，対数方程式・不等式について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．と必要はない．・確率についてはチャートまたは配布プリントを利用する．条件・十分条件，レポートで評価する．命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養逆・裏・対偶と証明方法につと証明ができる．方を理解し，証明ができる．法につ
い方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

2点と直線，間の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養距離と内分点と内分点と直線， 2点と直線，間の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養距離と内分点，レポートで評価する．線分の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内分点と直線，，レポートで評価する．三角形の重心について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養重心について解説し，演習を行う．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式，レポートで評価する．2直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養関係 座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式，レポートで評価する．2直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養平行うことにより，内容の定着と応用力の養・垂直条件につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

放物線，レポートで評価する．2次曲線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養接線 座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養放物線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養2次曲線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養接線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

2次曲線および応用ができる．不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域について解説し，演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

等比数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，レポートで評価する．い方を理解できる．ろい方を理解できる．ろな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で（1） 等比数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がとその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．また，レポートで評価する．和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養記号Σの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．また，分母の有理化について解説し，演習を行う．し応用できる．，レポートで評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．

い方を理解できる．ろい方を理解できる．ろな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で（2），レポートで評価する．漸化について解説し，演習を行う．式

24～29週の総合的な演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養う．
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．豊富な演習を通じて運用能力を高める．な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．通じて運用能力を高める．じて運用能力を高める．運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．高める．める微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 無限数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．とその基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．ができる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．かを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高める．等で評価する．専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・2年・通じて運用能力を高める．年・必修・4単位【講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【A1】無限数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．とその基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．ができる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できる．などの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める． 極限を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．できる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できる．などの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める． 極限を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．できる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．かを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レ ポー
ト等で評価する．等で評価する．で評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分係数・導関数・第2次導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．でき，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフ の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
概形，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線，豊富な演習を通じて運用能力を高める．速度シラバス・加速度シラバスなどに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用できる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分係数・導関数・第2次導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．でき，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概形，豊富な演習を通じて運用能力を高める． 接
線，豊富な演習を通じて運用能力を高める．速度シラバス・加速度シラバスなどに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用できる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．かを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定積分・定積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．でき，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積・体積など 
に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用できる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定積分・定積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．でき，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積・体積などに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用 で
きる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．かを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

成績は，試験は，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験78%　レポート等で評価する．20%　春の実力試験と課題提出の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実力を高める．試験と課題提出2%　として運用能力を高める．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
平均点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．とする微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．100点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．満点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．で60点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．以上を合格とする．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．合格とする．とする微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．夫 編 (実教出版)
「新版 微分積分 I演習を通じて運用能力を高める． 改訂版」 : 岡本 和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．夫 編 (実教出版)
「増補改訂版 チャート等で評価する．式 基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．と演習を通じて運用能力を高める． 数学II+B，豊富な演習を通じて運用能力を高める．改訂版 チャート等で評価する．式 基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．と演習を通じて運用能力を高める． 数学III」 : チャート等で評価する．研究所編著 (数研出
版)

「新編 高める．専の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）
「新 微分積分I 改訂版」 : 高める．遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新編 高める．専の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 高める．遠節夫 他 著 (大日本図書)
「大学・高める．専生のための 解法演習 微分積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ための基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める． 解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．法演習を通じて運用能力を高める． 微分積分I」：糸岐宣昭・三ッ廣孝 著 ッ廣孝 著 廣孝 著 (森北出版）

1年の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートはがある微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．場合に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．は，豊富な演習を通じて運用能力を高める．発展的な話題を扱うこともある．・レポートはな話題を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．扱うこともある．・レポートはうこともある微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・レポート等で評価する．は4回の試験時にノートで提出する．・参考書に挙の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験時に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ノート等で評価する．で提出する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・参考書に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．挙
げた書籍は全部揃える必要はない．・は全部揃える必要はない．・える微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．必要はない．・はない．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・4月の最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．授業時に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．1年時の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．内容に関する実力試験を実施し，成績に加に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実力を高める．試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実施し，成績に加し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．成績は，試験に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．加
味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の評価を成績に加味する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・前年度シラバスの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学年末休業前に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．課された課題の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．評価する．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．成績は，試験に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．加味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の評価を成績に加味する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

E -23



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 無限数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限 無限数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

2 無限等で評価する．比数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 無限等で評価する．比数列とその和についての計算ができるかを試験，レポート等で評価する．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

3 無限等で評価する．比級数 無限等で評価する．比級数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

4 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限値 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限値に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

5 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．いろいろな極限 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．いろいろな極限に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

6 いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限 いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

7 連続関数 連続関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

8 中間試験 中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

9 中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．平均変化率と微分係数，導関数と微分係数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数 中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．返却し，解答・解説を行う．平均変化率と微分係数，導関数について解説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．平均変化率と微分係数，導関数と微分係数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

10 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積・商の微分法，合成関数の微分法について解説し，演習を行う．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分法，豊富な演習を通じて運用能力を高める．合成関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

11 逆関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分法，豊富な演習を通じて運用能力を高める．三ッ廣孝 著 角関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

12 対数関数と指数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数 対数関数と指数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

13 高める．次導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．方程式に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

14 平均値の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定理，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．増減について解説し，演習を行う．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

15 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

16 曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．凹凸とグラフについて解説し，演習を行う．とグラフに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

17 いろいろな応用 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．方程式や不等式などへの利用について解説し，演習を行う．不等で評価する．式などへの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．利用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

18 近似式，豊富な演習を通じて運用能力を高める．速度シラバスと加速度シラバス 近似式，豊富な演習を通じて運用能力を高める．速度シラバスと加速度シラバスに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

19 不定積分 不定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

20 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法と部分積分法 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法と部分積分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

21 いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定積分 いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

22 演習を通じて運用能力を高める．

23 中間試験 中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

24 中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定積分 中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．返却し，解答・解説を行う．平均変化率と微分係数，導関数について解説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

25 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

26 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．部分積分法，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分積分学の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．基本定理 定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

27 いろいろな図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積への基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

28 体積 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．体積への基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

29 区分求積法 区分求積法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

30 定積分と不等で評価する．式 定積分と不等で評価する．式に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分法（1）

関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分法（2），豊富な演習を通じて運用能力を高める．三ッ廣孝 著 角関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数

高める．次導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数と関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．増減について解説し，演習を行う．（1）

導関数と関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．増減について解説し，演習を行う．（2）

関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフ（1）

関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフ（2）

16～21週の総合的な演習を行う．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．総合的な話題を扱うこともある．・レポートはな演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

備など）
考

前期，豊富な演習を通じて運用能力を高める．後期ともに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．中間試験および定期試験を実施する．定期試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実施し，成績に加する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
再試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実施し，成績に加する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ことがある微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
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科　目

担当教員 北村 知徳 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うされる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う線形代数学の基礎について講義し，演習を行う基礎について講義し，演習を行うについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う講義し，演習を行うを行う行うう. 発展的な事項も適な事項も適も適適
宜補う予定であるう予定であるで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うある線形代数学の基礎について講義し，演習を行う.

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し，基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し， 基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，レ
ポート，小テストで評価する．テストで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を行う利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うして講義し，演習を行う， 平面や空間の図形を扱える．や空間の図形を扱える．空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を行う扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を行う利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うして講義し，演習を行う， 平面や空間の図形を扱える．および空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を行う扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，レポ
ート，小テストで評価する．テストで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】複素数と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．複素数平面や空間の図形を扱える．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う理解し，基本的な計算ができる．し，実際に計算ができる．に計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
複素数と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．複素数平面や空間の図形を扱える．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う理解し，基本的な計算ができる．し，実際に計算ができる．に計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，レポート，
小テストで評価する．テストで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．法を理解し， 基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し， 基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う． 行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．法を理解し， 基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し， 基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，レポート
，小テストで評価する．テストで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し，基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し，基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，レ
ポート，小テストで評価する．テストで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

成績は，試験は，試験70%　レポート20%　小テストで評価する．テスト10%　と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．して講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．100点満点で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う60点以上を合格とする．試験成績は中を行う合格とする．試験成績は中と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．試験成績は，試験は中
間の図形を扱える．試験と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．定である期試験の基礎について講義し，演習を行う平均とする．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演習を行う」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 チャート式 基礎について講義し，演習を行うと複素数平面について理解し，実際に計算ができる．演習を行う 数学III」：チャート研究所 編著（数研出版）

「増補う予定である改訂版 チャート式 基礎について講義し，演習を行うと複素数平面について理解し，実際に計算ができる．演習を行う 数学II+B」：チャート研究所 編著（数研出版）
「数研講座シリーズ 大学教養 線形代数」：加藤 文元 著（数研出版）シリーズ 大学教養 線形代数」：加藤 文元 著（数研出版）
「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキストシリーズ 線形代数」：上を合格とする．試験成績は中野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う 健爾 監修（森北出版）
「教養の基礎について講義し，演習を行う線形代数 四訂版」：村上を合格とする．試験成績は中 正康 他 著（培風館）

1年の基礎について講義し，演習を行う数学I， 数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・レポートは夏季休業前，冬期休業前等に課す．・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はないす．・参考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はないげた書籍は全部買い揃える必要はない書籍は全部買い揃える必要はないは全部買い揃える必要はないい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う揃える必要はないえ方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行う必要はないはない分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う.
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授業の計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 平面や空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

2 平面や空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分表示と大きさと複素数平面について理解し，実際に計算ができる．大きさ

3 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積

4 内積の基礎について講義し，演習を行う基本性質を理解し，基本的な計算ができる．

5 位置ベクトルベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

6 直線の基礎について講義し，演習を行うベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式

7 演習を行う

8 中間の図形を扱える．試験

9 試験返却，空間の図形を扱える．座シリーズ 大学教養 線形代数」：加藤 文元 著（数研出版）標

10 空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

11 空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積

12 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う平行うと複素数平面について理解し，実際に計算ができる．垂直

13

14

15 演習を行う

16 複素数

17 複素数平面や空間の図形を扱える．

18 極形式

19 ド・モアブルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う定である理

20 図形への基礎について講義し，演習を行う応用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う

21 演習を行う

22 行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．

23 中間の図形を扱える．試験

24 試験返却，逆行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．

25 転置ベクトル行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．

26

27

28 合成変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．逆変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

29

30 演習を行う

前期，後期と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．も適に中間の図形を扱える．試験および定である期試験を行う実施する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な概念・用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う語および加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶおよび加法を理解し， 基本的な計算ができる．・減法を理解し， 基本的な計算ができる．・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶなど幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う演算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．その基礎について講義し，演習を行う基本法を理解し， 基本的な計算ができる．則について学ぶについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分表示と大きさ，大きさ，平行うについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積，なす角について学ぶについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

内積の基礎について講義し，演習を行う基本性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

位置ベクトルベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

与えられたベクトルと平行・垂直な直線のベクトル方程式について学ぶえ方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．られた書籍は全部買い揃える必要はないベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．平行う・垂直な直線の基礎について講義し，演習を行うベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

平面や空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう.

中間の図形を扱える．試験を行う行うう.

中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．空間座標の基本的な扱い方と用語について学ぶを行う返却し，解し，基本的な計算ができる．答を行う解し，基本的な計算ができる．説する．空間座標の基本的な扱い方と用語について学ぶする線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．空間の図形を扱える．座シリーズ 大学教養 線形代数」：加藤 文元 著（数研出版）標の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な扱える．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う語および加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．その基礎について講義し，演習を行う成分につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う平行う条件，垂直条件につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う応用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う(1) 空間の図形を扱える．における線形代数学の基礎について講義し，演習を行う位置ベクトルベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う扱える．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．直線の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う応用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う(2) 空間の図形を扱える．における線形代数学の基礎について講義し，演習を行う平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．球面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう.

複素数の基礎について講義し，演習を行う演算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．共役複素数につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

複素数平面や空間の図形を扱える．上を合格とする．試験成績は中で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う複素数の基礎について講義し，演習を行う扱える．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を行う学ぶ.

複素数の基礎について講義し，演習を行う極形式表示と大きさについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

ド・モアブルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う定である理につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学び，n乗根を計算するを行う計算ができる．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う.

複素数の基礎について講義し，演習を行う図形問題への応用の仕方を学ぶへの基礎について講義し，演習を行う応用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う仕方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を行う学ぶ.

複素数に関する総合演習を行うする線形代数学の基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう.

行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う概念と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う語および加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶおよび和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則について学ぶ，積など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な演算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

中間の図形を扱える．試験を行う行うう.

中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．空間座標の基本的な扱い方と用語について学ぶを行う返却し，解し，基本的な計算ができる．答を行う解し，基本的な計算ができる．説する．空間座標の基本的な扱い方と用語について学ぶする線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．逆行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

転置ベクトル行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う定である義 1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う概念と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．点の基礎について講義し，演習を行う変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

回転を行う表す1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． 回転を行う表す1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う合成と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．逆変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．と複素数平面について理解し，実際に計算ができる．図形 1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．による線形代数学の基礎について講義し，演習を行う直線の基礎について講義し，演習を行う像について学ぶについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ.

行う列およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる．，1次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう.

備など）
考
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理工学系の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題となるテイラー展開，レポートで評価する．偏微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．，レポートで評価する．重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．，レポートで評価する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．理解に重点をおき，基本問題に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．おき，レポートで評価する．基本問題
，レポートで評価する．応用問題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．で基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．め，レポートで評価する．さらに応用力をつけて運用能力を高める．を試験，レポートで評価する．つけて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題運用能力をつけて運用能力を高める．を試験，レポートで評価する．高める．

【A1】ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理，レポートで評価する．テイラーの計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理などを試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限値，レポートで評価する．近似
値などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる．

ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理，レポートで評価する．テイラーの計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理などを試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限値，レポートで評価する．近似値などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．計
算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A1】分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数，レポートで評価する．三角関数などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．様々な関数の不定積分を求めることがでな関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．求めることがでめることがで
きる．

分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数，レポートで評価する．三角関数などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．様々な関数の不定積分を求めることがでな関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．求めることがでめることができるかを試験，レポートで評価する．
試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A1】定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．面積，レポートで評価する．体積，レポートで評価する．曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．長さが計算できる．さが計算ができるかを試験，レポートで評価する．できる．
定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．面積，レポートで評価する．体積，レポートで評価する．曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．長さが計算できる．さが計算ができるかを試験，レポートで評価する．できるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評
価する．する．

【A1】偏導関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができ，レポートで評価する．偏導関数を試験，レポートで評価する．応用し，レポートで評価する．極値や条件付き極値を条件付き極値をき極値を試験，レポートで評価する．
求めることがでめることができる．

偏導関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができ，レポートで評価する．偏導関数を試験，レポートで評価する．応用し，レポートで評価する．極値や条件付き極値を条件付き極値をき極値を試験，レポートで評価する．求めることがでめるこ
とができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A1】重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる．

【A1】微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題とその計算ができるかを試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．1階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．2階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程
式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題が解に重点をおき，基本問題ける．

微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題とその計算ができるかを試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．1階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．2階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題が解に重点をおき，基本問題け
るかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

成績は，試験は，レポートで評価する．試験90%　レポートで評価する．8%　実力をつけて運用能力を高める．試験2%　として講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題評価する．する．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の計算ができるかを試験，レポートで評価する．平均とする．とする．100点をおき，基本問題
満点をおき，基本問題で60点をおき，基本問題以上を合格とする．を試験，レポートで評価する．合格とする．とする．

「新編 高専の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．II演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャートで評価する．式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める． 数学III」：チャートで評価する．研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講座シリーズ 大学教養 微分積分」：加藤 文元 著（数研出版）シリーズ 大学教養 微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専生のための解法演習 微分積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．ための計算ができるかを試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題法演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める． 微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキストで評価する．シリーズ 微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．2 問題集」： 上を合格とする．野 健爾 監修（森北出版）

1，レポートで評価する．2年の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数学I，レポートで評価する．数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課す．・参考書がある場合には発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課す．・参考書な話題を試験，レポートで評価する．扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課す．・参考書うこともある．・レポートで評価する．は夏季休業前，レポートで評価する．冬季休業前等，レポートで評価する．適宜課す．・参考書す．・参考書
に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・げた書籍は全部揃える必要はない．・は全部揃える必要はない．・える必要はない．・はない．・4月の最初の授業時にの計算ができるかを試験，レポートで評価する．最初の授業時にの計算ができるかを試験，レポートで評価する．授業時に2年時までの計算ができるかを試験，レポートで評価する．数学の計算ができるかを試験，レポートで評価する．内容に関する実力試験を実施し，点に関する実力をつけて運用能力を高める．試験を試験，レポートで評価する．実施し，点し，レポートで評価する．点をおき，基本問題
数を試験，レポートで評価する．成績は，試験に加味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の成績をレポートの成績に加味する．する．・前年度シラバスの計算ができるかを試験，レポートで評価する．学年末休業前に課す．・参考書された課す．・参考書題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．成績は，試験を試験，レポートで評価する．レポートで評価する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．成績は，試験に加味する．・前年度の学年末休業前に課された課題の成績をレポートの成績に加味する．する．
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授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1  曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．媒介変数方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．極座シリーズ 大学教養 微分積分」：加藤 文元 著（数研出版）標と曲線と曲線の長さが計算できる． 媒介変数で表示された曲線の概形を調べる方法を学習する．された曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．概形を調べる方法を学習する．を試験，レポートで評価する．調べる方法を学習する．べる方法を試験，レポートで評価する．学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．する．

2 不定形を調べる方法を学習する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限値

3 べき級数，レポートで評価する．高次導関数

4 テイラーの計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理

5 無理関数などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

6 分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

7

8 中間試験 中間試験を試験，レポートで評価する．行う．う．

9 試験返却，レポートで評価する．和の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限として講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

10 面積・体積

11 曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．長さが計算できる．さ

12 広義積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

13

14 偏導関数，レポートで評価する．合成関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件付き極値をき極大・極小

19 重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

20 積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．順序変更 積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．順序の計算ができるかを試験，レポートで評価する．変更を試験，レポートで評価する．理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．する．

21 体積

22 極座シリーズ 大学教養 微分積分」：加藤 文元 著（数研出版）標と曲線による重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．

23 中間試験 中間試験を試験，レポートで評価する．行う．う．

24 試験返却，レポートで評価する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と解に重点をおき，基本問題

25 変数分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．離形を調べる方法を学習する．

26 同次形を調べる方法を学習する．

27 線の長さが計算できる．形を調べる方法を学習する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．完全微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．形を調べる方法を学習する．

28

29

30 演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

前期，レポートで評価する．後期ともに中間試験および定期試験を実施する．定期試験を試験，レポートで評価する．実施し，点する．

ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理を試験，レポートで評価する．用いて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定形を調べる方法を学習する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

べき級数，レポートで評価する．高次導関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．扱うこともある．・レポートは夏季休業前，冬季休業前等，適宜課す．・参考書いについて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．する.

テイラー展開，レポートで評価する．マクローリン展開を使って関数の近似式を求める展開を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．近似式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

無理関数などの計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．する.

分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．する.

sin x，レポートで評価する．cos x の計算ができるかを試験，レポートで評価する．分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する． sin x，レポートで評価する．cos x を試験，レポートで評価する．含む分数関数の不定積分について学習するむ分数関数の不定積分について学習する分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．不定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．する.

中間試験の計算ができるかを試験，レポートで評価する．答案を返却し，解答を解説する．和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算するを試験，レポートで評価する．返却し，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題答を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題説する．和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算するする．和の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限として講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．和の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極限を試験，レポートで評価する．定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．に直して計算するして講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができるかを試験，レポートで評価する．する.

定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題面積や条件付き極値を体積を試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．する.

定積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題曲線の長さが計算できる．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．長さが計算できる．さを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．する.

広義積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．広義積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．する.

2変数関数 2変数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．極限値や条件付き極値を連続性を調べるを試験，レポートで評価する．調べる方法を学習する．べる.

偏導関数について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．様々な関数の不定積分を求めることがでな偏導関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．する.

2変数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．平均とする．値の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理 2変数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．平均とする．値の計算ができるかを試験，レポートで評価する．定理を試験，レポートで評価する．理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．誤差の評価に利用するの計算ができるかを試験，レポートで評価する．評価する．に利用する.

2変数関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極大・極小 偏導関数を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極値の計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．する.

陰関数定理について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．極値や条件付き極値を特異点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

条件付き極値をきの計算ができるかを試験，レポートで評価する．関数の計算ができるかを試験，レポートで評価する．極値について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．極値を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．する.

重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題体積を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

極座シリーズ 大学教養 微分積分」：加藤 文元 著（数研出版）標と曲線を試験，レポートで評価する．使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題重積分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．求めることがでめる.

中間試験の計算ができるかを試験，レポートで評価する．答案を返却し，解答を解説する．和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算するを試験，レポートで評価する．返却し，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題答を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題説する．和の極限としての定積分を理解し，和の極限を定積分に直して計算するする．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と一般解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．特殊解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．特異解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題する.

変数分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．離形を調べる方法を学習する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題く.

同次形を調べる方法を学習する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題く.

線の長さが計算できる．形を調べる方法を学習する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで評価する．完全微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．形を調べる方法を学習する．の計算ができるかを試験，レポートで評価する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題く.

2階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 2階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．1階微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題に直して計算するして講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題解に重点をおき，基本問題く.

定数係数2階線の長さが計算できる．形を調べる方法を学習する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 定数係数2階線の長さが計算できる．形を調べる方法を学習する．微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題く.

微分の計算ができるかを試験，レポートで評価する．方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を試験，レポートで評価する．解に重点をおき，基本問題く演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．を試験，レポートで評価する．する.
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

電気工学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

1年次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義直面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義したとき，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義講義
する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解析するときの統計の考え方を理解する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ときの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する．と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率な基礎的知識を講義どを踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．で評価するきる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】推定・検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．える場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

成績は，試験は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義試験90%　レポートで評価する10%　として評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義平均点とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．100点とする．満点とする．で評価する60
点とする．以上を合格とする．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義合格とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

「新 確率統計」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新確率統計問題集」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）

「新版 確率統計」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新版 確率統計演習」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポイントで評価する 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義けは知っておこう! 統計学」：東北大学統計グループ 著 (有斐閣ブックスブックス)
「Rで評価する楽しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）

1年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義2年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義3年数と確率分布の概念を理解する．学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・授業中に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義電卓が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともある必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義場合が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．・時間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場合に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義 発展的な基礎的知識を講義話題を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．うこともある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.・参考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義書に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義挙げた書げた書
籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義はな基礎的知識を講義い.
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授業の計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 散布の概念を理解する．度シラバス

3

4 回帰直線 回帰直線の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義程式を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

5 確率変数と確率分布の概念を理解する．と確率分布の概念を理解する． 確率変数と確率分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基本的な基礎的知識を講義概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義性質を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

6 二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ポアソン分布の概念を理解する． 二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ポアソン分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義と計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

7 連続型確率分布の概念を理解する． 連続型確率分布の概念を理解する．と確率密度シラバス関数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

8 中間試験 中間試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．

9 中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．また，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関連した確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

10 標準正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義またその基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義応用として二項分布の正規分布による近似について学習する．として二項分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義よる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義近似について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

11 母集団と標本と標本 母集団と標本と標本の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関係，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義さらに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標本平均の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義分布の概念を理解する．と中心極限定理に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

12 点とする．推定，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼係数と確率分布の概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼区間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

13 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

14 仮説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

15 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義検定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期定期試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義実施する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．と代表値 1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．平均な基礎的知識を講義どの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義代表値に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義おける場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義散布の概念を理解する．度シラバス（分散，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標準偏差）の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義意味を理解し，その計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義その基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する． 2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.共分散と相関係数と確率分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．(1)

正規分布の概念を理解する．(2)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(1)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)
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考
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科　目

担当教員 谷口 博 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1
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3

4

5

6
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8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

物理 (Physics)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

物理的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるについての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる観察・考察な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるに探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てる能力と態度を育てると態度を育てる態度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てるてる能力と態度を育てる.さらに基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やや
原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．め，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てる成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．第一学年では，物理学的に探究する能力と態度を育てる特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．に物理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基礎部分である力学を学ぶ．である能力と態度を育てる力と態度を育てる学を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学ぶ．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】等加速度シラバス直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」速度シラバスと態度を育てる時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」」，物理学的に探究する能力と態度を育てる「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」位置と時刻」，「速度と変位」と態度を育てる時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」」，物理学的に探究する能力と態度を育てる「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」速度シラバスと態度を育てる変位」
の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係式を理解し，活用できる．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる第1法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てる第2法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てる第3法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量保存の法則を理解し，活用できる．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギー保存の法則を理解し，活用できる．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ． 本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるつり合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．いの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる条件やモーメントを理解し，活用できる．やモーメントを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】圧力と態度を育てると態度を育てる浮力と態度を育てるについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

【A2】測定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理値の取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意しての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意してり合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意していと態度を育てる計算方法を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる有効数字の桁数に注意しての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる桁数に注意してして
計算が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理できる能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理レポート・小テストで，授業内容の理テストで，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理
解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理70%　レポート25%　小テストで，授業内容の理テスト5%　と態度を育てるして評価する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる平均点とする．最と態度を育てるする能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．最
終成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる100点とする．最満点とする．最で60点とする．最以上を合格とする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．格とする．と態度を育てるする能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」高専テキストシリーズ　物理(上を合格とする．)　力と態度を育てる学・波動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」」潮秀樹監修（森北出版）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」1年物理授業ノート」（神戸高専／谷口博）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」セミナー　物理基礎＋物理」（第一学習社）

「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」高専テキストシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」改訂版　フォトサイエンス　物理図録」（数研出版）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」親切な物理（上・下）」渡辺久夫著（復刊ドットコム）な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理（上を合格とする．・下）」渡辺久夫著（復刊ドットコム）ドットコム）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」体系物理　第6版」下妻　清著（教学社）
「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」新・物理入門」山本義隆著（駿台文庫）

国語，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学I，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)授業計画とテキストに従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行と態度を育てるテキストに従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行い，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行予習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てること態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．学んだこと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行させる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理め，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行復習や問題演習等の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる自習学習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理
う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理こと態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ． (ii)物理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めには，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる知識，物理学的に探究する能力と態度を育てる考えの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる伝達（回答やレポートの記述）や考えの享受（文章理解）の能力やレポートの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる記述）や考えの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる享受（文章理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．）の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる能力と態度を育てる
も必要である．数学や国語もよく勉強すること． 必要である．数学や国語もよく勉強すること． である能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．数学や国語も必要である．数学や国語もよく勉強すること． よく勉強すること． 勉強すること． する能力と態度を育てること態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ． (iii)携帯電話，物理学的に探究する能力と態度を育てる等の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業に関係の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるい機器の使用，ならびに授業妨害につの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるらびに授業妨害につにつ
な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるが定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理る能力と態度を育てる言動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理った期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理者は，原則として教室より退室させ欠席扱いとするは，物理学的に探究する能力と態度を育てる原則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．と態度を育てるして教室より退室させ欠席扱いとするより合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．退室より退室させ欠席扱いとするさせ欠席扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意していと態度を育てるする能力と態度を育てる.
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授業の計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 物理学導入，物理学的に探究する能力と態度を育てる測定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理値の取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意しての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる計算方法

2

3

4

5

6

7

8 中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理

9 中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．説，物理学的に探究する能力と態度を育てるばねの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる力と態度を育てる，物理学的に探究する能力と態度を育てる垂直抗力と態度を育てると態度を育てる摩擦力と態度を育てる 中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．フックの法則を理解し，複数のばねの問題に応用する．垂直抗力と摩擦力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる複数の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるばねの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる問題に応用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．垂直抗力と態度を育てると態度を育てる摩擦力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

10

11

12

13

14

15 復習と態度を育てる演習 これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．める能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

16

17 仕事と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」・位置と時刻」，「速度と変位」エネルギーについて考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

18 摩擦な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどが定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理無い条件での運動エネルギーと位置エネルギーの関係について考察する．い条件やモーメントを理解し，活用できる．での観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」エネルギーと態度を育てる位置と時刻」，「速度と変位」エネルギーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係について考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

19 力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギーについての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるまと態度を育てるめと態度を育てるして，物理学的に探究する能力と態度を育てる実験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

20 大きさと向きを持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．きさと態度を育てる向きを持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．きを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．つ量と態度を育てる大きさと向きを持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．きさだけを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．つ量について，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる表記方法と態度を育てる数学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意してり合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意していを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．三角比について理解する．について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

21

22 平面運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」での観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」方程式を理解し，活用できる．と態度を育てる仕事について考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

23 中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理

24

25 等速円運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」における能力と態度を育てる速度シラバスや加速度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる角速度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる向きを持つ量と大きさだけを持つ量について，その表記方法と数学的取り扱いを理解する．三角比について理解する．心力と態度を育てるについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．弧度シラバス法の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意していに習熟する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
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28 単振り子の運動について考察する．見かけの力である慣性力について理解する．り合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．子の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」について考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．見かけの力である慣性力について理解する．かけの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる力と態度を育てるである能力と態度を育てる慣性力と態度を育てるについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

29

30 圧力と態度を育てると態度を育てる浮力と態度を育てるについて考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．める能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

前期，物理学的に探究する能力と態度を育てる後期と態度を育てるも必要である．数学や国語もよく勉強すること． に中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理および定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理期試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる実施する．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

1・2・3年次の物理で学ぶ，力学，熱，波動，電磁気，原子を概観する．測定値の計算方法を学び，有効数字について理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理で学ぶ，物理学的に探究する能力と態度を育てる力と態度を育てる学，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱，物理学的に探究する能力と態度を育てる波動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」，物理学的に探究する能力と態度を育てる電磁気，物理学的に探究する能力と態度を育てる原子を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概観する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．測定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理値の取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意しての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる計算方法を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学び，物理学的に探究する能力と態度を育てる有効数字の桁数に注意してについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」1(平均の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバス・加速度シラバス) 直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」での観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスと態度を育てる加速度シラバスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる平均値の取り扱いと計算方法を理解し，有効数字の桁数に注意してについて考察する能力と態度を育てる.

直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」2(x-t，物理学的に探究する能力と態度を育てるv-t，物理学的に探究する能力と態度を育てるa-tグラフ) 位置と時刻」，「速度と変位」と態度を育てる時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスと態度を育てる時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」，物理学的に探究する能力と態度を育てる加速度シラバスと態度を育てる時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるグラフを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使って考察する能力と態度を育てる.

直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」3(瞬間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバス・加速度シラバス) 平均の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスと態度を育てる瞬間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスについて考察する能力と態度を育てる.

直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」4(まと態度を育てるめ) 等加速度シラバス直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる数式を理解し，活用できる．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．いて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．1(力と態度を育てる，物理学的に探究する能力と態度を育てる第一法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．) 力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる種類と動かし易さ・難さについて考察すると態度を育てる動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」かし易さ・難さについて考察するさ・難さについて考察するさについて考察する能力と態度を育てる.

運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．2(第二法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てる第三法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．) 力と態度を育てると態度を育てる加速度シラバスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係（運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」方程式を理解し，活用できる．），物理学的に探究する能力と態度を育てる2つの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理にはた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理らく勉強すること． 力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係（作用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．反作用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．）について考察する能力と態度を育てる.

習熟する．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めに中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」1(方程式を理解し，活用できる．作成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．) これまで学習してきた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理こと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるいろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」に応用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」2(2物体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる連結問題) これまで学習してきた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理こと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる2物体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」に応用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」3(自由落下，物理学的に探究する能力と態度を育てる鉛直投射) これまで学習してきた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理こと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるいろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」に応用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」4(摩擦と態度を育てる斜面) これまで学習してきた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理こと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるいろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」に応用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量(力と態度を育てる積と運動量・運動量保存の法則と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量・運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量保存の法則を理解し，活用できる．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．) 「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」力と態度を育てると態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる力と態度を育てるが定めた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理はた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理らいた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理時間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる積と運動量・運動量保存の法則」と態度を育てる「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」物体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる質量と態度を育てる速度シラバスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる積と運動量・運動量保存の法則」について考察する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．作用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．反作用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．から運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量保存の法則を理解し，活用できる．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．
を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる導出する能力と態度を育てる．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．

力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギー1(仕事) 物理における能力と態度を育てる仕事について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギー2(運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」，物理学的に探究する能力と態度を育てる位置と時刻」，「速度と変位」)

力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギー3(保存の法則を理解し，活用できる．法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．)

力と態度を育てる学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるエネルギー4(まと態度を育てるめ)

平面・空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」1(ベクの法則を理解し，複数のばねの問題に応用する．垂直抗力と摩擦力を理解する．トルと態度を育てるスカラー)

平面・空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」2(速度シラバスと態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量，物理学的に探究する能力と態度を育てる力と態度を育てる) 直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」で学んだ速度シラバスや運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」量な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる知識を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる平面や空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる場合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．に拡張するする能力と態度を育てる.

平面・空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」3(運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」方程式を理解し，活用できる．，物理学的に探究する能力と態度を育てる仕事)

習熟する．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理めに中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理.

中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．説，物理学的に探究する能力と態度を育てるいろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」4(等速円運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」) 中間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．等速円運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」における能力と態度を育てる周期や回転数，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」4(等速円運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」)

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」5(惑星の運動の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」) ケプラーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる3法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．と態度を育てる万有引力と態度を育てるについて考察する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」6(単振り子の運動について考察する．見かけの力である慣性力について理解する．動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」) バネ振り子の運動について考察する．見かけの力である慣性力について理解する．り合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．子の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」について考察する能力と態度を育てる.

いろいろな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる空間に行う試験と適時行うレポート・小テストで，授業内容の理運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」7(単振り子の運動について考察する．見かけの力である慣性力について理解する．り合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．子)，物理学的に探究する能力と態度を育てる慣性力と態度を育てる

剛体に働く力く勉強すること． 力と態度を育てる(モーメント，物理学的に探究する能力と態度を育てるつり合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．あい) 剛体に働く力く勉強すること． 力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるつり合いの条件やモーメントを理解し，活用できる．あいやモーメントを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，特に物理の基礎部分である力学を学ぶ．する能力と態度を育てる.

流体に働く力く勉強すること． 力と態度を育てる(圧力と態度を育てる，物理学的に探究する能力と態度を育てる浮力と態度を育てる)，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習

備など）
考
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科　目

担当教員 佐藤 洋俊 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験・実験レポート・小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

2 試験・実験レポート・小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

3 試験・小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

4 試験・小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

原則として化学実験室において行う．として化学実験室において行う．化学実験室において行う．において化学実験室において行う．行う．う．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

化学 (Chemistry))

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高学年の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をうため，化学的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をかせな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をい．化学物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をに関する情報を身につけ，特性をする情報を身につけ，特性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を身につけ，特性をにつけ，特性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を
生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をかして化学実験室において行う．研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をに応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をし，危険性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をして化学実験室において行う．安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をに配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をしな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をければな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をらな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をい．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をで評価する．は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を身につけ，特性を近な物質や専門的器具・薬品をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をや専門的器具・薬品を専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を器具・薬品をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を
使用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をし，実験題材を数多く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を数多く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して利用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をして化学実験室において行う．学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してし，基本的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してえ方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開していそれらを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をで評価する．きるよう学生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を自ら考える授業を展開してら考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してえ方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してる授業を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を展開してして化学実験室において行う．
いく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して．

【A2】試薬・溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行し，器具を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を適正に使用して，安全に実験を行に使用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をして化学実験室において行う．，安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をに実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．
うことが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．きる．

【A2】実験から得られた結果について考察し，化学反応の量的関係を理解られた結果について考察し，化学反応の量的関係を理解について化学実験室において行う．考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して察し，化学反応の量的関係を理解し，化学反応の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を理解
で評価する．きる．

【A2】化学の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を基本法則として化学実験室において行う．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を理解し，化学反応式を元に計算をすることができを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を元に計算をすることができに計算をすることができを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をすることが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．き
る．

【A2】化学物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をと社会とのつながりを理解できる．との専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をつな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をりを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を理解で評価する．きる．

成績は，試験は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，試験70%　レポート15%　小テストで評価する．テスト15%　として化学実験室において行う．評価する．する．試験成績は，試験は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，中間と定期の平均とする．班・個人のレと定期の平均とする．班・個人のレの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を平均とする．班・個人のレとする．班・個人のレの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をレ
ポートや専門的器具・薬品を小テストで評価する．テストで評価する．合計30%で評価する．評価する．する．指示に従わず危険な行為を行った場合は特別指導を行う．に従わず危険な行為を行った場合は特別指導を行う．わず危険な行為を行った場合は特別指導を行う．危険な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．為を行った場合は特別指導を行う．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．った場合は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を特別指導を行う．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．う．100点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を満点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．60点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を
以上を合格とする．再試験を実施する場合はを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を合格とする．再試験を実施する場合はとする．再試験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実施する場合はする場合は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を60点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を以上を合格とする．再試験を実施する場合はで評価する．合格とする．再試験を実施する場合はとし，当該試験の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を数を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を60点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をとする

Professional Engineer Library)化学（実教出版）
六訂版　リードα化学基礎＋化学（数研出版）
一般化学　（神戸高専）

新課程版　フォトサイエンス化学図録（数研出版）
化学I・IIの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を新研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を（三省堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（化学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 混合物の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を分離 混合物は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を操作によって純物質に分離することができる．実験を通じて学ぶ．によって化学実験室において行う．純物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をに分離することが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．きる．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

2 物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を構成と混合物の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を分離

3 化合物と単体 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．蒸留装置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を正に使用して，安全に実験を行しい使い方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して，物理変化と化学変化の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を違い，元素について学ぶ．い，元に計算をすることができ素について学ぶ．について化学実験室において行う．学ぶ．

4 原子の構造の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を構造 原子の構造は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，原子の構造核とそれをとりまくいくつかの電子で構成されている．原子の構造における規則性を学ぶ．とそれを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をとりまく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開していく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してつかの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を電子の構造で評価する．構成されて化学実験室において行う．いる．原子の構造の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を構造における規則として化学実験室において行う．性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

5 同位体，電子の構造殻，電子の構造配置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ． 電子の構造は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を電子の構造殻に存在している．各元素の原子では，電子殻に存在する電子数は一定である．して化学実験室において行う．いる．各元に計算をすることができ素について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を原子の構造で評価する．は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，電子の構造殻に存在している．各元素の原子では，電子殻に存在する電子数は一定である．する電子の構造数は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を一定で評価する．ある．

6 溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を電導を行う．性をと電子の構造配置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解 イオンは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を電荷をもつ粒子であり，陽イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をもつ粒子の構造で評価する．あり，陽イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．される．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．イオンの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を成，元に計算をすることができ素について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を周期の平均とする．班・個人のレ表について学ぶ．について化学実験室において行う．学ぶ．

7 化学結合 イオン結合，共有結合，金属結合な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をどについて化学実験室において行う．学ぶ．

8 中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験（前期の平均とする．班・個人のレ） 教科書，ノートの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．みは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を不可，計算をすることができ機の持ち込みは事前に指示する．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．みは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を事前に指示に従わず危険な行為を行った場合は特別指導を行う．する．

9

10 物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を，発生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をする気体量の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を予想 化学反応式を元に計算をすることができの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を係を理解数から，その専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を反応における物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を知ることができる．実験を通じて学ぶ．ることが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をで評価する．きる．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

11 化学反応式を元に計算をすることができと実験への専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を 化学反応式を元に計算をすることができの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をつく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してり方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

12 化学反応式を元に計算をすることができと量の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．化学反応式を元に計算をすることができから反応比を考え，必要な物質量を計算する方法を学ぶ．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してえ方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して，必要な物質量を計算する方法を学ぶ．な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を計算をすることができする方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して法を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

13 物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を三態とその変化とその専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を変化 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を三態とその変化の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を違い，元素について学ぶ．い，状態とその変化変化の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を呼び方，状態図について学ぶ．び方，状態図について学ぶ．方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して，状態とその変化図について化学実験室において行う．学ぶ．

14 気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を圧力と蒸気圧と蒸気圧 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．気圧の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を定義，蒸気圧曲線について学ぶ．について化学実験室において行う．学ぶ．

15 物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を三態とその変化と気体について化学実験室において行う． 物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を三態とその変化と気体について化学実験室において行う．学ぶ．

16 ボイルの法則・シャルルの法則の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を法則として化学実験室において行う．・シャルの法則・シャルルの法則ルの法則・シャルルの法則の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を法則として化学実験室において行う． 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．，気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を体積と圧力の関係・気体の体積と温度の関係について学ぶと圧力と蒸気圧の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解・気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を体積と圧力の関係・気体の体積と温度の関係について学ぶと温度シラバスの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解について化学実験室において行う．学ぶ

17 ボイルの法則・シャルルの法則・シャルの法則・シャルルの法則ルの法則・シャルルの法則の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を法則として化学実験室において行う．，気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を状態とその変化方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して程式を元に計算をすることができ ボイルの法則・シャルルの法則・シャルの法則・シャルルの法則ルの法則・シャルルの法則の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を法則として化学実験室において行う．から気体定数を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を導を行う．く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して法を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

18 気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を状態とその変化方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して程式を元に計算をすることができ実験 気体の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を状態とその変化方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して程式を元に計算をすることができを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をし，実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．分子の構造量を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を計算をすることができする方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して法を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

19 溶解，溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行，溶媒，溶質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を 実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．溶解の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を仕組みについて学ぶ．みについて化学実験室において行う．学ぶ．

20 溶解度シラバス ある温度シラバスにおいて化学実験室において行う．，一定量の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を溶媒に溶解しうる溶質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を溶解度シラバスという．

21 濃度シラバス

22 酸と塩基・中和反応式と塩基・中和反応式を元に計算をすることができ

23 中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験（後期の平均とする．班・個人のレ） 教科書，ノートの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．みは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を不可，計算をすることができ機の持ち込みは事前に指示する．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．みは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を事前に指示に従わず危険な行為を行った場合は特別指導を行う．する．

24 中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を解答・解説，中和滴定

25

26 中和滴定曲線について学ぶ．，塩の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を水溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行性をについて化学実験室において行う．学ぶ．

27 酸と塩基・中和反応式化と還元に計算をすることができ 酸と塩基・中和反応式化還元に計算をすることができ反応は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，酸と塩基・中和反応式素について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を授受だけではなく，水素や電子の授受でも説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ．だけで評価する．は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をく利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して，水素について学ぶ．や専門的器具・薬品を電子の構造の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を授受だけではなく，水素や電子の授受でも説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ．で評価する．も説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ．される．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．，その専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してえ方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

28 金属の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をイオン化傾向と酸化数と酸と塩基・中和反応式化数

29 酸と塩基・中和反応式化・還元に計算をすることができとイオン化傾向と酸化数の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を イオン化傾向と酸化数を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をして化学実験室において行う．，日常生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を活で応用されている化学の原理を実験を通じて学ぶ．で評価する．応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をされて化学実験室において行う．いる化学の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を原理を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

30 イオン化傾向と酸化数を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をして化学実験室において行う．，日常生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を活で応用されている化学の原理を実験を通じて学ぶ．で評価する．応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をされて化学実験室において行う．いる化学の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を原理を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

前期の平均とする．班・個人のレ，後期の平均とする．班・個人のレともに中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験および方，状態図について学ぶ．定期の平均とする．班・個人のレ試験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実施する場合はする．

物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をには様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を2種類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．以上を合格とする．再試験を実施する場合はの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をからな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をる混合物と1種類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をからで評価する．きて化学実験室において行う．いる純物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をある．また，実験室において行う．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を主な実験器具の使用方な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実験器具の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を使用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して
法について化学実験室において行う．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．説明される．実験を通じて，その考え方を学ぶ．する．

中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を解答・解説，物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量(原子の構造や専門的器具・薬品を分子の構造の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を数え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して) 中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を解答・解説を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．う．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量(mol)の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してえ方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開してを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を学ぶ．

モルの法則・シャルルの法則濃度シラバスは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行1リットルの法則・シャルルの法則中に溶解して化学実験室において行う．いる溶質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を量で評価する．表について学ぶ．した濃度シラバスで評価する．ある．

酸と塩基・中和反応式や専門的器具・薬品を塩基は様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，水溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行中で評価する．水素について学ぶ．イオンや専門的器具・薬品を水酸と塩基・中和反応式化物イオンを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をじる．また，酸と塩基・中和反応式と塩基が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を反応して化学実験室において行う．，互いにその性質を打ち消すことを中いにその専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を性を質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を打ち消すことを中ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．消すことを中すことを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を中
和といい，水分子の構造と塩が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を生かして研究に応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を成する．これらを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

中間と定期の平均とする．班・個人のレ試験の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を解答・解説を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を行う．う．濃度シラバス既知ることができる．実験を通じて学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を塩基（酸と塩基・中和反応式）を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をいて化学実験室において行う．，濃度シラバス未知ることができる．実験を通じて学ぶ．の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を酸と塩基・中和反応式（塩基）の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を濃度シラバスを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を求める操作を中和滴定という．計算める操作によって純物質に分離することができる．実験を通じて学ぶ．を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を中和滴定という．計算をすることができ
及び操作方法についても学び，身の回りの実試料分析へ適用する．び方，状態図について学ぶ．操作によって純物質に分離することができる．実験を通じて学ぶ．方を養いそれらを応用できるよう学生自ら考える授業を展開して法について化学実験室において行う．も学び方，状態図について学ぶ．，身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を回りの実試料分析へ適用する．りの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を実試料分析へ適用する．へ適用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品をする．

pHと水素について学ぶ．イオン濃度シラバス
水溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を酸と塩基・中和反応式性を，アルの法則・シャルルの法則カリ性をは様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，水素について学ぶ．イオン指数によって化学実験室において行う．表について学ぶ．される．身につけ，特性をの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を回りの実試料分析へ適用する．りの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行について化学実験室において行う．pHを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を調べ，水素イオン濃度との関係をべ，水素について学ぶ．イオン濃度シラバスとの専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を関する情報を身につけ，特性を係を理解を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を
実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．学ぶ．

中和反応とpH

金属の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を単体には様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を，水溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行中で評価する．電子の構造を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を失って陽イオンになろうとする性質があり，これを金属のイオン化傾向という．実験を通じてって化学実験室において行う．陽イオンと陰イオンに分類される．実験を通じてイオンの生成，元素の周期表について学ぶ．イオンにな研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をろうとする性を質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をが欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をあり，これを扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を金属の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性をイオン化傾向と酸化数という．実験を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を通じて化学実験室において行う．
学ぶ．

酸と塩基・中和反応式化・還元に計算をすることができとイオン化傾向と酸化数の専門的な研究では様々な物質を扱うため，化学的視点が欠かせない．化学物質に関する情報を身につけ，特性を応用し，危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物質や専門的器具・薬品を（2）
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3

4 　 　
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6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

物理 (Physics)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

物理的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるについての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる観察・考察な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるに探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てる能力と態度を育てると態度を育てる態度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てるてる能力と態度を育てる.さらに基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やや
原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．め，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てる成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．第二学年では，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱力と態度を育てる学，物理学的に探究する能力と態度を育てる電磁気学，物理学的に探究する能力と態度を育てる波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学ぶ．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】温度シラバスと態度を育てる熱について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．ができる能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】電磁気について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．ができる能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．できる能力と態度を育てるよう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評にする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評70%　レポートで，授業内容の理解度を評30%　と態度を育てるして評価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるお，物理学的に探究する能力と態度を育てる試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる平均点とする．と態度を育てるする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．100点とする．満点とする．
で60点とする．以上を合格とする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる合格とする．と態度を育てるする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

「高専テキストで，授業内容の理解度を評シリーズ 物理(上を合格とする．) 力と態度を育てる学・波動の基礎を学ぶ．」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキストで，授業内容の理解度を評シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）
「物理（2年生）～授業ノートで，授業内容の理解度を評＆演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）

「セミナー 物理基礎を学ぶ．＋物理」 （第一学習社）
「フォトで，授業内容の理解度を評サイエンス 物理図録」（数研出版）」（数研出版）
「高専の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）

国語，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学I，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)授業計画とテキストに従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行と態度を育てるテキストで，授業内容の理解度を評に従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行い，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行予習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てること態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．学んだこと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行させる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評め，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行復習や問題演習等の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる自習学習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評
う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評こと態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． (ii)物理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めには数学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる知識は必須となるので，数学をしっかりと勉強することは必須となるので，数学をしっかりと勉強することと態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるる能力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるしっかりと態度を育てる勉強することする能力と態度を育てること態度を育てる. また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる考えの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる伝達・享受
の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる能力と態度を育てるも必要なので，国語も勉強すること． 必要なので，国語も勉強すること． な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる国語も必要なので，国語も勉強すること． 勉強することする能力と態度を育てること態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． (iii)授業中における能力と態度を育てる携帯電話やゲーム機の使用，ならびに授業妨害につながやゲーム機の使用，ならびに授業妨害につなが機の使用，ならびに授業妨害につながの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるらびに授業妨害につながにつな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるが
る能力と態度を育てる言動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評った期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評者は，原則として教室より退室させ欠席扱いとするは，物理学的に探究する能力と態度を育てる原則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．と態度を育てるして教室より退室させ欠席扱いとするより退室より退室させ欠席扱いとするさせ欠席扱いとするいと態度を育てるする能力と態度を育てる.
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授業の計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 温度シラバスと態度を育てる熱 絶対温度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱，物理学的に探究する能力と態度を育てる内部エネルギーなどの概念を理解する．エネルギーな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

2 熱量 熱力と態度を育てる学に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱量，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱容の理解度を評量，物理学的に探究する能力と態度を育てる比熱の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

3 比熱の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる測定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 物体間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱量の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる出入りから，比熱について考察する．りから，物理学的に探究する能力と態度を育てる比熱について考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

4 理想気体

5 気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる分子運動の基礎を学ぶ．論 力と態度を育てる学の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．いて，物理学的に探究する能力と態度を育てる気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる分子運動の基礎を学ぶ．論を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

6 熱力と態度を育てる学第一法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 熱力と態度を育てる学第一法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

7 熱力と態度を育てる学第二法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 熱力と態度を育てる学第二法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

8 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評

9 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる答え合わせと解説を行う．え合わせと態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

10 静電気力と態度を育てる 電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．や電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に働く力を理解する．く力を理解する．力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

11 電界と電位と態度を育てる電位 電界と電位・電気力と態度を育てる線・電位な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．さらにガウスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使い方を理解する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

12 コンデンサー コンデンサーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる仕組みを理解し，その応用を考える．みを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

13 直流 電流と態度を育てる電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係，物理学的に探究する能力と態度を育てるオーム機の使用，ならびに授業妨害につながの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てる抵抗率について理解する．について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

14 キルヒホッフの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 回路において起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．において起電力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．が電圧降下に等しいこと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるキルヒホッフの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる適用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．して回路において起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる流れる能力と態度を育てる電流を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

15 復習と態度を育てる演習 これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．める能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

16 ジュール熱 抵抗によって発生する能力と態度を育てるジュール熱について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる電力と態度を育てると態度を育てる電力と態度を育てる量の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

17 電流がつく力を理解する．る能力と態度を育てる磁界と電位 電流が磁界と電位を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるつく力を理解する．る能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線電流・円形電流・ソレノイドの場合などについて考察する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる場合な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどについて考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

18 電流が磁界と電位から受ける能力と態度を育てる力と態度を育てる 磁界と電位，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁束密度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁束の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁界と電位中の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる電流が受ける能力と態度を育てる力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる大きさやその方向を考察する．きさやその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる方を理解する．向を考察する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

19 ローレンツ力力と態度を育てる 磁界と電位中を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．電粒子が受ける能力と態度を育てる力と態度を育てるである能力と態度を育てるローレンツ力力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

20 電磁誘導 導体を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる貫く磁束の変化によって生じる誘導起電力について理解する．また，直流における自己誘導・相互誘導の現象を考察する．く力を理解する．磁束の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる変化によって生じる能力と態度を育てる誘導起電力と態度を育てるについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる直流における能力と態度を育てる自己誘導・相互誘導の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

21 交流 交流の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学び，物理学的に探究する能力と態度を育てる実行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評値，物理学的に探究する能力と態度を育てる誘導リアクタンス，物理学的に探究する能力と態度を育てる容の理解度を評量リアクタンス，物理学的に探究する能力と態度を育てるインピーダンスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

22 電気振動の基礎を学ぶ．と態度を育てる電磁波

23 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評

24 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる答え合わせと解説を行う．え合わせと態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

25 正弦波

26 干渉と重ね合わせの原理と態度を育てる重ね合わせの原理ね合わせの原理合わせの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理 波動の基礎を学ぶ．に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てると態度を育てるして，物理学的に探究する能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる起こし，物理学的に探究する能力と態度を育てる重ね合わせの原理ね合わせの原理合わせの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理により波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる振幅が決定されることを理解する．が決定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評される能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

27 自由端・固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評端反射

28 定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評常波 互いに逆向を考察する．きで同じ波長の進行波から，定常波が生じることを理解する．じ波長の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる進行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評波から，物理学的に探究する能力と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評常波が生じる能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

29 波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理・回折・反射・屈折 ホイヘンスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．いる能力と態度を育てること態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる波に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるである能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理・回折・反射・屈折の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

30 復習と態度を育てる演習 これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．める能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

前期，物理学的に探究する能力と態度を育てる後期と態度を育てるも必要なので，国語も勉強すること． に中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評および定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる実施する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

理想気体について成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．り立つ，物理学的に探究する能力と態度を育てるボイルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるシャルルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるボイル・シャルルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる確認し，理想気体の状態方程式を理解すし，物理学的に探究する能力と態度を育てる理想気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる状態方を理解する．程式を理解すを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．す
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

習熟度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めに中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評.

コイルと態度を育てるコンデンサーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる組みを理解し，その応用を考える．み合わせにより電気振動の基礎を学ぶ．が起きる能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．さらに，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれが電磁波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる送受信に関連していることをに関連していることをしている能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる
理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

習熟度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めに中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評.

周期，物理学的に探究する能力と態度を育てる角振動の基礎を学ぶ．数，物理学的に探究する能力と態度を育てる振動の基礎を学ぶ．数，物理学的に探究する能力と態度を育てる波長な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やと態度を育てる，物理学的に探究する能力と態度を育てる波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる形である能力と態度を育てる正弦波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる表式を理解すを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる自在に変形できるようにすに変形できる能力と態度を育てるよう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評にす
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評端と態度を育てる自由端でそれぞれで反射する能力と態度を育てると態度を育てるきに，物理学的に探究する能力と態度を育てる位相がどう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行れる能力と態度を育てるかを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれによって生じる能力と態度を育てる合成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．波について考察す
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

2 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

3 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

4 試験・レポート・小テストで評価する．レポートで評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学，生物

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

化学 (Chemistry))

電気工学科・レポート・小テストで評価する．2年・レポート・小テストで評価する．通年・レポート・小テストで評価する．必修・レポート・小テストで評価する．2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもくの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもえられている．しかし，化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．あると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものも影響を及ぼすものもを及ぼすものも及ぼすものもぼすもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもも
存在する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点で評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，この生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも影響を及ぼすものもや特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点しな影響を及ぼすものもければな影響を及ぼすものもらず，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも基本となる化学の知識・視点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもる化学の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも知識・レポート・小テストで評価する．視点
が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもる．本となる化学の知識・視点科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，化学に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いする基本となる化学の知識・視点的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえ方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いを及ぼすものも養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いうため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもや特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも器具・レポート・小テストで評価する．薬品を用いを及ぼすものも用い
た学習を行い，学生自らが考える授業を展開する．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．い，学生自らが考える授業を展開する．らが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえる授業を及ぼすものも展開する．する．

【A2】試薬・レポート・小テストで評価する．器具を及ぼすものも適正に取り扱い，安全に実験を行うことができる．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも取り扱い，安全に実験を行うことができる．り扱い，安全に実験を行うことができる．扱い，安全に実験を行うことができる．い，安全に実験を行うことができる．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも実験を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．うこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きる．

【A2】実験から得られた結果を整理し，考察を行うことができる．られた結果を整理し，考察を行うことができる．を及ぼすものも整理し，考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い察を行うことができる．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．うこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きる．

【A2】化学の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも基本となる化学の知識・視点法則を学び，化学反応の特徴を理解している．を及ぼすものも学び，化学反応の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．を及ぼすものも理解している．している．

【A2】化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点を及ぼすものも理解している．し，社会での利用を認識している．で評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用を及ぼすものも認識している．

成績は，試験は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，試験70%　レポート15%　小テストで評価する．テスト15%　と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもして評価する．する．試験成績は，試験は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも中間と定期の平均点とする．指示に従わと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも定期の平均点とする．指示に従わの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも平均点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．指示に従わに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも従わわ
ず危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．為には物質の基本となる化学の知識・視点を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う者は特別課題の提出を求める．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特別課題の提出を求める．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも提出を求める．を及ぼすものも求める．める．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．再試験を実施する場合はを及ぼすものも合格とする．再試験を実施する場合はと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．再試験を及ぼすものも実施する場合はする場合は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも70点
以上を合格とする．再試験を実施する場合はで評価する．合格とする．再試験を実施する場合はと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもし，該当する試験の点数をする試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも点数を及ぼすものも60点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．

「Professional Engineer Library)　化学」（実教出版）実教出を求める．版）
「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）で評価する．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもらえるフォトサイエンス化学図録」（実教出版）数研出を求める．版）
「改訂版 リードα 化学基礎＋化学」（実教出版）数研出を求める．版）

「化学I・レポート・小テストで評価する．IIの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも新研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点」卜部吉庸 著（実教出版）三省堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

講義は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学実験室(一般科棟B棟5階)で評価する．行い，学生自らが考える授業を展開する．う．教室変更の際はその都度指示をする．問題集や化学図録は適宜使用するの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも際はその都度指示をする．問題集や化学図録は適宜使用するは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも都度シラバス指示に従わを及ぼすものもする．問題の提出を求める．集や化学図録は適宜使用するや特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点化学図録は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも適宜使用する
の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．，毎回持参すること．すること共に，有害で危険な影響を及ぼすものも．
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授業の計画（化学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入，反応熱 化学反応に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもおけるエネルギーの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも出を求める．入り扱い，安全に実験を行うことができる．を及ぼすものも数値を用いて表現する手法について学ぶ．を及ぼすものも用いて表現する手法について学ぶ．する手法に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

2 燃焼熱・レポート・小テストで評価する．生成熱・レポート・小テストで評価する．中和熱・レポート・小テストで評価する．溶解している．熱 反応熱に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて，熱化学方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い程式で対応できることを学ぶ．で評価する．対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い応で評価する．きること共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも学ぶ．

3 ヘスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも法則を学び，化学反応の特徴を理解している． 未知の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも反応熱を及ぼすものも知ると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもきは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，ヘスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも法則を学び，化学反応の特徴を理解している．を及ぼすものも利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用する．その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも手法と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも理論的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点理解している．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．

4 結合エネルギー，演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．

5 化学反応の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも速度シラバスに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．また，化学反応は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも必ずしも一方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い通行い，学生自らが考える授業を展開する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものももの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもく，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも仕組みについても学ぶ．みに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついても学ぶ．

6 化学平衡時における，濃度平衡定数の求め方を理解する．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもおける，濃度シラバス平衡定数の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも求める．め方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いを及ぼすものも理解している．する．

7 演習を行い，学生自らが考える授業を展開する． これまで評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも内容を演習問題を解きながら確認，復習する．を及ぼすものも演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．問題の提出を求める．を及ぼすものも解している．きな影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いら確認，復習を行い，学生自らが考える授業を展開する．する．

8 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験（実教出版）前期の平均点とする．指示に従わ） 教科書，ノートの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも事前に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持する．

9 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点希ガスの特徴・反応性について学ぶ．ガスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

10 炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもケイ素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点，窒素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもリンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

11 酸素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも硫黄の特徴・反応性，ハロゲンの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点，ハロゲンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

12

13

14

15 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて 有機の持ち込みは事前に支持する．化学分野の導入を行う．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも導入を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．

16 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．構造・レポート・小テストで評価する．分類

17 分子モデルと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも異性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点体

18 いろいろな影響を及ぼすものも炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．

19 化学式で対応できることを学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも決定 試料から化学式を導く手法について学ぶ．から化学式で対応できることを学ぶ．を及ぼすものも導く手法に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

20 アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造，性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも調べ，その相関性について学ぶ．べ，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも相関性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

21 アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持つ反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

22 エーテル エーテルの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

23 教科書，ノートの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも事前に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも指示に従わする．

24 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．，エステル 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．また，エステルに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，事前学習を行い，学生自らが考える授業を展開する．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもしてセッケンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて班で調べる．で評価する．調べ，その相関性について学ぶ．べる．

25 油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもセッケン 油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，高級脂とセッケン肪酸と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもグリセリンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもエステルで評価する．ある．油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもセッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも関係を学ぶ．を及ぼすものも学ぶ．

26 セッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも合成 いくつかの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも油脂とセッケンを及ぼすものも使用してセッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも合成実験を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．い，油脂とセッケンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもよる違いを比較する．いを及ぼすものも比較する．する．

27 身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも染料から化学式を導く手法について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも医薬品を用いに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついてその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも歴史や分類，性質を学ぶ．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点分類，性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも学ぶ．

28

29 タンパク質質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも タンパク質質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

30 生命体を及ぼすものも構成する物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも

結合は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも一種のエネルギーとみなすことができることから，その考え方について学ぶ．反応熱についてこれまでの範囲の演習を行うの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもエネルギーと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもみな影響を及ぼすものもすこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きること共に，有害で危険な影響を及ぼすものもから，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえ方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．反応熱に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついてこれまで評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも範囲の演習を行うの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う
．

反応速度シラバスと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学平衡（実教出版）1）

反応速度シラバスと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学平衡（実教出版）2）

中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも18族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）希ガスの特徴・反応性について学ぶ．ガス）

14族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもケイ素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．）・レポート・小テストで評価する．15族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）窒素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもリン）

16族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）酸素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも硫黄の特徴・反応性，ハロゲンの特徴・反応性について学ぶ．）・レポート・小テストで評価する．17族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）ハロゲン）

1族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）アルカリ金属） 1族の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．から水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも除いた金属元素をアルカリ金属と言う．アルカリ金属が持つ特徴や反応について学び，その用途についていた金属元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものもアルカリ金属と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも言う．アルカリ金属が持つ特徴や反応について学び，その用途についてう．アルカリ金属が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い持つ特徴を理解している．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点反応に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて
解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．

12族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）亜鉛と水銀）と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水銀） 12族の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも亜鉛と水銀）と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水銀の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．

8族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）鉄）・レポート・小テストで評価する．11族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）銅・レポート・小テストで評価する．銀） 鉄の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．また，銅や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点銀の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも
利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用例を解説する．を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．

炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも含む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構化合物を及ぼすものも有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構ぶ．その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分類に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．さらに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも大きく分けて炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．基と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも官能基から構
成されている．官能基に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもよる有機の持ち込みは事前に支持する．化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分類と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも学ぶ．

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分子式で対応できることを学ぶ．だけで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い特定で評価する．きな影響を及ぼすものもい．分子式で対応できることを学ぶ．・レポート・小テストで評価する．示に従わ性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点式で対応できることを学ぶ．・レポート・小テストで評価する．構造式で対応できることを学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも違いを比較する．いを及ぼすものも理解している．して，分子の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも立体構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも異性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点体に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもつ
いて学ぶ．

炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもみからで評価する．きた有機の持ち込みは事前に支持する．化合物を及ぼすものも炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構ぶ．アルカン・レポート・小テストで評価する．アルケン・レポート・小テストで評価する．アルキンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて代表的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも例を解説する．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも挙げてそげてそ
れぞれの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも製法や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点反応を及ぼすものも学ぶ．

アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）1）

アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）2）

中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験(後期の平均点とする．指示に従わ)

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも人間と定期の平均点とする．指示に従わ生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）1）

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも人間と定期の平均点とする．指示に従わ生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）2） 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも遠い存在のものではない．我々が口にする炭水化物も有機化合物である．代表的な糖とアミノ酸の構造と性質につい存在する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものももの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもい．我々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い口にする炭水化物も有機化合物である．代表的な糖とアミノ酸の構造と性質につに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする炭水化物も有機の持ち込みは事前に支持する．化合物で評価する．ある．代表的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも糖とアミノ酸の構造と性質につと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもアミノ酸の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもつ
いて学ぶ．

遺伝情報を伝え，また様々なたんぱく質をつくるうえでの設計図となる核酸について理解し，設計図からどのようにたんぱく質が合を及ぼすものも伝え，また様々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもたんぱく質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものもつくるうえで評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも設計図と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもる核酸に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて理解している．し，設計図からどの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもように支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもたんぱく質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い合
成されていくの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもかを及ぼすものも学ぶ．

備など）
考

前期の平均点とする．指示に従わ，後期の平均点とする．指示に従わと共に，有害で危険な影響を及ぼすものももに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験および定期の平均点とする．指示に従わ試験を及ぼすものも実施する場合はする．
各試験と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもも，電卓の持ち込みは可とする（必要な時は予め周知する）．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも可と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする（実教出版）必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも時における，濃度平衡定数の求め方を理解する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも予め周知する）．め周知する）．
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2 呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

3

4 生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．しくみについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

5

6

7

8 生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業内で随時紹介するで評価する．随時紹介するする

関連科目 化についての理解度を試験で評価する．学

特になしになし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を試験により評価する．シラバス

生物の進化についての理解度を試験で評価する． (Biology))

電気工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

近年，ニュースなど身近なところでニュースなど身近なところで身近なと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．ころで評価する．iPS細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．・遺伝子治療・生物の進化についての理解度を試験で評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えなど身近なところでと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．いう生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生物の進化についての理解度を試験で評価する．学に関連する言葉を聞く機会が増えする言葉を聞く機会が増えを試験により評価する．聞く機会が増えく機会が増えが増え増ええ
た．さらに，ニュースなど身近なところでもの構造や機能についての理解度を試験により評価する．づくり評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．現場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざにおいても生物の進化についての理解度を試験で評価する．が増えもつ機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざした製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざが増え開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざされるなど身近なところでバイオテクノロジーの構造や機能についての理解度を試験により評価する．活躍がめざが増えめざ
ましい．本科目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．で評価する．は，ニュースなど身近なところで最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．研究内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．など身近なところでも紹介するしなが増えら，ニュースなど身近なところで生物の進化についての理解度を試験で評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．基礎的な知識を習得する．な知識を習得する．を試験により評価する．習得する．する．

【A2】細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．小器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．理解する．

【A2】呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについて理解する．

【A2】DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について理解する． DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

【A2】生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．しくみを試験により評価する．理解する．

【A2】遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝現象，ニュースなど身近なところで連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについて理解する．
遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝現象，ニュースなど身近なところで連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評
価する．する．

【A2】生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．環境応答について理解する．について理解する．
動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験する反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．行動，ニュースなど身近なところで植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．環境応答について理解する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．
で評価する．評価する．する．

【A2】植生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ所での植物の分布について理解する．で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分布について理解する．について理解する．
植生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ所での植物の分布について理解する．で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分布について理解する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．
する．

【A2】生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する．について理解する．

【A2】実験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．的な知識を習得する．を試験により評価する．理解し，ニュースなど身近なところで得する．られた結果を整理・考察することができる．を試験により評価する．整理・考察することができる．すること光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．が増えで評価する．きる． 実験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．的な知識を習得する．を試験により評価する．理解し，ニュースなど身近なところで得する．られた結果を整理・考察することができる．を試験により評価する．整理・考察することができる．すること光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．が増えで評価する．きているかレポレポ
ートにより評価する．により評価する．評価する．する．

成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は，ニュースなど身近なところで試験により評価する．80%　レポートにより評価する．20%　と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．して評価する．する．レポートにより評価する．には授業中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期に作成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する作文も含む．試験成績は中間と定期も含む．試験成績は中間と定期む．試験により評価する．成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．定期
の構造や機能についての理解度を試験により評価する．平均点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はに従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はわず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はな行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はを試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え者は特別課題の提出を求める．最終成績はは特になし別課題の提出を求める．最終成績はの構造や機能についての理解度を試験により評価する．提出を求める．最終成績はを試験により評価する．求める．最終成績はめる．最終成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は100点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は満点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はで評価する．60点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は以上を合を試験により評価する．合
格とする．再試験を実施する場合はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．再試験により評価する．を試験により評価する．実施する場合はする場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ合は70点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は以上を合で評価する．合格とする．再試験を実施する場合はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．し，ニュースなど身近なところで該当する試験の点数をする試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は数をを試験により評価する．60点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

「理解しや機能についての理解度を試験により評価する．すい生物の進化についての理解度を試験で評価する．」（文も含む．試験成績は中間と定期英堂）
「フォトにより評価する．サイエンス生物の進化についての理解度を試験で評価する．図録」（数研出版）」（数を研出を求める．最終成績は版）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（生物）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．

2 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する． 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．構成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．小器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

3

4 呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．

5

6

7

8 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．（前期） 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．教科書・ノートにより評価する．・プリントにより評価する．類の持ち込みは不可とする．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．ち込みは不可とする．込みは不可とする．みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

9 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説，ニュースなど身近なところで無性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．有性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖

10 減数を分裂 生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．は体細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．染色体数をが増え半分になる減数を分裂により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．される．半分になる理由と分裂過程を学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．分裂過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．学ぶ．

11 遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．遺伝子間と定期の構造や機能についての理解度を試験により評価する．相互作用

12 遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．え

13 性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．遺伝

14 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．について演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

15 動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

16 ウニの構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生を試験により評価する．例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．に，ニュースなど身近なところで動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．胚葉を聞く機会が増えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．，ニュースなど身近なところで器官の機能を理解する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

17 カエルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生を試験により評価する．例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．に，ニュースなど身近なところで動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．胚葉を聞く機会が増えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．，ニュースなど身近なところで器官の機能を理解する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

18 植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．配偶子形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．及び胚発生の過程について学ぶ．び胚発生の過程について学ぶ．胚発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

19 被子植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

20 刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験する動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．行動 動物の進化についての理解度を試験で評価する．が増え刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験を試験により評価する．受けてかレポら行動するまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．学ぶ．

21 植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．調節 植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ芽と成長の調節の仕方について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．成の仕組みについての理解度を試験により評価する．長の調節の仕方について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．調節の構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕方について学ぶ．について学ぶ．

22 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

23 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．（後期） 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．教科書・ノートにより評価する．・プリントにより評価する．類の持ち込みは不可とする．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．ち込みは不可とする．込みは不可とする．みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

24 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説，ニュースなど身近なところで作文も含む．試験成績は中間と定期 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．与えられたテーマについて作文を行う．えられたテーマについて作文を行う．について作文も含む．試験成績は中間と定期を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

25 個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．について理解し，ニュースなど身近なところでこれらの構造や機能についての理解度を試験により評価する．変動について学ぶ．

26 個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．を試験により評価する．理解し，ニュースなど身近なところで個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．内で随時紹介するの構造や機能についての理解度を試験により評価する．相互作用について学ぶ．

27 生態系の保全の構造や機能についての理解度を試験により評価する．保全 生態系の保全における生物の進化についての理解度を試験で評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えに影響を与える要因を学ぶ．を試験により評価する．与えられたテーマについて作文を行う．える要因を学ぶ．を試験により評価する．学ぶ．

28 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．起源と進化と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する． 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．起源と進化について理解し，ニュースなど身近なところで生物の進化についての理解度を試験で評価する．進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．道筋を学ぶ．を試験により評価する．学ぶ．

29 生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分類の持ち込みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．系の保全統 生物の進化についての理解度を試験で評価する．が増えたど身近なところでってきた進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．道筋を学ぶ．に基づいて生物の進化についての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．分類の持ち込みは不可とする．する方について学ぶ．法を試験により評価する．学ぶ．

30 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

全ての構造や機能についての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．は細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．単位と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．してで評価する．きている．生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構成の仕組みについての理解度を試験により評価する．単位で評価する．ある細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ見と細胞説の確立について述べ，細胞の基本的なと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．説の構造や機能についての理解度を試験により評価する．確立について述べ，細胞の基本的なべ，ニュースなど身近なところで細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．基本的な知識を習得する．な
つくり評価する．について学ぶ.

代謝とと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．ATP
細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．は取り込んだ物質を分解して化学エネルギー（り評価する．込みは不可とする．んだ物質を分解して化学エネルギー（物の進化についての理解度を試験で評価する．質を試験により評価する．分解して化についての理解度を試験で評価する．学エネルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．ギー（ATP）を試験により評価する．取り込んだ物質を分解して化学エネルギー（り評価する．出を求める．最終成績はし，ニュースなど身近なところでこれを試験により評価する．使って有機物を合成する．このような合成や分解といって有機物の進化についての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．この構造や機能についての理解度を試験により評価する．よう生物学に関連する言葉を聞く機会が増えな合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．や機能についての理解度を試験により評価する．分解と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．い
った生体内で随時紹介するで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．化についての理解度を試験で評価する．学反応について学ぶ．

呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．もエネルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．ギーを試験により評価する．ATPと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．して得する．る反応で評価する．ある．それぞれの構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについて学ぶ．

遺伝子と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．DNA 遺伝子と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．について学ぶ．

DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する． 遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．本体で評価する．あるDNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．複製について学ぶ．さらに，ニュースなど身近なところでタンパク質の構造や機能についての理解度を試験により評価する．合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．は，ニュースなど身近なところで遺伝情報の転写と翻訳によっておこなわれの構造や機能についての理解度を試験により評価する．転写と翻訳によっておこなわれと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．翻訳によっておこなわれによっておこなわれ
るしくみについて学ぶ．

実験により評価する．：DNA抽出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．演習 実際に野菜の細胞を使用し，に野菜の細胞を使用し，の構造や機能についての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．使って有機物を合成する．このような合成や分解とい用し，ニュースなど身近なところでDNAを試験により評価する．抽出を求める．最終成績はして観察することができる．する．また，ニュースなど身近なところで残りの時間でこれまでの内容について演習を行う．り評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．時間と定期で評価する．これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．について演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．生殖は大きく無性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．有性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖に分けられるが増え，ニュースなど身近なところでこれら異なるなる2種の生殖方法の違いについて学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖方について学ぶ．法の構造や機能についての理解度を試験により評価する．違いについて学ぶ．いについて学ぶ．

生物の進化についての理解度を試験で評価する．はそれぞれ，ニュースなど身近なところで特になし徴ある形質をもっており，この形質が親から子に伝わる現象を遺伝という．メンデルの法則，様々な遺伝様式にある形質を試験により評価する．もっており評価する．，ニュースなど身近なところでこの構造や機能についての理解度を試験により評価する．形質が増え親から子に伝わる現象を遺伝という．メンデルの法則，様々な遺伝様式にかレポら子に伝わる現象を試験により評価する．遺伝と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．いう生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．メンデルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．，ニュースなど身近なところで様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝様式にに
ついて学ぶ．

遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．，ニュースなど身近なところでさらに減数を分裂時に染色体の構造や機能についての理解度を試験により評価する．部分的な知識を習得する．な交換えについて理解する．によって生じる遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについて学ぶ．また，ニュースなど身近なところで組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．起こり評価する．
や機能についての理解度を試験により評価する．すさの構造や機能についての理解度を試験により評価する．指標である組換え価の計算も行う．で評価する．ある組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．え価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．計算も行う．も行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え染色体と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．常染色体の構造や機能についての理解度を試験により評価する．違いについて学ぶ．いを試験により評価する．理解し，ニュースなど身近なところでど身近なところでの構造や機能についての理解度を試験により評価する．よう生物学に関連する言葉を聞く機会が増えに性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え決定が増え行われるかレポを試験により評価する．理解する．さらに性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え染色体にある遺伝子による伴性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え遺伝
について学ぶ．

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(1)

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(2)

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(3)

植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(1)

植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(2)

個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．(1)

個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．(2)

備など）
考

前期，ニュースなど身近なところで後期と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．もに中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．および胚発生の過程について学ぶ．定期試験により評価する．を試験により評価する．実施する場合はする．
電卓の持込が必要な際は，予め周知する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．込みは不可とする．が増え必要な際に野菜の細胞を使用し，は，ニュースなど身近なところで予め周知する．め周知する．
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科　目

担当教員  和田 充弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地理，高専生のための防災・減災入門

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

地学 (Earth and Planetary Science)

電気工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問立ちとその構成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問
題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際キーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際として，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際にわたる学際
的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際であることをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，みて，網羅的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際するのではな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，く，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，みが物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に関係していることを体系的に学ぶ．また，していることをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際体系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際また，
人類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．している具体的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．げ，社会人や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際備えているべき教養の涵養を目指す．えているべき教養の涵養を目指す．教養の涵養を目指す．の涵養の涵養を目指す．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際目指す．す．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の内部構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問とプレートや地殻の運動について理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地殻の運動について理解する．の運動について理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の火山活動について理解する．と鉱物，火成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてと堆積岩と堆積岩，地表の変成作用について，地表の変成作用についての変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問作用についてについて
理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．，雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについの形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問降水過程，気象予報のしくみについのしくみについ
て理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際　

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．，波と潮汐，エルニーニョやラニーニャについて理と潮汐，エルニーニョやラニーニャについて理や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ラニーニャについて理について理
解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際と自然災害のメカニズムについて理解する．のメカニズムについて理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の自転と公転について理解する．と公転と公転について理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】太陽をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際含む恒星の構造と活動，宇宙の構造と進化について理解するむ恒星の構造と活動，宇宙の構造と進化について理解する恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と活動について理解する．，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と進化について理解する．する
．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問績は，試験は，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評70%　レポートや地殻の運動について理解する．30%　として評価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，お，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問績は，試験は，中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の平均点とする．とする．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際100点とする．満点とする．
で60点とする．以上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際合格とする．とする．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地学　改訂版」（啓林館）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問センサー地学」（啓林館）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問改訂版　フォトや地殻の運動について理解する．サイエンス　地学図録」（数研出版）

「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地学は何ができるかー宇宙と地球のミラクル物語ー」 日本地質学会監修（愛智出版）が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際でき教養の涵養を目指す．るかー宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問のミラクル物語ー」 日本地質学会監修（愛智出版）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）と地の理をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際さぐる　地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問学と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問学」福江 純，他（プレアデス出版）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問一般気象学・第2版補訂版」 小倉 義光著（東京大学出版会）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問はじめての地質学 日本の地層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）と岩と堆積岩，地表の変成作用について石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べる」日本地質学会編著（ペレ出版）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問現代地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境論」和田 武・小堀洋」，「地球環境問美著（創元社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)授業計画とテキストに従い，予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うことテキストや地殻の運動について理解する．に従い，予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこい，予習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際すること．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学んだことをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこさせるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこず復習や問題演習等の自習学習を行うこ復習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際等の自習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評こ
と．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際 (ii)地学をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際理解する．するためには，他の理科科目（特に物理や化学）の知識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉に物理や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問化学）の知識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこ要となります．他の理科科目もしっかりと勉とな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ます．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際他の理科科目も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉しっかり立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と勉
強することすること.  (iii)授業中における携帯電話やゲーム機の使用，ならびに授業妨害につながる言動を行った者は，原則としてや地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ゲームについて理解する．機の使用，ならびに授業妨害につながる言動を行った者は，原則としての使用について，な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，らびに授業妨害のメカニズムについて理解する．につな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際る言動について理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評った者が備えているべき教養の涵養を目指す．は，原則としてとして
教室より退室させ欠席扱いとするより立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問退室より退室させ欠席扱いとするさせ欠席扱いとするいとする.
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授業の計画（地学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 地学・授業のオリエンテーショやラニーニャについて理ン／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の形と大き教養の涵養を目指す．さについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

2 地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の内部構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べ方を学び理解する．重力について学ぶ．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学び理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際重力について学ぶ．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

3 地磁気について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際大陸移動について理解する．説からプレートテクトニクスへの理論の進展を知る．からプレートや地殻の運動について理解する．テクトや地殻の運動について理解する．ニクスへの理論の進展を知る．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

4 プレートや地殻の運動について理解する．テクトや地殻の運動について理解する．ニクスの理論でみる地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の姿を知り， 理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問， 理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

5 地震とその発生のメカニズムについて考え， 理解する．とその発生のメカニズムについて理解する．について考え， 理解する．え， 理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

6 火山の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，火山噴出物と火成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

7 造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問山帯と変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問作用について，変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

8 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 これまでに学んだ範囲について出題する．について出題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

9 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と試験の解説を行う．／地表の変化・風化・土壌や河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．と試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の解する．説からプレートテクトニクスへの理論の進展を知る．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．地表の変成作用についての変化・風化・土壌や河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

10 堆積岩と堆積岩，地表の変成作用についてについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際地層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）の形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，地質図，について演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際通して理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

11 化石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）について学び，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べる方を学び理解する．重力について学ぶ．法を知る．地球の誕生から冥王代・太古代を学ぶ．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の誕生から冥王代・太古代をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

12 地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問として先カンブリア時代・原生代から新生代までの生物の進化と環境の変化を学ぶ．カンブリア時代・原生代から新生代までの生物の進化と環境の変化をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

13 地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．と大量絶滅，人類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．び日本列島の形成と歴史について学ぶ．の形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

14 大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問として，組成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学び，気象の観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．測方を学び理解する．重力について学ぶ．法を知る．地球の誕生から冥王代・太古代を学ぶ．とその結果の表現方法（天気図）を知る．の表の変成作用について現方を学び理解する．重力について学ぶ．法を知る．地球の誕生から冥王代・太古代を学ぶ．（天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）気図）をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

15 雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについの形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と降水のしくみ，大気の安定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評・不安定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

16 太陽放射と地球放射，温室効果，大気の大循環，温帯低気圧と偏西風変動について学ぶ．と地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問放射と地球放射，温室効果，大気の大循環，温帯低気圧と偏西風変動について学ぶ．，温室より退室させ欠席扱いとする効果の表現方法（天気図）を知る．，大気の大循環，温帯低気圧と偏西風変動について学ぶ．と偏西風変動について理解する．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

17 日本の天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）気，熱帯低気圧と偏西風変動について学ぶ．と台風，日本の気象観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．測について学び，気象予報のしくみについの仕組みについて知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

18 海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と海水の運動について理解する．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

19 海水の大循環，波と潮汐，エルニーニョやラニーニャについて理と潮汐について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

20 大気海洋」，「地球環境問相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，作用について エルニーニョやラニーニャについて理とラニーニャについて理について理解する．し，それらが物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．の環境にどのよう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，影響を与えているかを学ぶ．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際与えているかを学ぶ．えているかをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

21 自然の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，みと地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問資源，気候変動について理解する．について現状を知り，理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

22 様々な地球環境問題（地球温暖化，オゾン層破壊，砂漠化，黄砂，大気汚染，酸性雨）について学び，理解する．な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際（地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問温暖化，オゾン層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）破壊，砂漠化，黄砂，大気汚染，酸性雨）について学び，理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

23 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 これまでに学んだ範囲について出題する．について出題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

24 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と試験の解説を行う．／地表の変化・風化・土壌や河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．と問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の解する．答・解する．説からプレートテクトニクスへの理論の進展を知る．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．日本の自然災害のメカニズムについて理解する．（気象災害のメカニズムについて理解する．な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，ど）について学び，防災・減災について理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際深める．める．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

25 太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

26 小天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）体や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問外惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問に関して最新情報のしくみについをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の誕生について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

27

28 太陽の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と活動について理解する．について理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際深める．め，恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の性質をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

29 恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の進化，星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問団や星間雲，連星や変光星について学ぶ．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについ，連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問変光星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

30 銀河系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と銀河の分類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の膨張と進化，宇宙背景放射について学び，宇宙の歴史も理解する．と進化，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問背景放射と地球放射，温室効果，大気の大循環，温帯低気圧と偏西風変動について学ぶ．について学び，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

前期，後期とも必要となります．他の理科科目もしっかりと勉に中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評および定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際実施する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

地学とは何ができるかー宇宙と地球のミラクル物語ー」 日本地質学会監修（愛智出版）か／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と大量絶滅，人類の進化，及び日本列島の形成と歴史について学ぶ．と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問4

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．3

試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と試験の解説を行う．／地表の変化・風化・土壌や河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．と解する．説からプレートテクトニクスへの理論の進展を知る．．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問4

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問5

大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．1

大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．2

大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．3

大気の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．4

海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．1

海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際2

試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と試験の解説を行う．／地表の変化・風化・土壌や河川地形，海岸地形，氷河地形について学ぶ．と解する．説からプレートテクトニクスへの理論の進展を知る．．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際3

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3／地球の形と大きさについて学ぶ．地震とその発生のメカニズムについて考え， 理解する．と災害のメカニズムについて理解する． 天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問座標と歴，地球の自転・公転や惑星の運動について学ぶ．／　（と歴，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の自転と公転について理解する．・公転と公転について理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の運動について理解する．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　（1月17日をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際意識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉して）地震とその発生のメカニズムについて考え， 理解する．災害のメカニズムについて理解する．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

太陽と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

太陽と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

太陽と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3
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科　目

担当教員 大多喜 重明 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

2 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

3 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．で評価する．問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．くことレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．大切なので，自宅学習を怠らないこと．なので評価する．，自宅学習を怠らないこと．自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．怠らないこと．らないことレポートで評価する．．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

物理 (Physics)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

第二学年まで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．もとレポートで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えして，自宅学習を怠らないこと．音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え初等的な原子物理を理解し，自ら考えな原子物理を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．し，自宅学習を怠らないこと．自ら考え
応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機し，自宅学習を怠らないこと．探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつける．各分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機の基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．よく理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．し，自宅学習を怠らないこと．工学的な原子物理を理解し，自ら考えな応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．視野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え入れて，自ら探求する契機れて，自宅学習を怠らないこと．自ら探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機する契機
を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．提供する．する．

【A2】波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すの基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え，自宅学習を怠らないこと．音波とレポートで評価する．光波の具体的な原子物理を理解し，自ら考えな性質を理解すを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．す
る

【A2】前期量子論と原子・原子核・素粒子物理の初等的な知識を，科学史とレポートで評価する．原子・原子核・素粒子物理の初等的な原子物理を理解し，自ら考えな知識を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．，自宅学習を怠らないこと．科学史
的な原子物理を理解し，自ら考えな視点とともに理解する．とレポートで評価する．とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．する．

【A2】演習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通して，自宅学習を怠らないこと．基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．自ら考え，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．く力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつける．

成績は，試験は，自宅学習を怠らないこと．試験とレポートで評価する．85%　レポートで評価する．15%　とレポートで評価する．して評価する．する．試験とレポートで評価する．成績は，試験は，自宅学習を怠らないこと．中間試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．定期試験とレポートで評価する．の平均点とともに理解する．とレポートで評価する．する．最終成績は，試験は，自宅学習を怠らないこと．100
点とともに理解する．満点とともに理解する．で評価する．60点とともに理解する．以上を合格とする．（状況によっては，再試験を行う．）を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．合格とする．（状況によっては，再試験を行う．）とレポートで評価する．する．（状況によっては，再試験を行う．）状況によっては，再試験を行う．）に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよっては，自宅学習を怠らないこと．再試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．）う．）

「高専テキストで評価する．シリーズ 物理(上を合格とする．（状況によっては，再試験を行う．）) 力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機学・波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」潮秀樹監修（状況によっては，再試験を行う．）森北出版）
「高専テキストで評価する．シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（状況によっては，再試験を行う．）森北出版）
「セミナー 物理基礎＋物理」 （状況によっては，再試験を行う．）第一学習を怠らないこと．社）

「フォトで評価する．サイエンス 物理図録」（数研出版）」（状況によっては，再試験を行う．）数研出版）
「高専の応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機物理[第2版]」小暮陽三監修（状況によっては，再試験を行う．）森北出版）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（状況によっては，再試験を行う．）岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集（状況によっては，再試験を行う．）丸善）
「高専の物理問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．集[第3版]」田中冨士男編著（状況によっては，再試験を行う．）森北出版）

国語，自宅学習を怠らないこと．数学I，自宅学習を怠らないこと．数学II，自宅学習を怠らないこと．応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機物理ほかの専門科目

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 シラバスとレポートで評価する．授業の進め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．方の説明後，自宅学習を怠らないこと．音の発生と伝播および音の三要素について解説する．とレポートで評価する．伝播および音の三要素について解説する．および初等的な原子物理を理解し，自ら考え音の三要素に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

2 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．とレポートで評価する．伝播および音の三要素について解説する．および初等的な原子物理を理解し，自ら考え音の三要素に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

3 これまで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．波性質を理解すから，自宅学習を怠らないこと．うなりとレポートで評価する．共鳴について考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

4 これまで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．波性質を理解すから，自宅学習を怠らないこと．うなりとレポートで評価する．共鳴について考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

5 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．サイレンを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．鳴について考える．らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．づくとレポートで評価する．きとレポートで評価する．遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．ざかるとレポートで評価する．きで評価する．は，自宅学習を怠らないこと．音の高さが大切なので，自宅学習を怠らないこと．異なる．このことについて考える．なる．このことレポートで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

6 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．サイレンを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．鳴について考える．らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．づくとレポートで評価する．きとレポートで評価する．遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．ざかるとレポートで評価する．きで評価する．は，自宅学習を怠らないこと．音の高さが大切なので，自宅学習を怠らないこと．異なる．このことについて考える．なる．このことレポートで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

7

8 中間試験とレポートで評価する．

9 中間試験とレポートで評価する．の解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説 中間試験とレポートで評価する．の答え合わせと解説を行う．え合わせとレポートで評価する．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．）う．

10

11 シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

12 シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

13

14

15 鏡，自宅学習を怠らないこと．め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．ね，自宅学習を怠らないこと．光ファイバー，自宅学習を怠らないこと．レーザーなどの光学機器について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

16 鏡，自宅学習を怠らないこと．め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．ね，自宅学習を怠らないこと．光ファイバー，自宅学習を怠らないこと．レーザーなどの光学機器について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

17 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．とレポートで評価する．質を理解す量が大切なので，自宅学習を怠らないこと．どのように身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．られた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えか，自宅学習を怠らないこと．トで評価する．ムソンの実験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

18 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．とレポートで評価する．質を理解す量が大切なので，自宅学習を怠らないこと．どのように身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．られた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えか，自宅学習を怠らないこと．トで評価する．ムソンの実験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

19 光の粒子性とレポートで評価する．電子の波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す性に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついてミリカンの油滴実験とレポートで評価する．，自宅学習を怠らないこと．アインシュタインに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光電効果の説明を通じて解説する．の説明を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

20 光の粒子性とレポートで評価する．電子の波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す性に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついてミリカンの油滴実験とレポートで評価する．，自宅学習を怠らないこと．アインシュタインに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光電効果の説明を通じて解説する．の説明を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

21 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．科学史的な原子物理を理解し，自ら考えな視点とともに理解する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．ふまえて水素原子を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

22 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．科学史的な原子物理を理解し，自ら考えな視点とともに理解する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．ふまえて水素原子を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

23 中間試験とレポートで評価する． 中間試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．）う．

24 中間試験とレポートで評価する．の解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説 中間試験とレポートで評価する．の答え合わせと解説を行う．え合わせとレポートで評価する．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．）う．

25 原子核とレポートで評価する．放射線について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

26 原子核とレポートで評価する．放射線について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

27 核融合とレポートで評価する．核分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．裂，自宅学習を怠らないこと．核エネルギーに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

28 核融合とレポートで評価する．核分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．裂，自宅学習を怠らないこと．核エネルギーに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

29 素粒子に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．クォーク模型の概要を解説する．の概要を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

30 素粒子に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．クォーク模型の概要を解説する．の概要を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

音波1{音の発生と伝播および音の三要素について解説する．，自宅学習を怠らないこと．音の速さ，音の三要素さ，自宅学習を怠らないこと．音の三要素}

音波2{音の発生と伝播および音の三要素について解説する．，自宅学習を怠らないこと．音の速さ，音の三要素さ，自宅学習を怠らないこと．音の三要素}

音波3{うなり，自宅学習を怠らないこと．共鳴について考える．}

音波4{うなり，自宅学習を怠らないこと．共鳴について考える．}

音波5{ドップラー効果の説明を通じて解説する．}

音波6{ドップラー効果の説明を通じて解説する．}

光波1{反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．回折とレポートで評価する．干渉を考える．} 光波の反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．のスリットで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の回折とレポートで評価する．干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

1～7週の範囲で試験を行う．の範囲で試験を行う．で評価する．試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．）う．

光波2{反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．回折とレポートで評価する．干渉を考える．} 光波の反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．のスリットで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の回折とレポートで評価する．干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

光波3{薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の干渉を考える．}

光波4{薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の干渉を考える．}

光波5{偏光，自宅学習を怠らないこと．分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．散，自宅学習を怠らないこと．散乱}
光は横波で評価する．あるが大切なので，自宅学習を怠らないこと．，自宅学習を怠らないこと．自然光は進め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．行う．）方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのな面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどので評価する．あらゆる方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すしている．一つの方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すが大切なので，自宅学習を怠らないこと．偏った物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え光を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．つくるとレポートで評価する．どの
ようなことレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．きるだ波性質から，うなりと共鳴について考える．ろうか．また物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え，自宅学習を怠らないこと．夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．く，自宅学習を怠らないこと．空はなぜ青いのか．これらについて解説する．はなぜ青いのか．これらについて解説する．いのか．これらに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

光波6{偏光，自宅学習を怠らないこと．分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．散，自宅学習を怠らないこと．散乱} 光は横波で評価する．あるが大切なので，自宅学習を怠らないこと．，自宅学習を怠らないこと．自然光は進め方の説明後，音の発生と伝播および音の三要素について解説する．行う．）方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのな面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどので評価する．あらゆる方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すしている．一つの方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すが大切なので，自宅学習を怠らないこと．偏った物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え光を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．つくるとレポートで評価する．どの
ようなことレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．きるだ波性質から，うなりと共鳴について考える．ろうか．また物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え，自宅学習を怠らないこと．夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．く，自宅学習を怠らないこと．空はなぜ青いのか．これらについて解説する．はなぜ青いのか．これらについて解説する．いのか．これらに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．

光学機器について解説する．1{レンズ，自宅学習を怠らないこと．レーザー}

光学機器について解説する．2{レンズ，自宅学習を怠らないこと．レーザー}

電子とレポートで評価する．光1

電子とレポートで評価する．光2

電子とレポートで評価する．光3

電子とレポートで評価する．光4

原子とレポートで評価する．原子核1

原子とレポートで評価する．原子核2

原子とレポートで評価する．原子核3

原子とレポートで評価する．原子核4

原子とレポートで評価する．原子核5

原子とレポートで評価する．原子核6

素粒子1

素粒子2

備など）
考

前期，自宅学習を怠らないこと．後期とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え中間試験とレポートで評価する．および初等的な原子物理を理解し，自ら考え定期試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．実施する．する．
新型の概要を解説する．コロナウイルス感染症（状況によっては，再試験を行う．）COVID‑19）の状況によっては，再試験を行う．）に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよっては，自宅学習を怠らないこと．授業計画の見直しをすることがある．の見直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのしを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．することレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．ある．
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科　目

担当教員 南 侑樹 講師

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 易しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．スラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．く長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．沢山読むことができるかを演習で評価する．むことができるかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

6 異文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．諸事情について理解できているかを，演習で評価する．につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．るかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外の英語科が開講する全ての科目に関連するの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語科が開講する全ての科目に関連するて理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに関連するする

電子辞書，演習で評価する．または英和辞書をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．持参することすること

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語 (English))

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4技能のバランスに配慮しながら，第の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．バランスに配慮しながら，第しながら，演習で評価する．第1学年として理解できているかを，演習で評価する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にな英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに身につける．演習科目でもあるので，授業中ににつける．演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するでもあるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．で，演習で評価する．授業中にに
指示される方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うされ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するる方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うで予習で評価する．・復習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行ううこと，演習で評価する．授業に積極的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに参すること加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．英語音声を利用した演習を行うをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．利用した演習を行うした演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう
ことが強く求められる．く長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．求められる．められ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するる．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．習で評価する．得する．する．
1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．習で評価する．得する．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．るかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．中に間・期末試験及び演習でび演習で演習で評価する．で
評価する．する．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．習で評価する．得する．する．
1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．るかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．中に間・期末試験及び演習でび演習で演習で評価する．で評
価する．する．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できる．
1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．るかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．中に間・期末試験及び演習でび演習で演
習で評価する．で評価する．する．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．聞いて正しく理解したり，リピートしたりできる．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．したり，演習で評価する．リピートしたりできる．したりできる． 1年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．聞いて正しく理解したり，リピートしたりできる．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．したり，演習で評価する．リピートしたりできる．したりできるかをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．中に間
・定期試験または演習で評価する．で評価する．する．

【B3】易しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．しく長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．速く沢山読むことができるかを演習で評価する．く長い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．沢山読むことができるかを演習で評価する．むことができる．

【D2】英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．通して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．異文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．に属する人々の文化，生活様式，物の見方が理する人々の文化，生活様式，物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．生活様式，演習で評価する．物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．見方が理
解できているかを，演習で評価する．できる．

成績は，試験は，演習で評価する．試験70%　演習で評価する．30%　として理解できているかを，演習で評価する．評価する．する．ただし，演習で評価する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに応じて再試験を行う場合がある．授業中の演習が十分にじて理解できているかを，演習で評価する．再試験をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう場合がある．授業中にの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．演習で評価する．が十分にに
行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うわれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するない英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．場合，演習で評価する．原則として年間総合評価は不可となる．として理解できているかを，演習で評価する．年間総合評価する．は不可となる．となる．

「MY WAY English) Communication I」：森住衛ほか森住衛ほかほか15名（三省堂）
「Vision Quest English) Grammar 24 For 2nd Edition / Ultimate」：森住衛ほか高校英語研究会・啓林館編集部（啓林館）

「Vision Quest 2nd Edition」：森住衛ほか野村恵造編著（啓林館）
「理工系学生の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ための諸事情について理解できているかを，演習で評価する．必修英単語2600」：森住衛ほか亀山太一監修（成美堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction 英語学習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．心構え．予習復習の仕方の説明，力試し等え．予習で評価する．復習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．仕方の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．説明，演習で評価する．力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に試し等

2 Lesson 1 A Story about Names

3 Lesson 1 A Story about Names

4 Lesson 2 Messages from Yanase Takash)i

5 Lesson 2 Messages from Yanase Takash)i

6 Lesson 3 Purposes of th)e Olympics

7 Lesson 3 Purposes of th)e Olympics

8 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう

9 Lesson 4 Hospital Art

10 Lesson 4 Hospital Art

11 Lesson 5 Writing Systems in th)e World

12 Lesson 5 Writing Systems in th)e World

13 Lesson 6 Wash)oku―Traditional Japanese Dish)es―

14 Lesson 6 Wash)oku―Traditional Japanese Dish)es―

15 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．振り返るり返るる

16 Lesson 7 From Landmines to Herbs

17 Lesson 7 From Landmines to Herbs

18 Lesson 7 From Landmines to Herbs

19 Lesson 8 A Mysterious Object from th)e Past

20 Lesson 8 A Mysterious Object from th)e Past

21 Lesson 8 A Mysterious Object from th)e Past

22 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．振り返るり返るる

23 中に間試験．中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 それ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するまでに学習で評価する．したことについ英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．試験をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう・中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう

24 Lesson 9 Sesame Street

25 Lesson 9 Sesame Street

26 Lesson 9 Sesame Street

27 Lesson 10 Heritages of Beatrix Potter

28 Lesson 10 Heritages of Beatrix Potter

29 Lesson 10 Heritages of Beatrix Potter

30 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．振り返るり返るる

前期，演習で評価する．後期ともに中に間試験および演習で定期試験をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．実施する．する．

・姓名の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．順，演習で評価する．姓の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．成り立ち，演習で評価する．姓の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ない英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．国など，名前をめぐる世界の状況について学ぶ．・など，演習で評価する．名前をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．めぐる世界の状況について学ぶ．・の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．状況について学ぶ．・につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．・SV / SVO / SVC /SVOOをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．
する

第2週と同じと同じじ

・やなせたかしさんがアンパンマンをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．通して理解できているかを，演習で評価する．私たちに残したメッセージを通じて，平和について考える．・たちに残したメッセージを通じて，平和について考える．・したメッセージを通じて，平和について考える．・をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．通じて理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．平和につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．考える．・える．・SVOC / SVO(O=th)at
節) / 比較級・最上級をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第4週と同じと同じじ

・オリンピックの歴史（古代・近代）とオリンピックの問題点，その意義について学ぶ．・助動詞 の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．歴史（古代・近代）とオリンピックの歴史（古代・近代）とオリンピックの問題点，その意義について学ぶ．・助動詞 の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．問題点，演習で評価する．その諸事情について理解できているかを，演習で評価する．意義につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．・助動詞 / 受け身 け身につける．演習科目でもあるので，授業中に / 助動詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．つい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．た受け身 け身につける．演習科目でもあるので，授業中に
をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第6週と同じと同じじ

・病院に設置されている芸術作品から，人々を癒すことができる芸術の力を学ぶ．・現在進行形 に設置されている芸術作品から，人々を癒すことができる芸術の力を学ぶ．・現在進行形 され以外の英語科が開講する全ての科目に関連するて理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．る芸術作品から，人々を癒すことができる芸術の力を学ぶ．・現在進行形 から，演習で評価する．人々の文化，生活様式，物の見方が理をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．癒すことができる芸術の力を学ぶ．・現在進行形 すことができる芸術の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．学ぶ．・現を習得する．在進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形 / 現を習得する．在完了形 / 過去完了形をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理
解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第9週と同じと同じじ

・世界の状況について学ぶ．・の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．さまざまな文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．字やその成り立ち，書き方について学ぶ．・動名詞 やその諸事情について理解できているかを，演習で評価する．成り立ち，演習で評価する．書き方につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．・動名詞 / to不定詞 / It is ... to不定詞をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第11週と同じと同じじ

・無形文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．遺産に登録された和食の特徴について，食文化を守る取り組みについて考える．・関係代名詞 に登録された和食の特徴について，食文化を守る取り組みについて考える．・関係代名詞 され以外の英語科が開講する全ての科目に関連するた和食の特徴について，食文化を守る取り組みについて考える．・関係代名詞 の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．特徴について，食文化を守る取り組みについて考える．・関係代名詞 につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．食の特徴について，食文化を守る取り組みについて考える．・関係代名詞 文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．守る取り組みについて考える．・関係代名詞 る取り組みについて考える．・関係代名詞 り組みについて考える．・関係代名詞 みについ英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．考える．・える．・関係代名詞 / SVO1O2(O2=h)ow 
to) をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第13週と同じと同じじ

・地雷跡地に作られ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するたハーブ畑で，ハーブ製品を作り，ビジネスを始めた篠田ちひろさんの活動について学ぶ．・現在分詞の形容畑で，ハーブ製品を作り，ビジネスを始めた篠田ちひろさんの活動について学ぶ．・現在分詞の形容で，演習で評価する．ハーブ畑で，ハーブ製品を作り，ビジネスを始めた篠田ちひろさんの活動について学ぶ．・現在分詞の形容製品から，人々を癒すことができる芸術の力を学ぶ．・現在進行形 をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．作り，演習で評価する．ビジを通じて，平和について考える．・ネスをスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．始めた篠田ちひろさんの活動について学ぶ．・現在分詞の形容めた篠田ちひろさんの活動について学ぶ．・現在分詞の形容ちひろさんの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．活動につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．・現を習得する．在分に詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．形容の復習
詞的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う / 過去分に詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．形容の復習詞的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う / 分に詞構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第16週と同じと同じじ

第16週と同じと同じじ

・古代の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．遺物の見方が理をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．通じて理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．人類の文明について考える．・関係副詞 の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．明につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．考える．・える．・関係副詞 / It is ... th)at をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第19週と同じと同じじ

第19週と同じと同じじ

・セサミストしたりできる．リートしたりできる．をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．通じて理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．平等と多様性や各国が抱えている諸状況について学ぶ．・や各国など，名前をめぐる世界の状況について学ぶ．・が抱えている諸状況について学ぶ．・えて理解できているかを，演習で評価する．い英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．る諸状況について学ぶ．・につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．・if節 / 仮定法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う過去 / I wish) / as if をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．
し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する

第24週と同じと同じじ

第24週と同じと同じじ

・ビアトしたりできる．リクの歴史（古代・近代）とオリンピックの問題点，その意義について学ぶ．・助動詞 ス・ポターの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．生き方をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．学び演習で，演習で評価する．環境保護について考える．・につい英文をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．考える．・える．・SVO＋to不定詞 / SVOC(C=動詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．原形，演習で評価する．現を習得する．在分に詞) /  
SVO1O2(O2=if / wh)eth)er節)をスラスラ速く沢山読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．し，演習で評価する．表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．する．

第27週と同じと同じじ

第27週と同じと同じじ

備など）
考
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科　目

担当教員 石井 達也 講師

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 易しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．く長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．たく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．さん読むことができるかを演習で評価する．読むことができるかを演習で評価する．むことができるかを演習で評価する．で評価する．する．

6 異文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．諸事情について理解できているかを，演習で評価する．につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．るかを，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語科が開講するすべて理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．する．

電子辞書，演習で評価する．英和辞書，演習で評価する．または辞書アプリ等が入った携帯端末を持参すること．等が入った携帯端末を持参すること．が入った携帯端末を持参すること．った携帯端末を持参すること．を持参すること．すること．

神戸市立工業高等が入った携帯端末を持参すること．専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語 (English))

電気工学科・2年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4技能のバランスに配慮しながら，第の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．バランスに配慮しながら，第しながら，演習で評価する．第2学年として理解できているかを，演習で評価する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にな英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にを総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに身につける．演習科目でもあるので，授業中ににつける．演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．でもあるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．で，演習で評価する．授業中にに
指示される方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うされ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うで予習で評価する．・復習で評価する．を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行ううこと，演習で評価する．授業に積極的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに参すること．加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．英語音声を利用した演習を行うを利用した演習を行うした演習で評価する．を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう
ことが強く求められる．く長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．求められる．められ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．を習で評価する．得する．する．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．を習で評価する．得する．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．るかを，演習で評価する．中に間・期末を持参すること．試験及び演習でび演習で演習で評価する．で
評価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を習で評価する．得する．する．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．るかを，演習で評価する．中に間・期末を持参すること．試験及び演習でび演習で演習で評価する．で評
価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．を正しく解釈できる．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できる．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．を正しく解釈できる．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できて理解できているかを，演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．るかを，演習で評価する．中に間・期末を持参すること．試験及び演習でび演習で演
習で評価する．で評価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語を聞いて正しく理解したり．リピートしたりできる．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．したり．リ等が入った携帯端末を持参すること．ピートしたりできる．したりできる． 2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語を聞いて正しく理解したり．リピートしたりできる．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．したり，演習で評価する．リ等が入った携帯端末を持参すること．ピートしたりできる．したりできるかを，演習で評価する．中に間
・期末を持参すること．試験及び演習でび演習で演習で評価する．で評価する．する．

【B3】易しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．しく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．を速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．く長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．たく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．さん読むことができるかを演習で評価する．読むことができるかを演習で評価する．むことができる．

【D2】英語を通じて理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．異文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．に属する人々の文化，生活様式，物の見方が理する人々の文化，生活様式，物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．生活様式，演習で評価する．物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．見方が理
解できているかを，演習で評価する．できる．

成績は，試験は，演習で評価する．試験70%　演習で評価する．30%　として理解できているかを，演習で評価する．評価する．する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに応じて再試験を行う場合がある．授業中の演習が十分に行われなじて理解できているかを，演習で評価する．再試験を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう場合がある．授業中にの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．演習で評価する．が十分に行われなに行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うわれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．な
い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．場合，演習で評価する．原則として年間総合評価は不可となる．として理解できているかを，演習で評価する．年間総合評価する．は不可となる．となる．

「New Edition Grove English) Communication II」：倉持三郎ほか倉持三郎ほかほか7名（文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．英堂）
「英語便覧II」：倉持三郎ほか石井達也

「Vision Quest 総合英語 Ultimate」：倉持三郎ほか野村恵造編著（啓林館）
「理工系学生の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ための諸事情について理解できているかを，演習で評価する．必修英単語2600」：倉持三郎ほか亀山太一監修（成美堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction 英語学習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．心構え．予習復習の仕方の説明，力試し等え．予習で評価する．復習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．仕方の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．説明，演習で評価する．力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に試し等が入った携帯端末を持参すること．

2 Lesson 1 Mt. Fuji: Th)e Pride of Japan

3 Lesson 1 Mt. Fuji: Th)e Pride of Japan

4 Lesson 1 Mt. Fuji: Th)e Pride of Japan

5 白石阿島さんの体験について学ぶ．過去・現在完了形，過去完了進行形を理解する．さん読むことができるかを演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．体験につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．過去・現を習得する．在完了形，演習で評価する．過去完了進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形を理解できているかを，演習で評価する．する．

6

7

8 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう．

9 Lesson 3 A Penguin Called Happy Feet ニュージーランドに現れたペンギンの物語について学ぶ．助動詞，助動詞＋完了形，受け身を理解する．に現を習得する．れ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．たペンギンの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．物の見方が理語につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．助動詞，演習で評価する．助動詞＋完了形，演習で評価する．受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中にを理解できているかを，演習で評価する．する．

10 Lesson 3 A Penguin Called Happy Feet

11 Lesson 3 A Penguin Called Happy Feet

12 Lesson 4 Warka Water

13 Lesson 4 Warka Water

14 Lesson 4 Warka Water

15 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる

16 Lesson 5 A Hidden History of Tomatoes

17 Lesson 5 A Hidden History of Tomatoes

18 Lesson 5 A Hidden History of Tomatoes

19 Lesson 6 Iceland

20 Lesson 6 Iceland

21 Lesson 6 Iceland

22 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる．

23 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう．

24 Lesson 7 Wh)ich) Jam Would You Like?

25 Lesson 7 Wh)ich) Jam Would You Like?

26 Lesson 7 Wh)ich) Jam Would You Like?

27 Lesson 8 Paper Buildings

28 Lesson 8 Paper Buildings

29 Lesson 8 Paper Buildings

30 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる．

前期，演習で評価する．後期ともに中に間試験および演習で定期試験を実施する．する．

富士山の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ことから私たちにできることを学ぶ．たちにできることを学ぶ．5文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．型を復習する．を復習で評価する．する．SVC(th)at節)を理解できているかを，演習で評価する．する．

第2週と同じと同じじ

第2週と同じと同じじ

Lesson 2 Yes，演習で評価する． I Do Climb

Lesson 2 Yes，演習で評価する． I Do Climb 第5週と同じと同じじ

Lesson 2 Yes，演習で評価する． I Do Climb 第5週と同じと同じじ

第9週と同じと同じじ

第9週と同じと同じじ

清潔な飲料水が手に入りにくい地域での取り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第な飲料水が手に入りにくい地域での取り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第が手に入りにくい地域での取り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第に入った携帯端末を持参すること．りにく長い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．い英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．地域での取り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第での諸事情について理解できているかを，演習で評価する．取り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第り組みについて学ぶ．助動詞＋受け身，第みについ英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．助動詞＋受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中に，演習で評価する．第3・第4文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．型を復習する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．応じて再試験を行う場合がある．授業中の演習が十分に行われな用した演習を行う，演習で評価する．未来進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形を理解できているかを，演習で評価する．する．

第12週と同じと同じじ

第12週と同じと同じじ

トしたりできる．マトしたりできる．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．歴史について学ぶ．受け身＋進行形，第につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中に＋進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形，演習で評価する．第3文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．型を復習する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中に，演習で評価する．第4・第5文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．型を復習する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中に，演習で評価する．完了形＋受け身を理解する．け身につける．演習科目でもあるので，授業中にを理解できているかを，演習で評価する．する．

第16週と同じと同じじ

第16週と同じと同じじ

アイスランドに現れたペンギンの物語について学ぶ．助動詞，助動詞＋完了形，受け身を理解する．とい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．う国について学ぶ．比較，につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．比較，演習で評価する．to不定詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う，演習で評価する．It for to不定詞，演習で評価する．動名詞，演習で評価する．SV形容の復習詞＋th)at節を理解できているかを，演習で評価する．する．

第19週と同じと同じじ

第19週と同じと同じじ

人間が行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう選択に関する研究について学ぶ．関係代名詞，に関する研究について学ぶ．関係代名詞，につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．関係代名詞，演習で評価する．SVOC(分に行われな詞)，演習で評価する．分に行われな詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．形容の復習詞的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う，演習で評価する．前置詞＋関係代名詞を理解できているかを，演習で評価する．する．

第24週と同じと同じじ

第24週と同じと同じじ

坂茂さんの社会貢献活動について学ぶ．分詞構文，さん読むことができるかを演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．社会貢献活動につい英文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．て理解できているかを，演習で評価する．学ぶ．分に行われな詞構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文をすらすら速くたくさん読むことができるかを演習で評価する．，演習で評価する．SVOC(不定詞)，演習で評価する．関係代名詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．非制限的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うを理解できているかを，演習で評価する．する．

第27週と同じと同じじ

第27週と同じと同じじ

備など）
考
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科　目

担当教員 上垣 宗明 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．について知識が豊かになったかを，演習で評価する．知識が豊かになったかを，演習で評価する．が豊かになったかを，演習で評価する．豊かになったかを，演習で評価する．かになったかを，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，演習で評価する．これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語科が豊かになったかを，演習で評価する．開講するすべての科目に関連する．するすべて知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．する．

電子辞書，演習で評価する．または英和辞典を持参すること．を持参すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語 (English))

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【講するすべての科目に関連する．義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

1，演習で評価する．2学年で評価する．学習で評価する．した内容を確実にした上で，さらにを確実にした上で，さらににした上で評価する．，演習で評価する．さらに4技能のバランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．バランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．しなが豊かになったかを，演習で評価する．ら，演習で評価する．特にリーディング力の充実を図る．にリーディング力の充実を図る．力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．充実にした上で，さらにを図る．る．
演習で評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．で評価する．も配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．あるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．で評価する．，演習で評価する．授業中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英で評価する．予習で評価する．・復習で評価する．を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英い，演習で評価する．また授業に積極的に参加し，発表すること，英に参すること．加し，発表すること，英し，演習で評価する．発表すること，英すること，演習で評価する．英
語音声を利用した練習を行うことが強く求められる．を利用した練習を行うことが強く求められる．した練習で評価する．を行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英うことが豊かになったかを，演習で評価する．強く求められる．く求められる．求められる．められ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．語彙，演習で評価する．表すること，英現を習得する．を習で評価する．得する．する．
3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．語彙，演習で評価する．表すること，英現を習得する．を習で評価する．得する．で評価する．きて知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．
で評価する．評価する．する．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を習で評価する．得する．する．
3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を習で評価する．得する．して知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．で評価する．評
価する．する．

【B3】さまざまなReading Skillを把握して，して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語長文を正
しく求められる．解釈できる．で評価する．きる．

さまざまなReading Skillを把握して，して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語長文を正しく求められる．解釈できる．で評価する．
きるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．で評価する．評価する．する．

【D2】英文を通して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．人々の文化，生活様式，物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文化，演習で評価する．生活様式，演習で評価する．物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．見方が豊かになったかを，演習で評価する．理解で評価する．きる
．

成績は，試験は，演習で評価する．試験および演習70%　レポート30%　として知識が豊かになったかを，演習で評価する．評価する．する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．再試験を実施する場合がある．とする．再試験および演習を実にした上で，さらに施する場合がある．する場合が豊かになったかを，演習で評価する．ある．

「NEW ONE WORLD Communication III Revised Edition」：伊東治己ほか伊東治己ほかほか8名（教育出版）

総合英語 Evergreen：伊東治己ほか墺タカユキ編著：（いいずな書店）タカユキ編著：（いいずな書店）編著：伊東治己ほか（いいず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英な書店）
理工系学生の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ための諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．必修英単語2600：伊東治己ほか（成美堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction シラバス解説，演習で評価する．英語学習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．心構え，予習復習の仕方等．え，演習で評価する．予習で評価する．復習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．仕方等．

2 Lesson 1: Let's Go to th)e Zoo!

3 Lesson 1: Let's Go to th)e Zoo!

4 Lesson 1: Let's Go to th)e Zoo!

5 Lesson 2: Food Culture

6 Lesson 2: Food Culture

7 Lesson 2: Food Culture

8 中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習・中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解度シラバスを中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習で評価する．評価する．する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説をおこなう．

9 Lesson 3: Anoth)er World under th)e Sea

10 Lesson 3: Anoth)er World under th)e Sea

11 Lesson 3: Anoth)er World under th)e Sea

12 Lesson 4: Th)e Most Beautiful Voice in th)e World

13 Lesson 4: Th)e Most Beautiful Voice in th)e World

14 Lesson 4: Th)e Most Beautiful Voice in th)e World

15 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．復習で評価する． これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．振り返りをおこなう．り返りをおこなう．返りをおこなう．り返りをおこなう．をおこなう．

16 Lesson 5: Endangered Languages

17 Lesson 5: Endangered Languages

18 Lesson 5: Endangered Languages

19 Lesson 6: Th)e Secret Annexe

20 Lesson 6: Th)e Secret Annexe

21 Lesson 6: Th)e Secret Annexe

22 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．復習で評価する． これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．振り返りをおこなう．り返りをおこなう．返りをおこなう．り返りをおこなう．をおこなう．

23 中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習・中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解度シラバスを中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習で評価する．評価する．する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説をおこなう．

24 Lesson 7: New Image of Babies

25 Lesson 7: New Image of Babies

26 Lesson 7: New Image of Babies

27 Lesson 8: Ancient Rome

28 Lesson 8: Ancient Rome

29 Lesson 8: Ancient Rome

30 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．復習で評価する． これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．振り返りをおこなう．り返りをおこなう．返りをおこなう．り返りをおこなう．をおこなう．

前期，演習で評価する．後期とも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．に中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習および演習定期試験および演習を実にした上で，さらに施する場合がある．する．

誰もが一度は行ったことがある動物園．その存在目的や国内外の人気の動物園について知る．（文法事項）も配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．が豊かになったかを，演習で評価する．一度シラバスは行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英ったことが豊かになったかを，演習で評価する．ある動物の見方が理解できる園．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．存在目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．的に参加し，発表すること，英や国内外の人気の動物園について知る．（文法事項）国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．内外の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．人気の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．動物の見方が理解できる園について知識が豊かになったかを，演習で評価する．知る．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）h)elp 人 (to) ～

第2週と同じと同じじ

第2週と同じと同じじ

世界の人々が日々何を，どのような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．人々の文化，生活様式，物の見方が理解できるが豊かになったかを，演習で評価する．日々の文化，生活様式，物の見方が理解できる何を，どのような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）を，演習で評価する．どの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）で評価する．口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）にして知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．か，演習で評価する．異なる食文化について理解する．（文法事項）なる食文化について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）not necessarily 〔部部
分否定〕／make O do／Wh)ich) h)and ～ with)?〔部疑問詞～前置詞？〕〕

第5週と同じと同じじ

第5週と同じと同じじ

海の中の世界がどのようなものかを知り，その一端に触れられるスキューバダイビングの魅力について理解する．（文法事項）～ の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．世界の人々が日々何を，どのような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）が豊かになったかを，演習で評価する．どの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ようなも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを知り返りをおこなう．，演習で評価する．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．一端に触れられるスキューバダイビングの魅力について理解する．（文法事項）～ に触れられるスキューバダイビングの魅力について理解する．（文法事項）～ れ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．られ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．るスキ編著：（いいずな書店）ューバダイビング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．魅力の充実を図る．について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）～ 
th)e same way as － ／because of ～／関係代名詞〔部目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．的に参加し，発表すること，英格とする．再試験を実施する場合がある．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．関係代名詞が豊かになったかを，演習で評価する．省略されている〕され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．て知識が豊かになったかを，演習で評価する．いる〕

第9週と同じと同じじ

第9週と同じと同じじ

世界の人々が日々何を，どのような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英で評価する．愛されている歌姫サラ・ブライトマンの半生を知り，彼女の日々の努力やこれからの夢について理解する．（文法事され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．て知識が豊かになったかを，演習で評価する．いる歌姫サラ・ブライトマンの半生を知り，彼女の日々の努力やこれからの夢について理解する．（文法事サラ・ブライトマンの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．半生を知り返りをおこなう．，演習で評価する．彼女の日々の努力やこれからの夢について理解する．（文法事の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．日々の文化，生活様式，物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．努力の充実を図る．や国内外の人気の動物園について知る．（文法事項）これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．からの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．夢について理解する．（文法事について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事
項）seem to ～ / so － th)at ～ / 部分否定

第12週と同じと同じじ

第12週と同じと同じじ

言語が豊かになったかを，演習で評価する．消滅するということは何を意味し，我々にどのような影響を及ぼすのかを理解する．（文法事項）動名詞〔前置詞の目的語〕するということは何を，どのような手段で口にしているのか，異なる食文化について理解する．（文法事項）を意味し，我々にどのような影響を及ぼすのかを理解する．（文法事項）動名詞〔前置詞の目的語〕し，演習で評価する．我々の文化，生活様式，物の見方が理解できるにどの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ような影響を及ぼすのかを理解する．（文法事項）動名詞〔前置詞の目的語〕を及ぼすのかを理解する．（文法事項）動名詞〔前置詞の目的語〕ぼすの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）動名詞〔部前置詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．的に参加し，発表すること，英語〕
／比較級／no matter h)ow (形容を確実にした上で，さらに詞・副詞）～

第16週と同じと同じじ

第16週と同じと同じじ

電子書籍と紙の書籍についての討論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制と紙の書籍についての討論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．書籍と紙の書籍についての討論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．討論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制み，演習で評価する．双方の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．特にリーディング力の充実を図る．徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制と，演習で評価する．討論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制における論を読み，双方の特徴と，討論における論の展開方法を学ぶ．（文法事項）関係代名詞の非制の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．展開方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英を学ぶ．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）関係代名詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．非制
限用した練習を行うことが強く求められる．法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英 / h)ow to ～

第19週と同じと同じじ

第19週と同じと同じじ

赤ちゃんに備わる驚くべき能力とはどのようなものかを知り，理解する．（文法事項）ちゃんに備わる驚くべき能力とはどのようなものかを知り，理解する．（文法事項）わる驚くべき能力とはどのようなものかを知り，理解する．（文法事項）く求められる．べき能のバランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．力の充実を図る．とはどの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ようなも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを知り返りをおこなう．，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）make it clear th)at S' V'／it is ～ th)at ／
enough) 名詞 to ～／ ～ so th)at S can [may/ will]〔部目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．的に参加し，発表すること，英を表すること，英す表すること，英現を習得する．〕

第24週と同じと同じじ

第24週と同じと同じじ

古代ローマ帝国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．人々の文化，生活様式，物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．生活について知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．現を習得する．代社会と比較して理解する．（文法事項）と比較して知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英事項）h)ow S V ／It is th)ough)t ～ to －〔部it = to以
下〕／～， 〕／～，演習で評価する． wh)ere － ／few  名詞／most 名詞

第27週と同じと同じじ

第27週と同じと同じじ

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．ができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．かどうかを演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

2 授業中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．を演習で評価する．通して，学生のリスニング能力を評価する．して，学生のリスニング能力を評価する．学生のリスニング能力を評価する．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．リスニンができるかどうかを演習で評価する．グ能力を評価する．能力を評価する．を演習で評価する．評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，学生のリスニング能力を評価する．これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．科が開講するすべての科目に関連する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．すべての質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

英和・和英辞書（電子辞書を演習で評価する．含む）を準備すること．む）を演習で評価する．準備すること．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．こと．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．演習で評価する． (The Practice of English)

PILEGGI MARK 准教授

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講するすべての科目に関連する．義・演習で評価する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

This class is the first time for students to have English class focusing on communication skills of 
speaking and listening. TOEIC study tips will also be introduced for the first time in this class.

【B3】英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．ができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

【B3】さまざまなコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．場面の，英語話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．，学生のリスニング能力を評価する．英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．発音を聞き取るこを演習で評価する．聞き取るこき取るこる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．こ
とができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

【B3】TOEIC試験対策の基礎を演習し，身につける．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．基礎を演習し，身につける．を演習で評価する．演習で評価する．し，学生のリスニング能力を評価する．身につける．につける基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．
TOEIC対策の基礎を演習し，身につける．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．基礎を演習し，身につける．が身につける．についている基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．かどうかを演習で評価する．，学生のリスニング能力を評価する．中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．間試験・定期試験，学生のリスニング能力を評価する．演習で評価する．
で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

【D2】アメリカの文化的内容について英語で書かれたものを理解できる．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．文化的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．内容について英語で書かれたものを理解できる．について英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．で書かれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．たもの質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．を演習で評価する．理解できる．できる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．． アメリカの文化的内容について英語で書かれたものを理解できる．の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．文化的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．内容について英語で書かれたものを理解できる．について英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．で書かれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．たもの質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．を演習で評価する．理解できる．できる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．か，学生のリスニング能力を評価する．中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．間試
験・定期試験，学生のリスニング能力を評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

成績は，試験は，学生のリスニング能力を評価する．試験70%　演習で評価する．30%　として評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

Basic Understanding of the TOEIC L&R Test : Masaaki Ogura (KINSEIDO)
プリンができるかどうかを演習で評価する．トで評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the Course

2 TOEIC Test Info and TOEIC Textbook Introduction

3 English Conversation and American Culture(1)

4 TOEIC (Unit 2) Office

5 English Conversation and American Culture(2)

6 English Conversation and American Culture(3) Conversation strategies – Confirmation questions - Giving directions to draw a picture.

7 Mostly reviewing for the exam Finish up with any leftover TOEIC or Conversation practice and review for midterm test.

8 中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．間試験 Midterm test and assessment.

9 TOEIC (Unit 3) Meeting & Event

10 English Conversation and American Culture(4)

11 English Conversation and American Culture(5) Video about American lifestyle and holidays.

12 TOEIC (Unit 4) Shopping

13 English Conversation and American Culture(6)

14 Overall TOEIC review and conversation

15 Complete term review for the final exam

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Overview of the course ー Assessment of students' English proficiency.

Basic info about the test，学生のリスニング能力を評価する． the 7 different parts. Start textbook (Unit 1) Daily Life.

Self-introductions，学生のリスニング能力を評価する． Conversation Strategies - Rejoinders. American greeting styles and language.

Grammar includes the use of adjectives (代名詞).

American trivia and information exchange. Conversation Strategies – Follow up Questions. What? Where? 
Why? When? With who? How...?

Go over midterm. Start a new TOEIC Unit. Grammar includes prepositions(前置詞) and conjunctions(接続詞).

Discussion about family and travel. Conversation Strategies – Clarification Questions. Also finishing TOEIC if 
not done unit 3.

Grammar focusing on prepositions(前置詞) and conjunctions(接続詞) a little deeper.

Conversation Strategies – Keeping or killing the conversation. Overall review of English communication skills 
learned so far.

Taking time to review and clarify any TOEIC study points，学生のリスニング能力を評価する． as well as continuing to practice all conversation 
skills learned so far.

Focusing on test content and confirming student's English communication progress. Also introducing self-
study apps for spring break.

備など）
考

後期中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．間試験およびレポートで評価する．後期定期試験を演習で評価する．実施する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．
 Midterm and final tests created from about 1/3 homework data，学生のリスニング能力を評価する． 1/3 TOEIC Bridge data，学生のリスニング能力を評価する． 1/3 Conversation Strategies dataI use Google Classroom a lot! 
(Turning in homework and sharing class data).
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．コミュニケーション能力を評価する．能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．する．

3

4 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．リスニン能力を評価する．グ能力を評価する．能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．英語科が開講する全ての科目に関連する．開講する全ての科目に関連する．する全ての科目に関連する．ての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．に関連する．関連する．する．

英和・和英辞書（電子辞書を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．含む）を準備すること．む）を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．準備すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] PILEGGI MARK 准教授, [後期] 柳生のコミュニケーション能力を評価する． 成世 非常勤講する全ての科目に関連する．師, [後期] ミラー 非常勤講する全ての科目に関連する．師

電気工学科・4年・通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．年・必修・2単位【講する全ての科目に関連する．義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前期：Class alternates between English conversation skills and TOEIC test taking skills. American Culture 
and Global topics also introduced.後期：クラスを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．2つに関連する．分け，前半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でけ，各学生のコミュニケーション能力を評価する．前半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でと後半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でで学生が入れ替わる．外国人講師の授業で学生のコミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．入れ替わる．外国人講師の授業でれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．替わる．外国人講師の授業でわる．外の英語科が開講する全ての科目に関連する．国人講する全ての科目に関連する．師の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．授業で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で
は英語で学生が入れ替わる．外国人講師の授業での質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．自己表現技術を，日本人教師による授業では，を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．日本人教師に関連する．よる授業で学生が入れ替わる．外国人講師の授業では，各学生のコミュニケーション能力を評価する．TOEIC問題の解法を学習する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．解法を学習する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．学習する．

【B4】TOEIC試験対策の基礎を演習し身につける．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．基礎を演習し身につける．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習し身につける．に関連する．つける．
TOEIC対策の基礎を演習し身につける．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．基礎を演習し身につける．が開講する全ての科目に関連する．身につける．に関連する．ついているかどうかを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験・定期試験，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習
で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．

【B3】英語に関連する．よる基本的なコミュニケーションができる．なコミュニケーションができる．コミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．

【B3】正しい英語の発音ができる．しい英語の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．発音ができる．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．
授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．正しい英語の発音ができる．しい発音ができる．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できるかどうかを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．す
る．

【B3】さまざまなコミュニケーションができる．コミュニケーション能力を評価する．場面の，英語話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．英語話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．発音ができる．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．聞き取るこき取るこるこ
とが開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．

【B3】コミュニケーション能力を評価する．に関連する．必要な英語の語彙，文法を理解できる．なコミュニケーションができる．英語の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．語彙，各学生のコミュニケーション能力を評価する．文法を学習する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．理解で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．
授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．に関連する．取るこり扱った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試扱った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試重要な英語の語彙，文法を理解できる．語彙，各学生のコミュニケーション能力を評価する．文法を学習する．項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．に関連する．ついての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．知識を中間試験・定期試を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験・定期試
験，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．

成績は，試験は，各学生のコミュニケーション能力を評価する．試験70%　演習30%　として評価する．する．前期は，各学生のコミュニケーション能力を評価する．到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標1，各学生のコミュニケーション能力を評価する．5を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間・定期試験40%，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習10%で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．後期
は到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標2～4を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習20%，各学生のコミュニケーション能力を評価する．到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標1，各学生のコミュニケーション能力を評価する．5を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間・定期試験30%で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．た重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試だし，各学生のコミュニケーション能力を評価する．必要な英語の語彙，文法を理解できる．に関連する．応じて再試験を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．行う場合がう場合がが開講する全ての科目に関連する．
ある．

「New Gateway to the TOEIC L&R Test」David Thompson，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Hiroyo Nakagawa，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Tomoyasu Miyano（金星堂）
「Reading Insight」松尾秀樹・Alexander A. Bodnar，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Joy C. Stocker（三修社）
プリン能力を評価する．ト

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Also TOEIC Introduction

2 English Conversation (1)

3

4 Finish Unit 5 Hotel

5

6 Finish Unit 6 Bank

7

8 Midterm assessment Midterm test and assessment

9

10 Finish Unit 7 Office

11 English Conversation (6) Asking about and describing routines and exercise (2)

12

13 Finish Unit 8 Meeting

14

15 Skill strengthening Strengthen weak points through various exercises

16 English Conversation (1) Overview of the course - International Introductions

17 English Conversation (2) Jobs and routines

18 English Conversation (3) Describing routines using adverbs of frequency

19 English Conversation (4)

20 English Conversation (5) Describing where classmates live using prepositions of space

21 English Conversation (6) Asking about life experiences (Have you ever...)

22 English Conversation (7)

23 Midterm Test Midterm test and assessment

24

25 Reading Insight: Unit 1

26 Unit 10 Product

27 Reading Insight: Unit 2

28 Unit 10 Product

29 Reading Insight: Unit 3

30

前期，各学生のコミュニケーション能力を評価する．後期ともに関連する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験および定期試験を実施する．定期試験を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．実施する．する．

Introducing yourself; introducing others; checking information，各学生のコミュニケーション能力を評価する． exchanging personal information

English Conversation (2)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(1) Describing school and daily schedules，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Start Unit 5 Hotel

TOEIC演習(2)

English Conversation (3)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(3) Talking about likes and dislikes，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Start Unit 6 Bank

TOEIC演習(4)

English Conversation (4)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． (Review) Talking and describing about families，各学生のコミュニケーション能力を評価する． review for midterm test

English Conversation (5)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(5) Return test. Asking about and describing routines and exercise (1)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Start Unit 7 Office

TOEIC演習(6)

English Conversation (7)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(7) Talking about past events，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Unit 8 Meeting

TOEIC演習(8)

English Conversation (8)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． (Review) Giving opinions about past experiences; talking about vacations，各学生のコミュニケーション能力を評価する． final test review

Shopping，各学生のコミュニケーション能力を評価する． numbers and prices

Writing a postcard，各学生のコミュニケーション能力を評価する． simple past

TOEIC演習（9） 後期に関連する．おけるTOEIC学習の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．説明およびおよび定期試験を実施する．Unit 9 Employment

Space Invaders ―― The Evolution of Video Games 大ブームを引き起こしたインベーダーゲームの開発についてブームを引き起こしたインベーダーゲームの開発についてを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．引き起こしたインベーダーゲームの開発についてき起こしたインベーダーゲームの開発についてこした重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試イン能力を評価する．ベーダーゲームを引き起こしたインベーダーゲームの開発についての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．開発に関連する．ついて

TOEIC演習（10）

What a Waste! ―― Food Loss and Food Waste食品ロスと食品廃棄についてロスと食品ロスと食品廃棄について廃棄についてに関連する．ついて

TOEIC演習（11）

Amory Lovins and Soft Technologyエイモリー・ロビン能力を評価する．ス氏の「ソフト・テクノロジー」についての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．「ソフト・テクノロジー」に関連する．ついて

TOEIC演習（12）とまとめ Finish Unit 10 Product and review 後期TOEIC学習内容のまとめの質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．まとめ

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の英語科が開講するすべての科目に関連する．英語科が開講するすべての科目に関連する．開講するすべての科目に関連する．するすべての英語科が開講するすべての科目に関連する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．関連する．する．

電子辞書または英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．または英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．た課題や，予習・復習を確実に行うこと．や，予習・復習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．確実に行うこと．に関連する．行うこと．うこと．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] 折附 良啓 非常勤講するすべての科目に関連する．師, [前期] ミラー 非常勤講するすべての科目に関連する．師, [後期] 折附 良啓 非常勤講するすべての科目に関連する．師

電気工学科・5年・通年・必修・2単位【講するすべての科目に関連する．義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前期は，クラスを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．2つに関連する．分け，少人数教育を実施する．授業計画のけ，少人数教育を実施する．授業計画のを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．実に行うこと．施する．授業計画のする．授業計画のの英語科が開講するすべての科目に関連する．2回～8回と9回～15回が開講するすべての科目に関連する．セットになっており，学生は入れに関連する．なっており，学生は入れは入れれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．
替わることになる．前期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基わることに関連する．なる．前期授業の英語科が開講するすべての科目に関連する．半分け，少人数教育を実施する．授業計画のは，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．指し，自分け，少人数教育を実施する．授業計画のの英語科が開講するすべての科目に関連する．考えを英語で発表するための技術の基えを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基発表するための技術の基するための英語科が開講するすべての科目に関連する．技術の英語科が開講するすべての科目に関連する．基
本を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．学習する．前期授業の英語科が開講するすべての科目に関連する．半分け，少人数教育を実施する．授業計画のと後期の英語科が開講するすべての科目に関連する．授業で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基は，科学技術やその英語科が開講するすべての科目に関連する．他のテーマを扱った英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．テーマを扱った英文とを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．扱った英文とった英文ととTOEICテストになっており，学生は入れを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．演習形式
で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基学習する．また，プレゼンテーション・コンテストになっており，学生は入れに関連する．向けた演習も実施する．けた演習も実施する．実に行うこと．施する．授業計画のする．

【B3】英語の英語科が開講するすべての科目に関連する．論理展開を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用でし，プレゼンテーション用原稿作成に利用でに関連する．利用で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基
きる．

英語の英語科が開講するすべての科目に関連する．論理展開を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用でし，プレゼンテーション用原稿作成に利用でに関連する．利用で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きている
かどうか，原稿チェック時に評価する．に関連する．評価する．する．

【B3】プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．態度シラバスや提示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．の英語科が開講するすべての科目に関連する．基本的な方法を理解し実な方法を理解し実を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用でし実に行うこと．
践できる．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きる．

プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．態度シラバスや提示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．の英語科が開講するすべての科目に関連する．基本的な方法を理解し実方法を理解し実を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．実に行うこと．践できる．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きているかど
うか，発表するための技術の基会で評価する．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．

【B4】科学技術やその英語科が開講するすべての科目に関連する．他のテーマを扱った英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．テーマを扱った英文とに関連する．関する英文とを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．読み，正確に英文を読みみ，正確に関連する．英文とを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．読み，正確に英文を読みみ
取ることができる．ることが開講するすべての科目に関連する．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きる．

科学技術やその英語科が開講するすべての科目に関連する．他のテーマを扱った英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．テーマを扱った英文とに関連する．関する英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で力は，演習と中間試験およびは，演習と中間試験およびおよび
定期試験およびで発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．

【B4】科学技術やその英語科が開講するすべての科目に関連する．他のテーマを扱った英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．テーマを扱った英文とに関連する．関する語彙を増加させる．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．増加させる．させる． 科学技術やその英語科が開講するすべての科目に関連する．他のテーマを扱った英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．テーマを扱った英文とに関連する．関する語彙を増加させる．力は，演習と中間試験およびは，演習と中間試験およびおよび定期
試験およびで発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．

【B3】TOEICテストになっており，学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．数多くこなすことにより，くこなすことに関連する．より，TOEICの英語科が開講するすべての科目に関連する．スコアを向を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．向けた演習も実施する．
上させることができる．させることが開講するすべての科目に関連する．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基きる．

TOEICテストになっており，学生は入れに関連する．関しては，演習と中間試験およびおよび定期試験およびで発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．

成に利用で績は，試験は，試験および70%　プレゼンテーション25%　演習5%　として評価する．する．100点満点で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基60点以上させることができる．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．合格とする．必要に応とする．必要に応に関連する．応
じて再試験およびを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．うことが開講するすべての科目に関連する．ある．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．標1，2を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．プレゼンテーションで発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．到達目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．標3，4，5を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．中間試験および・定期試験およびおよぼ演習演習
で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基評価する．する．

「Reading Insight」 松尾秀樹 等 著（三修社）
「ILLUMINATING THE PATH TO THE TOEIC L&R® TEST」植木美千子  等 著 (金星堂)

「理科系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）の英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．入れ門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書または英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．店）
「はじめての英語科が開講するすべての科目に関連する．英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）大学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．英語ハンドブック」：東京工業大学外の英語科が開講するすべての科目に関連する．国語研究教育を実施する．授業計画のセンター編（三省堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントになっており，学生は入れロダクション 教員紹介，少人数授業の英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．グループ分け，少人数教育を実施する．授業計画のけ，授業の英語科が開講するすべての科目に関連する．進め方・内容についてのガイダンスを行う．め方・内容についてのガイダンスを行う．に関連する．ついての英語科が開講するすべての科目に関連する．ガイダンスを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

2

3

4

5 書または英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．き言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．し言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．の英語科が開講するすべての科目に関連する．差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．に関連する．注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．している原稿の英語科が開講するすべての科目に関連する．英文とを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．させる．発表するための技術の基時に評価する．の英語科が開講するすべての科目に関連する．態度シラバスに関連する．ついても実施する．再度シラバス指導する．する．

6

7

8 中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答・解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説 中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答と解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

9

10

11

12

13

14

15 プレゼンテーション・コンテストになっており，学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．説明．

16 プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．原稿作成に利用で．

17 プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基会で評価する．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．実に行うこと．施する．授業計画のする．

18 プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基会で評価する．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．実に行うこと．施する．授業計画のし，校内の英語科が開講するすべての科目に関連する．コンテストになっており，学生は入れに関連する．出場する代表を決定する．する代表するための技術の基を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．決定する．

19

20

21

22

23 中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答・解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説 中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答と解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

24

25

26

27

28

29

30 授業の英語科が開講するすべての科目に関連する．振り返りり返りり

前期，後期とも実施する．に関連する．中間試験およびおよび定期試験およびを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．実に行うこと．施する．授業計画のする．

プレゼンテーション分け，少人数教育を実施する．授業計画の析(1) この英語科が開講するすべての科目に関連する．回から15回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基は2グループに関連する．分け，少人数教育を実施する．授業計画のかれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．て，グループごとの英語科が開講するすべての科目に関連する．授業．プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．実に行うこと．践できる．例に触れ，英文の構成，表現，図に関連する．触れ，英文の構成，表現，図れ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．，英文との英語科が開講するすべての科目に関連する．構成に利用で，表するための技術の基現，図
の英語科が開講するすべての科目に関連する．提示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．，発表するための技術の基態度シラバスなどに関連する．ついて分け，少人数教育を実施する．授業計画の析し理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用でする．

プレゼンテーション分け，少人数教育を実施する．授業計画の析(2) 2回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じ．じ．

原稿作成に利用で実に行うこと．践できる．(1) 自分け，少人数教育を実施する．授業計画のが開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基したい題や，予習・復習を確実に行うこと．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．選び，プレゼンテーションのための原稿を作成する．その際，び，プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．ための英語科が開講するすべての科目に関連する．原稿を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．作成に利用でする．その英語科が開講するすべての科目に関連する．際，2～3回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基学習した内容についてのガイダンスを行う．を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．反映させるようさせるよう
に関連する．指導する．する．

原稿作成に利用で実に行うこと．践できる．(2)

発表するための技術の基会で評価する．(1) 授業を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．受けるける20名の学生のうち半数のの英語科が開講するすべての科目に関連する．学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．うち半数の半数の英語科が開講するすべての科目に関連する．10名の学生のうち半数のが開講するすべての科目に関連する．，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．した原稿や図を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．も実施する．とに関連する．プレゼンテーションを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．相互評価する．も実施する．行うこと．う．

発表するための技術の基会で評価する．(2) 前回と同じ．様に残りのに関連する．残りのりの英語科が開講するすべての科目に関連する．10名の学生のうち半数のが開講するすべての科目に関連する．，プレゼンテーションを持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．学生は入れの英語科が開講するすべての科目に関連する．相互評価する．も実施する．行うこと．う．

中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答.科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 1 (前半)と 
TOEIC 演習(1)

中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答と解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説及び科学技術英語読解演習び科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Space Invaders — The Evolution of Video Games)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．
行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 1 (後半）と TOEIC 演習(2) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Space Invaders — The Evolution of Video Games)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 2 (前半)と TOEIC 演習(3) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(What a Waste! — Food Loss and Food Waste )とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 2 (後半)と TOEIC 演習(4) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(What a Waste! — Food Loss and Food Waste )とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 5 (前半)と TOEIC 演習(5) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Todai Robot Project)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 5 (後半)と TOEIC 演習(6) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Todai Robot Project)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．1

プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．2

プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基会で評価する．1

プレゼンテーションの英語科が開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基会で評価する．2

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 6 (前半)と TOEIC 演習(7) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(News Literacy — Watchdog or Cheerleader?))とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 6 (後半)と TOEIC 演習(8) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(News Literacy — Watchdog or Cheerleader?))とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 10 (前半)と TOEIC 演習(9) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(What Plagues Us)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 10(後半)と TOEIC 演習(10) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(What Plagues Us)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答.科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習：テキストになっており，学生は入れUnit 11 (前半)と 
TOEIC 演習(11)

中間試験およびの英語科が開講するすべての科目に関連する．解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で答と解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で説及び科学技術英語読解演習び科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(A Cup Full of Ideas )とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 11 (後半)と TOEIC 演習(12) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(A Cup Full of Ideas )とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 13 (前半)と TOEIC 演習(13) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Ethical Shopping — The Choice Is Yours)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 13 (後半)と TOEIC 演習(14) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(Ethical Shopping — The Choice Is Yours)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 14 (前半)と TOEIC 演習(15) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(The Social Dilemma)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習:テキストになっており，学生は入れUnit 14 (後半)と TOEIC 演習(16) 科学技術英語読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で演習(The Social Dilemma)とTOEIC演習を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．行うこと．う．

科学技術英語の英語科が開講するすべての科目に関連する．読み，正確に英文を読み解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用で，英語プレゼンテーション，TOEIC対策，それ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．ぞれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の英語科が開講するすべての科目に関連する．要に応点を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．おさらいする．

備など）
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験と演習で評価する．と演習で評価する．演習で評価する．で評価する．評価する．する．

2 演習で評価する．で評価する．評価する．する．

3 演習で評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新版アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）語」清水薫（同学社）

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(ドイツ語」清水薫（同学社）語) (German for International Communication)

電気工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日常生活で必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，と演習で評価する．文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，習で評価する．得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，する．第二言語と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学ぶこと演習で評価する．で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
ネイティブとしての日本語，義務教育で学んできた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，日本語，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，義務教育で学んできた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文で評価する．学んで評価する．きた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文英語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文してドイツ語を学ぶことで，見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文られるようにする．外国語学習で評価する．は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，その初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，地域・国の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文
化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，理解することにつながることを知る．すること演習で評価する．につながること演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，知る．

【D2】ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，基礎的な語彙，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，身に着ける．に着ける．ける．

【D2】ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，通してドイツ語を学ぶことで，日本語，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，英語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文してドイツ語を学ぶことで，見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ること演習で評価する．がで評価する．きる
ようになる．

【D2】言語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，理解することにつながることを知る．する．

成績は，試験は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，試験と演習で評価する．70%　演習で評価する．（レポート、小テスト、課題発表など）小テスト、課題発表など）テスト、小テスト、課題発表など）課題発表など）30%　と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，評価する．する．試験と演習で評価する．成績は，試験は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，中間試験と演習で評価する．と演習で評価する．定期試験と演習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
平均点とする．と演習で評価する．する．100点とする．満点とする．で評価する．60点とする．以上を合格とする．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，合格とする．と演習で評価する．する．

『見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文るだけで評価する．楽しく学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（しく学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（らし」と演習で評価する．「文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，こと演習で評価する．ば図鑑』野口真南（図鑑』野口真南（KADOKAWA）2019年
『標準ドイツ語』常木実（郁文堂）ドイツ語」清水薫（同学社）語』常木実（郁文堂）1990年
「こと演習で評価する．ば図鑑』野口真南（と演習で評価する．文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」 鈴木孝夫 （岩波新書）2004年

履修上のの評価方法と基準
注意事項

E -57



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントロダクション ドイツ語」清水薫（同学社）語についてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，仕方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「外国語学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，意義」についてドイツ語を学ぶことで，（一年を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，通してドイツ語を学ぶことで，学びながら考えて欲しいこと）．えてドイツ語を学ぶことで，欲しいこと）．しいこと演習で評価する．）．

2 英語と演習で評価する．違い「つづり通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．い「つづり通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．通り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．する練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，短母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，複母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，重母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．．

3 子音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ルールを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

4 挨拶 表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，基数詞 簡単なあいさつ表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，覚え，使ってみる．数詞の練習．え，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．ってドイツ語を学ぶことで，みる．数詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

5 名前，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，出身に着ける．地など自己紹介．動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，一人称，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，二人称形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文はどこから来ましたか？」など．ました英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文か？」など．」など．

6 語尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．が規則的に変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文する動詞（＝規則動詞）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．次回に暗記テスト．に暗記テスト．テスト．

7 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め 母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，子音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，あいさつ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，数詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．自己紹介の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文における規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

8 中間試験と演習で評価する． ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，範囲で中間試験を実施．で評価する．中間試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施．

9 前期中間試験と演習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，解することにつながることを知る．答・解することにつながることを知る．説．自分以外の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，紹介．動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，三人称形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，父親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，趣味はなんですか？」など．はなんで評価する．すか？」など．」など．

10

11

12 商品の値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．と演習で評価する．客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，会話場面．「すみません，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，プリンタはどこですか？」など．はどこで評価する．すか？」など．」など．

13

14

15 聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文紹介 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．問題に挑戦する．ドイツの文化を表すおもしろい表現などを紹介．する．ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表すおもしろい表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，などを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，紹介．

16 家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．構成や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．してドイツ語を学ぶことで，いるもの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文は車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，持っていますか？この車は誰のものですか？」など．ってドイツ語を学ぶことで，いますか？」など．この初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．は誰のものですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，もの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．すか？」など．」など．

17

18

19 「どの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，商品の値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．がお好みですか？」や「私は母親の手伝いをしています」など．みで評価する．すか？」など．」や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．「私は母親の手伝いをしています」など．は母親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，手伝いをしています」など．いを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，してドイツ語を学ぶことで，います」など．

20

21

22 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め おもに「定冠詞・不定冠詞・所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」と演習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「不規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

23 中間試験と演習で評価する． ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，範囲で中間試験を実施．で評価する．中間試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施．

24 「誕生日は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，お父さんに何をプレゼントしましたか？」など．〜に，〜を，など目的語が二つある表現．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，プレゼントしました英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文か？」など．」など．〜に，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，〜を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，など目的語が二つある表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．

25

26

27 「どこに行くの？」「どこにいるの？」などの表現．（場所か方向か）く学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，？」など．」「どこにいるの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，？」など．」などの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．（場所か方向か）か）

28

29 前置詞を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．いた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文熟語・慣用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，など．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイントの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め．

30 聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文紹介 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．問題．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語学習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，踏まえ，「外国語学習の意義」を改めて確認．まえ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「外国語学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，意義」を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，改めて確認．めてドイツ語を学ぶことで，確認．

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(ドイツ語語)）

アルファベートと演習で評価する．発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．（1）

アルファベートと演習で評価する．発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．（2）

LEKTION1：名前，住所，出身地名前，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，住所，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，出身に着ける．地

LEKTION1：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント

LEKTION2：名前，住所，出身地年齢，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，趣味はなんですか？」など．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，職業，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．

LEKTION2：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，作り方，り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，sein（〜で評価する．ある，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，存在する）の現在人称変化．する）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，在する）の現在人称変化．人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．

LEKTION2：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 疑問詞，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞（私は母親の手伝いをしています」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，／あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，／彼女の の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで， etc.），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，女の 性形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，接尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．語などについてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．．

LEKTION3:買い物する場面での表現い物する場面での表現する場面で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION3:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント
名詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，性と演習で評価する．格とする．（1格とする．／4格とする．）を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．．不定冠詞（＝一つの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，定冠詞（＝その初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，指示代名詞（それ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方と演習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「格とする．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．次
回に暗記テスト．暗記テスト．テスト．

LEKTION3:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め 願望を表す助動詞を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表す助動詞möchte（〜した英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文い）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方．人称代名詞（彼，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，彼女の ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，それ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，作り方，り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，指示代名詞，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞などを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

LEKTION4：名前，住所，出身地持っていますか？この車は誰のものですか？」など．ち物についてたずねる物する場面での表現についてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる

LEKTION4:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント haben（持っていますか？この車は誰のものですか？」など．つ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，在する）の現在人称変化．人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，定冠詞・不定冠詞・所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．次回に暗記テスト．暗記テスト．テスト．

LEKTION4:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 2格とする．（所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．否定冠詞kein（＝ひと演習で評価する．つも〜ない）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方．否定疑問文に対する答え方．

LEKTION5:好みですか？」や「私は母親の手伝いをしています」など．みの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，生活で必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．使ってみる．数詞の練習．う表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION5:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 3格とする．支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．不規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．次回に暗記テスト．に暗記テスト．テスト．

LEKTION5:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 定冠詞類，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，3格とする．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，男性弱変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文名詞など．

LEKTION6:プレゼントの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION6:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 目的語が二つある文章の練習，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，3格とする．・4格とする．支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，動詞．命令形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

LEKTION6:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 名詞複数形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，語尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．格とする．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞（1〜4格とする．）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，導入．

LEKTION7:外出の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，かんする表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION7:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 前置詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，各支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．．3格とする．支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，4格とする．支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，前置詞．

LEKTION7:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め

備など）
考

前期，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，後期と演習で評価する．もに中間試験と演習で評価する．および定期試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施する．
達成度シラバスの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，低い者には，暗唱を課する．い者には，暗唱を課する．には，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，暗唱を課する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，課する．
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科　目

担当教員 牛根 靖裕 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ドイツ語，韓国語語，韓国語

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

電気工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現代中国語（標準語）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を，発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・読解・作文の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理教授内容に対する理に対する理対する理する理
解をはかる評価対する理象として，各回講義内での演習，中間・定期試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理して学習する．受講者の教授内容に対する理，各回講義内での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，中間・定期試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．に対する理加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．す課す課外の課題への取り組みも重視する．外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．への発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理取り組みも重視する．り組みも重視する．組みも重視する．みも重視する．重視する．する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理その発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理ピンインに対する理よる表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理
現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理その発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理ピンインに対する理よる表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を講義中の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，
課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理漢字（簡体字）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中でも重視する．，比較的使用頻度シラバスの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理高いも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．き方を習得する．方を習得する．を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理

現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理漢字（簡体字）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．き方を習得する．方を習得する．を講義中の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（短文読解・作文）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，課す課外の課題への取り組みも重視する．
題への取り組みも重視する．に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理簡単な文法知識を習得する．文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理知識を習得する．を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理
現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理簡単な文法知識を習得する．文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理知識を習得する．を講義中の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（短文読解・作文）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．，中間
試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．，定期試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．および口頭発表によって評価する．口頭発表に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

成績は，試験は，試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．60%　演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理、読解、作文、小テスト）テスト）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理40%　と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理して学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．成績は，試験は中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．，定期試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理平均点．受講者の教授内容に対する理
演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理は授業内での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理暗誦および小テストを課す（複数回）．コミュニケーション能力の養成を重視するため，試験以外の評価および口頭発表によって評価する．小テスト）テストを課す課外の課題への取り組みも重視する．す（複数回）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理．受講者の教授内容に対する理コミュニケーション能力の養成を重視するため，試験以外の評価の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理養成を重視する．するため，試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．以外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理評価
を40%と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．・演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理評価を総合し，し，100点満点60点以上を合格とする．を合し，格とする．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

竹島毅・趙昕『《改訂版》さあ，中国語をまなぼう！ ─会話・講読─』（白水社，さあ，中国語をまな文法知識を習得する．ぼう！ ─会話・講読─』（白水社，会話・講読─会話・講読─』（白水社，』（白水社，2022年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

松岡榮志〔主幹〕，樋口靖・白井啓介・代田智明〔著〕『クラウン中日辞典 小テスト）型版 (CD付)』（三省堂，2004年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
相原茂・石田知子・戸沼市子〔著〕『Why？にこたえるはじめての中国語の文法書』（同学社，に対する理こたえるはじめて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．』（同学社，1996年；2016年再版）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
相原茂・喜多山幸子・魯暁琨〔著〕『大事なことはみんなやさしい中国語で言える』（朝日出版社，な文法知識を習得する．こと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理はみんな文法知識を習得する．やさしい中国語で言える』（朝日出版社，える』（朝日出版社，2001年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

履修上のの評価方法と基準
注意事項

現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を通じ，中国の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文化・社会に対する理対する理する関心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取める．受講者の教授内容に対する理受講者の教授内容に対する理に対する理は講義の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理予習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理への発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理自主的な文法知識を習得する．取り組みも重視する．
り組みも重視する．組みも重視する．みが求められる．求められる．められる．受講者の教授内容に対する理
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3 人称代名詞，「是」構文，基本疑問文

4

5 動詞を述語と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する構文，所有を表す「有」を用いる表現，「ここ」「そこ」といった指示代名詞を学習する．を表す「有を表す「有」を用いる表現，「ここ」「そこ」といった指示代名詞を学習する．」を用いる表現，「ここ」「そこ」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いった指示代名詞を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

6 形容に対する理詞述語文，数字，発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，量詞 形容に対する理詞を述語と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する構文，数字の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表記，および口頭発表によって評価する．「量詞」（助数詞）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

7 日付・時刻・時間量を表す言える』（朝日出版社，葉の発音と表記，「肯定＋否定」で構成する反復疑問文，介詞「在」「从」を用いる構文を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表記，「肯定＋否定」で構成する反復疑問文，介詞「在」「从」を用いる構文を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

8 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．

9 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理解答とまとめと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理まと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理め 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．する．受講者の教授内容に対する理中国語短文暗誦および小テストを課す（複数回）．コミュニケーション能力の養成を重視するため，試験以外の評価課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．明．受講者の教授内容に対する理課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．用短文は受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理要望を汲んだ上で告知する．を汲んだ上で告知する．んだ上で告知する．上を合格とする．で告知する．受講者の教授内容に対する理

10 完了を表す「了」，所在を表す「在」，助動詞「想」を表す「了を表す「了」，所在を表す「在」，助動詞「想」」，所在を表す「在」，助動詞「想」

11 介詞「在」「离」「从」「到」「跟」「給」 「～で」「～から」「～まで」「～と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理」「～に対する理」な文法知識を習得する．どの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理意を表す各種介詞の用法を学習する．を表す各種介詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

12 助動詞「得する．」，経験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．を表す「過」，「是～的」構文」，「是～的」構文

13 助動詞「能」「会」，動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理重ね方方を習得する． 助動詞「会」「能」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，同じ動詞を重ね方る表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

14 文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理まと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理め 前期に対する理扱った代名詞，助動詞，介詞などについて，各々の働きと違いについて，復習・確認を行う．った代名詞，助動詞，介詞な文法知識を習得する．どに対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，各々の働きと違いについて，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理働きと違いについて，復習・確認を行う．き方を習得する．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理違いについて，復習・確認を行う．いに対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行う．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

15 総合し，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．以降の講義での学習内容について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理講義での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行う．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

16 前期学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 動詞述語構文，助動詞な文法知識を習得する．ど前期学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行う．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

17 結果・程度シラバスを表す助詞「得する．」 形容に対する理詞・動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．に対する理置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．かれ，結果・程度シラバスを表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．く助詞「得」の用法を学習する．助詞「得する．」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

18 動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理進行う．を表す「在（～呢）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理」 「～して学習する．受講者の教授内容に対する理いると基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理ころだ上で告知する．」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理意を表す各種介詞の用法を学習する．を表す「在（～呢）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

19 「来」「去」を中心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する連動文 動詞「来（く助詞「得」の用法を学習する．る）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理」「去（いく助詞「得」の用法を学習する．）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理」を用いた事なことはみんなやさしい中国語で言える』（朝日出版社，例を中心に，連動文を学習する．を中心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取に対する理，連動文を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

20 「還是」を用いた選択疑問文，既習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理各種疑問文の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

21 助詞「比」を用いた比較文

22 復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

23 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．

24 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する． 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理問題への取り組みも重視する．，解答とまとめの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理確認を行う．を行う．い，内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．する．受講者の教授内容に対する理

25 「的」を用いた名詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理修飾 「的」を用いた動詞句・形容に対する理詞句に対する理よる名詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理修飾を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

26

27 介詞「被」「 」を用いた受け身文身文让」を用いた受け身文

28 総合し，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．以降の講義での学習内容について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，語法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行う．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

29 作文課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．作成 受講者の教授内容に対する理が求められる．それぞれ自己紹介文を作文する．受講者の教授内容に対する理同課す課外の課題への取り組みも重視する．題への取り組みも重視する．作文は受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理要望を汲んだ上で告知する．を汲んだ上で告知する．んだ上で告知する．上を合格とする．で作成する．受講者の教授内容に対する理

30 総合し，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．期学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行う．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

前期，後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．期と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．に対する理中間試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．および口頭発表によって評価する．定期試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．を実施する．する．受講者の教授内容に対する理

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(中国語)）

講義概要の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．明，発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(1)
本講義の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理方を習得する．針・目標・内容に対する理・評価方を習得する．法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．明，および口頭発表によって評価する．同説する．中国語短文暗誦課題の説明．課題用短文は受講者の要望を汲んだ上で告知する．明に対する理関する質疑応答とまとめな文法知識を習得する．どの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．，中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理声調母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（単母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，複母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，n/
ngを伴う母音）とアクセント（声調）の発声法，表記法（ピンイン）を学習する．う母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理アクセント（声調）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発声法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（ピンイン）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(2) 中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理子音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発声法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理現代中国（中華人民共和国）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理で公用文字と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理されて学習する．受講者の教授内容に対する理いる簡略字「簡体字」に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．
触れる．れる．受講者の教授内容に対する理

「わたし」「あな文法知識を習得する．た」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いった各種人称代名詞，述語動詞「是」（AはBである）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を用いた構文，「 」を用いた疑問文を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理吗」を用いた疑問文を学習する．

指示代名詞(1)，疑問詞疑問文，所属の「的」，副詞「也」「都」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理「的」，副詞「也」「都」 「これ」「それ」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いった指示代名詞，「什么」（何）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・「 」（誰）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を用いた疑問詞疑問文，所属の「的」，副詞「也」「都」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理「的」（～の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理…）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を用いた構文を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理谁」（誰）を用いた疑問詞疑問文，所属の「的」（〜の…）を用いた構文を学習
する．受講者の教授内容に対する理

動詞述語文，所有を表す「有」を用いる表現，「ここ」「そこ」といった指示代名詞を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理「有を表す「有」を用いる表現，「ここ」「そこ」といった指示代名詞を学習する．」，指示代名詞(2)

時・時間量の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理数詞，反復疑問文，介詞 (1)

第1週から第から第7週から第までの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．を行う．う．受講者の教授内容に対する理

述語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．ろに対する理置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．き方を習得する．「完了を表す「了」，所在を表す「在」，助動詞「想」」を表す助詞「了を表す「了」，所在を表す「在」，助動詞「想」」，人・も重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理が求められる．特定の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理場にあることを表す動詞「在」，および「～したい」の意を表す助動詞に対する理あること基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を表す動詞「在」，および口頭発表によって評価する．「～したい」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理意を表す各種介詞の用法を学習する．を表す助動詞
「想」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

「～しな文法知識を習得する．け身文ればな文法知識を習得する．らな文法知識を習得する．い」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理意を表す各種介詞の用法を学習する．を表す「得する．」，動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．ろに対する理置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．かれ過」，「是～的」構文去の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理経験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．を表す「 」，および口頭発表によって評価する．強調構文「是～的」の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理过」，および強調構文「是～的」の用法を学習
する．受講者の教授内容に対する理

「還是」を用いた選択疑問文（AかBか）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理構造を確認後，既習の疑問文についても復習を行う．を確認を行う．後に置かれ，結果・程度を表す補語を導く助詞「得」の用法を学習する．，既習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理疑問文に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を行う．う．受講者の教授内容に対する理

助詞「比」を用いた比較文（AはBに対する理く助詞「得」の用法を学習する．らべて学習する．受講者の教授内容に対する理～）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

第17回講義以降の講義での学習内容について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

第17回から第21回までの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理講義での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．状況を，筆記試験により確認する．を，筆記試験に加え，随時課す課外の課題への取り組みも重視する．に対する理より組みも重視する．確認を行う．する．受講者の教授内容に対する理

1つの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理動詞が求められる．2つの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理目的語をと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理る文，主述句を目的語と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する文 「Aに対する理Bを～する」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いったような文法知識を習得する．，1つの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理動詞が求められる．2つの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理目的語をと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理る文，な文法知識を習得する．らび口頭発表によって評価する．に対する理主語述語句を目的と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する文の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

介詞「被」「 」を用いた受け身文身文（让」を用いた受け身文 AはBに対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理～される）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理
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科　目

担当教員 高 秀美 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準
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3

4 　 　

5 　 　
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7 　 　

8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト 『みんなで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

参考書

関連科目 ドイツ語，中国語語，中国語

課題，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．をした上で，授業に参加することを強く望みます．上で，授業に参加することを強く望みます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，授業に参加することを強く望みます．に参加することを強く望みます．参加することを強く望みます．することを強く望みます．く望みます．望みます．みます．

神戸市立工業に参加することを強く望みます．高等専門学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社校 2022年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

電気工学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

韓国語(ハングル）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事聞き取りの練習をしながら学習する．文法事き取りの練習をしながら学習する．文法事りの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．練習をしながら学習する．文法事をしながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．文法事
項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画などの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．社会や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事生活文化などが理解できる映画などが理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社きる映画
や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事ドラマを選定し，語学能力を含む文化の理解を深める．を選定し，語学能力を含む文化の理解を深める．し，語学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社能力を含む文化の理解を深める．を含む文化の理解を深める．む文化の理解を深める．文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を深める．める．

【D2】ハングル文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事構成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的なを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事し，日常生活で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社最も良く使われる基礎的なも良く使われる基礎的な良く使われる基礎的なく望みます．使われる基礎的なわれる基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な
短文表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を身につけるに参加することを強く望みます．つける.

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．段階では，小テストを少なくともで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社は，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．を少なくともなく望みます．とも良く使われる基礎的な2週にに参加することを強く望みます．1回で実施し，文字の習得状で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社実施し，文字の習得状し，文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．習をしながら学習する．文法事得状
況を把握しながら，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試を把握しながら，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事く望みます．」ことに参加することを強く望みます．ついては小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．および前期，後期とも中間試前期，後期とも良く使われる基礎的な中間試
験と定期試験で評価する．と定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社評価する．する．

【D2】簡単な挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事はじめ，学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを基礎に参加することを強く望みます．して場面別のの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．
会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を習をしながら学習する．文法事得する．

会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画は，それぞれの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を個別のに参加することを強く望みます．発音やイントネーションを指導及びチェや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事イントの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．ネーションを指導及びチェび前期，後期とも中間試チェ
ックを授業中に行い，後期においては会話について口頭での発表により評価を授業に参加することを強く望みます．中に参加することを強く望みます．行い，後期においては会話について口頭での発表により評価い，後期に参加することを強く望みます．おいては会話に参加することを強く望みます．ついて口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．発表に参加することを強く望みます．より評価する．
する．

【D2】韓国・朝鮮の文化の理解を深め，コミュニケーション能力及び国際の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を深める．め，コミュニケーション能力を含む文化の理解を深める．及びチェび前期，後期とも中間試国際コミュニケーション
感覚を身につける．を身につけるに参加することを強く望みます．つける．

韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な知識や会話学習と同時に会話の背景にある文化をついてや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事会話学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事と同時に会話の背景にある文化をついてに参加することを強く望みます．会話の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．背景にある文化をついてに参加することを強く望みます．ある文化などが理解できる映画をついて
解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価い，その準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事度シラバスを前期，後期とも良く使われる基礎的な中間試験と定期試験で評価する．と定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社評価する．する．

成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的な績は，試験は，試験と定期試験で評価する．50%　小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．20%　演習をしながら学習する．文法事30%　として評価する．する．成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的な績は，試験に参加することを強く望みます．おいて，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．と演習をしながら学習する．文法事（課題及びチェび前期，後期とも中間試授業に参加することを強く望みます．中の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．暗唱・
発表など）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社を重視する理由は初歩的なコミュニケーション能力を確認するためである．する理由は初歩的なコミュニケーション能力を確認するためである．は初歩的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画なコミュニケーション能力を含む文化の理解を深める．を確認するためである．するた上で，授業に参加することを強く望みます．めで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ある．100点満点で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社60点以上で，授業に参加することを強く望みます．を合格とすとす
る．

『ポケットの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．プログレッシブ韓日・日韓辞典』  油谷幸利　他編著　小学館，韓日・日韓辞典』  油谷幸利　他編著　小学館，』  油谷幸利　他編著　小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社館，2004年
『パスポートの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．朝鮮の文化の理解を深め，コミュニケーション能力及び国際語小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．事典』  油谷幸利　他編著　小学館，』  塚本勲　監修・熊谷明泰編集　白水社，2011年
『基礎から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社韓国語講座　初級』木内　明著，国書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事刊行い，後期においては会話について口頭での発表により評価会，2004年

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本子音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，激音やイントネーションを指導及びチェと濃音やイントネーションを指導及びチェを学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

4 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．子音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，基本母音やイントネーションを指導及びチェ字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み合わせで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社作られた複合母音を勉強する．ら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事れた上で，授業に参加することを強く望みます．複合母音やイントネーションを指導及びチェを勉強く望みます．する．

5

6 韓国文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事韓国人の生活を映像を通じて学ぶ．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．生活を映像を通じて学ぶ．を通じて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

7

8 中間試験と定期試験で評価する．

9

10

11

12

13 漢数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事：日本語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．いち，に参加することを強く望みます．，さんに参加することを強く望みます．相当する年，月，日，値段，電話番号，何人前，学年，階，回，号室などに使う．漢数字を学習．する年，月，日，値段，電話番号，何人の生活を映像を通じて学ぶ．前，学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社年，階では，小テストを少なくとも，回で実施し，文字の習得状，号室などに使う．漢数字を学習．などに参加することを強く望みます．使われる基礎的なう．漢数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事．

14 Review 2

15 前期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．まとめ 定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．に参加することを強く望みます．向けた課題演習を行う．また，これまでの学習内容を再確認するとともに，口頭で質疑応答する．けた上で，授業に参加することを強く望みます．課題演習をしながら学習する．文法事を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．また上で，授業に参加することを強く望みます．，これまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを再確認するためである．するととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社質疑応答する．する．

16 復習をしながら学習する．文法事及びチェび前期，後期とも中間試数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．活用 前期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社再確認するためである．する．数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事数詞，数え方について学習する．方について学習する．に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

17

18 動詞や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事形容を基礎にして場面別の詞の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．否定し，語学能力を含む文化の理解を深める．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画と覚を身につける．え方について学習する．ておきた上で，授業に参加することを強く望みます．い動詞を文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を作られた複合母音を勉強する．りながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

19 接続語尾～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．して，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．く望みます．て，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社あり，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．が，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．けれどに参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

20 Review 3

21 韓国文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事韓国人の生活を映像を通じて学ぶ．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．生活を映像を通じて学ぶ．を通じて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

22 用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』，『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．と不可能の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

23 中間試験と定期試験で評価する．

24 中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．する．用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』，『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』を復習をしながら学習する．文法事し，縮約形の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

25 固有数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事：日本語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．一つ，二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．つ，二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．つに参加することを強く望みます．当する年，月，日，値段，電話番号，何人前，学年，階，回，号室などに使う．漢数字を学習．た上で，授業に参加することを強く望みます．る数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．歳，時に会話の背景にある文化をついて間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．などに参加することを強く望みます．使われる基礎的なう，固有数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

26 Review 4

27 動詞の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．過去形を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社と手段を表す助詞を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

28 さまざまな尊敬の表現を学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

29 お願い表現，丁寧な命令形について学習する．い表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画，丁寧な命令形について学習する．な命令形に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

30

前期，後期とも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．中間試験と定期試験で評価する．および前期，後期とも中間試定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．を実施し，文字の習得状する．

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(韓国語)）

授業に参加することを強く望みます．ガイダンス・文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(1)基本母音やイントネーションを指導及びチェ
授業に参加することを強く望みます．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．ガイダンスととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，簡単に参加することを強く望みます．韓国文化などが理解できる映画，韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．歴史や文字について説明する．そして，韓国語の基本母音（や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事に参加することを強く望みます．ついて説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．明する．そして，韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本母音やイントネーションを指導及びチェ（10個）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．つい
て説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．明する．

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(2)子音やイントネーションを指導及びチェ（平音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本母音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，基本子音やイントネーションを指導及びチェ（10個）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(3)子音やイントネーションを指導及びチェ（激音やイントネーションを指導及びチェ・濃音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(4)二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．重母音やイントネーションを指導及びチェ

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(5)子音やイントネーションを指導及びチェ（終声子音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社・読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み方について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．法則 子音やイントネーションを指導及びチェと母音やイントネーションを指導及びチェの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み合わせを単語を使われる基礎的なって練習をしながら学習する．文法事後，パッチム(子音やイントネーションを指導及びチェ＋母音やイントネーションを指導及びチェの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．後に参加することを強く望みます．来る子音，支えると意味）について勉強する．る子音やイントネーションを指導及びチェ，支えると意味）について勉強する．え方について学習する．ると意味）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．ついて勉強く望みます．する．

文化などが理解できる映画項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画目（1）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社：韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画感想

第1課　私は吉田ひかるです．は吉田ひかるで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか（ハムニダ体』～と不可能の表現について学習する．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．は(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第1週にから単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第7週にまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事答する．とまとめ，第2課　お名前は何で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか 中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．する．～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すかの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．（ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．が(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第3課　ここは出口で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社はありません． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社はありません（名詞文の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．否定し，語学能力を含む文化の理解を深める．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．も良く使われる基礎的な(助詞)に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．練習をしながら学習する．文法事を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

Review 1，第4課　近くに地下鉄の駅ありますか．く望みます．に参加することを強く望みます．地下鉄の駅ありますか．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．駅ありますか．ありますか． 第1課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第3課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事する．～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．います・～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．あります又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．いません・ありません，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．に参加することを強く望みます．(助詞)に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第5課　学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社校の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．図書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事館で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社アルバイトの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．をします． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．をします又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社(場所＋で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社)を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第6課　私は吉田ひかるです．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．誕生日は10月9日で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第4課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第6課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

第7課　友達とランチを食べます．とランチを食べます．べます． 用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』　『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ハムニダ体』～と不可能の表現について学習する．』，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．と(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第8課　日本の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．冬はあまり寒くありません．はあまり寒くありません．く望みます．ありません．

第9課　キムチは辛いけどおいしいです．いけどおいしいで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第7課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第9課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

文化などが理解できる映画項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画目（2）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社：韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画を通しての準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文化などが理解できる映画理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事

第10課　今日は天気がとても良く使われる基礎的な良く使われる基礎的ないで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第16週にから単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第22週にまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事答する．とまとめ，第11課　公園で友達を待ちます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社友達とランチを食べます．を待ちます．ちます．

第12課　合コンは今日の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．夕方について学習する．6時に会話の背景にある文化をついてで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第10課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第12課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

第13課　KTXで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社3時に会話の背景にある文化をついて間かかりました上で，授業に参加することを強く望みます．．

第14課　韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画は好きですか．きで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか．

第15課　道を教えてください．を教えてください．え方について学習する．てく望みます．ださい．

Review 5，後期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．まとめ 第13課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第15課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．これまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを再確認するためである．するととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社質疑応答する．
する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 総合評価には含まない．には含まない．含まない．まない．

6

7 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価には含まない．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 講師, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，や社会生活における健康・安全について理解するとともに，社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について理解するとともに，について理解するとともに，するとともに，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に付けるようにする．けるようにする．2）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を育てる．しむ習慣を育てる．習慣を育てる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・育てる．3）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を養う．む習慣を育てる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・養う．う．

【C3】剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得すを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・基本動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得すや社会生活における健康・安全について理解するとともに，打突・応じ技・得意技を修得すじ技・得意技を修得す技・得意技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得す
る．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・対人技能の得点で評価する．基本を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合がで評価する．きる技能・態度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．

基本動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得すや社会生活における健康・安全について理解するとともに，打突・応じ技・得意技を修得すじ技・得意技を修得す技・得意技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価で評価する．評価には含まない．
する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・応じ技・得意技を修得す用技能や社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合技能・態度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・相互試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
通じ技・得意技を修得すて評価には含まない．する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，や社会生活における健康・安全について理解するとともに，泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中中
で評価する．の得点で評価する．自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．として総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．る．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，や社会生活における健康・安全について理解するとともに，泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を学ぶ．また，水中・自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．・救急法を学ぶ．また，水中などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中
泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について理解するとともに，ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラなどの得点で評価する．安定したラしたラ
ケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，審判法を学ぶ．また，水中，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・スコアの付け方等を学び，の得点で評価する．付けるようにする．け方等を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．内で自主的に簡易ゲームが運営できる．で評価する．自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中が運営む能力を養う．で評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．理解するとともに，・ルール・審判法を学ぶ．また，水中・ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ラケット操作技能を修得しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じ技・得意技を修得すて評価には含まない．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得し
ているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

【C3】バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について理解するとともに，ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラなどの得点で評価する．安定したラしたラ
ケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，審判法を学ぶ．また，水中，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・スコアの付け方等を学び，の得点で評価する．付けるようにする．け方等を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．内で自主的に簡易ゲームが運営できる．で評価する．自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中が運営む能力を養う．で評価する．きる．

バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．理解するとともに，・ルール・審判法を学ぶ．また，水中・ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ラケット操作技能を修得しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じ技・得意技を修得すて評価には含まない．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

【C3】卓球の特性を理解し，ラケット操作を身につける．また，グループ内での得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．内で自主的に簡易ゲームが運営できる．で評価する．
自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中が運営む能力を養う．で評価する．きる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続や社会生活における健康・安全について理解するとともに，サーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，目の得点で評価する．練習方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．学習記録を通じて評価する．また，ラケット操作技能を修得しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じ技・得意技を修得すて評価には含まない．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じ技・得意技を修得すて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価には含まない．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握ら学習記録を通じて評価する．し合わせて評価には含まない．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について理解するとともに，運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

前期は到達目標毎は含まない．到達目標毎1＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝40%の得点で評価する．割合で評価する．評価には含まない．する．後期は到達目標毎は含まない．到達目標毎3＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・4＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・7＝
10%の得点で評価する．割合で評価する．評価には含まない．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．以上をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．アの付け方等を学び，ップ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改定したラ新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解するとともに，剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法を学ぶ．また，水中：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら学習記録を通じて評価する．誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「から学習記録を通じて評価する．だ」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニング指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールマガジン社
トの得点で評価する．レーニング指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールマガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，前期は到達目標毎授業において実技試験で評価が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は含まない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は含まない．2月末日まで)に再試験で評価を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は含まない．受けることができる．それ以降け付けるようにする．けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について理解するとともに，整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は含まない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じ技・得意技を修得すする．2）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は含まない．レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

2 剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す・基本姿勢・構えなどを学ぶ．えなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

3 基本技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・足裁き・素振りなどを行う．き・素振りなどを行う．り育成することを目指す．などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

4 基本技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・左右面素振りなどを行う．り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・跳躍素振りなどを行う．り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・踏み込み足動作での連続面打ちなどを行う．み込み足動作での連続面打ちなどを行う．み足動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得すで評価する．の得点で評価する．連続するための資質・面打ちなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

5

6 応じ技・得意技を修得す用技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す具一式の実践や運動能力の向上を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・着けて仕掛け技の稽古を行う．けて仕掛け技の稽古を行う．け技の得点で評価する．稽古を行う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

7 応じ技・得意技を修得す用技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す具一式の実践や運動能力の向上を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・着けて仕掛け技の稽古を行う．けて応じ技・得意技を修得すじ技・得意技を修得す技の得点で評価する．稽古を行う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

8 応じ技・得意技を修得す用技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・互角稽古を行う．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

9

10 応じ技・得意技を修得す用動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．実技試験で評価を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

11 剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す抜き勝負による試合の評価を行う．き勝負による試合の評価を行う．による試合の得点で評価する．評価には含まない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

12

13 基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を学ぶ．また，水中にチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続ャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．個人の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じ技・得意技を修得すじ技・得意技を修得すて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14

15 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

16 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20

21 グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ダブルスの得点で評価する．リーグ戦を通して，ルールや試合の運営方法を学ぶ．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

22

23

24

25

26 グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・シングルスの得点で評価する．リーグ戦を通して，ルールや試合の運営方法を学ぶ．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

27 グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ダブルスの得点で評価する．リーグ戦を通して，ルールや試合の運営方法を学ぶ．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

28

29

30

前期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，する．改定したラ新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得す成することを目指す．する．

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す1

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す2

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す3

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す4 基本動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．実技試験で評価を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う.

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す5

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す6

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す7

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す8 応じ技・得意技を修得す用技能，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・気剣体に基づいて技の得点で評価する．判定したラを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う.

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す9

剣道の基本理念を学び，基本動作や打突・応じ技・得意技を修得す10

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中1 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，み方などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中（ストの得点で評価する．リームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ライン・ローリング・息継ぎ・ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラ）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を学ぶ．また，水中にチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続ャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じ技・得意技を修得すじ技・得意技を修得すて泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中2

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中3 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に関する知識と技能を修得する．またする事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくとその得点で評価する．原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・知り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自己防衛方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・着けて仕掛け技の稽古を行う．衣水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中や社会生活における健康・安全について理解するとともに，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくなリレー種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，目を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぐことだけで評価する．なく
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競い合う楽しみを味わう．い合う楽しみを味わう．しみを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．わう．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中4

後期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに，する．改定したラ新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作や打突・応じ技・得意技を修得す成することを目指す．する．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス1
安全について理解するとともに，に留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法しい用具（ボール・ラケットの得点で評価する．）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法い方を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法える．壁打ちや社会生活における健康・安全について理解するとともに，対人ボレーを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくなラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．方法を学ぶ．また，水中
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラリーが続するための資質・くような簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に取り組む．り育成することを目指す．組む．む習慣を育てる．．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス2 対人ラリーや社会生活における健康・安全について理解するとともに，壁打ちを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラ練習や社会生活における健康・安全について理解するとともに，サーブ練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・強いボールを打てるよういボールを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・打てるよう
になる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルラン・立ち幅跳び・上を体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定したラする．
指す．定したラの得点で評価する．用紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ラケット操作技能を修得しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス3 テニスコートの得点で評価する．の得点で評価する．利用方法を学ぶ．また，水中や社会生活における健康・安全について理解するとともに，ネットの得点で評価する．の得点で評価する．設置(撤去)方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ダブルス
の得点で評価する．リーグ戦を通して，ルールや試合の運営方法を学ぶ．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス4

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス5 これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルールに則り，グループごとに試合を運営する．また，ラケット操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．ごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについ
て実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニス6
これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルールに則り，グループごとに試合を運営する．また，ラケット操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．ごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについ
て実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

バドミントの得点で評価する．ン1 安全について理解するとともに，に留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法しい用具（シャトの得点で評価する．ル・支柱の運び方・ネットの設置方法・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ラリーの得点で評価する．運び方・ネットの得点で評価する．の得点で評価する．設置方法を学ぶ．また，水中・ラケットの得点で評価する．）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法い方を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法える．壁打ちや社会生活における健康・安全について理解するとともに，対人ラリー
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくなラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラリーが続するための資質・くような簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に取り組む．り育成することを目指す．組む．む習慣を育てる．．

バドミントの得点で評価する．ン2
対人ラリーや社会生活における健康・安全について理解するとともに，壁打ちを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲームが運営できる．容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定したラ着けて仕掛け技の稽古を行う．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラ練習や社会生活における健康・安全について理解するとともに，サーブ練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・色々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくな球の特性を理解し，ラケット操作を身につける．また，グループ内で種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・打てるよう
になる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルールや社会生活における健康・安全について理解するとともに，試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バドミントの得点で評価する．ン3

バドミントの得点で評価する．ン4

バドミントの得点で評価する．ン5 これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルールに則り，グループごとに試合を運営する．また，ラケット操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．ごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．することがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

バドミントの得点で評価する．ン6
これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルールに則り，グループごとに試合を運営する．また，ラケット操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グループ内で自主的に簡易ゲームが運営できる．ごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．することがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得す技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価で評価する．評価には含まない．する．

卓球の特性を理解し，ラケット操作を身につける．また，グループ内で1 安全について理解するとともに，に留意し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（ボール・ラケット）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法しい用具（ボール・ラケットの得点で評価する．・卓球の特性を理解し，ラケット操作を身につける．また，グループ内で台・ネットの得点で評価する．）各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに，の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法い方を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケット操作の方法える．対人ラリーを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくなラケットの得点で評価する．操作や打突・応じ技・得意技を修得すの得点で評価する．方法を学ぶ．また，水中を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラリーが続するための資質・くような簡易ゲームが運営できる．ゲームを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に取り組む．り育成することを目指す．組む．む習慣を育てる．．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価および定したラ期は到達目標毎試験で評価は含まない．実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価および定したラ期は到達目標毎試験で評価は含まない．実施の者は，しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価する．する．

8 総合評価する．には含まない．含まない．まない．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 講師, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1）　各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について理解するとともにについて理解するとともにするとともに
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に付けるようにする．けるようにする．2）　生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を育てる．しむ習慣を育てる．習慣を育てる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・育てる．3）  健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向
上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を養う．む習慣を育てる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・養う．う．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたバットの得点で評価する．操作と走塁，安定しと走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定しし
た捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝や社会生活における健康・安全について理解するとともに送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝
敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにして
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定し技
能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと三段攻撃
とその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し
戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．き
る．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにして
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中中
で評価する．の得点で評価する．自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．として総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．る．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法・自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．・救急法などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中
泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているか実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと攻撃と
その得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる
．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに
しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと攻撃とその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにしている
かについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について理解するとともにサーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握ら学習記録を通じて評価する．し合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について理解するとともに運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

【C3】これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム内で自主的に簡易ゲームで評価する．自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝(卓球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝
)が運営む能力を養う．で評価する．きる．

前期は到達目標毎は含まない．到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝40%の得点で評価する．割合で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は含まない．到達目標毎4＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・5＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝
40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・7＝10%の得点で評価する．割合で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．以上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップ内で自主的に簡易ゲームアップ内で自主的に簡易ゲーム高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改定し新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解するとともに剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら学習記録を通じて評価する．誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「から学習記録を通じて評価する．だ」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しマガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しマガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は含まない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は含まない．2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は含まない．受けることができる．それ以降け付けるようにする．けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について理解するとともに整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は含まない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたバット操作と走塁，安定しする．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は含まない．レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．3)
天候による授業変更を考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．による授業変更を考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・屋外種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目と屋内で自主的に簡易ゲーム種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・隔週で実施する．で評価する．実施の者は，する．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法にチャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じたバット操作と走塁，安定しじて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14

15 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

16 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・いかして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しに則り，グループごとに試合を運営する．り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲームごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．

前期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにする．改定し新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて学年配当単元の学習を行い，自いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味わい，自主的にゲームを展開できる．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と走塁，安定し成することを目指す．する．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1 安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用いて学年配当単元の学習を行い，自具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・支柱・ネットの得点で評価する．）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ちや社会生活における健康・安全について理解するとともに対人の能力に応じて，泳力を高める．パスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し
の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラリーが続するための資質・くような簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝に取り組む．り育成することを目指す．組む．む習慣を育てる．．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1
安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用いて学年配当単元の学習を行い，自具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作バットの得点で評価する．・グを行うことにより，継続ローブ・ベース・ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・マスク）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．キャッチボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様
々なボール操作な送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ピッチングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・含まない．む習慣を育てる．）と捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．トの得点で評価する．スバッティングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・スパイク練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにサーブ練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・攻撃の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しや社会生活における健康・安全について理解するとともに運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2
キャッチボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・トの得点で評価する．スバッティングを行うことにより，継続・シートの得点で評価する．ノックを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しや社会生活における健康・安全について理解するとともに試合
の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・三段攻撃や社会生活における健康・安全について理解するとともにその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作備などの連係プレイ，ルールなどの得点で評価する．連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレイ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し
や社会生活における健康・安全について理解するとともに試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3
グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたバットの得点で評価する．操作と走塁，安定しと走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定しした捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝
や社会生活における健康・安全について理解するとともに送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝と状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじた守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作備などの連係プレイ，ルールなどの得点で評価する．動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．
う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4
グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．
う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5 これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しに則り，グループごとに試合を運営する．り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲームごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについ
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5
これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しに則り，グループごとに試合を運営する．り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲームごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中1 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き方などを理解して・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，み方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ストの得点で評価する．リームの特徴に応じた作戦を立てて，勝ライン・ローリングを行うことにより，継続・息継ぎ・ストの得点で評価する．ローク）を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法にチャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じたバット操作と走塁，安定しじて泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中2

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中3 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に関する知識と技能を修得する．またする事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくとその得点で評価する．原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・知り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自己防衛方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．衣水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中や社会生活における健康・安全について理解するとともに浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して学ぶ．様々なボール操作なリレー種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぐことだけで評価する．なく
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．い合う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しみを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わう．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中4

後期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにする．改定し新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて学年配当単元の学習を行い，自いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味わい，自主的にゲームを展開できる．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と走塁，安定し成することを目指す．する．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1
安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用いて学年配当単元の学習を行い，自具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・ゼッケン・タイマー）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．シューティングを行うことにより，継続や社会生活における健康・安全について理解するとともにボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しハンドリングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー1 安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用いて学年配当単元の学習を行い，自具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・ゼッケン・ゴールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．対人の能力に応じて，泳力を高める．パスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学
ぶ．

反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び・上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定しする．
指す．定しの得点で評価する．用いて学年配当単元の学習を行い，自紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2 個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー2
個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3 個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー3
個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ内で自主的に簡易ゲーム活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内で自主的に簡易ゲーム容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4 正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

サッカー4
正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5 正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

サッカー5
正式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプ内で自主的に簡易ゲームレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し6 リーグを行うことにより，継続戦を立てて，勝の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．
で評価する．評価する．する．

サッカー6
リーグを行うことにより，継続戦を立てて，勝の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．
で評価する．評価する．する．

卓球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝1

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定し期は到達目標毎試験で評価する．は含まない．実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定し期は到達目標毎試験で評価する．は含まない．実施の者は，しない．
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3

4

5

6

7

8

9 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価する．する．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 講師

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．で評価する．きる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．
活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】これまで評価する．に学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・いかして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水泳能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
図る．る．

水の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活泳ぎの得点で評価する．メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水
泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点で評価する．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点で評価する．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連・バットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラケットの得点で評価する．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水しているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連
の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課
題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
しているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻撃とその守りとその得点で評価する．守の連り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．
課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水している
かについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

前期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎2～6，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・8＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎3～8＝
50%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎9＝10%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．
以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解し，水剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は到達目標毎2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は到達目標毎受けることができる．それ以降け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたボール操作と攻守の連する．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は到達目標毎レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．3）
前期は到達目標毎の得点で評価する．水泳は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・必修とする．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

13 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

15 水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

16 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

21 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水する．改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技10
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

後期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水する．改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点で評価する．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技11 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技12
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技13 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．で評価する．きる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．
活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】これまで評価する．に学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・いかして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水泳能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
図る．る．

水の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活泳ぎの得点で評価する．メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水
泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点で評価する．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点で評価する．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連・バットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラケットの得点で評価する．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水しているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連
の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課
題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
しているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻撃とその守りとその得点で評価する．守の連り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．
課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水している
かについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

前期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎2～6，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・8＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎3～8＝
50%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎9＝10%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．
以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解し，水剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は到達目標毎2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は到達目標毎受けることができる．それ以降け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたボール操作と攻守の連する．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は到達目標毎レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．3）
前期は到達目標毎の得点で評価する．水泳は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・必修とする．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

13 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

15 水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

16 ガイダンス・配当単元の講義の得点で評価する．講義

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

21 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水する．改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技10
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

後期は到達目標毎授業の得点で評価する．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自および感染防止対策の留意点を理解する．改定新版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，自の得点で評価する．留意点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水する．改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて学年配当単元の講義の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点で評価する．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技11 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技12
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技13 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
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3

4

5

6

7 新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．得点は評価対象としない．は評価対象としない．評価対象としない．としない．
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9 　 　
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授, 中川 一穂 非常勤講師

電気工学科・5年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点は評価対象としない．資質・
能力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点は評価対象としない．通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．できる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで
活力テストの得点は評価対象としない．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点は評価対象としない．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなどの得点は評価対象としない．安定したラケットの得点は評価対象としない．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連しているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】バドミントの得点は評価対象としない．ンの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなどの得点は評価対象としない．安定したラ
ケットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

バドミントの得点は評価対象としない．ンの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどソフを継続するための資質・トの得点は評価対象としない．テニスの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなど
の得点は評価対象としない．安定したラケットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチ
ームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

テニス及びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどソフを継続するための資質・トの得点は評価対象としない．テニスの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなど
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連しているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】サッカーの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻撃とその守りとその得点は評価対象としない．守の連り育成することを目指す．
等の得点は評価対象としない．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．
課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，状況に応じたボール操作と攻守の連決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

サッカーの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連している
かについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．体力テストの得点は評価対象としない．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点は評価対象としない．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることができる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点は評価対象としない．ストの得点は評価対象としない．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点は評価対象としない．トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またに関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることができる．

体力テストの得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．また・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点は評価対象としない．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点は評価対象としない．観点は評価対象としない．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．

到達目標毎1～6＝60%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎8＝40%で評価する．100点は評価対象としない．満点は評価対象としない．で60点は評価対象としない．以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂増補版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点は評価対象としない．解し，状況に応じたボール操作と攻守の連剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ」の得点は評価対象としない．こと：大修館書店大修館書店
トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点は評価対象としない．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点は評価対象としない．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点は評価対象としない．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は評価対象としない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までに再試験を受けることができる．それ以降の再試験の申しまでに再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降の再試験の申しけることができる．それ以降の再試験の申し以降の再試験の申しの得点は評価対象としない．再試験で評価する．の得点は評価対象としない．申しし
出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．は評価対象としない．受けることができる．それ以降の再試験の申しけ付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．され以降の再試験の申した病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の得点は評価対象としない．場合は評価対象としない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，対応する．と相談の上，対応する．の得点は評価対象としない．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・対応じたボール操作と攻守の連する．2）診
断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．され以降の再試験の申した場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降の再試験の申しけることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は評価対象としない．レポートの得点は評価対象としない．で代替することがある．することがある．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・配当単元の講義の得点は評価対象としない．講義

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グループで課題練習を行う．また，自主的に簡易ゲームが運営できるようになる．グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．できるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グループで課題練習を行う．また，自主的に簡易ゲームが運営できるようになる．グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．できるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期授業の得点は評価対象としない．概要および感染防止対策の留意点を理解する．改定増補版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，およびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど感染防に関する知識と技能を修得する．また止対策の留意点を理解する．改定増補版「保健体育概論」を用いて学年配当単元の学習を行い，の得点は評価対象としない．留意点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連する．改定増補版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて学年配当単元の講義の得点は評価対象としない．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．興味のあるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．の得点は評価対象としない．あるテーマについて探求する．テーマに沿ったレポートを作成する．する．テーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グループで課題練習を行う．また，自主的に簡易ゲームが運営できるようになる．グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点は評価対象としない．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グループで課題練習を行う．また，自主的に簡易ゲームが運営できるようになる．グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点は評価対象としない．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技11 チームの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続できるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．

選択実技12
チームの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続できるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．

選択実技13 チームの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続できるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．

反復横とび・とびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど・20mシャトの得点は評価対象としない．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点は評価対象としない．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．およびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど定期試験で評価する．は評価対象としない．実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．およびソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなど定期試験で評価する．は評価対象としない．実施の者は，しない．
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科　目

担当教員 大倉 恭子 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．採点時に評価する．に評価する．評価する．する．

2 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト時に評価する．に評価する．そのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．正確さを評価する．さを評価する．評価する．する．

3 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト時に評価する．に評価する．発音を評価する．を評価する．評価する．する．

4 カノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．採点時に評価する．に評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 無しし

関連科目 無しし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

芸術 (Art))

電気工学科・1年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

音を評価する．楽（歌）を身近に感じ，生涯学習につなげるを評価する．身近に感じ，生涯学習につなげるに評価する．感じ，生涯学習につなげるじ，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．生涯学習に評価する．つなげる.歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．指導，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．又は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はは個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．そのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．個人指導に評価する．よって，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．変声直後又は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はは個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又は
稀にいる変声途中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．いる変声途中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くを評価する．出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くるだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くい状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くへと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く導きたい．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．よって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．確さを評価する．認と，正しく楽譜を書くと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．正しく楽譜を書く楽譜を書くを評価する．書くく楽譜を書く
こと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くを評価する．体験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．させたい．生涯学習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．観点からも，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．り流行に左右されない曲を体験させたい．流行に左右されない曲を体験させたい．に評価する．左右されない曲を体験させたい．されない曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くを評価する．体験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．させたい．

【C3】基本的な楽譜の見方，書き方を知る．な楽譜を書くのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．見方，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．書くき方を評価する．知る．る．

【C3】リズム，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．メロディーを理解しながら歌う．を評価する．理解しながら歌う．しながら歌う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．．

【C3】諸外国の曲を歌うことによってその国の音楽，言語に触れる．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くを評価する．歌う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．こと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．よってそのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．国の曲を歌うことによってその国の音楽，言語に触れる．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．音を評価する．楽，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．語に触れる．に評価する．触れる．れる．

【C3】カノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くを評価する．通して楽典を理解し，確認する．して楽典を理解し，確認する．を評価する．理解しながら歌う．し，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．確さを評価する．認と，正しく楽譜を書くする．

成績は，試験は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又は，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．試験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．50%　レポーを理解しながら歌う．ト30%　小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト20%　と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くして評価する．する．歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト50%  カノンの作品の採点時に評価する．30%  授業中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．実施する小テする小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テ
スト演習20%　このテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．三つの項目の合計をつのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．項目の合計をのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．合計をを評価する．100点満点で評価する．し，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．60点以上を合格とする．を評価する．合格とする．と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くする．

ON!1（音を評価する．楽のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．友社）を身近に感じ，生涯学習につなげる
プリンの作品の採点時に評価する．ト

履修上のの評価方法と基準
注意事項

半期のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．授業のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．間にに評価する．1回の歌唱のテストを行う．実技，演習が中心の教科なので出席，授業態度も重要視する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テストを評価する．行に左右されない曲を体験させたい．う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．．実技，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．演習が中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く心の教科なので出席，授業態度も重要視する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．教科なのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．で出席，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．授業態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く度シラバスも重要視する．する．
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授業の計画（芸術）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 説明，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する． 授業を評価する．進めるための説明 翼をください・校歌の譜読み，歌詞唱．めるためのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．説明 翼をください・校歌の譜読み，歌詞唱．を評価する．く楽譜を書ください・校歌のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．譜を書く読み，歌詞唱．み，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．歌詞唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．．

2 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．楽典を理解し，確認する． 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 少年時に評価する．代，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．楽典を理解し，確認する．（音を評価する．符・休符・記譜を書く）を身近に感じ，生涯学習につなげるそのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．他の曲のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く

3 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．楽典を理解し，確認する．

4 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．楽典を理解し，確認する．

5 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く そのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．他の曲のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く（カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．為の説明，演習）のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．説明，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．演習）を身近に感じ，生涯学習につなげる

6 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 花は咲く カノン（演習と個人指導）は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又は咲く カノン（演習と個人指導）く楽譜を書く カノンの作品の採点時に評価する．（演習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く個人指導）を身近に感じ，生涯学習につなげる

7 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する． カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く カノンの作品の採点時に評価する．（演習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く個人指導）を身近に感じ，生涯学習につなげる，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．アニーを理解しながら歌う．・ローを理解しながら歌う．リーを理解しながら歌う．（合唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．）を身近に感じ，生涯学習につなげる

8 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する． カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く カノンの作品の採点時に評価する．（演習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く個人指導）を身近に感じ，生涯学習につなげる，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．そのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．他の曲のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く（合唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．）を身近に感じ，生涯学習につなげる

9 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する． カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く  カノンの作品の採点時に評価する．（演習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く個人指導）を身近に感じ，生涯学習につなげる

10 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く ，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く（演習と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く個人指導）を身近に感じ，生涯学習につなげる

11 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．提出

12 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト

13 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．に評価する．関する小テストする小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト

14 歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する． カノンの作品の採点時に評価する．作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く 既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く

15 音を評価する．楽観賞 音を評価する．楽観賞（パッヘルベルのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．そのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．他の曲バロック音楽の鑑賞と解説）音を評価する．楽のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．鑑賞と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く解しながら歌う．説）を身近に感じ，生涯学習につなげる

16

17
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く Caro mio ben譜を書く読み，歌詞唱．み，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カンの作品の採点時に評価する．トリーを理解しながら歌う．ローを理解しながら歌う．ド，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．さな空，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．楽典を理解し，確認する．（音を評価する．階・和音を評価する．）を身近に感じ，生涯学習につなげる

既習曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く Caro mio ben歌詞唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．（イタリア語に触れる．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．説明）を身近に感じ，生涯学習につなげる楽典を理解し，確認する．（音を評価する．程）を身近に感じ，生涯学習につなげる

Caro mio ben歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト（個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はテスト・他の曲のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くは個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はカノンの作品の採点時に評価する．を評価する．提出，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テストのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．準備)

Caro mio ben歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト（個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はテスト・他の曲のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くは個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又はカ小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テストのテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．準備）を身近に感じ，生涯学習につなげる．テスト終了後，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．必要のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．ある者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．再試験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．．

備など）
考

中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書く間に試験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．およびカノンの作品の採点時に評価する．定期試験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．は個人別テスト，その時の個人指導によって，変声直後又は実施する小テしない．
歌唱のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．カノンの作品の採点時に評価する．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．提出，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．授業中の者を出来るだけ良い状態へと導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くに評価する．実施する小テする小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．テストを評価する．以て試験させたい．生涯学習と言う観点からも，できる限り流行に左右されない曲を体験させたい．のテスト，小テスト演習及びカノンの作品の採点時に評価する．代わり流行に左右されない曲を体験させたい．と導きたい．カノン作曲によって既習した理論の確認と，正しく楽譜を書くする．

E -74



科　目

担当教員 林田 定男 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．知識や理解度を，定期試験で評価する．や理解度を，定期試験で評価する．理解度を，定期試験で評価する．を，定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

2 日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．や理解度を，定期試験で評価する．日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．知識や理解度を，定期試験で評価する．や理解度を，定期試験で評価する．理解度を，定期試験で評価する．を，定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

3 日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．知識や理解度を，定期試験で評価する．や理解度を，定期試験で評価する．理解度を，定期試験で評価する．を，定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜プリント教材を配付するプリント教材を配付する教材を配付するを配付するする

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を，定期試験で評価する．シラバス

日本言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．論 (Japanese Language and Culture)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．は，定期試験で評価する．思想・感情を伝達する手段である．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうを伝達する手段である．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうする手段である．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうで評価する．ある．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうまたは音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうを媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうとして，定期試験で評価する．それは成立する．音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．はその通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．場限りでふつうりで評価する．ふつう
消滅するが，文字言語は長く保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変するが，定期試験で評価する．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．は長く保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変く保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変で評価する．，定期試験で評価する．言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変するもの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．で評価する．もある，定期試験で評価する．この通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．的変
遷は，語彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこは，定期試験で評価する．語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこが最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこも激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこしく保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変，定期試験で評価する．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつうが最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこも緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこで評価する．ある．また，定期試験で評価する．この通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．変遷は，語彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこに対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこして従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を保持しようとする価値意識が働くこしようとする価する．値意識や理解度を，定期試験で評価する．が働くこく保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変こ
ともある．本講義で評価する．は，定期試験で評価する．多種多様な文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学な文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう言語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学げ，定期試験で評価する．日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学する．そして，定期試験で評価する．そこにあらわれる文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．，定期試験で評価する．思想を学
ぶ．

【C3】日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．について理解し，定期試験で評価する．適切に説明できる．に説明できる．で評価する．きる．

【C3】日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．に関連する文化について理解し，適切に説明できる．する文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．について理解し，定期試験で評価する．適切に説明できる．に説明できる．で評価する．きる．

【D2】日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．について理解し，定期試験で評価する．適切に説明できる．に説明できる．で評価する．きる．

成績は，試験は，定期試験で評価する．試験で評価する．80%　レポート教材を配付する20%　として評価する．する．到達する手段である．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう目標1～3についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．試験で評価する．80%，定期試験で評価する．到達する手段である．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう目標1～3に関するレポート教材を配付する
20%として評価する．，定期試験で評価する．100点満点で評価する．60点以上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とする．な文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学お，定期試験で評価する．再試験で評価する．を実施する場合は，する場合は，定期試験で評価する．70点以上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学で評価する．合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とし，定期試験で評価する．定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．
点数をを60点とする．

亀井孝ほか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）ほか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）編『日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』（平凡社ライブラリー）ライブラリー）
山口明できる．穂ほか『日本語の歴史』（東京大学出版会）ほか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）『日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』（東京大学出版会）
沖森卓也『日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．全史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』（ちく保存される．一方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変ま新書）
今野真二『日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．考古学』（岩波新書）
山口仲美『日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』（岩波新書）

第1，定期試験で評価する．2，定期試験で評価する．3年「国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（日本言語文化論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．と文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を学ぶにあたって

2 奈良時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．

3 奈良時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．『萬葉集』についての理解を深める．』についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．理解を深める．める．

4 言霊信仰 古代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．文献にみられる「言霊信仰」を取り上げ，現代の文化との関係を考える．にみられる「言霊信仰」を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学げ，定期試験で評価する．現代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．との通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．関係を考える．を考える．

5 平安時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．

6 平安時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．『古今和歌集』についての理解を深める．』についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．理解を深める．める．

7 日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．文字または音声を媒介として，それは成立する．音声言語はその場限りでふつう ひらがな文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学，定期試験で評価する．カタカナの歴史を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を学ぶ．

8 古代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．「神戸」 古代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．和歌において「神戸」がどの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．ように詠まれているかを知り，現代とのつながりを考える．まれているか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）を知り，定期試験で評価する．現代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．との通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．つな文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学がりを考える．

9

10

11 注釈書の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．世界 『伊勢物語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．愚見抄』『古今集』についての理解を深める．遠鏡』な文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学どを通じ，定期試験で評価する．注釈という世界に触れる．れる．

12 江戸時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．

13

14 近代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．・現代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する． 近現代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．に行われたの国語改革（改良）を学ぶ．われたの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．改革（改良）を学ぶ．

15 これか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）らの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．と文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する． これか編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）らの通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．日本語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．，定期試験で評価する．そして日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．あり方で，言語は時間の推移とともに変容するものでもある，この言語の歴史的変について考える．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験で評価する．を実施する場合は，する．

15回の講義内容についての概説や履修上の注意事項を確認する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．講義内容するものでもある，この言語の歴史的変についての通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．概説や理解度を，定期試験で評価する．履修上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．注意事項を確認する．を確認する．する．

上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．I

上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．II/『萬葉集』についての理解を深める．』を読むむ

中古の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．I

中古の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．II/『古今和歌集』についての理解を深める．』を読むむ

中世の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．I 鎌倉/南北朝/室町時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．

中世の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．II/『平家物語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』を読むむ 鎌倉/南北朝/室町時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．『平家物語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』か編『日本語の歴史』（平凡社ライブラリー）ら「神戸」の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．歴史や日本文化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．を学ぶ．

近世の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．I

近世の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．II/パロディ文学文学
江戸時代の国語の特徴（文法・語彙・音韻・表記）を学ぶ．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．国語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．特徴について理解し，適切に説明できる．（文法・語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．彙が最も激しく，文字が最も緩慢である．また，この変遷に対して従来の言語を保持しようとする価値意識が働くこ・音韻・表記）を学ぶ．『伊勢物語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』と『仁勢物語の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．』との通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．比較などを通じ，パロディの面白さを考な文字言語を取り上げ，日本語の歴史を俯瞰する．そして，そこにあらわれる文化，思想を学どを通じ，定期試験で評価する．パロディ文学の通時的変化についての知識や理解度を，定期試験で評価する．面白さを考さを考
える．

備など）
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト こちらでプリントなどを用意します．プリントなどを用意します．などを用意します．用意します．します．

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

哲学A (Philosophy A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

私たちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この日常でプリントなどを用意します．無意します．識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このれたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このじたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このや常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この常識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この中には，大きな哲学的問いが含まれています．このに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このは，大きな哲学的問いが含まれています．この大きな哲学的問いが含まれています．このきな哲学的問いが含まれています．このいが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この含まれています．このまれています．この中には，大きな哲学的問いが含まれています．この
授業でプリントなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この有名な哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれな哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ方法でプリントなどを用意します．考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ問いが含まれています．このいと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ〉の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．概観し，哲学において「なぜそれし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このおいて「なぜそれ
が日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この問いが含まれています．この題となるのか？」「どうしてそういう考え方をするのか？」などの思考パターンを学んでいきます．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれなる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」「どうしてそういう考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ方を用意します．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれパターンを用意します．学んでプリントなどを用意します．いきます．

【C3】日常に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いが含まれています．このいを用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたでプリントなどを用意します．見つけ出し，哲学的に考えるたつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この出し，哲学的に考えるたし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学的に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このた
めの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このモデルを獲得すること．を用意します．獲得すること．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ．

日常に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いが含まれています．このいを用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたでプリントなどを用意します．見つけ出し，哲学的に考えるたつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この出し，哲学的に考えるたし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学的に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このための中には，大きな哲学的問いが含まれています．このモデ
ルを獲得すること．を用意します．獲得すること．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このでプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか，大きな哲学的問いが含まれています．この小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ定期試験で評価する．でプリントなどを用意します．評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

【D2】哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ法や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この概念についての理解を深め，自分の考に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考を用意します．深め，自分の考め，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ
え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この明確に表現できるようになること．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ．

哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ法や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この概念についての理解を深め，自分の考に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考を用意します．深め，自分の考め，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この明
確に表現できるようになること．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか，大きな哲学的問いが含まれています．この小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ定期試験で評価する．でプリントなどを用意します．評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

成績は，試験は，大きな哲学的問いが含まれています．この試験で評価する．80%　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．20%　と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれして評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．100点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ満点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれでプリントなどを用意します．60点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ以上を合格とする．小テストは，授業で登場する，を用意します．合格とする．小テストは，授業で登場する，と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この授業でプリントなどを用意します．登場する，する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この
哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この基本的概念についての理解を深め，自分の考を用意します．正しく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結しく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結理解を深め，自分の考している法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このために受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．その中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このもと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この試験で評価する．でプリントなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたなり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この結
びつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

貫成人『哲学マップ』ちくま新書，ちく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結ま新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2004年
熊野純彦『西洋哲学史　古代から中世へ』岩波新書，から中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，へ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2006年
熊野純彦『西洋哲学史　近代から中世へ』岩波新書，から現できるようになること．代から中世へ』岩波新書，へ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2006年
畠山 創『大きな哲学的問いが含まれています．この論争! 哲学バトなどを用意します．ルを獲得すること．』ちくま新書， KADOKAWA，大きな哲学的問いが含まれています．この2016年
その中には，大きな哲学的問いが含まれています．この他，大きな哲学的問いが含まれています．この授業でプリントなどを用意します．紹介します．します．

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントなどを用意します．ロダクション　哲学を用意します．学ぶと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれはどういうこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれか？

2 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までソクラテス登場する，までプリントなどを用意します． 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場までの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この「万物の根源」などを問う，独特な世界観を理解できるようにする．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この根源」などを問う，独特な世界観を理解できるようにする．」などを用意します．問いが含まれています．このう，大きな哲学的問いが含まれています．この独特な世界観を理解できるようにする．な世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

3 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までソクラテス，大きな哲学的問いが含まれています．このプラトなどを用意します．ン

4 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までア哲学：ソクラテス登場までリストなどを用意します．テレス　　　　　 「目的因」などが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この登場する，する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理論哲学から，大きな哲学的問いが含まれています．この「美徳」を追い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．」を用意します．追い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．める法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この実践哲学までプリントなどを用意します．，大きな哲学的問いが含まれています．この幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．いア哲学：ソクラテス登場までリストなどを用意します．テレスの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このエッセンスを用意します．学ぶ．

5 中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までトなどを用意します．マス・ア哲学：ソクラテス登場までクィナスなど 「神学と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ哲学」の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この関係をテーマに活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．を用意します．テーマに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．した中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この後世へ』岩波新書，に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この与えた影響力などを理解できるようにする．え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれた影響力などを理解できるようにする．などを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

6 ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このまと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれめ　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します． ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学概念についての理解を深め，自分の考などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考度シラバスを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結し，大きな哲学的問いが含まれています．この復習する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

7 「我　思うゆえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この　我あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この」でプリントなどを用意します．有名な哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれな「方法的懐疑」について，理解できるようにする．」に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

8 「主観し，哲学において「なぜそれ／客観し，哲学において「なぜそれ」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう二項対立の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれや常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この「心身問いが含まれています．この題となるのか？」「どうしてそういう考え方をするのか？」などの思考パターンを学んでいきます．」など，大きな哲学的問いが含まれています．このデカルを獲得すること．トなどを用意します．哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このエッセンスを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

9 大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論：ソクラテス登場までライプニッツ

10 大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論：ソクラテス登場までスピノザ

11 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までロック

12 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までバークリー すべての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この存在は，経験的な知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．は，大きな哲学的問いが含まれています．この経験で評価する．的な知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよって説明されなけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このればならないと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．このバークリーの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

13 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までヒューム 人間とは「知覚の束」であるとして，因果関係や「自我」についても否定した，ヒュームの哲学の要点を理解できるようにする．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれは「知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この束」であるとして，因果関係や「自我」についても否定した，ヒュームの哲学の要点を理解できるようにする．」でプリントなどを用意します．ある法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれして，大きな哲学的問いが含まれています．この因果関係をテーマに活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ我」に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついても否定した，大きな哲学的問いが含まれています．このヒュームの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

14 ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このまと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれめ　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します． ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学概念についての理解を深め，自分の考などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考度シラバスを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結し，大きな哲学的問いが含まれています．この復習する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

15 ディスカッション 学んだ内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．を用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．でプリントなどを用意します．どの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．し，大きな哲学的問いが含まれています．この思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このかを用意します．試すディスカッションを用意します．ディベートなどを用意します．形式で行う．でプリントなどを用意します．行う．う．
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授業の計画（哲学A）

生活でプリントなどを用意します．「当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この前」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれされる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このしなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら，大きな哲学的問いが含まれています．この「哲学」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう学問いが含まれています．このが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このどの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この問いが含まれています．このい，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このかに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて，大きな哲学的問いが含まれています．このおおまかなイメー
ジが得られるようする．が日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この得すること．られる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このようする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

「無知の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この知」や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「対話」を通じて，「〜とはなにか？」という本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟」を用意します．通じて，「〜とはなにか？」という本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟じて，大きな哲学的問いが含まれています．この「〜と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれはなに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟ろうと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このソクラテスの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．また，大きな哲学的問いが含まれています．このその中には，大きな哲学的問いが含まれています．この弟
子であるプラトンが提唱した「イデア」という概念を学ぶ．でプリントなどを用意します．ある法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このプラトなどを用意します．ンが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この提唱した「イデア」という概念を学ぶ．した「イデア哲学：ソクラテス登場まで」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう概念についての理解を深め，自分の考を用意します．学ぶ．

近世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までデカルを獲得すること．トなどを用意します．（1）

近世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までデカルを獲得すること．トなどを用意します．（2）

数学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この外交官など多彩に活躍しながら，哲学者としては「経験より知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論など多彩に活躍しながら，哲学者としては「経験より知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．しなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれしては「経験で評価する．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論を用意します．重視する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この」大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論でプリントなどを用意します．あったライプニッツ．「モナド論論
」などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論でプリントなどを用意します．あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このらも，大きな哲学的問いが含まれています．このこれまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このキリストなどを用意します．教的世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このはと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれどまらない，大きな哲学的問いが含まれています．このスピノザの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「神＝自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ然＝世へ』岩波新書，界」（汎神論）と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう哲学
の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

医者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれでプリントなどを用意します．あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら市民社会について考え，「知性は経験によって成り立つ」というイギリス経験論の哲学の立場をつくった，ロックに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この「知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論は経験で評価する．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよって成り信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この立つ」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいうイギリス経験で評価する．論の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この立場する，を用意します．つく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結った，大きな哲学的問いが含まれています．このロック
哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．学ぶ．

備など）
考

前期定期試験で評価する．を用意します．実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．
小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．を用意します．2回実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．
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科　目

担当教員 深見 貴成 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．について，期末レポート・授業内課題によって評価する．期末レポート・授業内課題によって評価する．レポート・授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．によって評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリントを配布する配布するする

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．史学A (Japanese History A)

全学科・授業内課題によって評価する．5年・授業内課題によって評価する．前期・授業内課題によって評価する．選択・授業内課題によって評価する．1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．授業では，期末レポート・授業内課題によって評価する．20世紀前半の日本の政治・社会・文化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．政治・授業内課題によって評価する．社会・授業内課題によって評価する．文化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーについて取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーう．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．は，期末レポート・授業内課題によって評価する．いわゆるデモクラシー
が進展した時代であったが，進展した時代であったが，した時代であったが，時代であったが，であった時代であったが，が進展した時代であったが，，期末レポート・授業内課題によって評価する．1930年代であったが，に入ると急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にると他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にに戦争の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．時代であったが，へと他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にわる．それはなぜなの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．か．明治以降の日本は，いわゆるデモクラシー，期末レポート・授業内課題によって評価する．急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にに
大都市と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．なった時代であったが，神戸の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．状況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．を配布する取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．げなが進展した時代であったが，ら，期末レポート・授業内課題によって評価する．この関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．時期の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．について理解を深めたい．を配布する深めた時代であったが，い．

【C3】歴史の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．流れについて理解を深めることができる．れについて理解を深めたい．を配布する深めること他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．が進展した時代であったが，できる．
歴史の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．流れについて理解を深めることができる．れについて理解を深めたい．を配布する深めること他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．が進展した時代であったが，できるか，期末レポート・授業内課題によって評価する．期末レポート・授業内課題によって評価する．レポート・授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．
によって評価する．する．

【C3】歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．を配布する通じて歴史学のあり方を学ぶ．じて歴史学の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．あり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー方を学ぶ．を配布する学ぶ．
歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．を配布する通じて歴史学のあり方を学ぶ．じて歴史学の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．あり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー方を学ぶ．について，期末レポート・授業内課題によって評価する．期末レポート・授業内課題によって評価する．レポート・授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．によっ
て評価する．する．

【D2】日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．について理解を深めたい．を配布する深める

成績は，期末レポートは，期末レポート・授業内課題によって評価する．期末レポート・授業内課題によって評価する．レポート85%　授業内課題によって評価する．15%　と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．して評価する．する．オリジナルな思考を資料（史料）にもとづいて記述するこな思考を資料（史料）にもとづいて記述するこを配布する資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．（史料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．）にもとづいて記述するこにもと他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．づいて記述するこするこ
と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．は，期末レポート・授業内課題によって評価する．どの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．世界で活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポで活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポするた時代であったが，めにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポである．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．た時代であったが，め試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポは行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポわず，期末レポート・授業内課題によって評価する．レポートを配布する重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポする．なお，期末レポート・授業内課題によって評価する．いわゆる「コピペ」がレポコピペ」がレポ」が進展した時代であったが，レポ
ート内にあると他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．判断される場合は，総合成績をされる場合は，総合成績をは，期末レポート・授業内課題によって評価する．総合は，総合成績を成績は，期末レポートを配布する59点以下とする．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．する．

原田敬一『日清・授業内課題によって評価する．日露戦争』（岩波書店，期末レポート・授業内課題によって評価する．2007年）にもとづいて記述するこ
成田龍一『大正デモクラシー』（岩波書店，デモクラシー』（岩波書店，期末レポート・授業内課題によって評価する．2007年）にもとづいて記述するこ

1年「コピペ」がレポ歴史」，期末レポート・授業内課題によって評価する．2年「コピペ」がレポ歴史」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入ると急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に――日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．歴史を配布する学ぶ意義 日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．史を配布する学ぶにあた時代であったが，って，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そしてその大切さについて考える．を配布するこれまでの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．研究史から考を資料（史料）にもとづいて記述するこえる．また時代であったが，歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．は何か，そしてその大切さについて考える．か，期末レポート・授業内課題によって評価する．そしてその関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．大切さについて考える．さについて考を資料（史料）にもとづいて記述するこえる．

2 日露戦後の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー 明治維新後の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．歩みの概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．みの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．を配布する確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．し，期末レポート・授業内課題によって評価する．日露戦争後の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会が進展した時代であったが，再編成されていく状況を学ぶ．状況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．を配布する学ぶ．

3

4 前週に同じ．に同じ．じ．

5 大戦景気とその後の不況が日本社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．後の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．不況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．が進展した時代であったが，日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．えた時代であったが，影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．で，期末レポート・授業内課題によって評価する．特に社会問題の発生とその対応を知る．に社会問題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．対応を知る．を配布する知る．る．

6 前週に同じ．に同じ．じ．

7 前々週に同じ．，期末レポート・授業内課題によって評価する．前週に同じ．に同じ．じ．

8 憲政の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．常道

9 昭和恐慌が日本社会に与えた影響について，地域社会の状況，国家の政策などからその特徴と意味を知る．が進展した時代であったが，日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．えた時代であったが，影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．について，期末レポート・授業内課題によって評価する．地域社会の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．状況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．，期末レポート・授業内課題によって評価する．国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．家の政策などからその特徴と意味を知る．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．政策などからその特徴と意味を知る．などからその関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．特に社会問題の発生とその対応を知る．徴と意味を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そしてその大切さについて考える．を配布する知る．る．

10 前週に同じ．に同じ．じ．

11 民衆は満州事変以降の戦争についてどのような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．は満州事変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に以降の日本は，いわゆるデモクラシーの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．戦争についてどの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．ような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．であった時代であったが，かを配布する学ぶ．また時代であったが，，期末レポート・授業内課題によって評価する．民衆は満州事変以降の戦争についてどのような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．植民地と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．についても理解を深めたい．する．

12 前週に同じ．に同じ．じ．

13 前々週に同じ．，期末レポート・授業内課題によって評価する．前週に同じ．に同じ．じ．

14 歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．保存 歴史学に不可欠である歴史資料とその保存の重要性について学ぶ．である歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．保存の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．重要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポ性について学ぶ．について学ぶ．

15 本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．授業の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．まと他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．め
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27

28

29

30

中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．間試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポおよび定期試験は実施しない．定期試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポは実施しない．しない．

授業の計画（日本史学A）

第一次世界で活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポ大戦と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会（1）にもとづいて記述するこ
第一次世界で活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポ大戦が進展した時代であったが，日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．えた時代であったが，影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．帝国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．主義の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．時代であったが，における日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．位置を知る．またアジア諸国と日本の関係について確を配布する知る．る．また時代であったが，アジア諸国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．について確
認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．する．

第一次世界で活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポ大戦と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．社会（2）にもとづいて記述するこ

社会問題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．デモクラシー（1）にもとづいて記述するこ

社会問題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．デモクラシー（2）にもとづいて記述するこ

社会問題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．発生とその対応を知る．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．デモクラシー（3）にもとづいて記述するこ

1920年代であったが，から30年代であったが，初頭の政党政治のあり方とその問題点について学ぶ．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．政党政治の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．あり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー方を学ぶ．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．その関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．問題によって評価する．点について学ぶ．

昭和恐慌が日本社会に与えた影響について，地域社会の状況，国家の政策などからその特徴と意味を知る．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．衝撃（1）にもとづいて記述するこ

昭和恐慌が日本社会に与えた影響について，地域社会の状況，国家の政策などからその特徴と意味を知る．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．衝撃（2）にもとづいて記述するこ

国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．民・授業内課題によって評価する．民衆は満州事変以降の戦争についてどのような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．戦争（1）にもとづいて記述するこ

国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．民・授業内課題によって評価する．民衆は満州事変以降の戦争についてどのような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．戦争（2）にもとづいて記述するこ

国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．民・授業内課題によって評価する．民衆は満州事変以降の戦争についてどのような姿勢であったかを学ぶ．また，民衆と植民地との関係についても理解する．と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．戦争（3）にもとづいて記述するこ

20世紀初頭の政党政治のあり方とその問題点について学ぶ．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．の関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．動向についてまとめ，世界の中での日本について考える．についてまと他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．め，期末レポート・授業内課題によって評価する．世界で活躍するためにも必要である．そのため試験は行わず，レポートを重視する．なお，いわゆる「コピペ」がレポの関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．での関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．日本と他国との関係について，期末レポート・授業内課題によって評価する．について考を資料（史料）にもとづいて記述するこえる．
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノートおよびプリント講義およびプリント講義プリントおよびプリント講義講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資料については授業中に紹介する．については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に紹介する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

環境と人類の歴史 と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史 (Environment and Human History))

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

人類の歴史 は授業中に紹介する．「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと環境と人類の歴史 」への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとと人類の歴史 依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとり返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとし，さらにそれを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとしてきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとと人類の歴史 する地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとも時代も多岐にわたるが，テーマごと時代も多岐にわたるが，テーマごとも時代も多岐にわたるが，テーマごと多岐にわたるが，テーマごとにわたるが，テーマごとごと人類の歴史 
に通時的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科う．したがって通史では授業中に紹介する．ない．文化人類の歴史 学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 成果および遺伝学や自然科およびプリント講義遺伝学や自然科自然科
学史なと人類の歴史 の歴史 知見を援用する．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと援用する．する．

【C3】人類の歴史 が直面した諸課題，気候変動や感染症などによる歴史的環境した諸課題，気候変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと動や感染症などによる歴史的環境や自然科感染症などによる歴史的環境など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科による歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 
の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと化を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．すること人類の歴史 ができる．

人類の歴史 が直面した諸課題，気候変動や感染症などによる歴史的環境した諸課題，気候変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと動や感染症などによる歴史的環境や自然科感染症などによる歴史的環境など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科による歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと化に
ついて理解することができる．できているかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，プリントおよびプリント講義と人類の歴史 定期試験で評価する．で評価する．する．

【C3】栽培植物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 遊牧など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科事件・事象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとの歴史 
関連性について理解できる．について理解することができる．できる．

栽培植物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 遊牧など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科事件・事象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとの歴史 関連性について理解できる．に
ついてについて理解することができる．できているかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，プリントおよびプリント講義と人類の歴史 定期試験で評価する．で評価する．する．

【D2】日本以外の世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 他地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとについて，その歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．した上
で，当該地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとにおける社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化について具体的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科なテーマごとについて説明
すること人類の歴史 ができる．

受講者が選んだ世界の特定地域について，歴史的環境を理解した上で，当該が選んだ世界の特定地域について，歴史的環境を理解した上で，当該世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 特定地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとについて，歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．した上で，当該
地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとにおける社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，正確にかつわかりやすく説明できるかどうかを，レにかつわかり返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとや自然科すく説明できるかどうかを，レ説明できるかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，レ
ポートおよびプリント講義で評価する．する．

成績は，試験は授業中に紹介する．，試験で評価する．80%　レポートおよびプリント講義10%　プリントおよびプリント講義10%　と人類の歴史 して評価する．する．到達目標1，2については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に作業するプリントおよびプリント講義お
よびプリント講義定期試験で評価する．の歴史 平均点で評価する．到達目標で評価する．する．到達目標3については授業中に紹介する．レポートおよびプリント講義（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを具体的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科な作成手順は指示する）で評価する．これらをは授業中に紹介する．指示する）で評価する．これらをする）で評価する．する．これらを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと
総合してして100点で評価する．到達目標満点で評価する．到達目標で60点で評価する．到達目標以上を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと合して格とする．と人類の歴史 する．

中に紹介する．尾佐助『栽培食物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 起源』（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを岩波新書）
山本太郎『感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 文明―共生への歴史 道』（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを岩波新書）
中に紹介する．川毅『人類の歴史 と人類の歴史 気候の歴史 10万年史』（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを講談社ブルーバックス）
川北稔『砂糖の世界史』（岩波ジュニア新書）の歴史 世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上史』（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを岩波ジュニア新書）新書）
山本紀夫『トおよびプリント講義ウガラシの歴史 世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上史』（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを中に紹介する．公新書）

歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを1年生），歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを2年生），日本史学A（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを5年生），日本史学B（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを5年生），社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化の歴史 歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価する．これらを5年生）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（環境と人類の歴史）と基準人類の歴史）の評価方法と基準歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入

2 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

3 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

4 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

5 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

6 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

7 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

8 演習 今までの講義内容をプリントや動画を用いて整理し，その内容を理解する．までの歴史 講義内容について理解し，人類と環境との関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとプリントおよびプリント講義や自然科動や感染症などによる歴史的環境画を用いて整理し，その内容を理解する．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと用する．いて整理し，その歴史 内容について理解し，人類と環境との関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．する．

9 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

10 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

11 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

12 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

13 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

14 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

15 まと人類の歴史 め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験で評価する．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと実施する．する．

講義の歴史 概要を説明し，異なる学問分野を関連させて学ぶことの意義を考える．思考を言語で表現する方法，推論と仮説を立てるを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと説明し，異なる学問分野を関連させて学ぶことの意義を考える．思考を言語で表現する方法，推論と仮説を立てるなる学問分野の成果および遺伝学や自然科を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと関連させて学ぶこと人類の歴史 の歴史 意義を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと考える．思考を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと言語で表現する方法，推論と仮説を立てるで表現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．する方法，推論と仮説を立てると人類の歴史 仮説を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと立てる
手法を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと紹介する．し，今までの講義内容をプリントや動画を用いて整理し，その内容を理解する．後の授業の中で理解を深める手段とする．の歴史 授業の歴史 中に紹介する．で理解することができる．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと深める手段とする．める手段とする．と人類の歴史 する．

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(1)

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(2)

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(3)

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(4)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(1)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(2)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(3)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(4)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(1)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(2)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(3)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(4)

人類の歴史 と人類の歴史 自然環境と人類の歴史 の歴史 関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科に把握することの意義と，すること人類の歴史 の歴史 意義と人類の歴史 ，21世紀の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 課題について考える．

備など）
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するや行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する理解できるか定期試験・演習で評価するできるか定期試験・演習で評価する定期試験・演習で評価するで評価するする

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義講義

参考書 授業時に提示に提示提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

地理学A (Geography A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

交通現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散・伝播について数値化・図式化して分析に提示ついて数値化・図式化して分析数値化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・図式化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するして数値化・図式化して分析分析
する方法を学習するを学習する学習で評価するする

【C3】交通，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地パターン，拡散現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する数値的にに提示
分析すること文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価するできる

交通，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地パターン，拡散現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する数値的にに提示分析するこ
と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価するできるか定期試験・演習で評価する定期試験・演習で評価するで評価するする

【D2】人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するや行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する理解できるか定期試験・演習で評価するできる

成績は，試験は，試験80%　演習で評価する20%　と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するして数値化・図式化して分析評価するする．100点満点で評価するし60点以上を合格とする．期末に再試験を行うことがを学習する合格とする．期末に再試験を行うことがと文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するする．期末に再試験を行うことがに提示再試験を学習する行うこと文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する
ある

1年「地理」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

E -83



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する相互関係が理解できるか定期試験・演習で評価する

2 交通路の計量的分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する計量的に分析

3 交通現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する指標とした地域分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するした地域分析地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析分析

4 知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する成り立ち立ち

5 空間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する認識と図式化と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する図式化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する

6 人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する成り立ち立ち

7 個人行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析分析への知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する応用

8 演習で評価する 交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する範囲における演習に提示おける演習で評価する

9 都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する商圏分布

10 都市システムと中心地論と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する中心地論

11 工業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

12 工業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

13 公共施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

14 情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するパターン

15 情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するパターン

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験を学習する実施する．

授業の計画（地理学A）

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析1

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析2

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析3

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する1

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する2

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する3

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する4

都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する都市システムと中心地論1

都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する都市システムと中心地論2

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地1

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地2

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地3

拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析1

拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析2

備など）
考
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科　目

担当教員 鯉江 秀行 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

2 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

3 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

4 レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数学特講A (Mathematics A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

大学数学を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養講義する．さらに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養より，レポート，発表で評価する．内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定着と応用力の養と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養養
成をはかる．を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養はかる．

【C3】大学数学を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解するために必要な基本的な記号を理解できるするために講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養必要な基本的な記号を理解できるな基本的な記号を理解できるな記号を理解できるを学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解するために必要な基本的な記号を理解できるで評価する．きる.

【C3】証明の基本的な構成を理解し，自身で書くことができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本的な記号を理解できるな構成をはかる．を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解するために必要な基本的な記号を理解できるし，レポート，発表で評価する．自身で書くことができるで評価する．書くことができるくことがで評価する．きる.

【C3】数学を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養主体的な記号を理解できるに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養学び進めるための，基本的な課題解決能力を得る進めるための，基本的な課題解決能力を得るめるための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養，レポート，発表で評価する．基本的な記号を理解できるな課題解するために必要な基本的な記号を理解できる決能力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養得るる.

【D2】他の学生と協力して演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養学生と協力して演習に挑み，課題解決することができると協力の養して演習に挑み，課題解決することができる演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養挑み，課題解決することができるみ，レポート，発表で評価する．課題解するために必要な基本的な記号を理解できる決することがで評価する．きる.

成をはかる．績は，試験は，レポート，発表で評価する．試験40%　レポート10%　発表で評価する．50%　として演習に挑み，課題解決することができる評価する．する．

「集合へのへの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養30講」：志賀浩二 著（朝倉書くことができる店）

「集合への・位相入門」：松坂和夫 著（岩波書くことができる店）
「例題で評価する．学ぶ集合へのと論理」：鈴木登志雄 著（森北出版）

1年の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは授業中に課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは授業中に課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃がある場合へのに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養は，レポート，発表で評価する．発展的な記号を理解できるな話題を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱うこともある．・レポートは授業中に課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃うこともある．・レポートは授業中に課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養課す．・参考書くことができるに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養挙げた書籍は全部揃げた書くことができる籍は全部揃は全部揃
える必要な基本的な記号を理解できるはない．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 集合へのとその数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは授業中に課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養演算 集合へのの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念と和集合，共通部分について解説し，演習を行う．と和集合への，レポート，発表で評価する．共通部分について解説し，演習を行う．に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

2 べき集合への，レポート，発表で評価する．直積集合への 冪集合へのと直積集合へのついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

3 写像の概念と像，逆像について解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念と和集合，共通部分について解説し，演習を行う．と像の概念と像，逆像について解説し，演習を行う．，レポート，発表で評価する．逆像の概念と像，逆像について解説し，演習を行う．に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

4 全射，レポート，発表で評価する．単射，レポート，発表で評価する．全単射に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

5 同値関係について解説し，演習を行う．に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

6 同値類，レポート，発表で評価する．商集合へのに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

7

8 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 これまで評価する．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合への的な記号を理解できるな演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

9

10 連続体仮説し，演習を行う． 連続体仮説し，演習を行う．に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

11 発表で評価する．準備

12

13

14

15 総合への演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実施する．する．

授業の計画（数学特講A）

写像の概念と像，逆像について解説し，演習を行う．(1)

写像の概念と像，逆像について解説し，演習を行う．(2)

同値関係について解説し，演習を行う．(1)

同値関係について解説し，演習を行う．(2)

濃度シラバス(1) 濃度シラバスの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念と和集合，共通部分について解説し，演習を行う．とBernsteinの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定理に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

濃度シラバス(2) 可算集集合への，レポート，発表で評価する．非加算集合へのに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養ついて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

発表で評価する．会へ向けての準備を行うへ向けての準備を行うけて演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養準備を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

発表で評価する．準備2 発表で評価する．会へ向けての準備を行うへ向けての準備を行うけて演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養準備，レポート，発表で評価する．発表で評価する．練習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

発表で評価する．会へ向けての準備を行う1 各グループによる成果発表を行うグループによる成果発表を行うに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養よる成をはかる．果発表で評価する．を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

発表で評価する．会へ向けての準備を行う2 各グループによる成果発表を行うグループによる成果発表を行うに講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養よる成をはかる．果発表で評価する．を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

これまで評価する．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養復習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と総合への的な記号を理解できるな演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を学ぶための数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う.

備など）
考
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科　目

担当教員 大多喜 重明 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業時に提示する．に提示する．提示する．する．

関連科目 物理，化学，生物，地学

時に提示する．間中は考えを出し易い環境づくりに留意する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．考えを出し易い環境づくりに留意する．えを出し易い環境づくりに留意する．出し易い環境づくりに留意する．し易い環境づくりに留意する．易い環境づくりに留意する．い環境づくりに留意する．環境づくりに留意する．づくりに提示する．留意する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

自然科学特講A (Natural Sciences A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

先人達が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学最先端の現代科学まで， 自然科学の現代科学まで， 自然科学現代科学まで， 自然科学4分野(物理， 化学， 生物， 地学)の現代科学まで， 自然科学発展的な講な講講
義や演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表な講どの現代科学まで， 自然科学座学， あるい環境づくりに留意する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．，自ら最先端の現代科学まで， 自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学調査した結果を発表し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学結果を発表を出し易い環境づくりに留意する．発表/要約するなどの機会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科するな講どの現代科学まで， 自然科学機会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．通して， 我々を取り巻く環境が自然科し易い環境づくりに留意する．て， 我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．取り巻く環境が自然科り巻く環境が自然科く環境づくりに留意する．が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学自然科
学の現代科学まで， 自然科学枠組で記述できることを学ぶで記述できることを学ぶできることを出し易い環境づくりに留意する．学ぶ. また基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学， 自然科学を出し易い環境づくりに留意する．さら最先端の現代科学まで， 自然科学に提示する．主体的な講に提示する．学び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基くた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めの現代科学まで， 自然科学， 感性， 知的な講好奇心を養い， 基を出し易い環境づくりに留意する．養い， 基い環境づくりに留意する．， 基
本的な講な講課題発見力， 問題解決力を出し易い環境づくりに留意する．培うことを目標とするうことを出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする.

【C3】我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．取り巻く環境が自然科り巻く環境が自然科く環境づくりに留意する．が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学自然科学(物理， 化学， 生物， 地学)の現代科学まで， 自然科学枠組で記述できることを学ぶで
記述できることを学ぶできることを出し易い環境づくりに留意する．理解する.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．広範な自然をな講自然を出し易い環境づくりに留意する．
対象としたとし易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学70の現代科学まで， 自然科学テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えてから最先端の現代科学まで， 自然科学課題を出し易い環境づくりに留意する．選び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基，その現代科学まで， 自然科学理由を自然科学の知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．自然科学の現代科学まで， 自然科学知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．交えてえて
説明できる．

【C3】自然科学の現代科学まで， 自然科学基盤となる知識を理解し， 様々な現象の説明にこれらのとな講る知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．理解し易い環境づくりに留意する．， 様々を取り巻く環境が自然科な講現象としたの現代科学まで， 自然科学説明に提示する．これら最先端の現代科学まで， 自然科学の現代科学まで， 自然科学
知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．用いることができるい環境づくりに留意する．ることが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学できる.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．課題に提示する．つい環境づくりに留意する．て
の現代科学まで， 自然科学情報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．集め，説明に活かせる．め，説明に提示する．活かせる．かせる．

【D2】自然科学を出し易い環境づくりに留意する．主体的な講に提示する．学び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基くた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めの現代科学まで， 自然科学， 基本的な講な講課題発見力， 
問題解決力を出し易い環境づくりに留意する．培うことを目標とするう.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．自然の現代科学まで， 自然科学な講かに提示する．
新たな不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学な講不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．を出し易い環境づくりに留意する．見出し易い環境づくりに留意する．すきっかけ得るか，他者に与える．得るか，他者に与える．るか，他者に与える．に提示する．与える．える．

成績は，試験は考えを出し易い環境づくりに留意する．，試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を70%　レポート10%　プレゼンテーション20%　とし易い環境づくりに留意する．て評価する．広範な自然をする．な講お，試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を成績は，試験は考えを出し易い環境づくりに留意する．中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をと定期試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をの現代科学まで， 自然科学
平均点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．とする．レポートに提示する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物を出し易い環境づくりに留意する．含む．む．100点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．満点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．で60点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．以上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学を出し易い環境づくりに留意する．合格とする．とする．

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」日本物理学会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科

履修上のの評価方法と基準
注意事項

E -87



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

3

4 協同研究者に与える．決めの現代科学まで， 自然科学発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 書画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．カメラや演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表プレゼンソフトな講どを出し易い環境づくりに留意する．使って，研究したいことを発表する．って，研究し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学い環境づくりに留意する．ことを出し易い環境づくりに留意する．発表する．

5 協同研究者に与える．決めの現代科学まで， 自然科学発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 書画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．カメラや演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表プレゼンソフトな講どを出し易い環境づくりに留意する．使って，研究したいことを発表する．って，研究し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学い環境づくりに留意する．ことを出し易い環境づくりに留意する．発表する．

6 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

7 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

8 中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を 習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表熟度シラバスを出し易い環境づくりに留意する．見るた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めに提示する．中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基う．

9 中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

10 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

11 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

12 発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

13 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学解決を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

14 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学解決を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

15 発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（自然科学特講A）

授業説明と「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科り
シラバス説明を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基う．自然科学の現代科学まで， 自然科学探求は考えを出し易い環境づくりに留意する．，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れで進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めら最先端の現代科学まで， 自然科学れるが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学．その現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学
発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．具体的な講に提示する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．，目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科り

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科りと研究テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えて決め
目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．A4用いることができる紙一枚程度シラバスに提示する．研究テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．まとめる．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．
れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

備など）
考

前期中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をおよび進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基前期定期試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．実施する．する．
新たな不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．型コロナウイルス感染症（コロナウイルス感染症（COVID‑19）の状況によっては，授業計画の見直しをすることがある．の現代科学まで， 自然科学状況によっては，授業計画の見直しをすることがある．に提示する．よっては考えを出し易い環境づくりに留意する．，授業計画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．の現代科学まで， 自然科学見直しをすることがある．し易い環境づくりに留意する．を出し易い環境づくりに留意する．することが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学ある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 英会話力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させることができたかどうかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．中間試験・演習で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．む）を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．準備すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

応用英語A (Applied English A)

PILEGGI MARK 准教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．向上させるため，中間試験・演習で評価する．様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．活用し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループがら，中間試験・演習で評価する．バラエティーに富む活動を行う．グループに富む活動を行う．グループ富む活動を行う．グループむ活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．行う．グループう．グルーに富む活動を行う．グループプ
ワーに富む活動を行う．グループクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．とプロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．でグローに富む活動を行う．グループバルな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．える力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．と英語のコミュニケーション能力を上達させる．コミュニケーに富む活動を行う．グループション能力を上達させる．能力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させる．

【D2】アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．諸相をよりよく理解し，新たな発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．よりよく理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ，中間試験・演習で評価する．新たな発想を表現できる．たな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．表現できる．できる．
アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．諸相をよりよく理解し，新たな発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．理解し，新たな発想を表現できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ新たな発想を表現できる．たな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．表現できる．できるかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．中間試験・演習で評価する．
で評価する．する．

【C3】グローに富む活動を行う．グループバルシン能力を上達させる．キン能力を上達させる．グを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．通してより深く理解できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてより深く理解できる．く理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．できる．
グローに富む活動を行う．グループバルシン能力を上達させる．キン能力を上達させる．グを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．通してより深く理解できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてより深く理解できる．く理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．できるかどうかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．
授業中のコミュニケーション能力を上達させる．質疑・応答で評価するで評価する．する.

【C3】テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って研究手段としての英語表現力を高める．とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてのコミュニケーション能力を上達させる．英語表現できる．力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．高める．
テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って研究手段としての英語表現力を高める．とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてのコミュニケーション能力を上達させる．英語表現できる．力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．高める事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ができたかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．グ
ルーに富む活動を行う．グループプ・プロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．で評価する．する.

【C3】英会話力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させる．

成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．績は，試験は，中間試験・演習で評価する．試験35%　演習で評価する．30%　プロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．35%　とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループて評価する．する．

プリン能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．
Google Classroom Documents，中間試験・演習で評価する． Slides & Spreadsheets

本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外の英語科が開講する全ての科目に関連するのコミュニケーション能力を上達させる．英語科が開講する全てのコミュニケーション能力を上達させる．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに富む活動を行う．グループ関連するする.

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

2 English Conversation and American Culture (1)

3 Technology and studying English (1) Introduction of technology useful when studying English as a second language

4 Global thinking and technology (1)

5 English Conversation and American Culture (2) Focus on conversation skill building and American culture. Introduce ESL Card games from previous classes.

6 Technology and studying English (2) Discuss using technology to develop self-study tools and discuss groups for the group projects.

7 Global thinking and technology (2) Discuss using technology and English to interact on a global scale. Social media and Online gaming.

8 中間試験 Midterm test and assessment

9 Return exams & Technology and studying English (3) Brainstorming on group project: new ESL self-study ideas and tools to make them. Discuss English databases.

10 Global thinking and technology (3) Use technology to find out how other countries' college students live and study.

11 English Conversation and American Culture (3)

12 Technology and studying English (4) Start to develop ESL original (analog/digital) language projects' prototypes in groups.

13 Global thinking and technology (4) Using technology to help in the development of study tools and continuation of group projects.

14 Check Group projects ESL language group projects presented to other groups for final feedback before final submission.

15 Celebrate the completed Group projects

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（応用英語A）

Self introductions，中間試験・演習で評価する． American greeting styles and language

Introduce global thinking，中間試験・演習で評価する． global topics，中間試験・演習で評価する． using technology.

Conversation skills for debate，中間試験・演習で評価する． opinions and refusals connecting to group projects.

The English Learning group projects should all be finished with final edits so they can be presented to the 
class.

備など）
考

前期中間試験を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．実施する．する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 石原 のり子 准教授のり子 准教授子 のり子 准教授准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), のり子 准教授D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜プリント教材を配付するプリント教材を配付する教材を配付するを配付する配付するする

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 のり子 准教授2022年度シラバスシラバス

日本の文学 の文学 のり子 准教授(Japanese のり子 准教授Literature)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 のり子 准教授( のり子 准教授学修単位I のり子 准教授)

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

文学作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれることを配付する通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでして，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでの視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでから世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでを配付する見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでることができる．それは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで豊かに生きることに繋がるだけでかに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで生きることに繋がるだけできることに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで繋がるだけでがるだけで
なく，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでものごとを配付する客観的に見たり考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでたり子 准教授考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人えたり子 准教授する素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでもなる．古典文学は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで書かれたものではあるが，長きにわたり，人かれたものでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけであるが，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで長きにわたり，人きに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでわたり子 准教授，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで人
びとが手もとに置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌もとに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌き，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌しみ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌えてきたことで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで今我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでそれに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれることができる．本の文学 講義では他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで物語や随筆，日記や和歌や随筆，日記や和歌随筆，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで日記や和歌や随筆，日記や和歌和歌
とい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ったさまざまな文学作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでを配付する読むことを通して，その作品のみならず，日本の文化や歴史，ことばについても学ぶ．むことを配付する通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでして，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでその作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでのみなら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでず，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで日本の文学 の文化や歴史，ことばについても学ぶ．や随筆，日記や和歌歴史，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでことばに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ても学ぶ．

【C3】日本の文学 の文学の特徴について理解し，適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．できる．
日本の文学 の文学の特徴について理解し，適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレポート教材を配付するで評価すす
る．

【C3】日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関連する歴史や文化について理解し，適切に説明できるする歴史や随筆，日記や和歌文化や歴史，ことばについても学ぶ．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．できる
．

日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関連する歴史や文化について理解し，適切に説明できるする歴史や随筆，日記や和歌文化や歴史，ことばについても学ぶ．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレポ
ート教材を配付するで評価すする．

【D2】日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで影響を与えた外国文学について理解し，適切に説明できを配付する与えた外国文学について理解し，適切に説明できえた外国文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．でき
る．

日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで影響を与えた外国文学について理解し，適切に説明できを配付する与えた外国文学について理解し，適切に説明できえた外国文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレ
ポート教材を配付するで評価すする．

成績は，試験は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで試験とレポートで評価す80%　レポート教材を配付する20%　として評価すする．到達目標1～3に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての試験とレポートで評価す80%，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで到達目標1～3に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関するレポート教材を配付する
20%として評価す，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで100点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで満点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでで60点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで以上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，を配付する合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とする．なお，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで再試験とレポートで評価すを配付する実施する場合は，する場合は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで70点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで以上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，で合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とし，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すの
点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで数をを配付する60点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでとする．

保立道久『平安王朝』（岩波新書かれたものではあるが，長きにわたり，人）
池田亀鑑『平安朝の生きることに繋がるだけで活と文学』（ちくま学芸文庫）と文学』（ちくま学芸文庫）
益田勝実『火山列島の思想』（講談社学術文庫）の思想』（講談社学術文庫）
土田直鎮『王朝の貴族』(中公文庫)
橋本の文学 義彦『平安貴族』（平凡社ライブラリー）

第1，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで2，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで3年「国語や随筆，日記や和歌」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（日本の文学）の評価方法と基準文学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 授業で取り扱う作品についての概説り子 准教授扱う作品についての概説う作品についての概説作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての概説

2 和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『古今和歌集』に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで収められた「夢」を詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶめら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれた「夢」」を配付する詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶんだ歌を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶを配付する学ぶ

3 和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『古今和歌集』に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで収められた「夢」を詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶめら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれた「夢」」を配付する詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶんだ歌を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶを配付する学ぶ

4 女流日記や和歌文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『蜻蛉日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで平安時の「夢」に関する考え方を学ぶ代の女性の「夢」について学ぶの女性の「夢」について学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

5 女流日記や和歌文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『蜻蛉日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで平安時の「夢」に関する考え方を学ぶ代の女性の「夢」について学ぶの女性の「夢」について学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

6 古記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 平安貴族の日記や和歌である『九暦』『御堂関白記』を取り上げ，「夢」に関する記録について学ぶ』『御堂関白記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

7 古記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 平安貴族の日記や和歌である『九暦』『御堂関白記』を取り上げ，「夢」に関する記録について学ぶ』『御堂関白記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

8 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

9 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

10 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

11 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

12 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

13 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

14 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

15 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」／まとめ 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ／まとめ
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前期定期試験とレポートで評価すを配付する実施する場合は，する．
備など）
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリントを配布するを配布する配布するする

参考書 毎回の授業時に紹介するの授業時に紹介する授業時に紹介するに紹介する紹介するする

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

日本史学B (Japanese History B)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

満州事変以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する時に紹介する代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学ばれること呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学もある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学占領期を配布する経て現在に至るまでの日本の歴史について学て現在に至るまでの日本の歴史について学現在に至るまでの日本の歴史について学に紹介する至るまでの日本の歴史について学るまでの授業時に紹介する日本の授業時に紹介する歴史に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学学
ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのえたの授業時に紹介するか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学また現代の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのは国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの関係性があるのがあるの授業時に紹介する
か，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学身近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．な影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．を配布する取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．げつつ，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学現代に紹介する生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介する人の人間として理解を深めたい．間として理解を深めたい．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学して現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．を配布する深めたい．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【C3】歴史の授業時に紹介する流れを理解し，現代社会を考える手がかりとする．れを配布する理解を深めたい．し，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学現代社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する考える手がかりとする．える手がかりとする．がかり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
歴史の授業時に紹介する流れを理解し，現代社会を考える手がかりとする．れを配布する理解を深めたい．して現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評
価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【C3】歴史資料や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．身の授業時に紹介する回の授業時に紹介するり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介するもの授業時に紹介するから，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学歴史学の授業時に紹介するあり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．を配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
歴史資料や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．身の授業時に紹介する回の授業時に紹介するり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介するもの授業時に紹介するから，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学歴史学の授業時に紹介するあり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．を配布する理解を深めたい．できて現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学
試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【D2】日本と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学他国と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学歴史を配布する学ぶこと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
日本と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学他国と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．が深められて現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レ
ポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

成績は，試験は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評80%　レポートを配布する・提出物によって評20%　と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学して現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

1年「歴史」，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学2年「歴史」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 な影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのぜ太平洋戦争を開戦したか太平洋戦争を配布する開戦したか 丸山眞男の議論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．の授業時に紹介する議論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する手がかりとする．がかり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．に紹介するして現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する指導者たちの特徴について考える．たちの授業時に紹介する特徴について考える．に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

2 戦時に紹介する期の授業時に紹介する社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化 戦争と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学いう事態が日本社会にどのような影響を与えたのかを文化的側面から考える．が日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのえたの授業時に紹介するかを配布する文化的側面から考える．から考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

3 「十五年戦争」期の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する「総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．」と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学らえ，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学その授業時に紹介する特徴について考える．に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

4 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

5 戦争の授業時に紹介する激化と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学民衆 総力戦下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．に紹介するおいて現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する民衆がどの授業時に紹介するように紹介する考える手がかりとする．え，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学行動していたのかを知る．して現在に至るまでの日本の歴史について学いたの授業時に紹介するかを配布する知る．る．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

6 徴について考える．兵制」ととらえ，その特徴について考える．がある社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの 特に紹介する太平洋戦争期の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するおいて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学軍隊や徴兵とはどのようなものであったのかを学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．徴について考える．兵と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのもの授業時に紹介するであったの授業時に紹介するかを配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

7

8 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

9 戦後はどのような関係性があるの日本は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの戦争を配布するどの授業時に紹介するように紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学それが戦後はどのような関係性があるの社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布するどう方を学ぶ．向づけたかを考える．づけたかを配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

10 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

11

12 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

13 安定成長期から現代に紹介するいたるまでの授業時に紹介する日本に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．を配布する中心に考える．に紹介する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

14 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

15 日本近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．現代史を配布する学ぶ意味 これまでの授業時に紹介する授業の授業時に紹介する内容をまとめ，日本の近現代史を学ぶ意味を考える．を配布するまと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学め，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．現代史を配布する学ぶ意味を配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
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前期定期試験およびレポート・提出物によって評を配布する実施する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

授業の計画（日本史学B）

総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える（1）

総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える（2）

占領下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．日本の授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．（1）
戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する民主化を配布する中心に考える．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学する改革について，その特徴を学ぶ．特に日本国憲法の制定の意義について考える．また戦後の文化につに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学その授業時に紹介する特徴について考える．を配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの特に紹介する日本国憲法の制定の意義について考える．また戦後の文化につの授業時に紹介する制」ととらえ，その特徴について考える．定の授業時に紹介する意義に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのまた戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する文化に紹介するつ
いて現在に至るまでの日本の歴史について学学ぶ.

占領下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．日本の授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．（2）

戦後はどのような関係性があるの日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦争の授業時に紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．（1）

戦後はどのような関係性があるの日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦争の授業時に紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．（2）

高度シラバス経て現在に至るまでの日本の歴史について学済成長後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化（1） 高度シラバス成長期後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学特に紹介する1970年前後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学当時に紹介するの授業時に紹介する文化からその授業時に紹介する特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

高度シラバス経て現在に至るまでの日本の歴史について学済成長後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化（2）

1980年代以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する日本（1）

1980年代以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する日本（2）
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考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノートおよびプリント講義およびプリント講義プリントおよびプリント講義講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資料については授業中に紹介する．については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に紹介する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 の歴史 歴史 (Social and Cultural History))

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

17世紀からから20世紀から前半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 中に紹介する．国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形には授業中に紹介する．「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形伝統中に紹介する．国」の歴史 完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 成立から，現代中に紹介する．国の歴史 原型を形を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形形
作った辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社った辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社から中に紹介する．華民国・中に紹介する．華人民共和国の歴史 成立までを扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社と文化の歴史 する．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社隣国の歴史 実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形学ぶこと文化の歴史 を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形通して，日本社して，日本社
会と文化の歴史 を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形考える視点を得ることを目的とする．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形得ることを目的とする．ること文化の歴史 を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形目的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形と文化の歴史 する．

【C3】中に紹介する．国の歴史 前近代史から近代成立にかけての歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこするこ
と文化の歴史 ができる．

中に紹介する．国の歴史 前近代史から近代成立にかけての歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社について理解するこできてい
るかどうかを扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形，プリントおよびプリント講義と文化の歴史 定期試験で評価する．で評価する．する．

【C3】漢民族社会と文化の歴史 の歴史 しくみや文化と多民族社会としての清代の中国の社文化の歴史 と文化の歴史 多民族社会と文化の歴史 と文化の歴史 しての歴史 清代の歴史 中に紹介する．国の歴史 社
会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこできる．

漢民族社会と文化の歴史 の歴史 しくみや文化と多民族社会としての清代の中国の社文化の歴史 と文化の歴史 多民族社会と文化の歴史 と文化の歴史 しての歴史 清代の歴史 中に紹介する．国の歴史 社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 
を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこについて理解するこできているかどうかを扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形，プリントおよびプリント講義と文化の歴史 定期試験で評価する．で評価する．する．

【D2】17世紀からから20世紀からの歴史 中に紹介する．国を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形含む世界の動向と関連させて，日本史む世界の動向と関連させて，日本史世界の動向と関連させて，日本史の歴史 動向と関連させて，日本史と文化の歴史 関連させて，日本史させて，日本史
上の歴史的事象を理解することができる．の歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこすること文化の歴史 ができる．

17世紀からから20世紀からの歴史 中に紹介する．国を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形含む世界の動向と関連させて，日本史む世界の動向と関連させて，日本史世界の動向と関連させて，日本史の歴史 動向と関連させて，日本史と文化の歴史 関連させて，日本史させて，日本史上の歴史的事象を理解することができる．の歴史 歴史
的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこできているかどうかを扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形，プリントおよびプリント講義と文化の歴史 定期試験で評価する．で評価する．する．

成績は，試験は授業中に紹介する．，試験で評価する．80%　プリントおよびプリント講義20%　と文化の歴史 して評価する．する．到達目標1，2，3については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に作った辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社業するプリントおよびプリント講義およびプリント講義定期試験で評価する．
の歴史 平均点を得ることを目的とする．で評価する．する．これらを扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形総合してして100点を得ることを目的とする．満点を得ることを目的とする．で60点を得ることを目的とする．以上の歴史的事象を理解することができる．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形合して格とする．と文化の歴史 する．

高島敏男『中に紹介する．国の歴史 大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社盗賊・完全版』（講談社現代新書）
宮崎市定『雍正帝』（中に紹介する．公文庫）
上の歴史的事象を理解することができる．田信『人口の中国史』（岩波新書）の歴史 中に紹介する．国史』（岩波新書）
岡本隆司『袁世凱』（岩波新書）
横山宏章『中に紹介する．華民国』（中に紹介する．公新書）

歴史（1年生），歴史（2年生），日本史学A（5年生），日本史学B（5年生），社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 の歴史 歴史（5年生）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（社会と文化の歴史）と基準文化の歴史）の評価方法と基準歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入 参考文献を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形いくつか紹介する．し，今後の授業の前提となる中国の前近代史を概観する．の歴史 授業の歴史 前提となる中国の前近代史を概観する．と文化の歴史 な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社る中に紹介する．国の歴史 前近代史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形概観する．する．

2

3 満洲族の歴史 後の授業の前提となる中国の前近代史を概観する．期と文化の歴史 清朝の成立から，現代中国の原型を形建国までの歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社について理解するこする．

4

5 康熙帝の歴史 治世から雍正，乾隆への歴史 帝位継承の過程を通じて，皇帝独裁制のしくみについて理解する．の歴史 過程を通じて，皇帝独裁制のしくみについて理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形通して，日本社じて，皇帝独裁制のしくみについて理解する．の歴史 しくみについて理解するこする．

6

7 前近代中に紹介する．国社会と文化の歴史 の歴史 学術と文化および中国社会の伝統と変容について理解する．と文化の歴史 文化の歴史 およびプリント講義中に紹介する．国社会と文化の歴史 の歴史 伝統と文化の歴史 変容について理解する．について理解するこする．

8 演習 今までの歴史 講義内容について理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形動画とプリントで整理し，その内容を構造的に理解する．と文化の歴史 プリントおよびプリント講義で整理し，その歴史 内容について理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形構造的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形に理解するこする．

9

10

11

12

13

14

15 まと文化の歴史 め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験で評価する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形実施する．する．

華夷変態(1) 16世紀から後の授業の前提となる中国の前近代史を概観する．半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形から17世紀から前半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形にかけての歴史 明代の歴史 中に紹介する．国社会と文化の歴史 と文化の歴史 ユーラシア東方地域の動向について理解する．東方地域の動向について理解する．の歴史 動向と関連させて，日本史について理解するこする．

華夷変態(2)

華夷変態(3) 中に紹介する．国における王朝の成立から，現代中国の原型を形交替が漢民族社会に与えた影響とモンゴル，チベット，朝鮮，日本，台湾などユーラシア東方地域の歴史的事象が漢民族社会と文化の歴史 に与えた影響とモンゴル，チベット，朝鮮，日本，台湾などユーラシア東方地域の歴史的事象えた辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社影響とモンゴル，チベット，朝鮮，日本，台湾などユーラシア東方地域の歴史的事象と文化の歴史 モンゴル，チベットおよびプリント講義，朝の成立から，現代中国の原型を形鮮，日本，台湾などユーラシア東方地域の歴史的事象な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社どユーラシア東方地域の動向について理解する．東方地域の動向について理解する．の歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社
について理解するこする．

雍正帝の歴史 時代(1)

雍正帝の歴史 時代(2) 18世紀からにおける中に紹介する．国社会と文化の歴史 ，特に中央政権と地方社会の関係を雍正帝の統治を例にして理解する．に中に紹介する．央政権と地方社会の関係を雍正帝の統治を例にして理解する．と文化の歴史 地方社会と文化の歴史 の歴史 関係を雍正帝の統治を例にして理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形雍正帝の歴史 統治を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形例にして理解する．にして理解するこする．

雍正帝の歴史 時代(3)

清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 動揺(1)
18世紀から後の授業の前提となる中国の前近代史を概観する．半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形における中に紹介する．国社会と文化の歴史 の歴史 状況と国際関係の変化を学ぶことによって，近代世界システムにおけるユーラシア東方地域のと文化の歴史 国際関係を雍正帝の統治を例にして理解する．の歴史 変化の歴史 を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形学ぶこと文化の歴史 によって，近代世界の動向と関連させて，日本史システムにおけるユーラシア東方地域のにおけるユーラシア東方地域の動向について理解する．東方地域の動向について理解する．の歴史 
変容について理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこする．

清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 動揺(2) 19世紀から前半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形から19世紀から末までの歴史的事象（アヘン戦争から日清戦争まで）を理解する．までの歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社（ア東方地域の動向について理解する．ヘン戦争から日清戦争まで）を理解する．から日清戦争から日清戦争まで）を理解する．まで）を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこする．

清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 動揺(3) 19世紀から後の授業の前提となる中国の前近代史を概観する．半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形から20世紀から初頭にかけての中国の内発的な変容を日本を含む国際関係と関連させて理解する．にかけての歴史 中に紹介する．国の歴史 内発的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社変容について理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形日本を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形含む世界の動向と関連させて，日本史む世界の動向と関連させて，日本史国際関係を雍正帝の統治を例にして理解する．と文化の歴史 関連させて，日本史させて理解するこする．

革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社と文化の歴史 戦争から日清戦争まで）を理解する．の歴史 時代(1) 辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社から軍紳政権と地方社会の関係を雍正帝の統治を例にして理解する．に至るる20世紀から前半の中国史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形の歴史 中に紹介する．国の歴史 動向と関連させて，日本史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形，世界の動向と関連させて，日本史史における歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社と文化の歴史 関連させて，日本史させて理解するこする．

革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社と文化の歴史 戦争から日清戦争まで）を理解する．の歴史 時代(2) 1920年代から1930年代の歴史 中に紹介する．国の歴史 政治と文化の歴史 社会と文化の歴史 の歴史 動向と関連させて，日本史を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形日本を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形含む世界の動向と関連させて，日本史む世界の動向と関連させて，日本史国際関係を雍正帝の統治を例にして理解する．と文化の歴史 関連させて，日本史させて理解するこする．

革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社と文化の歴史 戦争から日清戦争まで）を理解する．の歴史 時代(3) 第二次世界の動向と関連させて，日本史大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社戦から国共内戦にかけての歴史 歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形，20世紀からの歴史 世界の動向と関連させて，日本史の歴史 動きと文化の歴史 関連させて，日本史させて理解するこする．

世界の動向と関連させて，日本史史における歴史的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形事象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形通して，日本社じて，巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社隣国・中に紹介する．国と文化の歴史 日本社会と文化の歴史 の歴史 関係を雍正帝の統治を例にして理解する．を扱う．具体的には「伝統中国」の完成期である清朝の成立から，現代中国の原型を形理解するこした辛亥革命から中華民国・中華人民共和国の成立までを対象とする．巨大な隣国の実像を学ぶことを通して，日本社上の歴史的事象を理解することができる．で，21世紀からの歴史 世界の動向と関連させて，日本史について展望する．する．

備など）
考
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科　目

担当教員 巽 一樹 助教

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 消費の理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2 企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

3 市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．概念の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

4 不完全競争市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．概念の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

5 ゲームの概念の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「入門ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」：井堀利宏 （新世社）

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．高等専門ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）学校 2022年度を定期試験により評価する．シラバス

経済学Ⅰ (Economics Ⅰ)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

経済学は「ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」と「マクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」の理論の理解度を定期試験により評価する．2つの理論の理解度を定期試験により評価する．分野に分けられる．本科目では「ミクロ経済学」の基礎的な理論についに分けられる．本科目では「ミクロ経済学」の基礎的な理論についでは「ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」の理論の理解度を定期試験により評価する．基礎的な理論についな理論の理解度を定期試験により評価する．につい
て解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でする．「ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でや企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でじた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．価する．格の決定や資源の配分について研究を行う学問での理論の理解度を定期試験により評価する．決定や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で資源の配分について研究を行う学問での理論の理解度を定期試験により評価する．配分について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で研究を行う学問でを定期試験により評価する．行う学問で学問でで
ある．「ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学」の理論の理解度を定期試験により評価する．理解を定期試験により評価する．通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でじて解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．として解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．するた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でめの理論の理解度を定期試験により評価する．社会に対する見方・考え方を養成する．に対する見方・考え方を養成する．する見方・考え方を養成する．え方を養成する．方を定期試験により評価する．養成する．する．

【C3】個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問での理論の理解度を定期試験により評価する．消費の理論の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．はどの理論の理解度を定期試験により評価する．よう学問でに決定するの理論の理解度を定期試験により評価する．か理解する．理解する．

【C3】企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．生産はどの理論の理解度を定期試験により評価する．よう学問でに決定するの理論の理解度を定期試験により評価する．か理解する．理解する．

【C3】完全競争市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．需要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性の理論の理解度を定期試験により評価する．均衡を分析し，資源配分の効率性を定期試験により評価する．分析し，資源配分の効率性し，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．資源の配分について研究を行う学問で配分の理論の理解度を定期試験により評価する．効率性
について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で理解する．

【C3】不完全競争市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でや企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で理解する．

【D2】ゲームの概念の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．基本的な理論についな考え方を養成する．え方を養成する．方について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で理解する．

成する．績は，試験は，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．試験により評価する．100%　として解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で評価する．する．100点満点で60点以上を合格とする．を定期試験により評価する．合格の決定や資源の配分について研究を行う学問でとする．

「ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学演習」：井堀利宏（新世社）」：井堀利宏（新世社）
「平成する．経済　衰退の本質」：金子勝（岩波新書）の理論の理解度を定期試験により評価する．本質」：金子勝（岩波新書）
「希望格の決定や資源の配分について研究を行う学問で差社会に対する見方・考え方を養成する．」：山田昌弘（筑摩書房）
「2030年　世界はこう変わる」：米国国家情報会議（講談社）はこう学問で変わる」：米国国家情報会議（講談社）わる」：米国国家情報会に対する見方・考え方を養成する．議（講談社）
「大前研一　新経済原論の理解度を定期試験により評価する．」：大前研一（東洋経済）

政治経済（3年），技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．経済学II（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（経済学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 講義ガイダンス 講義の理論の理解度を定期試験により評価する．進め方，成績評価の方法について説明する．め方，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．成する．績は，試験評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．方法について説明する．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で明する．する．

2 ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学とは何かか理解する． ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学を定期試験により評価する．学ぶ上で前提となる概念，定義やミクロ経済学の沿革・特徴などについて解説する．上を合格とする．で前提となる概念，定義やミクロ経済学の沿革・特徴などについて解説する．となる概念の理解度を定期試験により評価する．，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．定義や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学の理論の理解度を定期試験により評価する．沿革・特徴などについて解説する．などについて解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でする．

3 需要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性 需要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性の理論の理解度を定期試験により評価する．概念の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でする．

4 消費の理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する． 家計の効用関数を定式化し，家計の消費行動について分析を行う．の理論の理解度を定期試験により評価する．効用関数を定式化し，家計の消費行動について分析を行う．を定期試験により評価する．定式化し，家計の消費行動について分析を行う．し，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．家計の効用関数を定式化し，家計の消費行動について分析を行う．の理論の理解度を定期試験により評価する．消費の理論の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で分析し，資源配分の効率性を定期試験により評価する．行う学問で．

5 消費の理論の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．応用 労働供給の均衡を分析し，資源配分の効率性，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．貯蓄，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．不確実性，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．顕示選考え方を養成する．の理論の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．などを定期試験により評価する．取り上げる．り評価する．上を合格とする．げる．

6 企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．と費の理論の理解度を定期試験により評価する．用 企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．費の理論の理解度を定期試験により評価する．用最小化し，家計の消費行動について分析を行う．問で題について説明する．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で明する．する．

7 生産の理論の理解度を定期試験により評価する．決定 企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．利潤最大化し，家計の消費行動について分析を行う．行動の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で明する．する．

8 市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．と均衡を分析し，資源配分の効率性 完全競争市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．需要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性の理論の理解度を定期試験により評価する．均衡を分析し，資源配分の効率性を定期試験により評価する．分析し，資源配分の効率性し，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．資源の配分について研究を行う学問で配分の理論の理解度を定期試験により評価する．機能について考える．について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で考え方を養成する．え方を養成する．る．

9 要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性素価する．格の決定や資源の配分について研究を行う学問でと所得分配 労働や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で資本などの理論の理解度を定期試験により評価する．生産要と供給の均衡を分析し，資源配分の効率性素の理論の理解度を定期試験により評価する．価する．格の決定や資源の配分について研究を行う学問での理論の理解度を定期試験により評価する．決定メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．考え方を養成する．察し，所得分配について議論する．し，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．所得分配について解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で議論の理解度を定期試験により評価する．する．

10 独占 独占市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．均衡を分析し，資源配分の効率性を定期試験により評価する．分析し，資源配分の効率性し，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．政府による規制の効果と望ましい料金政策などを検討する．による規制の効果と望ましい料金政策などを検討する．の理論の理解度を定期試験により評価する．効果と望ましい料金政策などを検討する．と望ましい料金政策などを検討する．などを定期試験により評価する．検討する．する．

11 ゲームの概念の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する． 寡占市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．分析し，資源配分の効率性するた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でめに，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．ゲームの概念の理解度を定期試験により評価する．理論の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問でする．

12 寡占 不完全競争である寡占市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．での理論の理解度を定期試験により評価する．企業の生産活動の理解度を定期試験により評価する．行動の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．ゲームの概念の理解度を定期試験により評価する．論の理解度を定期試験により評価する．の理論の理解度を定期試験により評価する．枠組みを用いて説明する．みを定期試験により評価する．用いて解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で明する．する．

13 外部性 市場メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．メカニズムの概念の理解度を定期試験により評価する．がう学問でまくいか理解する．ない例として，外部性の問題を取り上げる．として解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．外部性の理論の理解度を定期試験により評価する．問で題について説明する．を定期試験により評価する．取り上げる．り評価する．上を合格とする．げる．

14 不完全情報 情報が不完全であるときに，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．どの理論の理解度を定期試験により評価する．よう学問でな問で題について説明する．が生じるの理論の理解度を定期試験により評価する．か理解する．，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．どの理論の理解度を定期試験により評価する．よう学問でな対する見方・考え方を養成する．応手段があるか議論する．があるか理解する．議論の理解度を定期試験により評価する．する．

15 ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学が関わる最近のトピックスの理論の理解度を定期試験により評価する．トピックス ミクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）経済学に関する近のトピックス年の理論の理解度を定期試験により評価する．トピックスについて解説する．「ミクロ経済学」は個人や企業の行動を通じた市場での価格の決定や資源の配分について研究を行う学問で紹介する．する．
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験により評価する．を定期試験により評価する．実施する．する．
備など）
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

線形代数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．した数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．内容を復習し，実践的な演習を行う．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．復習し，実践的な演習を行う．な演習を行う．演習を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．行う．う．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

2 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

3 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

4 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上 正康・野澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．校 2022年度シラバスシラバス

数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．特講B (Mathematics B)

全学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【C3】ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，や行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，解法，行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．理解し，
問題が解けるが解ける解ける

【C3】ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，理論を理解し，問題が解けるを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．理解し，問題が解けるが解ける解ける

【C3】行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対角化や二次形式について理解し，問題が解けるや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，二次形式の解法，行列式の計算を理解し，について理解し，問題が解けるが解ける解ける

【D2】様々な現象と数学の対応を題材とした応用問題が解けるな演習を行う．現象と数学の対応を題材とした応用問題が解けると数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対応を題材とした応用問題が解けるを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるとした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるが解ける解ける

成績は，試験は，試験で評価する100%　として評価するする．試験で評価する成績は，試験は中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価すると定期試験で評価するの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，平均とする．とする．100点満点で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．60点以上を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．合格とすとす
る．

「線形代数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う． 初歩からジョルダン標準形へ」からジョルダン標準形へ」ジョルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ダン標準形へ」標準形へ」」:三宅 敏恒 著（培風館）
「線形代数の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，演習」:三宅 敏恒 著（培風館）
「キーポイン標準形へ」ト線形代数」:薩摩 順吉・四ツ谷 晶二ツ谷 晶二谷 晶二(岩波書店)
「大学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．編入のための数学問題集」 の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，た数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．めの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．問題が解ける集」 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．，4年の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，応を題材とした応用問題が解ける用数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はないげた数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．書籍は全部買い揃える必要はないは全部買い揃える必要はないい揃える必要はないえる必要はないはな演習を行う．い. 必要はないな演習を行う．時に図書館で参照するとよい．に図書館で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．参照するとよい．するとよい．

E -99



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 線型代数の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，基本計算

2 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，復習と行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算

3 連立一次方程式の解法，行列式の計算を理解し， 連立一次方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，解法について演習する．

4 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，簡約化や二次形式について理解し，問題が解けると階数 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，一次関係，および行列の階数などについて演習する．行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，階数な演習を行う．どについて演習する．

5 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，

6 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，定義を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．する．多項式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，作るベクトル空間などについて演習する．るベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

7 内積空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける 直交補空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける， グラム・シュミットの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，正規直交化や二次形式について理解し，問題が解ける法， および行列の階数などについて演習する．正射影ベクトルなどについて演習する．ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，な演習を行う．どについて演習する．

8 中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価する 前半で学んだ内容について試験する．で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．んだ内容について試験する．内容を復習し，実践的な演習を行う．について試験で評価するする．

9 線型写像の理論を理解し，問題が解ける

10 固有値・固有ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，・固有空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，固有値，固有ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，，固有空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

11 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対角化や二次形式について理解し，問題が解ける 対称行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，直交行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，による対角化や二次形式について理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

12 二次形式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，標準形 二次形式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，標準形，および行列の階数などについて演習する．正定値な演習を行う．どについて演習する．

13

14 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるにした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるについて演習する．

15 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるにした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるについて演習する．

16
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27

28

29

30

授業の計画（数学特講B）

用語や表記の確認を行うや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，表記の確認を行うの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．行う．う. 線型代数で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．基本技術とされる行列の簡約化， 行列式の計算， 固有値の求め方を確認するとされる行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，簡約化や二次形式について理解し，問題が解ける， 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算， 固有値の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，求め方を確認するめ方を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．する.

ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，内積と正射影ベクトルなどについて演習する．，および行列の階数などについて演習する．外積と面積・体積の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，関係な演習を行う．どについて演習する． 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算，逆行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，，および行列の階数などについて演習する．ケーリー・ハミルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ト
ン標準形へ」の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，定理な演習を行う．どについて演習する．

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算， 余因子を用いた逆行列の計算などについて演習するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．用いた数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．逆行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算な演習を行う．どについて演習する.

核Ker と像の理論を理解し，問題が解けるIm， 線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，表現行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，な演習を行う．どについて演習する．

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，n乗 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，n乗な演習を行う．どについて演習する．

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，応を題材とした応用問題が解ける用1

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，応を題材とした応用問題が解ける用2

備など）
考

前期中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価するおよび行列の階数などについて演習する．前期定期試験で評価するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．実施する．する．
再試験で評価するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．実施する．することが解けるある．
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科　目

担当教員 児玉 宏児 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

微分積分などの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶし，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ大学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶでの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ習につながる問題の扱いを学ぶにつながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ扱いを学ぶいを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験・レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

2 試験・レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

3 レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 編入数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ徹底研究（金子書房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ校 2022年度シラバスシラバス

数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ特講C (Mathematics C)

全学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ科での学習につながる問題の扱いを学ぶ・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【C3】微分・積分・偏微分・重積分などの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解けるける問題の扱いを学ぶ

【C3】微分方程式を理解し，問題を解けるを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ理解けるし，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解けるける問題の扱いを学ぶ

【D2】様々な現象と数学の対応， 数理モデルを考察できるな現象と数学の対応， 数理モデルを考察できると数学の対応， 数理モデルを考察できる数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ対応，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ 数理モデルを考察できるを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ考察できるできる問題の扱いを学ぶ

成績は，試験は，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ試験80%　レポートで評価する20%　と数学の対応， 数理モデルを考察できるして評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．評価するする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．試験成績は，試験は中間試験と数学の対応， 数理モデルを考察できる定期試験の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ平均とする．と数学の対応， 数理モデルを考察できるする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．100点満点で60点
以上を合格とする．を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ合格とする．と数学の対応， 数理モデルを考察できるする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．

大学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ編入の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶための高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶ集 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ応用数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ極限 授業計画の説明，授業に関する諸注意を行う． 極限の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ説明，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ授業に関する諸注意を行う． 極限する問題の扱いを学ぶ諸注意を行う． 極限を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ行う． 極限う．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする． 極限

2 微分 微分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ計算

3 微分 増減，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ極値

4 偏微分 偏微分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ計算

5 偏微分 陰関する諸注意を行う． 極限数

6 偏微分 極大・極小

7 偏微分 条件付き極値き極値

8 中間試験 前半で学んだ内容を試験するで学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶんだ内容を試験する内容を試験するを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ試験する問題の扱いを学ぶ

9 積分 積分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ計算

10 積分 面積，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ区分求積法

11 重積分 重積分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ計算

12 重積分 順序の変更の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ変更

13 重積分 変数変換

14 微分方程式を理解し，問題を解ける

15 微分方程式を理解し，問題を解ける

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期定期試験を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ実施する．する問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．

授業の計画（数学特講C）

1階微分方程式を理解し，問題を解ける，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ現象と数学の対応， 数理モデルを考察できるの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶモデルを考察できる

定数係数2階線形微分方程式を理解し，問題を解ける，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ 階数降下法

備など）
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．じて，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．参考資料や書籍を講義内で紹介する．や書籍を講義内で紹介する．書籍を講義内で紹介する．を講義内で紹介する．講義内で紹介する．で紹介する．紹介する．する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

手話言語学Ⅰ (Sign Language Linguistics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本手話を講義内で紹介する．ゼロから学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解から学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解本講義で紹介する．は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解や書籍を講義内で紹介する．考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解を講義内で紹介する．学んだうえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解を講義内で紹介する．正しく理解しく理解理解
し，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．さら学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解に少数言語使用者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．ろう者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．へについて正しく理解しく理解知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．学習する．する．

【C3】日本手話が「言語」であることを言語学の視点で説明できる．言語」で紹介する．あること基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解視点で説明できる．で紹介する．説明できる．で紹介する．きる．
日本手話が「言語」であることを言語学の視点で説明できる．言語」で紹介する．あること基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解視点で説明できる．で紹介する．説明できる．で紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でで紹介する．
評価する．する．

【D2】手話話者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある「言語」であることを言語学の視点で説明できる．ろう者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．」について理解し説明できる．で紹介する．きる．
手話話者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある「言語」であることを言語学の視点で説明できる．ろう者である，ろう者へについて正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．」について理解し説明できる．で紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でで紹介する．評価する．す
る．

【C3】指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．表すこと基本的な手話単語・表現を学習する．がで紹介する．きる．
指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．表すこと基本的な手話単語・表現を学習する．がで紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でおよび演習演習する．
で紹介する．評価する．する．

成績は，試験は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．試験で85%　演習する．15%　と基本的な手話単語・表現を学習する．して評価する．する．到達目標1と基本的な手話単語・表現を学習する．3を講義内で紹介する．定期試験で，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．到達目標3を講義内で紹介する．演習する．で紹介する．評価する．する．演習する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解式の評の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解評
価する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．については講義中に詳しく解説する．に詳しく解説する．しく理解解説する．

プリント
授業で紹介する．指定した動画動画

本科目は手話言語学II，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．およ専攻科の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話言語学に関連する．する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

毎回の授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこの基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこして手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解演習する．を講義内で紹介する．行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこい，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な手話表現を学習する．を講義内で紹介する．必ず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこすること基本的な手話単語・表現を学習する．．参加にあたって，積極的に発言するこにあた動画って，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．積極的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解に発言するこ
と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．倫理上の問題に留意することが求められる．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解問題に留意することが求められる．に留意することが求められる．すること基本的な手話単語・表現を学習する．が求められる．めら学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解れる．
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授業の計画（手話言語学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 授業目的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解・授業実施方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．・評価する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．などについて説明できる．する．

2 「言語」であることを言語学の視点で説明できる．きこえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解ない」と基本的な手話単語・表現を学習する．は？

3

4

5

6

7 言語の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解定義

8 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解記述法については講義中に詳しく解説する． 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解記述法については講義中に詳しく解説する．について学習する．する．

9

10

11

12

13

14 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解総括 これまで紹介する．学習する．した動画手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．総復習する．する．

15 総括 授業全体の総括を通じて，手話言語に対する理解を深める．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解総括を講義内で紹介する．通じて，手話言語に対する理解を深める．じて，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．手話言語に対する理解を深める．する理解を講義内で紹介する．深める．める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験でを講義内で紹介する．実施する．

耳の構造と聞こえのメカニズムについて学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解と基本的な手話単語・表現を学習する．聞こえのメカニズムについて学習する．「指文字こえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解メカニズムについて学習する．「指文字について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．1と基本的な手話単語・表現を学習する．単語1」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこ1 ろう児の家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．手話言語学習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこについて学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．2と基本的な手話単語・表現を学習する．単語2」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこ2 ろう児の家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解音声言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこについて学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．3と基本的な手話単語・表現を学習する．単語3」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史1 世界の手話の歴史について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．4と基本的な手話単語・表現を学習する．単4」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史2 日本の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．5と基本的な手話単語・表現を学習する．単語5」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解定義について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．6と基本的な手話単語・表現を学習する．単語6」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解1 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解階層構造を正しく理解について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語7と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．1」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解2 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な構文について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語8と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．2」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解3 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解複雑な構文について学習する．「単語な構文について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語9と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．3」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴1 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手指表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語10と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．4」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴2 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解非手指表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語11と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．5」を講義内で紹介する．学習する．する．

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 英会話力を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．させることができたかどうかを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．定期試験と演習で評価する．と演習で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．む）を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．準備すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

応用英語B (Applied English B)

PILEGGI MARK 准教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

英語によるプレゼンテーションを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．さらに上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．させるため，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しの書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しから発表術，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しスライドの改善まで新たな発想を紹介しの書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し改善まで新たな発想を紹介しまで新たな発想を紹介したな発想を紹介し発想を紹介しを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．紹介しし
，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し海外でもプレゼンできる技術を身につける．でもプレゼンできる技術を身につける．プレゼンできる技術を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．身につける．につける．

【D2】オーディエンスに伝わりやすいプレゼンテーションをするための工夫わりやすいプレゼンテーションをするための工夫プレゼンテーションを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．するための書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し工夫
ができる．

オーディエンスに伝わりやすいプレゼンテーションをするための工夫わりやすいプレゼンテーションをするための工夫プレゼンテーションを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．するための書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し工夫ができる
かどうかを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し授業中に教員・に教員・peer・自己評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．用いプレゼンテーションをするための工夫て評価する．評価する．する．

【C3】グローバルシンキングを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．利用し表現技術を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．磨くく.
グローバルシンキングを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．利用し表現技術を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．磨くけたかどうかを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し質疑・応答を通を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．通
して評価する．評価する．する．

【C3】テクノロジーを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って評価する．研究手段としての英語表現力を高める．として評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語表現力を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．高める．
テクノロジーを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って評価する．研究手段としての英語表現力を高める．として評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語表現力を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．高めることができたかを上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．
，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しプレゼン・演習で評価する．で評価する．する．

【C3】英会話力を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．させる．

成績は，試験は，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し試験と演習で評価する．35%　プレゼンテーション35%　演習で評価する．30%　として評価する．評価する．する．

プリント
Google Classroom，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Documents，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Slides & Spreadsheets

本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外でもプレゼンできる技術を身につける．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語科が開講する全て評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに関連するする.

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course

2 Presentation tips (1) Discussion about the ingredients of a good presentation.

3 Technology and presenting (1)

4 Global thinking and technology (1)

5 Presentation tips (2) Developing presentation slides using Google Suite apps & Microsoft PowerPoint.

6 Technology and presenting (2)

7 Global thinking and technology (2)

8 中に教員・間試験と演習で評価する． Midterm test and assessment

9 Return exams & Presentation tips (3)

10 Technology and presenting (3)

11 Global thinking and technology (3) Gain more understanding of the Pecha Kucha format by watching examples of good presentations using it.

12 Presentation tips (4)

13 Pecha Kucha presentation scripts & slides due

14 Final individual (Pecha Kucha) presentations (1) Pecha Kucha PowerPoint Presentations in English with peer - assessment

15 Final individual (Pecha Kucha) presentations (2) Pecha Kucha Powerpoint Presentations in English with peer - assessment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（応用英語B）

Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Self introductions in a mini presentation 
format. Using eye contact.

Introduction of technology advances and tools used in presentations. Learn to use Google search more 
effectively in English.

TED Talks，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Breaking News English and other online resources for presenting ideas.

Group work. Groups of students research a recent news topic，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し and present that information after quick 
summarizing and preparation.

Introduce more inspiring online presentation resources. Review of all information so far and preparations for 
the midterm exam.

Introduce the Pecha Kucha presentation format，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し  after reviewing the midterm tests.

Brainstorming about Pecha Kucha topics. Organize a database with student's topics and final presentation 
scheduling.

Script editing and peer/group/self assessment explanation of Pecha Kucha format. Asking the teacher for 
more natural English edits.

Completion of preparation early so enough time can be spent memorizing the final presentation. Confirm that 
all tech is working correctly in advance.

備など）
考

前期中に教員・間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを定期試験と演習で評価する．実施する．する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント教材教材

参考書 ドナルド・キーン「日本文学史」（中公文庫）日本文学史」（中公文庫）」（中公文庫）中公文庫）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

国文学・国語学 (Japanese Linguistics and Japanese Literature)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本文学および日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はからトピックを取り上げて概説する．日本文学はト教材ピックを取り上げて概説する．日本文学はを取り上げて概説する．日本文学は取り上げて概説する．日本文学はり上げて概説する．日本文学は上げて概説する．日本文学はげて概説する．日本文学は概説する．日本文学はする．日本文学は日本文学は1000年にわたる伝統が存在し，我が国が存在し，我が国存在し，我が国し，我が国我が国が存在し，我が国国
が存在し，我が国誇るべき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，るべき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はひとつである．日本文学は本授業では，我が国日本文学と外国文学との分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，あるいは世界文学として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は位置，我が国
日本語と外国語との分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は比較等，我が国多面的視野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はで日本文学や日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に日本語を取り上げて概説する．日本文学は捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にえ直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にす．日本文学はこれにより上げて概説する．日本文学は，我が国国際化社会を生きる視座の創出にを取り上げて概説する．日本文学は生きる視座の創出にき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る視座の創出にの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は創出にに
資する．する．日本文学は

【C3】日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は
日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験でを取り上げて概説する．日本文学は，我が国中間試験・定期試験で
評価する．する．日本文学は

【C3】日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は
日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験でを取り上げて概説する．日本文学は，我が国中間試験・定期試験で評
価する．する．日本文学は

【D2】外国の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は文化・言語と比較して概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文化の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は
明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は

外国の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は文化と比較して概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文化の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験で
を取り上げて概説する．日本文学は中間試験・定期試験で評価する．する．日本文学は

成績は，試験は，我が国試験100%　として概説する．日本文学は評価する．する．日本文学は到達目標1，我が国2，我が国3について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中間試験・定期試験の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は平均値を試験成績とする．を取り上げて概説する．日本文学は試験成績は，試験とする．日本文学は100点
満点で60点以上げて概説する．日本文学はを取り上げて概説する．日本文学は合格とする．とする．日本文学は

1～4年国語．日本文学は

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（国文学・国語学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 日本文学は世界でどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はように評価する．されて概説する．日本文学はいるの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 日本の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は古典文学・現代文学について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は評価する．を取り上げて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

2 日本文学は世界でどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はように評価する．されて概説する．日本文学はいるの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 日本の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は古典文学・現代文学について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は評価する．を取り上げて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

3 日本語とはどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はような言語なのか言語な言語なのかの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 世界の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は言語として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．と面白さについて，具体例を挙げつつ考える．さについて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

4 日本語とはどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はような言語なのか言語な言語なのかの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 世界の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は言語として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．と面白さについて，具体例を挙げつつ考える．さについて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

5 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）古代編）

6 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）平安時代編）

7 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山時代編）

8 日本文化論の書き方の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は書き方き事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，方 日本文化論の書き方の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は書き方き事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，方について概説する．日本文学は学ぶ

9 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）江戸時代編）

10 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）江戸時代編）

11 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）近代編）

12 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）近代編）

13 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）現代編）

14 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）現代編）

15 総括 学んでき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，たことの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は総括を取り上げて概説する．日本文学はおこな言語なのかう．日本文学は

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は後期定期試験を取り上げて概説する．日本文学は実施する．する．日本文学は

8世紀以前（中公文庫）奈良時代以前）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

8～11世紀頃（中公文庫）平安時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

12～16世紀頃（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

16～19世紀中頃（中公文庫）江戸時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

16～19世紀中頃（中公文庫）江戸時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

19～20世紀（中公文庫）明できる．治・大正・昭和）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

19～20世紀（中公文庫）明できる．治・大正・昭和）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

21世紀の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は現代の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

21世紀の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は現代の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

備など）
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

哲学B (Philosophy B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

私たちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるたちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるという時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる時代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの意味も変わりはじめ（意義がなくなるも変わりはじめ（意義がなくなる変わりはじめ（意義がなくなるわりはじめ（意義がなくなる意義がなくなる
訳ではなく），科学技術，市民社会，国民国家，資本主義など，現代の軸となるものが多く登場した．一方で，自らが作り出しではなく），何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる科学技術，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる市民社会，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる国民国家，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる資本主義など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの軸となるものが多く登場した．一方で，自らが作り出しとなるも変わりはじめ（意義がなくなるのが多く登場した．一方で，自らが作り出しく登場した．一方で，自らが作り出しした．一方で，自らが作り出し一方で，自らが作り出しで，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自らが作り出しり出しし
たも変わりはじめ（意義がなくなるのによって「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学とはなにか？」を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学う時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなることも変わりはじめ（意義がなくなる増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学えてきた．一方で，自らが作り出しこの授業では，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる以降に活躍した哲学に活躍した哲学した哲学
者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．たちの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学び，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの私たちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるたちの哲学的考察のヒントにします．のヒントにします．にします．一方で，自らが作り出し

【C3】日常に隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学で見つけ出し，哲学的に考えるた出しし，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学的に考えるた
めのモデルを獲得すること．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる獲得すること．すること．一方で，自らが作り出し

日常に隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学で見つけ出し，哲学的に考えるた出しし，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学的に考えるためのモデ
ルを獲得すること．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる獲得すること．することができるか，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる小テストと定期試験で評価する．テストにします．と定期試験で評価する．で評価する．する．一方で，自らが作り出し

【D2】哲学に欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考や概念についての理解を深め，自分の考概念についての理解を深め，自分の考についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる深め，自分の考め，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の考
えを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるより明確に表現できるようになること．に表現できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるになること．一方で，自らが作り出し

哲学に欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考や概念についての理解を深め，自分の考概念についての理解を深め，自分の考についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる深め，自分の考め，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の考えを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるより明
確に表現できるようになること．に表現できるか，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる小テストと定期試験で評価する．テストにします．と定期試験で評価する．で評価する．する．一方で，自らが作り出し

成績は，試験は，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試験で評価する．80%　小テストと定期試験で評価する．テストにします．20%　として評価する．する．一方で，自らが作り出し100点満点で60点以上を合格とする．小テストは，授業で登場する，を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる合格とする．小テストは，授業で登場する，とする．一方で，自らが作り出し小テストと定期試験で評価する．テストにします．は，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる授業で登場した．一方で，自らが作り出しする，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる
哲学の基本的概念についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる正しく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結しく理解を深め，自分の考していることを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する．一方で，自らが作り出しその理解を深め，自分の考のも変わりはじめ（意義がなくなると，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試験で評価する．では，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学なりの考えに結
びつけ出し，哲学的に考えるたる

貫成人『哲学マップ』ちくま新書，』ちくま新書，ちくま新書，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2004年
熊野純彦『西洋哲学史　近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるから現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるへ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2006年
畠山 創『大論争! 哲学バトにします．ルを獲得すること．』ちくま新書， KADOKAWA，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2016年
その他，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる授業で紹介します．します．一方で，自らが作り出し

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントにします．ロダクション　哲学を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶとはどう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるいう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなることか？

2 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結識論の二大アプ』ちくま新書，ローチ

3

4

5 ここまでのまとめ　小テストと定期試験で評価する．テストにします． ここまでの哲学概念についての理解を深め，自分の考などの理解を深め，自分の考度シラバスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる復習する．する．一方で，自らが作り出し

6 ドイツ観念論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲル観念についての理解を深め，自分の考論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルフィヒテ，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるシェリング，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヘーゲルを獲得すること．

7 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの不安：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルショーペンハウアー，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるキルを獲得すること．ケゴールを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフェオイエルを獲得すること．バッハ

8 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの終わり：マルクス，フロイト，ニーチェわり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルマルを獲得すること．クス，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフロイトにします．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるニーチェ

9 現象学と実存思想：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルフッサールを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるハイデッガー

10 フランス実存思想：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルサルを獲得すること．トにします．ルを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるメルを獲得すること．ロ＝ポンティ

11 ここまでのまとめ　小テストと定期試験で評価する．テストにします． ここまでの哲学概念についての理解を深め，自分の考などの理解を深め，自分の考度シラバスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる復習する．する．一方で，自らが作り出し

12 分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析哲学のはじまり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルラッセルを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヴィドゲンシュタインなど

13 言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．や概念についての理解を深め，自分の考社会，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる心理の分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析から，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．えた「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる構造主義」の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

14 東洋思想

15 ディスカッション 学んだ内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．でどのよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるに表現し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる思考するかを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試すディスカッションを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるディベートにします．形式で行う．で行う．う時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる．一方で，自らが作り出し
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授業の計画（哲学B）

生活で「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーたり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメー」とされることを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーにしながら，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学」という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．がどのよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるに問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．い，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる考えるのかについて，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるおおまかなイメー
ジが得られるようする．が得すること．られるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるする．一方で，自らが作り出し

1＋1＝2た正しく理解していることを確認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結しいこと，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる目の前のコップの存在などを決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎの前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーのコップ』ちくま新書，の存在などを決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎなどを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎめるのは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる経験で評価する．か知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎか？これらの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結識」を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるめぐって，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる神学と科学がせめぎ
あう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる17世紀〜18世紀に，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学上を合格とする．小テストは，授業で登場する，ではイギリス経験で評価する．論と大陸合理論という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる二大アプ』ちくま新書，ローチの論争があったことの全体象を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるつかむ．一方で，自らが作り出し

カントにします．（意義がなくなる1）認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結識論
イギリス経験で評価する．論と大陸合理論を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる調停したことでも知られる，カントによる「カテゴリー」という概念と，その認識論の要点を理解できしたことでも変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるられる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカントにします．による「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカテゴリー」という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる概念についての理解を深め，自分の考と，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるその認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結識論の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考でき
るよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出し

カントにします．（意義がなくなる2）倫理学 倫理学で「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる義務論」としても変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるられる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカントにします．倫理学の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出しとりわけ出し，哲学的に考えるた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる各自の理性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎから命じられる道徳法則じられる道徳法や概念についての理解を深め，自分の考則
による，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自律的な規範の重要性について．の重要性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎについて．一方で，自らが作り出し

自我，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自然，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる精神など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる世界のあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルのあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる説明するための統一的な原理を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルめた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる三人の哲学者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．たちの要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しヘーゲルを獲得すること．
の「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる弁証法や概念についての理解を深め，自分の考」など．一方で，自らが作り出し

都市工業化が進む時代，一人ひとりのかけがえのなさや，現実社会で生きる「不安」などを哲学に取り込もうとした，三人の哲学者が進む時代，一人ひとりのかけがえのなさや，現実社会で生きる「不安」などを哲学に取り込もうとした，三人の哲学者む時代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる一人ひとりのかけ出し，哲学的に考えるたがえのなさや概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現実社会で生きる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる不安」などを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学に取り込もうとした，三人の哲学者り込もうとした，三人の哲学者も変わりはじめ（意義がなくなるう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるとした，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる三人の哲学者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．
たちの要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しショーペンハウアーの悲観主義（意義がなくなるペシミズム）など．一方で，自らが作り出し

経済活動や労働から人間の生き方を説いたマルクス，無意識など心理的作用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西や概念についての理解を深め，自分の考労働から人間の生き方を説いたマルクス，無意識など心理的作用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西から人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の生き方で，自らが作り出しを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる説いたマルを獲得すること．クス，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる無意識など心理的作り出し用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西から自我へ』岩波新書，アプ』ちくま新書，ローチしたフロイトにします．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるまでの西
洋哲学の固定的概念についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる破壊しようとしたニーチェなどを学ぶ．しよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるとしたニーチェなどを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

世界のあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲル大戦前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメー後に現れた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現象学や概念についての理解を深め，自分の考ドイツ観念論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲル実存思想のエッセンスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しフッサールを獲得すること．による認するために実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結識論，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるハイデッガーによる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる本来的実存
」など．一方で，自らが作り出し

わたしたちは「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるという時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる刑に処されている」と言ったサルトル，「身体」の実存に徹底的に焦点を当てたメルロに処されている」と言ったサルトル，「身体」の実存に徹底的に焦点を当てたメルロされている」と言ったサルを獲得すること．トにします．ルを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる身体」の実存に徹底的に焦点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーてたメルを獲得すること．ロ=ポンティなど，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフラ
ンス実存思想の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出し

ラッセルを獲得すること．による「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる記述理論」や概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヴィドゲンシュタインの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．ゲーム」など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる論理学や概念についての理解を深め，自分の考言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析からはじまる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学の一片
を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるる．一方で，自らが作り出し

構造主義のはじまり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルソシュールを獲得すること．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるレヴィ=ストにします．ロースなど

ウパニシャッド哲学，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる仏教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる儒教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる道教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるなど，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる古代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるからの東洋思想や概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるそれを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる受けて日本で発生した独自の思想などについて，概要け出し，哲学的に考えるたて日本で発生した独自の思想などについて，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる概要
を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

備など）
考

後期定期試験で評価する．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する．一方で，自らが作り出し
小テストと定期試験で評価する．テストにします．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2回実施する．その理解のもと，試験では，自分なりの考えに結する．一方で，自らが作り出し
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科　目

担当教員 巽 一樹 助教

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2 物価する．水準の変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

3 為替レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．影響に対する理解度を定期試験により評価する．に対する理解度を定期試験により評価する．する理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

4 経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．要因の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「入門マクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」：井堀利宏 （新世社）

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業の発生の理解度を定期試験により評価する．高等専門マクロ経済学」：井堀利宏 （新世社）学校 2022年度を定期試験により評価する．シラバス

経済学II (Economics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

経済学は「ミクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」と「マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」の効果の理解度を定期試験により評価する．2つの効果の理解度を定期試験により評価する．分野に分けられる．本科目では「マクロ経済学」の基礎的な理論につに分けられる．本科目では「マクロ経済学」の基礎的な理論につでは「マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」の効果の理解度を定期試験により評価する．基礎的な理論につな理論につにつ
いて解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究する．「マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究の効果の理解度を定期試験により評価する．全体的な理論につな経済活動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．対する理解度を定期試験により評価する．象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究として解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究，国民所得，物価水準，失業率などについて研究国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究民所得，国民所得，物価水準，失業率などについて研究物価する．水準の変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．，国民所得，物価水準，失業率などについて研究失業の発生の理解度を定期試験により評価する．率などについて研究などについて解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究研究
する学問である．「マクロ経済学」の理解を通じて，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．である．「マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学」の効果の理解度を定期試験により評価する．理解を定期試験により評価する．通じて，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．じて解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究，国民所得，物価水準，失業率などについて研究技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．として解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．するための効果の理解度を定期試験により評価する．社会に対する見方・考え方を養成する．に対する理解度を定期試験により評価する．する見方・考え方を養成する．え方を養成する．方を定期試験により評価する．養成する．

【C3】マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．財政金融政策の効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．効果の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究理解する．

【C3】物価する．水準の変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．発生の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究理解する．

【C3】為替レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．とその効果の理解度を定期試験により評価する．マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．的な理論につ影響に対する理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究理解する．

【C3】経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．要因の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究理解する．

【D2】マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済活動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．規則的な理論につ変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．と資産価する．格の変動について理解する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究理解する．
マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済活動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．規則的な理論につ変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．と資産価する．格の変動について理解する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．定期試験により評価する．により評価する．
評価する．する．

成績は，試験は，国民所得，物価水準，失業率などについて研究試験により評価する．100%　として解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究評価する．する．100点満点で60点以上を合格とする．を定期試験により評価する．合格の変動について理解する．とする．

「マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学演習」：井堀利宏（新世社）」：井堀利宏（新世社）
「平成経済　衰退の本質」：金子勝（岩波新書）の効果の理解度を定期試験により評価する．本質」：金子勝（岩波新書）
「希望格の変動について理解する．差社会に対する見方・考え方を養成する．」：山田昌弘（筑摩書房）
「2030年　世界はこう変わる」：米国国家情報会議（講談社）はこう変わる」：米国国家情報会議（講談社）変わる」：米国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究家情報会に対する見方・考え方を養成する．議（講談社）
「大前研一　新経済原論につ」：大前研一（東洋経済）

政治経済（3年），国民所得，物価水準，失業率などについて研究経済学I（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 講義ガイダンス 講義の効果の理解度を定期試験により評価する．進め方，成績評価の方法について説明する．め方，国民所得，物価水準，失業率などについて研究成績は，試験評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．方法について説明する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

2 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学とは マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学がどの効果の理解度を定期試験により評価する．よう変わる」：米国国家情報会議（講談社）に成り評価する．立って解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究いるの効果の理解度を定期試験により評価する．か，国民所得，物価水準，失業率などについて研究どの効果の理解度を定期試験により評価する．よう変わる」：米国国家情報会議（講談社）な経済対する理解度を定期試験により評価する．象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究を定期試験により評価する．分析するのか説明する．するの効果の理解度を定期試験により評価する．か説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

3

4 乗数モデルモデル

5

6 財政金融政策の効果の理解度を定期試験により評価する．

7 失業の発生の理解度を定期試験により評価する．とインフレーション 労働市場を考慮し，賃金率の変化や価格水準の変化の問題を分析する．を定期試験により評価する．考え方を養成する．慮し，賃金率の変化や価格水準の変化の問題を分析する．し，国民所得，物価水準，失業率などについて研究賃金率などについて研究の効果の理解度を定期試験により評価する．変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．価する．格の変動について理解する．水準の変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．問である．「マクロ経済学」の理解を通じて，技術者として活躍するための社会に対する見方・考え方を養成する．題を分析する．を定期試験により評価する．分析するのか説明する．する．

8 開放経済 開放経済における国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究民所得の効果の理解度を定期試験により評価する．決定メカニズムを考察し，為替レートの変化がもたらすマクロ的影響について分析する．を定期試験により評価する．考え方を養成する．察し，為替レートの変化がもたらすマクロ的影響について分析する．し，国民所得，物価水準，失業率などについて研究為替レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．レートの変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．がもたらすマクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．的な理論につ影響に対する理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究分析するのか説明する．する．

9 経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．モデル 経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．標準の変化や失業の発生の理解度を定期試験により評価する．的な理論につな理論につ的な理論につ枠組みを提示しているハロッド・ドーマーの成長理論とソローの新古典派成長理論を説明する．みを定期試験により評価する．提示しているハロッド・ドーマーの成長理論とソローの新古典派成長理論を説明する．して解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究いるハロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．ッド・ドーマーの効果の理解度を定期試験により評価する．成長の要因の理解度を定期試験により評価する．理論につとソロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．ーの効果の理解度を定期試験により評価する．新古典派成長の要因の理解度を定期試験により評価する．理論につを定期試験により評価する．説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

10 経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．と貯蓄，国民所得，物価水準，失業率などについて研究投資 貯蓄・投資の効果の理解度を定期試験により評価する．決定メカニズムを考察し，為替レートの変化がもたらすマクロ的影響について分析する．を定期試験により評価する．理論につ的な理論につに整理し，国民所得，物価水準，失業率などについて研究経済成長の要因の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．支える要因について考えるえ方を養成する．る要因の理解度を定期試験により評価する．について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究考え方を養成する．え方を養成する．る

11 内生の理解度を定期試験により評価する．的な理論につ成長の要因の理解度を定期試験により評価する．モデル 各国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究間での長期に及ぶ成長率の格差を理論的に説明する内生的成長モデルの基本的な特徴を解説する．での効果の理解度を定期試験により評価する．長の要因の理解度を定期試験により評価する．期に及ぶ成長率の格差を理論的に説明する内生的成長モデルの基本的な特徴を解説する．ぶ成長率の格差を理論的に説明する内生的成長モデルの基本的な特徴を解説する．成長の要因の理解度を定期試験により評価する．率などについて研究の効果の理解度を定期試験により評価する．格の変動について理解する．差を定期試験により評価する．理論につ的な理論につに説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する内生の理解度を定期試験により評価する．的な理論につ成長の要因の理解度を定期試験により評価する．モデルの効果の理解度を定期試験により評価する．基本的な理論につな特徴を解説する．を定期試験により評価する．解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究する．

12 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．・ダイナミックス 景気循環に関する代表的なマクロ理論を整理する．また，資産価格の変動に関する議論についても紹介する．に関する代表的なマクロ理論を整理する．また，資産価格の変動に関する議論についても紹介する．する代表的な理論につなマクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．理論につを定期試験により評価する．整理する．また，国民所得，物価水準，失業率などについて研究資産価する．格の変動について理解する．の効果の理解度を定期試験により評価する．変動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．に関する代表的なマクロ理論を整理する．また，資産価格の変動に関する議論についても紹介する．する議論につについて解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究も紹介する．する．

13 中立命題を分析する．とマクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．政策の効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．有効性 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．政策の効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．有効性について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究，国民所得，物価水準，失業率などについて研究世代間での長期に及ぶ成長率の格差を理論的に説明する内生的成長モデルの基本的な特徴を解説する．再分配政策の効果の理解度を定期試験により評価する．と政府支える要因について考える出政策の効果の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．中心に説明する．に説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

14 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．と政策の効果の理解度を定期試験により評価する．当局 マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．当局の効果の理解度を定期試験により評価する．行動の影響に対する理解度を定期試験により評価する．原理に焦点を定期試験により評価する．当て解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究て解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究．マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．がそれによって解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究どの効果の理解度を定期試験により評価する．よう変わる」：米国国家情報会議（講談社）に影響に対する理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．されるの効果の理解度を定期試験により評価する．かを定期試験により評価する．検討する．する．

15 まとめ 全講義の効果の理解度を定期試験により評価する．総括を行う．を定期試験により評価する．行う変わる」：米国国家情報会議（講談社）．
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29

30

後期定期試験により評価する．を定期試験により評価する．実施する．する．

授業の計画（経済学II）

国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究民経済計算ととGDP 国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究民経済計算とを定期試験により評価する．解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究し，国民所得，物価水準，失業率などについて研究マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．経済学の効果の理解度を定期試験により評価する．代表的な理論につな概念である国民総生産である国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究民総生の理解度を定期試験により評価する．産(GDP)について解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

ケインズ・モデルの効果の理解度を定期試験により評価する．最も基本的な考え方である有効需要の原理をも基本的な理論につな考え方を養成する．え方を養成する．方である有効需要の効果の理解度を定期試験により評価する．原理を定期試験により評価する．45度を定期試験により評価する．線の乗数モデルを用いて説明する．の効果の理解度を定期試験により評価する．乗数モデルモデルを定期試験により評価する．用いて説明する．いて解説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

ISーLM分析するのか説明する． 財市場を考慮し，賃金率の変化や価格水準の変化の問題を分析する．の効果の理解度を定期試験により評価する．均衡に加え，貨幣市場の均衡を考慮した，に加え，貨幣市場の均衡を考慮した，え方を養成する．，国民所得，物価水準，失業率などについて研究貨幣市場を考慮し，賃金率の変化や価格水準の変化の問題を分析する．の効果の理解度を定期試験により評価する．均衡に加え，貨幣市場の均衡を考慮した，を定期試験により評価する．考え方を養成する．慮し，賃金率の変化や価格水準の変化の問題を分析する．した，国民所得，物価水準，失業率などについて研究ISーLMモデルを定期試験により評価する．説する．「マクロ経済学」は一国の全体的な経済活動を対象として，国民所得，物価水準，失業率などについて研究明する．する．

マクロ経済政策の効果の理解度を定期試験により評価する．財政金融政策の効果の理解度を定期試験により評価する．の効果の理解度を定期試験により評価する．効果の理解度を定期試験により評価する．を定期試験により評価する．，国民所得，物価水準，失業率などについて研究ISーLMモデルの効果の理解度を定期試験により評価する．枠組みを提示しているハロッド・ドーマーの成長理論とソローの新古典派成長理論を説明する．みの効果の理解度を定期試験により評価する．中で，国民所得，物価水準，失業率などについて研究分析するのか説明する．する．

備など）
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義講義

参考書 授業時に提示に提示提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

地理学B (GeographyB)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

世界における社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について確保，途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について発展など）についてなど）に提示ついて
日本との関係や地理的視点を交えて学習する．との確保，途上国の発展など）について関係や地理的視点を交えて学習する．や地理的視点を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．を交えて学習する．交えて学習する．えて学習する．する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．

【C3】社会的・経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因・解決方法と日本の果たす役割が理解と日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について果たす役割が理解たす役割が理解が理解理解
できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

社会的・経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因・解決方法と日本の果たす役割が理解と日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について果たす役割が理解たす役割が理解が理解理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてか
定期試験・演習する．で評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

【D2】社会的・経済的問題を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．から捉えることができる捉えることができるえる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてことが理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について
社会的・経済的問題を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．から捉えることができる捉えることができるえる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてことが理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてか定期試験・演習する．
で評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

成績は，試験は，試験80%　演習する．20%　として評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．100点を交えて学習する．満点を交えて学習する．で評価するし60点を交えて学習する．以上を交えて学習する．合格とする．期末に再試験を行うことがとする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．期末に再試験を行うことがに提示再試験を交えて学習する．行うことがうことが理解
ある社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

1年「地理」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族の確保，途上国の発展など）について発生原因

2 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題とその確保，途上国の発展など）について対応例

3 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題

4 鉱産資源の確保，途上国の発展など）について賦存 鉱産資源の確保，途上国の発展など）について位置づけづけ

5 鉱産資源を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題 鉱産資源確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

6 食料問題 食料確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

7 水資源問題 水資源確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

8 演習する． 異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住と資源問題に提示関する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について演習する．

9 最貧国の発展など）について・債務超過など途上国の抱える経済的問題の原因など途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について抱える経済的問題の原因える社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因

10 途上国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について工業化との混住と資源問題に関する演習の確保，途上国の発展など）について現状

11 新興国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について発展など）についての確保，途上国の発展など）について要因

12 工業化との混住と資源問題に関する演習に提示よる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について発展など）についてと問題

13 途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について展など）について望 今後の確保，途上国の発展など）について途上国の発展など）について発展など）についての確保，途上国の発展など）について方策

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験を交えて学習する．実施する．する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．

授業の計画（地理学B）

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住1

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住2

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住3

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済的状況1

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済的状況2

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済発展など）について1

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済発展など）について2

日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について役割が理解1 SDGsと日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）についてかかわり

日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について役割が理解2 SDGsと日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）についてかかわり

備など）
考
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科　目

担当教員 大多喜 重明 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業時に提示する．に提示する．提示する．する．

関連科目 物理，化学，生物，地学

時に提示する．間中は考えを出し易い環境づくりに留意する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．考えを出し易い環境づくりに留意する．えを出し易い環境づくりに留意する．出し易い環境づくりに留意する．し易い環境づくりに留意する．易い環境づくりに留意する．い環境づくりに留意する．環境づくりに留意する．づくりに提示する．留意する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

自然科学特講B (Natural Sciences B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

先人達が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学最先端の現代科学まで， 自然科学の現代科学まで， 自然科学現代科学まで， 自然科学4分野(物理， 化学， 生物， 地学)の現代科学まで， 自然科学発展的な講な講講
義や演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表な講どの現代科学まで， 自然科学座学， あるい環境づくりに留意する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．，自ら最先端の現代科学まで， 自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学調査した結果を発表し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学結果を発表を出し易い環境づくりに留意する．発表/要約するなどの機会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科するな講どの現代科学まで， 自然科学機会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．通して， 我々を取り巻く環境が自然科し易い環境づくりに留意する．て， 我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．取り巻く環境が自然科り巻く環境が自然科く環境づくりに留意する．が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学自然科
学の現代科学まで， 自然科学枠組で記述できることを学ぶで記述できることを学ぶできることを出し易い環境づくりに留意する．学ぶ. また基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学， 自然科学を出し易い環境づくりに留意する．さら最先端の現代科学まで， 自然科学に提示する．主体的な講に提示する．学び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基くた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めの現代科学まで， 自然科学， 感性， 知的な講好奇心を養い， 基を出し易い環境づくりに留意する．養い， 基い環境づくりに留意する．， 基
本的な講な講課題発見力， 問題解決力を出し易い環境づくりに留意する．培うことを目標とするうことを出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする.

【C3】我々を取り巻く環境が自然科を出し易い環境づくりに留意する．取り巻く環境が自然科り巻く環境が自然科く環境づくりに留意する．が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学自然科学(物理， 化学， 生物， 地学)の現代科学まで， 自然科学枠組で記述できることを学ぶで
記述できることを学ぶできることを出し易い環境づくりに留意する．理解する.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．広範な自然をな講自然を出し易い環境づくりに留意する．
対象としたとし易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学70の現代科学まで， 自然科学テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えてから最先端の現代科学まで， 自然科学課題を出し易い環境づくりに留意する．選び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基，その現代科学まで， 自然科学理由を自然科学の知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．自然科学の現代科学まで， 自然科学知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．交えてえて
説明できる．

【C3】自然科学の現代科学まで， 自然科学基盤となる知識を理解し， 様々な現象の説明にこれらのとな講る知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．理解し易い環境づくりに留意する．， 様々を取り巻く環境が自然科な講現象としたの現代科学まで， 自然科学説明に提示する．これら最先端の現代科学まで， 自然科学の現代科学まで， 自然科学
知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．用いることができるい環境づくりに留意する．ることが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学できる.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．課題に提示する．つい環境づくりに留意する．て
の現代科学まで， 自然科学情報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．集め，説明に活かせる．め，説明に提示する．活かせる．かせる．

【D2】自然科学を出し易い環境づくりに留意する．主体的な講に提示する．学び進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基くた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めの現代科学まで， 自然科学， 基本的な講な講課題発見力， 
問題解決力を出し易い環境づくりに留意する．培うことを目標とするう.

試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をとプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物で評価する．広範な自然をする．自然の現代科学まで， 自然科学な講かに提示する．
新たな不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学な講不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．を出し易い環境づくりに留意する．見出し易い環境づくりに留意する．すきっかけ得るか，他者に与える．得るか，他者に与える．るか，他者に与える．に提示する．与える．える．

成績は，試験は考えを出し易い環境づくりに留意する．，試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を70%　レポート10%　プレゼンテーション20%　とし易い環境づくりに留意する．て評価する．広範な自然をする．な講お，試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を成績は，試験は考えを出し易い環境づくりに留意する．中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をと定期試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をの現代科学まで， 自然科学
平均点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．とする．レポートに提示する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をな講どの現代科学まで， 自然科学提出し易い環境づくりに留意する．物を出し易い環境づくりに留意する．含む．む．100点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．満点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．で60点とする．レポートには研究週報などの提出物を含む．以上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学を出し易い環境づくりに留意する．合格とする．とする．

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」日本物理学会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

3

4 協同研究者に与える．決めの現代科学まで， 自然科学発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 書画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．カメラや演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表プレゼンソフトな講どを出し易い環境づくりに留意する．使って，研究したいことを発表する．って，研究し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学い環境づくりに留意する．ことを出し易い環境づくりに留意する．発表する．

5 協同研究者に与える．決めの現代科学まで， 自然科学発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 書画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．カメラや演習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表プレゼンソフトな講どを出し易い環境づくりに留意する．使って，研究したいことを発表する．って，研究し易い環境づくりに留意する．た基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学い環境づくりに留意する．ことを出し易い環境づくりに留意する．発表する．

6 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

7 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

8 中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然を 習などの座学， あるいは，自らが調査した結果を発表熟度シラバスを出し易い環境づくりに留意する．見るた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学めに提示する．中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基う．

9 中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

10 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

11 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学探求を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

12 発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

13 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学解決を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

14 協同研究 協同研究を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基い環境づくりに留意する．，報などの提出物で評価する．広範な自然を告書を出し易い環境づくりに留意する．提出し易い環境づくりに留意する．．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学解決を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

15 発表会を通して， 我々を取り巻く環境が自然科 プレゼンテーション

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（自然科学特講B）

授業説明と「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科り
シラバス説明を出し易い環境づくりに留意する．行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基う．自然科学の現代科学まで， 自然科学探求は考えを出し易い環境づくりに留意する．，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れで進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基めら最先端の現代科学まで， 自然科学れるが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学．その現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学
発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．具体的な講に提示する．は考えを出し易い環境づくりに留意する．，目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科り

「物理学70の現代科学まで， 自然科学不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．」の現代科学まで， 自然科学読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学取り巻く環境が自然科りと研究テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えて決め
目次順に記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．に提示する．記事を読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．読み，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学，要旨と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．と感想を記す．課題の発見・把握，その探求，その解決の流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．を出し易い環境づくりに留意する．記す．A4用いることができる紙一枚程度シラバスに提示する．研究テーマから課題を選び，その理由を自然科学の知識を交えてを出し易い環境づくりに留意する．まとめる．課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握，その現代科学まで， 自然科学探求，その現代科学まで， 自然科学解決の現代科学まで， 自然科学流れのうち，課題の発見・把握を目標とする．
れの現代科学まで， 自然科学うち，課題の現代科学まで， 自然科学発見・把握を出し易い環境づくりに留意する．目標とするとする．

備など）
考

後期中は考えを出し易い環境づくりに留意する．間試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をおよび進めて行くための， 感性， 知的好奇心を養い， 基後期定期試験とプレゼンテーション，研究週報などの提出物で評価する．広範な自然をを出し易い環境づくりに留意する．実施する．する．
新たな不思議を見出すきっかけ得るか，他者に与える．型コロナウイルス感染症（コロナウイルス感染症（COVID‑19）の状況によっては，授業計画の見直しをすることがある．の現代科学まで， 自然科学状況によっては，授業計画の見直しをすることがある．に提示する．よっては考えを出し易い環境づくりに留意する．，授業計画カメラやプレゼンソフトなどを使って，研究したいことを発表する．の現代科学まで， 自然科学見直しをすることがある．し易い環境づくりに留意する．を出し易い環境づくりに留意する．することが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで， 自然科学ある．
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 講義中に随時指示する．に随時指示する．随時指示する．する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

手話言語学II (Sign Language Linguistics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

手話言語学I履修者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のに随時指示する．，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の手話に随時指示する．関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のするする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のと実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のさせる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の踏まえ，日本手話と日本語のまえ，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の日本手話と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の日本語の
比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実に随時指示する．より，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のさらに随時指示する．深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実やそれを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実決する為の科学技術にも触れる．実する為の科学技術にも触れる．実の科学技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の術にも触れる．実に随時指示する．も触れる．実触れる．実れる．実
技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のは，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の単語だけでなく社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の手話文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指も触れる．実学習し，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指に随時指示する．おいての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指なコミュニケーションができるよう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実に随時指示する．なること実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の目指
す．

【C3】日本手話の特徴・ルールを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実し，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の音声言語と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実して説明できる．できる．
日本手話の特徴・ルールを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実し，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の音声言語と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実して説明できる．できるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実かを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の
定期試験・レポートで評価する．する．

【D2】ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のと実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のした福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい福祉分野に科学技術が貢献する可能性についに随時指示する．科学技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の術にも触れる．実が貢献する可能性についする可能性についに随時指示する．つい
て議論できる．できる．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のと実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のした福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい福祉分野に科学技術が貢献する可能性についに随時指示する．科学技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の術にも触れる．実が貢献する可能性についする可能性についに随時指示する．ついて議論できる．で
きるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実かを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の定期試験・レポートで評価する．する．

【C3】日本手話を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでって様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指での基本的なコミュニケーションができるようになることを目指なコミュニケーションがで
きる．

日本手話を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでって様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指での基本的なコミュニケーションができるようになることを目指なコミュニケーションができるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実
かを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の定期試験・演習で評価する．する．

成績は，試験は，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の試験50%　レポート40%　演習10%　と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のして評価する．する．演習方式の評価方法については講義中に詳しく解説すの評価する．方法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指に随時指示する．ついては講義中に随時指示する．に随時指示する．詳しく解説すしく社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実説す
る．

本科の手話言語学I，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の専攻科の手話言語学に随時指示する．関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の連する．する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

毎回の授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得することの授業に随時指示する．出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得することして手話の演習を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することい，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の基本的なコミュニケーションができるようになることを目指な手話表現を必ず習得することを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の必ず習得することず習得すること習得することすること実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の.参加にあたって，積極的に発言するこに随時指示する．あた福祉分野に科学技術が貢献する可能性についって，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の積極的なコミュニケーションができるようになることを目指に随時指示する．発言するこ
と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のと実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の倫理上の問題に留意することが求められる．の問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実に随時指示する．留意することが求められる．すること実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のが求められる．められる．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 講義の授業方法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指に随時指示する．ついて説明できる．する．　　

2 日本手話と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の日本語対応手話

3

4 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実文化を映像から学ぶ．　　を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の映像から学ぶ．　　から学ぶ．　　

5 レポート講評 レポートの講評と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のプレゼンテーションの説明できる．を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

6 学生のレポート発表会を行う．のレポート発表会を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

7 ひきつづき学生のレポート発表会を行う．のレポート発表会を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

8

9 学習した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい手話を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでった福祉分野に科学技術が貢献する可能性についペアワーク演習を行う．演習を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

10 「音」のサポートのサポート

11 「音声」のサポートのサポート

12 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のと実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の社会 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実社会の仕組みを学習する．みを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

13 学習した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい手話を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでった福祉分野に科学技術が貢献する可能性についグループワーク演習を行う．の準備を行う．を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

14 学習した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい手話を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでった福祉分野に科学技術が貢献する可能性についグループワーク演習を行う．を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．

15 総月 授業全体の総括を行い，手話とろう者に対する理解を深める．の総括を行い，手話とろう者に対する理解を深める．を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することい，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の手話と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のに随時指示する．対する理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の実施する．する．

授業の計画（手話言語学II）

日本手話と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の日本語対応手話のちがいに随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指表現を必ず習得すること1」のサポートを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実文化を映像から学ぶ．　　1 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実文化を映像から学ぶ．　　に随時指示する．ついて学ぶ．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指表現を必ず習得すること2」のサポートを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実文化を映像から学ぶ．　　2

プレゼンテーション1

プレゼンテーション2

ペアワーク演習を行う．1 ペアワーク演習を行う．演習のた福祉分野に科学技術が貢献する可能性についめの準備を行う．を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指表現を必ず習得すること3」のサポートを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

ペアワーク演習を行う．2

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の支援する音に関する技術について学習する．「文法表現する音に随時指示する．関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のする技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の術にも触れる．実に随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指表現を必ず習得すること4」のサポートを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．実者を対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の支援する音に関する技術について学習する．「文法表現する音声に随時指示する．関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語のする技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の術にも触れる．実に随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目指表現を必ず習得すること5」のサポートを対象に，手話に関するする知識と実技を発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語の学習する．

グループワーク演習を行う．1

グループワーク演習を行う．2

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．学習記録と技能習熟度によって評価する．と技能習熟度によって評価する．技能習熟度によって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

2 障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．学習記録と技能習熟度によって評価する．と技能習熟度によって評価する．レポートによって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

3 トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．立案・実践した結果をレポートによって評価する．した結果をレポートによって評価する．結果をレポートによって評価する．をレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

4 グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．メンバーで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．相互評価する．する．レポートによって評価する．により評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度によって評価する．シラバス

スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．科学演習A (Sports Science A)

春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

これまで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．に学んだスポーツに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをな角度によって評価する．から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをつめなおし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．新たなかかわりや学びをた結果をレポートによって評価する．なかかわり評価する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びをレポートによって評価する．
深めることを目的とする．  めること技能習熟度によって評価する．をレポートによって評価する．目的とする．  と技能習熟度によって評価する．する．  1．ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習 2．障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 した結果をレポートによって評価する．共存社会の考察 の学習記録と技能習熟度によって評価する．考察 3．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆実践した結果をレポートによって評価する． 
4．海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 した結果をレポートによって評価する．日本スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．問題点と発展の可能性の模索と技能習熟度によって評価する．発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．模索

【C3】生涯スポーツであるゴルフを学び，豊かな健康ライフに繋げる．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．あるゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．をレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．豊かな健康ライフに繋げる．かな健康ライフに繋げる．ライフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．に繋げる．げる．

【C3】障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 して毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．共存社会の考察 をレポートによって評価する．考える．

【C3】トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする理論をレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．自らのトレーニング計画を立案し，ら見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをの学習記録と技能習熟度によって評価する．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．をレポートによって評価する．立案し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．
実践した結果をレポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．きる．

【D2】海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．通した共存社会の考察 して毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．問題点と発展の可能性の模索をレポートによって評価する．発見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発展の可能性の模索
の学習記録と技能習熟度によって評価する．方向を模索する．をレポートによって評価する．模索する．

到達目標毎1＝30%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．2＝20%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．3＝30%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．4＝20%の学習記録と技能習熟度によって評価する．割合で評価し，で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．評価する．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．100点と発展の可能性の模索満点と発展の可能性の模索で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．60点と発展の可能性の模索以上を合格とする．をレポートによって評価する．合で評価し，格とする．と技能習熟度によって評価する．する．

4．「カルチョの休日」　内外出版社の学習記録と技能習熟度によって評価する．休日」　内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索出版社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）実技テストによって評価する．が未実施の者は，の学習記録と技能習熟度によって評価する．者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．2月末日まで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．再テストを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．テストによって評価する．をレポートによって評価する．受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．けること技能習熟度によって評価する．がで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．きる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．の学習記録と技能習熟度によって評価する．再テストを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．テストによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．申し出は受け付けない．し出は受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．け付けない．けない．
但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出された結果をレポートによって評価する．病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．場合で評価し，は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．担当教官と相談の上，対応する．と技能習熟度によって評価する．相談の上，対応する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．上を合格とする．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．対応する．する．2）診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出された結果をレポートによって評価する．
病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．において毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．実技テストによって評価する．をレポートによって評価する．受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けない．けること技能習熟度によって評価する．が困難な場合は，レポートで代替することがある．な場合で評価し，は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．レポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．代替することがある．すること技能習熟度によって評価する．がある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．初心者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．講座 　　　  　 　     　　実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．リップ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．・スタンス・アドレス・スウイング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．基本

2 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　  　   実技： パターゲームの学習記録と技能習熟度によって評価する．歴史について　  　   実技： パターゲームについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．　  　   実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本 パターゲーム

3 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　  　   実技： パターゲーム選手とは（障がい別） 実技：斜面から打つと技能習熟度によって評価する．は（障がい別） 実技：斜面から打つ障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい別） 実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本斜面から打つから見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを打つつ

4 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　  　   実技： パターゲーム競技と技能習熟度によって評価する．は　                   実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本 バンカー克服

5 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．ルール                                  　実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本視覚障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．体験

6 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．共存 　                             実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本アプ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．ローチコンテストによって評価する．

7 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．共存（障がい別） 実技：斜面から打つレポートによって評価する．）            実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．ラウンド

8 中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験 中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験は実施の者は，しない

9 座学：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．・実施の者は，に必要な基礎理論を理解する．な基礎理論をレポートによって評価する．理解する．する．

10 実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本上を合格とする．半身・体幹のストレングス・トレーニングの学習記録と技能習熟度によって評価する．ストによって評価する．レング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ス・トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．

11 実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本下半身の学習記録と技能習熟度によって評価する．ストによって評価する．レング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ス・トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．

12 座学＆実技：ゴルフ初心者講座 　　　  　 　     　　実技：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本目的とする．  に応する．じた結果をレポートによって評価する．サーキトによって評価する．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．理解する．と技能習熟度によって評価する．実践した結果をレポートによって評価する．

13 海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本の学習記録と技能習熟度によって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．違いについて理解する．いについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理解する．する．

14 参考図書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．をレポートによって評価する．事前に通読し，グループ内で意見交換を行う．に通した共存社会の考察 読し，グループ内で意見交換を行う．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．意見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを交換を行う．をレポートによって評価する．行う．う．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（スポーツ科学演習科学演習A）

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．1

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．2

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．3

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．4

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．5

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．6

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習1

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習2

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習3

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習4

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．1

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．2

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．3
これまで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．授業で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．得た知見をもとに，海外と日本のスポーツの違いを明確にし，日本スポーツの発展の方向についてグループ内た結果をレポートによって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．もと技能習熟度によって評価する．に，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索と技能習熟度によって評価する．日本の学習記録と技能習熟度によって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．違いについて理解する．いをレポートによって評価する．明確にし，日本スポーツの発展の方向についてグループ内にし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．方向を模索する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．
で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．する．

備など）
考

中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験および定期試験は実施の者は，しない．
中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験および定期試験は実施の者は，しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．ついての内容のレポートによって評価する．内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

3 グループワークにおける相互評価及びレポートによって評価する．における相互評価する．及びレポートによって評価する．びレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

4 テーピングの内容のレポートによって評価する．実技テスト及びレポートによって評価する．テストによって評価する．及びレポートによって評価する．びレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．科学演習B (Sports Science B)

春名 桂 教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 吉本 陽亮 講師

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

これまでに学んだスポーツに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをな角度シラバスから見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをつめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．との内容のレポートによって評価する．新たなかかわりや学びをたなかかわりや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを
深めることを目的とする．  めることを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを目的とする．  とする．  1．ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する． 2．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち 3．コーチング理論＆実践 4．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆
演習

【C3】ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをメンバーと実践できる．
ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．ルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを心，スポーツとの新たなかかわりや学びを意欲をもって実践しているか評価すを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをもって実践しているか評価する．す
る．

【D2】スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．とその内容のレポートによって評価する．概念を学び，現在のスポーツがどのように創り上を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを現在のスポーツがどのように創り上の内容のレポートによって評価する．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．がどの内容のレポートによって評価する．ように創り上り上
げら見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをれてきたか背景を理解する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すする．

【C3】コーチングに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする理論を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをメンバーにコーチングできる．

【C3】スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なに起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なする外傷や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを障がいの特徴を学び，その具体的ながいの内容のレポートによって評価する．特徴を学び，その具体的なを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをその内容のレポートによって評価する．具体的とする．  な
予防対策としてテーピングの手法を習得する．としてテーピングの内容のレポートによって評価する．手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを習得する．する．

到達目標毎1＝30%，スポーツとの新たなかかわりや学びを2＝20%，スポーツとの新たなかかわりや学びを3＝30%，スポーツとの新たなかかわりや学びを4＝20%の内容のレポートによって評価する．割合で評価し，で評価する．し，スポーツとの新たなかかわりや学びを100点満点で60点以上を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを合で評価し，格とする．とする．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）実技テスト及びレポートによって評価する．テストによって評価する．が未実施の者は，の内容のレポートによって評価する．者は，は，スポーツとの新たなかかわりや学びを2月末日までに再テストを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなまでに再テストを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなテストによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなけることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなの内容のレポートによって評価する．再テストを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなテストによって評価する．の内容のレポートによって評価する．申し出は受け付けなし出は受け付けなは受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなけ付けなけな
い．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．し，スポーツとの新たなかかわりや学びを診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出は受け付けなされた病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の内容のレポートによって評価する．場合で評価し，は，スポーツとの新たなかかわりや学びを担当教官と相談の上，対応する．と相談の上，対応する．の内容のレポートによって評価する．上，スポーツとの新たなかかわりや学びを対応する．する．2）診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出は受け付けなされ
た病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．において実技テスト及びレポートによって評価する．テストによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けなけることが困難な場合は，レポートで代替することがある．な場合で評価し，は，スポーツとの新たなかかわりや学びをレポートによって評価する．で代替することがある．することがある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ボッチャについてルールを理解し，実践する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

2 モルックにおける相互評価及びレポートによって評価する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

3 アルティメットによって評価する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

4 キンボールについてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

5 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．原点と遊びびレポートによって評価する．

6 教養としてのスポーツとしての内容のレポートによって評価する．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．

7 近現代におけるスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．とナショナリズム

8 中間試験 中間試験は実施の者は，しない

9 コーチングの内容のレポートによって評価する．理論を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを深めることを目的とする．  める．

10 グループワークにおける相互評価及びレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して，スポーツとの新たなかかわりや学びをコーチ・プレイヤー相互の内容のレポートによって評価する．経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

11 簡易な身体活動場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．な身体活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的な場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．での内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを高める．受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けな講者は，相互の内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して相互評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

12 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的な場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．での内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを高める．受けることができる．それ以降の再テストの申し出は受け付けな講者は，相互の内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して相互評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

13

14

15 実技テスト及びレポートによって評価する．テストによって評価する．：足関節のテーピング足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（スポーツ科学演習科学演習B）

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．1

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．2

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．3

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．4

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち1

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち2

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち3

コーチング理論＆演習1

コーチング理論＆演習2

コーチング理論＆演習3

コーチング理論＆演習4

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習1
スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なに起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なする外傷や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを障がいの特徴を学び，その具体的ながいの内容のレポートによって評価する．特徴を学び，その具体的なを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを深めることを目的とする．  める．　　テーピング実技テスト及びレポートによって評価する．1：足関節のテーピング足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを
実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習2 テーピング実技テスト及びレポートによって評価する．2：足関節のテーピング足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピング・膝関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習3

備など）
考

中間試験およびレポートによって評価する．定期試験は実施の者は，しない．
中間試験およびレポートによって評価する．定期試験は実施の者は，しない．
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科　目

担当教員 中村 佳敬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテストの結果で評価する．の結果で評価する．結果で評価する．で評価する．評価する．する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 情報処理

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information Technology))

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本演習は，現代社会において数理・データサイエンス・現代社会において数理・データサイエンス・において数理・データサイエンス・数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーの結果で評価する．上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．留意点を理解し，基礎的なデーを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーし，現代社会において数理・データサイエンス・基礎的なデーなデーデー
タ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活えるようになデーることを理解し，基礎的なデー目的なデーとして数理・データサイエンス・いる．演習で評価する．は，現代社会において数理・データサイエンス・データサイエンスを理解し，基礎的なデー学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活重要性，現代社会において数理・データサイエンス・深層学習なデーどの結果で評価する．先端技術を活を理解し，基礎的なデー活
用の上での留意点を理解し，基礎的なデーした社会サービスの動向，社会において数理・データサイエンス・サービスの結果で評価する．動向，現代社会において数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーする上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．留意事項などについて学習する．さらに，なデーどについて数理・データサイエンス・学習する．さらに，現代社会において数理・データサイエンス・Py)thonを理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいた社会サービスの動向，データ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活お
よび可視化に関する演習を行う．可視化に関する演習を行う．に関する演習を行う．する演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

【A3】現在の社会変化に数理・データサイエンス・の結果で評価する．社会において数理・データサイエンス・変化に関する演習を行う．に数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーおよび可視化に関する演習を行う．
自身の生活との関係について理解している．の結果で評価する．生活との結果で評価する．関する演習を行う．係について理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

現在の社会変化に数理・データサイエンス・の結果で評価する．社会において数理・データサイエンス・変化に関する演習を行う．に数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーおよび可視化に関する演習を行う．自身の生活との関係について理解している．の結果で評価する．生
活との結果で評価する．関する演習を行う．係について理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】深層学習なデーどの結果で評価する．先進技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーした社会サービスの動向，新しい社会サービスなしい社会において数理・データサイエンス・サービスなデー
どの結果で評価する．動向について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

深層学習なデーどの結果で評価する．先進技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーした社会サービスの動向，新しい社会サービスなしい社会において数理・データサイエンス・サービスなデーどの結果で評価する．動向
について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーする上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．遵守するべき法律やモラするべき法律やモラ法律やモラや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーモラ
ルについて理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーする上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．遵守するべき法律やモラするべき法律やモラ法律やモラや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーモラルについて理解している．につい
て数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】情報処理を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．必要なデーコンピュータや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーネットの結果で評価する．ワークに関する基本に関する演習を行う．する基本
的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー説明することができる．することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

情報処理を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．必要なデーコンピュータや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーネットの結果で評価する．ワークに関する基本に関する演習を行う．する基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー
持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー説明することができる．することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計の結果で評価する．データを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー統計
的なデーに解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計の結果で評価する．データを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー統計的なデーに解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活
することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習で評価する．評価する．する．

【A3】条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理なデーど基本的なデーなデープログラミング技術を活を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・そ
れらを理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．って数理・データサイエンス・簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理なデーど基本的なデーなデープログラミング技術を活を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．
って数理・データサイエンス・簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習で評価する．評価する．する．

【A3】大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データなデーどを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・
簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データなデーどを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・簡単なデーデ
ータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習で評価する．評価する．する．

【A3】タッチタイピングが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

成績は，試験は，現代社会において数理・データサイエンス・試験で評価する．20%　タイピングテストの結果で評価する．10%　演習70%　として数理・データサイエンス・評価する．する．試験で評価する．成績は，試験は，現代社会において数理・データサイエンス・前期定期試験で評価する．の結果で評価する．点を理解し，基礎的なデー数とする．100点を理解し，基礎的なデー
満点を理解し，基礎的なデーで評価する．60点を理解し，基礎的なデー以上での留意点を理解し，基礎的なデーを理解し，基礎的なデー合格とする．とする．

必要に応じて，じて数理・データサイエンス・，現代社会において数理・データサイエンス・webなデーどで評価する．資料を配布する．を理解し，基礎的なデー配布する．する．

「はじめて数理・データサイエンス・の結果で評価する．AIリテラシー」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）岡嶋 裕史，現代社会において数理・データサイエンス・吉田 雅裕（技術を活評論社）
「教養としてのデータサイエンス」：内田 誠一  ほか共著（講談社）として数理・データサイエンス・の結果で評価する．データサイエンス」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）内田 誠一  ほか前期定期試験で評価する．共著（講談社）
「データサイエンスの結果で評価する．基礎」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）濵田 悦生 著（講談社）
「Py)thonで評価する．はじめるアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）入門 伝統的なデーなデーアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）で評価する．学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）と計算量 」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）増井 敏克（翔泳社）
「Py)thonによる機械学習入門」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）株式会において数理・データサイエンス・社システム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）計画研究所 著（オーム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目は演習を理解し，基礎的なデー通じて数理・データサイエンス・修得する科目である．そのため総合情報センターの演習室開放を積極的に利用するのが望ましい．する科目で評価する．ある．その結果で評価する．た社会サービスの動向，め総合情報センターの結果で評価する．演習室開放を積極的に利用するのが望ましい．を理解し，基礎的なデー積極的なデーに利用の上での留意点を理解し，基礎的なデーするの結果で評価する．が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー望ましい．ましい．
また社会サービスの動向，，現代社会において数理・データサイエンス・クに関する基本ラウドツールについて理解している．を理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいて数理・データサイエンス・学習可能な内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．なデー内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．に関する演習を行う．して数理・データサイエンス・は，現代社会において数理・データサイエンス・自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．で評価する．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー積極的なデーに行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー望ましい．ましい．
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授業の計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 演習システム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）の結果で評価する．利用の上での留意点を理解し，基礎的なデー方法 演習室の結果で評価する．利用の上での留意点を理解し，基礎的なデー方法や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー利用の上での留意点を理解し，基礎的なデー上での留意点を理解し，基礎的なデーの結果で評価する．マナーについて数理・データサイエンス・学習する．

2 タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・コンピュータ基礎 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．コンピュータの結果で評価する．ハードウェアおよび可視化に関する演習を行う．ソフトの結果で評価する．ウェアの結果で評価する．一般的なデーなデー知識を持ち，それらを説明することができる．について数理・データサイエンス・学習する．

3 タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・ネットの結果で評価する．ワークに関する基本基礎 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．社会において数理・データサイエンス・を理解し，基礎的なデー支える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．ネットの結果で評価する．ワークに関する基本の結果で評価する．仕組みとそれを支える技術について学習する．みとそれを理解し，基礎的なデー支える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．える技術を活について数理・データサイエンス・学習する．

4 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．社会において数理・データサイエンス・で評価する．起きている変化を知り，データサイエンスを学ぶ意義を学習する．き法律やモラて数理・データサイエンス・いる変化に関する演習を行う．を理解し，基礎的なデー知り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ，現代社会において数理・データサイエンス・データサイエンスを理解し，基礎的なデー学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活意義を学習する．を理解し，基礎的なデー学習する．

5

6

7

8 復習・演習課題 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．復習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活い，現代社会において数理・データサイエンス・演習課題に取り組む．り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ組みとそれを支える技術について学習する．む．

9 データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計・代表値 質的なデーデータと量的なデーデータの結果で評価する．違いについて学習する．様々な代表値によってデータを統計的に要約できることを学習する．いについて数理・データサイエンス・学習する．様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー代表値によって数理・データサイエンス・データを理解し，基礎的なデー統計的なデーに要約できることを学習する．で評価する．き法律やモラることを理解し，基礎的なデー学習する．

10 データの結果で評価する．ばらつき法律やモラ・観測データの誤差データの結果で評価する．誤差 観測データの誤差された社会サービスの動向，データに含まれるばらつきを理解し，ばらつきの大きさを評価するための代表値である標準偏差について学習する．まれるばらつき法律やモラを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーし，現代社会において数理・データサイエンス・ばらつき法律やモラの結果で評価する．大き法律やモラさを理解し，基礎的なデー評価する．するた社会サービスの動向，めの結果で評価する．代表値で評価する．ある標準偏差について数理・データサイエンス・学習する．

11 層別データの扱い・クロス集計データの結果で評価する．扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計い・クに関する基本ロス集計 層別データの扱い・クロス集計因子を含むような，ひとまとめにして解析すべきではないデータについて学習する．を理解し，基礎的なデー含まれるばらつきを理解し，ばらつきの大きさを評価するための代表値である標準偏差について学習する．むようなデー，現代社会において数理・データサイエンス・ひとまとめにして数理・データサイエンス・解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活すべき法律やモラで評価する．はなデーいデータについて数理・データサイエンス・学習する．

12 データ間の相関と因果の結果で評価する．相関する演習を行う．と因果で評価する．

13 データの結果で評価する．集計・解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活 データの結果で評価する．集計・可視化に関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習する．データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー表現した社会サービスの動向，い内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．について数理・データサイエンス・様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー可視化に関する演習を行う．方法が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーあることを理解し，基礎的なデー学習する．

14 データの結果で評価する．可視化に関する演習を行う．・データの結果で評価する．比較 データの結果で評価する．可視化に関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習する．データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー表現した社会サービスの動向，い内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．に適した可視化を学習し，表計算ソフトを使った演習を行う．した社会サービスの動向，可視化に関する演習を行う．を理解し，基礎的なデー学習し，現代社会において数理・データサイエンス・表計算ソフトの結果で評価する．を理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．った社会サービスの動向，演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

15 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

16

17 条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そを理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいることで評価する．，現代社会において数理・データサイエンス・様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー入力データを解析する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．データを理解し，基礎的なデー解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活する方法について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

18 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

19 繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理を理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいることで評価する．，現代社会において数理・データサイエンス・大量の結果で評価する．処理を理解し，基礎的なデー簡潔に記述する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．に記述する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．する方法について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

20 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

21 線形探索や素数判定などの基本的なアルゴリズムを学習し，それを理解するための演習を行う．や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー素数判定なデーどの結果で評価する．基本的なデーなデーアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）を理解し，基礎的なデー学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

22 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

23 復習・演習課題 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．復習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活い，現代社会において数理・データサイエンス・演習課題に取り組む．り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ組みとそれを支える技術について学習する．む．

24

25 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

26

27 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

28 時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活 時間の相関と因果変化に関する演習を行う．にともなデーって数理・データサイエンス・変化に関する演習を行う．するデータとその結果で評価する．解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活・可視化に関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

29 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

30 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

前期定期試験で評価する．を理解し，基礎的なデー実施する．する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用の上での留意点を理解し，基礎的なデーと活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー(1)

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用の上での留意点を理解し，基礎的なデーと活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー(2)
タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．データサイエンスが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー業種で評価する．活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーされて数理・データサイエンス・いる事例を知り，データ・を理解し，基礎的なデー知り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ，現代社会において数理・データサイエンス・データ・AIの結果で評価する．活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーどの結果で評価する．ように価する．値を理解し，基礎的なデー生むか前期定期試験で評価する．
を理解し，基礎的なデー学習する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用の上での留意点を理解し，基礎的なデーと活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー(3) タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．深層学習なデーどの結果で評価する．先端技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーした社会サービスの動向，サービスを理解し，基礎的なデー学習する．社会において数理・データサイエンス・への結果で評価する．展開が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー進むことで評価する．生じる問題
について数理・データサイエンス・も学習する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・データ・AIを理解し，基礎的なデー利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーする際の倫理の結果で評価する．倫理
タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．データ・AIを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本倫理について数理・データサイエンス・学習する．実際の倫理の結果で評価する．事例を知り，データ・を理解し，基礎的なデー見ながら，データを活用する社会におけなデーが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーら，現代社会において数理・データサイエンス・データを理解し，基礎的なデー活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーする社会において数理・データサイエンス・におけ
るリスクに関する基本について数理・データサイエンス・も学習する．

2変数データ間の相関と因果の結果で評価する．相関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習する．相関する演習を行う．と因果で評価する．の結果で評価する．違いについて学習する．様々な代表値によってデータを統計的に要約できることを学習する．いや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー疑似相関する演習を行う．について数理・データサイエンス・も学習する．

プログラミング入門 - Py)thonの結果で評価する．導入 - 機械学習を理解し，基礎的なデーはじめ多くの分野で使われている汎用スクリプト言語であるくの結果で評価する．分野で使われている汎用スクリプト言語であるで評価する．使って簡単なデータ解析を行うことができる．われて数理・データサイエンス・いる汎用の上での留意点を理解し，基礎的なデースクに関する基本リプトの結果で評価する．言語であるで評価する．あるPy)thonについて数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活
う．

プログラミング入門 - 条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ -

プログラミング入門 - 繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理 -

プログラミング入門 - アルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社） -

プログラミング入門 - データの結果で評価する．可視化に関する演習を行う． - matplotlibライブラリを理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいた社会サービスの動向，データの結果で評価する．可視化に関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

プログラミング入門 - 大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データ- pandasライブラリを理解し，基礎的なデー用の上での留意点を理解し，基礎的なデーいた社会サービスの動向，大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データの結果で評価する．解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー可視化に関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．
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科　目

担当教員 谷口 雅央 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(50%), A4-E4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 点・線・平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で評価する．する．

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．Ⅰ (Electrical Drawing I)

電気工学科・1年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，としての投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，に，三角定規とコンパス）の使い方，三角定規とコンパス）の使い方，とコンパス）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．使い方，い方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，JIS規とコンパス）の使い方，格に基づく図法を学び，製図を通して基本的な事に基づく図法を学び，製図を通して基本的な事図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事を課題図で評価する．学び，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．通して基本的な事して基本的な事な事事
項について，図面を読み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成について，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．読み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成を課題図で評価する．身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成につけさせる．又，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．学的な事物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．見方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．仕方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．学習は空間的思考力，構成空間的な事思考力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，構成
力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成を課題図で評価する．養うため重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，うため重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，である．この投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．点に重点を課題図で評価する．置いた講義とする．投影法としては，いた講義とする．投影法を学び，製図を通して基本的な事としては空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，JIS機械製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で規とコンパス）の使い方，定され，三角定規とコンパス）の使い方，又，三角定規とコンパス）の使い方，国内外で多くで多くく図法を学び，製図を通して基本的な事
使い方，われている第三角法を学び，製図を通して基本的な事の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について重点的な事に学習する．

【A4-E1】製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．いる線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．区別と文字の書き方が理解できる．と文字の書き方が理解できる．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．書き方が理解できる．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．る．
線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できていると用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．途，三角定規とコンパス）の使い方，線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているき方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する． 及び 文字の形，大きさについて理解できているび 文字の書き方が理解できる．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形，三角定規とコンパス）の使い方，大きさについて理解できているき方が理解できているかを課題図で評価する．さについて理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ている
かを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で評価する．する．

【A4-E1】三角定規とコンパス）の使い方，とコンパスの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成で，三角定規とコンパス）の使い方，基本図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．は空間的思考力，構成描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける事が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．る．
三角定規とコンパス）の使い方，とコンパスの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成を課題図で評価する．使い方，って，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける事が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題
図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．と期末試験で評価する．で評価する．する．

【A4-E1】角・線分の等分が出来る．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．等分の等分が出来る．が理解できているかを課題図で評価する．出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成る．
角・線分の等分が出来る．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．等分の等分が出来る．が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，三角定規とコンパス）の使い方，とコンパスの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成を課題図で評価する．使い方，って描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける事が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．てい
るかを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．と期末試験で評価する．で評価する．する．

【A4-E1】 曲線（楕円，三角定規とコンパス）の使い方，放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線，三角定規とコンパス）の使い方，双曲線，三角定規とコンパス）の使い方，三角関数）の使い方，が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける． 曲線（楕円，三角定規とコンパス）の使い方，放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線，三角定規とコンパス）の使い方，双曲線，三角定規とコンパス）の使い方，三角関数）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題
図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で評価する．する．

【A4-E1】点・線・平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける．

【A4-E4】投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．中で，特に，第三角法による正投影図及び等角で，三角定規とコンパス）の使い方，特に，三角定規とコンパス）の使い方，に，三角定規とコンパス）の使い方，第三角法を学び，製図を通して基本的な事による正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．及び 文字の形，大きさについて理解できているび等角
投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．内容が理解できる．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．る．

投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できている 及び 文字の形，大きさについて理解できているび 第三角法を学び，製図を通して基本的な事による正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．と等角投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．内容が理解できる．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．で
き方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で評価する．する．

【A4-E4】第三角法を学び，製図を通して基本的な事による立体図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける．
第三角法を学び，製図を通して基本的な事による立体図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で
評価する．する．

【A4-E4】斜方が理解できているかを課題図で評価する．眼紙を利用して等角投影図が描ける．を課題図で評価する．利用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．して等角投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．ける．
斜方が理解できているかを課題図で評価する．眼紙を利用して等角投影図が描ける．を課題図で評価する．使い方，って，三角定規とコンパス）の使い方，等角投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．理解できているかを課題図で評価する．でき方が理解できているかを課題図で評価する．ているかを課題図で評価する．課題図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で評価する．
する．

成績は，試験は空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，試験で評価する．40%　毎週の課題製図の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．課題製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．60%　として評価する．する．到達目標2～8の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．課題製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．60%（正確さ，丁寧さ，提出期限，さ，三角定規とコンパス）の使い方，丁寧さ，提出期限，さ，三角定規とコンパス）の使い方，提出期限，三角定規とコンパス）の使い方，
授業への投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．積極性を重視）の比率で評価する．毎回，製図課題を与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にを課題図で評価する．重視）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．比率で評価する．毎回，製図課題を与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にで評価する．する．毎回，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．課題を課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえ，三角定規とコンパス）の使い方，提出期限内に提出させる．課題製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．未提出は空間的思考力，構成比率で評価する．毎回，製図課題を与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にに
応じて減点する．じて減点する．100点満点で60点以上を合格とする．を課題図で評価する．合格に基づく図法を学び，製図を通して基本的な事とする．

プリント
「電気製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．」：小池他著（実教出版）の使い方，

「立体図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．」：中で，特に，第三角法による正投影図及び等角本 繁実著（パワー社）社）の使い方，
「工学基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．学と製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．」：磯田 浩/鈴木 賢次郎 共著（サイエンス社）の使い方，
「製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．学入門」：坂本 卓 著（日刊工業新聞社）の使い方，
「練習ノー社）ト電気・電子製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．」：（実教出版株式会社）の使い方，

この投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．科目は空間的思考力，構成2年生で学習する電気・電子回路などの「電気製図」の基礎となっている．で学習する電気・電子回路などの「電気製図」の基礎となっている．な事どの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．「電気製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．」の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，とな事っている．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．器具（三角定規とコンパス）の使い方，，三角定規とコンパス）の使い方，コンパス，三角定規とコンパス）の使い方，雲形定規とコンパス）の使い方，又は空間的思考力，構成曲線定規とコンパス）の使い方，，三角定規とコンパス）の使い方，直線定規とコンパス）の使い方，，三角定規とコンパス）の使い方，テンプレー社）ト，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．シャー社）プペンシル，三角定規とコンパス）の使い方，字の書き方が理解できる．消し板，消しし板，三角定規とコンパス）の使い方，消し板，消しし
ゴムなど）は各自用意し持参のこと．製図用紙は，毎回支給する．な事ど）の使い方，は空間的思考力，構成各自用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．意し持参のこと．製図用紙は，毎回支給する．し持参のこと．製図用紙は，毎回支給する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．こと．製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．紙を利用して等角投影図が描ける．は空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，毎回支給する．する．
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授業の計画（電気製図Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス・製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，

2 製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．いる線

3 製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．いる文字の書き方が理解できる．

4 平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形（線分の等分が出来る．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．等分の等分が出来る．・角の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．等分の等分が出来る．）の使い方，

5 平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形（正五角形，三角定規とコンパス）の使い方，正六角形）の使い方，

6 平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形（楕円）の使い方，

7 平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形（放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線）の使い方，

8 中で，特に，第三角法による正投影図及び等角間試験で評価する．

9 平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形（双曲線）の使い方，

10 三角関数曲線

11 投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（点と直線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影）の使い方，

12

13

14

15 立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．等角投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．およびキャビネット図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．進め方（シラバス）について，説明する．製図基礎として，製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，製図に関する規め重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，方が理解できているかを課題図で評価する．（シラバス）の使い方，について，三角定規とコンパス）の使い方，説明する．製図基礎として，製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，製図に関する規する．製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．基礎としての製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，として，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，に，三角定規とコンパス）の使い方，三角定規とコンパス）の使い方，とコンパス）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．使い方，い方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に関する規とコンパス）の使い方，
格に基づく図法を学び，製図を通して基本的な事，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．欄（タイトル，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．番号，三角定規とコンパス）の使い方，作成者，三角定規とコンパス）の使い方，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成歴など）の書き方などについて具体的に解説する．な事ど）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．書き方が理解できる．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．な事どについて具体的な事に解できているかを課題図で評価する．説する．

線は空間的思考力，構成図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．表すの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，な事要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，素であり，線の形と種類，太さの種類 及び 線の引き方などについて解説する．各種の線を引くことであり，三角定規とコンパス）の使い方，線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形と種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できている，三角定規とコンパス）の使い方，太さの種類 及び 線の引き方などについて解説する．各種の線を引くことさの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できている 及び 文字の形，大きさについて理解できているび 線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているき方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．な事どについて解できているかを課題図で評価する．説する．各種の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．線を課題図で評価する．引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているく図法を学び，製図を通して基本的な事こと
によって，三角定規とコンパス）の使い方，三角定規とコンパス）の使い方，とコンパスの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．使い方，い方が理解できているかを課題図で評価する．も練習する．課題：「製図の線」練習する．課題：「製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．線」

製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．いる文字の書き方が理解できる．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているは空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，ロー社）マ字，数字，漢字，仮名，記号がある．字の書き方が理解できる．，三角定規とコンパス）の使い方，数字の書き方が理解できる．，三角定規とコンパス）の使い方，漢字の書き方が理解できる．，三角定規とコンパス）の使い方，仮名，三角定規とコンパス）の使い方，記号が理解できているかを課題図で評価する．ある．JIS規とコンパス）の使い方，格に基づく図法を学び，製図を通して基本的な事で規とコンパス）の使い方，定された文字の書き方が理解できる．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形，三角定規とコンパス）の使い方，文字の書き方が理解できる．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．大きさについて理解できているき方が理解できているかを課題図で評価する．さ 及び 文字の形，大きさについて理解できているび 文字の書き方が理解できる．
や記号を描くときの注意事項などについて解説する．課題：「製図に用いる文字」記号を課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事とき方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．注意し持参のこと．製図用紙は，毎回支給する．事項について，図面を読み描き出来る能力を身につけさせる．又，図学的物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成な事どについて解できているかを課題図で評価する．説する．課題：「製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．に用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．いる文字の書き方が理解できる．」

平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．形の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について概説した後，三角定規とコンパス）の使い方，線・角の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．N等分の等分が出来る．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：「線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．2等分の等分が出来る．，三角定規とコンパス）の使い方，線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．3等分の等分が出来る．，三角定規とコンパス）の使い方，角の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．2等分の等分が出来る．，三角定規とコンパス）の使い方，直
角の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．3等分の等分が出来る．」

一辺が与えられたとき 及び 対角寸法が与えられたときの多角形の描き方について解説する．課題：「一辺が与えられたときの正が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられたとき方が理解できているかを課題図で評価する． 及び 文字の形，大きさについて理解できているび 対角寸法を学び，製図を通して基本的な事が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられたとき方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．多く角形の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：「一辺が与えられたとき 及び 対角寸法が与えられたときの多角形の描き方について解説する．課題：「一辺が与えられたときの正が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられたとき方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正
五角形，三角定規とコンパス）の使い方，正六角形及び 文字の形，大きさについて理解できているび 対角寸法を学び，製図を通して基本的な事が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられたとき方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正五角形，三角定規とコンパス）の使い方，正六角形」

楕円の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事として，三角定規とコンパス）の使い方，焦点法を学び，製図を通して基本的な事（長軸ABと2点の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．焦点F1，三角定規とコンパス）の使い方，F2が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられている）の使い方，と副円法を学び，製図を通して基本的な事（長軸ABと短軸CDが理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられて
いる）の使い方，について概説した後，三角定規とコンパス）の使い方，副円法を学び，製図を通して基本的な事による楕円の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：副円法を学び，製図を通して基本的な事による「楕円」

放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事として，三角定規とコンパス）の使い方，頂点Aと焦点Fが理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられて描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事と，三角定規とコンパス）の使い方，頂点Aと放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線上を合格とする．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．点P1とP2が理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられて描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事方が理解できているかを課題図で評価する．法を学び，製図を通して基本的な事（枠
組法を学び，製図を通して基本的な事）の使い方，について概説後，三角定規とコンパス）の使い方，枠組法を学び，製図を通して基本的な事による放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：枠組法を学び，製図を通して基本的な事による「放物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成線」

第1週の課題製図目から7週の課題製図目までの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．範囲での試験を行う．での投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．試験で評価する．を課題図で評価する．行う．う．

主軸A0Bおよび二つの頂点つの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．頂点A0，三角定規とコンパス）の使い方，Aと曲線上を合格とする．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．一点Cが理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられた場合の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．双曲線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：主軸A0Bお
よび二つの頂点つの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．頂点A0，三角定規とコンパス）の使い方，Aと曲線上を合格とする．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．一点Cが理解できているかを課題図で評価する．与え，提出期限内に提出させる．課題製図未提出は比率にえられた「双曲線」

電気・電子技術において必要な三角関数曲線（正弦曲線，余弦曲線）の描き方について解説する．課題：「三角関数曲線（正弦曲において必要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，な事三角関数曲線（正弦曲線，三角定規とコンパス）の使い方，余弦曲線）の使い方，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：「三角関数曲線（正弦曲
線・余弦曲線」

先ず，投影図の種類について概要を解説する．主投影図の配置は，ず，三角定規とコンパス）の使い方，投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．種類と用途，線の引き方 及び 文字の形，大きさについて理解できているについて概要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，を課題図で評価する．解できているかを課題図で評価する．説する．主投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．配置いた講義とする．投影法としては，は空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，JIS機械製図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で規とコンパス）の使い方，定されている「第三角法を学び，製図を通して基本的な事」の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．配置いた講義とする．投影法としては，について
解できているかを課題図で評価する．説する．多く面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．体の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．隅の頂点と頂点を結んだ直線の見方と，主投影図の描き方について解説する．課題：「点と直線の投影」の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．頂点と頂点を課題図で評価する．結んだ直線の見方と，主投影図の描き方について解説する．課題：「点と直線の投影」んだ直線の見方と，主投影図の描き方について解説する．課題：「点と直線の投影」直線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．見方が理解できているかを課題図で評価する．と，三角定規とコンパス）の使い方，主投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：「点と直線の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影」

投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影) 多く面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．体の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．各面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．は空間的思考力，構成，三角定規とコンパス）の使い方，視線との投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．向きによって，視線に垂直な平面，視線に平行な平面，視線に斜めの平面があり，それぞれの平き方が理解できているかを課題図で評価する．によって，三角定規とコンパス）の使い方，視線に垂直な事平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，視線に平行う．な事平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，視線に斜め重要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．が理解できているかを課題図で評価する．あり，三角定規とコンパス）の使い方，それぞれの投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．平
面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．見方が理解できているかを課題図で評価する．，三角定規とコンパス）の使い方，主投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説する．課題：多く面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．体の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．「平面の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．」

立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（1）の使い方，
正投影法を学び，製図を通して基本的な事による立体の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．表現の仕方の学習は空間的思考力，構成としして，三角定規とコンパス）の使い方，第三角法を学び，製図を通して基本的な事の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．配置いた講義とする．投影法としては，について具体的な事に説明する．製図基礎として，製図器具（特に，三角定規とコンパス）の使い方，製図に関する規した後，三角定規とコンパス）の使い方，2回にわたって立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．作図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．する
．課題：「立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（1）の使い方，」

立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．正投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（2）の使い方， 前回の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．続き課題：「立体物の投影図（き方が理解できているかを課題図で評価する．課題：「立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．（2）の使い方，」

等角図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．き方が理解できているかを課題図で評価する．方が理解できているかを課題図で評価する．について解できているかを課題図で評価する．説し，三角定規とコンパス）の使い方，斜方が理解できているかを課題図で評価する．眼紙を利用して等角投影図が描ける．を課題図で評価する．利用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．して，三角定規とコンパス）の使い方，第三角法を学び，製図を通して基本的な事で書き方が理解できる．かれた投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．等角図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．で描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事練習を課題図で評価する．する．課題：「等角投
影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．(1)」（第三角法を学び，製図を通して基本的な事で描き方が理解できているかを課題図で評価する．いた立体物の見方，表現の仕方の学習は空間的思考力，構成の投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．配置いた講義とする．投影法としては，図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．斜方が理解できているかを課題図で評価する．眼紙を利用して等角投影図が描ける．に等角投影図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事）の使い方，と同じ立体図をキャビネット図でも描く．じ立体図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．を課題図で評価する．キャビネット図の描き方が理解できているかを課題図で評価する．でも練習する．課題：「製図の線」描き方が理解できているかを課題図で評価する．く図法を学び，製図を通して基本的な事．

備など）
考

後期中で，特に，第三角法による正投影図及び等角間試験で評価する．および後期定期試験で評価する．を課題図で評価する．実施する．する．
試験で評価する．には空間的思考力，構成筆記用いる線の区別と文字の書き方が理解できる．具以外で多くに定規とコンパス）の使い方，，三角定規とコンパス）の使い方，コンパス必要である．この点に重点を置いた講義とする．投影法としては，．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 電位，電位差，電圧降下の理解度を前期中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する理解度を前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する前期中間試験で評価するで評価する評価するする

2 分流器，倍率器の理解度を前期中間試験で評価する理解度を前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する演習問題レポートと前期中間試験で評価するレポートと前期中間試験で評価すると前期中間試験で評価する前期中間試験で評価するで評価する評価するする

3

4

5 平衡なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価すると前期中間試験で評価する不平衡なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するを前期中間試験で評価するレポートと前期中間試験で評価する及び後期定期試験で評価するび後期定期試験で評価する後期定期試験で評価するで評価する評価するする

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 数学，電気回路

数学の理解度を前期中間試験で評価する基礎計算をしっかりと理解しておくこと．を前期中間試験で評価するしっかりと前期中間試験で評価する理解しておくこと前期中間試験で評価する．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を前期中間試験で評価するシラバス

基礎電気工学 (Fundamentals of Electrical Engineering)

[前期] 道平 雅一 教授, 茂木 進一 教授, 南 政孝 准教授, [後期] 岸本 圭司 非常勤講師, 茂木 進一 教授, 南 政孝 准
教授

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気工学を前期中間試験で評価する学ぶ上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事で評価する一番基礎と前期中間試験で評価するなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するどを前期中間試験で評価する身近に見受けられる事に見受けられる事見受けられる事けられる事
象を引用し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．を前期中間試験で評価する引用し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価する知識や計算力を十分付けるようにする．や計算力を十分付けるようにする．計算をしっかりと理解しておくこと．力などを身近に見受けられる事を前期中間試験で評価する十分付けるようにする．けるように見受けられる事する．

【A2】電位，電位差，電圧降下の理解度を前期中間試験で評価するが理解できる理解で評価するきる

【A2】分流器，倍率器を前期中間試験で評価する理解し，テスターの理解度を前期中間試験で評価する理論を把握できるを前期中間試験で評価する把握できるで評価するきる

【A2】いろいろなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価する直流回路網の計算ができるようにキルヒホッフ，テブナンの理解度を前期中間試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．が理解できるで評価するきるように見受けられる事キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事，テブナン
なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するど各種定理を前期中間試験で評価する理解で評価するきる

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事，テブナンなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するどの理解度を前期中間試験で評価する電気回路の理解度を前期中間試験で評価する基礎と前期中間試験で評価するなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するる各種定理を前期中間試験で評価する理解し，諸計
算をしっかりと理解しておくこと．が理解できるで評価するきるかを前期中間試験で評価する前期中間試験で評価する，前期定期試験で評価する及び後期定期試験で評価するび後期定期試験で評価するレポートと前期中間試験で評価するで評価する評価するする

【A2】Y－Δ変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる．を前期中間試験で評価する理解し，交流回路に見受けられる事関する諸問題に対応できる．する諸問題レポートと前期中間試験で評価するに見受けられる事対応できる．で評価するきる． YーΔの理解度を前期中間試験で評価する変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる．を前期中間試験で評価する理解しているか合成抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．や計算力を十分付けるようにする．電流の理解度を前期中間試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．を前期中間試験で評価する後期中間試
験で評価するで評価する評価するする

【A2】ブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するを前期中間試験で評価する理解し，2年生以降の理解度を前期中間試験で評価する実験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する時の理論が理解できるの理解度を前期中間試験で評価する理論を把握できるが理解できる理解で評価するきる

【A2】抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する見方（カラーコード）について理解できるカラーコード）について理解できるに見受けられる事ついて理解で評価するきる 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する見方（カラーコード）について理解できるカラーコード）について理解できるに見受けられる事ついて理解しているか後期定期試験で評価するで評価する評価するする

成績は，試験は，試験で評価する85%　レポートと前期中間試験で評価する15%　と前期中間試験で評価するして評価するする．レポートと前期中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する15%に見受けられる事は，小テストの評価も含む．テストと前期中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する評価するも含む．含む．む．100点満点で評価する60点以上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事
を前期中間試験で評価する合格とする．と前期中間試験で評価するする．

「直流回路の理解度を前期中間試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．」池田芳博著 （カラーコード）について理解できる廣済堂出版）について理解できる
ノートと前期中間試験で評価する講義（カラーコード）について理解できるプリントと前期中間試験で評価する）について理解できる

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（基礎電気工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 基礎電気の理解度を前期中間試験で評価する概要とギリシャ文字の説明と前期中間試験で評価するギリシャ文字の説明文字の説明の理解度を前期中間試験で評価する説明 基礎電気で評価する学ぶ上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事こと前期中間試験で評価する，電気で評価するはよく出てくるギリシャ文字の説明文字の説明の理解度を前期中間試験で評価する説明を前期中間試験で評価するする．

2 オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則，抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する直列接続，並列接続 例題レポートと前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する通して合成抵抗の計算や電流の計算を後期中間試や計算力を十分付けるようにする．分圧，分流の理解度を前期中間試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．方法を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

3 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する直並列接続 直並列回路の理解度を前期中間試験で評価する考え方を説明し，演習問題で理解を深める．え方を説明し，演習問題で理解を深める．方を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

4 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価するはしご回路と組合せ回路回路と前期中間試験で評価する組合せ回路回路 はしご回路と組合せ回路回路，組み合わせ回路について説明し，演習問題で理解を深める．合わせ回路回路に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

5 電池の理解度を前期中間試験で評価する接続 電池と前期中間試験で評価する電源の取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．の理解度を前期中間試験で評価する取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．いの理解度を前期中間試験で評価する違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．いに見受けられる事ついて説明し，電池の理解度を前期中間試験で評価する直並列接続なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するどの理解度を前期中間試験で評価する演習を前期中間試験で評価する行い理解を深める．い理解を前期中間試験で評価する深める．める．

6 電流計と前期中間試験で評価する分流器 電流計と前期中間試験で評価する分流器に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

7 演習 これまで評価するの理解度を前期中間試験で評価する演習問題レポートと前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する行い理解を深める．い，理解を前期中間試験で評価する深める．める．

8 中間試験で評価する

9 中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答・解説 中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答・解説を前期中間試験で評価する行い理解を深める．う．

10 電圧計と前期中間試験で評価する倍率器電源の取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．の理解度を前期中間試験で評価する直列，並列接続 電圧計と前期中間試験で評価する倍率器に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

11 電力などを身近に見受けられる事と前期中間試験で評価する電力などを身近に見受けられる事量 電なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するらび後期定期試験で評価するに見受けられる事電力などを身近に見受けられる事量に見受けられる事ついて説明し，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する最大，最小テストの評価も含む．条件について説明する．に見受けられる事ついて説明する．

12 ジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するュールの理解度を前期中間試験で評価する法則 ジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するュールの理解度を前期中間試験で評価する法則を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

13

14 演習問題レポートと前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する解くこと前期中間試験で評価するで評価するキルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則を前期中間試験で評価する理解させ回路る．

15 演習

16 定期試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答と前期中間試験で評価する重ね合せの定理ね合せの定理合せ回路の理解度を前期中間試験で評価する定理 定期試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答・解説を前期中間試験で評価する行い理解を深める．う．また重ね合わせの定理の導入部分を説明する．重ね合せの定理ね合せの定理合わせ回路の理解度を前期中間試験で評価する定理の理解度を前期中間試験で評価する導入部分を前期中間試験で評価する説明する．

17 重ね合せの定理ね合せの定理合せ回路の理解度を前期中間試験で評価する定理 重ね合せの定理ね合せの定理の理解度を前期中間試験で評価する定理に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

18 テブナンの理解度を前期中間試験で評価する定理に見受けられる事ついて説明を前期中間試験で評価するする

19 テブナンの理解度を前期中間試験で評価する定理の理解度を前期中間試験で評価する演習問題レポートと前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する解きなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するが理解できるら理解を前期中間試験で評価する深める．める．

20 補足ーミルマンの理解度を前期中間試験で評価する定理 補足ーミルマンの理解度を前期中間試験で評価する定理を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

21

22

23 中間試験で評価する

24 中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答・解説と前期中間試験で評価する単位電流法の理解度を前期中間試験で評価する導入 中間試験で評価するの理解度を前期中間試験で評価する解答・解説を前期中間試験で評価する行い理解を深める．い，単位電流法の理解度を前期中間試験で評価する導入部分を前期中間試験で評価する説明する．

25 単位電流法 単位電流法の理解度を前期中間試験で評価する考え方を説明し，演習問題で理解を深める．え方を説明し，演習問題で理解を深める．方に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

26 対称回路 対称回路の理解度を前期中間試験で評価する性質を説明し，演習問題で理解を深める．を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

27 ブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価する回路 平衡なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価する，不平衡なブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価する回路の理解度を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

28 補償の定理の理解度を前期中間試験で評価する定理 補償の定理の理解度を前期中間試験で評価する定理を前期中間試験で評価する説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

29 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する温度を前期中間試験で評価する係数と前期中間試験で評価する抵抗の計算や電流の計算を後期中間試率 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する温度を前期中間試験で評価する係数と前期中間試験で評価する抵抗の計算や電流の計算を後期中間試率に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するを前期中間試験で評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

30 演習，抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する見方 カラーコードなブリッジと不平衡なブリッジをレポート及び後期定期試験で評価するどに見受けられる事ついて説明し，抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価する種類や見方を理解させる．や計算力を十分付けるようにする．見方を前期中間試験で評価する理解させ回路る．

前期，後期と前期中間試験で評価するも含む．に見受けられる事中間試験で評価するおよび後期定期試験で評価する定期試験で評価するを前期中間試験で評価する実施する．する．

1週目からから7週目からまで評価するの理解度を前期中間試験で評価する範囲の試験する．の理解度を前期中間試験で評価する試験で評価するする．

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則1 キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する第1法則，第2法則の理解度を前期中間試験で評価する説明を前期中間試験で評価する行い理解を深める．う．

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を前期中間試験で評価する法則2

これまで評価するの理解度を前期中間試験で評価する内容に関する演習により理解を深めるに見受けられる事関する諸問題に対応できる．する演習に見受けられる事より理解を前期中間試験で評価する深める．める.

テブナンの理解度を前期中間試験で評価する定理1

テブナンの理解度を前期中間試験で評価する定理2

抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価するYーΔ変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる． 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価するYーΔの理解度を前期中間試験で評価する変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる．に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価するΔーY変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる． 抵抗の計算や電流の計算を後期中間試の理解度を前期中間試験で評価するΔーY変換を理解し，交流回路に関する諸問題に対応できる．に見受けられる事ついて説明し，演習問題レポートと前期中間試験で評価するで評価する理解を前期中間試験で評価する深める．める．

16週から22週まで評価するの理解度を前期中間試験で評価する範囲の試験する．の理解度を前期中間試験で評価する試験で評価するする．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(50%), A4-E1(50%)
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8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト 「電気電子数学入門」：森武昭，奥村万規子，武尾英哉（森北出版株式会社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気数学Ⅰ (Electrical Mathematics I)

電気工学科・2年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気工学科で学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすにおいて，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすかつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす必要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすとされる専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすあろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす数学の計算力・応用力をつけることを目的とす計算力・応用力をつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす的とすとす
る専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や具体的とすには，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やをおき，演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすを中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やとした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や講義を行なう．また，電気工学特有の表現やなう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やまた講義を行なう．また，電気工学特有の表現や，電気工学特有の表現やの計算力・応用力をつけることを目的とす表現やや
問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．れ，電気工学において数学がどの計算力・応用力をつけることを目的とすよう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすな物理的とす意味を持つかを理解する．を持つかを理解する．つ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすかを理解する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

【A1】三角関数に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
三角関数に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを理解する．度シラバス確認試験(1)およびレポートでレポートでで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす
60%以上正解する．を合格として評価する．として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

【A1】複素数に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
複素数の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを理解する．度シラバス確認試験(1)およびレポートでレポートでで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす60%以
上正解する．を合格として評価する．として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

【A1】微分に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
微分の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを理解する．度シラバス確認試験(2)およびレポートでレポートでで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす60%以上
正解する．を合格として評価する．として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

【A1】積分に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や 積分の計算力・応用力をつけることを目的とす諸問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．ける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを前期定期試験およびレポートでレポートでで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす60%以上正解する．を
合格として評価する．として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

【A4-E1】積分を用いて交流回路における平均値・実効値の計算ができるにおける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす平均値・実効値の計算力・応用力をつけることを目的とす計算がで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすきる専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす
．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

積分を用いて交流回路における平均値・実効値の計算ができるにおける専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす平均値・実効値を計算で学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすきる専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを前期定期
試験およびレポートでレポートでで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす60%以上正解する．を合格として評価する．として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

成績は，試験は，試験25%　レポートで15%　理解する．度シラバス確認試験60%　として評価する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や100点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や満点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす60点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や以上を合格として評価する．とする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やレポー
トでとは，演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．の計算力・応用力をつけることを目的とす課題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．された講義を行なう．また，電気工学特有の表現や課題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．，およびレポートで板書を書き写したノートの提出を指す．を書を書き写したノートの提出を指す．き写したノートの提出を指す．した講義を行なう．また，電気工学特有の表現やノートでの計算力・応用力をつけることを目的とす提出を指す．す．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

「基礎 電気回路における平均値・実効値の計算ができる1 [第3判]」：有の表現や馬泉，岩崎晴光（森北出版株式会社）
「ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）と演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすシリーズ 電気回路における平均値・実効値の計算ができる」上原政啓（電気書を書き写したノートの提出を指す．院）

数学，電気回路における平均値・実効値の計算ができるI，電気回路における平均値・実効値の計算ができるII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気工学において必要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすな数学的とす知識を修得することを目的としているため，積極的に理解するように努力すること．自分のを修得することを目的としているため，積極的に理解するように努力すること．自分のする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすことを目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす的とすとしている専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすた講義を行なう．また，電気工学特有の表現やめ，積極的とすに理解する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすよう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすに努力する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすこと．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や自分の計算力・応用力をつけることを目的とす
力で学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす暗記すべき項目はしっかりと暗記し，計算すべき項目はしっかりと計算していくという心構えが必要である．すべき項目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすはしっかりと暗記すべき項目はしっかりと暗記し，計算すべき項目はしっかりと計算していくという心構えが必要である．し，計算すべき項目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすはしっかりと計算していくという数学の計算力・応用力をつけることを目的とす心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や構えが必要である．えが必要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすで学習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすある専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
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授業の計画（電気数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3 三角関数の計算力・応用力をつけることを目的とす復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす 教科書を書き写したノートの提出を指す．の計算力・応用力をつけることを目的とす演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．きながら，三角関数を復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

4

5 複素数の計算力・応用力をつけることを目的とす復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす 教科書を書き写したノートの提出を指す．の計算力・応用力をつけることを目的とす演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．きながら，三角関数を復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

6

7

8

9 微分計算法の復習の計算力・応用力をつけることを目的とす復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす 教科書を書き写したノートの提出を指す．の計算力・応用力をつけることを目的とす演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．きながら，微分計算法の復習を復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

10

11

12

13

14

15 積分の計算力・応用力をつけることを目的とす復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす 教科書を書き写したノートの提出を指す．の計算力・応用力をつけることを目的とす演習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす問題にも触れ，電気工学において数学がどのような物理的意味を持つかを理解する．を解する．きながら，積分を復習する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第5章 三角関数(その計算力・応用力をつけることを目的とす1) [5.1]一般角と角度シラバスの計算力・応用力をつけることを目的とす表示法の復習，[5.2]三角関数の計算力・応用力をつけることを目的とす定義，およびレポートで[5.3]三角関数の計算力・応用力をつけることを目的とす基本公式につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第6章 三角関数(その計算力・応用力をつけることを目的とす2) [6.1]三角関数の計算力・応用力をつけることを目的とすグラフ，[6.2]逆三角関数，およびレポートで[6.3]正弦波関数につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第8章 複素数 [8.1]複素数平面，[8.2]複素数の計算力・応用力をつけることを目的とす表示，[8.3]直交表示と極表示の計算力・応用力をつけることを目的とす相互変換，およびレポートで[8.4]極表示の計算力・応用力をつけることを目的とす複素数の計算力・応用力をつけることを目的とす計算につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．す
る専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

理解する．度シラバス確認試験(1) 1週目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすから5週目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすの計算力・応用力をつけることを目的とす内容について，理解度確認試験をする．につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて，理解する．度シラバス確認試験をする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

理解する．度シラバス確認試験(1)の計算力・応用力をつけることを目的とす答案返却および第およびレポートで第12章 微分計算法の復習
理解する．度シラバス確認試験の計算力・応用力をつけることを目的とす答案返却および第し，[12.1]微分係数と導関数，[12.2]微分の計算力・応用力をつけることを目的とす計算規則，およびレポートで[12.3]合成関数の計算力・応用力をつけることを目的とす微分につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．
する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第12章 微分計算法の復習 [12.4]主な関数の微分，な関数の計算力・応用力をつけることを目的とす微分，[12.5]高次微分，およびレポートで[12.6]関数の計算力・応用力をつけることを目的とす連続性と微分について説明する．と微分につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

理解する．度シラバス確認試験(2) 7週目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすから9週目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすの計算力・応用力をつけることを目的とす内容について，理解度確認試験をする．につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて，理解する．度シラバス確認試験をする専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第16章 不定積分
[16.1]不定積分と積分定数，[16.2]不定積分の計算力・応用力をつけることを目的とす計算，[16.3]不定積分に関する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす規則，およびレポートで[16.4]主な関数の微分，な不定積分につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．
する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や　

第16章 不定積分 [16.5]置換積分法の復習，[16.6]部分積分法の復習，およびレポートで[16.7]積分計算によく用いられる専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす手法の復習につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第17章 定積分
[17.1]定積分と面積，[17.2]定積分の計算力・応用力をつけることを目的とす基本的とす性と微分について説明する．質，[17.3]定積分における専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす置換積分，およびレポートで[17.4]定積分における専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす部分積分につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす
いて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

第18章 積分の計算力・応用力をつけることを目的とす応用 [18.1]面積の計算力・応用力をつけることを目的とす計算，[18.2]平均値の計算力・応用力をつけることを目的とす計算，[18.3]実効値の計算力・応用力をつけることを目的とす計算につ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とすいて説明する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や

備など）
考

前期定期試験を実施する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
なお，試験単体の計算力・応用力をつけることを目的とす平均点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やが例年と比べて著しく低い場合は，べて著しく低い場合は，しく低い場合は，い場合は，60点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や満点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現やの計算力・応用力をつけることを目的とす再試験を実施する．する専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす場合がある専門科目において，重要かつ必要とされるであろう数学の計算力・応用力をつけることを目的とす．具体的には，三角関数，複素数，微分・積分に重点をおき，演習を中心とした講義を行なう．また，電気工学特有の表現や
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

試験時は，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．は，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．教科書，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．ノート，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．プリント等の持ち込み禁止である．の持ち込み禁止である．持ち込み禁止である．ち込み禁止である．込み禁止である．み禁止である．禁止である．である．

神戸市立工業高等の持ち込み禁止である．専門学校 2022年度シラバスシラバス

情報処理Ⅰ Ⅰ (Information Processing I)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

C言語によるプログラミングに関する講義を行う．によるプログラミングに関する講義を行う．する講義を行う．行う．う．2年では，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．プログラムのしくみを学んだのち，変数，演算，条件分岐，繰り返しの持ち込み禁止である．しくみ禁止である．を行う．学んだの持ち込み禁止である．ち込み禁止である．，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．変数，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．演算，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．条件分岐，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．繰り返しり返し返しし
，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．配列，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．およびポインタに関する技法を講義する．ポインタに関する技法を講義する．に関する講義を行う．する技法を講義する．を行う．講義する．

【A3】C言語によるプログラミングに関する講義を行う．の持ち込み禁止である．プログラミング，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．コンパイル，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．デバック，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．実行う．までの持ち込み禁止である．流れが行れが行行う．
える．

C言語によるプログラミングに関する講義を行う．の持ち込み禁止である．プログラミング，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．コンパイル，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．デバック，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．実行う．までの持ち込み禁止である．流れが行れが行行う．えるかを行う．前
期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する．

【A3】main関する講義を行う．数の持ち込み禁止である．仕組みが説明でき，画面へのデータの出力が行える．み禁止である．が行説明でき，画面へのデータの出力が行える．でき，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．画面へのデータの出力が行える．への持ち込み禁止である．データに関する技法を講義する．の持ち込み禁止である．出力が行える．が行行う．える．
main関する講義を行う．数の持ち込み禁止である．仕組みが説明でき，画面へのデータの出力が行える．み禁止である．が行説明でき，画面へのデータの出力が行える．でき，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．画面へのデータの出力が行える．への持ち込み禁止である．データに関する技法を講義する．の持ち込み禁止である．出力が行える．が行行う．えるかを行う．前期定
期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する．

【A3】変数の持ち込み禁止である．種類が説明でき，変数への値の代入および参照が行える．が行説明でき，画面へのデータの出力が行える．でき，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．変数への持ち込み禁止である．値の代入および参照が行える．の持ち込み禁止である．代入および参照が行える．およびポインタに関する技法を講義する．参照が行える．が行行う．える．
変数の持ち込み禁止である．種類が説明でき，変数への値の代入および参照が行える．が行説明でき，画面へのデータの出力が行える．でき，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．変数への持ち込み禁止である．値の代入および参照が行える．の持ち込み禁止である．代入および参照が行える．およびポインタに関する技法を講義する．参照が行える．が行行う．えるかを行う．前期定
期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する．

【A3】四則演算の持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．える． 四則演算の持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．えるかを行う．前期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する
．

【A3】条件分岐の持ち込み禁止である．技法を講義する．として，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．if文およびおよびポインタに関する技法を講義する．switch文およびの持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．え
る．

条件分岐の持ち込み禁止である．技法を講義する．として，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．if文およびおよびポインタに関する技法を講義する．switch文およびの持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．えるかを行う．前
期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する．

【A3】繰り返しり返し返ししの持ち込み禁止である．技法を講義する．として，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．for文およびおよびポインタに関する技法を講義する．while文およびの持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．え
る．

繰り返しり返し返ししの持ち込み禁止である．技法を講義する．として，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．for文およびおよびポインタに関する技法を講義する．while文およびの持ち込み禁止である．プログラミングが行行う．えるかを行う．前
期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．する．

【A3】配列を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．える．
配列を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．えるかを行う．後期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．
する．

【A3】ポインタに関する技法を講義する．を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．える．
ポインタに関する技法を講義する．を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．えるかを行う．後期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で
評価する．する．

【A3】関する講義を行う．数を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．える． 関する講義を行う．数を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．えるかを行う．後期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評価する．
する．

【A3】構造体を利用したプログラミングが行える．を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．える．
構造体を利用したプログラミングが行える．を行う．利用したプログラミングが行える．したプログラミングが行える．プログラミングが行行う．えるかを行う．後期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．演習で評
価する．する．

成績は，試験は，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．試験50%　演習50%　として評価する．する．

「初級C言語によるプログラミングに関する講義を行う．やさしいC」：後藤良和ら（実教出版株式会社）ら（実教出版株式会社）実教出版株式会社）

「C言語によるプログラミングに関する講義を行う．プログラミングレッスン入および参照が行える．門編」：結城浩」：結城浩(Softbank))
「やさしいC」：高橋麻奈（実教出版株式会社）SB Creative）

E1：情報基礎，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．E3：情報処理Ⅰ II

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（情報処理Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 プログラミング導入および参照が行える．

2 変数 変数の持ち込み禁止である．使い方を理解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．い方を理解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．変数を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．プログラムのしくみを学んだのち，変数，演算，条件分岐，繰り返しが行作れるようになる．れるようになる．

3 画面へのデータの出力が行える．への持ち込み禁止である．表示 画面へのデータの出力が行える．への持ち込み禁止である．表示方を理解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．法を講義する．を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．プログラムのしくみを学んだのち，変数，演算，条件分岐，繰り返しが行作れるようになる．れるようになる．

4 簡単な計算 プログラムのしくみを学んだのち，変数，演算，条件分岐，繰り返し中において，簡単な四則演算ができるようになる．において，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．簡単な四則演算が行できるようになる．

5 キーボードからの読み込みからの持ち込み禁止である．読み込みみ禁止である．込み禁止である．み禁止である． キーボードからの読み込みからの持ち込み禁止である．読み込みみ禁止である．込み禁止である．み禁止である．を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

6 演習

7 演習

8 演習

9

10

11

12

13 演習

14 演習

15 演習

16 配列の持ち込み禁止である．基礎を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．配列を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

17 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．配列を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

18 文および字配列を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．文および字配列を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

19 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．文および字配列を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

20 変数の持ち込み禁止である．アドからの読み込みレスを行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．ポインタに関する技法を講義する．を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

21 前回に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．に引き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き続き，配列を用いたコードが書けるようになる．き，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．ポインタに関する技法を講義する．を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

22 演習

23 演習

24 関する講義を行う．数の持ち込み禁止である．基礎を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．関する講義を行う．数を行う．作れるようになる．成するコードからの読み込みが行書けるようになる．

25 戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り返し値の代入および参照が行える．とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．かを行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り返し値の代入および参照が行える．を行う．もつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．関する講義を行う．数およびポインタに関する技法を講義する．戻り値とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．り返し値の代入および参照が行える．を行う．もたプログラミングが行える．ない関する講義を行う．数につ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．いての持ち込み禁止である．コードからの読み込みが行書けるようになる．

26 構造体を利用したプログラミングが行える．の持ち込み禁止である．基礎を行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．これを行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．コードからの読み込みが行書けるようになる．

27 構造体を利用したプログラミングが行える．を行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．応用したプログラミングが行える．的なコードが書けるようになる．なコードからの読み込みが行書けるようになる．

28 演習 これまでの持ち込み禁止である．全内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う．

29 演習 これまでの持ち込み禁止である．全内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う．

30 演習 これまでの持ち込み禁止である．全内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う．

プログラミング言語によるプログラミングに関する講義を行う．は何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．か，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．C言語によるプログラミングに関する講義を行う．とは何かを理解し，戻り値をもつ関数および戻り値をもたない関数についてのコードが書けるようになる．かを行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．し，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．プログラミングから実行う．までの持ち込み禁止である．流れが行れを行う．理Ⅰ 解し，変数を用いたプログラムが作れるようになる．すること．

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

if文および if文およびを行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．条件分岐の持ち込み禁止である．コードからの読み込みが行書けるようになる．

switch文および switch文およびを行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．条件分岐の持ち込み禁止である．コードからの読み込みが行書けるようになる．

for文および for文およびを行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．繰り返しり返し返ししの持ち込み禁止である．コードからの読み込みが行書けるようになる．

while文および while文およびを行う．用したプログラミングが行える．いたプログラミングが行える．繰り返しり返し返ししの持ち込み禁止である．コードからの読み込みが行書けるようになる．

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

配列1

配列2

配列3

配列4

ポインタに関する技法を講義する．1

ポインタに関する技法を講義する．2

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

これまで学習したプログラミングが行える．内容の演習を行う．の持ち込み禁止である．演習を行う．行う．う.

関する講義を行う．数1

関する講義を行う．数2

構造体を利用したプログラミングが行える．1

構造体を利用したプログラミングが行える．2

備など）
考

前期定期試験およびポインタに関する技法を講義する．後期定期試験を行う．実施する．する．
授業の持ち込み禁止である．進行う．によっては，教科書，ノート，プリント等の持ち込み禁止である．試験範囲が前後に変更する場合がある．が行前後に変更する場合がある．する場合がある．が行ある．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「電気電子数学入門」森武昭，奥村万規子，武尾英哉（森北出版株式会社）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気回路Ⅰ Ⅰ (Electric Circuit I)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

直流回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞回路Ⅰ 計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．そして，交流回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞回路Ⅰ 素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞振る舞る舞
いについて学び理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がし，これらの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞回路Ⅰ 素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がする回路Ⅰ に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がして，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が法を用いて電圧・電流・電力がを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて電圧・電流・電力がが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が
確実に計算できるように演習を行う．に計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞できるように演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞行う．う．

【A4-E1】直流回路Ⅰ において，各種の法則を用いて電圧，電流，電力の計算の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞法を用いて電圧・電流・電力が則を用いて電圧，電流，電力の計算を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて電圧，電流，電力がの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞
が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力ができる．

様々な直流回路において，適切に法則を用いて，電圧・電流・電力が計算できな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞直流回路Ⅰ において，適切に法則を用いて，電圧・電流・電力が計算できに法を用いて電圧・電流・電力が則を用いて電圧，電流，電力の計算を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて，電圧・電流・電力がが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞でき
るか，理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(1)および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がレポートで評価する．で評価する．する．

【A4-E1】三角関数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて抵抗・コイル・コンデンサの振る舞で構成される交流回される交流回
路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞電圧・電流・電力がの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力ができる．

三角関数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて抵抗・コイル・コンデンサの振る舞で構成される交流回される様々な直流回路において，適切に法則を用いて，電圧・電流・電力が計算できな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞交流回路Ⅰ が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が計
算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞できるか，理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(2)，前期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がレポートで評価する．で評価する．する．

【A4-E1】種の法則を用いて電圧，電流，電力の計算々な直流回路において，適切に法則を用いて，電圧・電流・電力が計算できの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞方法を用いて電圧・電流・電力がで複素数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞表現できる．また，複素数の四則演算がでできる．また，複素数の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞四則を用いて電圧，電流，電力の計算演算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がで
きる．

複素数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞直交座標や極座標で表現できる，複素数の四則演算ができるか，理や極座標で表現できる，複素数の四則演算ができるか，理極座標や極座標で表現できる，複素数の四則演算ができるか，理で表現できる．また，複素数の四則演算がでできる，複素数の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞四則を用いて電圧，電流，電力の計算演算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力ができるか，理
解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(3)および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がレポートで評価する．で評価する．する．

【A4-E1】フェーザ法を用いて電圧・電流・電力が法を用いて電圧・電流・電力がを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて抵抗，コイル，コンデンサの振る舞で構成される交流回される交流
回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞電圧，電流，電力がの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力ができる．

フェーザ法を用いて電圧・電流・電力が法を用いて電圧・電流・電力がを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞用いて電圧・電流・電力がいて抵抗，コイル，コンデンサの振る舞で構成される交流回される様々な直流回路において，適切に法則を用いて，電圧・電流・電力が計算できな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞交流回路Ⅰ が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が
計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞できるか，理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(3)および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がレポートで評価する．で評価する．する．

【A4-E1】共振る舞回路Ⅰ について現できる．また，複素数の四則演算がで象を理解し，共振条件などを計算できる．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がし，共振る舞条件などを計算できる．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞どを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞できる．
直列共振る舞回路Ⅰ とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が並列共振る舞回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞現できる．また，複素数の四則演算がで象を理解し，共振条件などを計算できる．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がし，共振る舞条件などを計算できる．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞どを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞できるか
，理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(4)，後期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がレポートで評価する．で評価する．する．

成される交流回績は，試験は，試験25%　レポートで評価する．15%　理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験60%　とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がして評価する．する．100点満点で60点以上を合格とする．レポーを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞合格とする．レポーとフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がする．レポー
トで評価する．とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がは，演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞課題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．された課題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．，および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が板書を書き写したノートの提出を指す．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞書を書き写したノートの提出を指す．き写したノートの提出を指す．したノートで評価する．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞提出を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞指す．す．

「基礎電気回路Ⅰ 1 [第3版]」有馬泉，岩崎晴光 共著（森北出版株式会社）
「ドリルとフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞シリーズ 電気回路Ⅰ 」上を合格とする．レポー原政啓（電気書を書き写したノートの提出を指す．院）

数学，基礎電気工学，電気数学I，電気回路Ⅰ II，電気磁気学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

三角関数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞使った計算が多いため，必ず三角関数を復習しておくこと．また，課された課題った計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が多いため，必ず三角関数を復習しておくこと．また，課された課題いため，必ず三角関数を復習しておくこと．また，課された課題三角関数を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞しておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．また，課された課題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(レポートで評価する．)は必ず三角関数を復習しておくこと．また，課された課題次回までに自
力がで解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいて，授業の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞開始時に提出すること．に提出することフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．
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第2章 直流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎<1> [2.1]キルヒホッフの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞法を用いて電圧・電流・電力が則を用いて電圧，電流，電力の計算および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が[2.2]抵抗回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞接続法を用いて電圧・電流・電力がについて説明する．する．

第2章 直流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎<2> [2.3]直流電力がについて説明する．する．

第2章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<1> 第2章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(2.1～2.6)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

第2章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<2> 第2章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(2.7～2.11)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<1> 1週目～4週目の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞内容について理解度確認試験をする．について理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<1>の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が第3章 交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎
<1>

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<1>の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が[3.1]正弦波交流電圧・電流の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞発生，[3.2]平均値および実効値，および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が実に計算できるように演習を行う．効値および実効値，，[3.3]位相差について説について説
明する．する．

第3章 交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎<2> [3.4]交流回路Ⅰ における抵抗について説明する．する．

第3章 交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎<3> [3.5]交流回路Ⅰ における自己インダクタンスについて説明する．インダクタンスについて説明する．する．

第3章 交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎<4> [3.6]交流回路Ⅰ における静電容について理解度確認試験をする．量について説明する．について説明する．する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<2> 6週目～9週目の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞内容について理解度確認試験をする．について理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<2>の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が第3章 交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞基礎
<5> 理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<1>の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が[3.7]R-L-C直列回路Ⅰ ついて説明する．する．

第3章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<1> 第3章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(3.1～3.5)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

第3章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<2> 第3章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(3.6～3.9)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<1> [4.1]複素数の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞ベクトで評価する．ル表示による交流回路解析，[4.2]複素数の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞四則を用いて電圧，電流，電力の計算演算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞，[4.3]正弦波電圧・電流の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞ベクトで評価する．ル表示による交流回路解析について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<2> [4.4]複素数表示による交流回路解析による解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎法を用いて電圧・電流・電力がついて説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<3> [4.5]複素インピーダンスとフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が複素アドミタンスについて説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<4> [4.6]ベクトで評価する．ル軌跡について説明する．について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<5> [4.7]共振る舞回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞うち，直列共振る舞回路Ⅰ について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<6> [4.7]共振る舞回路Ⅰ の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞うち，並列共振る舞回路Ⅰ について説明する．する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<3> 16週目～19週目の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞内容について理解度確認試験をする．について理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<3>2の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が第4章 複素数表示による交流回路解析による交
流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<7> 理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験(2)の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞答案返却および第および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が[4.8]電力がの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞ベクトで評価する．ル表示による交流回路解析について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<8> [4.9]相互誘導回路Ⅰ について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<9> [4.10]逆回路Ⅰ について説明する．する．

第4章 複素数表示による交流回路解析による交流回路Ⅰ 解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が析の基礎<10> [4.11]定抵抗回路Ⅰ について説明する．する．

理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が度シラバス確認試験<4> 21週目～24週目の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞内容について理解度確認試験をする．についてどの回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞程度シラバス理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がしているか，試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞実に計算できるように演習を行う．施する．する．

第4章 章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<1> 第4章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(4.1～4.7)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

第4章 章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<2> 第4章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(4.8～4.14)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．

第4章 章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説<3> 第4章の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞章末演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．(4.15～4.21)について解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が説する．したが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がい，事前に解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がいておくことフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が．．

復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞<1> 教科書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞第1章～第4章まで演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．も含めて復習する．含めて復習する．めて復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．

復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞<2> 教科書を書き写したノートの提出を指す．の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞第1章～第4章まで演習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指す．も含めて復習する．含めて復習する．めて復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞する．

備など）
考

前期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が後期定期試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞実に計算できるように演習を行う．施する．する．
な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞お，試験単体の平均点が例年と比べて著しく低い場合は，の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞平均点が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が例年とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力が比べて著しく低い場合は，べて著しく低い場合は，い場合は，60点満点の回路計算により必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞再試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る舞実に計算できるように演習を行う．施する．する場合が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力がある．
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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気製図Ⅱ Ⅱ (Electrical Drawing II)

電気工学科・2年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

動作・機能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文電気製図Ⅱ （配線図Ⅱ ・接続図Ⅱ ・系統図Ⅱ など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文よる線，図，記号，及び文線，図Ⅱ ，記号，及び文び文文
字記号を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文習得し，各規格の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学し，各規格による線，図，記号，及び文の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号・ 文字記号などを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学な実用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文理解させる．さらに，別時間開講の『工学させる線，図，記号，及び文．さらに必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，別時間開講の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学『工学工学
基礎演習』と合わせて，第わせて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学，第2種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．および文技能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学内容を習得させる．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文習得し，各規格の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学させる線，図，記号，及び文．

【A4-E1】電気製図Ⅱ は機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号機能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，動作中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学であり，線・文字記号・図Ⅱ 記号
が基本である事が理解できる．基本である線，図，記号，及び文事が基本である事が理解できる．理解させる．さらに，別時間開講の『工学できる線，図，記号，及び文．

電気製図Ⅱ は機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号機能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，動作中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学であり，線・文字記号・図Ⅱ 記号が基本である事が理解できる．基本である線，図，記号，及び文
事が基本である事が理解できる．理解させる．さらに，別時間開講の『工学できて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いる線，図，記号，及び文かを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

【A4-E1】電気製図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文な電気計装関連規格による線，図，記号，及び文，電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号と機器のの図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学
名称が理解できる．が基本である事が理解できる．理解させる．さらに，別時間開講の『工学できる線，図，記号，及び文．

電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文鑑別問題，配線図Ⅱ 問題の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学過去問から選択し，し，
中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

【A4-E1】電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題される線，図，記号，及び文レベルの電気工事士法，の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．法，
電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学品安全法，電気設備技術基準，電気事業法などの図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学法規内容を習得させる．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文理解させる．さらに，別時間開講の『工学
できる線，図，記号，及び文．

電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文過去問から選択し，し，中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試
験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

【A4-E4】電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題される線，図，記号，及び文竣工検査の測定器，絶縁の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学測定器の，絶縁
抵抗測定，接地抵抗測定などの図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学方法が基本である事が理解できる．理解させる．さらに，別時間開講の『工学できる線，図，記号，及び文．

電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文過去問から選択し，し，中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試
験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

【A4-E4】低圧屋内配線工事の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号，内容を習得させる．，種類等が基本である事が理解できる．理解させる．さらに，別時間開講の『工学できる線，図，記号，及び文．
電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学筆記試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文過去問から選択し，し，中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試
験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

【A4-E4】電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学技能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文単線図Ⅱ から複線図Ⅱ への図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学変換がが基本である事が理解できる．
理解させる．さらに，別時間開講の『工学できる線，図，記号，及び文．

技能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文試験および技能試験の内容を習得させる．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文おける線，図，記号，及び文公表問題13題全部を単線図から複線図に変換できるか，を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文単線図Ⅱ から複線図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文変換ができる線，図，記号，及び文か，
課題および文中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文定期試験および技能試験の内容を習得させる．で評価する．する線，図，記号，及び文．

到達目標1～6の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学中間試験および技能試験の内容を習得させる．，定期試験および技能試験の内容を習得させる．70%，課題30%（正確さ，丁寧さ，提出期限）の比率で総合評価する．さ，丁寧さ，提出期限）の比率で総合評価する．さ，提出期限）の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学比率で総合評価する．で総合わせて，第評価する．する線，図，記号，及び文．100点満点で
60点以上を合格とする．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文合わせて，第格による線，図，記号，及び文とする線，図，記号，及び文．

プリント
「電気製図Ⅱ 」：実教出版社編集
「第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．模範解させる．さらに，別時間開講の『工学答集」：電気書院

記号・図Ⅱ 記号ハンドブック ：片岡 徳昌著（日本理工出版会)
JIS C 0617/IEC 6061シリーズ JIS電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号 ：（日本規格による線，図，記号，及び文調査の測定器，絶縁会）
シーケンス制御読本（ディジタルの電気工事士法，回路編） ：大浜庄司著（オーム社）社）
シーケンス制御入門 ：大浜 庄司著（オーム社）社）
JISハンドブック「電気設備工事」編 ：日本規格による線，図，記号，及び文調査の測定器，絶縁会

電気製図Ⅱ I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

この図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学科目は機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号1年生の電気製図で学習した線の区分，製図用文字，製図法などを基礎としている．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学電気製図Ⅱ で学習した電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文線の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学区分，製図Ⅱ 用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学文字，製図Ⅱ 法などを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文基礎として基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いる線，図，記号，及び文．
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授業の計画（電気製図Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試験および技能試験の内容を習得させる．

9 試験および技能試験の内容を習得させる．返却．電気製図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文な関連規格による線，図，記号，及び文の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学概要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文および文図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学描き方き方

10

11

12 電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号（基本図Ⅱ 記号）

13 基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学な屋内配線図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文対して，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．増設などを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文施した図面について解説する．した電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文ついて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．

14 基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学な屋内配線図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文対して，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．増設などを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文施した図面について解説する．した電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文ついて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学一般問題（1） 過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．一般問題30問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，理論部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学一般問題（2） 過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．一般問題30問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，理論部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学一般問題（3）
過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．一般問題30問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，電気設備技術基準および文その図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学釈に関係している部分の解説を行に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関係している部分の解説を行して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いる線，図，記号，及び文部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．
う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学一般問題（4） 過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．一般問題30問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，電気設備技術基準および文その図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学釈に関係している部分の解説を行に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関係している部分の解説を行して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いる線，図，記号，及び文部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．
う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学一般問題（5）
過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．一般問題30問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，電気設備技術基準および文その図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学釈に関係している部分の解説を行に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関係している部分の解説を行して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学いる線，図，記号，及び文部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．
う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学配線図Ⅱ 問題(1) 過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．配線図Ⅱ 問題20問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，鑑別の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学名称が理解できる．と用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学途に関する部分の解説を行う．に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関する線，図，記号，及び文部を単線図から複線図に変換できるか，分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．う．

第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学配線図Ⅱ 問題(2) 過去に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文出題された電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文筆記試験および技能試験の内容を習得させる．配線図Ⅱ 問題20問が基本である事が理解できる．解させる．さらに，別時間開講の『工学ける線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文，図Ⅱ 記号，材料，工具の選別に関する解説を行う．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学選別に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関する線，図，記号，及び文解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文行う．う．

過去10回分の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学第二種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．問題から100問を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文選択し，して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学出題する線，図，記号，及び文．

試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．動作，機能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文電気製図Ⅱ とは機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号，配線図Ⅱ ・接続図Ⅱ ・系統図Ⅱ 等の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学であり，線・文字記号・図Ⅱ 記号で表すこ
とが基本である事が理解できる．出来る．る線，図，記号，及び文．

単線図Ⅱ から複線図Ⅱ への図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学変換が(1) 第2種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．技能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文試験および技能試験の内容を習得させる．での図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学公表問題13問に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文対して，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学，単線図Ⅱ から複線図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文変換ができる線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．

単線図Ⅱ から複線図Ⅱ への図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学変換が(2) 第2種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．技能を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文試験および技能試験の内容を習得させる．での図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学公表問題13問に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文対して，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学，単線図Ⅱ から複線図Ⅱ に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文変換ができる線，図，記号，及び文ように必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．

電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記号は機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号，機器のの図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学容を習得させる．量，寸法等に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文関係している部分の解説を行なく表すことが出来ることを図記号と機器名を対比して説明する．又，電気用図記表すことが基本である事が理解できる．出来る．る線，図，記号，及び文ことを中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文図Ⅱ 記号と機器の名を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文対して，コンセント増設，スイッチ増設などを施した図面について解説する．比して基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．明する．又，電気用図記する線，図，記号，及び文．又，電気用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 記
号の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学図Ⅱ 面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学上を合格とする．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学表し方に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文ついて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．する線，図，記号，及び文．

屋内配線図Ⅱ (1)

屋内配線図Ⅱ (2)

第2種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．模擬試験および技能試験の内容を習得させる． 第2種電気工事士の筆記試験および技能試験の内容を習得させる．筆記試験および技能試験の内容を習得させる．模擬試験および技能試験の内容を習得させる．

備など）
考

前期中間試験および技能試験の内容を習得させる．および文前期定期試験および技能試験の内容を習得させる．を中心とした電気製図（配線図・接続図・系統図など）に必要な電気・計装関連規格による線，図，記号，及び文実施した図面について解説する．する線，図，記号，及び文．
定期試験および技能試験の内容を習得させる．の図記号・ 文字記号などを用いて基本的な実用図面を理解させる．さらに，別時間開講の『工学返却，解させる．さらに，別時間開講の『工学説する．，講評は機能，動作中心の図面であり，線・文字記号・図記号別途に関する部分の解説を行う．時間で行う．う．
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

ディジタル電子回路 電子回路 (Logical Circuit))

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

マイクロコンピュータをはじめとするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とディジタル電子回路 計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とディジタル電子回路 制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と用いるディジタル電子回路技術の基礎といるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とディジタル電子回路 電子回路技術の基礎との基礎と基礎とと
それらを応用いるディジタル電子回路技術の基礎とした基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと基本回路の基礎と理論設計に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことを用いるディジタル電子回路技術の基礎といて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと講義するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと身近なディジタル技術を英語で学ぶことなディジタル技術を英語で学ぶことディジタル電子回路 技術の基礎とを英語で学ぶことで学ぶこと学ぶこと
を通じて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと技術の基礎と英語で学ぶことの基礎と基礎とも身につける．身に用いるディジタル電子回路技術の基礎とつけるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】各進数の相互変換方法を理解する．の基礎と相互変換方法を理解する．を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
各進数の相互変換方法を理解する．相互変換，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2進数の相互変換方法を理解する．の基礎と加減乗算，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と補数の相互変換方法を理解する．なディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを前期中
間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】論理代数の相互変換方法を理解する．の基礎と理論を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
論理演算，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と真理値表，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とベン図，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とブール電子回路 代数の相互変換方法を理解する．，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とゲ－ト回路などが理解できているか回路なディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とか
を前期中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】論理回路の基礎と設計方法を理解する．を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
加法を理解する．標準形，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と乗算標準形，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とカル電子回路 ノー図，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とクワイン・マクラスキー法を理解する．なディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこと
きて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを前期定期試験で評価する．試験問題も英文で出題する．で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】ディジタル電子回路 ICに用いるディジタル電子回路技術の基礎と必要な基礎項目を理解する．なディジタル技術を英語で学ぶこと基礎と項目を理解する．を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと 基本ゲート回路などが理解できているか回路の基礎と構成，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とTTLとC-MOSに用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とICの基礎と持つ規格などが理解でつ規格などが理解でなディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこと
きて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを後期中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】組み合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．み合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．わせ回路，順序回路の考え方を理解する．回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と順序回路の基礎と考え方を理解する．え方を理解する．方を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
コンパレータ・エンコーダ・デコーダなディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを後期中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．
で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】マル電子回路 チプレクサ・デマル電子回路 チプレクサ，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と加算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と減算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とRS-FF，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とJK-
FFなディジタル技術を英語で学ぶことどの基礎と考え方を理解する．え方を理解する．方を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と

加算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と減算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とRS-FF，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とJK-FFなディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを後期定期試験で評価する．試験問題も英文で出題する．
で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】非同期式順序回路と同期式順序回路なディジタル技術を英語で学ぶことどの基礎と考え方を理解する．え方を理解する．方を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と
非同期式順序回路と同期式順序回路なディジタル技術を英語で学ぶことどが理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを後期定期試
験で評価する．試験問題も英文で出題する．で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

【A3】デジタル電子回路 情報分野における工学に関する基礎知識を英語で身につに用いるディジタル電子回路技術の基礎とおけるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と工学に用いるディジタル電子回路技術の基礎と関する基礎知識を英語で身につするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と基礎と知識を英語で身につを英語で学ぶことで学ぶこと身に用いるディジタル電子回路技術の基礎とつ
けるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

定期試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．を英文で学ぶこと出題も英文で出題する．し評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とととも身につける．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と工業英語で学ぶことの基礎と小テストでも評価テスト回路などが理解できているかで学ぶことも身につける．評価する．試験問題も英文で出題する．
するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと工業英語で学ぶことの基礎と小テストでも評価テスト回路などが理解できているかは工業英検試験で評価する．試験問題も英文で出題する．結果での代替も可とする．で学ぶことの基礎と代替も可とする．も身につける．可とする．とするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

成績は，試験は，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と試験で評価する．試験問題も英文で出題する．85%　小テストでも評価テスト回路などが理解できているか15%　として英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと100点満点で学ぶこと60点以上を合格とする．小テストは工業英語に関するを合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．格などが理解でとするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと小テストでも評価テスト回路などが理解できているかは工業英語で学ぶことに用いるディジタル電子回路技術の基礎と関する基礎知識を英語で身につするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と
試験で評価する．試験問題も英文で出題する．を行って評価するが，併せて技術英検って英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とが理解できているかを前期中，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と併せて技術英検せ回路，順序回路の考え方を理解する．て英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと技術の基礎と英検3級試験で評価する．試験問題も英文で出題する．の基礎と受験で評価する．試験問題も英文で出題する．を推奨し，その結果での代替も可とする．し，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とその基礎と結果での代替も可とする．で学ぶことの基礎と代替も可とする．も身につける．可とする．とするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと(合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．格などが理解で:15点，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と正答率
55%以上を合格とする．小テストは工業英語に関する:12点，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と50%以上を合格とする．小テストは工業英語に関する:9点，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と50%未満は代替も可とする．不可とする．)

Digit)al Principles，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と 3rd edit)ion，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と Roger L.Tokheim，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と McGrawHill

2022年度シラバス版技術の基礎と英検3級問題も英文で出題する．集(ISBN-13:978-4820729877)公益社団法を理解する．人日本工業英語で学ぶこと協会 (著)
2022年度シラバス版技術の基礎と英検2級問題も英文で出題する．集(ISBN-13:978-4820729884)公益社団法を理解する．人日本工業英語で学ぶこと協会 (著)
新編マイクロコンピュータ技術入門マイクロコンピュータ技術の基礎と入門(ISBN:4339024902) 松田忠重・佐藤徹哉(共著) (コロナ社社)
デジタル電子回路 電子回路の基礎と基礎と(ISBN:4501323000)堀圭太郎(著) (東京電機大学出版局)

工業英語で学ぶことI，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と計算機工学，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と電子回路I，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と電子回路II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

『授業計画と教科書の対応』に沿って『主要英単語一覧』も参考に予習を行い，と教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことの基礎と対応』に沿って『主要英単語一覧』も参考に予習を行い，に用いるディジタル電子回路技術の基礎と沿って『主要英単語一覧』も参考に予習を行い，って英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと『主要な基礎項目を理解する．英単語で学ぶこと一覧』も参考に予習を行い，』に沿って『主要英単語一覧』も参考に予習を行い，も身につける．参考え方を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と予習を行い，を行って評価するが，併せて技術英検い，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とProblem assignment)に用いるディジタル電子回路技術の基礎と記載の問題をの基礎と問題も英文で出題する．を
解する．いて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと復習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とこと．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことを用いるディジタル電子回路技術の基礎といて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことデジタル電子回路 回路を学ぶメリット回路などが理解できているか活かして，英語の専門用語や英文表現方法を身にかして英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と英語で学ぶことの基礎と専門用いるディジタル電子回路技術の基礎と語で学ぶことや英文表現方法を身に英文表現方法を理解する．を身に用いるディジタル電子回路技術の基礎と
つけ，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と英文データシート回路などが理解できているかを読解する．で学ぶこときるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と基礎と力を養うように心がけること．年度当初から技術英検を養うように心がけること．年度当初から技術英検うように用いるディジタル電子回路技術の基礎と心がけること．年度当初から技術英検が理解できているかを前期中けるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とこと．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと年度シラバス当初から技術英検から技術の基礎と英検3級に用いるディジタル電子回路技術の基礎と合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．格などが理解でで学ぶこときるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とように用いるディジタル電子回路技術の基礎と取りり
組み合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．み合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と年度シラバス内のなるべく早くに合格すること．の基礎となディジタル技術を英語で学ぶことるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とべく早くに合格すること．早くに合格すること．く早くに合格すること．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．格などが理解でするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とこと．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
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授業の計画（ディジタル電子回路）ディジタル電子回路）電子回路）

テーマ 内容（ディジタル電子回路）目標・準備など）など）

1

2

3

4

5 ベン図の基礎と使い方とブール代数の諸定理を学習する．い方とブール電子回路 代数の相互変換方法を理解する．の基礎と諸定理を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

6 ブール電子回路 代数の相互変換方法を理解する．の基礎と諸定理を使い方とブール代数の諸定理を学習する．って英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと式の基礎と簡単化を行う．を行って評価するが，併せて技術英検う．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

7 ゲート回路などが理解できているか回路

8 前期中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する． 前期の基礎と前半部分で学ぶこと講義を受けた基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと内のなるべく早くに合格すること．容が理解できているかを評価する．が理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

9 中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．確認と論理回路設計手順と加法標準形・乗法標準形と論理回路設計手順と加法を理解する．標準形・乗法を理解する．標準形 試験で評価する．試験問題も英文で出題する．の基礎と返却・解する．答確認と論理回路設計手順と加法標準形・乗法標準形の基礎と後，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と論理回路設計手順を学び，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と更に加法標準形・乗法標準形について学習する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と加法を理解する．標準形・乗法を理解する．標準形に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

10 カル電子回路 ノー図

11 クワイン・マクラスキー法を理解する．

12

13

14

15 補足と質疑応答と質疑応答 これまで学ぶことの基礎と授業を踏まえて必要に応じて補足を行うとともに質疑応答を行う．まえ方を理解する．て英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと必要な基礎項目を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と応じて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと補足と質疑応答を行って評価するが，併せて技術英検うととも身につける．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と質疑応答を行って評価するが，併せて技術英検う．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

16

17 絶対最大定格などが理解で，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と推奨し，その結果での代替も可とする．動作条件，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とスイッチ特性，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と伝搬遅延時間を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

18 しきい値，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とプル電子回路 ダウン抵抗，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とファンアウト回路などが理解できているか，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とオープンドレイン形，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とオープンコレクタ形に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

19 コンパレータ コンパレータは，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と入力を養うように心がけること．年度当初から技術英検データの基礎と大小テストでも評価関する基礎知識を英語で身につ係を比較する回路であることを学習する．を比較する回路であることを学習する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と回路で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とことを学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

20 エンコーダとデコーダ

21 マル電子回路 チプレクサ

22 デマル電子回路 チプレクサ

23 中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する． 後期の基礎と前半部分で学ぶこと講義を受けた基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと内のなるべく早くに合格すること．容が理解できているかを評価する．が理解できているかを前期中理解する．で学ぶこときて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とかを評価する．試験問題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

24 中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．確認と論理回路設計手順と加法標準形・乗法標準形と加算回路

25 減算回路

26 加減算回路

27 RS-FF

28 JK-FF

29 非同期式順序回路と同期式順序回路

30 補足と質疑応答と質疑応答 これまで学ぶことの基礎と授業を踏まえて必要に応じて補足を行うとともに質疑応答を行う．まえ方を理解する．て英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと必要な基礎項目を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と応じて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと補足と質疑応答を行って評価するが，併せて技術英検うととも身につける．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と質疑応答を行って評価するが，併せて技術英検う．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

2進数の相互変換方法を理解する．の基礎と加減乗算と相互変換I 「2進数の相互変換方法を理解する．の基礎と考え方を理解する．え方を理解する．方」を学習し，を学習を行い，し，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2進数の相互変換方法を理解する．の基礎と加減乗算を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

相互変換II 2進数の相互変換方法を理解する．->10進数の相互変換方法を理解する．変換，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と10進数の相互変換方法を理解する．->2進数の相互変換方法を理解する．変換，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と16進数の相互変換方法を理解する．->10進数の相互変換方法を理解する．変換を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

相互変換III 10進数の相互変換方法を理解する．->16進数の相互変換方法を理解する．変換，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と16進数の相互変換方法を理解する．->2進数の相互変換方法を理解する．変換，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2進数の相互変換方法を理解する．->16進数の相互変換方法を理解する．変換を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

補数の相互変換方法を理解する．と負の数の表現，の基礎と数の相互変換方法を理解する．の基礎と表現，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2進化を行う．10進数の相互変換方法を理解する．，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と論理台数の相互変換方法を理解する． 1の基礎と補数の相互変換方法を理解する．，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2の基礎と補数の相互変換方法を理解する．と補数の相互変換方法を理解する．を用いるディジタル電子回路技術の基礎といた基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと負の数の表現，の基礎と数の相互変換方法を理解する．の基礎と表現方法を理解する．を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと2進化を行う．10進数の相互変換方法を理解する．とAND，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とOR，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とNOT回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと論理式，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と真理値
表，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と図記号について学習する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

ベン図とブール電子回路 代数の相互変換方法を理解する．の基礎と諸定理I

ブール電子回路 代数の相互変換方法を理解する．の基礎と諸定理II

NAND，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と NOR，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とEX-OR，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とEX-NOR，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とバッファ回路の基礎と論理式，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と真理値表，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と図記号について学習する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

3変数の相互変換方法を理解する．と4変数の相互変換方法を理解する．の基礎とカル電子回路 ノー図を用いるディジタル電子回路技術の基礎といて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと論理式を簡単化を行う．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と方法を理解する．を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

3変数の相互変換方法を理解する．と4変数の相互変換方法を理解する．の基礎とクワイン・マクラスキー法を理解する．を用いるディジタル電子回路技術の基礎といて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと論理式を簡単化を行う．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と方法を理解する．を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

ゲート回路などが理解できているか回路の基礎と構成I AND，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とOR，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とNOT回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことダイオードを用いるディジタル電子回路技術の基礎といた基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと実際の回路について学習するの基礎と回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と.更に加法標準形・乗法標準形について学習する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎とト回路などが理解できているかランジスタの基礎と比例領域，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と飽和領域に用いるディジタル電子回路技術の基礎とつい
て英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

ゲート回路などが理解できているか回路の基礎と構成II 汎用いるディジタル電子回路技術の基礎とNANDゲート回路などが理解できているかを用いるディジタル電子回路技術の基礎といた基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと回路構成なディジタル技術を英語で学ぶことどの基礎とデジタル電子回路 回路構成を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

TTLとCMOS TTLとCMOSの基礎とゲート回路などが理解できているか回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

74シリーズとファミリとファミリ 74シリーズとファミリの基礎とファミリに用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学びCMOSの基礎と優れている点について学習する．更に型番が何を示しているか学習する．れて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と点に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと更に加法標準形・乗法標準形について学習する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と型番が何を示しているか学習する．が理解できているかを前期中何を示しているか学習する．を示しているか学習する．して英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこといるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とか学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

ICの基礎と規格などが理解でI

ICの基礎と規格などが理解でII

エンコーダは10進数の相互変換方法を理解する．を2進数の相互変換方法を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と変換するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とデコーダーは2進数の相互変換方法を理解する．を10進数の相互変換方法を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と変換するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と回路で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とことを学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と

複数の相互変換方法を理解する．の基礎とデータから1つの基礎とデータを選択する場合にマルチプレクサが使われることについて学習する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と場合わせ回路，順序回路の考え方を理解する．に用いるディジタル電子回路技術の基礎とマル電子回路 チプレクサが理解できているかを前期中使い方とブール代数の諸定理を学習する．われるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とことに用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

デマル電子回路 チプレクサは1つの基礎とデータを複数の相互変換方法を理解する．の基礎とデータ線のうちのいずれかに出力する回路であることを学習する．の基礎とうちの基礎といずれかに用いるディジタル電子回路技術の基礎と出力を養うように心がけること．年度当初から技術英検するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と回路で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とことを学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

試験で評価する．試験問題も英文で出題する．の基礎と返却・解する．答確認と論理回路設計手順と加法標準形・乗法標準形の基礎と後，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と半加算器は，は，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2個のの基礎と1ビット回路などが理解できているかデータを加算するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と装置であり，全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報で学ぶことあり，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と全加算器は，は，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と上を合格とする．小テストは工業英語に関する位ビット回路などが理解できているかへの基礎と桁上を合格とする．小テストは工業英語に関するが理解できているかを前期中り情報
と，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と下位ビット回路などが理解できているかからも身につける．た基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことらされるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と桁上を合格とする．小テストは工業英語に関するが理解できているかを前期中り情報を受け取りり加算するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と機能をもつ装置であることを学習する．をも身につける．つ装置であり，全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とことを学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

半減算器は，は，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と2個のの基礎と1ビット回路などが理解できているかデータの基礎と減算をするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と装置であり，全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと全減算器は，は，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と上を合格とする．小テストは工業英語に関する位ビット回路などが理解できているかへ借り情報と，下位ビットからもたらされる借りり情報と，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と下位ビット回路などが理解できているかからも身につける．た基本回路の理論設計について英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶことらされるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と借り情報と，下位ビットからもたらされる借りり
情報を受け取りり減算するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と機能をもつ装置であることを学習する．をも身につける．つ装置であり，全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報で学ぶことあるディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと加減算回路：加算器は，を使い方とブール代数の諸定理を学習する．用いるディジタル電子回路技術の基礎として英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと減算を行って評価するが，併せて技術英検うことを学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

複数の相互変換方法を理解する．ビット回路などが理解できているかの基礎と加算/減算を行って評価するが，併せて技術英検う並列加算器は，/並列減算器は，を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

フリップフロップ（FF）の基本的な説明．の基礎と基本的な説明．なディジタル技術を英語で学ぶこと説明．身近なディジタル技術を英語で学ぶことRS-FFの基礎と特性方程式を理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶことRS-FFの基礎と動作確認と論理回路設計手順と加法標準形・乗法標準形をするディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶことRS-FFの基礎と応用いるディジタル電子回路技術の基礎と例を示しているか学習する．す．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

JK-FFの基礎と特性表，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と特性方程式とその基礎と回路を学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

非同期式順序回路と同期式順序回路とはどの基礎とようなディジタル技術を英語で学ぶことも身につける．の基礎とか理解する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と.ポジティブエッジ型，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎とエッジト回路などが理解できているかリガ型について学習する．型に用いるディジタル電子回路技術の基礎とついて英文教科書を用いて講義する．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと学習を行い，するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと

備など）
考

前期，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と後期とも身につける．に用いるディジタル電子回路技術の基礎と中間試験で評価する．試験問題も英文で出題する．および定期試験で評価する．試験問題も英文で出題する．を実施する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
試験で評価する．試験問題も英文で出題する．問題も英文で出題する．も身につける．英文で学ぶこと出題も英文で出題する．するディジタル計算回路，ディジタル制御回路に用いるディジタル電子回路技術の基礎と．身近なディジタル技術を英語で学ぶこと
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(30%), B1(10%), B2(10%), C4(30%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．評価する．する．

3

4

5 各テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．毎の報告書の提出状況で評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．報告書の提出状況で評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．提出状況で評価する．で評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気工学実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する． (Laboratory Work in Electrical Engineering)

森田 二朗 教授, 中村 佳敬 准教授, 澤 風馬 非常勤講師

電気工学科・2年・通年・必修・3単位【実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

基礎電気工学，各種計測機器の取扱方法を評価する．電気回路1，各種計測機器の取扱方法を評価する．情報基礎，各種計測機器の取扱方法を評価する．情報処理Iなどの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．座学で学んだ理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電かめ，各種計測機器の取扱方法を評価する．理解を深めさせると共に，電を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．深めさせると共に，電めさせると共に，電共に，電に，各種計測機器の取扱方法を評価する．電
気量の測定方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．測定方法を評価する．や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技器の取扱方法を評価する．具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取扱に習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技させる．また，各種計測機器の取扱方法を評価する．座学で学ぶこと共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．できない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．，各種計測機器の取扱方法を評価する．電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．通じて，各種計測機器の取扱方法を評価する．電気技
術者としての知識，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．と共に，電しての活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．知識，各種計測機器の取扱方法を評価する．技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．る．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．個人作業，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．に分けて行うことで理解の徹底を図る．けて行うことで理解の徹底を図る．うこと共に，電で理解を深めさせると共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．る．

【A4-E1】実験を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．通じて基礎理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電が理解を深めさせると共に，電できる．
基礎電気工学・電気回路などの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．知識の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．確かめ，理解を深めさせると共に，電認を実験報告書のレポート課題にを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験報告書の提出状況で評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．レポート課題にに
よって評価する．する．

【D1】電圧計，各種計測機器の取扱方法を評価する．電流計，各種計測機器の取扱方法を評価する．電力計と共に，電い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技った基本的な計測器の取扱方法を実験な計測器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験
中で触ることで体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取ること共に，電で体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．その活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．他各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取扱方法を評価する．に関しても取しても取取
扱説明書の提出状況で評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．読むことと実際に測定することで使い方を体得する．むこと共に，電と共に，電実際に測定することで使い方を体得する．に測定すること共に，電で使い方を体得する．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技方を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．

【B1】計測技術の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電による理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電値と実験で得た実験値のデータの比較と共に，電実験で得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取た実験値と実験で得た実験値のデータの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．データの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．比較
方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験で体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．

データの比較処理などを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．体験すること共に，電で，各種計測機器の取扱方法を評価する．理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電値と実験で得た実験値のデータの比較と共に，電実験値と実験で得た実験値のデータの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．誤差データ処理などをレデータの比較処理などを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．レ
ポート課題にの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．考察項目として評価する．と共に，電して評価する．する．

【B2】製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．，各種計測機器の取扱方法を評価する．電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．による電気技術者としての知識，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．と共に，電しての活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．センス，各種計測機器の取扱方法を評価する．技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．体
得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，に製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．におい製作実習，電線接続実習を通じて，電気技ては個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．，各種計測機器の取扱方法を評価する．基板をある程度自由に配置できるため，を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．ある程度シラバス自由に配置できるため，に配置できるため，できるため，各種計測機器の取扱方法を評価する．
独創性を養うことも目標とする．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．養うことも目標とする．うこと共に，電も取目として評価する．標とする．と共に，電する．

決められた時間内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習められた時間内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習に正確かめ，理解を深めさせると共に，電に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習させられるか，各種計測機器の取扱方法を評価する．独創性を養うことも目標とする．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．部分けて行うことで理解の徹底を図る．がどこかを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．
中に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習度シラバスの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．各チェック項目に対して評価する．電線接続実習は，技能試験項目として評価する．に対して評価する．電線接続実習は，技能試験して評価する．する．電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．，各種計測機器の取扱方法を評価する．技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験
で評価する．する．

【C4】期限内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習に実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．報告書の提出状況で評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．提出できる．

成させられるか，独創性の部分がどこかを実習績は，実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．，各種計測機器の取扱方法を評価する．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．40%　実験60%　と共に，電して評価する．する．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．毎の報告書の提出状況で評価する．に学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．態度シラバス（服装・記録方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．点検・提出物・技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験
など）100%で評価する．し，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．毎の報告書の提出状況で評価する．にレポート50%・学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．態度シラバス50%で評価する．する．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．40点，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験60点の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．計100点満点
で60点以上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．合格とする．未提出物があれば原則と共に，電する．未提出物があれば原則原則29点以下の最終成績とする．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．最終成させられるか，独創性の部分がどこかを実習績は，実習と共に，電する．

電気実験 基礎計測編（電気学会）
第2種電気工事士筆記試験・技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験模範解を深めさせると共に，電答集（電気書の提出状況で評価する．院）

基礎電気工学，各種計測機器の取扱方法を評価する．電気回路1，各種計測機器の取扱方法を評価する．情報基礎，各種計測機器の取扱方法を評価する．情報処理I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

提出期限は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．指示がない限り原則がない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技限り原則原則1週後朝8:50と共に，電し，各種計測機器の取扱方法を評価する．正当な理由がある場合に限り期限後も受領する．提出物の遅れは，各な理由に配置できるため，がある場合に限り原則期限後も取受領する．提出物の遅れは，各する．提出物の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．遅れは，各れは個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．，各種計測機器の取扱方法を評価する．各
テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．態度シラバスに対して評価する．電線接続実習は，技能試験し，各種計測機器の取扱方法を評価する．1日につき満点のにつき満点の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．6%減点(50点満点の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．場合3点減点)を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．原則と共に，電する．
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授業の計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 半田付けの基本技能を実習を通して学習する．けの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．基本技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．通して学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．

3 電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

4 学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．教材用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．前半部分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

5 学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．教材用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．前半部分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

6 学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．教材用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．前半部分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

7

8 実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．報告書の提出状況で評価する．（実験レポート）指導・実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．説明

9 電磁リレーを使用した制御回路を作製することにより，制御・電磁リレーの動作原理・回路図記号等の理解を深める．リレーを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．使い方を体得する．用のテスタの製作の前半部分を行う．した制御回路を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．作製すること共に，電により原則，各種計測機器の取扱方法を評価する．制御・電磁リレーを使用した制御回路を作製することにより，制御・電磁リレーの動作原理・回路図記号等の理解を深める．リレーの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．作原理・回路図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．記号等の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．理解を深めさせると共に，電を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．深めさせると共に，電める．

10 電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

11 学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．教材用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．後半部分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

12 学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．教材用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．後半部分けて行うことで理解の徹底を図る．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

13 電線と共に，電電気器の取扱方法を評価する．具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技と共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取り原則付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

14 電気工事士の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験対して評価する．電線接続実習は，技能試験策用のテスタの製作の前半部分を行う．ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．で学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．した後，各種計測機器の取扱方法を評価する．配線図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．解を深めさせると共に，電説と共に，電実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

15 電気工事の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．施工方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．解を深めさせると共に，電説する．

16 後期実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．一般用のテスタの製作の前半部分を行う．電気工作物の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．検査方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．解を深めさせると共に，電説する．

17

18

19 後期実験の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明 後期実験の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

20 回路パタの比較ーンを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．プリント基板をある程度自由に配置できるため，化するなどの作成実習をする．するなどの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．作成させられるか，独創性の部分がどこかを実習実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．

21 プリント基板をある程度自由に配置できるため，に部品を取り付け，作成した回路の性能確認をする．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取り原則付けの基本技能を実習を通して学習する．け，各種計測機器の取扱方法を評価する．作成させられるか，独創性の部分がどこかを実習した回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．性を養うことも目標とする．能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．確かめ，理解を深めさせると共に，電認を実験報告書のレポート課題にを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．

22 力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．と共に，電は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．かを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．知るために単相電力計を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．使い方を体得する．った電力測定を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技，各種計測機器の取扱方法を評価する．力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．改善のための方法を実験によって学習する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．ための活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験によって学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．

23

24 熱電対して評価する．電線接続実習は，技能試験の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．使い方を体得する．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技方を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．理解を深めさせると共に，電し，各種計測機器の取扱方法を評価する．温度シラバスに対して評価する．電線接続実習は，技能試験する熱電位特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を養うことも目標とする．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験によって理解を深めさせると共に，電する．

25 ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの静特性を求める実験を行い，ダイオードの原理を理解する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．静特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を養うことも目標とする．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．求める実験を行い，ダイオードの原理を理解する．める実験を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技，各種計測機器の取扱方法を評価する．ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの静特性を求める実験を行い，ダイオードの原理を理解する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．原理を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．理解を深めさせると共に，電する．

26 整流回路と共に，電平滑回路を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．組み，出力信号波形の観察を行う．み，各種計測機器の取扱方法を評価する．出力信号波形の観察を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．観察を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

27

28

29

30 報告書の提出状況で評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．講評 実験レポートの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．返却を行い，レポートの考察の書き方等について再度学習する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技，各種計測機器の取扱方法を評価する．レポートの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．考察の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．書の提出状況で評価する．き方等につい製作実習，電線接続実習を通じて，電気技て再度シラバス学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．

ガイダンス・実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．説明・実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．と共に，電電気工事と共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．関しても取連(1)
授業計画の全体説明（日程，成績評価方法などの説明も含む）ののち，電気工事の基礎となる部分の学習を行う．機器の取扱，作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．全体説明（日につき満点の程，各種計測機器の取扱方法を評価する．成させられるか，独創性の部分がどこかを実習績は，実習評価する．方法を評価する．などの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．説明も取含む）ののち，電気工事の基礎となる部分の学習を行う．機器の取扱，作む）の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．ち，各種計測機器の取扱方法を評価する．電気工事の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．基礎と共に，電なる部分けて行うことで理解の徹底を図る．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．取扱，各種計測機器の取扱方法を評価する．作
業時などでの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．注意点につい製作実習，電線接続実習を通じて，電気技て「神戸高専安全マニュアル」を用いて説明する．神戸高専安全マ毎の報告書の提出状況で評価する．ニュアル」を用いて説明する．」を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．用のテスタの製作の前半部分を行う．い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技て説明する．

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(1)

B:電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(1)

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(2):テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作1

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(3):テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作2

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(4):テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作3

ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．1
実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．に関しても取連するテーマ毎の報告書の提出状況で評価する．でビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．（も取しくは個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．校外学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．）を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．基礎知識を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．する．これまでの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験実
習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．が実施完了しなかった場合に，この時間をそのテーマを実施する時間に充てることもある．しなかった場合に，各種計測機器の取扱方法を評価する．この活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．時間を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．その活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実施する時間に充てることもある．てること共に，電も取ある．

実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．報告書の提出状況で評価する．（実験レポート）の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．書の提出状況で評価する．き方に関しても取して解を深めさせると共に，電説する．電気機器の取扱方法を評価する．・配線器の取扱方法を評価する．具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技並びに電気工事用の材料及び工具についてびに電気工事用のテスタの製作の前半部分を行う．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．材料及び工具についてび工具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技につい製作実習，電線接続実習を通じて，電気技て
解を深めさせると共に，電説する．

D:シーケンス制御の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験

B:電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(2)

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(5):テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作4

A:半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(6):テスタの比較の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作5

B:電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(3)

B:電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(4)

実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．と共に，電電気工事と共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．関しても取連(2)

後期実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明・実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．と共に，電電気工事と共に，電の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．関しても取連(3)

B:電線接続実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(5):技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験 過去に第に第2種電気工事士の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．試験で出題にされた問題にを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．基準にした技能試験を行う．にした技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．試験を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

C:プリント基板をある程度自由に配置できるため，回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(1) 電子回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．パタの比較ーンを見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．PCBエディタの比較で作成させられるか，独創性の部分がどこかを実習する．

C:プリント基板をある程度自由に配置できるため，回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(2)

C:プリント基板をある程度自由に配置できるため，回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．製作実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(3)

E:単相回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．電力と共に，電力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．改善のための方法を実験によって学習する．実験

ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．2
実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．に関しても取連するテーマ毎の報告書の提出状況で評価する．でビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．（も取しくは個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．校外学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．）を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．これまでの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．が実施完了しなかった場合に，この時間をそのテーマを実施する時間に充てることもある．しなかった場合に，各種計測機器の取扱方法を評価する．この活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．時
間を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．その活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実施する時間に充てることもある．てること共に，電も取ある．

F:熱電対して評価する．電線接続実習は，技能試験の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を養うことも目標とする．試験実験

G:ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの静特性を求める実験を行い，ダイオードの原理を理解する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を養うことも目標とする．試験実験

H:整流・平滑回路の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験

R:マ毎の報告書の提出状況で評価する．イコンによる入出力実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(1) Arduinoの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．導入を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．

R:マ毎の報告書の提出状況で評価する．イコンによる入出力実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．(2) Arduinoと共に，電各種センサを連携し，信号の入出力を確認する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．連携し，信号の入出力を確認する．し，各種計測機器の取扱方法を評価する．信号の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．入出力を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．確かめ，理解を深めさせると共に，電認を実験報告書のレポート課題にする．

ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．3
実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．に関しても取連するテーマ毎の報告書の提出状況で評価する．でビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．（も取しくは個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．校外学習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．）を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．行うことで理解の徹底を図る．う．これまでの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．が実施完了しなかった場合に，この時間をそのテーマを実施する時間に充てることもある．しなかった場合に，各種計測機器の取扱方法を評価する．この活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．時
間を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．その活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実施する時間に充てることもある．てること共に，電も取ある．

備など）
考

中間試験および定期試験は個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．実施しない製作実習，電線接続実習を通じて，電気技．
班での実験実習の実施，そして社会状況に伴い，授業計画の実施順番を入れ替えることがある．実験・実習では半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良く，での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実験実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実施，各種計測機器の取扱方法を評価する．そして社会状況で評価する．に伴い，授業計画の実施順番を入れ替えることがある．実験・実習では半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良く，い製作実習，電線接続実習を通じて，電気技，各種計測機器の取扱方法を評価する．授業計画の全体説明（日程，成績評価方法などの説明も含む）ののち，電気工事の基礎となる部分の学習を行う．機器の取扱，作の活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．実施順番を入れ替えることがある．実験・実習では半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良く，を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．入れ替えることがある．実験・実習では半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良く，えること共に，電がある．実験・実習での活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．では個人作業，実験は少人数に分けて行うことで理解の徹底を図る．半田付けの基本技能を実習を通して学習する．け，各種計測機器の取扱方法を評価する．電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良く，を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．使い方を体得する．った作業などがあるの活動を見ながら，各種計測機器の取扱方法を評価する．で，各種計測機器の取扱方法を評価する．汚れても良く，れても取良く，く，各種計測機器の取扱方法を評価する．
安全が確かめ，理解を深めさせると共に，電保できる服装が必要である．できる服装が必要である．である．
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科　目

担当教員 南 政孝 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(50%), A4-E1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新 応用数学」： 佐藤 志保 他著（大日本図書出版社）

参考書

関連科目

プリントの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．だけでなく，数学のテキストなども参照すること．数学の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．テキストの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．なども参照すること．参照すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気数学Ⅱ (Electrical Mathematics II)

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気工学の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．基礎工学である回路工学や電磁気学で使用する数学として，電磁気学で使用する数学として，数学のテキストなども参照すること．2年生の電気数学の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．電気数学Iに加え，微分方程式，ラプラ加え，微分方程式，ラプラえ，数学のテキストなども参照すること．微分方程式，数学のテキストなども参照すること．ラプラ
ス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲などに加え，微分方程式，ラプラついて学ぶ．数学としての問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲に加え，微分方程式，ラプラ困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲であるの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．で，数学のテキストなども参照すること．電気工学で頻繁に使用する範囲に加え，微分方程式，ラプラ使用する範囲
に加え，微分方程式，ラプラ限定して学ぶ．して学ぶ．

【A1】線形のの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式が解けるようになる．解けるようになる．けるように加え，微分方程式，ラプラなる．
電気工学科専門教科で取り扱う範囲の線形のり扱う範囲の線形の扱う範囲の線形のう範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．線形のの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．
を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲60%以上解けるようになる．ける．試験及びレポート課題で評価する．びレポート課題で評価する．レポートの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．課題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．で評価する．する．

【A4-E1】回路の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．過渡解けるようになる．析に必要な微分方程式が解けるようにラプラス変に加え，微分方程式，ラプラ必要な微分方程式が解けるようにラプラス変な微分方程式が解けるようになる．解けるようになる．けるように加え，微分方程式，ラプララプラス変
換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．計算（ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲，数学のテキストなども参照すること．逆変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲）が解けるようになる．出来るようになる．るように加え，微分方程式，ラプラなる．

ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．計算（ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲，数学のテキストなども参照すること．逆変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲）問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲60%以上解けるようになる．ける．試験及びレポート課題で評価する．
びレポート課題で評価する．レポートの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．課題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．で評価する．する．

成績は，試験は時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲，数学のテキストなども参照すること．試験85%　レポートの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．15%　として評価する．する．なお，数学のテキストなども参照すること． 試験成績は，試験は時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲後期中間試験と後期定して学ぶ．期試験の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．平均点とするとする. 
100点とする満点とするで60点とする以上を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲合格とする．試験については再試験の受験を認める場合がある． ただし， レポートの提出を受験とする．試験に加え，微分方程式，ラプラついては時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲再試験の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．受験を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲認める場合がある． ただし， レポートの提出を受験める場合が解けるようになる．ある． ただし，数学のテキストなども参照すること． レポートの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．提出を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲受験
の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．条件とする．とする．

「電気回路基礎ノートの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．」：森真作（コロナ社）社）
「大学1年生の電気数学の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．ための問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．電気数学」：高木，数学のテキストなども参照すること．猪原，数学のテキストなども参照すること．佐藤，数学のテキストなども参照すること．高橋，数学のテキストなども参照すること．向川著（森北出版）

2年生の電気数学電気数学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電気数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 前週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．までに加え，微分方程式，ラプラ学んだ内容に関する演習問題を解く．に加え，微分方程式，ラプラ関する演習問題を解く．する演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

5 ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲に加え，微分方程式，ラプラついてその問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．必要な微分方程式が解けるようにラプラス変性，数学のテキストなども参照すること．用途を説明する．覚えるべき公式を解説および紹介する．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲説明する．覚えるべき公式を解説および紹介する．する．覚えるべき公式を解説および紹介する．えるべき公式を解説および紹介する．公式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説およびレポート課題で評価する．紹介する．する．

6 前週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．に加え，微分方程式，ラプラ引き続き，ラプラス変換の公式を解説および紹介する．き公式を解説および紹介する．続き，ラプラス変換の公式を解説および紹介する．き公式を解説および紹介する．，数学のテキストなども参照すること．ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．公式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説およびレポート課題で評価する．紹介する．する．

7

8 中間試験

9 中間試験解けるようになる．説と部分分数分解けるようになる． 中間試験に加え，微分方程式，ラプラついて解けるようになる．説し，数学のテキストなども参照すること．ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いた微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．で必要な微分方程式が解けるようにラプラス変となる部分分数分解けるようになる．に加え，微分方程式，ラプラついて解けるようになる．説する．

10 逆ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲

11 ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲に加え，微分方程式，ラプラよる微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．

12 様々な微分方程式の解法な微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する． 初期条件とする．では時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲なく，数学のテキストなども参照すること．境界条件とする．が解けるようになる．与えられた際の微分方程式の解法，連立微分方程式の解法などを解説し，演習問題を解く．えられた際の微分方程式の解法，連立微分方程式の解法などを解説し，演習問題を解く．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．，数学のテキストなども参照すること．連立微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．などを網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説し，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およびレポート課題で評価する．後期定して学ぶ．期試験を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲実施する．する．

2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式(1)
一般的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲な微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．(変数分離型，数学のテキストなども参照すること．同次型，数学のテキストなども参照すること．特性方程式)を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲紹介する．する．特性方程式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いる解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．に加え，微分方程式，ラプラおける余関する演習問題を解く．数，数学のテキストなども参照すること．特殊解けるようになる．
の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．求め方を解説し，め方を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説し，数学のテキストなども参照すること．1階までの微分方程式が解けるようになる．微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式(2) 特性方程式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いる解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲使って2階までの微分方程式が解けるようになる．微分方程式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く方法で必要となる部分分数分解について解説する．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説し，数学のテキストなども参照すること．2階までの微分方程式が解けるようになる．微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式(3) 電気回路に加え，微分方程式，ラプラおける2階までの微分方程式が解けるようになる．微分方程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．種類(過減衰，数学のテキストなども参照すること．臨界減衰，数学のテキストなども参照すること．減衰振動，数学のテキストなども参照すること．単振動)を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲紹介する．し，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式(4)

ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．導入(1)

ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．導入(2)

6週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．目までの演習までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること． 特性方程式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いた解けるようになる．法で必要となる部分分数分解について解説する．に加え，微分方程式，ラプラよる2階までの微分方程式が解けるようになる．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．微分方程式や電磁気学で使用する数学として，ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲に加え，微分方程式，ラプラ関する演習問題を解く．する演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲する．

1～3週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．までと5，数学のテキストなども参照すること． 6週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．5回分の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．内容に関する演習問題を解く．の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．試験を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲行なうなう

与えられた際の微分方程式の解法，連立微分方程式の解法などを解説し，演習問題を解く．えられた複素関する演習問題を解く．数を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲部分分数分解けるようになる．して，数学のテキストなども参照すること．ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲表にあう形に変形し，逆ラプラス変換する方法について解説し，演習問題に加え，微分方程式，ラプラあう形のに加え，微分方程式，ラプラ変形のし，数学のテキストなども参照すること．逆ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲する方法で必要となる部分分数分解について解説する．に加え，微分方程式，ラプラついて解けるようになる．説し，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．
を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．

微分方程式を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲する方法で必要となる部分分数分解について解説する．に加え，微分方程式，ラプラついて説明する．覚えるべき公式を解説および紹介する．し，数学のテキストなども参照すること．その問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．結果により解を求め，最後に逆ラプラス変換することによって，微分方に加え，微分方程式，ラプラより扱う範囲の線形の解けるようになる．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲求め方を解説し，め，数学のテキストなども参照すること．最後に加え，微分方程式，ラプラ逆ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲することに加え，微分方程式，ラプラよって，数学のテキストなども参照すること．微分方
程式の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．が解けるようになる．求め方を解説し，まることを網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説する．

回路に加え，微分方程式，ラプラおける微分方程式(1)
降圧コンバータにおける動作を，微分方程式に書き下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スコンバータにおける動作を，微分方程式に書き下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スに加え，微分方程式，ラプラおける動作を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲，数学のテキストなども参照すること．微分方程式に加え，微分方程式，ラプラ書き公式を解説および紹介する．下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スし，数学のテキストなども参照すること．ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲することでその問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲求め方を解説し，める一連の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．流れを解説する．特に，スれを網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説する．特に加え，微分方程式，ラプラ，数学のテキストなども参照すること．ス
イッチにより切り替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．に加え，微分方程式，ラプラより扱う範囲の線形の切り替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．り扱う範囲の線形の替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．に加え，微分方程式，ラプラ単位ステップ関する演習問題を解く．数を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いる方法で必要となる部分分数分解について解説する．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲紹介する．する．

回路に加え，微分方程式，ラプラおける微分方程式(2) 昇圧コンバータにおける動作を，微分方程式に書き下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スコンバータにおける動作を，微分方程式に書き下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スに加え，微分方程式，ラプラおける動作を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲，数学のテキストなども参照すること．微分方程式に加え，微分方程式，ラプラ書き公式を解説および紹介する．下し，ラプラス変換することでその解を求める一連の流れを解説する．特に，スし，数学のテキストなども参照すること．ラプラス変換などについて学ぶ．数学としての分野を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲することでその問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．解けるようになる．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲求め方を解説し，める一連の問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．流れを解説する．特に，スれを網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．説する．特に加え，微分方程式，ラプラ，数学のテキストなども参照すること．ス
イッチにより切り替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．に加え，微分方程式，ラプラより扱う範囲の線形の切り替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．り扱う範囲の線形の替わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．わる箇所に単位ステップ関数を用いる方法を紹介する．に加え，微分方程式，ラプラ単位ステップ関する演習問題を解く．数を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲用いる方法で必要となる部分分数分解について解説する．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲紹介する．する．

14週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．目までの演習までの問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること． 14週までに学んだ内容に関する演習問題を解く．まで全ての内容に関して演習問題を解く．ての問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．内容に関する演習問題を解く．に加え，微分方程式，ラプラ関する演習問題を解く．して演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．問題の演習だけでなく，数学のテキストなども参照すること．を網羅することは時間的に困難であるので，電気工学で頻繁に使用する範囲解けるようになる．く．
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学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

情報処理Ⅱ Ⅱ (Information Processing II)

電気工学科・3年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

2年次の情報処理の情報処理情報処理Ⅱ Iで学んだ学んだC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロの情報処理基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロさせた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ操作，標準関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ学習し，応用的なプロなプロプロ
グラムの作成を行う．の情報処理作成を行う．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ行う．う．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

【A3】ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーする操作を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングで学んだき，ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロから自在にデー自在にデーに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーデー
タを読み込んだり書き込んだりできる．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ読み込んだり書き込んだりできる．み込んだり書き込んだりできる．込んだり書き込んだりできる．んだり書き込んだりできる．書き込んだりできる．き込んだり書き込んだりできる．んだり書き込んだりできる．で学んだきる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーする操作を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングで学んだき，ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロから自在にデー自在にデーに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーデータを読み込んだり書き込んだりできる．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ読み込んだり書き込んだりできる．み込んだり書き込んだりできる．
込んだり書き込んだりできる．んだり書き込んだりできる．書き込んだりできる．き込んだり書き込んだりできる．んだり書き込んだりできる．で学んだきるかを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ前期中間試験および演習で評価する．および演習で評価する．演習で学んだ評価する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

【A3】C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー用意されている標準関数を用いてプログラムを作成できる．されている標準関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いてプログラムの作成を行う．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ作成を行う．で学んだきる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ
C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロに対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー用意されている標準関数を用いてプログラムを作成できる．されている標準関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いてプログラムの作成を行う．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ作成を行う．で学んだきるかを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ前期
中間試験および演習で評価する．および演習で評価する．演習で学んだ評価する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

【A3】これまで学んだ学んだ構文を利用し，応用的なプログラムが作成できる．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，応用的なプロなプロプログラムの作成を行う．が作成できる．作成を行う．で学んだきる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ
これまで学んだ学んだ構文を利用し，応用的なプログラムが作成できる．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，応用的なプロなプロプログラムの作成を行う．が作成できる．作成を行う．で学んだきるかを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ演習で学んだ評
価する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

成を行う．績は，試験は，試験および演習で評価する．50%　演習50%　として評価する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ総合評価する．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ100点満点として，60点以上を合格とする．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ合格とする．とする．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

「初級C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロやさしいC」：後藤良和ら（実教出版株式会社）ら自在にデー（実教出版株式会社）実教出版株式会社）

「C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングレッスン入門編」：結城浩」：結城浩(Softbank))
「やさしいC」：高橋麻奈（実教出版株式会社）SB Creative）

E1:情報基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ，E2：情報処理Ⅱ I

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（情報処理Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ操作に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーついての情報処理コードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

2 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ操作に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーついての情報処理コードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

3 文を利用し，応用的なプログラムが作成できる．字処理Ⅱ 関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロコードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

4 文を利用し，応用的なプログラムが作成できる．字列処理Ⅱ 関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロコードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

5 データを読み込んだり書き込んだりできる．変換関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロコードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

6 数を学習し，応用的なプロ学関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロコードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

7 時間処理Ⅱ 関数を学習し，応用的なプロを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ用いた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロコードが書けるようになる．が作成できる．書き込んだりできる．けるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

8 前期中間試験および演習で評価する．

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および演習で評価する．を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ実施する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロの情報処理処理Ⅱ 1

ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロの情報処理処理Ⅱ 2

標準関数を学習し，応用的なプロ1

標準関数を学習し，応用的なプロ2

標準関数を学習し，応用的なプロ3

標準関数を学習し，応用的なプロ4

標準関数を学習し，応用的なプロ5

授業計画1-7に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーついて試験および演習で評価する．する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

前期中間試験および演習で評価する．の情報処理解説およびおよび演習で評価する．C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用I 前期中間試験および演習で評価する．の情報処理解説およびを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ行う．う.これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用2 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用3 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用4 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用5 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用6 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

C言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミングの情報処理応用7 前回に引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．に対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデー引き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き続き，ファイル操作についてのコードが書けるようになる．き，これまで学んだ学習した内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロプログラミング技法を利用し，専門的な課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ利用し，専門的なプロなプロ課題をを発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロC言語の基礎を発展させた内容を講義する．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロで学んだ解決できるようになる．で学んだきるように対する操作をプログラミングでき，ファイルから自在にデーなプロる．ファイル操作，標準関数を学習し，応用的なプロ

備など）
考
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．クーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．定理などの電気的現象を講義する．などの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気的現象を講義する．を講義する．講義する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト 「電磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．」：宇野亨，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．白井宏（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目

試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．教科書，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ノート，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．プリンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ト，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電卓の持ち込みは禁止である．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．持ち込みは禁止である．ち込みは禁止である．込みは禁止である．みは教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．禁止である．であるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

神戸市立工業高等専門学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．校 2022年度シラバスシラバスの定理などの電気的現象を講義する．

電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．Ⅰ (Electromagnetics I)

電気工学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．科・3年・通年・必修・2単位【講義する．】 ( 学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【A2】点電荷間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．クーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．力，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．点電荷によるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
点電荷間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．クーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．力，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．点電荷によるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．前期中
間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこして帯電体による電界および電位が計算するこによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電位が計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．こ
とができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこして帯電体による電界および電位が計算するこによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電位が計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができ
るクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．前期中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．から電位，電位から電界を計算することができる．電位，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位から電位，電位から電界を計算することができる．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．から電位，電位から電界を計算することができる．電位，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位から電位，電位から電界を計算することができる．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．前期定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．
レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】電気双極子あるいは電気二重層による電位および電界が計算できあるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．いは教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．電気二重層による電位および電界が計算できによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位および電卓の持ち込みは禁止である．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．が計算することができる．でき
るクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

電気双極子あるいは電気二重層による電位および電界が計算できあるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．いは教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．電気二重層による電位および電界が計算できによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位および電卓の持ち込みは禁止である．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．前期
定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】導体による電界および電位が計算するこ系の静電容量を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電容量を計算することができる．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
導体による電界および電位が計算するこ系の静電容量を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電容量を計算することができる．を講義する．計算することができる．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポート
により評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】導体による電界および電位が計算するこが蓄えるエネルギーおよび導体に働く力が計算できる．えるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．エネルギーおよび電卓の持ち込みは禁止である．導体による電界および電位が計算するこに働く力が計算できる．く力が計算できる．力が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
導体による電界および電位が計算するこが蓄えるエネルギーおよび導体に働く力が計算できる．えるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．エネルギーおよび電卓の持ち込みは禁止である．導体による電界および電位が計算するこに働く力が計算できる．く力が計算できる．力が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．
および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】コンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．デンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーが回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがにおいて，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電容量を計算することができる．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電荷，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．エネルギーが
計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

コンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．デンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーが回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがにおいて，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電容量を計算することができる．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電荷，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．エネルギーが計算することができる．でき
るクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】誘電体による電界および電位が計算するこ内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．分極，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電束密度シラバス，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電位が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
誘電体による電界および電位が計算するこ内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．分極，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電束密度シラバス，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電位が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．
および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】誘電体による電界および電位が計算するこ境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．面に働く力が計算できる．に働く力が計算できる．く力が計算できる．力が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．． 誘電体による電界および電位が計算するこ境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．面に働く力が計算できる．に働く力が計算できる．く力が計算できる．力が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評
価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

【A2】電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．特殊解法として，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気影像法，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ラプラスの定理などの電気的現象を講義する．・ポアソンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．方程式によりにより評価する．
電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．・電位を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．

電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．特殊解法として，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気影像法，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ラプラスの定理などの電気的現象を講義する．・ポアソンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．方程式によりにより評価する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．・電
位を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．か，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．レポートにより評価する．評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

成績は，試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．85%　レポートレポート15%　レポートとして評価する．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．総合評価する．を講義する．100点満点として，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．60点以上を合格とする．必要に応じてを講義する．合格とする．必要に応じてとするクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．必要に応じてに応じてじて
再試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．を講義する．実施することがある．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことがあるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

「エレクトロニクスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ための法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．例題演習」：松森徳衛（コロナ社）」：松森徳衛（コロナ社）コロナ社）社）
「電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 新装版-その法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．物理などの電気的現象を講義する．像と詳論」：小塚洋司（コロナ社）森北出版）
「詳解電磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）」：後藤 憲一，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．山崎 修一郎（コロナ社）共立出版）
「電磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）」：山村 泰道，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．北川 盈雄（コロナ社）サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがイエンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．スの定理などの電気的現象を講義する．社）
「電気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．会大学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．講座 電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．」： 山田直平，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．桂井 誠(電気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．会)

基礎電気工学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがI，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．II，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．応じて用して帯電体による電界および電位が計算するこ物理などの電気的現象を講義する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．II，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気磁気学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．III，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電気材料

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電気磁気学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電荷とクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 点電荷によるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．クーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．力が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

2 電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 点電荷が作る電界の大きさを計算でき，電界の方向を説明できるようになる．るクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．大きさを講義する．計算することができる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．方向を説明できるようになる．を講義する．説明できるようになる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

3 演習」：松森徳衛（コロナ社） これまで学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．習」：松森徳衛（コロナ社）した内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．容の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）を講義する．行う．う．

4 電気力線とガウスの法則とガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 電気力線とガウスの法則の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．定義する．および電卓の持ち込みは禁止である．ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．説明できるようになる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

5 ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこし，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．いく力が計算できる．つかの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電荷分布における電界を計算できるようになる．におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

6 ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこし，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．いく力が計算できる．つかの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電荷分布における電界を計算できるようになる．におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

7 演習」：松森徳衛（コロナ社） これまで学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．習」：松森徳衛（コロナ社）した内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．容の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）を講義する．行う．う．

8 中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．

9 試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．解答 中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．解答・解説を講義する．行う．う．

10 導体による電界および電位が計算すること静電誘導 導体による電界および電位が計算するこの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．性質を説明でき，静電誘導現象を説明できるようになる．を講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電誘導現象を講義する．を講義する．説明できるようになる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

11 電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．と電位・静電ポテンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．シャル 電荷を講義する．運ぶ仕事が計算でき，電界中の電位を計算できるようになる．ぶ仕事が計算でき，電界中の電位を計算できるようになる．仕事が計算でき，電界中の電位を計算できるようになる．が計算することができる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．中の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

12 電位と電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 電位と電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．関係を説明でき，電位から電界を計算できるようになる．を講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位から電位，電位から電界を計算することができる．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

13 電気双極子あるいは電気二重層による電位および電界が計算でき 電気双極子あるいは電気二重層による電位および電界が計算できの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．性質を説明でき，静電誘導現象を説明できるようになる．を講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．これによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位および電卓の持ち込みは禁止である．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

14 電気二重層による電位および電界が計算でき 電気二重層による電位および電界が計算できの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．性質を説明でき，静電誘導現象を説明できるようになる．を講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．これによるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電位が計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

15 演習」：松森徳衛（コロナ社） これまで学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．習」：松森徳衛（コロナ社）した内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．容の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）を講義する．行う．う．

16 電荷系の静電容量を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電エネルギー 点電荷によるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電荷系の静電容量を計算することができる．におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電エネルギーを講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

17 導体による電界および電位が計算するこ系の静電容量を計算することができる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電エネルギー 導体による電界および電位が計算するこ系の静電容量を計算することができる．におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電エネルギーを講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

18 コンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．デンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがと静電容量を計算することができる． 複数の導体系による静電容量を計算できるようになる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．導体による電界および電位が計算するこ系の静電容量を計算することができる．によるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電容量を計算することができる．を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

19 コンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．デンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．接続 コンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．デンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．サ回路において，静電容量，電荷，電位，およびエネルギーがの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．並列接続および電卓の持ち込みは禁止である．直列接続を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

20 仮想変位法 仮想変位法により評価する．導体による電界および電位が計算するこに働く力が計算できる．く力が計算できる．力を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

21 マクスの定理などの電気的現象を講義する．ウェルの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電応じて力 マクスの定理などの電気的現象を講義する．ウェルの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電応じて力により評価する．導体による電界および電位が計算するこに働く力が計算できる．く力が計算できる．力を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

22 演習」：松森徳衛（コロナ社） これまで学において，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．習」：松森徳衛（コロナ社）した内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．容の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）を講義する．行う．う．

23 中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．

24 試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．解答 中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．解答・解説を講義する．行う．う．

25 誘電体による電界および電位が計算するこ中の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する． 誘電体による電界および電位が計算することは教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．何かを説明でき，分極の大きさと電界との関係を計算できるようになる．かを講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．分極の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．大きさと電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．との法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．関係を説明でき，電位から電界を計算できるようになる．を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

26 電束 電束とは教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．何かを説明でき，分極の大きさと電界との関係を計算できるようになる．かを講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．誘電体による電界および電位が計算するこ内の分極，電界，電束密度，および電位が計算できる．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電束密度シラバス，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電位を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

27 境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．条件 誘電体による電界および電位が計算するこ境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．で電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．および電卓の持ち込みは禁止である．電束が満たすべき条件を講義する．説明できるようになる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

28 誘電体による電界および電位が計算するこに働く力が計算できる．く力が計算できる．力 静電応じて力により評価する．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．誘電体による電界および電位が計算するこ境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．面に働く力が計算できる．に働く力が計算できる．く力が計算できる．力を講義する．計算することができる．できるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

29 電気影像法

30 境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．値問題 静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．特殊解法として，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．境界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．値問題が解けるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこした電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．計算することができる．1

ガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．を講義する．利用して帯電体による電界および電位が計算するこした電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．計算することができる．2

授業計画1～7に関するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．を講義する．行う．う．

授業計画16-22に関するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．演習」：松森徳衛（コロナ社）を講義する．行う．う．

電気影像法を講義する．説明できるようになる．でき，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．これを講義する．用して帯電体による電界および電位が計算するこいて導体による電界および電位が計算するこ-点電荷に関するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．計算することができる．ができるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ようになるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．

備など）
考

前期，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．後期ともに中間のクーロン力，点電荷による電界を計算することができる．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．および電卓の持ち込みは禁止である．定期試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．を講義する．実施することがある．するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
授業の法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．進み方によっては，試験範囲が前後することがある．み方によっては教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．，静電界におけるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．試験は教科書，ノート，プリント，および電卓の持ち込みは禁止である．範囲が前後することがある．が前後するクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．ことがあるクーロンの法則やガウスの定理などの電気的現象を講義する．．
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科　目

担当教員 森田 二朗 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「はじめて学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）

参考書

関連科目

特になし．になし．

神戸市立工業高等専門学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）校 2022年度シラバスシラバス

電気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社） (Electrical Measurement)

電気工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測いる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ことが何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測い．計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測正しく，効率的に行うには，信号の性質や測しく，効率的に行うには，信号の性質や測に行うには，信号の性質や測うには，信号の性質や測の性質や測性質や測や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）
定器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ことが何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代である場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．電気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）では，計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）の性質や測基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代として学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）電気的に行うには，信号の性質や測な量の計測法について学び，さらに代の性質や測計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）法について学び，さらに代について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）び，さらに代
表的に行うには，信号の性質や測な電気電子関連の計測器の動作原理を理解する．の性質や測計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測動作原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

【A4-E3】計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）と測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）違いを理解し， 測定の基本原理を説明できいを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代し， 測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定の性質や測基本原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測説明できでき
る場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ようになる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. 電気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）に含まれる誤差について説明でき， 測定値から最まれる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測誤差について説明でき， 測定値から最について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）説明できでき， 測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定値から最から最
小二乗法について学び，さらに代による場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測近似値から最を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測求めることができるめる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ことが何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測できる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）と測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定と誤差について説明でき， 測定値から最と近似について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代したかを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測， 前期中間試験により評価すにより評価す評価すす
る場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．60点以上で到達目標を達成したという基準にするで到達目標を達成したという基準にするを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測達成したという基準にするしたという基準にするにする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

【A4-E3】信号の性質や測源回路の等価回路をテブナンの定理を用いて計算できるの性質や測等価す回路の等価回路をテブナンの定理を用いて計算できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測テブナンの定理を用いて計算できるの性質や測定理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測いて学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）計算できるできる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. 
雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるの性質や測種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるとその性質や測特になし．徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代し，さらに雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるの性質や測対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測説明できできる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

信号の性質や測と雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるについて学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代したかを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測， 前期定期試験により評価すとレポートにより評価するにより評価す評価すする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. 
60点以上で到達目標を達成したという基準にするで到達目標を達成したという基準にするを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測達成したという基準にするしたという基準にするにする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

【A4-E3】電圧， 電流， 電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）， その性質や測原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代と特になし．徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測説明でき
できる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

電圧， 電流， 電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代したかを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測， 後期中間試験により評価すにより評価す評
価すする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. 60点以上で到達目標を達成したという基準にするで到達目標を達成したという基準にするを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測達成したという基準にするしたという基準にするにする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

【A4-E3】抵抗， 特になし．に低抵抗や測高抵抗の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定において学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）必要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代な知識を修得を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測修得
する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるス測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定に使用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測される場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ブリッジ回路の理論を理解し， 説回路の等価回路をテブナンの定理を用いて計算できるの性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代論を理解し， 説を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代し， 説
明できできる場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代したかを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測， 後期定期試験により評価すとレポートにより評価するにより評価す
評価すする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測. 60点以上で到達目標を達成したという基準にするで到達目標を達成したという基準にするを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測達成したという基準にするしたという基準にするにする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

成したという基準にする績は，試験は，試験により評価す88%　レポートにより評価する12%　として学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）評価すする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．試験により評価す評価すは4回の性質や測試験により評価すの性質や測平均とする．ただし，必要に応じて臨時試験とする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．ただし，必要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代に応じて臨時試験じて学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）臨時試験により評価す
を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測なう場合が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ある場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測， 100点満点で60点以上で到達目標を達成したという基準にするを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測合格とするとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測.

「電気・電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）新妻弘明でき・中鉢憲賢著（朝倉書店）
「基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）信太克規著（数理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社））
「電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）岩崎俊（森北出版）
「改訂　電磁気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）菅野允著（コロナ社）

電子工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）電気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）の性質や測センの定理を用いて計算できるサーの性質や測一部，表示装置の一部が関連する．電気工学実験実習：電気計測で学ぶ計測装置を実の性質や測一部が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測関連の計測器の動作原理を理解する．する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．電気工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）実験により評価す実習：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）電気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）で学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）装置の一部が関連する．電気工学実験実習：電気計測で学ぶ計測装置を実を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測実
際に使用する．に使用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

E -147



授業の計画（電気計測）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）とは 計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）の性質や測定義，計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）と測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定の性質や測違いを理解し， 測定の基本原理を説明できい，計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）法について学び，さらに代の性質や測分類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる（偏位法について学び，さらに代，零位法について学び，さらに代）を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

2 計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）手法について学び，さらに代，雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる，雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる指数 計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）法について学び，さらに代の性質や測分類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる（置の一部が関連する．電気工学実験実習：電気計測で学ぶ計測装置を実換法について学び，さらに代，補償法について学び，さらに代），内部雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる，外部雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

3

4 単位，標を達成したという基準にする準にする，有効数字，誤差について説明でき， 測定値から最と不確かさかさ 単位，標を達成したという基準にする準にする，有効数字，誤差について説明でき， 測定値から最と不確かさかさを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

5 誤差について説明でき， 測定値から最の性質や測原因，統計処理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代 誤差について説明でき， 測定値から最の性質や測原因，統計処理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

6 統計処理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代続き（無作為抽出，推定）き（無作為抽出，推定） 統計処理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代続き（無作為抽出，推定）き（無作為抽出，推定）を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

7

8 中間試験により評価す

9 中間試験により評価すの性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説及び不確かさの伝搬び不確かさかさの性質や測伝搬 中間試験により評価すの性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説及び不確かさの伝搬び不確かさかさの性質や測伝搬を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

10 最確かさ値から最と最小二乗法について学び，さらに代 最確かさ値から最と最小二乗法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

11 センの定理を用いて計算できるサ 数種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるの性質や測センの定理を用いて計算できるサを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

12 信号の性質や測源 信号の性質や測源を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測

13

14 信号の性質や測波形（周期波形，単発波形） 信号の性質や測波形（周期波形，単発波形）を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

15

16 信号の性質や測源からの性質や測信号の性質や測の性質や測伝達 測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測入力の指示計器について， その原理と特徴を説明インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測影響と測定範囲の拡大方法について解説する．と測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定範囲の拡大方法について解説する．の性質や測拡大方法について学び，さらに代について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

17 指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測紹介し，最も基本的な可動コイル形計器について解説する．基本的に行うには，信号の性質や測な可動コイル形計器について解説する．形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

18 整流形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，可動鉄片形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

19 電流力の指示計器について， その原理と特徴を説明計形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，静電形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

20 熱電形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，誘導形計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

21 電位差について説明でき， 測定値から最計の性質や測原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定方法について学び，さらに代，特になし．徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる等を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

22

23 中間試験により評価す

24 テストにより評価する返却，解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説，講評および抵抗の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定 テストにより評価する返却，解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説，講評を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．また，抵抗の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定の性質や測概説を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

25 電圧・電流法について学び，さらに代，ホイートにより評価するストにより評価するンの定理を用いて計算できるブリッジ回路の理論を理解し， 説を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

26 低抵抗および高抵抗の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定方法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

27 インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測基本的に行うには，信号の性質や測な測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定方法について学び，さらに代等を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

28 インの定理を用いて計算できるダクタンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定方法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．容量の計測法について学び，さらに代の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定方法について学び，さらに代を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

29 周波数・時間の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定 デジ回路の理論を理解し， 説タル形計器について解説する．カウンの定理を用いて計算できるター等について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

30

素子の性質や測雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる，SN比，雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる対策を説明できる 素子の性質や測雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる，SN比，雑音の種類とその特徴を理解し，さらに雑音の対策を説明できる対策を説明できるを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

1週目から6週目までの性質や測総復習 1週目から6週目までの性質や測総復習を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

1週から7週の性質や測内容に関して学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）試験により評価すを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

信号の性質や測源2 信号の性質や測源2を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．

9週目から14週目までの性質や測総復習 9週目から14週目までの性質や測総復習を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

電圧，電流，電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定1（指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代1）

電圧，電流，電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定2（指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代2）

電圧，電流，電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定3（指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代3）

電圧，電流，電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定4（指示計器の原理を理解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代4）

電圧，電流の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定5（電位差について説明でき， 測定値から最計）

電圧，電流，電力の指示計器について， その原理と特徴を説明の性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定（非接触）及び不確かさの伝搬び16週目から21週目までの性質や測総復
習

線路の等価回路をテブナンの定理を用いて計算できる計（クランの定理を用いて計算できるプメータ）について学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）解することが重要である．電気計測では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代説する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．また，16週目から21週目までの性質や測総復習を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

第16週から22週の性質や測内容に関して学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）試験により評価すを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

抵抗，インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定1

抵抗，インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定2

抵抗，インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定3

抵抗，インの定理を用いて計算できるピーダンの定理を用いて計算できるスの性質や測測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）定4

24週目から29週目までの性質や測総復習 24週名からから29週目までの性質や測総復習を計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測行うには，信号の性質や測う．

備など）
考

前期，後期とも基本的な可動コイル形計器について解説する．に中間試験により評価すおよび定期試験により評価すを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測実施する．する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．
前期，後期とも基本的な可動コイル形計器について解説する．に中間試験により評価すおよび定期試験により評価すを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測実施する．する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測．
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総合評価

テキスト 「電子工学基礎」：中沢達夫，藤原勝幸（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目 物理および数学および数学数学

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電子工学 (Electronics))

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義では，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すデバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すな電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す学ぶにあたり，理および数学解が必要な電子の物理的事象について講義すが必要な電子の物理的事象について講義す必要な電子の物理的事象について講義すな電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す物理および数学的事象について講義すについて講義す講義す
る．まず，真空中および数学固体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す中における電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのように関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする基礎的な事象について講義すと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよういを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す講義し，電子デバイスにどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すよう
に利用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．されて講義すいるかを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．する．さらに電子工学応用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．デバイス等に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようして講義すその様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す原理および数学等を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

【A4-E2】電子発見の過程，エレクトロンボルト，原子の構造に関する内容の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す過程，エレクトロンボルト，原子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする内容
を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できる．

電子発見の過程，エレクトロンボルト，原子の構造に関する内容の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す過程，電界中の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう，原子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容等に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする内容を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す正しく説しく説説
明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前期中間試験及びレポートにより評価する．び数学レポートにより評価する．する．

【A4-E2】エネルギー準位について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できる．
エネルギー準位について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前期定期試験及びレポートにより評価する．び数学レポートにより
評価する．する．

【A4-E2】基本的な真空管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作原理および数学を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すふるまいの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す観点から説明から説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．
できる．

基本的な真空管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作原理および数学を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すふるまいの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す観点から説明から説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前
期定期試験及びレポートにより評価する．び数学レポートにより評価する．する．

【A4-E2】光電子放出に関する基本的な計算ができる．に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする基本的な計算ができる．が必要な電子の物理的事象について講義すできる． 光電子放出に関する基本的な計算ができる．に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする基本的な計算ができる．が必要な電子の物理的事象について講義すできること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前期定期試験及びレポートにより評価する．び数学レポート
により評価する．する．

【A4-E2】半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す材料の特性やの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す特性ややpn接合の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基本的な動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作原理および数学を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す運
動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す観点から説明やエネルギーバンド図から説明できる．図から説明できる．から説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できる．

半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す材料の特性やの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す特性ややpn接合の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基本的な動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作原理および数学を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す観点から説明やエ
ネルギーバンド図から説明できる．図から説明できる．から説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す後期中間試験及びレポートにより評価する．び数学レポートにより評価する．
する．

【A4-E2】電子工学で学ぶ原理および数学が必要な電子の物理的事象について講義す，ダイオード図から説明できる．やトランジスタのような半導の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すような半導
体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すデバイスにどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すように利用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．されて講義すいるかを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できる．

電子工学で学ぶ原理および数学が必要な電子の物理的事象について講義す，ダイオード図から説明できる．やトランジスタのような半導の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すような半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すデバイスに
どの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すように利用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．されて講義すいるかを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．できること定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す後期定期試験及びレポートにより評価する．び数学レポートに
より評価する．する．

成績は，試験は，試験85%　レポート15%　と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようして講義す評価する．する．試験85%分はは4回の試験の相加平均をとる．試験成績の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す試験の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す相加平均をとる．試験成績を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようる．試験成績は，試験85点から説明と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようレポー
ト成績は，試験15点から説明を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す合わせて講義す100点から説明満点から説明で60点から説明以上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようする．総合評価する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す小数点から説明以下は切り捨てる．は切り捨てる．り捨てる．て講義する．

「電子物性やの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基礎と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようその様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す応用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．」：下は切り捨てる．村武（コロナ社）コロナ社）社）
「改訂 電子工学」：西村，落山著（コロナ社）コロナ社）社）
「図から説明できる．解が必要な電子の物理的事象について講義す雑学 相対性や理および数学論」：佐藤健二監修（コロナ社）ナ社）ツメ社）社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう係のない私語を一切禁じる．本科の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すない私語を一切禁じる．本科を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す一切り捨てる．禁じる．本科じる．本科2年生までに履修した基礎数学や線形代数等の知識が必要であるため，復習までに履修した基礎数学や線形代数等の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す知識が必要であるため，復習が必要な電子の物理的事象について講義す必要な電子の物理的事象について講義すであるため，復習
して講義すおく説こと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう．電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す振舞いに関して量子論的な扱いも導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましいいに関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようして講義す量子論的な扱いを講義し，電子デバイスにどのよういも導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましい導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましいするの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すで，量子論の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましい門書等で予習を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すして講義すおく説こと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようが必要な電子の物理的事象について講義す望ましいましい
．
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授業の計画（電子工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電子工学と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようは何かか この様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す授業の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す方針と電子工学全体で学ぶ内容全体を説明する．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう電子工学全体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すで学ぶ内容全体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．する．

2 電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す発見の過程，エレクトロンボルト，原子の構造に関する内容の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す過程と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようトムソンの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す実験について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

3 ミリカンの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す実験から電気素量の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す値が得られた過程について解説する．が必要な電子の物理的事象について講義す得られた過程について解説する．られた過程について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

4 電界中の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう

5 ラザフォード図から説明できる．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す原子模型および水素原子スペクトルについて解説する．および数学水素原子スペクトルについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

6 ボーアの原子模型における量子条件と振動数条件について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す原子模型および水素原子スペクトルについて解説する．における量子条件と振動数条件について解説する．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう振動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう数条件と振動数条件について解説する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

7 ボーアの原子模型における量子条件と振動数条件について解説する．による水素原子スペクトルの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．から原子中の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す電子が必要な電子の物理的事象について講義す持つエネルギーについて解説する．つエネルギーについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

8 前期中間試験 前期の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前半部分はで授業を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す受けた内容が理解できているかを評価する．けた内容が必要な電子の物理的事象について講義す理および数学解が必要な電子の物理的事象について講義すできて講義すいるかを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す評価する．する．

9 前期中間試験の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す答と解説と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう解が必要な電子の物理的事象について講義す説 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す答と解説と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう解が必要な電子の物理的事象について講義す説，採点から説明基準の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．，試験範囲の復習を行う．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す復習を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す行う．う．

10 エネルギー準位 原子中ならび数学に固体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す中における電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すエネルギー準位について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

11 熱電子放出に関する基本的な計算ができる． 熱電子放出に関する基本的な計算ができる．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようその様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す応用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

12 真空管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明（コロナ社）電子管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明）

13 光電子放出に関する基本的な計算ができる．

14 液晶ディスプレイの原理ディスプレイの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す原理および数学 液晶ディスプレイの原理材料の特性やと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう液晶ディスプレイの原理ディスプレイの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容及びレポートにより評価する．び数学原理および数学について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

15 導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，絶縁体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す 導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，絶縁体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す違いを化学結合方式の違いから解説する．いを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す化学結合方式の違いから解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す違いを化学結合方式の違いから解説する．いから解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

16 固体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すエネルギーバンド図から説明できる． エネルギー準位と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す違いを化学結合方式の違いから解説する．い，許容帯の種類，電子のバンド間遷移について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す種類，電子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すバンド図から説明できる．間遷移について解説する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

17 導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，絶縁体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すエネルギーバンド図から説明できる．

18 半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す分は類 真性や半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す及びレポートにより評価する．び数学不純物半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

19 フェルミディラック分は布関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう数と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようフェルミ準位の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す概要な電子の物理的事象について講義すについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

20 各種伝導型および水素原子スペクトルについて解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すにおけるフェルミディラック分は布の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す取り扱いについて解説する．り扱いを講義し，電子デバイスにどのよういについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

21

22

23 後期中間試験 後期の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す前半部分はで授業を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す受けた内容が理解できているかを評価する．けた内容が必要な電子の物理的事象について講義す理および数学解が必要な電子の物理的事象について講義すできて講義すいるかを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す評価する．する．

24 後期中間試験の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す答と解説と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう解が必要な電子の物理的事象について講義す説 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す答と解説と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう解が必要な電子の物理的事象について講義す説，採点から説明基準の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．，試験範囲の復習を行う．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す復習を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す行う．う．

25 バイポーラトランジスタのような半導の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すエネルギーバンド図から説明できる．図から説明できる．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようキャリアの原子模型における量子条件と振動数条件について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようきを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基に，基本動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

26

27

28 光電変換素子

29 集積回の試験の相加平均をとる．試験成績路 集積回の試験の相加平均をとる．試験成績路の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す概要な電子の物理的事象について講義すと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう構造に関する内容，集積化の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す意義について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

30 ホール効果 ホール効果の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す概要な電子の物理的事象について講義すと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう原理および数学について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

前期，後期と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようも導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましいに中間試験および数学定期試験を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す実施する．する．

電子工学の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す歴史I

電子工学の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す歴史II

電子運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す数式の違いから解説する．扱いを講義し，電子デバイスにどのようい，および数学エレクトロンボルト[eV]eV]]の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す概念について解説する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

原子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容I

原子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容II

原子の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す構造に関する内容III

真空管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す中で2極管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう3極管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明について講義す電気的特性やも導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましい含めて解説する．めて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

レーナ社）ルトの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す実験について講義す説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．しつつ，光電子放出に関する基本的な計算ができる．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようそれが必要な電子の物理的事象について講義す起こるための条件について解説する．また，プランク定数について解こるための様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す条件と振動数条件について解説する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．また，プランク定数について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す
説する．

エネルギーバンド図から説明できる．を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．いて講義す，導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，絶縁体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す性や質の違いを解説する．また，半導体における電子と正孔，すなわちキャリアにの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す違いを化学結合方式の違いから解説する．いを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．また，半導体デバイスなどの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すにおける電子と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう正しく説孔，すなわちキャリアにキャリアの原子模型における量子条件と振動数条件について解説する．に
ついて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

フェルミ・ディラック分は布I

フェルミ・ディラック分は布II

pn接合I 熱平衡状態におけるにおけるpn接合について講義すエネルギーバンド図から説明できる．図から説明できる．を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．いて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．また，空乏層の形成について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す形成について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

pn接合II pn接合に対して講義す電界を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す印加した場合の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すキャリアの原子模型における量子条件と振動数条件について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す運動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義すも導入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましいと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのように，ダイオード図から説明できる．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す整流性やと定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようI-V]特性やについて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

バイポーラトランジスタのような半導I

バイポーラトランジスタのような半導II バイポーラトランジスタのような半導の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す増幅作用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう設計の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す指針と電子工学全体で学ぶ内容全体を説明する．について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．エミッタのような半導注入するので，量子論の入門書等で予習をしておくことが望ましい効率とベース輸送効率に基づいて電流増幅率と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのようベース輸送効率とベース輸送効率に基づいて電流増幅率に基づいて講義す電流増幅率とベース輸送効率に基づいて電流増幅率
を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す導出に関する基本的な計算ができる．する．

FETの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基礎 FETの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す基本動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作，反転層の形成について解説する．の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す形成ならび数学に不純物イオンに起こるための条件について解説する．また，プランク定数について解因したピンチオフの発生について解説する．したピンチオフの様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す発生までに履修した基礎数学や線形代数等の知識が必要であるため，復習について講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．

光導電セル(CdS))，太陽電池，光電子増倍管の動作原理を電子のふるまいの観点から説明の様々な電子デバイスを学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す動に関する基礎的な事象と定量的扱いを講義し，電子デバイスにどのよう作原理および数学について講義す，エネルギーバンド図から説明できる．図から説明できる．を学ぶにあたり，理解が必要な電子の物理的事象について講義す用されているかを説明する．さらに電子工学応用デバイス等に関してその原理等を解説する．いて講義す解が必要な電子の物理的事象について講義す説する．
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科　目

担当教員 森田 悠作 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 英語演習

ほぼ毎時間冒頭に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．毎時間冒頭に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．を行うので各自で暗記等準備する事．行うので各自で暗記等準備する事．うので各自で暗記等準備する事．各自で暗記等準備する事．で各自で暗記等準備する事．暗記等準備する事．する事．事．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

工業英語Ⅰ (ESP, Engineering I)

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

技術英検2級（旧「工業英検3級」）合格を明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．を行うので各自で暗記等準備する事．明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．技術関連の英語全般の技能向上を目指す．の英語全般の技能向上を目指す．の技能向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．上を目指す．を行うので各自で暗記等準備する事．目指す．す．

【B4】単語を行うので各自で暗記等準備する事．覚える（技術英検える事．（技術英検2級設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IIが相当）相当）
各自で暗記等準備する事．で各自で暗記等準備する事．行うので各自で暗記等準備する事．ってきた単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認を行うので各自で暗記等準備する事．小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．中間試験及び定期試験で確認び定期試験で確認定期試験で各自で暗記等準備する事．確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．認
する事．．

【B4】英語に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．よる事．英単語の説明を行うので各自で暗記等準備する事．理解できる（技術英検で各自で暗記等準備する事．きる事．（技術英検2級設問IIIが相当）相
当）

英語に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．よる事．英単語の説明を行うので各自で暗記等準備する事．理解できる（技術英検で各自で暗記等準備する事．きる事．かを行うので各自で暗記等準備する事．中間試験並びに定期試験で確認び定期試験で確認に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．定期試験で各自で暗記等準備する事．確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．認
する事．．

【B4】英単文を理解できる（技術英検を行うので各自で暗記等準備する事．理解できる（技術英検で各自で暗記等準備する事．きる事．（技術英検2級設問IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．Vが相当）相当）
英語表現の幅や文法・語法を習得できているかを小テスト，中間試験及び定の幅や文法・語法を習得できているかを小テスト，中間試験及び定や文法・語法を習得できているかを小テスト，中間試験及び定文を理解できる（技術英検法・語法を行うので各自で暗記等準備する事．習得できているかを小テスト，中間試験及び定で各自で暗記等準備する事．きている事．かを行うので各自で暗記等準備する事．小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．中間試験及び定期試験で確認び定期試験で確認定
期試験で各自で暗記等準備する事．確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．認する事．．

【B4】英語の文を理解できる（技術英検章を読解できる（技術英検を行うので各自で暗記等準備する事．読解できる（技術英検で各自で暗記等準備する事．きる事．（技術英検2級設問VIが相当）相当） まとまった単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認量の英語の文章を理解できるかを中間試験並びに定期試験で確の英語の文を理解できる（技術英検章を読解できる（技術英検を行うので各自で暗記等準備する事．理解できる（技術英検で各自で暗記等準備する事．きる事．かを行うので各自で暗記等準備する事．中間試験並びに定期試験で確認び定期試験で確認に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．定期試験で各自で暗記等準備する事．確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．
認する事．．

【B4】英作文を理解できる（技術英検が相当）で各自で暗記等準備する事．きる事．（技術英検2級設問VIIが相当）相当）
与えられた英単語で正しい英文を組み立てられるかを小テスト，中間試験及えられた単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認英単語で各自で暗記等準備する事．正しい英文を組み立てられるかを小テスト，中間試験及しい英文を理解できる（技術英検を行うので各自で暗記等準備する事．組み立てられるかを小テスト，中間試験及み立てられるかを小テスト，中間試験及立てられる事．かを行うので各自で暗記等準備する事．小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．中間試験及び定期試験で確認
び定期試験で確認定期試験で各自で暗記等準備する事．確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．認する事．．

成績は，試験は，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．試験70%　小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．30%　として評価する．成績において，する事．．成績は，試験に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．おいて，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．100点満点で各自で暗記等準備する事．60点以上を目指す．後合格を明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．とする事．．合格を明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(60点)に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．
達した場合のみ外部試験（授業外）である技術英検した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認場合のみ立てられるかを小テスト，中間試験及外部試験（授業外）で各自で暗記等準備する事．ある事．技術英検2級（旧「工業英検3級」）の合格を明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．で各自で暗記等準備する事．80点，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．不合格を明確に志向しつつ，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．A判定(正しい英文を組み立てられるかを小テスト，中間試験及答率55%
相当)で各自で暗記等準備する事．75点と読み立てられるかを小テスト，中間試験及かえた単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認のち，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．良い方の点数を最終評価とする．い方の点数を最終評価とする．の点数を最終評価とする．を行うので各自で暗記等準備する事．最終評価する．成績において，とする事．．

日本工業英語協会『3級クリア』』(現の幅や文法・語法を習得できているかを小テスト，中間試験及び定「技術英検2級」に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．対応する教本する事．教本)
プリントを行うので各自で暗記等準備する事．

公益社団法人日本工業英語協会『工業英検3級問題集』日本能率協会マネジメントを行うので各自で暗記等準備する事．センター，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．各年度シラバス
公益社団法人日本工業英語協会『技術英検2級問題集』日本能率協会マネジメントを行うので各自で暗記等準備する事．センター，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．各年度シラバス
佐藤洋一『BASIC800で各自で暗記等準備する事．書ける！理系英文』サイエンス・アイ新書，ける事．！理系英文』サイエンス・アイ新書，理系英文を理解できる（技術英検』サイエンス・ア』イ新書ける！理系英文』サイエンス・アイ新書，，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．2010年

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（工業の英語Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 授業全般の技能向上を目指す．説明

2

3

4

5

6

7

8 中間試験 中間試験

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業全般の技能向上を目指す．の進め方，技術英検め方，技術英検方の点数を最終評価とする．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．技術英検2級（旧「工業英検3級」）の性質などについて説明する．などに小テストを行うので各自で暗記等準備する事．ついて説明する事．．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII 目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII
目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII 目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII
目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII 目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII
目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII
目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．

(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII 目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
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目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
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(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．(2)設問III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VII 目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
III，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．IV，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VI，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは各問題数を最終評価とする．分解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．通して教授し，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．これを行うので各自で暗記等準備する事．繰り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．り返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．す（模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．こともあり返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．．詳しくは備考参照）．しくは備する事．考参照）．
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目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
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目標とする試験が通年で開催されていることを考慮してとする事．試験が相当）通年で各自で暗記等準備する事．開催されていることを考慮してされている事．ことを行うので各自で暗記等準備する事．考慮してして(1)設問I，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．II，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．V，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．VIIは前回授業で各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説した単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認小テストを行うので各自で暗記等準備する事．テストを行うので各自で暗記等準備する事．の解できる（技術英検説(2)設問
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備など）
考

後期中間試験および定期試験で確認後期定期試験を行うので各自で暗記等準備する事．実施した小テストの解説する事．．
これとは別に，技術英検に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．技術英検2級（旧「工業英検3級」）試験実施した小テストの解説日より返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．2回前の授業時間に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．過去問を行うので各自で暗記等準備する事．用いた模擬試験を，いた単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認模擬試験を行うので各自で暗記等準備する事．，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．1回前の授業時間に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．その返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．却，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．解できる（技術英検説を行うので各自で暗記等準備する事．行うので各自で暗記等準備する事．う(なお，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．この模擬試験
の結果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認は成績は，試験に小テストを行うので各自で暗記等準備する事．反映しないしない)．また単語暗記の成果を小テスト，中間試験及び定期試験で確認，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．定期試験返す（模擬試験を実施することもあり．詳しくは備考参照）．却，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．解できる（技術英検説，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．および定期試験で確認講評は，技術関連の英語全般の技能向上を目指す．別に，技術英検途行うので各自で暗記等準備する事．う．
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総合評価
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参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気回路Ⅱ Ⅱ (Electric Circuit II)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

直流回路Ⅱ 解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路記号解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路学び，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路通して簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路単相交流回路Ⅱ 
および多相交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路に習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路熟する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにする．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにでは，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにに基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにづく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに回路Ⅱ 網解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路（閉路Ⅱ 電流法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路節点電位法を学び，演習を通して単相交流回路）ならびにならびに
回路Ⅱ 網に関する諸定理について学び，最後に二端子対回路網の取り扱いについて学習する．する諸定理について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路学び，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路最後に二端子対回路Ⅱ 網の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路取り扱いについて学習する．り扱いについて学習する．扱いについて学習する．いについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路学習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路直流回路Ⅱ について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 方程式をたて，それを解くことがでを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路た後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路て簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路それを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解く回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにことがで
きる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

キルヒホッフの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電圧・電流法を学び，演習を通して単相交流回路則を用いて種々の抵抗回路が解析できることをレを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路抵抗回路Ⅱ が解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路できることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レ
ポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．と前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】交流電圧・電流の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路表現法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路交流回路Ⅱ における各種回路Ⅱ 素子の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路働
きがわかる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

正弦波交流における，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路抵抗，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路コイル，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路コンデンサなどの働きを理解し，種々の回路などの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路働きを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路理解し，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 
が解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路できることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．と前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各
試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路記号法を学び，演習を通して単相交流回路によって簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路交流回路Ⅱ を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路することがで
きる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

RLCからなる種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路記号法を学び，演習を通して単相交流回路によって簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解く回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにことができ，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路複素インピーダン
スの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ベクトと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．ル軌跡がわかることをレポートと前期中間・前期定期・後期中間・がわかることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．と前期中間・前期定期・後期中間・
後期定期の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】平衡および不平衡三相交流回路における電流，電圧，電力を解および不平衡および不平衡三相交流回路における電流，電圧，電力を解三相交流回路Ⅱ における電流，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電圧，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電力を解を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解
析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路することができる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路三相交流回路Ⅱ において簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電源や負荷にや負荷に負荷ににY－Δ等価する．変換を施して回路解を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路施して回路解して簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 解
析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ができることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路後期定期試験で評価する．，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路小テストで評価する．テストと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】交流回路Ⅱ におけるグラフの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路概念がわかり，必要に応じて回路網にがわかり扱いについて学習する．，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路必要に応じて回路網にに応じて回路網にじて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 網に
おける諸定理を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路一般線形回路Ⅱ が解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路できる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

閉路Ⅱ 電流法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路節点電位法を学び，演習を通して単相交流回路に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにづいて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 方程式をたて，それを解くことがでを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路立て簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路て簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ができる
こと，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路重ね合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がでね合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がで合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がでわせの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路理，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路テブナンの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路定理，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路補償定理などを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路がで
きることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．と前期定期・後期中間．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに後期定期の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

【A4-E1】受動二端子対回路Ⅱ 網の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路取り扱いについて学習する．り扱いについて学習する．扱いについて学習する．いを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路理解し，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ができる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに
種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路二端子対回路Ⅱ 網および回路Ⅱ 網の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路接続においてインピーダンス行列，アにおいて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路インピーダンス行列，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ア
ドミタンス行列，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路縦続においてインピーダンス行列，ア行列などを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路求めて回路網の解析ができることをレポートとめて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 網の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ができることを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．と
後期中間・後期定期の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各試験で評価する．で評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

成績は，試験は，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路試験で評価する．70%　レポートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．15%　小テストで評価する．テストと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．15%　として簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路評価する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに前記において簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路60点未満であり，後期定期試験でであり扱いについて学習する．，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路後期定期試験で評価する．で100
点満であり，後期定期試験で点で60点以上の成績を収めたものはの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路成績は，試験を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路収めたものはめた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路もの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路は60点の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路評価する．とする．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに再試験で評価する．（時期・回数未定）ならびにも実施して回路解する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

「基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎電気回路Ⅱ 1」〈第3版〉：有馬　泉，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路岩崎晴光（森北出版）ならびに

「大学課程　電気回路Ⅱ （1）ならびに」：大野克郎，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路西哲生（オーム社）社）ならびに
「大学課程　電気回路Ⅱ （2）ならびに」：大野克郎，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路西哲生（オーム社）社）ならびに
「基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎電気回路Ⅱ 」：伊佐　弘，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路谷口　勝則を用いて種々の抵抗回路が解析できることをレ，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路岩井　嘉男，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路吉村　勉，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路見市　知昭（森北出版）ならびに
「基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎からの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路交流理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに」：小テストで評価する．亀英己，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路石亀篤司（電気学会）ならびに

「基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎電気工学」，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路「電気回路Ⅱ I」，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路「電気数学」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1年生の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路「基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎電気工学」，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路2年生の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路「電気回路Ⅱ I」，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路「電気数学」と関する諸定理について学び，最後に二端子対回路網の取り扱いについて学習する．連付けて講義するのでそれらの内容を十分理解しておけて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路講義するの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路でそれらの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解しておを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路十分理解して簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路お
く回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにことが要に応じて回路網に求めて回路網の解析ができることをレポートとされる．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

E -153



授業の計画（電気回路Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 直流・交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎 抵抗，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路コイル，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路コンデンサなどの働きを理解し，種々の回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路動作，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路接続においてインピーダンス行列，ア法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電源や負荷にの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路等価する．変換を施して回路解，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路キルヒホッフの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電圧・電流法を学び，演習を通して単相交流回路則を用いて種々の抵抗回路が解析できることをレ，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電力を解などについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

2 フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路 正弦波交流電圧・電流の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路複素表現および正弦波交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路記号解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

3 複素インピーダンス 記号解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにづく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに複素インピーダンスの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路計算法を学び，演習を通して単相交流回路とベクトと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．ル軌跡がわかることをレポートと前期中間・前期定期・後期中間・について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

4 記号解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにづく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに回路Ⅱ 解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路 フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路および複素インピーダンスの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路概念がわかり，必要に応じて回路網にに基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにづいて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路種々の直流回路について回路方程式をたて，それを解くことがでの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路実用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路的回路Ⅱ を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

5 共振回路Ⅱ および相互誘導回路Ⅱ 

6 逆回路Ⅱ および定抵抗回路Ⅱ 逆回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路概念がわかり，必要に応じて回路網に，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路および周波数に依存しない一定の抵抗値をもつ回路について説明する．しない一定の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路抵抗値をもつ回路について説明する．を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路もつ回路Ⅱ について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

7 回路Ⅱ 網における諸定理 重ね合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がでね合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がで合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がでわせの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路理，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路テブナンの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路定理，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ノートと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．ンの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路定理，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路補償定理など，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ におけるいく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにつかの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路重ね合わせの理，テブナンの定理，補償定理などを用いて回路解析がで要に応じて回路網にな定理について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

8 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路

9 前期中間試験で評価する．

10 中間試験で評価する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路返却・解説 前期中間試験で評価する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路返却・解説を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行い，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路到達度シラバスの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路低かった項目について復習する．かった後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路項目について復習する．について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

11 回路Ⅱ 網におけるグラフの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路概念がわかり，必要に応じて回路網に 一般線形回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路におけるグラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびにの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに礎について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

12 閉路Ⅱ 電流法を学び，演習を通して単相交流回路 回路Ⅱ 網において簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路閉路Ⅱ 電流を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路未知数として簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 方程式をたて，それを解くことがでを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路た後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路て簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路それを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解く回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに方法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

13 節点電位法を学び，演習を通して単相交流回路 回路Ⅱ 網において簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路節点電位を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路未知数として簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 方程式をたて，それを解くことがでを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路た後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路て簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路それを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解く回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに方法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

14 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路

15 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路 前期分の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

16 二端子対回路Ⅱ 網を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路表現するた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路めの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路各種行列について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

17

18

19

20 二端子対回路Ⅱ 網における直列接続においてインピーダンス行列，ア，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路並列接続においてインピーダンス行列，ア，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路縦続においてインピーダンス行列，ア接続においてインピーダンス行列，アについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

21 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路

22 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路 これまで講義した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路電気回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解しておについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路全般的な演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

23 後期中間試験で評価する．

24

25

26

27 不平衡および不平衡三相交流回路における電流，電圧，電力を解三相交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路および電力を解について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

28 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路

29 小テストで評価する．テストと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期の各試験で評価する．

30 演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路

前期，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路後期ともに中間試験で評価する．および定期試験で評価する．を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路実施して回路解する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

直・並列共振回路Ⅱ について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．するとともに，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路相互誘導素子の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路回路Ⅱ 表現および相互誘導素子を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路含む回路の解析法について説明む回路の解析法について説明回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．
する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

1～7週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解しておについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

1～7週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解してお，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路ならびにその記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路関する諸定理について学び，最後に二端子対回路網の取り扱いについて学習する．連問題から出題し，到達度を確認する．から出題から出題し，到達度を確認する．し，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路到達度シラバスを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路確認する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

第12週，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路第13週の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

二端子対回路Ⅱ 網(1)

二端子対回路Ⅱ 網(2) Zパラメータについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

二端子対回路Ⅱ 網(3) Yパラメータについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

二端子対回路Ⅱ 網(4) Fパラメータについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する

二端子対回路Ⅱ 網(5)

16～20週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解しておについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

主にに17～22週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解してお，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路およびその記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路関する諸定理について学び，最後に二端子対回路網の取り扱いについて学習する．連問題から出題し，到達度を確認する．から出題から出題し，到達度を確認する．し，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路到達度シラバスを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路確認する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

中間試験で評価する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路返却・解説，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路三相交流(1) 後期中間試験で評価する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路返却・解説を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行い，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路到達度シラバスの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路低かった項目について復習する．かった後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路項目について復習する．について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに三相交流における電源や負荷にの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路結線方式をたて，それを解くことがでおよび負荷にの記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路
接続においてインピーダンス行列，ア方法を学び，演習を通して単相交流回路について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

三相交流(2) Δ－Y等価する．変換を施して回路解を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路平衡および不平衡三相交流回路における電流，電圧，電力を解三相交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路および電力を解について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

三相交流(3) Δ－Y等価する．変換を施して回路解を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路いた後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路平衡および不平衡三相交流回路における電流，電圧，電力を解三相交流回路Ⅱ の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路解析について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路法を学び，演習を通して単相交流回路および電力を解について簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路説明する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

三相交流(4)

25～27週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解しておについて簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

主にに25～28週目について復習する．の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路内容を十分理解してお，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路およびその記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路関する諸定理について学び，最後に二端子対回路網の取り扱いについて学習する．連問題から出題し，到達度を確認する．から出題から出題し，到達度を確認する．し，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路到達度シラバスを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路確認する．する．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに

1年間の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路として簡単に復習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路演習した後，フェーザを用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路を用いた交流回路の記号解析法を学び，演習を通して単相交流回路行う．後半では，グラフ理論に基づく回路網解析（閉路電流法，節点電位法）ならびに
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総合評価

テキスト 「新編   マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

計算機工学 (Computer Architecture)

[前期] 茂木 進一 教授, [後期] 佐藤 徹哉 教授

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術の基礎を基礎をを2部に分け，に分け，分け，け，1部に分け，をディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，基礎を，2部に分け，をマイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）基礎をとして学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロマイクロ
コンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメパーソナ社）ル基礎，コンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロ広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメわれて学ぶ．マイクロいるが，メカトロニクスの基礎を頭脳でもあるので，どちらかといえばメでもあるの基礎をで，どちらかといえばメメ
カトロニクスの基礎を応用を念頭において学ぶ．を念頭に分け，おいて学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロCPUの基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ機種に依存しないように説明するが，に分け，依存しないように説明するが，しないように分け，説明するが，するが，3年生とと4年生との基礎を電気工学
実験ででPICを使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメうの基礎をで，PICの基礎をハードウエア，ソフトウエアを中心に説明する．に分け，説明するが，する．マイクロ

【A4-E3】ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．の基礎を性質を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．の基礎を性質を説明できる．を説明するが，できることを前期中間試験でで60%以上正
解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ビットの基礎を意味，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，文字，整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値，実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値
の基礎をコードを説明するが，できる．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値，実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値の基礎をコードで簡単な計算が
できる．マイクロ

ビットの基礎を意味，各種に依存しないように説明するが，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値コードを説明するが，できることと，数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値コードで簡単な計算
ができること，を前期中間試験でと前期定期試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ
評価する．する．マイクロ

【A4-E3】基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を説明するが，ができる．マイクロ基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を組み合わみ合わ合わ
せに分け，よる簡単な論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ構成ができ，その説明ができる．ができ，その基礎を説明するが，ができる．マイクロ

基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を説明するが，ができること，基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を組み合わみ合わ合わせに分け，よる簡
単な論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ構成ができ，その説明ができる．ができること，を前期定期試験でとレポートで60%以上正解を合格として評価する．
を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア，ソフトウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，で
きる．マイクロ簡単なインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）フェースを構成ができ，その説明ができる．できる．マイクロ

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア，ソフトウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，できることを後期
中間試験でとレポートで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．が処理できる基本は機種に依存しないように説明するが，命令を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．が処理できる基本は機種に依存しないように説明するが，命令を説明できる．を説明するが，できることを後期中間試験で
で60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．処理の基礎を方法を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．処理の基礎を方法を説明できる．を説明するが，できることを後期定期
試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】アセンブリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書でサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，および割り込みプログラムを書割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．を書
く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ場合の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，的な約束事が説明できる．が説明するが，できる．マイクロ

アセンブリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書でサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，および割り込みプログラムを書割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．を書く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ場合の基礎を基
本は機種に依存しないように説明するが，的な約束事が説明できる．が説明するが，できることを後期定期試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．とし
て学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

成ができ，その説明ができる．績は，試験はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，試験で85%　レポート15%　として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ試験で成ができ，その説明ができる．績は，試験はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，中間試験でと定期試験での基礎を平均点とする．試験成績とする．マイクロ試験で成ができ，その説明ができる．績は，試験85点とする．試験成績と
レポート評価する．点とする．試験成績15点とする．試験成績の基礎を100点とする．試験成績満点とする．試験成績で60点とする．試験成績以上を合格として評価する．とする．マイクロ

「マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術入門」：松田忠重著（コロナ社）コロナ社）社）
「イラストで読むマイクロプロセッサ入門」：グレッド・ワイアント，タッカー・ハーマーストロンム共著（インプレス社）むマイクロプロセッサ入門」：グレッド・ワイアント，タッカー・ハーマーストロンム共著（インプレス社）マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．入門」：グの性質を説明できる．レッド・ワイアント，タ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ッカー・ハーマーストロンム処理の方法を説明できる．共著（コロナ社）インプレス社）
「H8マイコン完全マニュアル」： 藤沢幸穂著（オーム社）マニュアル基礎，」： 藤沢幸穂著（コロナ社）オーム処理の方法を説明できる．社）
「PICマイコン活用を念頭において学ぶ．ハンドブック」 ：トランジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術編集部に分け，（コロナ社）CQ出版社）

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，電子回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ，情報処理，電子回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電卓でで2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値表示の方法程度は知っていてほしい．計算機におけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのの基礎を方法を説明できる．程度シラバスはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ知っていてほしい．計算機におけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのって学ぶ．マイクロいて学ぶ．マイクロほしい．マイクロ計算機に分け，おけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのの基礎を基礎をの基礎を一部に分け，であるの基礎を
でよく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ理解を合格として評価する．して学ぶ．マイクロ学んでほしい．マイクロ
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授業の計画（計算機工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．

2 コード化

3 ビット

4

5

6

7 演習

8 中間試験で 前期中間試験でを実施する．する．マイクロ

9

10

11 ブール基礎，代数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値

12

13

14

15

16 マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．と処理方式

17

18

19 汎用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）

20

21

22 スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ック

23 中間試験で

24

25 アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書と他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．の基礎をコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書とマシン語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書との基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を構文を学ぶ．マイクロ

26 アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書と他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．の基礎をコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書とマシン語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書との基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を構文を学ぶ．マイクロ

27 命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．

28

29

30 プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．構成ができ，その説明ができる．

前期，後期ともに分け，中間試験でおよび割り込みプログラムを書定期試験でを実施する．する．マイクロ

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか，アナ社）ログの性質を説明できる．とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか，それぞれどの基礎をような性質を説明できる．があるかを学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機で扱う対象すべては，数値にう対象すべては，数値にすべて学ぶ．マイクロはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値に分け，
されなければメならないことを理解を合格として評価する．する．マイクロ

各種に依存しないように説明するが，の基礎をコードを例にコードとは何か学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象はどのようなディジタルコードにされているか，いくつかのに分け，コードとはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機で扱う対象すべては，数値にう対象すべては，数値にはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をようなディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，コードに分け，されて学ぶ．マイクロいるか，いく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメつかの基礎を
分け，り込みプログラムを書やすい例にコードとは何か学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象はどのようなディジタルコードにされているか，いくつかの，音楽，マシンコード，ASCIIなどで学ぶ．マイクロ

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機内部に分け，で扱う対象すべては，数値にう2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を位取り，情報の測り方を学ぶ．り込みプログラムを書，情報の基礎を測り方を学ぶ．り込みプログラムを書方を学ぶ．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現1 2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現，ストレート2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，オフセット2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，BCDの基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現2
2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形（コロナ社）整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形）2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロまた，ここで2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，16進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，10進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値との基礎を関係，手計算変換方法を説明できる．，電卓で
を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメった変換方法を説明できる．を学ぶ．マイクロ演習でこれらの基礎を変換が手計算でできるように分け，する．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現 2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値（コロナ社）実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形）の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形と実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形の基礎を特に文字，整数型数値，実数型数値徴と注意点を学ぶ．と注意点とする．試験成績を学ぶ．マイクロ

演習で，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値と10進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値との基礎を変換が手計算でできるように分け，する．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値計算を行うプログラム処理の方法を説明できる．う．マイクロ実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進
数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値計算を行うプログラム処理の方法を説明できる．う．マイクロ

中間試験で確認とサンプリング定理と量子化誤差とサが処理できる基本命令を説明できる．ンプリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書ングの性質を説明できる．定理と量子化誤差1 標本は機種に依存しないように説明するが，化する場合の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，定理を学ぶ．マイクロAD変換する場合，それに分け，よって学ぶ．マイクロ避けられない誤差があることを学ぶ．けられない誤差があることを学ぶ．マイクロ

サが処理できる基本命令を説明できる．ンプリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書ングの性質を説明できる．定理と量子化誤差2 標本は機種に依存しないように説明するが，化する場合の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，定理を学ぶ．マイクロAD変換する場合，それに分け，よって学ぶ．マイクロ避けられない誤差があることを学ぶ．けられない誤差があることを学ぶ．マイクロ

論理とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にかを学び割り込みプログラムを書，それで算術演算も記憶もできることを学ぶ（復習する）．計算機は人間の行うような論理も算術演算も記憶もできることを学ぶ（コロナ社）復習する）．マイクロ計算機はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ人間の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うような論理も算術演算も記憶もできることを学ぶ（復習する）．計算機は人間の行うような論理も算術演算も記憶
もできる．マイクロ

AD変換1 物理現象すべては，数値にを電圧値で表し，それをディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，コード（コロナ社）オフセット2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値またはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値）に分け，する方法を説明できる．を学ぶ．マイクロAD変換の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，
的な特に文字，整数型数値，実数型数値性の基礎を一つである分け，解を合格として評価する．能を学ぶ．を学ぶ．マイクロ

AD変換2
物理現象すべては，数値にを電圧値で表し，それをディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，コード（コロナ社）オフセット2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値またはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値）に分け，する方法を説明できる．を学ぶ．マイクロAD変換の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，
的な特に文字，整数型数値，実数型数値性の基礎を一つである分け，解を合格として評価する．能を学ぶ．を学ぶ．マイクロ

いろいろな入出力方式正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ，負論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ1
ある種に依存しないように説明するが，の基礎をディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を出力はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメハイレベル基礎，，ローレベル基礎，を出す他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．に分け，遮断状態になることもできることを学ぶ．また信号の認識のに分け，なることもできることを学ぶ．マイクロまた信号の認識のの基礎を認とサンプリング定理と量子化誤差識のの基礎を
方法を説明できる．に分け，レベル基礎，，エッジ，レベル基礎，でヒステリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書シス特に文字，整数型数値，実数型数値性を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメう入力があることを学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わだけでなく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，負論
理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わが使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメわれる．マイクロ

いろいろな入出力方式正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ，負論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ2
ある種に依存しないように説明するが，の基礎をディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を出力はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメハイレベル基礎，，ローレベル基礎，を出す他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．に分け，遮断状態になることもできることを学ぶ．また信号の認識のに分け，なることもできることを学ぶ．マイクロまた信号の認識のの基礎を認とサンプリング定理と量子化誤差識のの基礎を
方法を説明できる．に分け，レベル基礎，，エッジ，レベル基礎，でヒステリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書シス特に文字，整数型数値，実数型数値性を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメう入力があることを学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わだけでなく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，負論
理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わが使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメわれる．マイクロ

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．装置(MPU，メモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書，IOインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）フェース，バス），ソフトウエア基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．（コロナ社）プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，デ
ータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）又ははパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメOS，アプリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書ケーション）を学ぶ．マイクロ

MPUの基礎をハードウエア MPUハードウエア構成ができ，その説明ができる．要素(MPU内部に分け，構成ができ，その説明ができる．要素と各種に依存しないように説明するが，バス）の基礎を機能を学ぶ．を学ぶ．マイクロ

MPUの基礎を命令を説明できる．セットとハードウエア MPUはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をような命令を説明できる．セットを持っているかを学ぶ．って学ぶ．マイクロいるかを学ぶ．マイクロ

MPUはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をような分け，類のレジスタを持っているか説明し，その中の汎用レジスタを説明する．の基礎をレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）を持っているかを学ぶ．って学ぶ．マイクロいるか説明するが，し，その基礎を中の基礎を汎用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）を説明するが，する．マイクロ

専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）1 専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロステータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）スレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．カウンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），インデックスレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）があるが，ここではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ始めのめの基礎を2つ
の基礎を機能を学ぶ．を簡単な命令を説明できる．を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメって学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロ

専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）2
専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロステータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）スレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．カウンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），インデックスレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）があるが，ここではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポイ
ンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を機能を学ぶ．を簡単な命令を説明できる．を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメって学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロ

スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ック方式：後入れ先出し方式を学ぶ．マイクロスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．に分け，おいて学ぶ．マイクロなく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメて学ぶ．マイクロはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメならないメモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書であるこ
とを学ぶ．マイクロ

16週目からから22週目からまでが試験で範囲．マイクロ

中間試験で確認とサンプリング定理と量子化誤差とPICの基礎をファイル基礎，・レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社） PICの基礎をファイル基礎，・レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）（コロナ社）内蔵メモリ，メモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書，IO）などの基礎をハードウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，する．マイクロ

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書1

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書2

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を命令を説明できる．部に分け，の基礎を構成ができ，その説明ができる．を学ぶ．マイクロPICの基礎を命令を説明できる．セット（コロナ社）オペコードの基礎を種に依存しないように説明するが，類のレジスタを持っているか説明し，その中の汎用レジスタを説明する．1（コロナ社）データ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）転送），2（コロナ社）演算などデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）加工），3（コロナ社）分け，岐やや
コール基礎，），4（コロナ社）MPU制御）を学ぶ．マイクロ

命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．と疑似命令を説明できる．1 疑似命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，コメント）を学ぶ．マイクロPICの基礎をデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）転送命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，
コメント）を学ぶ．マイクロ

命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．と疑似命令を説明できる．2 PICの基礎を演算などデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）加工命令を説明できる．，分け，岐や命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，コメント）を学ぶ．マイクロ

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よるプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．構成ができ，その説明ができる．（コロナ社）メイン，サが処理できる基本命令を説明できる．ブ，割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．）を学ぶ．マイクロアセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よるメインとサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．の基礎を
書き方の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，を学ぶ．マイクロアセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よる割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．の基礎を書き方の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，を学ぶ．マイクロ

備など）
考
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科　目

担当教員 津吉 彰 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で，変電設備に関する理解度を評価する．変電設備に関する理解度を評価する．に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

5 小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で関する理解度を評価する．係する電気回路に関する理解度を評価する．する理解度を評価する．電気回路に関する理解度を評価する．に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

6 小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で関する理解度を評価する．係する電気回路に関する理解度を評価する．する理解度を評価する．各設備に関する理解度を評価する．に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を評価する．シラバス

電力工学Ⅰ (Electric Power Engineering I)

電気工学科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

水力，変電設備に関する理解度を評価する．火力，変電設備に関する理解度を評価する．原子力発電，変電設備に関する理解度を評価する．新エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養原理を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養に関する理解度を評価する．より，変電設備に関する理解度を評価する．力学，変電設備に関する理解度を評価する．熱力学などの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養物理の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基本原理を評価する．応用できる能力を養できる理解度を評価する．能力を評価する．養
成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をする理解度を評価する．．また，変電設備に関する理解度を評価する．送電配電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基本となる理解度を評価する．電気回路に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をうことに関する理解度を評価する．より，変電設備に関する理解度を評価する．諸問題を理解，解決する能力をを評価する．理解，変電設備に関する理解度を評価する．解決する能力をする理解度を評価する．能力を評価する．
身につけさせる．また発電，送電，変電，配電の各設備の概要を学ばせる．に関する理解度を評価する．つけさせる理解度を評価する．．また発電，変電設備に関する理解度を評価する．送電，変電設備に関する理解度を評価する．変電，変電設備に関する理解度を評価する．配電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養各設備に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養概要を学ばせる．を評価する．学ばせる理解度を評価する．．

【A4-E4】水力学の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．各種水力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をと設備に関する理解度を評価する．を評価する．理解
し，変電設備に関する理解度を評価する．水力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．知識と計算問題が解ける能力を身につける．と計算問題を理解，解決する能力をが解ける能力を身につける．解ける理解度を評価する．能力を評価する．身につけさせる．また発電，送電，変電，配電の各設備の概要を学ばせる．に関する理解度を評価する．つける理解度を評価する．．

授業中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．レポーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養トおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で，変電設備に関する理解度を評価する．水力学および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．水力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．理
解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

【A4-E4】熱力学の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．汽力発電，変電設備に関する理解度を評価する．ガスターの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ビン発電，内燃力発電，変電設備に関する理解度を評価する．内燃力
発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をと設備に関する理解度を評価する．を評価する．理解し，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．知識と計算問題が解ける能力を身につける．と計算問題を理解，解決する能力をが解ける能力を身につける．解け
る理解度を評価する．能力を評価する．身につけさせる．また発電，送電，変電，配電の各設備の概要を学ばせる．に関する理解度を評価する．つける理解度を評価する．．

授業中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．レポーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養トおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で，変電設備に関する理解度を評価する．熱力学および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．理
解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

【A4-E4】原子核物理の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．各種原子力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をと設備に関する理解度を評価する．
を評価する．理解し，変電設備に関する理解度を評価する．原子力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．知識と計算問題が解ける能力を身につける．と計算問題を理解，解決する能力をが解ける能力を身につける．解ける理解度を評価する．能力を評価する．身につけさせる．また発電，送電，変電，配電の各設備の概要を学ばせる．に関する理解度を評価する．つけ
る理解度を評価する．．

授業中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．レポーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養トおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で，変電設備に関する理解度を評価する．原子核物理および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．原子力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．
する理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する理解度を評価する．．

【A4-E4】変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養役割とその構成機器と運用方法を理解して説明できるとその原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を機器と運用方法を理解して説明できると運用できる能力を養方法を理解して説明できるを評価する．理解して説明できる説明できるできる理解度を評価する．
能力を評価する．身につけさせる．また発電，送電，変電，配電の各設備の概要を学ばせる．に関する理解度を評価する．つける理解度を評価する．

【A4-E4】送電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養原理を評価する．理解する理解度を評価する．ために関する理解度を評価する．必要を学ばせる．な電気回路に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を得すす
る理解度を評価する．．

【A4-E4】送電，変電設備に関する理解度を評価する．変電，変電設備に関する理解度を評価する．配電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養設備に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養概要を学ばせる．を評価する．理解する理解度を評価する．．

成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を績は，試験は，変電設備に関する理解度を評価する．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．85%　レポーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養トおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．5%　小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．10%　として説明できる評価する．する理解度を評価する．．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．は前期中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理間試験で，変電設備に関する理解度を評価する．40%，変電設備に関する理解度を評価する．前期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する．60%の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養重みみ
づけで評価する．する理解度を評価する．．前期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で60点以上の成績を収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とするの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を績は，試験を評価する．収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とするめたもの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養は，変電設備に関する理解度を評価する．それまでの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を績は，試験に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．わらず合格とする合格とするとする理解度を評価する．.

電験で，変電設備に関する理解度を評価する．第3種スイスイわかる理解度を評価する．電力　第2版（著者：跡部　康秀，変電設備に関する理解度を評価する．電気書院）

応用できる能力を養物理，変電設備に関する理解度を評価する．電気機器と運用方法を理解して説明できるI，変電設備に関する理解度を評価する．II，変電設備に関する理解度を評価する．III，変電設備に関する理解度を評価する．電力工学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気回路に関する理解度を評価する．I，変電設備に関する理解度を評価する．物理（特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．に関する理解度を評価する．力学）の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を得すが解ける能力を身につける．必要を学ばせる．．場合に関する理解度を評価する．より再試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をう場合が解ける能力を身につける．ある理解度を評価する．．
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授業の計画（電力工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 発電総論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養変換論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．我が国の電気事業概説．が解ける能力を身につける．国の電気事業概説．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養電気事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養業概説．

2 水力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を，変電設備に関する理解度を評価する．水力発電設備に関する理解度を評価する．．

3 各種水車の構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．と特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．徴．水車の構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．発電機．水力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養諸設備に関する理解度を評価する．．

4 水車の構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養比速度を評価する．．揚水発電．水力計算問題を理解，解決する能力を演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．

5 水力発電小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．熱力学．各種燃料の特徴の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．徴

6 各熱効率向上の成績を収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とする対策，変電設備に関する理解度を評価する．公害対策 各熱効率向上の成績を収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とする対策，変電設備に関する理解度を評価する．公害対策を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

7 ガスコン発電，内燃力バイン発電，内燃力ドサイクル，変電設備に関する理解度を評価する．ターの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ビン発電，内燃力発電機 ガスコン発電，内燃力バイン発電，内燃力ドサイクル，変電設備に関する理解度を評価する．ターの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ビン発電，内燃力発電機に関する理解度を評価する．ついて説明できる理解する理解度を評価する．．

8 火力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算 火力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算に関する理解度を評価する．ついて説明できる演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をする理解度を評価する．．

9 火力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を 火力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．する理解度を評価する．．火力発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．

10 原子力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．原子核物理．原子炉の構成要素の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を要を学ばせる．素 原子核分裂による質量欠損と結合エネルギーの放出について学ぶ．原子炉を構成する要素を学ぶ．に関する理解度を評価する．よる理解度を評価する．質量欠損と結合エネルギーの放出について学ぶ．原子炉を構成する要素を学ぶ．と結合エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養放出について学ぶ．原子炉を構成する要素を学ぶ．に関する理解度を評価する．ついて説明できる学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．原子炉の構成要素を評価する．構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をする理解度を評価する．要を学ばせる．素を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

11 原子力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．

12 原子力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算問題を理解，解決する能力を 原子力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算問題を理解，解決する能力をに関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をする理解度を評価する．．

13 原子力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をと，変電設備に関する理解度を評価する．小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する． 原子力発電全般について復習し，小テストで確認する．に関する理解度を評価する．ついて説明できる復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をし，変電設備に関する理解度を評価する．小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で確認する．する理解度を評価する．．

14 水力発電，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を 演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．通じ，発電に関する共通項を学びながら，各発電方式の理解を深める．じ，変電設備に関する理解度を評価する．発電に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．する理解度を評価する．共通じ，発電に関する共通項を学びながら，各発電方式の理解を深める．項を学びながら，各発電方式の理解を深める．を評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．なが解ける能力を身につける．ら，変電設備に関する理解度を評価する．各発電方式の理解を深める．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養理解を評価する．深める．める理解度を評価する．．

15 中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理間試験で，変電設備に関する理解度を評価する． 水力発電，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電，変電設備に関する理解度を評価する．原子力発電，変電設備に関する理解度を評価する．全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養達成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を度を評価する．に関する理解度を評価する．ついて説明できる試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で確認する．する理解度を評価する．．

16 特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．殊発電 太陽電池，変電設備に関する理解度を評価する．風力発電，変電設備に関する理解度を評価する．地熱発電，変電設備に関する理解度を評価する．バイオマス発電，変電設備に関する理解度を評価する．燃料の特徴電池などの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養発電方式の理解を深める．に関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

17 試験で，変電設備に関する理解度を評価する．返却　変電所の構成と設備を理解を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養 中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理間試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．返却．変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養役割とその構成機器と運用方法を理解して説明できる，変電設備に関する理解度を評価する．耐雷設計，変電設備に関する理解度を評価する．防災対策，変電設備に関する理解度を評価する．防塩対策に関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

18 構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を，変電設備に関する理解度を評価する．変圧器と運用方法を理解して説明できる，変電設備に関する理解度を評価する．変圧器と運用方法を理解して説明できるの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養並行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を運転について学び，演習問題を解く．に関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．
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20 保護継電器と運用方法を理解して説明できる，変電設備に関する理解度を評価する．避雷器と運用方法を理解して説明できる，変電設備に関する理解度を評価する．力率改善の計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算を評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

21 変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．送電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎 変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．直流送電と交流送電など電力伝送の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養基礎理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

22 送電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養概要を学ばせる． 送電設備に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．，変電設備に関する理解度を評価する．送電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養たる理解度を評価する．みの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算を評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

23 雷害，変電設備に関する理解度を評価する．風雪害，変電設備に関する理解度を評価する．誘導障害，変電設備に関する理解度を評価する．コロナ放電障害放電障害 雷害とその原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養防止，変電設備に関する理解度を評価する．風雪害とその原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養防止，変電設備に関する理解度を評価する．誘導障害，変電設備に関する理解度を評価する．コロナ放電障害放電障害に関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

24 フェラン発電，内燃力チ効果，中性点接地効果，変電設備に関する理解度を評価する．中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理性点接地 フェラン発電，内燃力チ効果，中性点接地効果に関する理解度を評価する．ついて説明できる学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養，変電設備に関する理解度を評価する．また中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理性点接地に関する理解度を評価する．ついて説明できるその原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養種類と違いを学ぶ．と違いを学ぶ．いを評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

25 送電工学小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．配電系統 変送電工学の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．配電系統の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養電圧降下各種の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

26 配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養電力供給方式の理解を深める．と電力ケーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ブル 配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養電力供給方式の理解を深める．とその原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．徴を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．また電力ケーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ブルや地中電線路の布設方式を学ぶ．地中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．路に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養布設方式の理解を深める．を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

27 送配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算 電圧降下，変電設備に関する理解度を評価する．電力損と結合エネルギーの放出について学ぶ．原子炉を構成する要素を学ぶ．失等配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算，変電設備に関する理解度を評価する．変圧器と運用方法を理解して説明できるの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養負荷分担の計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算を評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

28 送配電線のたるみの計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算 オーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ムの法則による短絡電流の計算，パーセントインピーダンスを用いた短絡電流の計算を学び，演習問題を解く．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養法を理解して説明できる則による短絡電流の計算，パーセントインピーダンスを用いた短絡電流の計算を学び，演習問題を解く．に関する理解度を評価する．よる理解度を評価する．短絡電流の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算，変電設備に関する理解度を評価する．パーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養セン発電，内燃力トおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．イン発電，内燃力ピーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養ダン発電，内燃力スを評価する．用できる能力を養いた短絡電流の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養計算を評価する．学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

29 配電工学小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．電気材料の特徴 配電工学の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．導電材料の特徴，変電設備に関する理解度を評価する．絶縁材料の特徴などを評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

30 電力工学全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養難易度を評価する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養水準を示すとともに電力工学全般の復習を行うを評価する．示すとともに電力工学全般の復習を行うすとともに関する理解度を評価する．電力工学全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養復習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をう

エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養変換として説明できるの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養発電工学の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養位置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭づけを評価する．説明できるし，変電設備に関する理解度を評価する．我が国の電気事業概説．が解ける能力を身につける．国の電気事業概説．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養電気事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養業の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．現状を述べる．電気エネルギーが低炭を評価する．述べる．電気エネルギーが低炭べる理解度を評価する．．電気エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養が解ける能力を身につける．低炭
素化社会実現に関する理解度を評価する．配慮されていることを学ぶ．されて説明できるいる理解度を評価する．ことを評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

水の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養位置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養から落差，変電設備に関する理解度を評価する．流量の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養定義および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を出について学ぶ．原子炉を構成する要素を学ぶ．力を評価する．導く．落差の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養取り方による各種水力発電方式を紹介し，ダム，導水路り方に関する理解度を評価する．よる理解度を評価する．各種水力発電方式の理解を深める．を評価する．紹介し，ダム，導水路し，変電設備に関する理解度を評価する．ダムの法則による短絡電流の計算，パーセントインピーダンスを用いた短絡電流の計算を学び，演習問題を解く．，変電設備に関する理解度を評価する．導水路に関する理解度を評価する．
等の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養水力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養土木設備に関する理解度を評価する．と門扉等その原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養付随設備に関する理解度を評価する．を評価する．解説する理解度を評価する．．

水力発電で使用できる能力を養される理解度を評価する．水車の構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．と特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．徴および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．付帯設備に関する理解度を評価する．を評価する．説明できるする理解度を評価する．．水力発電所の構成と設備を理解で使用できる能力を養される理解度を評価する．発電機の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養特に力学）の内容の習得が必要．場合により再試験を行う場合がある．徴を評価する．説明できるし，変電設備に関する理解度を評価する．その原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養他
発電所の構成と設備を理解に関する理解度を評価する．設置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭される理解度を評価する．設備に関する理解度を評価する．を評価する．紹介し，ダム，導水路する理解度を評価する．．

水力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養水車の構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養比速度を評価する．を評価する．解説する理解度を評価する．．揚水発電を評価する．説明できるし，変電設備に関する理解度を評価する．水力発電全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をを評価する．行うことにより，諸問題を理解，解決する能力をう．運転について学び，演習問題を解く．制御法を理解して説明できるを評価する．解説する理解度を評価する．．揚水発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養
方式の理解を深める．，変電設備に関する理解度を評価する．潮力発電を評価する．説明できるし，変電設備に関する理解度を評価する．水力発電全般について復習し，小テストで確認する．の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を．

水力発電の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養小テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．テストおよび試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．熱力学とラン発電，内燃力キン発電，内燃力サイクルを評価する．説明できるし，変電設備に関する理解度を評価する．火力発電に関する理解度を評価する．おける理解度を評価する．エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養変換，変電設備に関する理解度を評価する．エネルギーの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養流れを評価する．解
説する理解度を評価する．．火力発電で使用できる能力を養される理解度を評価する．設備に関する理解度を評価する．を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養．

原子力発電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養構造と特徴．水車発電機．水力発電所の諸設備．を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養PWR，変電設備に関する理解度を評価する．BWRの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養違いを学ぶ．いを評価する．よく理解する理解度を評価する．．原子力発電で利用できる能力を養される理解度を評価する．反応と燃料の特徴サイクルに関する理解度を評価する．ついて説明できる学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養.

変電所の構成と設備を理解を評価する．学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養1

変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養設備に関する理解度を評価する．に関する理解度を評価する．ついて説明できる学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養2 調相装置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭に関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．開閉装置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭，変電設備に関する理解度を評価する．遮断器と運用方法を理解して説明できるの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養仕組み，み，変電設備に関する理解度を評価する．GISなどに関する理解度を評価する．ついて説明できる学び試験で，変電設備に関する理解度を評価する．，変電設備に関する理解度を評価する．演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を問題を理解，解決する能力をを評価する．解く．

変電所の構成と設備を理解の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養設備に関する理解度を評価する．に関する理解度を評価する．ついて説明できる学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養3

備など）
考

前期中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理間試験で，変電設備に関する理解度を評価する．および試験で，変電設備に関する理解度を評価する．前期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する．を評価する．実施する．する理解度を評価する．．
前期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する．で60点以上の成績を収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とするの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を績は，試験を評価する．収めたものは，それまでの成績に関わらず合格とするめたもの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養は，変電設備に関する理解度を評価する．それまでの原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養成する．また，送電配電の基本となる電気回路の理論を学び，多数の演習を行うことにより，諸問題を理解，解決する能力を績は，試験に関する理解度を評価する．関する理解度を評価する．わらず合格とする合格とするとする理解度を評価する．．試験で，変電設備に関する理解度を評価する．は前期中の小テスト，レポートおよび試験で，水力学および水力発電に関する理間試験で，変電設備に関する理解度を評価する．40%，変電設備に関する理解度を評価する．前期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する．60%の原理を学ぶ事により，力学，熱力学などの物理の基本原理を応用できる能力を養重みみづけで評価する．する理解度を評価する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(30%), B1(10%), B2(10%), C4(30%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．および報告書の提出状況で評価する．報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．提出状況および報告書の提出状況で評価する．で評価する．評価する．する．

2 テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

3 テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．，ならびに実験中の質疑応答で評価する．ならび報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．実験中の質疑応答で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．質疑応答で評価する．で評価する．評価する．する．

4 安全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．に実験中の質疑応答で評価する．実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．われているか，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験中の質疑応答で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．組みでテーマ毎に評価する．みで評価する．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．評価する．する．

5 テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 各実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）する参考書の提出状況で評価する．（図書の提出状況で評価する．館にて借入可能）に実験中の質疑応答で評価する．て借入可能）

関連科目 各実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）連する専門科目する専門科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気工学実験実習 (Laboratory Work in Electrical Engineering)

酒井 昌彦 准教授, 茂木 進一 教授, 南 政孝 准教授, 阪本 晴香 非常勤講師

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気工学に実験中の質疑応答で評価する．おける基礎的事項に関する諸現象を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のに実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）する諸現象を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の実験的に実験中の質疑応答で評価する．確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のすることと，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験に実験中の質疑応答で評価する．おける基本的な技法および測定機器のおよび報告書の提出状況で評価する．測定機器のの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．
取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身についに実験中の質疑応答で評価する．習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につする．また，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につに実験中の質疑応答で評価する．処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につして実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のまとめ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の加えて報告書を作成する能力を身につえて報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の作成する能力を身につする能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の身につに実験中の質疑応答で評価する．つ
ける．適時設定される工場見学を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の通して技術の現場を見聞し，工学および技術者の社会的役割を認識する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．現場を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の見聞し，工学および技術者の社会的役割を認識する．し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．工学および報告書の提出状況で評価する．技術の現場を見聞し，工学および技術者の社会的役割を認識する．者の社会的役割を認識する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．社会的役割を認識する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の認することと，実験における基本的な技法および測定機器の識する．する．

【C4】班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．メンバーと協力を身につして実験を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．い，ならびに実験中の質疑応答で評価する．期限内に実験中の質疑応答で評価する．報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の提出するこ
とが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．で評価する．きる．

【B1】測定データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につに実験中の質疑応答で評価する．表す図・表を書くことができる．す図・表す図・表を書くことができる．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の書の提出状況で評価する．くことが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．で評価する．きる．

【B2】実験の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．目的・方法および測定機器のを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこ内で評価する．議論し，全員の意思統一を図ることがでし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．員の意思統一を図ることがでの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．意思統一を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の図ることが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．で評価する．
きる．

【D1】使用実験機器の類の取り扱いに注意し，安全に留意して実験に取り組の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身についに実験中の質疑応答で評価する．注意し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．安全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．に実験中の質疑応答で評価する．留意して実験に実験中の質疑応答で評価する．取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．組みでテーマ毎に評価する．
むことが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．で評価する．きる．

【A4-E1】実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につに実験中の質疑応答で評価する．処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の加えて報告書を作成する能力を身につえて報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の作成する能力を身につすること
が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．で評価する．きる．

成する能力を身につ績は，レポートは，ならびに実験中の質疑応答で評価する．レポート50%　準備実施状況および報告書の提出状況で評価する．50%　として評価する．する．レポートの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．提出期限は原則として実験終了後として実験終了後1週間とする．とする．
期限に実験中の質疑応答で評価する．遅れたレポートは，れたレポートは，ならびに実験中の質疑応答で評価する．50点満点換算でで評価する．1日当りり組みでテーマ毎に評価する．3.5点の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．割を認識する．合で減点する．未提出レポートがある学生は総合評価の対で評価する．減点する．未提出レポートが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．ある学生は総合評価の対は総合で減点する．未提出レポートがある学生は総合評価の対評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．対
象を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のとしない．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の合で減点する．未提出レポートがある学生は総合評価の対格とする．とする．

「電気実験 基礎計測編」：電気学会（電気学会に実験中の質疑応答で評価する．て購入可能）
「電気実験 電子編」：電気学会（電気学会に実験中の質疑応答で評価する．て購入可能）
プリント資料（テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．ごとに実験中の質疑応答で評価する．配布）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

講義科目の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．なかで評価する．特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路に実験中の質疑応答で評価する．各実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）連する専門科目する，ならびに実験中の質疑応答で評価する．基礎電気工学，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電気回路I，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電磁気学I，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電気計測等の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．授業内容で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のよく理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ
解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．しておくことが行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．で評価する．ある．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．よっては，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．内容で評価する．が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．講義科目の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．授業に実験中の質疑応答で評価する．先行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．する場合で減点する．未提出レポートがある学生は総合評価の対もある．
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授業の計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 個別のテーマについて，各担当者が資料を配布し，実験原理，方法等を説明する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．ついて，ならびに実験中の質疑応答で評価する．各担当り者の社会的役割を認識する．が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．資料を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の配布し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験原理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．方法および測定機器の等を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の説明する．する．

3 レポート作成する能力を身につ指導 実験レポートに実験中の質疑応答で評価する．おけるグラフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方，ならびに実験中の質疑応答で評価する．データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．まとめ方，ならびに実験中の質疑応答で評価する．体裁などについて指導する．などに実験中の質疑応答で評価する．ついて指導する．

4 安全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．管理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ教育および施設見学および報告書の提出状況で評価する．施設見学

5 固体光電素子の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験 フの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ォトダイオード，ならびに実験中の質疑応答で評価する．光導電素子，ならびに実験中の質疑応答で評価する．太陽電池について，その照度，電圧，電流の特性を測定する．に実験中の質疑応答で評価する．ついて，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．照度シラバス，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電圧，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電流の特性を測定する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定する．

6 静特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．それらから定数を求めるとともに，その働きを理解する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の求めるとともに，その働きを理解する．めるとともに実験中の質疑応答で評価する．，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．働きを理解する．きを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．する．

7 接地抵抗の測定の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．測定 接地電極付近の電位分布および電極の打ち込み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．電位分布および報告書の提出状況で評価する．電極の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．打ち込み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．ち込み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．込み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．さに実験中の質疑応答で評価する．よる接地抵抗の測定の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．変化を測定し，接地について理解する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．接地に実験中の質疑応答で評価する．ついて理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．する．

8 二電力を身につ法および測定機器のに実験中の質疑応答で評価する．よる三相電力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．測定

9

10 各種論し，全員の意思統一を図ることがで理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ回路を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の構成する能力を身につして信号を入力し，その出力を確認することによって論理回路の応用に関する理解を深める．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の入力を身につし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．出力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のすることに実験中の質疑応答で評価する．よって論し，全員の意思統一を図ることがで理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．応用に実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）する理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．める．

11 オシロスコープを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の用いて整流の特性を測定する．回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．波形観測を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．い，ならびに実験中の質疑応答で評価する．オシロスコープの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基本的な取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につい方法および測定機器のを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の習得する．する．

12 リサージュ図形による位相差と未知周波数の測定を行い，オシロスコープの基本的な取り扱い方法を習得する．図形に実験中の質疑応答で評価する．よる位相差と未知周波数の測定を行い，オシロスコープの基本的な取り扱い方法を習得する．と未知周波数を求めるとともに，その働きを理解する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．測定を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．い，ならびに実験中の質疑応答で評価する．オシロスコープの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基本的な取り組みでテーマ毎に評価する．り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につい方法および測定機器のを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の習得する．する．

13 トランジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．静特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．

14 トランジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基礎回路

15 レポートの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．返却と講評と講評 前期に実験中の質疑応答で評価する．提出した実験レポートを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の返却と講評し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．内容で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．講評を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．う．

16

17 個別のテーマについて，各担当者が資料を配布し，実験原理，方法等を説明する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．ついて，ならびに実験中の質疑応答で評価する．各担当り者の社会的役割を認識する．が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．資料を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の配布し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験原理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．方法および測定機器の等を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の説明する．する．

18 演算で増幅器のの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基礎 演算で増幅器のに実験中の質疑応答で評価する．よる反転増幅器の，ならびに実験中の質疑応答で評価する．非反転増幅器のを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のブレッドボード上を合格とする．に実験中の質疑応答で評価する．作製し検証する．し検証する．する．

19 電圧増幅回路

20 共振回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験 直列および並列共振回路の動作を理解し，実験によって確認する．および報告書の提出状況で評価する．並列および並列共振回路の動作を理解し，実験によって確認する．共振回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．動作を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験に実験中の質疑応答で評価する．よって確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のする．

21 過渡現象を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．測定

22

23 アセンブラに実験中の質疑応答で評価する．よるプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の作成する能力を身につし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．命令・レジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．構造および機能について学習する．および報告書の提出状況で評価する．機能に実験中の質疑応答で評価する．ついて学習する．

24 実験で評価する．使用するレゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．および報告書の提出状況で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．制御ソフトウェアの使い方について説明する．ソフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．トウェアの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．使い方に実験中の質疑応答で評価する．ついて説明する．する．

25

26

27

28

29

30 レポートの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．返却と講評と講評 後期に実験中の質疑応答で評価する．提出した実験レポートを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の返却と講評し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．内容で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．講評を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．う．

前期実験計画，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．説明する．(1)
前期の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験計画，ならびに実験中の質疑応答で評価する．班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこ編成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．レポートの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．提出方法および測定機器の等，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．般について説明する．個別のテーマについて各担当者が資料を配布し，に実験中の質疑応答で評価する．ついて説明する．する．個別のテーマについて，各担当者が資料を配布し，実験原理，方法等を説明する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．ついて各担当り者の社会的役割を認識する．が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．資料を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の配布し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．
実験原理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．方法および測定機器の等を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の説明する．する．機器の取り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．作業時に実験中の質疑応答で評価する．おける安全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．面での注意点について説明する．で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．注意点に実験中の質疑応答で評価する．ついて説明する．する．

前期実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．説明する．(2)

機器の取り組みでテーマ毎に評価する．扱いに習熟する．また，実験データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につや作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例や作業時に実験中の質疑応答で評価する．おける危険要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．素・安全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．管理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につに実験中の質疑応答で評価する．ついて指導する．また施設見学や作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例やビデオ学習を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の通じて工学技術の現場を見聞し，工学および技術者の社会的役割を認識する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．応用例やや作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例や
現場で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．仕事に実験中の質疑応答で評価する．ついて紹介する．する．

MOSFETの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．静特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．測定

交流の特性を測定する．に実験中の質疑応答で評価する．おける有効電力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．意味を理解するとともに，負荷装置の絶縁抵抗を測定することによって絶縁抵抗についての理解を深めを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．するとともに実験中の質疑応答で評価する．，ならびに実験中の質疑応答で評価する．負荷装置の絶縁抵抗を測定することによって絶縁抵抗についての理解を深めの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．絶縁抵抗の測定を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定することに実験中の質疑応答で評価する．よって絶縁抵抗の測定に実験中の質疑応答で評価する．ついての実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．め
る．

TTLの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基礎特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．(1) AND，ならびに実験中の質疑応答で評価する．OR，ならびに実験中の質疑応答で評価する．NOT，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．他の回路の動作を確認し，それらの組み合わせによる論理回路の基本的な構成を理解する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．動作を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．それらの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．組みでテーマ毎に評価する．み合で減点する．未提出レポートがある学生は総合評価の対わせに実験中の質疑応答で評価する．よる論し，全員の意思統一を図ることがで理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ回路の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基本的な構成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．する．

TTLの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基礎特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．(2)

オシロスコープの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験(1)

オシロスコープの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験(2)

各種接地回路を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の組みでテーマ毎に評価する．んで評価する．，ならびに実験中の質疑応答で評価する．それぞれの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．入出力を身につ特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定する．それに実験中の質疑応答で評価する．よって，ならびに実験中の質疑応答で評価する．増幅特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．や作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例や飽和特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．など，ならびに実験中の質疑応答で評価する．トランジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．基本的な働きを理解する．
きを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．する．

静特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．データを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につに実験中の質疑応答で評価する．基づいて基礎的回路設計を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の練習する．実際に回路を組むことによって設計値の妥当性の検討を行い，負性特に実験中の質疑応答で評価する．回路を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の組みでテーマ毎に評価する．むことに実験中の質疑応答で評価する．よって設計値の妥当性の検討を行い，負性特の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．妥当り性を測定する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．検討を行い，負性特を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．い，ならびに実験中の質疑応答で評価する．負性を測定する．特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路
性を測定する．や作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例やトランジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．定格とする．に実験中の質疑応答で評価する．ついても理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．する．

後期実験計画，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．説明する．(1) 後期の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験計画，ならびに実験中の質疑応答で評価する．班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこ編成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．レポートの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．提出方法および測定機器の等，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．般について説明する．個別のテーマについて各担当者が資料を配布し，に実験中の質疑応答で評価する．ついて説明する．する．個別のテーマについて，各担当者が資料を配布し，実験原理，方法等を説明する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．ついて，ならびに実験中の質疑応答で評価する．各担当り者の社会的役割を認識する．が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．試料を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の配布し
，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実験原理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．方法および測定機器の等を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の説明する．する．

後期実験テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．説明する．(2)

トランジスタを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ増幅回路を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の設計し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．周波数を求めるとともに，その働きを理解する．特に各実験テーマに関連する，基礎電気工学，電気回路性を測定する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定することに実験中の質疑応答で評価する．よって電子回路に実験中の質疑応答で評価する．親しみ，電圧増幅回路に関する知識を深めしみ，ならびに実験中の質疑応答で評価する．電圧増幅回路に実験中の質疑応答で評価する．関する参考書（図書館にて借入可能）する知識する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．め
る．

R-C回路に実験中の質疑応答で評価する．おいて抵抗の測定および報告書の提出状況で評価する．コンデンサの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．値の妥当性の検討を行い，負性特を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の変えてその実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．過渡応答で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の測定し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．過渡現象を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のおよび報告書の提出状況で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．時定数を求めるとともに，その働きを理解する．に実験中の質疑応答で評価する．対する理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．める
．

PICマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．イコンの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験(1) PICマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．イコンを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の利用した回路を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の作成する能力を身につし，ならびに実験中の質疑応答で評価する．C言語によるプログラムを作成する．基本的な入出力処理・設定方法や，に実験中の質疑応答で評価する．よるプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の作成する能力を身につする．基本的な入出力を身につ処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につ・設定方法および測定機器のや作業時における危険要素・安全管理について指導する．また施設見学やビデオ学習を通じて工学技術の応用例や，ならびに実験中の質疑応答で評価する．DCモータを適切に処理して実験結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．制御ソフトウェアの使い方について説明する．
などに実験中の質疑応答で評価する．ついて学習する．

PICマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．イコンの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．実験(2)

ロボット制御ソフトウェアの使い方について説明する．プログラミングの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．解しておくことが必要である．テーマによっては，実験の内容が講義科目の授業に先行する場合もある．説（6週1テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．）

レゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．作成する能力を身につ(1)
決められたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しめられたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の達成する能力を身につするプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しで評価する．作成する能力を身につする．課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しは複数を求めるとともに，その働きを理解する．あり組みでテーマ毎に評価する．，ならびに実験中の質疑応答で評価する．実際に回路を組むことによって設計値の妥当性の検討を行い，負性特に実験中の質疑応答で評価する．ロボットの実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．動作を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の披露しし
て評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．う．

レゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．作成する能力を身につ(2) 決められたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しめられたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の達成する能力を身につするプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しで評価する．作成する能力を身につする．作成する能力を身につしたプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のもとに実験中の質疑応答で評価する．ロボットを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の動作させて
プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の検証する．する．

レゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．作成する能力を身につ(3)
決められたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しめられたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の達成する能力を身につするプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しで評価する．作成する能力を身につする．作成する能力を身につしたプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のもとに実験中の質疑応答で評価する．ロボットを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の動作させて
プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の検証する．する．

レゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．作成する能力を身につ(4) 決められたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しめられたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の達成する能力を身につするプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しで評価する．作成する能力を身につする．作成する能力を身につしたプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のもとに実験中の質疑応答で評価する．ロボットを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の動作させて
プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の検証する．する．

レゴマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．インドストームを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．作成する能力を身につ(5)
決められたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しめられたコース・課題を達成するプログラムをフローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の達成する能力を身につするプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のフの書き方，データのまとめ方，体裁などについて指導する．ローチャート形式で作成する．課題は複数あり，実際にロボットの動作を披露しで評価する．作成する能力を身につする．作成する能力を身につしたプログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器のもとに実験中の質疑応答で評価する．ロボットを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の動作させて
プログラムを作成し，命令・レジスタの構造および機能について学習する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．結果をまとめ，考察を加えて報告書を作成する能力を身につを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の検証する．する．

備など）
考

中の質疑応答で評価する．間とする．試験および報告書の提出状況で評価する．定期試験は実施しない．
前期はクラスを実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の5班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこに実験中の質疑応答で評価する．分けて，ならびに実験中の質疑応答で評価する．各班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこそれぞれ全に実験が行われているか，実験中の取り組みでテーマ毎に評価する．5テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の履修する．後期は6班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．に実験中の質疑応答で評価する．分け，ならびに実験中の質疑応答で評価する．うち込み深さによる接地抵抗の変化を測定し，接地について理解する．3班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこは1週1テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．で評価する．6テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の，ならびに実験中の質疑応答で評価する．残りのり組みでテーマ毎に評価する．の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．3班のメンバーと協力して実験を行い，期限内に報告書を提出するこは6週で評価する．1テーマ毎の実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．を実験的に確認することと，実験における基本的な技法および測定機器の履修し，ならびに実験中の質疑応答で評価する．その実験実施状況および報告書の提出状況で評価する．後交代する．する．
詳細は各期は各期1週目に実験中の質疑応答で評価する．説明する．する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 ロボット要素技術，ロボット応用実践ロボット応用実践

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可のみ選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

ロボット入門 (Introduction to Robotics))

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 准教授 【※成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可
プログラム(ロボット分野)開講科目】

電気工学科・3年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現在社会で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習に，ロボット応用実践産業用ロボットの制御方法の基礎について学習の基礎について学習について学習
する．

【A5-1】与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに対して，作品を設計・製作し，動作させることがでして，ロボット応用実践作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習設計・製作し，ロボット応用実践動作させること同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習がで活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習
きる． 「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習創造実験」の演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでおよび報告書（レポート報告書（レポート)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習評価する．する．

【A5-1】産業用ロボットの概要が説明できる．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習きる． 報告書（レポート)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習評価する．する．

【A5-1】ロボットシミュレータの基本操作ができる．の基本操作がで活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習きる．
ロボットシミュレータの基本操作ができる．の演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでおよび報告書（レポート報告書（レポート)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習 評価する．
する．

成績は，演習課題作品は，ロボット応用実践演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがで80%　レポート20%　と同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習して評価する．する．100点満点で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習60点以上を合格とする．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習合格とする．と同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

『実践ロボットプログラミング第2版―LEGO Minds)torms) EV3で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習目指せロボコンせロボコン!』，ロボット応用実践近代科学社，ロボット応用実践ISBN:9784764905597

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（ロボット入門）ロボット入門）

テーマ 内容（ロボット入門）目標・準備など）など）

1 ガイダンス 年間計画等を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習説明できる．，ロボット応用実践連絡する．する．

2 レゴマインドストームの取扱方法の基礎について学習および報告書（レポート基本動作について学習する．

3 レゴマインドストームのセンサーの使用方法の基礎について学習および報告書（レポートその応用について学習する．

4 レゴマインドストームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて，ロボット応用実践与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，ロボット応用実践設計・製作する．

5 レゴマインドストームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて，ロボット応用実践与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，ロボット応用実践設計・製作する．

6 レゴマインドストームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて，ロボット応用実践与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，ロボット応用実践設計・製作する．

7 レゴマインドストームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて，ロボット応用実践与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに対して，作品を設計・製作し，動作させることがでするトライアルを行う．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

8 ロボットと同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習は何か，また，ロボットの現状等についての講演を聞き，その内容について理解する．か，ロボット応用実践また課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで，ロボット応用実践ロボットの現状等についての講演を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習聞き，その内容について理解する．き，ロボット応用実践その内容で評価する．について理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

9 産業用ロボットの概要，ロボット応用実践使用上を合格とする．の安全管理等についての講演を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習聞き，その内容について理解する．き，ロボット応用実践その内容で評価する．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

10 ロボットシミュレータの基本操作ができる．の使い方について学習する．

11 ロボットシミュレータの基本操作ができる．の使い方について学習する．

12 ロボットシミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

13 ロボットシミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

14 ロボットシミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

15 ロボットシミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および報告書（レポート定期試験は実施しない．しない．

創造実習1

創造実習2

創造実習3

創造実習4

創造実習5

創造実習6

ロボットに関する講演する講演1

ロボットに関する講演する講演2

ロボットシミュレータの基本操作ができる．1

ロボットシミュレータの基本操作ができる．2

ロボットシミュレータの基本操作ができる．3

ロボットシミュレータの基本操作ができる．4

ロボットシミュレータの基本操作ができる．5

ロボットシミュレータの基本操作ができる．6

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新 応用数学」： 佐藤 志保 他著（大日本図書出版社）

参考書

関連科目 電磁気学，電気回路，制御工学，数値解析

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

応用数学Ⅰ (Applied Mathematics I)

[前期] 南 政孝 准教授, [後期] 南 政孝 准教授

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

応用数学Iでは，電磁気学，電気回路，制御工学などの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトく理解することを念頭に置いて，主に，ベクト理解することを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト念頭に置いて，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト置いて，主に，ベクトいて，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト，ベクト
ル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題理解度シラバスを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト高めるために深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト重視した講義とし，前述の科目に関連する課題した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関連する課題する課題
を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトできるだけ多く取り入れて授業を進める．多く取り入れて授業を進める．く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト取り入れて授業を進める．り入れて授業を進める．入れて授業を進める．れて授業を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト進める．める．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

【A1】ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト四則演算，微分，積分，線積分，面積分ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題
ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト四則演算，微分，積分，線積分，面積分は，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト前期中間試験とレポとレポ
ートで評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

【A1】ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定義を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト理解し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演算ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題ガウスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト
発散定理，ストークスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関する応用問題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトことができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演算ができ，ガウスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散定理，ストークスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト
関する応用問題が解け多く取り入れて授業を進める．ることは，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト前期定期試験とレポとレポートで評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

【A1】複素数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト四則演算，微分，積分ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題テーラー展開，ローラン展開展開
ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

複素数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト四則演算，微分，積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト計算，テーラー展開，ローラン展開展開ができるこ
とは，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト後期中間試験とレポとレポートに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトより入れて授業を進める．評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

【A1】コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題グール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト用いた積分ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題 コーシーおよび複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題グール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト用いた積分ができることは，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト後期中間
試験とレポとレポートで評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

【A1】留数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト計算ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題留数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよる複素積分，実関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定積分，逆ラプラプ
ラス変換ができる．ができる．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

留数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト計算，ならび複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト留数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよる複素積分，実関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定積分，逆ラプラプラス変換ができる．
ができることは，主に，ベクトに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト後期定期試験とレポとレポートに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトより入れて授業を進める．評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

成績は，試験は，試験とレポ85%　レポート15%　として評価する．する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト成績は，試験は中間試験とレポと定期試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト平均で，レポートの成績は課題で，レポートの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト成績は，試験は課題
全体で評価するで評価する．する. 合計100点満点で60点以上を合格とする．ただし，必要に応じて再試験を行なう場合がある．を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト合格とする．ただし，必要に応じて再試験を行なう場合がある．とする．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題ただし，必要に応じて再試験を行なう場合がある．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応じて再試験とレポを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．なう場合がある．場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスの合がある．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

「ドリル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題と演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題シリーズ 応用数学」：日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グループグル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題ープTAMS編（電気書院）
「応用解析学入れて授業を進める．門」：白井宏著（コロナ社）社）
「現代 基礎電気数学」：卯本重郎（オーム社）社）
「解析学概論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題」：矢野健太郎，石原繁（裳華房）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトは専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト理解するための専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト基礎科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトです．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題本科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト理解するために深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトは，空間ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題，複素数，微分，積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト知識
が必要に応じて再試験を行なう場合がある．です．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題したがって，3年までの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト数学I，II，ならび複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト電気数学の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト内容を十分に理解していることが重要です．年度最初のを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト十分に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト理解していることが重要に応じて再試験を行なう場合がある．です．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題年度シラバス最初のの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト
授業に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトおいて，一般科で履修した数学の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト内容を十分に理解していることが重要です．年度最初のに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関して理解度シラバス確認試験とレポを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実施しますので春休み中にしっかりと復習しておしますの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトで春休み中にしっかりと復習しておみ中にしっかりと復習してお中に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトしっかり入れて授業を進める．と復習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題してお
く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトこと．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題
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授業の計画（応用数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 一般科数学理解度シラバス確認試験とレポ，ガイダン展開ス

2 空間ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題 空間ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト内積，外積など，ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト基本演算を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト復習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

3 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数とその専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト導関数 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数とその専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト導関数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

4 曲線および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題曲面 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよって表現される曲線および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題曲面に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

5 スカラー場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト勾配 スカラー場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト勾配ならび複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト保存場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

6 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散と回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスの ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散と回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスの，渦あり場と渦なし場について講義し，その演習を行う．あり入れて授業を進める．場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのと渦あり場と渦なし場について講義し，その演習を行う．なし場の発散，回転の定義を理解し，その演算ができる．ガウスのに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

7 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト線積分 ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト線積分に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

8 前期中間試験とレポ

9 中間試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解答，ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト面積分 前期中間試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解答を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解説し，これまでのまとめを行う．また，ベクトル関数の面積分について講義し，その演習を行う．し，これまでの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトまとめを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題また，ベクトル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト面積分に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

10 ガウスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散定理 ガウスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト発散定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

11 ストークスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理 ストークスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

12 ガウスの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト法則，アン展開ペアの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト法則，ファラデーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト法則に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

13 マックスウエル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題方程式およびグールサの公式を用いた積分ができる．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関する種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

14 複素数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト取り入れて授業を進める．り入れて授業を進める．扱いい 複素数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト基本的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトな演算に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

15 複素数を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト変数とする指数関数，三角関数，双曲線関数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

16 正則関数

17 複素三角関数，複素双曲線関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト性質，導関数，逆ラプ関数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

18 コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分定理 コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

19 コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．とグール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

20 コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．とグール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

21 テーラー展開 テーラー展開に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

22 ローラン展開展開 ローラン展開展開に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

23 後期中間試験とレポ

24 中間試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解答とまとめ，特異点と分岐 後期中間試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解答を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト解説し，これまでのまとめを行う．また，ベクトル関数の面積分について講義し，その演習を行う．し，これまでの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトまとめを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題また，特異点，分岐，極について講義し，その演習を行う．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

25 留数定理，留数 留数定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，留数応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

26 留数定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよる複素積分 留数定理を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト用いた複素積分に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

27 留数定理を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト用いた逆ラプラプラス変換ができる．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，逆ラプラプラス変換ができる．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関する演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

28 電気回路や制御理論で取り扱われる種々の関数の逆ラプラス変換について演習を行う．制御理論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題で取り入れて授業を進める．り入れて授業を進める．扱いわれる種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関数の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト逆ラプラプラス変換ができる．に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

29 複素積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実積分への専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し，その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

30 複素積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実積分への専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて種々の演習を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

一般科数学に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関する理解度シラバス確認試験とレポの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト後，1年間の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト授業計画の説明，授業に関する諸注意を行う．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト説し，これまでのまとめを行う．また，ベクトル関数の面積分について講義し，その演習を行う．明，授業に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト関する諸注意を行う．を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

1）から7）の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト内容を十分に理解していることが重要です．年度最初のに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて試験とレポを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

マックスウエル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト電磁方程式およびグールサの公式を用いた積分ができる．（1）

マックスウエル解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト電磁方程式およびグールサの公式を用いた積分ができる．（2）

初の等関数（1）

正則関数に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて講義し， その専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．.

初の等関数（2）

コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．とグール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理（1）

コーシーの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト積分公式およびグールサの公式を用いた積分ができる．とグール解析および複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題サの公式を用いた積分ができる．の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト定理（2）

16）から22）の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト内容を十分に理解していることが重要です．年度最初のに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトついて試験とレポを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト行なう場合がある．う場合がある．．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題

留数定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよる逆ラプラプラス変換ができる．（1）

留数定理に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトよる逆ラプラプラス変換ができる．（2）

複素積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実積分への専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用（1）

複素積分の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実積分への専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト応用（2）

備など）
考

前期，後期ともに深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト中間試験とレポおよび複素関数論について講義する．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題定期試験とレポを数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト実施しますので春休み中にしっかりと復習しておする．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題
本科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトの専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト修得には，に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクトは，60 時間の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト授業の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト受講と 30 時間の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト事前・事後の専門科目を数学的に深く理解することを念頭に置いて，主に，ベクト自己学習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題が必要に応じて再試験を行なう場合がある．である．理解度を高めるために演習を重視した講義とし，前述の科目に関連する課題
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科　目

担当教員 中村 佳敬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目 電気回路，制御工学，数値解析，電磁気学

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

応用数学Ⅱ (Applied Mathematics II)

電気工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

応用数学IIは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．となる数学であることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．念頭に置いて授業を行う．に置いて授業を行う．置いて授業を行う．いて授業を行う．授業を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．
理解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．深めるため，演習を重視した内容とする．めるため，演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．重視した内容とする．した内容とする．とする．

【A1】単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性計算できる，ラプラス変換の基本的性できる，ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性
質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．できる．

単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性計算できる，ラプラス変換の基本的性できる，ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．
できることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．力試験・小テスト・中間試験やレポートでテスト・中間試験やレポートでレポートで60%正解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合格とと
して授業を行う．評価する．する．

【A1】簡単なたたみこみ計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性できる．
簡単なたたみこみ計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性できることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．小テスト・中間試験やレポートでテスト・中間試験やレポートでレポートで60%正
解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合格ととして授業を行う．評価する．する．

【A1】ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．使って簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をって授業を行う．簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をが計算できる，ラプラス変換の基本的性解け，ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．
使って簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をって授業を行う．簡単な系の伝達関数の説明ができる．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．伝達関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．が計算できる，ラプラス変換の基本的性できる．

ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．使って簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をって授業を行う．簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をが計算できる，ラプラス変換の基本的性解け，ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．使って簡単な常微分方程式が解け，ラプラス変換をって授業を行う．簡
単な系の伝達関数の説明ができる．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．伝達関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．が計算できる，ラプラス変換の基本的性できることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．中間試験やレポートでレポートで60%正解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合
格ととして授業を行う．評価する．する．

【A1】単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数に置いて授業を行う．することが計算できる，ラプラス変換の基本的性でき，フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的
性質を説明できる．が計算できる，ラプラス変換の基本的性説明できる．できる．

単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数に置いて授業を行う．展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説明ででき，フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性質を説明できる．が計算できる，ラプラス変換の基本的性説明できる．で
きることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．力試験・小テスト・中間試験やレポートでテスト・定期試験やレポートでレポートで60%正解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合格ととし
て授業を行う．評価する．する．

【A1】フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説明でを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．活用して授業を行う．偏微分方程式が解け，ラプラス変換をの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめることが計算できる，ラプラス変換の基本的性でき
る．

フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説明でを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．活用して授業を行う．偏微分方程式が解け，ラプラス変換をを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．解くことが計算できる，ラプラス変換の基本的性できることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定期試
験やレポートでレポートで60%正解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合格ととして授業を行う．評価する．する．

【A1】単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性できる．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．
説明できる．できる．

単純な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性な波形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性できる．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．でき
ることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，定期試験やレポートでレポートで60%正解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．合格ととして授業を行う．評価する．する．

成績は，試験は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，試験70%　レポート14%　小テスト・中間試験やレポートでテスト14%　基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．力試験2%　として授業を行う．評価する．する．中間・定期試験は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス分野・フ
ーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的分野に置いて授業を行う．おける定期試験に置いて授業を行う．相当する．各項目はする．各項目はは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．2分野の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．平均とし，総合成績とし，総合成績は，試験60点以上で合格とする．で合格ととする．

「新応用数学」：高遠節夫 他著（大日本図書出版社）
「ドリルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）と演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．シリーズ応用数学」：（電気書院）応用数学」：（電気書院）

「解析学要論(I)，(II)」：山本稔（裳華房）
「応用解析学入門」：白井宏（コロナ社）社）
「やレポートでさしいフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性」：松尾博（森北出版）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目はは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．専門科目はの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．科目はである．本科目はの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．受講に置いて授業を行う．は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．特に，三角関数，微分，積分そして微分方程式の知識が必要とに置いて授業を行う．，三角関数，微分，積分そして授業を行う．微分方程式が解け，ラプラス変換をの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．知識が必要とが計算できる，ラプラス変換の基本的性必要と
なる．よって授業を行う．3年までの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．数学，電気数学を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．十分に置いて授業を行う．理解して授業を行う．いることが計算できる，ラプラス変換の基本的性求めることができめられる．社会状況などにより，授業計画や総合評価などに置いて授業を行う．より，授業計画や総合評価やレポートで総合評価する．
など変更する可能性がある．する可能性が計算できる，ラプラス変換の基本的性ある．
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授業の計画（応用数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンスと基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．力試験．

2 ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義・例

3 ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性に置いて授業を行う．関する線形のラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性性，原関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．原点移動のラプラス変換に関する性質を学ぶ．それに関する例題問題を解く．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性に置いて授業を行う．関する性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．それに置いて授業を行う．関する例題問題を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．解く．

4

5 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う． ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．基本的性質を説明できる．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．内容とする．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．で行う．う．

6 たたみこみ，例題問題 たたみこみとは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．何か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．学ぶ，たたみこみの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義とその基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．例題問題する．

7 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う． たたみこみ計算できる，ラプラス変換の基本的性とたたみこみの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性に置いて授業を行う．関して授業を行う．演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．する．

8 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．・小テスト・中間試験やレポートでテスト

9 逆ラプラス変換ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性 ラプラス像関数か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら原関数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめる（変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性表の像関数にあるような部分分数にして原関数を求める）方法を学ぶ．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．像関数に置いて授業を行う．あるような部分分数に置いて授業を行う．して授業を行う．原関数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめる）方法を学ぶ．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

10 逆ラプラス変換ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性，例題問題 例題，問題で逆ラプラス変換ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．たたみこみを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．積分か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら求めることができめる方法を学ぶ．とラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性，逆ラプラス変換変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性で求めることができめる方法を学ぶ．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

11 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．

12 常微分方程式が解け，ラプラス変換を解法を学ぶ．への基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．応用，例題問題

13 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う． 教科書の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．常微分方程式が解け，ラプラス変換をの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．問題を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．用いて授業を行う．解く．

14 デルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）タ関数と系の伝達関数，例題問題関数と系の伝達関数の説明ができる．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．伝達関数，例題問題 デルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）タ関数と系の伝達関数，例題問題関数に置いて授業を行う．ついて授業を行う．学ぶ．インパルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）ス応答と伝達関数を学ぶ．と伝達関数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

15 中間試験

16 中間試験解説・フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義 中間試験解説を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．する．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数とは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．どの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ようなもの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．学ぶ，フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

17 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説明での基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．例

18 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる．

19 例題問題，演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う． その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．他の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．簡単な例でフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的係数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめる．

20 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる．

21 複素フーリエ級数フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数 複素フーリエ級数フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．簡単な例を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．複素フーリエ級数フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数に置いて授業を行う．展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説明でする．

22 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．

23 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．・小テスト・中間試験やレポートでテスト

24 偏微分方程式が解け，ラプラス変換を解法を学ぶ．への基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．応用 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．用いた偏微分方程式が解け，ラプラス変換をの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．解法を学ぶ．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

25 例題問題解説 手本として授業を行う．典型的な偏微分方程式が解け，ラプラス変換をを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．例に置いて授業を行う．解説を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．

26 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う． 偏微分方程式が解け，ラプラス変換をに置いて授業を行う．関する演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．

27 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性，フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．例 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性定義を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学び，逆ラプラス変換フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性成立することを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．紹介する．する．

28 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる．

29 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる． パーセバルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定理を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．連続スペクトラムとは何か学ぶ．スペクトラムとは何か学ぶ．とは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．何か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．学ぶ．

30 演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．・フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．応用 フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性に置いて授業を行う．関する演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．・フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．工学的応用事例に置いて授業を行う．ついて授業を行う．解説する．

1年間の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．授業計画や総合評価の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．説明できる．，授業に置いて授業を行う．対する諸注意．基礎力試験を実施する．する諸注意．基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．力試験を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．実施する．する．

変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性とは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．どの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ようなもの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．，次にラプラス変換とはどのようなものかなどの定義を学ぶ．その後，いくつかの例を実際行う．学生は，に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性とは電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．どの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ようなもの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．などの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．後，いくつか学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．例を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．実際行う．う．学生は，は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，
部分積分の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．計算できる，ラプラス変換の基本的性，極限における計算ができる必要がある（この時点では複素微分，複素積分をまだ学んでいない）ことに注意．に置いて授業を行う．おける計算できる，ラプラス変換の基本的性が計算できる，ラプラス変換の基本的性できる必要が計算できる，ラプラス変換の基本的性ある（この基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．時点では電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．複素フーリエ級数微分，複素フーリエ級数積分を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．まだ学んでいない）ことに注意．学んでいない）ことに置いて授業を行う．注意．

基本的性質を説明できる．，例題問題1

基本的性質を説明できる．，例題問題2 像関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．原点移動のラプラス変換に関する性質を学ぶ．それに関する例題問題を解く．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．原関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．微分積分の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性に置いて授業を行う．関する性質を説明できる．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．例として授業を行う．簡単なR，Cの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．電気回路の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．微
分方程式が解け，ラプラス変換をの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う問題の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．レポート課題を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．だ学んでいない）ことに注意．す．

1回か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら6回目はまでの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．・小テスト・中間試験やレポートでテストを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．実施する．する．

学生は，は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．で次にラプラス変換とはどのようなものかなどの定義を学ぶ．その後，いくつかの例を実際行う．学生は，を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．ラプラス像関数か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら原関数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめる．たたみこみを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定義の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．積分か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら求めることができめる方法を学ぶ．とラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性，逆ラプラス変換変
換が計算できる，ラプラス変換の基本的性で求めることができめる．

常微分方程式が解け，ラプラス変換をを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性すると未知関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．像関数は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．代数で求めることができまることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．未知関数は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．結果を逆ラプラス変換するを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．逆ラプラス変換ラプラス変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性する
ことより求めることができまることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

1回か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら14回目はまでが計算できる，ラプラス変換の基本的性試験範囲となる．となる．

簡単な例でフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的係数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめ，それでフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的合成を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．近似して黒板にグラフ表示して見せる．また，原関数が不連続関数であっして授業を行う．黒板にグラフ表示して見せる．また，原関数が不連続関数であっに置いて授業を行う．グラフ表の像関数にあるような部分分数にして原関数を求める）方法を学ぶ．示して見せる．また，原関数が不連続関数であっして授業を行う．見せる．また，原関数が不連続関数であっせる．また，原関数が計算できる，ラプラス変換の基本的性不連続スペクトラムとは何か学ぶ．関数であっ
た場合に置いて授業を行う．ついて授業を行う．，その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数に置いて授業を行う．ついて授業を行う．説明できる．する．

レポート課題解説する．原関数が計算できる，ラプラス変換の基本的性偶関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．場合，奇関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．場合の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数，原関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．導関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．例を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．用
いて授業を行う．その基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめる

一般的な周期関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的係数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．収束について紹介する．ある種の級数が原関数とフーリエ級数の関係に置いて授業を行う．ついて授業を行う．紹介する．する．ある種の級数が原関数とフーリエ級数の関係の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．級数が計算できる，ラプラス変換の基本的性原関数とフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．関係
か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら求めることができまることを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．パーセバルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．定理を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．線スペクトルと演習シリーズ応用数学」：（電気書院）を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．学ぶ．

簡単な関数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．求めることができめることが計算できる，ラプラス変換の基本的性できるか学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．，またある種の級数が原関数とフーリエ級数の関係の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．級数が計算できる，ラプラス変換の基本的性原関数とフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的級数の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．関係か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら求めることができめることが計算できる，ラプラス変換の基本的性できるか学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．
演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う．

16回か学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．ら22回目はまでの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．演習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．・小テスト・中間試験やレポートでテストを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．実施する．する．

いくつか学ぶ，たたみこみの定義とそのラプラス変換を学ぶ．例題問題する．の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．簡単な例でフーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．行う．う，2，3の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．フーリエ級数にすることができ，フーリエ級数の基本的変換が計算できる，ラプラス変換の基本的性の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．性質を説明できる．（移動のラプラス変換に関する性質を学ぶ．それに関する例題問題を解く．則，微分則）に置いて授業を行う．ついて授業を行う．学ぶ．

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．実施する．する．
本科目はの基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．修得には，に置いて授業を行う．は電磁気学，電気回路，制御工学などを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．，60 時間の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．授業の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．受講と 30 時間の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．事前・事後の基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．自己学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．が計算できる，ラプラス変換の基本的性必要である．事前学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．：シラバスを学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．し，事前に置いて授業を行う．授業範囲となる．に置いて授業を行う．ついて授業を行う．教科書を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．熟読しておくこと．して授業を行う．おくこと．
事後学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．：授業で学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．した内容とする．に置いて授業を行う．関する教科書やレポートで配布した資料を復習し，理解を確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．した資料を復習し，理解を確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．復習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．し，理解を学習するための基礎となる数学であることを念頭に置いて授業を行う．確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．すること．また，授業で指示して見せる．また，原関数が不連続関数であっした課題に置いて授業を行う．取り組むこと．り組むこと．むこと．
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総合評価

テキスト 「初等力学」：甲木伸一 著（裳華房）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

応用物理 (Applied Physics)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自然科学の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理から出発して種々の物体の運動が求まることを理出発して種々の物体の運動が求まることを理して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動が求まることを理求まることを理まる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動，保存則，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動，剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理数学の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理活用して考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理身につける．またにつける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また
，例題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またきなが求まることを理ら出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．くの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理課題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理与えるので，レポートにして提出する．える力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理で，レポートにして提出する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

【A2】速度シラバス・加速度シラバスおよびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおけ
る力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことが求まることを理できる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

速度シラバス・加速度シラバス・位置・軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算，およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ重力・復元力・束縛力等が求まることを理働くとくと
きの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めら出発して種々の物体の運動が求まることを理れる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理かを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校
が求まることを理定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

【A2】質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力が求まることを理働くとくとき，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと非慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動
を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことが求まることを理できる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動に加え，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して等速度シラバス・加速度シラバス・回転運
動等する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めら出発して種々の物体の運動が求まることを理れる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理かを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，
本校が求まることを理定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

【A2】物理学における力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，これら出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またおよ
びニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことが求まることを理できる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をとポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャルエネルギーの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則をの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算，およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
用いた運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理め方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校が求まることを理定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで
理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

【A2】剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことが求まることを理で
きる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理め方，慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算，剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり
の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動と平面運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理め方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校が求まることを理定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．
レポートで理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

成績は，試験は，試験と適時行うレポートで理解度を評価する．85%　レポート15%　として評価する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理なお，試験と適時行うレポートで理解度を評価する．成績は，試験は，中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理平均点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またとする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理100点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また満点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また
で60点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また以上を合格とする．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり格とする．とする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

「力学」：小出昭一郎 著（裳華房）
「物理学演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理上を合格とする．」：後藤憲一，山本邦夫，神吉健 共著（共立出版）
「力学」：原島　鮮 著（裳華房）
「ビジュアルアプローチ　力学」：為近和彦 著（森北出版）
「力学の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえ方」：砂川重信 著（岩波書店）

物理(本科1，2，3年)，数学(本科1，2，3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)微分，積分，微分方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理とその基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また，およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけベクトル解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また析の知識が必要となるので復習しておくこと．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理知識を活用して考える力を身につける．またが求まることを理必要となるので復習しておくこと．となる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理で復習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理しておくこと．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理(ii)授業中における力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理携
帯電話やゲーム機の使用，その他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命やゲーム機の使用，その他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命ゲーム機の使用，その他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命機の使用，その他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理使用，その基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命につなが求まることを理る力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理言動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命に対して等速度・加速度・回転運しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命い」やゲーム機の使用，その他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命「教室からの退去」を命から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理退去」を命」を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理命
じる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理場合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりが求まることを理ある力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
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授業の計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ス，座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと力・速度シラバス・加速度シラバス

2 軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとと加速度シラバスの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理接線成分・法線成分 加速度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理接線成分と法線成分に分けて表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す接線加速度シラバスと法線加速度シラバスの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

3

4 重力と速度シラバスに比例する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理抵抗力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動

5 束縛運動

6 単振動

7 演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理 これまでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理内容の復習と演習により理解を深める．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理復習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

8 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する． 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．までの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理授業内容の復習と演習により理解を深める．に関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理出題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．方針は試験前に通知する．は試験と適時行うレポートで理解度を評価する．前に通知する．に通知する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

9 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また答，抵抗力・強制力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

10 ばねに結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動

11 万有引力

12 ガリレイの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理相対して等速度・加速度・回転運性原理 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して等速直線運動する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．または慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またである力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ガリレイ変換による運動方程式とその解を求める．による力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理とその基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

13 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して加速度シラバス運動する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動

14 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して回転する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動

15 演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理 これまでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理内容の復習と演習により理解を深める．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理復習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

16

17

18 ポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャルエネルギーと力学的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．エネルギー保存則

19 質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則を 多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．くの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またから出発して種々の物体の運動が求まることを理なる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則を（質量中心の計算，および保存則を）の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運して重心の計算，および保存則をを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

20 質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と保存則

21 衝突

22 演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理 これまでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理内容の復習と演習により理解を深める．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理復習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

23 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する． 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．までの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理授業内容の復習と演習により理解を深める．に関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理出題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．方針は試験前に通知する．は試験と適時行うレポートで理解度を評価する．前に通知する．に通知する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

24 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また答，剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

25 剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい 剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運してつり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

26 固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動

27 慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ト 回転運動に対して等速度・加速度・回転運する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理慣性を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理基本となる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理形状の慣性モーメントを計算する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

28 剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動

29 剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理平面運動

30 演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理 これまでの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理内容の復習と演習により理解を深める．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理復習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と演習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

授業の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速め方，到達目標と評価する．方法などを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理位置を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また，力の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理成分，物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理位置の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．変化を表す速を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す速
度シラバスと加速度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理3法則，重力だけが求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動
ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理3法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力として重力だけが求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動について，座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理決め，運動方程式をたて，初め，運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たて，初
期条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理もとに運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またくと質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動が求まることを理求まることを理まる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

重力に加え速度シラバスに比例する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理抵抗力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動について，運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て方とその基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またき方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また，終速
度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動が求まることを理特定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理線または面上を合格とする．に限定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．される力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理束縛運動について，その基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ときに働くとく束縛力（垂直抗力，摩擦力等）を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理そ
して，束縛力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

単振動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理距離に比例する復元力が働くときの質点の運動，糸に結ばれた質点の微小振動（単振り子）が単振動に比例する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理復元力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動，糸に結ばれた質点の微小振動（単振り子）が単振動に結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理微小振動（単振り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり子）が求まることを理単振動
になる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理とその基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またより合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理結ばれた質点の運動果を確認する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力および強制力が働くときの運動方程式の立て方を理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また，復元力に加え，速さに比例する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理抵抗力およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ強制力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また
する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理形態のばねに結ばれた質点の運動を考える．質点に働く力，運動方程式の立て方，平衡位置の求め方，振動の周期等を理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ばねに結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに働くとく力，運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て方，平衡位置の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理め方，振動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理周期等を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理万有引力の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重力は万有引力である力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理惑星の運動，静止衛星，振り子時計の周期等をの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動，静止衛星の運動，静止衛星，振り子時計の周期等を，振り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり子時計の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理周期等を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して加速度シラバス運動している力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またでは，実際の力とともに加速度によるみかけの力を考えると，慣性系と同じように運動の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力とともに加速度シラバスによる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理みかけの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理と，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じよう試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に運動
方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理が求まることを理立てら出発して種々の物体の運動が求まることを理れる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと加速度シラバス系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，その基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理比較する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して一定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理角速度シラバスで回転する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またでは，コリオリの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力と遠心の計算，および保存則を力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえれば，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じよう試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理が求まることを理成り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり
立つことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また答，運動量保存則，角運動量保存則(1) 定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理結ばれた質点の運動果を確認する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力および強制力が働くときの運動方程式の立て方を理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動量と力積の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ運動量保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また，力の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トと角運動量の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

角運動量保存則(2)，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をと運動エネルギー
力の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トと角運動量の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ角運動量保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をと運動エネルギーの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算方法を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運して仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をが求まることを理経路によらず座標だけで決まる保存力を理解し，保存力に対するポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）を求める．運によら出発して種々の物体の運動が求まることを理ず座標だけで決まる保存力を理解し，保存力に対するポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）を求める．運座標だけで決め，運動方程式をたて，初まる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理保存力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，保存力に対して等速度・加速度・回転運する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャルエネルギー（位置エネルギー）を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運
動エネルギーとポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャルエネルギーの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理和である力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理力学的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．エネルギーについて，その基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに外力と内力が求まることを理働くとくときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則をは全質量が求まることを理重心の計算，および保存則をに集中し，外力もすべて重心の計算，および保存則をに働くといて
いる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理1つの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じ運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理また，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理衝突の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理問題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理弾性衝突と非弾性衝突，跳ね返り係数（反発係数），およびこれらと運動エネルギーの関係を理解すね返り係数（反発係数），およびこれらと運動エネルギーの関係を理解すり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理数（反発して種々の物体の運動が求まることを理係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理数），およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけこれら出発して種々の物体の運動が求まることを理と運動エネルギーの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またす
る力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理結ばれた質点の運動果を確認する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力および強制力が働くときの運動方程式の立て方を理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則を運動とその基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動にわけて考える力を身につける．またえる力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ときの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえ方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また
する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりに回転する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転角を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理並進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速運動と剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動における力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理含む物理量の対比関係を理解する．む物理量の対比関係を理解する．物理量の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理対して等速度・加速度・回転運比関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またする力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トに関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またし，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理そして，具体の運動が求まることを理的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動に対して等速度・加速度・回転運して運動方
程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またくことにより合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

剛体の運動が求まることを理が求まることを理平面内で並進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速運動と回転運動する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理平面運動に対して等速度・加速度・回転運して，運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またくことにより合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり剛体の運動が求まることを理の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理平面運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理

備など）
考

前に通知する．期，後期ともに中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．およびニュートンの運動の法則を理解し，慣性系におけ定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理実施する．する力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
本科目の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理修得には，には，60 時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理授業の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理受講と 30 時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則を前に通知する．・事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則を後の基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理自己学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理が求まることを理必要となるので復習しておくこと．である力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気磁気学Ⅱ (Electromagnetics II)

[後期] 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担当科目】

電気工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気磁気学のうち，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ磁性体，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ担当し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．この分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によでは，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電流による場と静電界，電流によによる場と静電界，電流によ場と静電界，電流によと静電界，電流によ静電界，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電流による場と静電界，電流によによ
って作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理られる場と静電界，電流によ磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理アンペアの法則，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則），磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電磁誘導現象を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理させる場と静電界，電流によこと静電界，電流によがメインとなる．理メインと静電界，電流によなる場と静電界，電流によ．理
解させることがメインとなる．理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ深めるためにレポート，小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発める場と静電界，電流によためにレポート，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発テスト（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発の演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によも含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発む）を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によできる場と静電界，電流によだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．本講義は担当教員の企業における研究開発の企業におけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ研究開発
経験を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ踏まえて教授する．まえて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理教授する場と静電界，電流によ．

【A2】電流による場と静電界，電流によの場と静電界，電流によと静電界，電流によ静電界の類似性から接地抵抗の求め方を理解できる．の求め方を理解できる．め方を理解できる．を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．
損失のある媒質に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりのある場と静電界，電流によ媒質に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりに関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりして作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりと静電界，電流によ導電率と導電率さらに静電容量を求めることによりさらに静電容量を求めることによりを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ求め方を理解できる．める場と静電界，電流によこと静電界，電流によにより
接地抵抗の求め方を理解できる．がメインとなる．理導出方を理解できる．法の理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験によ
って作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】磁束密度シラバスと静電界，電流によ磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気の関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることにより係，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ透磁率と導電率さらに静電容量を求めることによりと静電界，電流によ磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気率と導電率さらに静電容量を求めることによりの関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることにより係を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．磁気
におけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によガウスの法則がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

磁束密度シラバスと静電界，電流によ磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気の関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることにより係，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ透磁率と導電率さらに静電容量を求めることによりと静電界，電流によ磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気率と導電率さらに静電容量を求めることによりの関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることにより係に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ
課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】ビオ・サバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．有限長の電線電流，ループ状の電線電流による場と静電界，電流によ，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ープ状状
電流による場と静電界，電流によによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理られる場と静電界，電流によ磁束密度シラバスがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

ビオ・サバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則の理解させることがメインとなる．理程度シラバス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ有限長の電線電流，ループ状の電線電流による場と静電界，電流によ，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ープ状状電流による場と静電界，電流によによっ
て作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理られる場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験によ
って作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】アンペアの法則がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．無限長の電線電流，ループ状の電線電流による場と静電界，電流によによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理られる場と静電界，電流によ
磁束密度シラバスの計算，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ円環ソレノイドの磁束密度が理解できる．ソレノイドの磁束密度が理解できる．の磁束密度シラバスがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

アンペアの法則の理解させることがメインとなる．理程度シラバス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ無限長の電線電流，ループ状の電線電流による場と静電界，電流によによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理られる場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの
計算，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ円環ソレノイドの磁束密度が理解できる．ソレノイドの磁束密度が理解できる．の磁束密度シラバスの理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発
間試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理による場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの求め方を理解できる．め方を理解できる．について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．
ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によ演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ解させることがメインとなる．理き，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験
によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】磁気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったへの変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．またヒステリシス特性を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によも含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発った
磁性体の磁束密度シラバスと静電界，電流によ磁界の関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることにより係がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．磁界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発の電流による場と静電界，電流によに作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理用するする場と静電界，電流によ
力が理解できる．がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

磁気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったへの変換の理解させることがメインとなる．理程度シラバス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によヒステリシス特性に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理
，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定期試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】電磁誘導の法則を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．運動する導体に発生する起電力につする場と静電界，電流によ導体に発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理する場と静電界，電流によ起電力が理解できる．につ
いて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

電磁誘導の法則の理解させることがメインとなる．理程度シラバス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ磁束の時間変化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気に伴う誘導起電力の導出方法う誘導起電力が理解できる．の導出方を理解できる．法
について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定期試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】自己インダクタンス，相互インダクタンスの求め方が理解できる．インダクタンス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ相互インダクタンスの求め方が理解できる．インダクタンスの求め方を理解できる．め方を理解できる．がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．
代表的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関するな形状に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によインダクタンス計算の演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ解させることがメインとなる．理き，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によそれに関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によ
課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定期試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】変位電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．アンペア・マクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則がメインとなる．理理解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ． 変位電流による場と静電界，電流によの概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程の理解させることがメインとなる．理程度シラバス，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によアンペア・マクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則に関して，誘電率と導電率さらに静電容量を求めることによりする場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理程
度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートおよび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定期試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

【A2】マクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理と静電界，電流によ電磁波の概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理理
解させることがメインとなる．理できる場と静電界，電流によ．

マクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によマクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理からの波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理への導出方を理解できる．法，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ
波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理から得られる電磁波の概念の理解程度について，課題レポートおられる場と静電界，電流によ電磁波の概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程の理解させることがメインとなる．理程度シラバスについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によレポートお
よび演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定期試験によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．

成績は，試験は，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ試験75%　レポートレポート25%　レポートと静電界，電流によして作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理評価する．する場と静電界，電流によ．総合評価する．100点満点で60点以上を合格とする．第三種電気主任技を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ合格とする．第三種電気主任技と静電界，電流によする場と静電界，電流によ．第三種電気主任技
術者試験の理論が理解できる．またヒステリシス特性をもった科目に合格とする．第三種電気主任技した者は，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験において作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理試験成績は，試験がメインとなる．理60点以上を合格とする．第三種電気主任技80点未満だった場と静電界，電流によ合，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によその試験点数をを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ80
点に置き換える．き換える場と静電界，電流によ．

「電磁気学」：宇野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ享，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ白井宏共著（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理コロナ社）社）
「1冊まるっと電験まる場と静電界，電流によっと静電界，電流によ電験3種4科目」：伊佐他（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理電気書院）

「電磁気学」：多田泰芳，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ柴田尚志共著（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理コロナ社）社）
「電磁気学」：卯本重郎著（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理昭晃堂）
「電磁気学」：石井良博著（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理コロナ社）社）
「電気磁気学」：安達三郎，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ大貫繁雄共著（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理森北出版）

電気磁気学I，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によIII，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったI，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によII，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電気計測

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気磁気学の静電気を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ扱う電気磁気学う電気磁気学I（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理3年）の続きとして，電界と磁界とが混同しないよう注意が必要．きと静電界，電流によして作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電界と静電界，電流によ磁界と静電界，電流によがメインとなる．理混同しないよう注意が必要．しないよう注意が必要．がメインとなる．理必要．5年生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理での電磁
波，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ境界値問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ扱う電気磁気学う電気磁気学IIIはIと静電界，電流によIIの物理現象の理解させることがメインとなる．理がメインとなる．理必要．2，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ3年生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の電気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったI，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によIIと静電界，電流によも含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ扱う電気磁気学う時の説明
で必要．3年生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の電気計測はさぐりコイルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理による場と静電界，電流によ漏れ磁束計測の測定の部分での磁束密度で扱う．れ磁束計測の測定の部分での磁束密度シラバスで扱う電気磁気学う．
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授業の計画（電気磁気学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 数を学的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関する準備 電磁気学を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ学ぶ上で最低限必要なベクトル・スカラの概念，ベクトル演算，座標変換について復習する．上を合格とする．第三種電気主任技で最低限必要なベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理・スカラの概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演算，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ座標変換について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によする場と静電界，電流によ．

2 定常電流による場と静電界，電流によと静電界，電流によ保存則 定常電流による場と静電界，電流によによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理する場と静電界，電流によ磁界の計算方を理解できる．法および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定常電流による場と静電界，電流によがメインとなる．理存在する空間でのエネルギー保存則について説明する．する場と静電界，電流によ空間でのエネルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ギー保存則について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

3 オームの法則・ジュールの法則の法則・ジュールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則

4 真空中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発の静磁界・アンペアの力が理解できる． 電流による場と静電界，電流によによる場と静電界，電流によ磁気作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理用するについて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によアンペアの力が理解できる．の計算方を理解できる．法と静電界，電流によその応用する例となる電動機の動作について説明する．と静電界，電流によなる場と静電界，電流によ電動する導体に発生する起電力につ機の動作について説明する．の動する導体に発生する起電力につ作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

5 ローレンツ力と磁束密度力が理解できる．と静電界，電流によ磁束密度シラバス 磁界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ運動する導体に発生する起電力につする場と静電界，電流によ点電荷に働くローレンツ力とその計算方法について説明する．に働くローレンツ力とその計算方法について説明する．くローレンツ力とその計算方法について説明する．ローレンツ力と磁束密度力が理解できる．と静電界，電流によその計算方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

6 ローレンツ力と磁束密度力が理解できる．と静電界，電流によその応用する

7 ビオ・サバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則 ビオ・サバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

8 演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ

9 ビオ・サバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則による場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの導出 有限長の電線電流，ループ状直線電流による場と静電界，電流によ・ルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ープ状状電流による場と静電界，電流によによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理する場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの算出方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発心に解説を行う．に解させることがメインとなる．理説を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

10 ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の定義と静電界，電流によ不定性 ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の定義の解させることがメインとなる．理説，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理による場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの導出方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

11 ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理による場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの導出 ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ポテンシャルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ用するいた磁束密度シラバスの計算演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によい，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によさらに磁気双極子モーメントを導出する．モーメントを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ導出する場と静電界，電流によ．

12 アンペアの法則 アンペアの法則について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定常電流による場と静電界，電流によに対するアンペアの力を定量的に導出する．する場と静電界，電流によアンペアの力が理解できる．を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ定量を求めることにより的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関するに導出する場と静電界，電流によ．

13 アンペアの法則による場と静電界，電流によ静磁界の計算 無限長の電線電流，ループ状直線電流による場と静電界，電流によ・同しないよう注意が必要．軸ケーブルによって発生する磁束密度の算出方法について演習問題を中心に解説を行う．ケーブルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理する場と静電界，電流によ磁束密度シラバスの算出方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発心に解説を行う．に解させることがメインとなる．理説を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

14 演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ

15 後期中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験

16 中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験解させることがメインとなる．理説・応用する演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ 中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験の解させることがメインとなる．理説を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．またより発展的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関するな応用する演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ紹介し，理解を深める．し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ深めるためにレポート，小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発める場と静電界，電流によ．

17 磁気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもった 電気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったからの類推によって構成される磁気回路の概念と構成について演習問題を中心に解説を行う．によって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理構成される場と静電界，電流によ磁気回路への変換理論が理解できる．またヒステリシス特性をもったの概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程と静電界，電流によ構成について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発心に解説を行う．に解させることがメインとなる．理説を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

18 磁性体の特性

19 磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気・磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理 磁性材料における磁化・磁化ベクトルの概念，それを応用した物理現象などを紹介し，磁界に対する理解を深める．におけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気・磁化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によそれを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ応用するした物理現象などを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ紹介し，理解を深める．し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ磁界に対するアンペアの力を定量的に導出する．する場と静電界，電流によ理解させることがメインとなる．理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ深めるためにレポート，小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発める場と静電界，電流によ．

20 電磁誘導の法則 ファラデーの電磁誘導の法則と静電界，電流によ誘導電流による場と静電界，電流によ，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ磁界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ運動する導体に発生する起電力につする場と静電界，電流によ導体に発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理する場と静電界，電流によ電磁力が理解できる．の計算方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

21 電磁誘導の法則を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ応用するした現象 電磁誘導を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ応用するした産業機の動作について説明する．器，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流にようず電流，表皮効果について説明する．電流による場と静電界，電流によ，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ表皮効果について説明する．について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

22 演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ・小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発テスト

23 インダクタンスの定義 インダクタンスの定義について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

24 インダクタンスの計算方を理解できる．法と静電界，電流によ応用する例となる電動機の動作について説明する． 自己インダクタンス，相互インダクタンスの求め方が理解できる．・相互インダクタンスの求め方が理解できる．インダクタンスの計算方を理解できる．法，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ変圧器の計算方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

25 代表的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関するなインダクタンスの導出 ソレノイドの磁束密度が理解できる．コイルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理・並行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ導線などにおけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ自己インダクタンス，相互インダクタンスの求め方が理解できる．インダクタンスの算出方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ問題レポートおよび中間試験によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発心に解説を行う．に解させることがメインとなる．理説を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

26 変位電流による場と静電界，電流によと静電界，電流によマクスウウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理 変異電流による場と静電界，電流によの概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程と静電界，電流によそれによって作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理拡張されたアンペアの法則を紹介し，そこからマクスウェル方程式を導出する．されたアンペアの法則を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ紹介し，理解を深める．し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によそこからマクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ導出する場と静電界，電流によ．

27 磁気エネルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ギーと静電界，電流によ境界条件 電磁界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発に蓄積されるエネルギーと境界面における電磁界の拘束条件について説明する．される場と静電界，電流によエネルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ギーと静電界，電流によ境界面における電磁界の拘束条件について説明する．におけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ電磁界の拘束条件について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

28 波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理と静電界，電流によ電磁波 マクスウェルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理から波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理の導出を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によい，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電磁波の存在する空間でのエネルギー保存則について説明する．と静電界，電流によその特性について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理導出する場と静電界，電流によ．

29 ポインティングベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理と静電界，電流によエネルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ギー保存則 ポインティングベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の概念の理解程度，アンペア・マクスウェルの法則に関する理解程説明および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ波動する導体に発生する起電力につ方を理解できる．程式および波動方程式と電磁波の概念について理からの導出を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によい，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電磁界のエネルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ギー場と静電界，電流によにおけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ保存則を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ説明する場と静電界，電流によ．

30 演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ

オームの法則・ジュールの法則の法則および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によジュールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理の法則について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理ベクトルの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ利用するして作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理一般化の関係，透磁率と磁化率の関係を理解できる．磁気された記述を用いて理解を深める．また接地抵抗の理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ用するいて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理理解させることがメインとなる．理を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ深めるためにレポート，小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発める場と静電界，電流によ．また接地抵抗の求め方を理解できる．の理
論が理解できる．またヒステリシス特性をもった的な形状に関するインダクタンス計算の演習問題を解き，それに関する計算方を理解できる．法について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

点電荷に働くローレンツ力とその計算方法について説明する．におけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発る場と静電界，電流によ一様磁界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発のサイクロトロン運動する導体に発生する起電力につ，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ一様静電界中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発の放物運動する導体に発生する起電力につを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ導出し，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ電磁偏向型ブラウン管などの産業用陽にブラウン管などの産業用陽になどの産業用する陽にに
ついて作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理紹介し，理解を深める．する場と静電界，電流によ．

1週目から7週目の内容について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

9回目から14回目の内容について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

1週目から15週目の内容について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ実施する．する場と静電界，電流によ．

磁性体の分類と静電界，電流によ磁性体がメインとなる．理有する場と静電界，電流によBH特性・ヒステリシス特性，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ透磁率と導電率さらに静電容量を求めることによりなどの諸特性について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理説明する場と静電界，電流によ．

16回目から21回目の内容について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によい，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ小テスト（授業中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発テストを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ実施する．する場と静電界，電流によ．

23回目から29回目の内容について作られる磁界発生の現象（アンペアの法則，ビオサバールの法則），電磁誘導現象を理解させることがメインとなる．理演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ課題レポートおよび中間試験によによる場と静電界，電流によ復習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によを担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によう．

備など）
考

後期中の演習も含む）をできるだけ行う．本講義は担当教員の企業における研究開発間試験および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ後期定期試験を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ実施する．する場と静電界，電流によ．
本科目の修得られる電磁波の概念の理解程度について，課題レポートおには，磁性体，電磁界分野を担当し，講義および演習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によ60 時間の授業の受講と静電界，電流によ 30 時間の事前・事後の自己インダクタンス，相互インダクタンスの求め方が理解できる．学習を行う．この分野では，電流による場と静電界，電流によがメインとなる．理必要である場と静電界，電流によ．
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関連科目 電気材料，応用物理，電子工学

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

半導体工学 (Semiconductor Engineering)

電気工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

これまで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をした半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をに，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を量子論的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を考え方を加えることで，より深い知識をえ方を加えることで，より深い知識を方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を加えることで，より深い知識をえ方を加えることで，より深い知識をることで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，より深い知識を深い知識をい知識を知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を
学ぶ．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，様々な半導体デバイスの動作原理をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を動作原理を加えることで，より深い知識をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどを加えることで，より深い知識を用い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をがら広く学び，劣化や降伏などの関連す広く学び，劣化や降伏などの関連すく学び，劣化や降伏などの関連す学び，劣化や降伏などの関連すや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を関連すす
る現象も学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．も学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．学ぶ．さら広く学び，劣化や降伏などの関連すに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．に用い知識をら広く学び，劣化や降伏などの関連すれる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をデバイスプロセスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基礎につい知識をても学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．学ぶ．

【A2】エネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をを加えることで，より深い知識を書くことができ，半導体内のキャリア密度をく学び，劣化や降伏などの関連すことがで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をき，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をキャリア密度シラバスを加えることで，より深い知識を
計算により算出できる．により深い知識を算により算出できる．出できる．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきる．

キャリア密度シラバスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を計算により算出できる．や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を半導体中における電子の運動について小テスト及びレにおける電子の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を運動につい知識をて小テスト及びレテスト及びレ及びレびレ
ポート及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

【A2】pn接合における降伏などの関連す現象も学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，金属と半導体の接触をバンド図を基にと半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を接触をバンド図を基にを加えることで，より深い知識をバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を基に
した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を電子運動の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を観点から理解する．から広く学び，劣化や降伏などの関連す理解する．する．

降伏などの関連す現象も学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を金属と半導体の接触をバンド図を基に-半導体接触をバンド図を基にについ知識をて中における電子の運動について小テスト及びレ間試験及びレびレポート及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

【A2】MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を動作を加えることで，より深い知識をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識をも学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．とに理解する．する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，酸化や降伏などの関連す
膜内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を欠陥について理解し，欠陥が及ぼすデバイスへの影響と欠陥低減につい知識をて理解する．し，欠陥について理解し，欠陥が及ぼすデバイスへの影響と欠陥低減が及びレぼすデバイスへの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を影響と欠陥低減と欠陥について理解し，欠陥が及ぼすデバイスへの影響と欠陥低減低減
技術を理解する．を加えることで，より深い知識を理解する．する．

MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を動作や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を酸化や降伏などの関連す膜内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を欠陥について理解し，欠陥が及ぼすデバイスへの影響と欠陥低減が及びレぼす影響と欠陥低減につい知識をて小テスト及びレテスト及びレ及びレびレポ
ート及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

【A2】MOSFETの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基本原理や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，C-V特性測定を加えることで，より深い知識を基にした半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOSFETの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を性能
評価する．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．につい知識をて説明することができる．することがで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきる．

MOSFETの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基本原理や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を特性評価する．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．につい知識をて小テスト及びレテスト及びレ及びレびレポート及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評
価する．する．

【A2】フラッシュメモリなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOSFETに類似したデバイスについて説明した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をデバイスについ知識をて説明することができる．
で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきる．

フラッシュメモリや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMESFETなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOSFETに類似したデバイスについて説明した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をデバイスについ知識をて定
期試験及びレびレポート及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

成績は，試験は，試験45%　レポート及びレ10%　小テスト及びレテスト及びレ45%　として評価する．する．試験45%分は，中間試験および定期試験の相加平均は，中における電子の運動について小テスト及びレ間試験および定期試験の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を相加えることで，より深い知識を平均
を加えることで，より深い知識をとる．小テスト及びレテスト及びレは，2回実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を試験成績は，試験の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を相加えることで，より深い知識を平均を加えることで，より深い知識をとる．試験成績は，試験45点から理解する．，小テスト及びレテスト及びレ成績は，試験45点から理解する．，レポート及びレ成績は，試験10点から理解する．を加えることで，より深い知識を合わ
せて100点から理解する．満点から理解する．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を60点から理解する．以上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．を加えることで，より深い知識を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．とする．総合評価する．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を小テスト及びレ数点から理解する．以下は切り捨てる．は切り捨てる．り深い知識を捨てる．てる．

半導体工学 第3版-半導体物性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基礎-　高橋清，山田陽一著

半導体デバイス　S.M.ジィー

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業に関係のない私語を一切禁じる．本科目は半期での基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をい知識を私語を一切禁じる．本科目は半期でを加えることで，より深い知識を一切り捨てる．禁じる．本科目は半期でじる．本科目は半期では半期で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を30回の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を授業を加えることで，より深い知識を行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途うた半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をめ，中における電子の運動について小テスト及びレ間・定期試験に相当する小テストを別途する小テスト及びレテスト及びレを加えることで，より深い知識を別途
2回実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績する．本科3年生の電子工学で修得した半導体デバイスの基本的動作原理に，定量的なアプローチや量子論的の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を電子工学で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を修得した半導体デバイスの基本的動作原理に，定量的なアプローチや量子論的した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基本的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を動作原理に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を量子論的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を
なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を考え方を加えることで，より深い知識をえ方を加えることで，より深い知識を方を加えることで，より深い知識をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を導入，界面準位なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を欠陥について理解し，欠陥が及ぼすデバイスへの影響と欠陥低減や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を加えることで，より深い知識をえ方を加えることで，より深い知識をて，エネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を用い知識をてより深い知識を深い知識をい知識を知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を得した半導体デバイスの基本的動作原理に，定量的なアプローチや量子論的する．し
た半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をがって，電子工学の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を内のキャリア密度を容をしっかりと復習しておいてほしい．を加えることで，より深い知識をしっかり深い知識をと復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をしておい知識をてほしい知識を．
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授業の計画（半導体工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 半導体につい知識をて

2

3 半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をキャリア密度シラバス

4

5

6

7

8 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と解する．説，採点から理解する．基準の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を説明することができる．，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

9

10 半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を基本方を加えることで，より深い知識を程式 ポアソン方を加えることで，より深い知識を程式なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をら広く学び，劣化や降伏などの関連すびに連す続方を加えることで，より深い知識を程式につい知識をて解する．説する．

11

12 バイポーラト及びレランジスタの作製方法の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる． バイポーラト及びレランジスタの作製方法の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．を加えることで，より深い知識を詳細に解説する．に解する．説する．

13 電子親和力と仕事関数について説明した後，ショットキー接触とショットキーバリアダイオードについて解説する．と仕事関数につい知識をて説明することができる．した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を後，ショット及びレキー接触をバンド図を基にとショット及びレキーバリアダイオード図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すについ知識をて解する．説する．

14 オーミック接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．接触をバンド図を基にについ知識をて解する．説する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，ショット及びレキー接触をバンド図を基にの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を界面におい知識をて，オーミック接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．接触をバンド図を基にを加えることで，より深い知識を実現する方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．につい知識をて解する．説する．

15 中における電子の運動について小テスト及びレ間試験

16 中における電子の運動について小テスト及びレ間試験の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と解する．説 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と解する．説，採点から理解する．基準の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を説明することができる．，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

17

18

19

20

21

22

23 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と解する．説，採点から理解する．基準の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を説明することができる．，試験範囲の復習を行う．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をを加えることで，より深い知識を行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

24

25

26 半導体メモリ

27 化や降伏などの関連す合物半導体デバイス 化や降伏などの関連す合物半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を概要とそれらを採用した半導体デバイスについて解説する．とそれら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を採用した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を半導体デバイスについ知識をて解する．説する．

28 ヘテロ接合

29 半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を光吸収 光と半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を相互作用に関する数式扱い，吸収係数や侵入長等に関して解説する．い知識を，吸収係のない私語を一切禁じる．本科目は半期で数や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を侵入長等に関して解する．説する．

30 様々な半導体デバイスの動作原理をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す間遷移 基礎吸収を加えることで，より深い知識をはじめ，励起子吸収，内のキャリア密度を殻電子による吸収，不純物励起吸収，伝導吸収につい知識をて解する．説する．

半導体特有の真性電導現象について，金属との比較を行いながらエネルギーバンド図を用いて解説する．また単結晶の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を真性電導現象も学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．につい知識をて，金属と半導体の接触をバンド図を基にとの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を比較を行いながらエネルギーバンド図を用いて解説する．また単結晶を加えることで，より深い知識を行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途い知識をなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をがら広く学び，劣化や降伏などの関連すエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を用い知識をて解する．説する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を単結晶Siの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．
方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．として，チや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をョク接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．ラルスキー法について説明することができる．とフローティングゾーン法について説明することができる．につい知識をて解する．説する．

Si基板中における電子の運動について小テスト及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をキャリアの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を振る舞いる舞いい知識を Si基板中における電子の運動について小テスト及びレを加えることで，より深い知識を流れるキャリアが起こす，ドリフト電流，フォノン散乱，有効質量などについて解説し，これらを基に半導体内におけるドリれるキャリアが起こす，ド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すリフト及びレ電流れるキャリアが起こす，ドリフト電流，フォノン散乱，有効質量などについて解説し，これらを基に半導体内におけるドリ，フォノン散乱，有の真性電導現象について，金属との比較を行いながらエネルギーバンド図を用いて解説する．また単結晶効質量なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をどについ知識をて解する．説し，これら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を基に半導体内のキャリア密度をにおけるド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すリ
フト及びレ電流れるキャリアが起こす，ドリフト電流，フォノン散乱，有効質量などについて解説し，これらを基に半導体内におけるドリの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を全電流れるキャリアが起こす，ドリフト電流，フォノン散乱，有効質量などについて解説し，これらを基に半導体内におけるドリ密度シラバスを加えることで，より深い知識を導出できる．する．

フェルミ・ディラック接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．分は，中間試験および定期試験の相加平均布関数と状態密度シラバス関数から広く学び，劣化や降伏などの関連すボルツマン近似したデバイスについて説明を加えることで，より深い知識を用い知識をて半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をキャリア密度シラバスを加えることで，より深い知識を導出できる．する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，真性半導体
におい知識をて，フェルミ準位が禁じる．本科目は半期で制帯の中央に存在することについて導出する．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を中における電子の運動について小テスト及びレ央に存在することについて導出する．に存在することについて導出する．することについ知識をて導出できる．する．

質量作用の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．則および不純物半導体のバンド構造とフェルミ準位のおよび不純物半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をとフェルミ準位の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を
温度シラバス依存性

質量作用の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．則および不純物半導体のバンド構造とフェルミ準位の（pn積）について解説する．また，不純物半導体におけるフェルミエネルギーが温度に依存することについて解説につい知識をて解する．説する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，不純物半導体におけるフェルミエネルギーが温度シラバスに依存することについ知識をて解する．説
する．

pn接合の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる． 基本特性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をと，pn接合の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．につい知識をて解する．説する．

pn接合の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をI-V特性 3年電子工学とは異なり，なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をり深い知識を，pn接合ダイオード図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をI-V特性を加えることで，より深い知識を定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をにキャリア密度シラバスを加えることで，より深い知識を用い知識をて導出できる．する．

第1回小テスト及びレテスト及びレ 1～6回目は半期でまで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を授業内のキャリア密度を容をしっかりと復習しておいてほしい．が理解する．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきてい知識をるかを加えることで，より深い知識を小テスト及びレテスト及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

第1回小テスト及びレテスト及びレの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．説及びレび復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を

pn接合の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を降伏などの関連す機構
なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をだれ降伏などの関連すとZener降伏などの関連すについ知識をて説明することができる．し，それぞれにおける降伏などの関連す電圧の温度依存性の違いについて，メカニズムも含めて解説すの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を温度シラバス依存性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を違いについて，メカニズムも含めて解説すい知識をについ知識をて，メカニズムも含めて解説すも学ぶ．さらに，半導体デバイス作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．含めて解説すめて解する．説す
る．

ト及びレンネルダイオード図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すとI-V特性 まず，ト及びレンネル効果とトンネルダイオードのとト及びレンネルダイオード図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をI-V特性につい知識をて説明することができる．し，その基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をメカニズムも含めて解説すを加えることで，より深い知識をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連す図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すを加えることで，より深い知識を用い知識をて解する．説する．

金属と半導体の接触をバンド図を基に－半導体接触をバンド図を基にI

金属と半導体の接触をバンド図を基に－半導体接触をバンド図を基にII

9～14回目は半期でまで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を授業内のキャリア密度を容をしっかりと復習しておいてほしい．が理解する．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきてい知識をるかを加えることで，より深い知識を評価する．する

MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度を 理想MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をにおける蓄積，空乏，反転のそれぞれの状態について解説する．の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をそれぞれの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を状態につい知識をて解する．説する．

MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をC-V特性 MOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をにおけるC-V特性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を測定方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．と測定する意義，また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，C-V特性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を周波数依存性につい知識をて解する．説する．

実際のの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をI 金属と半導体の接触をバンド図を基にと半導体の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を間で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を仕事関数に差が生じている場合に，が生の電子工学で修得した半導体デバイスの基本的動作原理に，定量的なアプローチや量子論的じてい知識をる場合に，C-V特性に与える影響について解説する．え方を加えることで，より深い知識をる影響と欠陥低減につい知識をて解する．説する．

実際のの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をII 界面準位がMOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を特性に与える影響について解説する．え方を加えることで，より深い知識をる影響と欠陥低減と界面準位の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を軽減方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．につい知識をて解する．説する．

実際のの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をIII
酸化や降伏などの関連す膜内のキャリア密度をに固定電荷，捕獲電荷，可動イオンが存在することについて導出する．した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を場合にMOS構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を特性に及びレぼす影響と欠陥低減につい知識をて解する．説する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，ク接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．リーン
ルームも含めて解説すの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を概要とそれらを採用した半導体デバイスについて解説する．を加えることで，より深い知識を説明することができる．する．

第2回小テスト及びレテスト及びレ 17～21回目は半期でまで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を授業内のキャリア密度を容をしっかりと復習しておいてほしい．が理解する．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をきてい知識をるかを加えることで，より深い知識を小テスト及びレテスト及びレで学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を評価する．する．

第2回小テスト及びレテスト及びレの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を解する．説及びレび復習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を

MOSFETの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．方を加えることで，より深い知識を法について説明することができる．と性能向上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる． MOSFETの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を作製に用いられる装置やデバイスプロセスの基礎についても学ぶ．プロセスと相互コンダク接触について解説する．また，ショットキー接触の界面において，オーミック接触を実現する方法について解説する．タの作製方法ンス特性の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を向上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．につい知識をて解する．説する．

様々な半導体デバイスの動作原理をエネルギーバンド図などを用いながら広く学び，劣化や降伏などの関連すなアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をFET 接合型電界効果とトンネルダイオードのト及びレランジスタの作製方法や量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をMESFETについ知識をて解する．説する．

DRAMや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をフラッシュメモリの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を原理につい知識をて解する．説する．

アンアイソタの作製方法イプヘテロ接合およびアイソタの作製方法イプヘテロ接合につい知識をて解する．説する．また半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を，LEDにおい知識をて採用されるダブルヘテロ接合
に基づい知識をた半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を量子井戸構造を書くことができ，半導体内のキャリア密度をについ知識をて解する．説する．

備など）
考

前期中における電子の運動について小テスト及びレ間試験および前期定期試験を加えることで，より深い知識を実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績する．
本科目は半期での基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を修得した半導体デバイスの基本的動作原理に，定量的なアプローチや量子論的には，60 時間の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を授業の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を受講と 30 時間の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を事前・事後の基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識を自己学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をが必要とそれらを採用した半導体デバイスについて解説する．で学習した半導体デバイスの基礎知識に，定量的なアプローチや量子論的な考え方を加えることで，より深い知識をある．
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科　目

担当教員 津吉 彰 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト 「よくわかる電気回路」：津吉彰（電気書院）電気回路」：津吉彰（電気書院）」：津吉彰（電気書院）津吉彰（電気書院）

参考書 「電気回路」：津吉彰（電気書院）基礎ノート」：森真作（コロナ社）ノート」：森真作（コロナ社）」：津吉彰（電気書院）森真作（コロナ社）社）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気回路」：津吉彰（電気書院）Ⅲ (Electric Circuit III)

電気工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目ではでは1－3年で学んだ電気回路の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい電気回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についうとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい交流回路」：津吉彰（電気書院），交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい直流回路」：津吉彰（電気書院）にわたる電気回路」：津吉彰（電気書院）瞬時値解析（過渡解析）につい
て学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．その復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定理，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい理解させ，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常のく事ができるようにさせる．通常のができる電気回路」：津吉彰（電気書院）ようにさせる電気回路」：津吉彰（電気書院）．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい
数学で扱う微分方程式を理解させた上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析う微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい理解させた上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析で，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学ばせる電気回路」：津吉彰（電気書院）．また，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解析
の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出過程を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい整理する電気回路」：津吉彰（電気書院）ために状態方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい概念を導入する．回路網関数を利用した回路の表現を理を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析する電気回路」：津吉彰（電気書院）．回路」：津吉彰（電気書院）網関数を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい利用した回路の表現を理した回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい表現を理を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい理
解させる電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】回路」：津吉彰（電気書院）解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のが解ける電気回路」：津吉彰（電気書院）．
回路」：津吉彰（電気書院）解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のとして学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の1階，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい2階の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい問題を解けるを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解ける電気回路」：津吉彰（電気書院）
事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）． 基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい
基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】KVL，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKCLを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい過渡解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の式を導く事ができるようにさせる．通常のが導く事ができるようにさせる．通常の出できる電気回路」：津吉彰（電気書院）．
具体的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKVL，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKCLを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい過渡解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の式を導く事ができるようにさせる．通常のが導く事ができるようにさせる．通常の
出できる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%
正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】標準とする．状態方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）．
複雑でない回路について標準状態方程式の導出ができる事を小テストならびでな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のい回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の標準とする．状態方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらび
に試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】回路」：津吉彰（電気書院）網関数の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）． 複雑でない回路について標準状態方程式の導出ができる事を小テストならびでな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のい回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）網関数の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試
験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定理を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい駆使し，回路の簡単化ができる．し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい簡単化ができる．ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）．
やや複雑でない回路について標準状態方程式の導出ができる事を小テストならびな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についより単純な回路へ，回路の簡単化ができる事を試験で確認単純な回路へ，回路の簡単化ができる事を試験で確認な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）へ，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい簡単化ができる．ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそ
する電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についための復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についグラフ理論を理解し，簡単な回路を理論を理解し，簡単な回路をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい理解し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい簡単な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい
解析できる電気回路」：津吉彰（電気書院）．

回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についための復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についグラフ理論を理解し，簡単な回路を理論を理解し，簡単な回路をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい理解し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい簡単な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解析できる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常の
を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基
準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい利用した回路の表現を理して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）が解析できる電気回路」：津吉彰（電気書院）．
具体的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい利用した回路の表現を理して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）が解析できる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテス
ト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】過渡解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の定常の解が求められる．められる電気回路」：津吉彰（電気書院）．
具体的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の過渡解析に必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の定常の解が求められる．められる電気回路」：津吉彰（電気書院）事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の
らびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についおおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

【A4-E1】交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定常の解析ができる電気回路」：津吉彰（電気書院）． 交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい問題を解けるについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のらびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい
おおよそ60%正答をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基準とする．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

成績は，試験は，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ85%　小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）15%　として学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の評価する．する電気回路」：津吉彰（電気書院）．100点満点で60点以上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい評価する．で合格とする．後期中間試験とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．後期中間試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ40%，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい後
期定期試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ60%の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい比率で試験の成績とする．上記に関わらず，後期定期試験でで試験で確認する． 基本的な問題のおおよその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい成績は，試験とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析記に関わらず，後期定期試験でに関わらず，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい後期定期試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで100点満点で60点以上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい成績は，試験を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい収めためた
もの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についは60点以上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい評価する．とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

電気回路」：津吉彰（電気書院）I，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についII，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい電力工学I，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

回路」：津吉彰（電気書院）解析で使し，回路の簡単化ができる．用した回路の表現を理する電気回路」：津吉彰（電気書院）微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解法を学ばせる．また，回路の解析について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の熟知しておく必要がある．ノートは試験の持ち込み資料として認める場して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のおく必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のがある電気回路」：津吉彰（電気書院）．ノート」：森真作（コロナ社）は試験で確認する． 基本的な問題のおおよその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい持ち込み資料として認める場ち込み資料として認める場込み資料として認める場み資料として認める場資料として認める場として学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の認する． 基本的な問題のおおよそめる電気回路」：津吉彰（電気書院）場
合がある電気回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についで，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい整理して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の保管しておく事．場合により再試験を実施する場合がある．して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のおく事ができるようにさせる．通常の．場合により単純な回路へ，回路の簡単化ができる事を試験で確認再試験で確認する． 基本的な問題のおおよそを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実施する場合がある．する電気回路」：津吉彰（電気書院）場合がある電気回路」：津吉彰（電気書院）．
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授業の計画（電気回路Ⅲ）Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6 回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出練習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい 学生に黒板に回路を描かせ，その回路についてその場で回路の方程式を導かせる演習を行う．に黒板に回路を描かせ，その回路についてその場で回路の方程式を導かせる演習を行う．に回路」：津吉彰（電気書院）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい描かせ，その回路についてその場で回路の方程式を導かせる演習を行う．かせ，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい場で回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常のかせる電気回路」：津吉彰（電気書院）演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

7 演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい これまでの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい内容に対し簡単な演習を行う．に対し簡単な演習を行う．し簡単な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

8 電荷保存則，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい磁束保存則による電気回路」：津吉彰（電気書院）初期条件の導出を学ぶ．の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学ぶ．

9 小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）

10 ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい逆変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい利用した回路の表現を理して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のが確実に解ける電気回路」：津吉彰（電気書院）ようにする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

11 回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解く練習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

12 演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社） ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のがとける電気回路」：津吉彰（電気書院）かどうか確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

13 微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のとしな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のいラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析による電気回路」：津吉彰（電気書院）解析法を学ばせる．また，回路の解析について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．

14 演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい 過渡解析全般に対し，演習を行う，結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．に対し簡単な演習を行う．し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．に対し簡単な演習を行う．して学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のグラフ理論を理解し，簡単な回路をを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい書くな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のど回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい過渡現を理象を実感するような演習に力をいれる．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実感するような演習に力をいれる．する電気回路」：津吉彰（電気書院）ような回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についに力を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についいれる電気回路」：津吉彰（電気書院）．

15 後期中間試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ

16 後期中間試験で確認する． 基本的な問題のおおよその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解説，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい 試験で確認する． 基本的な問題のおおよその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい見て，弱点を復習する．て学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい弱点を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

17 ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いた過渡解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いた過渡解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についし，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい熟度シラバスを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい確認する． 基本的な問題のおおよそする電気回路」：津吉彰（電気書院）ため小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実施する場合がある．する電気回路」：津吉彰（電気書院）．

18 インパルス，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についインディシャル応答を ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析による電気回路」：津吉彰（電気書院）回路」：津吉彰（電気書院）解析において学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についインパルス，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についインディシャル応答をの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい意義を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学ぶ．

19 複雑でない回路について標準状態方程式の導出ができる事を小テストならびな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の波形に対する応答の解析方法について学ぶ．に対し簡単な演習を行う．する電気回路」：津吉彰（電気書院）応答をの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解析方法を学ばせる．また，回路の解析について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．

20 電圧伝達関数を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい中心とした回路網関数を学び，演習問題を解く．とした回路」：津吉彰（電気書院）網関数を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学び，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい問題を解けるを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解く．

21 演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社） 電圧伝達関数を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい中心とした回路網関数を学び，演習問題を解く．とした回路」：津吉彰（電気書院）網関数の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についし，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

22 状態微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出方法を学ばせる．また，回路の解析について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学び，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についその復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい意義を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい知しておく必要がある．ノートは試験の持ち込み資料として認める場る電気回路」：津吉彰（電気書院）．

23 状態微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい 状態微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

24 小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社） 状態微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

25

26

27 回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定理な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のど電気回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

28 回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい カット」：森真作（コロナ社）セット」：森真作（コロナ社）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のどの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解説を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についい，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定理な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のどの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい全般に対し，演習を行う，結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい．演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう

29 交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい応用した回路の表現を理を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についする電気回路」：津吉彰（電気書院）．過去問を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい提示し，試験問題の水準を示す．し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ問題を解けるの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい水準とする．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい示し，試験問題の水準を示す．す．

30 全般に対し，演習を行う，結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい 回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のどの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のどを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい含め，全範囲の総合的な演習を行う．め，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい全範囲の総合的な演習を行う．の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい総合的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．

交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基礎ノート」：森真作（コロナ社）とフ理論を理解し，簡単な回路をェーザ法（第法を学ばせる．また，回路の解析（第2章） 第2章の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基礎ノート」：森真作（コロナ社）事ができるようにさせる．通常の項を学び，交流回路の計算を復習する．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学び，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい計算を復習する．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についする電気回路」：津吉彰（電気書院）．

交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基礎ノート」：森真作（コロナ社）とフ理論を理解し，簡単な回路をェーザ法（第法を学ばせる．また，回路の解析（第2章） 1回目ではの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい内容に対し簡単な演習を行う．の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．交流電力の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい計算を復習する．，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についベクト」：森真作（コロナ社）ル軌跡を学ぶ．を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい学ぶ．

過渡解析　微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常の（R-L回路」：津吉彰（電気書院））（第6章） R-L回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKVLから微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解く．

過渡解析　微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常の（R-C回路」：津吉彰（電気書院））（第6章） R-C回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKVLから微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解く．

微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常の（RLC回路」：津吉彰（電気書院））（第6章） RLC回路」：津吉彰（電気書院）について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についKVLから微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解く．

回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい初期条件の導出を学ぶ．の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出（第6章－4）

交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい計算を復習する．，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい基本的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい過渡応答をについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい微分方程式を導く事ができるようにさせる．通常のであらわされた回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常のき，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解ける電気回路」：津吉彰（電気書院）か小テストならびに試験で確認する． 基本的な問題のおおよそテスト」：森真作（コロナ社）で確認する． 基本的な問題のおおよそす
る電気回路」：津吉彰（電気書院）．基準とする．に達しな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のい場合は課題を解けるを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい与える．える電気回路」：津吉彰（電気書院）．

ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いた解析演習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい（第7章－1）

ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい用した回路の表現を理いた回路」：津吉彰（電気書院）解析（第7章－2）

3年までの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい電気回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい内容に対し簡単な演習を行う．，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい過渡解析全般に対し，演習を行う，結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．に対し簡単な演習を行う．し，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい試験で確認する． 基本的な問題のおおよそを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実施する場合がある．する電気回路」：津吉彰（電気書院）．

任意の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい波形に対する応答の解析方法について学ぶ．の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい応答を（第7章－2）

回路」：津吉彰（電気書院）網関数（第8章－3）

状態方程式を導く事ができるようにさせる．通常のの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい導く事ができるようにさせる．通常の出（第9章）

分布定数回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい意味，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解析方法を学ばせる．また，回路の解析，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい2端子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の対し簡単な演習を行う．回路」：津吉彰（電気書院）網について学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．（第8
章－4） 分布定数回路」：津吉彰（電気書院），交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい2端子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の対し簡単な演習を行う．回路」：津吉彰（電気書院）網の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についため，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい伝送行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい列などについて学ぶ．な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のどについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．

3年の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい電気回路」：津吉彰（電気書院）IIの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい（第5章回路」：津吉彰（電気書院）方程式を導く事ができるようにさせる．通常の） 電気回路」：津吉彰（電気書院）IIの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についう．特にカット」：森真作（コロナ社）セット」：森真作（コロナ社）方程式を導く事ができるようにさせる．通常のについて学ぶ．そのために必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の学ぶ．

電気回路」：津吉彰（電気書院）I，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についIIの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい（回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい定理）（第3章）

電気回路」：津吉彰（電気書院）I，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についIIの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい（交流回路」：津吉彰（電気書院）の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい応用した回路の表現を理）（第4章），交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい試験で確認する． 基本的な問題のおおよそ前の全般的なの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい全般に対し，演習を行う，結果に対してグラフを書くなど回路の過渡現象を実感するような演習に力をいれる．的な問題のおおよそな回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常の
復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい

備など）
考

後期中間試験で確認する． 基本的な問題のおおよそおよび後期定期試験で確認する． 基本的な問題のおおよそを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実施する場合がある．する電気回路」：津吉彰（電気書院）．
本科目ではの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい修得には，には，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい60 時間の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい授業の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい受講と 30 時間の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい事ができるようにさせる．通常の前の全般的な・事ができるようにさせる．通常の後の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい自己学習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についが必要な回路の定理，回路素子の特性を理解させ，回路の方程式を導く事ができるようにさせる．通常のである電気回路」：津吉彰（電気書院）．後期定期試験で確認する． 基本的な問題のおおよそで60点以上で，ラプラス変換を導入し，回路の微分方程式の解法を学ばせる．また，回路の解析の復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい成績は，試験を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい収めためたもの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についは，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）についそれまでの復習を行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい成績は，試験に関わらず合格とする．後期中間試験
とする電気回路」：津吉彰（電気書院）．場合により単純な回路へ，回路の簡単化ができる事を試験で確認再試験で確認する． 基本的な問題のおおよそを行うとともに，交流回路，直流回路にわたる瞬時値解析（過渡解析）につい実施する場合がある．する電気回路」：津吉彰（電気書院）場合がある電気回路」：津吉彰（電気書院）．
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電子回路Ⅰ Ⅰ (Electronic Circuit I)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

アナログ電子回路設計技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電子回路Ⅰ 設計技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電子回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回トランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回特性，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回等価回
路Ⅰ によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析方法および等価回，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回それらを活かした各種増幅回路活かした各種増幅回路かした各種増幅回路各種増幅回路Ⅰ (広帯域・電力・帰還・直流・演算増幅回路Ⅰ )の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回
解析について，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業プリントを活かした各種増幅回路参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業授業を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業本科目の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回指導にあたっては，ものづくり企業にあた各種増幅回路っては，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回もの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回づくり企業企業(パナ
ソニック(株))で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回実務経験教員である佐藤徹哉教授が，実社会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回佐藤徹哉教授が，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回実社会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますとされるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回実務的な考え方も含めて指導を行いますな考え方も含めて指導を行いますえ方も含めて指導を行います方も含めて指導を行いますめて指導にあたっては，ものづくり企業を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業います
．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回トランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作を活かした各種増幅回路説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回順方向・逆方向バイアスにおけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回
増幅動作，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回FETの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅動作が理解で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きているダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路前期中間試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レ
ポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイアス回路Ⅰ が設計で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回FET増幅回路Ⅰ におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイアス回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回種類がが
判別でき，回路を設計できるかを前期中間試験及びレポートで評価する．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業き，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回回路Ⅰ を活かした各種増幅回路設計で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路前期中間試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回小信号等価回路Ⅰ によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析が行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業え方も含めて指導を行いまするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
hパラメータの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回Yパラメータの基礎特性，作図法および等価回等価回路Ⅰ を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増
幅度シラバスが計算で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路前期定期試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】広帯域増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数特性が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
広帯域増幅回路Ⅰ において，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回帯域におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回特性，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回低域およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回
高域におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回遮断周波数が計算で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路前期定期試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評
価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】電力増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
A級およびおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回B級および電力増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回直流入力電力およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回交流出力電力が計算で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
き，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電源効率が計算できるかを後期中間試験及びレポートで評価する．が計算で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路後期中間試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
負帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回種類がが判別でき，回路を設計できるかを前期中間試験及びレポートで評価する．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業き，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回負帰還があるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ときの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバス
が計算で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路後期中間試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】直流増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
直流増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回問題点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業き，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回その基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解決方法および等価回としての基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レベルシフト回路Ⅰ 
およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回差動増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析が行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業え方も含めて指導を行いまするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路後期定期試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価
するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

【A4-E1】演算増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
演算増幅器を用いた線形・非線形応用回路の動作が理解できているかを後を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路線形・非線形応用いたトランジスタ増幅回路の増回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作が理解で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きているダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路後
期定期試験及びレびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回レポートで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

成績は，試験は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回試験85%　レポート15%　として評価するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業レポートは1通で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業も未提出があるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回とレポート点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路0点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路とするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業100点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路満
点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業60点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路以上を合格とする．を活かした各種増幅回路合格とする．とするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

オリジナルテキストとしてA4縦サイズの英文テキストを配布するサイズの英文テキストを配布するの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業テキストを活かした各種増幅回路配布するするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回

2022年度シラバス版技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英検2級および問題集(ISBN-13:‎978-4820729884)978-4820729884)公益社団法および等価回人日本工業英語協会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います (著)
2022年度シラバス版技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英検1級および問題集(ISBN-13:‎978-4820729884)978-4820729891)公益社団法および等価回人日本工業英語協会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います (著)
「エース電子回路Ⅰ 」：金田彌吉金田彌吉(著 (朝倉書店)

電気回路Ⅰ ，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 電子工学，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 電子回路Ⅰ II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

オリジナルテキストとして，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業テキストを活かした各種増幅回路配布するするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそれらをての基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそれらをんで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業理解しておくこと．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業授業はそれらを活かした各種増幅回路
参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業うの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回講義内容を各自でノートに丁寧に記録すること．レポートはを活かした各種増幅回路各自でノートに丁寧に記録すること．レポートはで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ノートに丁寧に記録すること．レポートはに記録すること．レポートはするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回こと．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業レポートはA4縦サイズの英文テキストを配布する用いたトランジスタ増幅回路の増紙に手書きとに手書きと
し，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回表紙に手書きとに出席番号氏名を記してホチキスで左上を綴じて提出すること．を活かした各種増幅回路記してホチキスで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業左上を合格とする．を活かした各種増幅回路綴じて提出すること．じて提出するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回こと．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
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授業の計画（電子回路Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電子回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回－ダイオード－

2 電子回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回－ダイオード－

3

4

5

6

7

8 中間試験 前期の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回前半で学んだ内容を試験する．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業学んだ内容を試験する．内容を各自でノートに丁寧に記録すること．レポートはを活かした各種増幅回路試験するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

9

10

11 デシベル 増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスを活かした各種増幅回路デシベルで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業表示する方法およびその利点について学ぶ．するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回方法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回その基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回利点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

12 広帯域増幅回路Ⅰ  －ダイオード－中域周波数領域－ダイオード－

13 広帯域増幅回路Ⅰ  －ダイオード－低域周波数領域－ダイオード－

14 広帯域増幅回路Ⅰ  －ダイオード－高域周波数領域－ダイオード－

15 補足と質疑応答と質疑応答 補足と質疑応答と質疑応答

16

17

18 帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回

19 各種の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回負帰還増幅回路Ⅰ 負帰還増幅回路Ⅰ にはいくつかの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回構成方法および等価回があるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ここで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回各構成回路Ⅰ におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回入出力インピーダンスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回特徴を学ぶ．を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

20

21

22

23 中間試験 後期の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回前半で学んだ内容を試験する．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業学んだ内容を試験する．内容を各自でノートに丁寧に記録すること．レポートはを活かした各種増幅回路試験するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

24 中間試験確認と直流増幅回路 －レベルシフト回路－と直流増幅回路Ⅰ  －ダイオード－レベルシフト回路Ⅰ －ダイオード－

25 直流増幅回路Ⅰ  －ダイオード－差動増幅回路Ⅰ －ダイオード－

26 演算増幅回路Ⅰ  －ダイオード－演算増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回特徴を学ぶ．－ダイオード－

27 演算増幅回路Ⅰ  －ダイオード－反転・非反転増幅回路Ⅰ －ダイオード－

28 演算増幅回路Ⅰ  －ダイオード－線形・非形応用いたトランジスタ増幅回路の増回路Ⅰ －ダイオード－

29 演算増幅回路Ⅰ  －ダイオード－アクティブフィルタの基礎特性，作図法および等価回－ダイオード－ オペアンプを活かした各種増幅回路利用いたトランジスタ増幅回路の増した各種増幅回路非線形応用いたトランジスタ増幅回路の増回路Ⅰ として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回アクティブフィルタの基礎特性，作図法および等価回について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

30 補足と質疑応答と質疑応答 補足と質疑応答と質疑応答

ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回アナログ電子回路設計技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電子回路Ⅰ におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回非線形素子の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基本素子で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業pn接合ダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回順方向およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回逆方向バイアスにお
けるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回エミッタの基礎特性，作図法および等価回，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ベース，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回コレクタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回3つの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回端子を活かした各種増幅回路持つ電流増幅素子である．このバイポーラトランジスタつ電流増幅素子で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業この基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回
の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基本構造を説明し，基本増幅回路について学ぶ．を活かした各種増幅回路説明できる．し，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基本増幅回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

電子回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－FET－ダイオード－ 電界効果トランジスタトランジスタの基礎特性，作図法および等価回FETは電圧増幅素子で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業この基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回FETの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作を活かした各種増幅回路説明できる．し，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基本増幅回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－バイアス回路Ⅰ 1－ダイオード－ トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回回路Ⅰ に直流バイアスを活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業うことで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業動作を活かした各種増幅回路最適に行う．バイポーラトランジスタを利用した増幅回路のバに行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回を活かした各種増幅回路利用いたトランジスタ増幅回路の増した各種増幅回路増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バ
イアス回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－バイアス回路Ⅰ 2－ダイオード－ 前回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイアス回路Ⅰ に引き続き，き続き，き，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回FETを活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回バイアス回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－作図法および等価回によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析1－ダイオード－ トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析に必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますな，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回直流およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回交流負荷線と動作点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路についての基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解説を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業い，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回作図によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析方
法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－作図法および等価回によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析2－ダイオード－ FET増幅回路Ⅰ を活かした各種増幅回路作図法および等価回によって解析するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－小信号等価回路Ⅰ  1－ダイオード－ バイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスを活かした各種増幅回路hパラメータの基礎特性，作図法および等価回によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回小信号等価回路Ⅰ を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いて解析するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回 －ダイオード－小信号等価回路Ⅰ  2－ダイオード－ FET増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスを活かした各種増幅回路Yパラメータの基礎特性，作図法および等価回によるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回小信号等価回路Ⅰ を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いて解析するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

CR結合トランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅回路Ⅰ を活かした各種増幅回路説明できる．し，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回信号の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数が中域領域におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回2段増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスを活かした各種増幅回路求める方法を学ぶ．めるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回方法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

信号の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数が低域領域におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回2段増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回計算およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回低域遮断周波数の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回計算方法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

信号の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数が高域領域におけるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回2段増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回増幅度シラバスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回計算およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回高域遮断周波数の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回計算方法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

電力増幅回路Ⅰ  －ダイオード－A級および電力増幅回路Ⅰ －ダイオード－ A級および電力増幅回路Ⅰ は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路交流負荷線の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回中心に設定した電力増幅回路である．に設定した各種増幅回路電力増幅回路Ⅰ で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業A級および電力増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路作図法および等価回から
求める方法を学ぶ．め，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電力効率が計算できるかを後期中間試験及びレポートで評価する．を活かした各種増幅回路求める方法を学ぶ．めるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回方法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

電力増幅回路Ⅰ  －ダイオード－B級および電力増幅回路Ⅰ  －ダイオード－
B級および電力増幅回路Ⅰ は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路交流負荷線の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回原点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路に設定した各種増幅回路電力増幅回路Ⅰ で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業B級および電力増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回動作点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路作図法および等価回から
求める方法を学ぶ．め，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電力効率が計算できるかを後期中間試験及びレポートで評価する．を活かした各種増幅回路求める方法を学ぶ．めるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回方法および等価回を活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

出力信号の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回一部あるいは全部を入力に戻して増幅する回路を帰還増幅回路という．ここでは，帰還の基礎および利点についてあるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回いは全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそれらを部あるいは全部を入力に戻して増幅する回路を帰還増幅回路という．ここでは，帰還の基礎および利点についてを活かした各種増幅回路入力に戻して増幅する回路を帰還増幅回路という．ここでは，帰還の基礎および利点についてして増幅するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回回路Ⅰ を活かした各種増幅回路帰還増幅回路Ⅰ という．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ここで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回帰還の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回利点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路について
学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

帰還増幅回路Ⅰ 1 実際の帰還増幅回路としてバイポーラトランジスタを用いた負帰還増幅回路の解析を行い，負帰還の有無によって増幅度およの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回帰還増幅回路Ⅰ としてバイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路負帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業い，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回負帰還の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回有無によって増幅度およによって増幅度シラバスおよ
びトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数特性がどの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ように異なるかを学ぶ．なるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

帰還増幅回路Ⅰ 2
実際の帰還増幅回路としてバイポーラトランジスタを用いた負帰還増幅回路の解析を行い，負帰還の有無によって増幅度およの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回帰還増幅回路Ⅰ としてバイポーラトランジスタの基礎特性，作図法および等価回を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路負帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業い，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回負帰還の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回有無によって増幅度およによって増幅度シラバスおよ
びトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数特性がどの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ように異なるかを学ぶ．なるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

帰還増幅回路Ⅰ 3 実際の帰還増幅回路としてバイポーラトランジスタを用いた負帰還増幅回路の解析を行い，負帰還の有無によって増幅度およの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回帰還増幅回路Ⅰ としてFETを活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路負帰還増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析を活かした各種増幅回路行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業い，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回負帰還の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回有無によって増幅度およによって増幅度シラバスおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回周波数特性がど
の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ように異なるかを学ぶ．なるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回かを活かした各種増幅回路学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

試験の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回返却・解答・確認と直流増幅回路 －レベルシフト回路－の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回後，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回直流増幅回路Ⅰ は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回直流信号を活かした各種増幅回路増幅するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ことがで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ここで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回直流増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回問題点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路説明できる．し，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解
決方法および等価回としてダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回やトランジスタを用いたレベルシフト回路について学ぶ．トランジスタの基礎特性，作図法および等価回を活かした各種増幅回路用いたトランジスタ増幅回路の増いた各種増幅回路レベルシフト回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

直流増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回種類がとして，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回差動増幅回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業差動増幅回路Ⅰ には，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回差動利得と同相利得があり，この違いに重点をおと同相利得と同相利得があり，この違いに重点をおがあり企業，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回この基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回違いに重点をおいに重点が把握でき，その解決方法としてのレベルシフト回路を活かした各種増幅回路お
いて学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

演算増幅回路Ⅰ オペアンプは，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回アナログ電子回路設計技術として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回ICの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回一つで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ここで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業は，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回オペアンプの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回特性として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回同相信号除去比，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回スルーレート，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回オフセ
ット，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回位相補償について学ぶ．について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

オペアンプを活かした各種増幅回路利用いたトランジスタ増幅回路の増した各種増幅回路基本演算回路Ⅰ として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回反転およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回非反転増幅回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回閉ループ利得および入出力インピーダンスの解析にループ利得と同相利得があり，この違いに重点をおおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回入出力インピーダンスの基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回解析に
ついて学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

オペアンプを活かした各種増幅回路利用いたトランジスタ増幅回路の増した各種増幅回路線形応用いたトランジスタ増幅回路の増回路Ⅰ として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回加算，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回減算，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回微分，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回積分回路Ⅰ の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回構成と動作について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業また各種増幅回路，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回非線形応用いたトランジスタ増幅回路の増回路Ⅰ 
として，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回対数およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回逆対数回路Ⅰ について学ぶ．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業

備など）
考

前期，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回後期ともに中間試験およびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回定期試験を活かした各種増幅回路実施する．するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業
本科目の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回修得と同相利得があり，この違いに重点をおには，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回60 時間の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回授業の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回受講と 30 時間の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回事前・事後の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回自でノートに丁寧に記録すること．レポートは己学習が必要である．試験問題も英文で出題するが，専門用語，専門表現は必要に応じて英語だけでなくが必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業試験問題も英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業出題するダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回が，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回専門用いたトランジスタ増幅回路の増語，電子回路の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回専門表現は必要に応じて英語だけでなくは必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行いますに応じて英語だ内容を試験する．けで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業なく
日本語で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回理解も問うことがあるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業日本語で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回理解を活かした各種増幅回路問う問題は電験2種・3種『理論』の電子回路問題程度とする．【実務経験者担当科目】の基礎となるダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回電子回路Ⅰ 問題程度シラバスとするダイオードおよびトランジスタの基礎特性，作図法および等価回．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．前期中間試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．

3

4 ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．

5 各種安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．後期中間試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．

6 根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．レポート及び後期定期試験で評価する．及び後期定期試験で評価する．び後期定期試験で評価する．後期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「基礎制御工学」：近藤文治編，前田和夫・岩貞継夫・坪根治広共著（森北出版）

参考書 「詳解 制御工学演習」：明石一，今井弘之 共著 （共立出版）

関連科目 応用数学，電気回路，電気機器

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を前期中間試験で評価する．シラバス

制御工学 (Control Engineering)

道平 雅一 教授, 茂木 進一 教授, 南 政孝 准教授

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

フィード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．バック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理相互間の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．明ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理かに関する理解度を前期中間試験で評価する．し，古典制御理論の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理体系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．理
解させる理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】与えられた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理状態方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることを前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめ，伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．こと
がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

状態方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数が求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．かを前期中間試験で評価する．前期中間試験で評価する．で評価する．評価する．す
る理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．が示せ，これらから制御系の特徴を理せ，これら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．理
解する理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．簡略化することができる．する理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理時間応答を理解し，その特徴が理解できる．を前期中間試験で評価する．理解し，その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理が理解で評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．
時間応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，減衰係数に関する理解度を前期中間試験で評価する．よる理解度を前期中間試験で評価する．2
次遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理時間応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理いに関する理解度を前期中間試験で評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理を前期中間試験で評価する．与えられた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，レポート及び後期定期試験で評価する．を前期中間試験で評価する．提出させその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理
解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めくことがで評価する．き，周波数応答を理解し，その特徴が理解できる．やゲイン余裕等を求め余裕等を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめ
る理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】各種安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理いを前期中間試験で評価する．理解し，制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

【A4-E3】根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．を前期中間試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めくことがで評価する．き，最適なゲインを決定することができる．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求めを前期中間試験で評価する．決定する理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．
また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，補償法に関する理解度を後期中間試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．よる理解度を前期中間試験で評価する．効果を定量的に評価できる．を前期中間試験で評価する．定量的に関する理解度を前期中間試験で評価する．評価する．で評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

成績は，試験は，試験で評価する．85%　レポート及び後期定期試験で評価する．15%　として評価する．中間，定期試験の評価する．する理解度を前期中間試験で評価する．．中間，定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理4回の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理平均のの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理85%（85点）とレポート及び後期定期試験で評価する．15点の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合計
100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を前期中間試験で評価する．合格とする．とする理解度を前期中間試験で評価する．．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

3年まで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理電気回路や物理，微分積分な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理知識を必要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知を前期中間試験で評価する．必要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知とする理解度を前期中間試験で評価する．場合がある理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．復習して評価する．中間，定期試験のおくこと．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，ラプラス変換の知の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理知
識を必要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知は重要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知で評価する．ある理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．しっかりと修得しておくこと．して評価する．中間，定期試験のおくこと．
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授業の計画（制御工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理概要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知 制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理古典制御理論と現代制御理論の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理体系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，専門学科を前期中間試験で評価する．問わず適用される制御工学の特徴を理解する．わず適用される制御工学の特徴を理解する．適なゲインを決定することができる．用される理解度を前期中間試験で評価する．制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．．

2 ラプラス変換の知

3 一次遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

4 複数の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．が接続された場合においても，全体の伝達関数を求めることができる．された条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること場合に関する理解度を前期中間試験で評価する．おいて評価する．中間，定期試験のも，全体の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

5 与えられた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，状態方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることを前期中間試験で評価する．た条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることて評価する．中間，定期試験の伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

6 ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する． ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．理解し，伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

7 ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成 各要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．毎に示されているブロック線図を簡略化させ，全体の伝達関数を求めることができる．に関する理解度を前期中間試験で評価する．示せ，これらから制御系の特徴を理されて評価する．中間，定期試験のいる理解度を前期中間試験で評価する．ブロック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．簡略化することができる．させ，全体の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

8 中間試験で評価する．

9 中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．と解説 中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．と解説を前期中間試験で評価する．行う．う．

10

11

12 周波数領域における応答に関する理解度を前期中間試験で評価する．おける理解度を前期中間試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる． 周波数伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明し，例題を与え，レポートを提出させその理を前期中間試験で評価する．示せ，これらから制御系の特徴を理しな一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理がら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数と周波数伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理関する理解度を前期中間試験で評価する．連について理解させる．に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の理解させる理解度を前期中間試験で評価する．．

13 ベク線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．ト及び後期定期試験で評価する．ル軌跡軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する． 周波数伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ベク線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．ト及び後期定期試験で評価する．ル軌跡軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．を前期中間試験で評価する．書くことができる．くことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

14 ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．

15 ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成

16 定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．と解説 定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．と解説を前期中間試験で評価する．行う．う．

17 不安定現象と特性方程式，ラウスの安定判別と特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めること，ラウスの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別

18 フル軌跡ビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別 フル軌跡ビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．とその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理フル軌跡ビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．で評価する．安定判別がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

19 ナイキスト及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．とその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ナイキスト及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．で評価する．安定判別がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

20

21 ゲイン余裕等を求め余裕と位相余裕

22 制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と定常偏差 フィード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．バック線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理偏差に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明する理解度を前期中間試験で評価する．．これら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．とともに関する理解度を前期中間試験で評価する．オフセット及び後期定期試験で評価する．や定常速度を前期中間試験で評価する．偏差を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

23 中間試験で評価する．

24 中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．・解説 中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．・解説を前期中間試験で評価する．行う．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理う．
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26 共振値と共振周波数，複素平面上における減衰係数の安定領域について説明する．と共振周波数，複素の伝達関数を求めることができる．平面上を合格とする．に関する理解度を前期中間試験で評価する．おける理解度を前期中間試験で評価する．減衰係数の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定領域における応答に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明する理解度を前期中間試験で評価する．．

27 制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．と評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．数，制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計とその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本量

28

29 描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めいた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることに関する理解度を前期中間試験で評価する．適なゲインを決定することができる．合する理解度を前期中間試験で評価する．最適なゲインを決定することができる．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求めを前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理法に関する理解度を後期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．

30 直列補償

伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数は，ラプラス変換の知された条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること関する理解度を前期中間試験で評価する．数で評価する．議論される理解度を前期中間試験で評価する．ことの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理メリット及び後期定期試験で評価する．等を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，微分方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めること等で評価する．与えられた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れる理解度を前期中間試験で評価する．状態方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることを前期中間試験で評価する．ラ
プラス変換の知し伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

基本的要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．と伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数1

基本的要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．と伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数2

基本的要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．と伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数3

1回目からから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理7回目からまで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理範囲の試験を行う．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．を前期中間試験で評価する．行う．う．

時間領域における応答に関する理解度を前期中間試験で評価する．おける理解度を前期中間試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．1 制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を前期中間試験で評価する．は，時間応答を理解し，その特徴が理解できる．と周波数応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理2つがある理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，2次遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理時間応答を理解し，その特徴が理解できる．波形と伝達関数にどのようと伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数に関する理解度を前期中間試験で評価する．どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理よう
な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理関する理解度を前期中間試験で評価する．係がある理解度を前期中間試験で評価する．かを前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．とともに関する理解度を前期中間試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．時間の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理定義に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験のも理解する理解度を前期中間試験で評価する．．

時間領域における応答に関する理解度を前期中間試験で評価する．おける理解度を前期中間試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．2 2次遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．逆ラプラス変換することにより時間応答の式を導出できる．ラプラス変換の知する理解度を前期中間試験で評価する．ことに関する理解度を前期中間試験で評価する．より時間応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理式を求め，伝達関数を求めることを前期中間試験で評価する．導出で評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明する理解度を前期中間試験で評価する．．また条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること，1次遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理や1次進み系などの基本的な要素のボード線図を書くことができる．系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知素の伝達関数を求めることができる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．書くことができる．くことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

複数の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．が合成で評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．とともに関する理解度を前期中間試験で評価する．，合成された条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．
求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理パラメータの設定等においては，不安定な状態を招くことがあること，特性方程式から不安定状態をある程度推察できの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設定等に関する理解度を前期中間試験で評価する．おいて評価する．中間，定期試験のは，不安定な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理状態を前期中間試験で評価する．招くことがあること，特性方程式から不安定状態をある程度推察できくことがある理解度を前期中間試験で評価する．こと，特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理不安定状態を前期中間試験で評価する．ある理解度を前期中間試験で評価する．程度を前期中間試験で評価する．推察できで評価する．き
る理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．ラウスの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．とその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を求め，伝達関数を求めることから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ラウスの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法に関する理解度を後期中間試験で評価する．で評価する．安定判別がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

ナイキスト及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別1

ナイキスト及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別2 ナイキスト及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別で評価する．は，ゲイン余裕等を求め余裕が求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．実際に安定判別と同時にゲイン余裕を求めることに関する理解度を前期中間試験で評価する．安定判別と同時に関する理解度を前期中間試験で評価する．ゲイン余裕等を求め余裕を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．こと
がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．．

ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理も安定判別がで評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．ボード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．線図に関する理解度を前期中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．用いて評価する．中間，定期試験の安定判別で評価する．き，ゲイン余裕等を求め余裕，位相余裕を前期中間試験で評価する．求め，伝達関数を求めることめる理解度を前期中間試験で評価する．ことがで評価する．き
る理解度を前期中間試験で評価する．．

16回から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理22回まで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理範囲の試験を行う．に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の中間試験で評価する．を前期中間試験で評価する．行う．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理う．

過渡特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．1
定常特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理以外にも過渡特性の評価が必要であることを説明する．行き過ぎ時間などがどのような数値になっているべきかを理解に関する理解度を前期中間試験で評価する．も過渡特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．が必要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知で評価する．ある理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．行う．き過ぎ時間などがどのような数値になっているべきかを理解時間な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どがどの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ような一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理数値と共振周波数，複素平面上における減衰係数の安定領域について説明する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理って評価する．中間，定期試験のいる理解度を前期中間試験で評価する．べきかを前期中間試験で評価する．理解
させる理解度を前期中間試験で評価する．．

過渡特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．2

制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．は評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．数と呼ばれるものがあることを説明する．様々な評価関数を知り，それらの特徴を理解する．速応性や安ばれる理解度を前期中間試験で評価する．もの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理がある理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．様々な評価関数を知り，それらの特徴を理解する．速応性や安な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．関する理解度を前期中間試験で評価する．数を前期中間試験で評価する．知り，それら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴を理を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．．速応性を明らかにし，古典制御理論の体系を理や安
定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理はト及び後期定期試験で評価する．レード線図に関する理解度を前期定期試験で評価する．オフの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理関する理解度を前期中間試験で評価する．係に関する理解度を前期中間試験で評価する．ある理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明し，この基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理両立の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理重要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知性を明らかにし，古典制御理論の体系を理に関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明する理解度を前期中間試験で評価する．．速応性を明らかにし，古典制御理論の体系を理や安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．決定する理解度を前期中間試験で評価する．パラメータの設定等においては，不安定な状態を招くことがあること，特性方程式から不安定状態をある程度推察できを前期中間試験で評価する．理
解し，その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設定数値と共振周波数，複素平面上における減衰係数の安定領域について説明する．を前期中間試験で評価する．理解する理解度を前期中間試験で評価する．．

根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．法に関する理解度を後期中間試験で評価する．1 ゲイン余裕等を求めKの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理決定方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理法に関する理解度を後期中間試験で評価する．に関する理解度を前期中間試験で評価する．根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．がある理解度を前期中間試験で評価する．ことを前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．与えられた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めることえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から状態方程式を求め，伝達関数を求めること伝達関する理解度を前期中間試験で評価する．数から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理書くことができる．き方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を前期中間試験で評価する．説明する理解度を前期中間試験で評価する．．

根軌跡に関する理解度をレポート及び後期定期試験で評価する．法に関する理解度を後期中間試験で評価する．2

位相進み系などの基本的な要素のボード線図を書くことができる．補償や位相遅れ系の時間応答の違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理れ補償な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どに関する理解度を前期中間試験で評価する．ついて評価する．中間，定期試験の説明する理解度を前期中間試験で評価する．．位相補償に関する理解度を前期中間試験で評価する．よって評価する．中間，定期試験のどの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ような一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理効果を定量的に評価できる．が得しておくこと．ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れる理解度を前期中間試験で評価する．かを前期中間試験で評価する．定量的に関する理解度を前期中間試験で評価する．評価する．で評価する．きる理解度を前期中間試験で評価する．こと
を前期中間試験で評価する．理解させる理解度を前期中間試験で評価する．．

備など）
考

前期，後期ともに関する理解度を前期中間試験で評価する．中間試験で評価する．および後期定期試験で評価する．定期試験で評価する．を前期中間試験で評価する．実施する．する理解度を前期中間試験で評価する．．
本科目からの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理修得しておくこと．に関する理解度を前期中間試験で評価する．は，60 時間の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理授業の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理受講と 30 時間の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理事前・事後の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理自己学習が必要とする場合があるので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知で評価する．ある理解度を前期中間試験で評価する．．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(20%), A3(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「数値計算」高橋大輔著（岩波書店）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

数値解析 (Numerical Analysis)

[前期] 酒井 昌彦 准教授, [後期] 阪下 和弘 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

情報技術の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でによりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でにコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でを活用できる時代となった．電気工学の分野で活用できる時代となった．電気工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で時代となった．電気工学の分野でとなった．電気工学の分野で電気工学の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がやシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がへの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がなどに数値解析が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がに利用できる時代となった．電気工学の分野でされ，数学的思考法による深い洞察が数学的思考法による深い洞察がによる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で深い洞察がい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で洞察がが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
得られることが多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技られる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野でこの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で講義で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野では各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が電気工学におい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技に対する数値解析の基本的な手法と技する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値解析の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で基本的な手法による深い洞察がと技
術の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で習得られることが多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技を活用できる時代となった．電気工学の分野で目的として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野でなお本講義は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が担当教員の企業における数値解析を活用した研究開発経験を踏まえて教授すの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で企業における分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値解析を活用できる時代となった．電気工学の分野で活用できる時代となった．電気工学の分野でした研究開発経験を活用できる時代となった．電気工学の分野で踏まえて教授すまえて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技教授す
る分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A2】数値を活用できる時代となった．電気工学の分野で2進数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．す方法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
数値を活用できる時代となった．電気工学の分野で2進数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．す方法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野でレポ
ートと前期中間試験でと前期中間試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】1変数方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
1変数方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野で，数学的思考法による深い洞察がレポートと前期中間試験でと前期中間試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的な補間法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が合成法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的な補間法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が合成法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野で前期中間試験と前期定期
試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的積分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的積分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野で後期中間試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合
格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的微分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的微分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野で後期中間試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合
格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野でレポートと前期中間試験でと後期中間試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

【A3】連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でことを活用できる時代となった．電気工学の分野でレポートと前期中間試験でと後期定期試験で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

成績は，試験は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が試験80%　レポートと前期中間試験で20%　として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で試験成績は，試験は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が前期・後期それぞれの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で中間試験・定期試験の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で計4回のの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で
平均点とする．試験成績とする分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で試験成績は，試験80点とする．試験成績とレポートと前期中間試験で評価点とする．試験成績20点とする．試験成績の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で100点とする．試験成績満点とする．試験成績に対する数値解析の基本的な手法と技して重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技60点とする．試験成績以上を活用できる時代となった．電気工学の分野で合格として評価する．とする分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

「数値計算法による深い洞察が入門」松田忠重著（三恵社）
「数値計算の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で常識」伊理正夫著（共立出版）
「Scilabで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で学ぶわかりやシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がすい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値計算法による深い洞察が」川田昌克著（森北出版）

数学I，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が情報基礎，数学的思考法による深い洞察が情報処理I，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が電気数学，数学的思考法による深い洞察が応用できる時代となった．電気工学の分野で数学，数学的思考法による深い洞察が電気回の路I，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が III，数学的思考法による深い洞察が電気磁気学I，数学的思考法による深い洞察が II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

数学I，数学的思考法による深い洞察がIIの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で理解が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で前提である．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
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授業の計画（数値解析）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 数値解析への著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で案内

2

3 演習

4 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で推定（ラグランジュ補間） 多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技項式の数値的解法を説明できる．による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で補間法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でラグランジュ補間につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

5 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で推定（スプライン補間） 多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技項式の数値的解法を説明できる．による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で補間法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でスプライン補間につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

6 演習

7 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で推定（最小二乗法による深い洞察が） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．データを活用できる時代となった．電気工学の分野でから近似曲線の推定（ラグランジュ補間）を活用できる時代となった．電気工学の分野で推定する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で最小ニ乗法について学習する．乗法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

8 中間試験

9 試験返却 中間試験の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で返却と解説．電気工学の分野で

10 演習 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で推定（最小二乗法による深い洞察が）につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

11 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で合成（テイラー級数） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた関数を活用できる時代となった．電気工学の分野でテイラー級数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

12 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で合成（フーリエ級数）級数） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた関数を活用できる時代となった．電気工学の分野でフーリエ級数）級数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

13 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で合成（離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．フーリエ級数）変換，数学的思考法による深い洞察が複素フーリエ級数）フーリエ級数）級数）

14 演習

15 数値積分法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で台形則，数学的思考法による深い洞察がシンプソン則につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

16 差分法による深い洞察がおよび微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でオイラー法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

17 微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でホイン法による深い洞察がとルンゲ・クッタを活用できる時代となった．電気工学の分野で法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

18 演習

19 偏微分方程式の数値的解法を説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で拡散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

20 偏微分方程式の数値的解法を説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で波動方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

21 演習

22 課題に対する数値解析の基本的な手法と技による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で復習

23 中間試験

24 試験返却 中間試験の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で返却と解説を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で，数学的思考法による深い洞察が演習課題に対する数値解析の基本的な手法と技につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で補足を行う．を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

25

26

27 演習

28

29 演習

30 課題に対する数値解析の基本的な手法と技による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で復習

シラバスに基づい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技1年間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で授業計画を説明する．また，アルゴリズム，プログラム，計算量，数値表現，有効数字，丸め誤差，打ち切を活用できる時代となった．電気工学の分野で説明できる．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野でまた，数学的思考法による深い洞察がアルゴリズムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がプログラムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が計算量，数学的思考法による深い洞察が数値表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．現，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が打ち切ち切切
り誤差につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で根（2分法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がニ乗法について学習する．ュートと前期中間試験でン法による深い洞察が） 方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で2分法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がニ乗法について学習する．ュートと前期中間試験でン法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

2回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

4回の目，数学的思考法による深い洞察が5回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

1回の目から6回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．に関する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で試験を活用できる時代となった．電気工学の分野で実施する．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．データを活用できる時代となった．電気工学の分野でに対する数値解析の基本的な手法と技して重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．フーリエ級数）変換，数学的思考法による深い洞察が複素フーリエ級数）フーリエ級数）級数を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技近似関数を活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習
する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で

12回の目，数学的思考法による深い洞察が13回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

数値積分（台形則，数学的思考法による深い洞察がシンプソン則)

常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察が(1)

常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察が(2)

16回の目，数学的思考法による深い洞察が17回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

偏微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察が(1)

偏微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で数値的解法による深い洞察が(2)

19回の目，数学的思考法による深い洞察が20回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

15から21回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で課題に対する数値解析の基本的な手法と技および微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．復習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

15回の目から21回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．に関する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で試験を活用できる時代となった．電気工学の分野で実施する．．電気工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察が（ガウスの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で消去法による深い洞察が） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でガウスの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で消去法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察が（LU分解） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で効率的な解法による深い洞察がに用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でられる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でLU分解の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で手法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

25回の目，数学的思考法による深い洞察が26回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察が（反復法による深い洞察が） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で反復法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

28回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電気工学の分野で用できる時代となった．電気工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

25回の目から29回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で課題に対する数値解析の基本的な手法と技および微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．復習を活用できる時代となった．電気工学の分野で行う．う．電気工学の分野で

備など）
考

前期，数学的思考法による深い洞察が後期ともに中間試験および微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．定期試験を活用できる時代となった．電気工学の分野で実施する．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
本科目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で修得られることが多い．この講義では，電気工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技には各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が60 時間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で授業の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で受講と 30 時間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で事前・事後の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で自己学習が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で必要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電気工学の分野で．電気工学の分野で
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気機器Ⅰ Ⅰ (Electrical Machinery I)

電気工学科・4年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気機器Ⅰ では，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学変換を行なっている．そのために，電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学行なっている．そのために，電気磁気学なっている．その変換を行なっている．そのために，電気磁気学ために，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気磁気学
の変換を行なっている．そのために，電気磁気学知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得であり，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得めに電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得の変換を行なっている．そのために，電気磁気学性質について説明する．これらの習得について説明する．これらの習得する．これらの変換を行なっている．そのために，電気磁気学習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得得
した知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学基にして，電気機器のうちの静止器であり電圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特にして，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学うちの変換を行なっている．そのために，電気磁気学静止器Ⅰ であり電圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特させること機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得できる変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ について説明する．これらの習得し，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理や特や特特
性などを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理や特解するする.

【A4-E4】電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理や特を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学説明する．これらの習得するために必要な電気，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学磁気および
回転機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学系の計算問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学計算問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するける．

フレミングの左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解および右手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ファラデーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則などを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理や特解する
できているか，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期中間試験およびレポートでおよびレポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでで60%以上正解するを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して評
価する．する．

【A4-E4】変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理や特を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理や特解するし説明する．これらの習得できる．また，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得による特
性計算や特ベクトでル図が作図できる．が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得作図が作図できる．できる．

変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理や特，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得による特性計算，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学負荷を接続した場合のベクトを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学接続した場合のベクトした場合の変換を行なっている．そのために，電気磁気学ベクトで
ル図が作図できる．が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得作図が作図できる．できるか，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期定期試験およびレポートでおよびレポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでで60%以上正解するを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学
して評価する．する．

成績は，試験は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで75%　レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トで25%　と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して評価する．する．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで成績は，試験は前期中間試験およびレポートでと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期定期試験およびレポートでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学平均点とすと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学す
る．100点とす満点とすで60点とす以上を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学する．レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学課題を解ける．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学授業中に渡された課題および板書を書き写したされた課題を解ける．および板書を書き写したを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学書を書き写したき写したした
ノーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学提出を指す．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学指す．す．

OHM大学テキストで「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅰ 学」：白井康之白井康之[編著]（オーム社）オーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ム社）社）

「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅰ 学」：白井康之難波江彰ほか著（電気学会）ほか著（オーム社）電気学会）
「電気機器学」：白井康之実用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気機器Ⅰ 学」：白井康之森安正司著(森北出を指す．版）
「電気機器学」：白井康之電気機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学工学」：白井康之天野寛徳，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学常広譲著(電気学会）
「電気機器学」：白井康之エレクトでリックマシーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ン＆パワーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エレクトでロニクス [第2版]」：白井康之エレクトでリックマシーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ン＆パワーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エレクトでロニクス編集委員会著（オーム社）森北出を指す．版）

電気磁気学I(3年)，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気回路の性質について説明する．これらの習得I(2年)，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気回路の性質について説明する．これらの習得II(3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気機器Ⅰ は電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学うちの変換を行なっている．そのために，電気磁気学磁気分野と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気回路の性質について説明する．これらの習得に特に関連が深いので，よく理解しておくことが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得深いので，よく理解しておくこといの変換を行なっている．そのために，電気磁気学で，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学よく理解しておくこと理や特解するしておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学.電気機器Ⅰ IIおよびIII
では電気機器Ⅰ Iの変換を行なっている．そのために，電気磁気学知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得必要と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学なるため，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学4年で学んだこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理や特解するし修得しておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学.
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授業の計画（電気機器Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学歴史，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学回転機と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学静止器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学分類，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学系の計算問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気系の計算問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学関係について説明する．について説明する．これらの習得する．

2 電磁気に関する各種法則について説明する．これらの習得する．

3 アンペアの変換を行なっている．そのために，電気磁気学周回積分，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学作用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学点とす，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および静電機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学違いについて説明する．いについて説明する．これらの習得する．

4 演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．について解する説する．したが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得い，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前に演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するいておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学．

5 磁気回路の性質について説明する．これらの習得に関する法則と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学磁性材料の特性について説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学特性について説明する．これらの習得する．

6 磁気回路の性質について説明する．これらの習得におけるエネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および電磁力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学発生原理や特について説明する．これらの習得する．

7 電磁エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変換を行なっている．そのために，電気磁気学について説明する．これらの習得し，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．について解する説する．したが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得い，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前に演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するいておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学．

8 中間試験およびレポートで

9 中間試験およびレポートでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説および変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学必要性と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学構造について説明する．について説明する．これらの習得する．

10 理や特想的な変圧器の原理，および実際の変圧器で生じる漏れ磁束について説明する．な変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学原理や特，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および実際の変圧器で生じる漏れ磁束について説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ で生じる漏れ磁束について説明する．れ磁束について説明する．について説明する．これらの習得する．

11 磁束について説明する．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学作るための変換を行なっている．そのために，電気磁気学励磁電流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学その変換を行なっている．そのために，電気磁気学回路の性質について説明する．これらの習得，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学それに基にして，電気機器のうちの静止器であり電圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特づいたフェーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ザ図，および特性式について説明する．図が作図できる．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および特性式について説明する．について説明する．これらの習得する．

12

13 変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学電圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特変動率や効率，および三相変圧器，三巻線変圧器，単巻変圧器について説明する．や特効率や効率，および三相変圧器，三巻線変圧器，単巻変圧器について説明する．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および三相変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ ，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学三巻線変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ ，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学単巻変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ について説明する．これらの習得する．

14 並行なっている．そのために，電気磁気学運転法，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学タップ切換え変圧器，および変成器について説明する．切換を行なっている．そのために，電気磁気学え変圧器，および変成器について説明する．変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ ，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および変成器Ⅰ について説明する．これらの習得する．

15 演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．について解する説する．したが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得い，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前に演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するいておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学．
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[1.1]電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学歴史，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[1.2]電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学分類，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および[1.3]機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学系の計算問題を解ける．・電
気系の計算問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学

[1.4]電磁力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学誘導の法則などを理解起電力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[1.5]ローと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学レンツ力，および力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および[1.6]ファラデーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学
電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則

[1.7]アンペアの変換を行なっている．そのために，電気磁気学周回積分の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[1.8]電磁力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学作用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学点とす，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および[1.9]
静電機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学

第1章の演習問題の解説の変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説

[2.1]磁気回路の性質について説明する．これらの習得および[2.2]磁性材料の特性について説明する．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学特性

[2.3]磁気回路の性質について説明する．これらの習得におけるエネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および[2.4]磁気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁
力の作用点，および静電機械と電磁機械の違いについて説明する．

[2.5]電磁エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変換を行なっている．そのために，電気磁気学，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および第2章の演習問題の解説の変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説

中間試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学実施するする.

中間試験およびレポートでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[3.1]変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学必要性および[3.2]変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学構造について説明する．

[3.3]理や特想変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ および[3.4]漏れ磁束について説明する．れインピーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ダンス

[3.5]励磁電流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学励磁回路の性質について説明する．これらの習得，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[3.6]等価する．回路の性質について説明する．これらの習得と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学フェーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ザ図，および特性式について説明する．図が作図できる．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および[3.7]特
性式について説明する．

[3.8]リアクトでルの変換を行なっている．そのために，電気磁気学線形表現，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[3.9]等価する．回路の性質について説明する．これらの習得定数の決定，および第の変換を行なっている．そのために，電気磁気学決定，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および第3章の演習問題の解説
の変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説

リアクトでルを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学線形表現する方法，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得定数の決定，および第を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学決定するための変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで方法について説明する．これらの習得し，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．について解する説する．したが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得い
，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前に演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するいておく理解しておくことこと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学．

[4.1]変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学特性および[4.2]変圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特器Ⅰ 結線

[4.3]並行なっている．そのために，電気磁気学運転，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[4.4]電圧を昇降させることができる変圧器について説明し，動作原理や特調整，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学[4.5]計器Ⅰ 用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変成器Ⅰ および[4.6]突入電
流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．

第4章の演習問題の解説の変換を行なっている．そのために，電気磁気学演習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説

備など）
考

前期中間試験およびレポートでおよび前期定期試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学実施するする．
本科目の修得には，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学修得には，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学30 時間の変換を行なっている．そのために，電気磁気学授業の変換を行なっている．そのために，電気磁気学受講と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学 15 時間の変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前・事後の自己学習が必要である．なお，試験単体の平均点が例年と比べて著しく低い場合は，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学自己学習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得必要である．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで単体の平均点が例年と比べて著しく低い場合は，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学平均点とすが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得例年と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学比べて著しく低い場合は，べて著しく理解しておくこと低い場合は，い場合は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学60点とす満点とすの変換を行なっている．そのために，電気磁気学再試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学
実施するする場合が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得ある．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気機器Ⅱ Ⅱ (Electrical Machinery II)

電気工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

機械エネルギーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法エネルギーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法電気エネルギーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法説明し，特性・運転方法・速度制御法し，特性・運転方法・速度制御法特性・運転方法・速度シラバス制御法
などを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するする誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.

【A4-E4】三相及び単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる単相誘導電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するし説明し，特性・運転方法・速度制御法できる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.ま た
，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法よる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性計算や速度制御法の説明ができるや構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法速度シラバス制御法の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法説明し，特性・運転方法・速度制御法ができる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.

三相及び単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる単相誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法，特性・運転方法・速度制御法一相当りの等価回路を用いた特性計算 ，りの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法用いた特性計算 ，いた特性計算や速度制御法の説明ができる ，特性・運転方法・速度制御法
比例推移などの速度制御法が理解できているか，後期中間試験およびレポーなどの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法速度シラバス制御法が理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するできている誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法か，特性・運転方法・速度制御法後期中間試験およびレポーおよび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるレポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法
トでで60%以上正解するを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法合格として評価するとして評価する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.

【A4-E4】同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するし説明し，特性・運転方法・速度制御法できる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.また，特性・運転方法・速度制御法電機子反作用いた特性計算 ， の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法
影響や並行運転方法が説明できるや構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法並行運転方法が説明し，特性・運転方法・速度制御法できる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.

同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法，特性・運転方法・速度制御法電機子反作用いた特性計算 ，の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法影響や並行運転方法が説明できる，特性・運転方法・速度制御法並行運転する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法際の注意点を理解の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法注意点を理解を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解する
できている誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法か，特性・運転方法・速度制御法後期定期試験およびレポーおよび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるレポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法トでで60%以上正解するを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法合格として評価するとして評
価する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.

成績は，試験は，特性・運転方法・速度制御法試験およびレポー75%　レポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法トで25%　として評価する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．なお，特性・運転方法・速度制御法試験およびレポー成績は，試験は中間試験およびレポーと定期試験およびレポーの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法平均点を理解とする誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.100点を理解満点を理解で
60点を理解以上を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法合格として評価するとする誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法.レポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法トでとは，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法課題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指，特性・運転方法・速度制御法授業中に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指された課題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法書を書き写したノートの提出を指き写したノートの提出を指したノーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法トでの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法指
す．

OHM大学テキストで「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅱ 学」：白井康之白井康之[編著]（オーム社）オーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ム社）社）

「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅱ 学」:難波江彰ほか著ほか著(電気学会)
「電気機器学」：白井康之実用いた特性計算 ，電気機器Ⅱ 学」:森安正司著(森北出を指版)
「電気機器学」：白井康之電気機械エネルギーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法工学」:天野寛徳，特性・運転方法・速度制御法常広譲著(電気学会)
「電気機器学」：白井康之エレクトでリックマシーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ン＆パワーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法エレクトでロニクス [第2版]」：白井康之エレクトでリックマシーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ン＆パワーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法エレクトでロニクス編集委員会著（オーム社）森北出を指版）

電気磁気学I(3年)，特性・運転方法・速度制御法電気回路による特性計算や速度制御法の説明ができるI(2年)，特性・運転方法・速度制御法電気回路による特性計算や速度制御法の説明ができるII(3年)，特性・運転方法・速度制御法電気機器Ⅱ I(4年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気機器Ⅱ は電気磁気学の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法うちの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法磁気分野と電気回路による特性計算や速度制御法の説明ができるに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法関連が深いので，よく理解しておくことが深いので，よく理解しておくこといの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法で，特性・運転方法・速度制御法よく理解しておくこと理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するしておく理解しておくことこと.電気機器Ⅱ IIは電気機
器Ⅱ Iの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法内容を引き続いて行うので，学んだことを理解し修得しておくことを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法引き続いて行うので，学んだことを理解し修得しておくことき続いて行うので，学んだことを理解し修得しておくこといて行うの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法で，特性・運転方法・速度制御法学んだことを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するし修得しておくことしておく理解しておくことこと.
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授業の計画（電気機器Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法インダクタンスに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

2 進行波磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．と回転磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．い，特性・運転方法・速度制御法三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法よる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法回転磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．，特性・運転方法・速度制御法回転磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法速度シラバスである誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法同期速度シラバスに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

3

4

5 誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法回転原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法と構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

6 誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法起電力の導出およびすべりについて説明する．の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法導出を指および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるすべりに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

7

8

9

10

11

12

13 単相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．で駆動する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法単相誘導電動機に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

14 演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくことこと．

15 中間試験およびレポー

16

17

18

19 同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法フェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する．および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

20 突極機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法基本式およびフェーザ図について説明する．および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できるフェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

21 演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくことこと．

22

23

24

25

26 同期機に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法おける誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法損失と効率について説明する．と効率について説明する．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

27

28

29 第三種電気主任技術者試験およびレポーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法出を指題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指された誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて演習する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

30 第三種電気主任技術者試験およびレポーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法出を指題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指された同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて演習する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[5.1]回転電気機器Ⅱ および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[5.2]回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法インダクタンス

[5.3]進行波磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．と回転磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．，特性・運転方法・速度制御法[5.4]対称三相巻線による回転磁界，およに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法よる誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法回転磁界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．，特性・運転方法・速度制御法およ
び単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[5.5]同期速度シラバス

[5.6]起磁力の導出およびすべりについて説明する．分布および固定子巻線および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる固定子巻線による回転磁界，およ [1]集中巻と分布および固定子巻線巻，特性・運転方法・速度制御法[2]全節巻と短節巻，特性・運転方法・速度制御法[3]巻線による回転磁界，およ係数，特性・運転方法・速度制御法[4]重ね巻・波巻について説明する．ね巻・波巻について説明する．巻・波巻に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[5.7]回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法誘導起電力の導出およびすべりについて説明する．，特性・運転方法・速度制御法[5.8]回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法トでルク，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指 回転機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法誘導起電力の導出およびすべりについて説明する．とトでルクの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法導出を指過程について説明し，演習問題について解説する．したがい，事前に演習問題を解いておくに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくこと
こと．

[8.1]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[8.2]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法

[8.2]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[8.3]すべり

[8.4]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができる [1]定常特性，特性・運転方法・速度制御法[2]無負荷運転特性，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[3]負荷運転特性に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[8.4]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができる [4]等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができると[5]簡易等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[8.5]等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができる定数の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法決定および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる第8章の演習問題の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指
[1]抵抗測定，特性・運転方法・速度制御法[2]無負荷試験およびレポー，特性・運転方法・速度制御法[3]拘束試験およびレポーの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法各試験およびレポー方法に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問
題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくことこと．

[9.1]誘導電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性 [1]特性計算や速度制御法の説明ができる式およびフェーザ図について説明する．，特性・運転方法・速度制御法[2]電力の導出およびすべりについて説明する．の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[3]速度シラバス特性に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[9.1]誘導電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[9.2]円線による回転磁界，およ図および等価回路について説明する． [4]出を指力の導出およびすべりについて説明する．特性，特性・運転方法・速度制御法[5]比例推移などの速度制御法が理解できているか，後期中間試験およびレポーおよび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる円線による回転磁界，およ図および等価回路について説明する．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[9.3]始動，特性・運転方法・速度制御法[9.4]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作領域と速度特性，およびと速度シラバス特性，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[9.5]誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法
速度シラバス制御

[1]巻線による回転磁界，およ形誘導電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法始動，特性・運転方法・速度制御法[2]かご形誘導電動機の始動，すべりに対する誘導機の動作，および速度制御法について説明す形誘導電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法始動，特性・運転方法・速度制御法すべりに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法対する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法誘導機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法動作，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる速度シラバス制御法に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法す
る誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[9.6]単相誘導電動機

第9章の演習問題の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指

1回目からから14回目からの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法内容を引き続いて行うので，学んだことを理解し修得しておくことに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて，特性・運転方法・速度制御法中間試験およびレポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法実施する．する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

中間試験およびレポーの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法答案返却とと[6.1]同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法基本構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法 中間試験およびレポーの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法答案返却とし，特性・運転方法・速度制御法回転原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法，特性・運転方法・速度制御法[1]回転子と固定子，特性・運転方法・速度制御法[2]回転界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．磁形と回転電機子形，特性・運転方法・速度制御法[3]界と回転磁界の違い，三相交流による回転磁界，回転磁界の速度である同期速度について説明する．磁回転子に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[6.1]同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法基本構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[6.2]同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるとフェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する． [6.1]の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法[4]電機子固定子，特性・運転方法・速度制御法[5]励磁方式およびフェーザ図について説明する．，特性・運転方法・速度制御法[6.2]の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法[1]漏れ磁束，およびれ磁束，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[2]電機子等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[6.2]同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができるとフェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する． [3]同期発電機と同期電動機，特性・運転方法・速度制御法[4]回転速度シラバスと周波数，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[5]電機子反作用いた特性計算 ，に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[6.3]フェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する．と等価回路による特性計算や速度制御法の説明ができる

[6.4]突極機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法基本式およびフェーザ図について説明する．とフェーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ザ図および等価回路について説明する．図および等価回路について説明する．

第6章の演習問題の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指

[7.1]同期発電機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性 [1]無負荷飽和特性曲線による回転磁界，およ，特性・運転方法・速度制御法[2]短絡特性曲線による回転磁界，およ，特性・運転方法・速度制御法[3]負荷飽和特性曲線による回転磁界，およ，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[4]外部特性曲線による回転磁界，およに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[7.1]同期発電機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性 [5]同期インピーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ダンスと短絡比，特性・運転方法・速度制御法[6]出を指力の導出およびすべりについて説明する．特性，特性・運転方法・速度制御法および単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる[7]電圧変動率について説明する．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[7.2]同期電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性 [1]電動機トでルク，特性・運転方法・速度制御法[2]同期電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法V曲線による回転磁界，およに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[7.2]同期電動機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法特性 [3]乱調，特性・運転方法・速度制御法[4]始動と速度シラバス制御に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて説明し，特性・運転方法・速度制御法する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

[7.3]損失と効率について説明する．と効率について説明する．

第7章の演習問題の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解する説<1> 演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法[1]-[3]に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくことこと．

第7章の演習問題の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解する説<2> 演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法[4]，特性・運転方法・速度制御法[5]に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法ついて解する説する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．したがい，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．に変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法演習問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指を電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法解するいておく理解しておくことこと．

第三種電気主任技術者の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法過去問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指演習<1>

第三種電気主任技術者の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法過去問題の課題，授業中に渡された課題，および板書を書き写したノートの提出を指演習<2>

備など）
考

後期中間試験およびレポーおよび単相誘導電動機の動作原理を理解し説明できる後期定期試験およびレポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法実施する．する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．
本科目からの動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法修得しておくことに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法は，特性・運転方法・速度制御法60 時間の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法授業の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法受講と 30 時間の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法事前に演習問題を解いておくこと．・事後の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法自己学習が必要である．なお，試験単体の平均点が例年と比べて著しく低い場合は，である誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．なお，特性・運転方法・速度制御法試験およびレポー単体の平均点が例年と比べて著しく低い場合は，の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法平均点を理解が例年と比べて著しく理解しておくこと低い場合は，い場合は，特性・運転方法・速度制御法60点を理解満点を理解の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法再試験およびレポーを電気エネルギーに変換する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法
実施する．する誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法場合がある誘導機・同期機の動作原理や構造を説明し，特性・運転方法・速度制御法．

E -184



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 一般用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気法規及び電気施設管理 び電気施設管理 電気施設管理 (Laws and Regulations on Electricity and Facilities Management)

[前期] 森田 二朗 教授

電気工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気事業法をはじめとする電気関係法規の保安体制の内容について試験で評価する．体系及び電気施設管理 び電気施設管理 電気施設の保安体制の内容について試験で評価する．運用管理の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給について試験で評価する．学習する．次に， 電力を供給する．次に， 電力を供給に， 電力を供給を供給
する電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気への保安体制の内容について試験で評価する．事業規制の内容について試験で評価する．と保安規制の内容について試験で評価する．，電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気とその保安体制の内容について試験で評価する．保安規制の内容について試験で評価する．，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気する感電，漏電火災，電気
工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．損壊損傷，熱的損傷などの保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．と安全確保の保安体制の内容について試験で評価する．ために必要について学習する．次に， 電力を供給な法令並びに電気設備技術基準について学習する．び電気施設管理 に電気設備技術基準について学習する．について試験で評価する．学習する．次に， 電力を供給する．
電気施設管理に関する基礎の計算法について学習する．の保安体制の内容について試験で評価する．計算法について試験で評価する．学習する．次に， 電力を供給する．

【A4-E4】電気事業法をはじめとする電気関係法規の保安体制の内容について試験で評価する．体系（法律，政令，省
令，告示など）の概要について理解できる．など）の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給について試験で評価する．理解できる．で評価する．きる．

電気関係法規（法律，政令，省令）の保安体制の内容について試験で評価する．体系の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給，電気事業規制の内容について試験で評価する．，保安規制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．
必要について学習する．次に， 電力を供給性などについて試験で評価する．などについて試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】電力を供給自由化による電気事業の種類と電気供給内容について理による電気事業の保安体制の内容について試験で評価する．種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気と電気供給内容について試験で評価する．について試験で評価する．理
解できる．で評価する．きる．

電気事業の保安体制の内容について試験で評価する．定義，目的，種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気，許認可，届出，特質などの概要及び電力自由化などの保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給及び電気施設管理 び電気施設管理 電力を供給自由化による電気事業の種類と電気供給内容について理
による各電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．電力を供給供給システムについて試験で評価する．について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】電気事業の保安体制の内容について試験で評価する．規制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．（許認可・届出・官庁手続き・電気供給約き・電気供給約
款など）の概要が理解できる．など）の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給が理解できる．理解できる．で評価する．きる．

各電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．許認可・届出の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．，電気供給約款など）の概要が理解できる．，各電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．供給
規制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．及び電気施設管理 び電気施設管理 一般電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気と他の電気事業者間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．電気事業者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．各種供給約款など）の概要が理解できる．などに
ついて試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．定義 及び電気施設管理 び電気施設管理  分類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気について試験で評価する．理解できる．で評価する．きる． 電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．定義及び電気施設管理 び電気施設管理 事業用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．と一般用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．につ
いて試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】事業用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．保安体系（自主保安管理，国の直接関与の保安体制の内容について試験で評価する．直接関与
する内容について試験で評価する．），保安規定の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．，電気主任技術者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．選任義務，免状と監督でと監督でで評価する．
きる範囲などについて理解できる．などについて試験で評価する．理解できる．で評価する．きる．

事業用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．について試験で評価する．，自主保安体制の内容について試験で評価する．と国の直接関与の保安体制の内容について試験で評価する．直接関与する内容について試験で評価する．及び電気施設管理 び電気施設管理 保
安規定の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．，主任技術者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．選任義務，電気主任技術者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．免状と監督でと監督でで評価する．き
る範囲などについて理解できる．について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】一般用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．保安規制の内容について試験で評価する．と事業用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．保安規
制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．相違について理解できる．について試験で評価する．理解できる．で評価する．きる．

【A4-E4】電気用品安全法，電気工事士法及び電気施設管理 び電気施設管理 電気工事業法の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給につ
いて試験で評価する．理解できる．で評価する．きる．

電気用品安全法，電気工事士法及び電気施設管理 び電気施設管理 電気工事業法の保安体制の内容について試験で評価する．目的と定義について試験で評価する．試
験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】電気施設管理の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給と，基礎の計算法について学習する．として試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．負荷曲線，負荷率，需要について学習する．次に， 電力を供給率
，不等率，力を供給率改善用コンデンサー容量の計算法が理解できる．容について試験で評価する．量の計算法が理解できる．の保安体制の内容について試験で評価する．計算法が理解できる．理解できる．で評価する．きる．

電気施設管理の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給と電気施設管理に関する基礎の計算法について学習する．として試験で評価する．，負荷曲線，負荷率
，需要について学習する．次に， 電力を供給率，不等率，力を供給率改善用コンデンサ容について試験で評価する．量の計算法が理解できる．設計の保安体制の内容について試験で評価する．計算法について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．
評価する．する．

【A4-E4】全て試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．計画・工事・保安・維持・管理するためには
，電気設備技術基準について学習する．の保安体制の内容について試験で評価する．適合が最重要であることが理解できる．が理解できる．最重要について学習する．次に， 電力を供給で評価する．あることが理解できる．理解できる．で評価する．きる．

電気設備技術基準について学習する．の保安体制の内容について試験で評価する．全体像，用語の定義，電圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．定義，電圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気，感電事故，漏電火災，
電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．損壊，熱的損傷などを起こす恐れのある条項の内容について試れの保安体制の内容について試験で評価する．ある条項の内容について試の保安体制の内容について試験で評価する．内容について試験で評価する．について試験で評価する．試
験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-E4】病院の電気設備について，概略が理解できる．の保安体制の内容について試験で評価する．電気設備について試験で評価する．，概略が理解できる．が理解できる．理解できる．で評価する．きる．
病院の電気設備について，概略が理解できる．における電気設備について試験で評価する．，全体像を理解できる．の保安体制の内容について試験で評価する．確認に対して試験で評価すして試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．す
る．

到達目標1～10の保安体制の内容について試験で評価する．試験で評価する．70%，毎回の講義課題の保安体制の内容について試験で評価する．講義課題30%で評価する．総合が最重要であることが理解できる．評価する．する．総合が最重要であることが理解できる．評価する．において試験で評価する．，100点満点で評価する．60点以上後合が最重要であることが理解できる．格
とする．

「電気施設管理と電気法規解できる．説」：薦田康久編著（電気学会）
「電気設備技術基準について学習する．とその保安体制の内容について試験で評価する．解できる．釈」：（電気書院の電気設備について，概略が理解できる． 編）

「電気事業法関係法令集」：オー容量の計算法が理解できる．ムについて試験で評価する．社編
自家用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．必携I（法規手続き・電気供給約編），II（保安業務編）：関東経済産業局資源エネルギー部 監修エネルギー容量の計算法が理解できる．部 監修
電気保安体制の内容について試験で評価する．と官庁手続き・電気供給約き早わかり：電気法令研究会編（オーム社）わかり：電気法令研究会編（オー容量の計算法が理解できる．ムについて試験で評価する．社）
絵とき 電気施設管理と法規：田尻 睦夫著（オーム社）とき 電気施設管理と法規：田尻 睦夫著（オー容量の計算法が理解できる．ムについて試験で評価する．社）
「電気法規と電気施設管理」：竹野 正二著（東京電機大学出版局）

送配電工学，発変電工学，高電圧の種類，感電事故，漏電火災，工学，電気機器I，II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

法規は送配電工学，発変電工学，高電圧の種類，感電事故，漏電火災，工学，電気機器などで評価する．学ぶ電気工作物の取り扱い，設置の規格・基準などを定め電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．取り扱い，設置の規格・基準などを定めり扱い，設置の規格・基準などを定めい，設置の規格・基準などを定めの保安体制の内容について試験で評価する．規格・基準について学習する．などを定め
たもの保安体制の内容について試験で評価する．で評価する．ある．履修される学生は，それら電気工作物の知識，及び電気工事の計画，設計，設置施行，検査，維持管理など，は，それら電気工作物の知識，及び電気工事の計画，設計，設置施行，検査，維持管理など，電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．知識，及び電気施設管理 び電気施設管理 電気工事の保安体制の内容について試験で評価する．計画，設計，設置の規格・基準などを定め施行，検査，維持管理など，
広範多岐に亘る知識が必要となることを認識しておく事．に亘る知識が必要となることを認識しておく事．る知識が理解できる．必要について学習する．次に， 電力を供給となることを認識して試験で評価する．おく事．事．
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授業の計画（電気法と基準規及び電気施設管理）び電気施設管理）電気施設管理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電気事業法

2 電気用品安全法，電気工事士法，電気工事業法，基準について学習する．・解できる．釈の保安体制の内容について試験で評価する．用語の定義，電圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．定義等を解できる．説する．

3 基準について学習する．・解できる．釈の保安体制の内容について試験で評価する．用語の定義，電圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．定義等の保安体制の内容について試験で評価する．続き・電気供給約き，電路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．絶縁，電路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．接続き・電気供給約，高圧の種類，感電事故，漏電火災，又は特別高圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．危険防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．を解できる．説する．

4 電気設備の保安体制の内容について試験で評価する．接地，電気設備の保安体制の内容について試験で評価する．接地方法，特別高圧の種類，感電事故，漏電火災，電路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．と結合が最重要であることが理解できる．する変圧の種類，感電事故，漏電火災，器等の保安体制の内容について試験で評価する．火災防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．を解できる．説する．

5

6

7

8 中間の各種供給約款などに試験で評価する．

9

10 配線の保安体制の内容について試験で評価する．感電又は火災の保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，配線の保安体制の内容について試験で評価する．使用電線，低圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．電路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．絶縁性などについて試験で評価する．能，過電流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．から電気工作物の知識，及び電気工事の計画，設計，設置施行，検査，維持管理など，の保安体制の内容について試験で評価する．低圧の種類，感電事故，漏電火災，幹線等の保安体制の内容について試験で評価する．保護措置の規格・基準などを定めを解できる．説する．

11 異常時の保護対策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．保護対して試験で評価す策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．を解できる．説する．また，電線の保安体制の内容について試験で評価する．絶縁に関する計算問題を解できる．説する．

12

13 発電所，電力を供給用コンデンサ，変流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．器の保安体制の内容について試験で評価する．しく事．み，短絡時の保護対策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．保護に関する計算問題を解できる．説する．

14 零相変流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．器，継電器（リレー容量の計算法が理解できる．）の保安体制の内容について試験で評価する．しく事．み，地絡電流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．・短絡電流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．に関する計算問題を解できる．説する．

15 病院の電気設備について，概略が理解できる．の保安体制の内容について試験で評価する．電気設備 病院の電気設備について，概略が理解できる．内で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．電気設備に関する解できる．説を行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電気事業法の保安体制の内容について試験で評価する．概要について学習する．次に， 電力を供給，電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．，事業用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．，主任技術者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気，工事計画の保安体制の内容について試験で評価する．事前届出，一般用電気工作物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．調査と義務，立
入検査，電気関係報告規則を解説する．を解できる．説する．

その保安体制の内容について試験で評価する．他の電気事業者間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．電気関係法規および電気施設管理 ，電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）
1

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）2

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）3

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）4および電気施設管理 法令の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題1
過電流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．から電気工作物の知識，及び電気工事の計画，設計，設置施行，検査，維持管理など，の保安体制の内容について試験で評価する．電線及び電気施設管理 び電気施設管理 電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．保護対して試験で評価す策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．，地絡に対して試験で評価すする保護対して試験で評価す策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．，公害等の保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．を解できる．説する．また，電線の保安体制の内容について試験で評価する．たるみ計算
問題を解できる．説する．

法令の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題2 支線の保安体制の内容について試験で評価する．張力を供給，風圧の種類，感電事故，漏電火災，荷重，B種接地工事・D種接地工事の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題を解できる．説する．

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）5
架空電線及び電気施設管理 び電気施設管理 地中電線の保安体制の内容について試験で評価する．感電防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，低圧の種類，感電事故，漏電火災，電線路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．絶縁性などについて試験で評価する．能，発電所等への保安体制の内容について試験で評価する．取り扱い，設置の規格・基準などを定め扱い，設置の規格・基準などを定め者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気以外の者の立入防止，架空電線路の支持の保安体制の内容について試験で評価する．者への事業規制と保安規制，電気工作物の種類とその保安規制，又，電気に起因する感電，漏電火災，電気の保安体制の内容について試験で評価する．立入防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，架空電線路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．支持
物の保安体制の内容について試験で評価する．の保安体制の内容について試験で評価する．昇塔防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，架空電線等の保安体制の内容について試験で評価する．高さを解できる．説する．

第1週目から電気工作物の知識，及び電気工事の計画，設計，設置施行，検査，維持管理など，7週目の保安体制の内容について試験で評価する．範囲などについて理解できる．で評価する．試験で評価する．を行う．

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）6
電線の保安体制の内容について試験で評価する．混触の防止，電線による他の工作物等への危険の防止，ガス絶縁機器等の危険の防止，常時監視しない発電所等の施の保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，電線による他の電気事業者間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．工作物の保安体制の内容について試験で評価する．等への保安体制の内容について試験で評価する．危険の保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，ガス絶縁機器等の保安体制の内容について試験で評価する．危険の保安体制の内容について試験で評価する．防止と安全確保のために必要な法令並びに電気設備技術基準について学習する．，常時の保護対策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．監視しない発電所等の施しない発電所等の保安体制の内容について試験で評価する．施
設，地中電線路の絶縁，電路の接続，高圧又は特別高圧の電気機械器具の危険防止を解説する．の保安体制の内容について試験で評価する．保護を解できる．説する．

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）7

電気設備技術基準について学習する．・解できる．釈（基準について学習する．・解できる．釈）8および電気施設管理 法令の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題3

法令の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題4および電気施設管理 電気施設管理の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題1 低圧の種類，感電事故，漏電火災，の保安体制の内容について試験で評価する．絶縁性などについて試験で評価する．能，絶縁耐力を供給試験で評価する．，絶縁電線の保安体制の内容について試験で評価する．許容について試験で評価する．電流からの低圧幹線等の保護措置を解説する．に関する計算問題を解できる．説する．また，日負荷曲線，変圧の種類，感電事故，漏電火災，器の保安体制の内容について試験で評価する．損失と効率にと効率に
関する計算問題を解できる．説する．

電気施設管理の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題2

電気施設管理の保安体制の内容について試験で評価する．計算問題3

備など）
考

前期中間の各種供給約款などに試験で評価する．および電気施設管理 前期定期試験で評価する．を実施する．
本科目の保安体制の内容について試験で評価する．修得には，には，30 時の保護対策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．授業の保安体制の内容について試験で評価する．受講と 60 時の保護対策を解説する．また，電線の絶縁に関する計算問題を解説する．間の各種供給約款などにの保安体制の内容について試験で評価する．事前・事後の保安体制の内容について試験で評価する．自己学習する．次に， 電力を供給が理解できる．必要について学習する．次に， 電力を供給で評価する．ある．事前学習する．次に， 電力を供給として試験で評価する．，電気事業法，電気設備技術基準について学習する．等の保安体制の内容について試験で評価する．関係法に目を通しておくこと．して試験で評価する．おく事．こと．
　事後学習として，毎回の課題に対して指定期日以内に提出すること．事後学習する．次に， 電力を供給として試験で評価する．，毎回の講義課題の保安体制の内容について試験で評価する．課題に対して試験で評価すして試験で評価する．指定期日以内に提出すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(5%), A4-E2(5%), A4-E3(5%), A4-E4(5%), B1(10%), B2(10%), C1(30%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

2 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

3 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

4 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

5 後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．発表により評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

6 発表により評価する．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．がで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きることを教員が分担して評価する．教員が分担して評価する．が分担して評価する．して評価する．評価する．する．

7 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

8 後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．発表により評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

9 実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．レポートにより評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

10 後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．ならびにレポートにより評価する．発表により評価する．にレポートにより評価する．より評価する．評価する．する．

総合評価

テキスト プリントにより評価する．

参考書

関連科目 制御工学，電子回路，数値解析，電子工学，電気機器，計算機工学，応用数学

関連科目の講義を学習しておくこと．の実験ならびに発表により評価する．講義を学習しておくこと．を教員が分担して評価する．学習しておくこと．して評価する．おくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気工学実験ならびにレポートにより評価する．実習しておくこと． (Laboratory Work in Electrical Engineering)

佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 茂木 進一 教授, 河合 孝太郎 准教授, 森田 二朗 教授, 津吉 彰 教授, 赤松 浩 教授, 
加藤 真嗣 准教授, 中村 佳敬 准教授, 南 政孝 准教授, 酒井 昌彦 准教授 【実務経験ならびにレポートにより評価する．者担して評価する．当科目の講義を学習しておくこと．】

電気工学科・4年・通年・必修・4単位【実験ならびにレポートにより評価する．実習しておくこと．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

座学で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．学んだ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つを教員が分担して評価する．実験ならびにレポートにより評価する．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ理解を教員が分担して評価する．深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つさせる．また，各種制御機器等の実験ならびに発表により評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．扱い方法や応用を学び，社会で役立つい方法や応用を学び，社会で役立つ方法や応用を学び，社会で役立つや応用を学び，社会で役立つ応用を教員が分担して評価する．学び，社会で役立つで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．役立つ
技術の習得を目指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはの実験ならびに発表により評価する．習しておくこと．得を目指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはを教員が分担して評価する．目の講義を学習しておくこと．指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはす．報告書作成方法や応用を学び，社会で役立つを教員が分担して評価する．学び，提出期の実験ならびに発表により評価する．限内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはにレポートにより評価する．報告する習しておくこと．慣を身に付ける．また後期にはを教員が分担して評価する．身に付ける．また後期にはにレポートにより評価する．付ける．また後期にはける．また後期の実験ならびに発表により評価する．にレポートにより評価する．は5年卒業研究に向にレポートにより評価する．向
けて評価する．各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務にレポートにより評価する．配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務し，エンジニアリングデ ザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．本科目の講義を学習しておくこと．の実験ならびに発表により評価する．指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期には導にあたっては，ものづくり企業での実務にレポートにより評価する．あたって評価する．は，もの実験ならびに発表により評価する．づくり評価する．企業で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．の実験ならびに発表により評価する．実務
経験ならびにレポートにより評価する．教員が分担して評価する．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．ある佐藤 徹哉 教授， 茂木 進一 教授，酒井 昌彦 講師が，ものづくりの実務で必要な実践的な技術も含めてが，もの実験ならびに発表により評価する．づくり評価する．の実験ならびに発表により評価する．実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．必要な実践的な技術も含めてな実践的な技術の習得を目指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはも含めてめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．
指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期には導にあたっては，ものづくり企業での実務を教員が分担して評価する．行います．い方法や応用を学び，社会で役立つます．

【A4-E1】実験ならびにレポートにより評価する．テーマ数値解析の演習において回路の数値解析ができる数値解析の実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．にレポートにより評価する．おい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．回路の実験ならびに発表により評価する．数値解析がで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる
ようにレポートにより評価する．なる．

【A4-E2】各種電気機器の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．にレポートにより評価する．おい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．その実験ならびに発表により評価する．原理と実際を理解する．を教員が分担して評価する．理解する．

【A4-E3】マ数値解析の演習において回路の数値解析ができるイコンの実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．にレポートにより評価する．おい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．その実験ならびに発表により評価する．動作原理を教員が分担して評価する．理解する．

【A4-E4】電気設備に用いられるシーケンス制御について理論を理解するにレポートにより評価する．用い方法や応用を学び，社会で役立つられるシーケンス制御にレポートにより評価する．つい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つを教員が分担して評価する．理解する
．

【B1】後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．として評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務むエンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．おい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．，
取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務み内容と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発内に報告する習慣を身に付ける．また後期には容と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発にレポートにより評価する．つい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．残課題とともにまとめることができ，口頭発とともにレポートにより評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つることがで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．き，口頭発
表により評価する．し，質問に対し適切に応答できる．にレポートにより評価する．対し適切に応答できる．し適切に応答できる．にレポートにより評価する．応答ができることを教員が分担して評価する．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．

【B2】発表により評価する．などで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．がで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．

【C1】各種制御機器，計測機器の実験ならびに発表により評価する．特徴を理解し，取り扱うことができる．またを教員が分担して評価する．理解し，取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．扱い方法や応用を学び，社会で役立つうことがで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．また
，座学で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．学んだ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つと実験ならびにレポートにより評価する．結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発の実験ならびに発表により評価する．違いの要因が何であるか説明できる．い方法や応用を学び，社会で役立つの実験ならびに発表により評価する．要な実践的な技術も含めて因が何であるか説明できる．が何であるか説明できる．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．あるか説明できる．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．

【C4】演習しておくこと．テーマ数値解析の演習において回路の数値解析ができるの実験ならびに発表により評価する．背景と目標を的確に把握し十分な準備活動を行い，指と目の講義を学習しておくこと．標を的確に把握し十分な準備活動を行い，指を教員が分担して評価する．的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．にレポートにより評価する．把握し十分な準備活動を行い，指し十分な準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解する活動を教員が分担して評価する．行います．い方法や応用を学び，社会で役立つ，指す．報告書作成方法を学び，提出期限内に報告する習慣を身に付ける．また後期には
導にあたっては，ものづくり企業での実務教官と連携しながら自主的に研究を遂行できる．と連携しながら自主的に研究を遂行できる．しながら自主的にレポートにより評価する．研究に向を教員が分担して評価する．遂行います．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．

【C4】計画を立て，グループで力を合わせて実験を行い，期日内に報告書を教員が分担して評価する．立て評価する．，グループで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．力を合わせて実験を行い，期日内に報告書を教員が分担して評価する．合わせて評価する．実験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．行います．い方法や応用を学び，社会で役立つ，期の実験ならびに発表により評価する．日内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはにレポートにより評価する．報告書
を教員が分担して評価する．提出で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．報告書にレポートにより評価する．は，目の講義を学習しておくこと．的，原理，実験ならびにレポートにより評価する．方法や応用を学び，社会で役立つ，使用器具，実験ならびにレポートにより評価する．結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発を教員が分担して評価する．正
確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．にレポートにより評価する．記述し，適切な考察ができる．し，適切に応答できる．な考察ができる．がで的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．きる．

【D1】担して評価する．当の実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．テーマ数値解析の演習において回路の数値解析ができるの実験ならびに発表により評価する．背景と目標を的確に把握し十分な準備活動を行い，指と社会で役立つ的意義を学習しておくこと．を教員が分担して評価する．よく理解する．

成績は，レポートは，レポートにより評価する．40%　実験への取り組み実験ならびにレポートにより評価する．への実験ならびに発表により評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務み内容と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発40%　実験への取り組みエンジニアリングデザイン演習しておくこと．（後期の実験ならびに発表により評価する．）20%　実験への取り組みとして評価する．評価する．する．レポートにより評価する．
の実験ならびに発表により評価する．提出期の実験ならびに発表により評価する．限は，実験ならびにレポートにより評価する．終了後1週間以内に報告する習慣を身に付ける．また後期にはとする．未提出レポートにより評価する．があれば，評価する．は最大29点となる．となる．100点となる．満点となる．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．60点となる．以上
を教員が分担して評価する．合格とする．とする．

プリントにより評価する．
関連科目の講義を学習しておくこと．の実験ならびに発表により評価する．教科書

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 前期の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．テーマ数値解析の演習において回路の数値解析ができるの実験ならびに発表により評価する．説明できる．

2 掃きだし法，ニュートン法，台形法の演習を行う．きだ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つし法や応用を学び，社会で役立つ，ニュートにより評価する．ン法や応用を学び，社会で役立つ，台形法や応用を学び，社会で役立つの実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．を教員が分担して評価する．行います．う．

3

4

5

6 シーケンサの基本的操作法，基本命令を理解し，基本問題のプログラミングと 確認を行う．の実験ならびに発表により評価する．基本的操作法や応用を学び，社会で役立つ，基本命令を理解し，基本問題のプログラミングと 確認を行う．を教員が分担して評価する．理解し，基本問に対し適切に応答できる．題とともにまとめることができ，口頭発の実験ならびに発表により評価する．プログラミングと 確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．認を行う．を教員が分担して評価する．行います．う．

7 シーケンサの基本的操作法，基本命令を理解し，基本問題のプログラミングと 確認を行う．の実験ならびに発表により評価する．応用命令を理解し，基本問題のプログラミングと 確認を行う．の実験ならびに発表により評価する．理解とともにレポートにより評価する．，応用問に対し適切に応答できる．題とともにまとめることができ，口頭発の実験ならびに発表により評価する．プログラミングと確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．認を行う．を教員が分担して評価する．行います．う．

8 搬送装置を用いて応用問題のプログラミングと確認を行う．を教員が分担して評価する．用い方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．応用問に対し適切に応答できる．題とともにまとめることができ，口頭発の実験ならびに発表により評価する．プログラミングと確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．認を行う．を教員が分担して評価する．行います．う．

9

10 オペアンプを教員が分担して評価する．用い方法や応用を学び，社会で役立つたフィルタを作製し実験を行う．を教員が分担して評価する．作製し実験を行う．し実験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

11 オペアンプを教員が分担して評価する．用い方法や応用を学び，社会で役立つたフィルタを作製し実験を行う．を教員が分担して評価する．作製し実験を行う．し実験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

12 発振回路の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．

13 パルス幅変調の実験の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する． 比較器を教員が分担して評価する．用い方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．パルス幅変調の実験の実験ならびに発表により評価する．基礎を学ぶ．を教員が分担して評価する．学ぶ．

14 前期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ，や応用を学び，社会で役立つり評価する．なおし 前期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つと必要な実践的な技術も含めてにレポートにより評価する．応じて評価する．や応用を学び，社会で役立つり評価する．直しを行う．しを教員が分担して評価する．行います．う．

15 前期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ，後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解する 前期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つと後期の実験ならびに発表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解するを教員が分担して評価する．行います．う．

16 エンジニアリングデザイン演習しておくこと．

17 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む

18 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む

19 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む

20 エンジニアリングデザイン演習しておくこと．　実験への取り組み中間発表により評価する． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務ごとにレポートにより評価する．中間発表により評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

21 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

22 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

23 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

24 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

25 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．）にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

26 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

27 エンジニアリングデザイン演習しておくこと． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務む．

28 エンジニアリングデザイン演習しておくこと．　実験への取り組み最終発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解する 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務んだ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発を教員が分担して評価する．発表により評価する．用にレポートにより評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つる．報告書も作成する．デモの準備も行う．の実験ならびに発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解するも行います．う．

29 エンジニアリングデザイン演習しておくこと．　実験への取り組み最終発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解する 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．エンジニアリングデザイン演習しておくこと．にレポートにより評価する．取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つり評価する．組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務んだ理論を実験で確かめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発を教員が分担して評価する．発表により評価する．用にレポートにより評価する．まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つる．報告書も作成する．デモの準備も行う．の実験ならびに発表により評価する．準備に用いられるシーケンス制御について理論を理解するも行います．う．

30 エンジニアリングデザイン演習しておくこと．　実験への取り組み最終発表により評価する． 各研究に向室に配属し，エンジニアリングデ ザイン演習に取り組む．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業での実務ごとにレポートにより評価する．最終発表により評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

前期の実験ならびに発表により評価する．にレポートにより評価する．行います．われる各テーマ数値解析の演習において回路の数値解析ができるの実験ならびに発表により評価する．解説を教員が分担して評価する．行います．う．また，レポートにより評価する．作成にレポートにより評価する．必要な実践的な技術も含めてな知識(図表により評価する．の実験ならびに発表により評価する．書き方，使用器具，参考文献，考察ができる．等)を教員が分担して評価する．説明できる．す
る．

数値解析の実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．(1)

数値解析の実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．(2) 第2回の実験ならびに発表により評価する．結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発の実験ならびに発表により評価する．確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．認を行う．とオイラー法や応用を学び，社会で役立つ，修正オイラー法や応用を学び，社会で役立つの実験ならびに発表により評価する．演習しておくこと．を教員が分担して評価する．行います．う．

マ数値解析の演習において回路の数値解析ができるイコンの実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(1) マ数値解析の演習において回路の数値解析ができるイクロコンピュータを作製し実験を行う．実験ならびにレポートにより評価する．装置を用いて応用問題のプログラミングと確認を行う．で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．IO装置を用いて応用問題のプログラミングと確認を行う．の実験ならびに発表により評価する．スイッチやや応用を学び，社会で役立つLEDを教員が分担して評価する．使って評価する．ステッピングモの準備も行う．ータを作製し実験を行う．を教員が分担して評価する．制御する実験ならびにレポートにより評価する．．この実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．通して評価する．アセン
ブラ言語によるサブプログラム，割り込みプログラムを学ぶ．にレポートにより評価する．よるサの基本的操作法，基本命令を理解し，基本問題のプログラミングと 確認を行う．ブプログラム，割り込みプログラムを学ぶ．り評価する．込みプログラムを学ぶ．み内容と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発プログラムを教員が分担して評価する．学ぶ．MPUの実験ならびに発表により評価する．働き，き，IO装置を用いて応用問題のプログラミングと確認を行う．の実験ならびに発表により評価する．使い方法や応用を学び，社会で役立つ方，ステッピングモの準備も行う．ータを作製し実験を行う．の実験ならびに発表により評価する．特性を学ぶ．を教員が分担して評価する．学ぶ．

マ数値解析の演習において回路の数値解析ができるイコンの実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(2) 第4回の実験ならびに発表により評価する．続きを行う．きを教員が分担して評価する．行います．う．

シーケンス制御の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(1)

シーケンス制御の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(2)

シーケンス制御の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(3)

シーケンス制御の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(まとめ理解を深めさせる．また，各種制御機器等の取り扱い方法や応用を学び，社会で役立つ) シーケンス制御の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(1)～(3)で的確な質疑応答ができることを教員が分担して評価する．学習しておくこと．した内に報告する習慣を身に付ける．また後期には容と結果について残課題とともにまとめることができ，口頭発にレポートにより評価する．関する総合的な試験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

フィルタを作製し実験を行う．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(1)

フィルタを作製し実験を行う．の実験ならびに発表により評価する．実験ならびにレポートにより評価する．(2)

CR位相形発振器，ウィーンブリッジ発振器，三角波・矩形波発振器などの実験ならびに発表により評価する．発振器にレポートにより評価する．つい方法や応用を学び，社会で役立つて評価する．実験ならびにレポートにより評価する．を教員が分担して評価する．行います．う．

5年生の中間発表を聴講し自分達の研究に役立てれるようにする．の実験ならびに発表により評価する．中間発表により評価する．を教員が分担して評価する．聴講し自分達の研究に役立てれるようにする．の実験ならびに発表により評価する．研究に向にレポートにより評価する．役立て評価する．れるようにレポートにより評価する．する．

備など）
考

中間試験ならびにレポートにより評価する．および定期の実験ならびに発表により評価する．試験ならびにレポートにより評価する．は実施しない．しない方法や応用を学び，社会で役立つ．
【実務経験ならびにレポートにより評価する．者担して評価する．当科目の講義を学習しておくこと．】
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．実習作品とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．評価する．する．

2 レポートで評価する．評価する．する．

3 見学会の報告書（レポート）で評価する．の報告書（レポート）で評価する．報告書（レポート）で評価する．レポート）で評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 ロボット入門，ロボット応用実践ロボット応用実践

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（レポート）で評価する．ロボット分野）で評価する．履修生のみ選択可の報告書（レポート）で評価する．み選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

ロボット要素技術 (Elemental Technology of Robotics))

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 准教授 【実務経験者担当科目】（レポート）で評価する．
※成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム(ロボット分野)開講科目）で評価する．

電気工学科・4年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

ロボットの報告書（レポート）で評価する．基本的な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンや動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンし，ロボット応用実践ロボットに必要な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン要素技術（レポート）で評価する．例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンえば，ロボット応用実践アクチュエータ実習作品とレポートで評価する．，ロボット応用実践機構，ロボット応用実践センサ，ロボット応用実践マイコン
，ロボット応用実践制御，ロボット応用実践電気回路，ロボット応用実践技術基準など）の原理について学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンど）で評価する．の報告書（レポート）で評価する．原理について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン学習する．本科目の報告書（レポート）で評価する．指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 にあたって理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンは，ロボット応用実践実務経験教員である小澤 正宜 で評価する．ある小澤 正宜 
准教授，ロボット応用実践佐藤 徹哉 教授，ロボット応用実践 酒井 昌彦 准教授が，ロボット応用実践実務で評価する．必要な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン実践的な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン技術も含めて指導するととも に，ロボット分野の企含めて指導するととも に，ロボット分野の企めて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 するとレポートで評価する．とレポートで評価する．も含めて指導するととも に，ロボット分野の企 に，ロボット応用実践ロボット分野の報告書（レポート）で評価する．企
業から講師を招いて指導を行います．講師を招いて指導を行います．を招いて指導を行います．招いて指導を行います．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 を招いて指導を行います．行います．います．

【A5-2】ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．で評価する．産業用ロボットの報告書（レポート）で評価する．制御がで評価する．きる．

【A5-2】ロボットの報告書（レポート）で評価する．要素および機構ついて説明できる．機構ついて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説明できる．で評価する．きる．

【A5-3】産業用ロボットがどんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン現場でどんな考え方で使われているかをで評価する．どんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン考え方で使われているかをえ方で使われているかをで評価する．使われているかをわれて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンいるかを招いて指導を行います．
学習する．

成績は，演習課題は，ロボット応用実践演習課題50%　レポート50%　とレポートで評価する．して理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン評価する．する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を招いて指導を行います．合格とする．とレポートで評価する．する．

プリント
K-ROSETマニュアル

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（ロボット要素技術）ロボット要と方針素技術）

テーマ 内容（ロボット要素技術）目標・準備など）など）

1 ガイダンス 年間計画等を招いて指導を行います．説明できる．，ロボット応用実践連絡する．する．

2 ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．を招いて指導を行います．用いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットプログラムの報告書（レポート）で評価する．実習を招いて指導を行います．行います．う．

3 ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．を招いて指導を行います．用いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットプログラムの報告書（レポート）で評価する．実習を招いて指導を行います．行います．う．

4 ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．を招いて指導を行います．用いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットプログラムの報告書（レポート）で評価する．実習を招いて指導を行います．行います．う．

5 ロボットシミュレータ実習作品とレポートで評価する．を招いて指導を行います．用いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットプログラムの報告書（レポート）で評価する．実習を招いて指導を行います．行います．う．

6 ロボットアクチュエータ実習作品とレポートで評価する． ロボットアクチュエータ実習作品とレポートで評価する．の報告書（レポート）で評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

7 動力源 動力源の報告書（レポート）で評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

8 ロボットアームの報告書（レポート）で評価する．概要および機構ついて説明できる．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

9 ロボットアームの報告書（レポート）で評価する．概要および機構ついて説明できる．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

10 ロボットハンド ロボットハンドの報告書（レポート）で評価する．概要および機構ついて説明できる．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

11 ロボットセンサ ロボットで評価する．使われているかを用する各種センサの特徴や使い方について解説するセンサの報告書（レポート）で評価する．特徴について解説する．や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン使われているかをい方で使われているかをについて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する

12 視覚情報認識 視覚情報認識の報告書（レポート）で評価する．簡単な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン原理や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン方で使われているかを法について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

13 ロボット制御 ロボットの報告書（レポート）で評価する．制御方で使われているかを法について解説する．の報告書（レポート）で評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

14 ロボットコントローラ ロボットの報告書（レポート）で評価する．コントローラの報告書（レポート）で評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説する．

15 見学会の報告書（レポート）で評価する．等 ロボット関連企業を招いて指導を行います．見学し，ロボット応用実践産業用ロボットがどんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン現場でどんな考え方で使われているかをで評価する．どんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン考え方で使われているかをえ方で使われているかをで評価する．使われているかをわれて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンいるかを招いて指導を行います．学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ロボットプログラミング1

ロボットプログラミング2

ロボットプログラミング3

ロボットプログラミング4

ロボットアーム1

ロボットアーム2

備など）
考

中間試験および機構ついて説明できる．定期試験は実施しない．しな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンい．
【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし，ただし実習前に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことする『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことインターンシップ参加にあたって』は熟読のこと参加にあたって』は熟読のことに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことあたって』は熟読のこと熟読のことのこと

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

学外実習 (Practical Training in Factory))

電気工学科・4年・通年・選択・1単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

夏季休業中等の5日間ないしはないしは熟読のこと10日間ないしは程度シラバスの間ないしはに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと，企業または熟読のこと大学研究室，その他の受け入れ機関で業務の一部を実の受け入れ機関で業務の一部を実け入れ機関で業務の一部を実入れ機関で業務の一部を実れ機関で業務の一部を実機関で業務の一部を実で業務の一部を実業務の一部を実を実実
際に体験する．に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと体験する．

【C2】実習機関で業務の一部を実の業務内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達を実理解し，実習先での具体的な到達目標を達し，実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実の具体的な到達目標を達な到達目標を達を実達
成する．する．

実習機関で業務の一部を実の業務内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと対する理解度および実習先での具体的な到達目標する理解し，実習先での具体的な到達目標を達度シラバスおよび実習先での具体的な到達目標実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実の具体的な到達目標を達な到達目標を達
の達成する．度シラバスを実実習報告書で評価する．で業務の一部を実評価する．する．

【D1】実習を実通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解をが社会や自然に与える影響に関する理解を社会や自然に与える影響に関する理解をや自然に与える影響に関する理解を自然に与える影響に関する理解をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと与える影響に関する理解をえる影響に関する理解をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと関で業務の一部を実する理解し，実習先での具体的な到達目標を達を実
深める．める．

実習を実通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解をが社会や自然に与える影響に関する理解を社会や自然に与える影響に関する理解をや自然に与える影響に関する理解を自然に与える影響に関する理解をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと与える影響に関する理解をえる影響に関する理解をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと関で業務の一部を実する理解し，実習先での具体的な到達目標を達を実深める．めたこと
を実実習報告会や自然に与える影響に関する理解をで業務の一部を実評価する．する．

成する．績は，実習報告書は熟読のこと，実習報告書で評価する．50%　実習報告会や自然に与える影響に関する理解をで業務の一部を実の発表50%　として評価する．する．実習報告書で評価する．および実習先での具体的な到達目標実習報告会や自然に与える影響に関する理解をの内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達から評価評価する．
し，100点満点中60点以上を合格とする．を実合格とする．とする．

情報処理テキスト」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（www2で業務の一部を実閲覧可能）
「高等専門学校生のキャリアプ参加にあたって』は熟読のことラン」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（ 実業之日本社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

実習機関で業務の一部を実に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと受け入れ機関で業務の一部を実け入れ機関で業務の一部を実入れ機関で業務の一部を実れ機関で業務の一部を実を実依頼して実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健して実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健する科目なので業務の一部を実，受け入れ機関で業務の一部を実け入れ機関で業務の一部を実入れ機関で業務の一部を実れ機関で業務の一部を実先での具体的な到達目標を達に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと失礼のないように節度を持って行動するとともに，健のないように配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと節度シラバスを実持って行動するとともに，健って行動するとともに，健するとともに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと，健
康管理，安全管理に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと留意して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．組むこと．や自然に与える影響に関する理解をむを実得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．受け入れ機関で業務の一部を実け入れ機関で業務の一部を実入れ機関で業務の一部を実れ機関で業務の一部を実先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解を確定しなかった場合には辞退として扱う．しなかった場合に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことは熟読のこと辞退として扱う．として扱う．う．
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授業の計画（学外実習）

内容（テーマ，目標，準備など）目標，目標，準備など）準備など）など）

中間ないしは試験および実習先での具体的な到達目標定しなかった場合には辞退として扱う．期試験は熟読のこと実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健しない．

下記の流れを留意の上で取り組むこと．の流れを留意の上で取り組むこと．れ機関で業務の一部を実を実留意して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．の上を合格とする．で業務の一部を実取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．組むこと．

1) インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと(学外実習)説明会や自然に与える影響に関する理解を（4月）
・担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をより組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．インターンシップ参加にあたって』は熟読のことの意して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．義，目的な到達目標を達，内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達および実習先での具体的な到達目標実習先での具体的な到達目標を達の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をの手続きの概要の説明をきの概要の説明を実
行う．

2) 実習先での具体的な到達目標を達の希望，調整，辞退として扱う．に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと関で業務の一部を実して（4月～7月）
・実習先での具体的な到達目標を達企業は熟読のこと，自ら評価業界研究を実行った上を合格とする．で業務の一部を実希望する進路（キャリアプ参加にあたって』は熟読のことラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するまえた上を合格とする．で業務の一部を実有意して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．義な実習となるように配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと希望する
こと．
・希望者数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）が社会や自然に与える影響に関する理解を募集数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）を実超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）えた実習先での具体的な到達目標を達に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことついては熟読のこと調整を実行う．（調整は熟読のこと担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと従う．）う．）
・学内調整で業務の一部を実希望が社会や自然に与える影響に関する理解を認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するめら評価れ機関で業務の一部を実た学生は熟読のこと，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するちに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと実習先での具体的な到達目標を達所定しなかった場合には辞退として扱う．の応募書で評価する．類を作成して提出するを実作成する．して提出するする
・学内調整で業務の一部を実希望が社会や自然に与える影響に関する理解を認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するめら評価れ機関で業務の一部を実なかった学生，および実習先での具体的な到達目標実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実の選考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の中かに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことより組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．実習が社会や自然に与える影響に関する理解を認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するめら評価れ機関で業務の一部を実なかった学生は熟読のこと，他の受け入れ機関で業務の一部を実の実習先での具体的な到達目標を達の中か
ら評価再度シラバス希望を実提出するする．
（原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退として，受け入れ機関で業務の一部を実入れ機関で業務の一部を実先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解をなくなるまで業務の一部を実希望することとするが社会や自然に与える影響に関する理解を，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退むを実得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退となった場合に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことは熟読のこと本校所定しなかった場合には辞退として扱う．の「選択科目受け入れ機関で業務の一部を実講辞退として扱う．
願書で評価する．」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（で業務の一部を実辞退として扱う．を実願い出するる）

3) 学外実習届，保険料，その他の受け入れ機関で業務の一部を実の必要書で評価する．類を作成して提出する（5月～7月）
・実習先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解を決定しなかった場合には辞退として扱う．した後の手続きの概要の説明を，本校所定しなかった場合には辞退として扱う．の「学外実習届」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（を実担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をへ提出し，所定の保険料を納付する．提出するし，所定しなかった場合には辞退として扱う．の保険料を実納付する．する．
・併せて実習先からの指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担せて実習先での具体的な到達目標を達から評価の指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のことより組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．，履歴書で評価する．，誓約書で評価する．，入れ機関で業務の一部を実寮申請書で評価する．，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担貸与える影響に関する理解を申請書で評価する．等の他の受け入れ機関で業務の一部を実の必要書で評価する．類を作成して提出するが社会や自然に与える影響に関する理解をある場合も，担
当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと提出するする．

4) 学外実習の実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健（8月～9月）
・実習期間ないしはは熟読のこと原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退として夏季休業期間ないしは中とする．ただし，必要に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと応じて9月末までは公欠として参加を認めることがある．まで業務の一部を実は熟読のこと公欠として参加を認めることがある．として参加にあたって』は熟読のことを実認められた学生は，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するめることが社会や自然に与える影響に関する理解をある．
・実習期間ないしはは熟読のこと5日以上を合格とする．で業務の一部を実総実習時間ないしは30時間ないしは以上を合格とする．とする．

5) 学外実習報告書で評価する．の提出するおよび実習先での具体的な到達目標報告会や自然に与える影響に関する理解をの実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健（10月）
・インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと終了後の手続きの概要の説明を，本校所定しなかった場合には辞退として扱う．の「学外実習報告書で評価する．」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（を実丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと作成する．し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学なチェックの後に担当教員に提出する．また，学の後の手続きの概要の説明をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと提出するする．また，学
科毎に報告会を実施する．に配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと報告会や自然に与える影響に関する理解をを実実施する科目なので，受け入れ先に失礼のないように節度を持って行動するとともに，健する．
・「学外実習報告書で評価する．」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（は熟読のこと担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をから評価実習先での具体的な到達目標を達へ提出し，所定の保険料を納付する．提出するし，学科の全教職員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をが社会や自然に与える影響に関する理解を評価する．するだけ入れ機関で業務の一部を実で業務の一部を実なく，後の手続きの概要の説明を輩学生が社会や自然に与える影響に関する理解を参考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の中かのために配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと閲覧
するので業務の一部を実，丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学な記の流れを留意の上で取り組むこと．載を心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会もを実心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会もが社会や自然に与える影響に関する理解をけ入れ機関で業務の一部を実るとともに配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会もすべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会もを実書で評価する．くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会もいように配布する『インターンシップ参加にあたって』は熟読のこと留意して真剣に取り組むこと．やむを得ず受け入れ先が確定しなかった場合には辞退として扱う．すること．（守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の尊守は報告会も事項の尊守は報告会もの尊守は熟読のこと報告会や自然に与える影響に関する理解をも
同様である）で業務の一部を実ある）

備など）
考
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　
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神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電子回路Ⅱ Ⅱ (Electronic Circuit II)

電気工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

デジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ電子回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタとして加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ加算減算回路Ⅱ などの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ各種演算回路Ⅱ や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ各種の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタフリップフロップの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタを深めた後，カウンタ深めた後，カウンタめた後，カウンタ後，カウンタカウンタ
ー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン回路Ⅱ ，カウンタ方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンを深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ とアナログ－ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換，カウンタディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ－アナログ変換について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン英文プリンプリン
トを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ノー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業授業を深めた後，カウンタ行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業う．英文プリン本科目の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ指導にあたっては，ものづくり企業にあた後，カウンタって加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタは，カウンタもの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタづくり企業企業(パナソニック(株))で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ実務経
験教員である佐藤徹哉教授が，実社会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ある佐藤徹哉教授が，カウンタ実社会で必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．な考え方も含めて指導を行います．え方も含めて指導を行います．方も含めて指導を行います．めて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業います．英文プリン

【A4-E1】各種類のデジタル回路の基礎を習熟後，加算回路・減算回路なの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタデジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタを深めた後，カウンタ習する．英文プリン熟後，カウンタ加算回路Ⅱ ・減算回路Ⅱ な
どの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ算術演算回路Ⅱ が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きる．英文プリン

加算回路Ⅱ ，カウンタ減算回路Ⅱ ，カウンタRS-FF，カウンタJK-FF，カウンタD-FFなどが理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいるかを深めた後，カウンタ前期中
間試験で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価する．する．英文プリン

【A4-E1】それぞれ2つの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ入出力を持つフリップフロップを深めた後，カウンタ持つフリップフロップつフリップフロップ(RS-FF，カウンタJK-FF，カウンタD-
FF，カウンタT-FF)が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きる．英文プリンまた後，カウンタ，カウンタ図記号から特性表，特性方程式を求めるこからノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業特性表，カウンタ特性方程式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ求めるこめるこ
とが出来る．る．英文プリン

T-FF，カウンタアップ(ダウン)カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン，カウンタ非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業n進カウンタ，同期式と非同期式カカウンタ，カウンタ同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業と非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業カ
ウンタとの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ違いが理解できているかを前期定期試験で評価する．いが理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいるかを深めた後，カウンタ前期定期試験で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価する．する．英文プリン

【A4-E1】非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業2n進カウンタ，同期式と非同期式カカウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンや各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタn進カウンタ，同期式と非同期式カカウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン等の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業カウン
ター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンが説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きる．英文プリンまた後，カウンタ同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンとの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ違いが理解できているかを前期定期試験で評価する．いが説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きる．英文プリン

リングカウンタ，カウンタジョンソンカウンタ，カウンタパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ が理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいるかどうかを深めた後，カウンタ後
期中間試験で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価する．する．英文プリン

【A4-E1】短時間で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業急激な変化をする信号を扱うパルス回路と，アナログな変化をする信号を扱うパルス回路と，アナログを深めた後，カウンタする信号から特性表，特性方程式を求めるこを深めた後，カウンタ扱うパルス回路と，アナログうパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ と，カウンタアナログ-
ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換(A-Dコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタ)，カウンタディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ－アナログ変換(D-Aコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン
タ)が説明できる．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きる．英文プリン

アナログ-ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換，カウンタ設計演習する．英文プリンについて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいるかを深めた後，カウンタ後期定期試
験で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業評価する．する．英文プリン

成績は，試験は，カウンタ試験85%　レポー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業15%　として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ評価する．する．英文プリン100点満点で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業60点以上を合格とする．を深めた後，カウンタ合格とする．とする．英文プリン

オリジナル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタテキストを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタA4縦サイズの英文プリントを配布するサイズの英文プリントを配布するの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ英文プリンプリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ配布するする
ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ電子回路Ⅱ で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタDigital Principles，カウンタ 3rd edition，カウンタ Roger L.Tokheim，カウンタ McGrawHillも併せて使用する．せて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ使用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンする．英文プリン

「新編マイクロコンピュータ技術入門」 マイクロコンピュー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタ技術入門」 : 松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）コロナ社）

ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ電子回路Ⅱ ，カウンタ計算機工学，カウンタ電子回路Ⅱ I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

オリジナル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタテキストを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ，カウンタA4縦サイズの英文プリントを配布するの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ英文プリンプリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ配布するするの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業，カウンタ全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ英文プリンは授業前に読んで理解しておくこと．授業はそんで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業理解を深めた後，カウンタして加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタおくこと．英文プリン授業はそ
れらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ノー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業うの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業，カウンタノー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業に講義内容を記録すること．演習問題も同ノートに解答すること．別途を深めた後，カウンタ記録すること．演習問題も同ノートに解答すること．別途すること．英文プリン演習する．英文プリン問題も同ノートに解答すること．別途も同ノー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業に解を深めた後，カウンタ答すること．別途すること．英文プリン別途
指示するレポートと合わせて自己学習評価点として評価する．するレポー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業と合わせて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ自己学習する．英文プリン評価する．点として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ評価する．する．英文プリン
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授業の計画（電子回路Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 減算回路Ⅱ 

3

4

5

6 シフトを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業レジスタ シフトを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業レジスタ回路Ⅱ について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

7

8 中間試験 前期の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ前半に学んだ内容についての試験を行う．に学んだ内容についての試験を行う．内容を記録すること．演習問題も同ノートに解答すること．別途について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ試験を深めた後，カウンタ行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業う．英文プリン

9

10

11 カウントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ増加して加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいくアップカウンタと，カウンタカウントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ減少していくダウンカウンタを学習する．して加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいくダウンカウンタを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

12

13

14

15 リングカウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ構成例，カウンタ特性表，カウンタタイムチャー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタする．英文プリン

16 ジョンソンカウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ構成例，カウンタ特性表，カウンタタイムチャー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタを深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタする．英文プリン

17 パル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ パル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス応答すること．別途の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ（コロナ社）微分応答すること．別途・積分応答すること．別途）を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

18 非安定マル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタチバイブレー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタ学ぶ．英文プリン

19 トを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ランジスタを深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタ単安定マル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタチバイブレー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタを深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

20

21 入力を持つフリップフロップ波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン形を深めた後，カウンタ整形する波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン形整形回路Ⅱ を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

22 ヒステリシス特性を深めた後，カウンタ持つフリップフロップった後，カウンタシュミットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業トを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業リガ回路について学ぶ．回路Ⅱ について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

23 中間試験 後期の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ前半に学んだ内容についての試験を行う．部分で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業講義を深めた後，カウンタ受けた内容が理解できているかを評価する．けた後，カウンタ内容を記録すること．演習問題も同ノートに解答すること．別途が理解を深めた後，カウンタで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業きて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいるかを深めた後，カウンタ評価する．する．英文プリン

24

25

26

27

28

29 ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ電子回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ知識を用いて，応用回路の設計演習を学習する．を深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ，カウンタ応用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ設計演習する．英文プリンを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

30 ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ電子回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ知識を用いて，応用回路の設計演習を学習する．を深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ，カウンタ応用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン回路Ⅱ の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ設計演習する．英文プリンを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

加算回路Ⅱ I
半に学んだ内容についての試験を行う．加算器は，は，カウンタ2個のの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ1ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業デー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタを深めた後，カウンタ加算する装置である．全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報と，下位ビットからもたらされで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ある．英文プリン全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそ加算器は，は，カウンタ上を合格とする．位ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業への基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ桁上を合格とする．がり企業情報と，下位ビットからもたらされと，カウンタ下位ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業からノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業もた後，カウンタらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業され
る桁上を合格とする．がり企業情報と，下位ビットからもたらされを深めた後，カウンタ受けた内容が理解できているかを評価する．け取り加算する機能をもつ装置であることを学習する．り企業加算する機能をもつ装置であることを学習する．を深めた後，カウンタもつ装置である．全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報と，下位ビットからもたらされで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業あることを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

半に学んだ内容についての試験を行う．減算器は，は，カウンタ2個のの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ1ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業デー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ減算を深めた後，カウンタする装置である．全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報と，下位ビットからもたらされで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ある．英文プリン全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそ減算器は，は，カウンタ上を合格とする．位ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業へ借り情報と，下位ビットからもたらされる借りり企業情報と，下位ビットからもたらされと，カウンタ下位ビットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業からノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業もた後，カウンタらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業される借り情報と，下位ビットからもたらされる借りり企業
情報と，下位ビットからもたらされを深めた後，カウンタ受けた内容が理解できているかを評価する．け取り加算する機能をもつ装置であることを学習する．り企業減算する機能をもつ装置であることを学習する．を深めた後，カウンタもつ装置である．全加算器は，上位ビットへの桁上がり情報と，下位ビットからもたらされで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ある．英文プリン加減算回路Ⅱ ：加算器は，を深めた後，カウンタ使用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンして加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ減算を深めた後，カウンタ行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業うことを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

加算回路Ⅱ II 実用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンされて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタいる全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそ加算器は，として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ，カウンタノイマンの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ全ての英文は授業前に読んで理解しておくこと．授業はそ加算器は，，カウンタCarry Look Ahead Adderについて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

フリップフロップI フリップフロップ（コロナ社）FF）の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基本的な考え方も含めて指導を行います．な説明できる．．英文プリンRS-FFの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ特性方程式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業を深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタする．英文プリンRS-FFの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ動作確認をする．を深めた後，カウンタする．英文プリンClocked-RS-FF，カウンタJK-FFに
ついて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタも学習する．英文プリンする．英文プリンクロック入力を持つフリップフロップ端子を深めた後，カウンタ持つフリップフロップつ型とそのタイミングを学習する．とその基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタタイミングを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

フリップフロップII T-FF，カウンタSet Priority，カウンタReset Priorityについて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン応用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン例も学習する．英文プリンする．英文プリン

Excitation Table，カウンタ State Transition Diagram Excitation Tableを深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタ回路Ⅱ 設計方法について学習する．について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリンState Transition Diagramの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ意味と描き方についても学習する．と描き方についても学習する．き方について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタも学習する．英文プリンする．英文プリン

中間試験の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ確認をする．とFFの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換 中間試験の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ確認をする．後に励起表を深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタFFの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換について加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンI 非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業2n進カウンタ，同期式と非同期式カカウンタを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンII

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンIII 非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業n進カウンタ，同期式と非同期式カカウンタを深めた後，カウンタ学習する．英文プリンする．英文プリン

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンIV カウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ誤動作の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ例(リセットを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタタイミング，カウンタハザー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンド，カウンタクリティカル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタレー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンス)を深めた後，カウンタ3つ学習する．英文プリンする．英文プリン

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンV カスケー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンド接続したすべてのした後，カウンタすべて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタFFが一斉に動作する同期式カウンタを学び，非同期式カウンタとの違いを理解する．に動作する同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業カウンタを深めた後，カウンタ学び，カウンタ非同期式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業カウンタとの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ違いが理解できているかを前期定期試験で評価する．いを深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタする．英文プリン

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンVI

カウンター回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンVII

種々のパルス回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ 1

種々のパルス回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ 2

種々のパルス回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタパル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタス回路Ⅱ 3 ゲー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリントを参照しながらノート講義形式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ICを深めた後，カウンタ用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンいた後，カウンタ単安定マル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタチバイブレー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタを深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン形整形回路Ⅱ 1

波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン形整形回路Ⅱ 2

試験の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ確認をする．とアナログ-ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換 試験の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ確認をする．の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ後，カウンタアナログ-ディジタル電子回路の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ変換の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

D-Aコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタI 電流加算方式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業D-Aコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

D-Aコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタII はしご型型とそのタイミングを学習する．D-Aコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

A-Dコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタI 2重積分方式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業A-Dコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

A-Dコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタII 逐次比較方式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業，カウンタ並列比較方式で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業A-Dコンバー回路，方形波を用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリンタの基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタを深めた後，カウンタ学ぶ．英文プリン

設計演習する．英文プリン1

設計演習する．英文プリン2

備など）
考

前期，カウンタ後期ともに中間試験および定期試験を深めた後，カウンタ実施する．する．英文プリン
本科目の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ修得には，には，カウンタ60 時間の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ授業の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ受けた内容が理解できているかを評価する．講と 30 時間の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ事前・事後の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ自己学習する．英文プリンが必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業ある．英文プリン原則として試験問題も英文で出題するが，専門用語，専門表現は必要に応じて英語として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ試験問題も同ノートに解答すること．別途も英文プリンで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業出題も同ノートに解答すること．別途するが，カウンタ専門用いたパルス回路とアナログ－ディジタル変換，ディジタル－アナログ変換について学習する．英文プリン語，カウンタ専門表現は必要に応じて英語は必要とされる実務的な考え方も含めて指導を行います．に応じて加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ英語
だ内容についての試験を行う．けで授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業なく日本語で授業を行う．本科目の指導にあたっては，ものづくり企業の基礎として加算減算回路などの各種演算回路や各種のフリップフロップの理解を深めた後，カウンタ理解を深めた後，カウンタも問うことがある．英文プリン【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 必要に応じて資料を配布する．に応じて資料を配布する．応じて資料を配布する．じて資料を配布する．資料を配布する．を配布する．配布する．する．

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気材料を配布する． (Electric Materials))

電気工学科・5年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

導体，半導体，絶縁体に応じて資料を配布する．代表される各種電気材料について学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁される各種電気材料を配布する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁に応じて資料を配布する．おいて資料を配布する．重要に応じて資料を配布する．な，誘電体，磁
性体，超伝導体，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にデバイス，炭素材料を配布する．などに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．も学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に材料を配布する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に特性や産業用途を学習する．材料の特性に産業用途を学習する．材料の特性にを配布する．学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁する．材料を配布する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に特性に応じて資料を配布する．
ついて資料を配布する．は，概要に応じて資料を配布する．だけではなく，その材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に特性が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各を配布する．電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に物理の観点から理解する．さらに本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に観点から理解する．さらに本科目では，各から理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各する．さらに応じて資料を配布する．本科目では，各では，各
種材料を配布する．評価技術についても学習する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．も学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁する．

【A4-E2】金属の導電現象，抵抗材料，元素半導体と化合物半導体，誘電の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に導電現象，抵抗材料を配布する．，元素半導体と化合物半導体，誘電化合物半導体，誘電
体及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎と化合物半導体，誘電誘電分散，各種絶縁体と化合物半導体，誘電絶縁破壊などの基礎などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎
に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各して資料を配布する．いる．

金属の導電現象，抵抗材料，元素半導体と化合物半導体，誘電の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に導電現象，抵抗材料を配布する．，元素半導体と化合物半導体，誘電化合物半導体，誘電体及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎誘電分
極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎と化合物半導体，誘電誘電分散，各種絶縁体と化合物半導体，誘電絶縁破壊などの基礎などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いる
かを配布する．小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎レポート及びレポートで評価する．で評価する．

【A4-E2】圧電体と化合物半導体，誘電焦電体，磁性体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎と化合物半導体，誘電各種現象，超伝導現象の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に原理の観点から理解する．さらに本科目では，各
と化合物半導体，誘電応じて資料を配布する．用などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各して資料を配布する．いる．

圧電体と化合物半導体，誘電焦電体，磁性体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎と化合物半導体，誘電各種現象，超伝導現象の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に原理の観点から理解する．さらに本科目では，各と化合物半導体，誘電応じて資料を配布する．用などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に
基礎が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いるかを配布する．中間試験及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎レポート及びレポートで評価する．で評価する．

【A4-E2】レーザー材料を配布する．と化合物半導体，誘電レーザー光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に発振原理の観点から理解する．さらに本科目では，各，発光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にダイオード，有機EL
材料を配布する．，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にファイバー材料を配布する．，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に材料を配布する．と化合物半導体，誘電記録原理の観点から理解する．さらに本科目では，各などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎に応じて資料を配布する．つい
て資料を配布する．理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各して資料を配布する．いる．

レーザー材料を配布する．と化合物半導体，誘電レーザー光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に発振原理の観点から理解する．さらに本科目では，各，発光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にダイオード，有機EL材料を配布する．，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にファ
イバー材料を配布する．，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に材料を配布する．と化合物半導体，誘電記録原理の観点から理解する．さらに本科目では，各などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いるかを配布する．
小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎レポート及びレポートで評価する．で評価する．

【A4-E2】機能性炭素材料を配布する．，結晶構造，また，材料を配布する．評価技術についても学習する．と化合物半導体，誘電して資料を配布する．，X線回折
装置(XRD))，走査型電子顕微鏡(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に
基礎に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各して資料を配布する．いる．

機能性炭素材料を配布する．，結晶構造，また，材料を配布する．評価技術についても学習する．と化合物半導体，誘電して資料を配布する．，X線回折装置(XRD))，
走査型電子顕微鏡(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基礎が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．
いるかを配布する．定期試験及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎レポート及びレポートで評価する．で評価する．

成績は，試験は，試験45%　レポート及びレポートで評価する．10%　小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．45%　と化合物半導体，誘電して資料を配布する．評価する．試験45%分は，中間試験および誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎定期試験の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に相加平均
を配布する．と化合物半導体，誘電る．小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．は，2回実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績した試験成績は，試験の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に相加平均を配布する．と化合物半導体，誘電る．試験成績は，試験45点から理解する．さらに本科目では，各，小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．成績は，試験45点から理解する．さらに本科目では，各，レポート及びレポートで評価する．成績は，試験10点から理解する．さらに本科目では，各を配布する．合わ
せて資料を配布する．100点から理解する．さらに本科目では，各満点から理解する．さらに本科目では，各で60点から理解する．さらに本科目では，各以上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．を配布する．合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．と化合物半導体，誘電する．総合評価の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に小テスト及びレポートで評価する．数点から理解する．さらに本科目では，各以下は切り捨てる．は切り捨てる．り捨てる．捨てる．て資料を配布する．る．

「改訂電気材料を配布する．」 ： 柳井久義，酒井善雄著 （コロナ社出版）コロナ社出版）社出版）
「半導体素子」 ： 石田哲朗，清水東著 （コロナ社出版）コロナ社出版）社出版）
「半導体工学」 ： 高橋清（コロナ社出版）森北出版）
「電気電子材料を配布する．」：鈴置保雄（コロナ社出版）オームを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各社）
「電気・電子材料を配布する．」：水谷照吉（コロナ社出版）オームを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各社）

半導体工学（コロナ社出版）4年），電子工学（コロナ社出版）3年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業に応じて資料を配布する．関係のない私語を一切禁じる．本科目は半期での材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にない私語を一切禁じる．本科目は半期でを配布する．一切り捨てる．禁じる．本科目は半期でじる．本科目では，各は半期で30回の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業を配布する．行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途うため，中間・定期試験に応じて資料を配布する．相当する小テストを別途する小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．を配布する．別途を学習する．材料の特性に
2回実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績する．電子工学で学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁した固体中の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に電子の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にバンド構造及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎フェルミ・ディラックの材料と記録原理などの基礎につい分布する．に応じて資料を配布する．関する知識が必須となるたが生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各必須となるたと化合物半導体，誘電なるた
め，復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁して資料を配布する．おくこと化合物半導体，誘電．また，半導体工学で学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁したエネルギーバンド図を用いたキャリアの運動の表現についても授業で取を配布する．用いたキャリアの運動の表現についても授業で取の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に表される各種電気材料について学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁現に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．も学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業で取
り捨てる．扱うため，しっかり復習しておくこと．うため，しっかり捨てる．復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁して資料を配布する．おくこと化合物半導体，誘電．
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授業の計画（電気材料）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス この材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に方針と各種電気材料の概要を説明する．と化合物半導体，誘電各種電気材料を配布する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に概要に応じて資料を配布する．を配布する．説明する．する．

2 金属の導電現象，抵抗材料，元素半導体と化合物半導体，誘電の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に導電現象

3 抵抗材料を配布する． ニクの材料と記録原理などの基礎についロムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各線，タングステンなどの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に発熱体に応じて資料を配布する．使用する抵抗材料を配布する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

4 誘電体および誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎絶縁体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に電気的性質 誘電体および誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎絶縁体と化合物半導体，誘電は何か，絶縁性，誘電分極について解説する．か，絶縁性，誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

5 誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎と化合物半導体，誘電誘電分散

6 絶縁破壊などの基礎 電子なだれ破壊などの基礎などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に短時間破壊などの基礎，ト及びレポートで評価する．ラッキングなどの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に長時間破壊などの基礎に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．
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8 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と化合物半導体，誘電解する．さらに本科目では，各説，採点から理解する．さらに本科目では，各基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に説明する．，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁を配布する．行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

9 各種絶縁材料を配布する． 各種絶縁材料を配布する．と化合物半導体，誘電その材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に用途を学習する．材料の特性になどに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

10 圧電体と化合物半導体，誘電焦電体 圧電体と化合物半導体，誘電焦電体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に性質及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎それらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に産業応じて資料を配布する．用に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

11 磁性体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に概要に応じて資料を配布する．と化合物半導体，誘電磁性体の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に産業応じて資料を配布する．用に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．説明する．する．また，磁化の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に性質が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各異なる常磁性体と反磁性体について解説する．なる常磁性体と化合物半導体，誘電反磁性体に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

12

13 超伝導体

14 超伝導の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に応じて資料を配布する．用 超伝導材料を配布する．を配布する．産業で応じて資料を配布する．用するに応じて資料を配布する．あたり捨てる．要に応じて資料を配布する．求される特性についてと超伝導の産業応用例について解説する．される特性に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．と化合物半導体，誘電超伝導の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に産業応じて資料を配布する．用例について解説する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

15 中間試験

16 中間試験の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と化合物半導体，誘電解する．さらに本科目では，各説 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と化合物半導体，誘電解する．さらに本科目では，各説，採点から理解する．さらに本科目では，各基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に説明する．，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁を配布する．行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

17 レーザーの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に定義，レーザー光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に特徴，レーザーの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に産業応じて資料を配布する．用に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

18

19

20

21 光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にファイバー 光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にファイバーケーブルの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に構造と化合物半導体，誘電使用材料を配布する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，材料を配布する．中の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に伝搬の数式扱いについて解説する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に数式扱うため，しっかり復習しておくこと．いに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

22

23 試験問題の解答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各答と解説，採点基準の説明，試験範囲の復習を行う．と化合物半導体，誘電解する．さらに本科目では，各説，採点から理解する．さらに本科目では，各基準の説明，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に説明する．，試験範囲の復習を行う．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁を配布する．行うため，中間・定期試験に相当する小テストを別途う．

24

25

26 機能性炭素材料を配布する．

27 カーボンファイバー カーボンファイバーの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に構造と化合物半導体，誘電特徴，作製方法について説明する．また，炭化の原理について解説する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．説明する．する．また，炭化の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に原理の観点から理解する．さらに本科目では，各に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

28 結晶構造 単結晶，多結晶，非晶質などの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に結晶の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎や産業用途を学習する．材料の特性にミラー指数などに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

29

30

アの運動の表現についても授業で取ルミニウムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各や産業用途を学習する．材料の特性に銅などについて金属がなぜ導電性が良いのか，抵抗発生の要因について解説する．また，電界下での材料中の荷などに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．金属の導電現象，抵抗材料，元素半導体と化合物半導体，誘電が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各なぜ導電性が良いのか，抵抗発生の要因について解説する．また，電界下での材料中の荷導電性が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各良いのか，抵抗発生の要因について解説する．また，電界下での材料中の荷いの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にか，抵抗発生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に要に応じて資料を配布する．因について解説する．また，電界下での材料中の荷に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，電界下は切り捨てる．での材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に材料を配布する．中の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に荷
電粒子の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に数式扱うため，しっかり復習しておくこと．いに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

発生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各メカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各から誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎を配布する．電子分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎，イオン分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎，配向分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎に応じて資料を配布する．分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎し，それらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎率の式の導出について説明する．また，の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に式の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に導出に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．説明する．する．また，
交流電界印加時に応じて資料を配布する．生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各じる誘電分散に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁し，電子レンジの原理を解説する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に原理の観点から理解する．さらに本科目では，各を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

第1回小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する． 1～6回目では，各までの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業内容が理解できているかをが生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いるかを配布する．90分の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．で評価する．

第1回小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各説及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁

磁性体I

磁性体II 強磁性体であるフェロ磁性体，フェリ磁性体，反強磁性体に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．説明する．する．また，各種磁性体に応じて資料を配布する．おける磁化率の式の導出について説明する．また，の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に温度シラバス依存性に応じて資料を配布する．つ
いて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．さらに応じて資料を配布する．，磁気異なる常磁性体と反磁性体について解説する．方性，ワイスの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に分子場理の観点から理解する．さらに本科目では，各論について解説する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

超伝導現象発生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各であるBCS理の観点から理解する．さらに本科目では，各論について解説する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，マイスナ社出版）ー効果の基本的性質について解説する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基本的性質に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

9～14回目では，各までの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業内容が理解できているかをが生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いるかを配布する．評価する

レーザー材料を配布する．I

レーザー材料を配布する．II レーザー光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に発振原理の観点から理解する．さらに本科目では，各と化合物半導体，誘電して資料を配布する．，反転分布する．と化合物半導体，誘電誘導放出を配布する．学ぶ．また，レーザー材料を配布する．に応じて資料を配布する．より捨てる．分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎される気体レーザー，固体レーザー，半
導体レーザーに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

発光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にダイオード（コロナ社出版）LED)）
発光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に基本原理の観点から理解する．さらに本科目では，各と化合物半導体，誘電発光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に効率の式の導出について説明する．また，向上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にために応じて資料を配布する．採用されるダブルへテロ接合について解説する．また，直接遷移型半導体と間接遷移テロ接合に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，直接遷移型半導体と化合物半導体，誘電間接遷移
型半導体に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説し，なぜ導電性が良いのか，抵抗発生の要因について解説する．また，電界下での材料中の荷Siが生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各LED)材料を配布する．に応じて資料を配布する．使用できないか説明する．する．

有機pn接合半導体 有機材料を配布する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に定義と化合物半導体，誘電エレクの材料と記録原理などの基礎についト及びレポートで評価する．ロルミネセンスに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，有機ELディスプレイの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に原理の観点から理解する．さらに本科目では，各と化合物半導体，誘電特徴を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

第2回小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する． 17～21回目では，各までの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業内容が理解できているかをが生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各できて資料を配布する．いるかを配布する．90分の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．で評価する．

第2回小テスト及びレポートで評価する．テスト及びレポートで評価する．の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に解する．さらに本科目では，各説及び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎び誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎復習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁

光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についI 光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に構造と化合物半導体，誘電，情報の記録・再生原理について解説する．また，光ディスクにおいて記録容量を向上させるにはどうすればよの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に記録・再生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各原理の観点から理解する．さらに本科目では，各に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についに応じて資料を配布する．おいて資料を配布する．記録容が理解できているかを量を向上させるにはどうすればよを配布する．向上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．させるに応じて資料を配布する．はどうすればよ
いか説明する．する．

光デバイス，炭素材料などについても学習し，これらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性にディスクの材料と記録原理などの基礎についII
記録容が理解できているかを量を向上させるにはどうすればよに応じて資料を配布する．より捨てる．CD)，D)VD)，Blu-ray D)is)cなどに応じて資料を配布する．分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎できること化合物半導体，誘電を配布する．説明する．し，それらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に構造の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に違いについて解説する．また，記録原理いに応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．また，記録原理の観点から理解する．さらに本科目では，各
に応じて資料を配布する．よって資料を配布する．-ROM，-R，-RWなどに応じて資料を配布する．分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎できること化合物半導体，誘電を配布する．説明する．し，それらの材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に記録原理の観点から理解する．さらに本科目では，各と化合物半導体，誘電使用材料を配布する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

原子配列や結合の状態によって，ダイヤモンドやグラファイトなどに分類できることを説明する．また，グラファイトを理解する上でや産業用途を学習する．材料の特性に結合の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に状態によって，ダイヤモンドやグラファイトなどに分類できることを説明する．また，グラファイトを理解する上でに応じて資料を配布する．よって資料を配布する．，ダイヤモンドや産業用途を学習する．材料の特性にグラファイト及びレポートで評価する．などに応じて資料を配布する．分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎できること化合物半導体，誘電を配布する．説明する．する．また，グラファイト及びレポートで評価する．を配布する．理の観点から理解する．さらに本科目では，各解する．さらに本科目では，各する上を合格とする．総合評価の小数点以下は切り捨てる．で
重要に応じて資料を配布する．なファンデルワールス結合に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

材料を配布する．評価技術についても学習する．I 各種顕微鏡（コロナ社出版）走査型電子顕微鏡(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)など）を配布する．用いた材料を配布する．評価技術についても学習する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

材料を配布する．評価技術についても学習する．II X線回折装置(XRD))を配布する．用いた材料を配布する．評価技術についても学習する．に応じて資料を配布する．ついて資料を配布する．解する．さらに本科目では，各説する．

備など）
考

後期中間試験および誘電分極の分類と誘電分散，各種絶縁体と絶縁破壊などの基礎後期定期試験を配布する．実施した試験成績の相加平均をとる．試験成績する．
本科目では，各の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に修得には，に応じて資料を配布する．は，60 時間の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に授業の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に受講と化合物半導体，誘電 30 時間の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に事前・事後の材料の特性や産業用途を学習する．材料の特性に自己学習する．また，電気電子工学分野において重要な，誘電体，磁が生じるメカニズムを電子運動の物理の観点から理解する．さらに本科目では，各必要に応じて資料を配布する．である．
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担当教員 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等
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5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気機器Ⅲ Ⅲ (Electrical Machinery III)

電気工学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4年に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気機器Ⅲ に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発本講義では，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発小形機に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発学ぶ．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発直流機に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発は，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発主に直流発に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発直流発
電機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発小形機に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発は，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発身近な所に使われているモータな所に使われているモータ所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発使われているモータわれて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発いるモータ(サーボモータ，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ステッピングモータ，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ブ
ラシレスDCモータ，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発サーボモータ，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発永久磁石同期モータ)な所に使われているモータどの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発駆動原理，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータな所に使われているモータどに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発な所に使われているモータお本講義は本講義は
担当教員の企業における電動機に関する研究開発経験を踏まえて教授する．の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ企業に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発お本講義はける電動機に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発関する研究開発経験を踏まえて教授する．する研究開発経験を踏まえて教授する．踏まえて教授する．まえて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発教授する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

【A4-E4】直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ動作原理を踏まえて教授する．理解し説明できる．また，励磁方式による特し説明できる．また，励磁方式による特説明する．小形機については，身近な所に使われているモータでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発また，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発励磁方式による特に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発よる特
性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ違いを説明できる．いを踏まえて教授する．説明する．小形機については，身近な所に使われているモータでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

フレミングの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ左手の法則および右手の法則を使って，直流電動機と直流発電の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ法則および右手の法則を使って，直流電動機と直流発電お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電右手の法則および右手の法則を使って，直流電動機と直流発電の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ法則および右手の法則を使って，直流電動機と直流発電を踏まえて教授する．使われているモータって講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発直流電動機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発直流発電
機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ動作原理を踏まえて教授する．説明する．小形機については，身近な所に使われているモータでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発るか，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発また励磁方式による特に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発よる特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ違いを説明できる．いを踏まえて教授する．区別できるでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る
か，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発レポートおよび前期中間試験でお本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電前期中間試験で60%以上正解し説明できる．また，励磁方式による特を踏まえて教授する．合格として評価する．と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発評価する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

【A4-E4】各種小形モータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ特徴，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発動作原理，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発駆動方法な所に使われているモータどの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ違いを説明できる．いを踏まえて教授する．理解し説明できる．また，励磁方式による特
し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発用途に合わせて適切なモータを選定できる．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発合わせて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発適切なモータを選定できる．な所に使われているモータモータを踏まえて教授する．選定できる．でき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

各種小形モータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ特徴，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発動作原理，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発駆動方法な所に使われているモータどを踏まえて教授する．理解し説明できる．また，励磁方式による特し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発いるか，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発レポートおよび前期中間試験でお本講義は
よび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電前期中間試験で60%以上正解し説明できる．また，励磁方式による特を踏まえて教授する．合格として評価する．と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発評価する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

【A4-E4】サーボモータやブラシレスブラシレスDCモータな所に使われているモータど構造を踏まえて教授する．理解し説明できる．また，励磁方式による特し説明できる．また，励磁方式による特，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発用途に合わせて適切なモータを選定できる．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発
合わせて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発適切なモータを選定できる．な所に使われているモータモータを踏まえて教授する．選定できる．でき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

各駆動方式による特の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ違いを説明できる．いやブラシレス特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータを踏まえて教授する．理解し説明できる．また，励磁方式による特し説明できる．また，励磁方式による特，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発要求仕様に対して適切な種類のモータをに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発対して適切な種類のモータをし説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発適切なモータを選定できる．な所に使われているモータ種類のモータをの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータモータを踏まえて教授する．
選定できる．・設計することができるか，レポートおよび前期中間試験ですること小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ができ続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発るか，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発レポートおよび前期中間試験でお本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電前期中間試験で60%以上正解し説明できる．また，励磁方式による特
を踏まえて教授する．合格として評価する．と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発評価する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

【A4-E4】電気機器Ⅲ I，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発II，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発IIIを踏まえて教授する．通して，第三種電気主任技術者の機械に関し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発第三種電気主に直流発任技術者の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ機械に関に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発関する研究開発経験を踏まえて教授する．
する問題を解ける．を踏まえて教授する．解し説明できる．また，励磁方式による特ける．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

これまで学んでき続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発た知識を用いて，第三種電気主任技術者の機械に関する問を踏まえて教授する．用いて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発第三種電気主に直流発任技術者の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ機械に関に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発関する研究開発経験を踏まえて教授する．する問
題を解ける．が解し説明できる．また，励磁方式による特ける力が身に付いているか，レポートおよび前期定期試験でが身に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発付いているか，レポートおよび前期定期試験でいて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発いるか，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発レポートおよび前期中間試験でお本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電前期定できる．期試験で60%以上
正解し説明できる．また，励磁方式による特を踏まえて教授する．合格として評価する．と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発評価する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

成績は，試験は，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発試験85%　レポートおよび前期中間試験で15%　と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発評価する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発試験成績は，試験は中間試験と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発定できる．期試験の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ平均点とし，と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発し説明できる．また，励磁方式による特，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発100点とし，満点とし，で60点とし，
以上を踏まえて教授する．合格として評価する．と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

OHM大学テキストおよび前期中間試験で「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅲ 学」：白井康之白井康之[編著]（オーム社）オーム社）社）

「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅲ 学」：白井康之難波江彰ほか著（電気学会）ほか著（オーム社）電気学会）
「電気機器学」：白井康之実用電気機器Ⅲ 学」：白井康之森安正司著(森北出版）
「電気機器学」：白井康之電気機械に関工学」：白井康之天野寛徳，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発常広譲著(電気学会）
「電気機器学」：白井康之エレクトおよび前期中間試験でリックマシーン＆パワーエレクトおよび前期中間試験でロニクス [第2版]」：白井康之エレクトおよび前期中間試験でリックマシーン＆パワーエレクトおよび前期中間試験でロニクス編集委員の企業における電動機に関する研究開発経験を踏まえて教授する．会著（オーム社）森北出版）

電気機器Ⅲ I(4年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気機器Ⅲ II(4年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気磁気学I(3年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気磁気学II(4年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気回路I(2年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気回路II(3年)，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気回路
III(4年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気機器Ⅲ は電磁気学の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータうちの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ磁気分野と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発電気回路に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発特に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発関する研究開発経験を踏まえて教授する．連が深いので，よく理解しておくこと．が深いので，よく理解しておくこと．いの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータで，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発よく理解しておくこと．理解し説明できる．また，励磁方式による特し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発お本講義はく理解しておくこと．こと小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発4年で学んだ電気機器電気機器Ⅲ I
お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電電気機器Ⅲ IIに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発よく理解しておくこと．復習しておくこと．し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発お本講義はく理解しておくこと．こと小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発
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授業の計画（電気機器Ⅲ）Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造・動作原理 直流電動機お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電発電機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発動作原理，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発基本的な特性について説明する．な所に使われているモータ特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

2 直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ巻線構造 直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ巻線構造お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電関する研究開発経験を踏まえて教授する．連が深いので，よく理解しておくこと．する回路定できる．数について説明する．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

3 直流発電機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ 直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ励磁方式による特と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発基本特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ・無負荷特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

4 直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ始動・制動お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電速度シラバス制御法

5

6 小型誘導モータ・同期モータの特徴的な構造・特性について説明する．モータ・同期モータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ特徴的な特性について説明する．な所に使われているモータ構造・特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

7 復習しておくこと．課題を解ける．お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電演習しておくこと．

8 中間試験 中間試験を踏まえて教授する．実施する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

9 中間試験の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ解し説明できる．また，励磁方式による特答・解し説明できる．また，励磁方式による特説 中間試験の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ解し説明できる．また，励磁方式による特答・解し説明できる．また，励磁方式による特説を踏まえて教授する．行い，さらに永久磁石同期モータの応用・実用例について紹介する．い，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発さらに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発永久磁石同期モータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ応用・実用例について紹介する．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発紹介する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

10 ステッピングモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発原理に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

11 ステッピングモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ励磁方式による特の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータよる位置決め制御について説明する．め制御について説明する．制御に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

12

13 サーボモータと小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発小形発電機

14 サーボモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ選定できる．演習しておくこと． 運用条件に応じたサーボモータの選定方法について説明する．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発応じたサーボモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ選定できる．方法に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

15 復習しておくこと．課題を解ける．お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電演習しておくこと．
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

直流機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ始動・制動・速度シラバス制御法に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする.

小形DCモータ 身の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ回りの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ多くの製品に用いられている小形く理解しておくこと．の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ製品に用いられている小形に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発用いられて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発いる小形DCモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ種類のモータをと小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータに引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

小形ACモータ

第1～6回までの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ学習しておくこと．範囲に対する問題を与えて復習して理解を深める．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発対して適切な種類のモータをする問題を解ける．を踏まえて教授する．与えて復習して理解を深める．えて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発復習しておくこと．し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発理解し説明できる．また，励磁方式による特を踏まえて教授する．深いので，よく理解しておくこと．め制御について説明する．る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

ステッピングモータ(1)

ステッピングモータ(2)

ブラシレスDCモータ DCモータからブラシと小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発整流子を取り除いたブラシレスを踏まえて教授する．取り除いたブラシレスり除いたブラシレスいたブラシレスDCモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発磁極位置検出方式による特に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

DC・ACサーボモータの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ制御法と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発小形発電機の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ構造と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発原理に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発ついて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発説明する．小形機については，身近な所に使われているモータする．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

第9～14回までの特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ学習しておくこと．範囲に対する問題を与えて復習して理解を深める．に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発対して適切な種類のモータをする問題を解ける．を踏まえて教授する．与えて復習して理解を深める．えて講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発復習しておくこと．し説明できる．また，励磁方式による特て講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発理解し説明できる．また，励磁方式による特を踏まえて教授する．深いので，よく理解しておくこと．め制御について説明する．る．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発

備など）
考

前期中間試験お本講義はよび右手の法則を使って，直流電動機と直流発電前期定できる．期試験を踏まえて教授する．実施する．する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発
本科目の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ修得には，に引き続き，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発は，電気機器について講義する．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発30 時間の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ授業の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ受講と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発 15 時間の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ事前・事後の自己学習が必要である．の特性について説明する．小形機については，身近な所に使われているモータ自己学習しておくこと．が必要である．本講義では，直流機と小形機について学ぶ．直流機については，主に直流発
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総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電力工学Ⅱ (Electric Power Engineering II)

[前期] 日野 悦弘 非常勤講師, [後期] 津吉 彰 教授 【実務経験者担当科目】

電気工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目は電力工学電力工学Iの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電高度シラバスに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電力工学の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電各要素を学ぶことにより電を学ぶことに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電より電電
力の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電供給に必要な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電必要な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をを理論的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を，体系的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をさせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をする産業，市民活動が地球に与える影響をが地球に与える影響を地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電与える影響をえる影響をを
知り，エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らり電，エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電効率的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をを目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らす技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らとして，単に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電理論に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電とらわれず電力利用の動向についても自ら電力利用する産業，市民活動が地球に与える影響をの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電動が地球に与える影響を向についても自らに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついても自ら自らら
学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電本講義の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電前期の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電範囲については民間企業から講師を招いて実務経験者として電力伝送の実情をふまえ講義に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついては電力工学民間企業から講師を招いて実務経験者として電力伝送の実情をふまえ講義いて実務経験者として電力伝送の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電実情をふまえ講義をふまえ講義
する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

【A4-E4】送電システムを理解し，第を理解し，第し，第2種電気技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を者試験相当の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電問題を解を解し，第
けるよう電力工学の各要素を学ぶことにより電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

送電システムを理解し，第を理解し，第していることを試験な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をらびに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電レポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らト，小テストで評価するテストで評価する評価するする
．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電総合でで評価する60%以上の達成度を合格とする．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電達成度シラバスを合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

【A4-E4】配電システムを理解し，第を理解し，第し，第2種電気技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を者試験相当の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電問題を解を解し，第
けるよう電力工学の各要素を学ぶことにより電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

配電システムを理解し，第を理解し，第していることを試験な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をらびに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電レポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らト，小テストで評価するテストで評価する評価するする
．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電総合でで評価する60%以上の達成度を合格とする．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電達成度シラバスを合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

【A4-E4】電気事業に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電おける発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電原理を理解し，第し，第2種電気技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を者試験
相当の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電問題を解を解し，第けるよう電力工学の各要素を学ぶことにより電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

電気事業に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電おける発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電原理を理解し，第していることを試験な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をらびに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電レポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らト，小テストで評価する
テストで評価する評価するする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電総合でで評価する60%以上の達成度を合格とする．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電達成度シラバスを合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

【A4-E4】変電システムを理解し，第を理解し，第し，第2種電気技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を者試験相当の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電問題を解を解し，第
けるよう電力工学の各要素を学ぶことにより電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

変電システムを理解し，第を理解し，第していることを試験な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をらびに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電レポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らト，小テストで評価するテストで評価する評価するする
．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電総合でで評価する60%以上の達成度を合格とする．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電達成度シラバスを合で格とする．とする

【A4-E4】電力の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電利用する産業，市民活動が地球に与える影響をが地球に与える影響を地球に与える影響を環境に与える影響を理解し，説明することがに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電与える影響をえる影響をを理解し，第し，説明することがすることが地球に与える影響を
で評価するきる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

電力の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電利用する産業，市民活動が地球に与える影響をが地球に与える影響を地球に与える影響を環境に与える影響を理解し，説明することがに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電与える影響をえる影響を，エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電有効利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて理論
的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電説明することがで評価するきる事をレポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らトで評価する評価するする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

成績は，試験は電力工学，試験80%　レポーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らト10%　小テストで評価するテスト10%　として評価するする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電総合で評価するで評価する100点満点で評価する60点以上の達成度を合格とする．を合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電た
だし，各試験の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電成績は，試験に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よらず電力利用の動向についても自ら，後期定期試験で評価する60%以上の達成度を合格とする．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電評価するに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電より電合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

オーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らムを理解し，第社　OHM大学テキスト 電力発生・輸送工学　著者：伊与える影響を田 功　編著

電力工学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

前期は電力工学非常勤講師に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる授業を実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電本科目に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電限らずらず電力利用の動向についても自ら5年生の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電空きコマには補講が実施される場合があるので注意きコマには補講が実施される場合があるので注意に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電は電力工学補講が地球に与える影響を実施する．本科目に限らずされる場合でが地球に与える影響をあるの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電で評価する注意
されたい．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
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授業の計画（電力工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6 変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．や変電所の各機器の役割を理解する．変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電各機器の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電役割を理解する．を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

7

8 中間試験

9

10

11

12

13

14 需要家受電設備や屋内配線や変電所の各機器の役割を理解する．屋内配線

15

16

17

18

19 水力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電運転制御法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．を解し，第説する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電揚水発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電方式や変電所の各機器の役割を理解する．，潮力発電を説明することがし，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電演習後，小テストで評価するテストを実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

20

21

22 後期中間試験 後期中間試験を実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

23 後期中間試験の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電解し，第説 後期中間試験を解し，第説する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電火力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電小テストで評価するテストを実施する．本科目に限らずする

24

25

26 核燃料サイクル．原子力発電の今後サイクル．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電原子力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電今後 核燃料サイクル．原子力発電の今後サイクルや変電所の各機器の役割を理解する．将来的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を原子力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電要とな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をる核融合で発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電原理な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をどに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて外部講師に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる授業を行う．う電力工学の各要素を学ぶことにより電．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

27 原子力発電問題を解演習．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電 地熱発電

28

29 核融合で工学

30 電力工学全般の演習後，小テストを実施する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電わたる復習

電力輸送する送電・変電・配電設備や屋内配線（1，7章）
発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．から電力を消費地点迄輸送する送電・変電・配電及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来び需要家屋内設備や屋内配線を説明することがし，機能と及び具備性能と高電圧化して来と及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来び具備や屋内配線性能と及び具備性能と高電圧化して来と高電圧化して来して来
た送電・配電電圧の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電歴史的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を経過と考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．と考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．え方，及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来び系統構成や変電所の各機器の役割を理解する．電気方式や変電所の各機器の役割を理解する．を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

交流回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を電圧降下や電力輸送可能電力計算（や変電所の各機器の役割を理解する．電力輸送可能と及び具備性能と高電圧化して来電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（（7
章）

電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電必要な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を電圧・電流・インピーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らダンスを複素を学ぶことにより電数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲で評価する表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲してフェーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる電圧降下や電力輸送可能電力計算（，フェランチ現象や電力相差角曲現象や電力相差角曲や変電所の各機器の役割を理解する．電力相差角曲
線を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電対称三相回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ベクトルオペレーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らや変電所の各機器の役割を理解する．相電圧と線間電圧，Y/△結線な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をど電気計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を電気数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲学を適宜復
習しマには補講が実施される場合があるので注意スターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

架空きコマには補講が実施される場合があるので注意送電設備や屋内配線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構成機材，四端子回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（解し，第析や弛度計算（や変電所の各機器の役割を理解する．弛度シラバス計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（（8章）
特別高圧電圧の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電架空きコマには補講が実施される場合があるので注意送電設備や屋内配線を構成する部材と機能と及び具備性能と高電圧化して来を説明することがし，具備や屋内配線性能と及び具備性能と高電圧化して来を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電送電線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電気定数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲は電力工学分布定数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲で評価するあり電，四
端子回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電理解し，第と計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（解し，第析や弛度計算（手法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電また，弛度シラバス計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（式や変電所の各機器の役割を理解する．を誘導してカテナリー曲線，及び電線振動現象を理解する．してカテナリーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら曲線，及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来び電線振動が地球に与える影響を現象や電力相差角曲を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

電力ケーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らブルの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電種類別構造や施設方法と電気定数（や変電所の各機器の役割を理解する．施する．本科目に限らず設方法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．と電気定数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲（10章） 過と考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．密地域での特別高圧電力ケーブルによる系統構成と適応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をで評価するの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特別高圧電力ケーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らブルに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる系統構成と適応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をする種類別の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（や変電所の各機器の役割を理解する．施する．本科目に限らず設方法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．，並びにジョイント工法や冷却方式をびに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ジョイント工法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．や変電所の各機器の役割を理解する．冷却方式や変電所の各機器の役割を理解する．を
概説して電力ケーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らブルを理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電また，ケーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らブル特有の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電誘電体損等の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電気定数で表示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構成と主要機器，変圧器の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電結線方式や変電所の各機器の役割を理解する．・中性点接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．（11
章）

変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電施する．本科目に限らず設される主要機器とその内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電役割を理解する．と具備や屋内配線すべき性能と及び具備性能と高電圧化して来要件を説明する．変圧器の結線方式と中性点接地方式の特質，及を説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電変圧器の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電結線方式や変電所の各機器の役割を理解する．と中性点接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特質，及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来
び単位法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる基本式や変電所の各機器の役割を理解する．を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電力潮流制御に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電必要な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をタップ電圧，調相設備の絶縁方式，避雷機器等性能要件を理解する．電圧，調相設備や屋内配線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電絶縁方式や変電所の各機器の役割を理解する．，避雷機器等性能と及び具備性能と高電圧化して来要件を説明する．変圧器の結線方式と中性点接地方式の特質，及を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電変圧器構成と母線方式や変電所の各機器の役割を理解する．（11章）

変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．や変電所の各機器の役割を理解する．送電線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電異常電圧を概説（9章）
電力機器に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電発生する異常電圧の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電種類と規模を概説して，架空送電系統・ケーブル系統・変電所の異常電圧対策を理解する．避を概説して，架空きコマには補講が実施される場合があるので注意送電系統・ケーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らブル系統・変電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電異常電圧対策を理解する．避を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電避
けられな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をい異常電圧に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電対する絶縁協調の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．え方を理解し，第し，ギャップ電圧，調相設備の絶縁方式，避雷機器等性能要件を理解する．レスアレスターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電適応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式を実態を習得する．を習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

7回まで評価するの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基づき中間試験を実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

保護継電器（12章）　
送変配電設備や屋内配線は電力工学過と考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．酷な自然環境下に施設され，故障発生に対して早期遮断による事故波及抑制，設備・機器保護及び健全設な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を自ら然環境に与える影響を理解し，説明することが下や電力輸送可能電力計算（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電施する．本科目に限らず設され，故障発生に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電対して早期遮断による事故波及抑制，設備・機器保護及び健全設に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる事故波及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来抑制，設備や屋内配線・機器保護及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来び健全設
備や屋内配線からの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電迅速復電するため，事業者要求性能と及び具備性能と高電圧化して来に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電対応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をした保護制御システムを理解し，第を開発し施する．本科目に限らず設している．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電種類や変電所の各機器の役割を理解する．機能と及び具備性能と高電圧化して来・特性を理解し，第
する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

故障計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（と対象や電力相差角曲座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する． 1.　　設備や屋内配線故障の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電実態を習得する．，対称座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．導してカテナリー曲線，及び電線振動現象を理解する．入（13
章）

電力設備や屋内配線に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電発生する故障の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電形態を習得する．と規模を概説して，架空送電系統・ケーブル系統・変電所の異常電圧対策を理解する．避を説明することがし，三相交流回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（で評価するは電力工学事故相以外の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電健全相に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電も自ら影響をが地球に与える影響を波及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来すことを故障計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
利用する産業，市民活動が地球に与える影響をされる対象や電力相差角曲座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．を用する産業，市民活動が地球に与える影響をいて理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電1.で評価するは電力工学対象や電力相差角曲座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる発電機の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基本式や変電所の各機器の役割を理解する．や変電所の各機器の役割を理解する．等価する回路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（を作図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲して故障計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（手法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．をマには補講が実施される場合があるので注意
スタターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

試験返却解し，第説・故障計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（と対象や電力相差角曲座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する． 2.　　実際の故障計算，対称の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電故障計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（，対称
座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式を用する産業，市民活動が地球に与える影響を（13章）

試験を返却し解し，第説する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電2.で評価するは電力工学，1.で評価する学習した対象や電力相差角曲座標法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．を用する産業，市民活動が地球に与える影響をいて，一線地絡故障や変電所の各機器の役割を理解する．二線地絡故障時の地絡電流や健全相電圧の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電地絡電流や変電所の各機器の役割を理解する．健全相電圧
を演算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（実践して理解する．特に，演習問題を活用して理解深化に資する．して理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電，演習問題を解を活用する産業，市民活動が地球に与える影響をして理解し，第深化して来に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電資する．する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

高圧配電設備や屋内配線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電系統構成，機材（14章） 我が国の太宗の高圧配電電圧はが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧はの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電太宗の高圧配電電圧はの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電高圧配電電圧は電力工学6kVで評価するあり電被覆高圧電線を適用する産業，市民活動が地球に与える影響をしている等，独自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を開発に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる設備や屋内配線機材を適応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をしている．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電系統構成や変電所の各機器の役割を理解する．機材を説明することがし，接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．と密接に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電関連する保護方式との関連も併せてを理解する．する保護方式や変電所の各機器の役割を理解する．との内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電関連する保護方式との関連も併せてを理解する．も自ら併せてを理解する．せてを理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

低圧配電設備や屋内配線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電系統構成，機材．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電（14章）
我が国の太宗の高圧配電電圧はが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧は低圧電圧は電力工学100/200vで評価するあり電変圧することな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をく負荷機器に直接接続供給される．低圧系統単相負荷機器に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電直接接続供給に必要な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をされる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電低圧系統単相100v/3相200vを効率
的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電設備や屋内配線構成する3相4線式や変電所の各機器の役割を理解する．が地球に与える影響を一般の演習後，小テストを実施する．的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をで評価するあり電，これらの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電低圧配電設備や屋内配線や変電所の各機器の役割を理解する．結線方式や変電所の各機器の役割を理解する．を説明することがして，保護方式や変電所の各機器の役割を理解する．との内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電関連する保護方式との関連も併せてを理解する．も自ら併せてを理解する．せて理解し，第す
る．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

我が国の太宗の高圧配電電圧はが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧はは電力工学，需要家電気設備や屋内配線規模を概説して，架空送電系統・ケーブル系統・変電所の異常電圧対策を理解する．避の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電逓増に対応して系統電力からの受電電圧は高電圧化する仕組みである．特別高圧・高圧受に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電対応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をして系統電力からの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電受電電圧は電力工学高電圧化して来する仕組みである．特別高圧・高圧受みで評価するある．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特別高圧・高圧受
電設備や屋内配線例を基に需要家屋内設備の構成やその保安装置等を説明し屋内電力設備と併せて保安確保を図る設備面・態勢面のを基に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電需要家屋内設備や屋内配線の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構成や変電所の各機器の役割を理解する．その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電保安装置等を説明することがし屋内電力設備や屋内配線と併せてを理解する．せて保安確保を図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲る設備や屋内配線面・態を習得する．勢面の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
対策を理解する．避を理解し，第する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

送変配電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電関する総括，今後の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電力発生と輸送の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電課題を解（15章）
太陽光等再エネの普及は電力自由化とも相まって電力潮流を双方向化し，機器短絡強度不足問題を惹起する等の課題があるエネの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電普及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来は電力工学電力自ら由化して来とも自ら相まって電力潮流を双方向についても自ら化して来し，機器短絡強度シラバス不足問題を解を惹起する等の課題があるする等の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電課題を解が地球に与える影響をある
が地球に与える影響を，スマには補講が実施される場合があるので注意ーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らトメーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら適用する産業，市民活動が地球に与える影響をは電力工学新たなロードマネイジメントを誘引してビジネスを創起する．電力系統の将来課題を展望し対策の考えたな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をローの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らドマには補講が実施される場合があるので注意ネイジメントを誘引してビジネスを創起する．電力系統の将来課題を展望し対策の考えしてビジネスを創起する等の課題があるする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電力系統の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電将来課題を解を展望し対策の考えし対策を理解する．避の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．え
方を考え方，及び系統構成や電気方式を理解する．察する．する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

発電総論．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら変換論．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電我が国の太宗の高圧配電電圧はが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧はの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電気事業概説（1章） エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら変換としての内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電発電工学の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電位置づけを説明することがし，我が国の太宗の高圧配電電圧はが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧はの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電気事業の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電歴史および現状を述べる．電気エネルギーが低炭を述べる．電気エネルギーが低炭べる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電電気エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らが地球に与える影響を低炭
素を学ぶことにより電化して来社会実現に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電配慮されていることを学ぶ．されていることを学ぶ．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

水力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基礎（5章）
水の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電位置エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らから落差，流量の定義および理論出力を導く．またベルヌーイの定理および連続の式より水力学の基本公式の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電定義および理論出力を導してカテナリー曲線，及び電線振動現象を理解する．く負荷機器に直接接続供給される．低圧系統単相．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電またベルヌーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らイの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電定理および連する保護方式との関連も併せてを理解する．続の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電式や変電所の各機器の役割を理解する．より電水力学の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基本公式や変電所の各機器の役割を理解する．
を説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電落差の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電取り方による各種水力発電方式を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備り電方に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる各種水力発電方式や変電所の各機器の役割を理解する．を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備し，ダムを理解し，第，導してカテナリー曲線，及び電線振動現象を理解する．水路と電力計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（等の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電水力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電土木設備や屋内配線と門扉等その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電付随設備や屋内配線
を解し，第説する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

各種水車の構造と特徴．  水車発電機．水力発電所の諸設備とその設の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（と特徴．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電  水車の構造と特徴．  水車発電機．水力発電所の諸設備とその設発電機．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電水力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電諸設備や屋内配線とその内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電設
計（5章）

水力発電で評価する使用する産業，市民活動が地球に与える影響をされる水車の構造と特徴．  水車発電機．水力発電所の諸設備とその設の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（と特徴および付帯設備や屋内配線，発電機の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特徴を説明することがし，その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電他発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電設置される設備や屋内配線を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
また水力地点から設備や屋内配線を設計する演習を行う．う電力工学の各要素を学ぶことにより電．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

水力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電管理．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電揚水発電．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電水力問題を解演習（5章）

火力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基礎理論．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電熱力学．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電各種燃料サイクル．原子力発電の今後の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特徴．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ボイラおよび蒸気ターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら
ビン（3章）

熱力学とランキンサイクルを説明することがし，火力発電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電おけるエネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら変換，エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電流れを解し，第説する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電 燃料サイクル．原子力発電の今後の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電燃焼の計算を学の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（を学
び演習する

火力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電各種設備や屋内配線，さまざまな基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響を火力発電（3章）
火力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電各種設備や屋内配線，構造や施設方法と電気定数（，動が地球に与える影響を作原理を説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電 熱効率その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電他効率の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電定義および計算に必須な電圧降下や電力輸送可能電力計算（を学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ガスターの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らビンの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（と特
徴．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ディーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らゼルおよびガソリン内燃力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特徴を述べる．電気エネルギーが低炭べる

原子力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電基礎理論．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電原子核物理．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電核分裂連する保護方式との関連も併せてを理解する．鎖反応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をと中性子束分
布．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電減速材，吸収材（4章）

 原子核分裂に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる質量の定義および理論出力を導く．またベルヌーイの定理および連続の式より水力学の基本公式欠損と結合でエネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電放出に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電熱中性子に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よるウラン235の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電分裂と高速中性子減速
材，吸収材に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる制御に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて説明することがし，臨界状を述べる．電気エネルギーが低炭態を習得する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電核分裂連する保護方式との関連も併せてを理解する．鎖反応する種類別の構造や施設方法，並びにジョイント工法や冷却方式をを維持する条件を示すする条件を説明する．変圧器の結線方式と中性点接地方式の特質，及を示してフェーザ図による電圧降下，フェランチ現象や電力相差角曲す

各種原子炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（と原子力発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構成．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電 原子炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電制御理論（4章）
加圧水型および沸騰水型軽水炉の構造を説明する．また，ガス冷却炉，高速増殖炉の構造と特徴を紹介する． 軽水炉について，および沸騰水型および沸騰水型軽水炉の構造を説明する．また，ガス冷却炉，高速増殖炉の構造と特徴を紹介する． 軽水炉について，軽水炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（を説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電また，ガス冷却炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（，高速増に対応して系統電力からの受電電圧は高電圧化する仕組みである．特別高圧・高圧受殖炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電構造や施設方法と電気定数（と特徴を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電 軽水炉と原子力発電所の構成． 原子炉の制御理論（に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて，
加圧水型および沸騰水型軽水炉の構造を説明する．また，ガス冷却炉，高速増殖炉の構造と特徴を紹介する． 軽水炉について，および沸騰水型および沸騰水型軽水炉の構造を説明する．また，ガス冷却炉，高速増殖炉の構造と特徴を紹介する． 軽水炉について，の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電相違点を中心にその制御方法，自己制御性を説明する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電その内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電制御方法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習後，小テストを実施する．，自ら己制御性を説明することがする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

地熱エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らとその内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電発電設備や屋内配線を説明することがし，世界およびわが地球に与える影響を国の太宗の高圧配電電圧はの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電地熱発電所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電また原子力発電に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電関する演習後，小テストで評価するテス
トを実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

新たなロードマネイジメントを誘引してビジネスを創起する．電力系統の将来課題を展望し対策の考えしい発電方式や変電所の各機器の役割を理解する．．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電直接発電，太陽エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら，MHD発電，燃料サイクル．原子力発電の今後電池，そ
の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電他の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電自ら然エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自ら（6章）

太陽光発電な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をどの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電特性や変電所の各機器の役割を理解する．普及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来状を述べる．電気エネルギーが低炭況，自ら然エネルギーの効率的な利用を目指す技術者教育の柱として，単に理論にとらわれず電力利用の動向についても自らを取り方による各種水力発電方式を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備り電巻く状況について学ぶ またく負荷機器に直接接続供給される．低圧系統単相状を述べる．電気エネルギーが低炭況に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて学ぶ またMHD発電な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をど新たなロードマネイジメントを誘引してビジネスを創起する．電力系統の将来課題を展望し対策の考え発電や変電所の各機器の役割を理解する．，普及び需要家屋内設備を説明し，機能と及び具備性能と高電圧化して来が地球に与える影響を始まっまっ
ている燃料サイクル．原子力発電の今後電池な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をどに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて学ぶ．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

核融合で研究所の機器構成を学ばせ，中性線接地方式や変電所の各機器の役割を理解する．の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電講師に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よる核融合での内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電講義を行う．い，原子力発電の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電将来像ををr理解し，第させる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

電力工学II全般の演習後，小テストを実施する．に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電ついて復習，演習する．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電

備など）
考

前期，後期とも自らに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電中間試験および定期試験を実施する．本科目に限らずする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電
本科目の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電修得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電は電力工学，60 時の地絡電流や健全相電圧間の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電授業の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電受講と 30 時の地絡電流や健全相電圧間の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電事前・事後の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電自ら己学習が地球に与える影響を必要で評価するある．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電場合でに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電より電再エネの普及は電力自由化とも相まって電力潮流を双方向化し，機器短絡強度不足問題を惹起する等の課題がある試験な基本的な技術を理論的，体系的に習得させる．電力を利用する産業，市民活動が地球に与える影響をどを実施する．本科目に限らずする場合でが地球に与える影響をある．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電後期定期試験の内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電評価するが地球に与える影響を60%で評価するそれま
で評価するの内容をさらに高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電成績は，試験に高度に学ばせる．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電よらず電力利用の動向についても自ら合で格とする．とする．発電，変電，送電，配電という電力工学の各要素を学ぶことにより電【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 岸本 圭司 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「パワーエレクトロニクス」：平紗多賀夫著 （共立出版）平紗多賀夫著 （共立出版）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

パワーエレクトロニクス (Power Electronics))

電気工学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

最新の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やデバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やについて講義する．各種電力変換装置の動作や講義する．各種電力変換装置の動作や各種電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や動作やや
応用例について理解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講について講義する．各種電力変換装置の動作や理解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講が身近な技術であるということを理解する．なお，本講身近な技術であるということを理解する．なお，本講な技術であるということを理解する．なお，本講技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講であるということを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や理解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講する．各種電力変換装置の動作やな技術であるということを理解する．なお，本講お，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講本講
義は担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や開発経験を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や踏まえて教授します．まえて講義する．各種電力変換装置の動作や教授します．します．各種電力変換装置の動作や

【A4-E4】各種パワーエレクトロニクス回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や動作や原理とその電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や特徴を理解を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や理解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講
するとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講電力，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講平均電圧，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講周波数スペクトル等の諸量の算出ができ，スペクトル等の諸量の算出ができ，等の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や諸量の算出ができ，の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や算出が身近な技術であるということを理解する．なお，本講でき，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講
定量の算出ができ，的に評価できる．に評価できる．できる．各種電力変換装置の動作や

整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作やに関する算出は，中間試験で評価する．インバータにする算出は担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講中間試験で評価できる．する．各種電力変換装置の動作やインバータにに
ついて講義する．各種電力変換装置の動作や定期試験で評価できる．する．各種電力変換装置の動作や

【A4-E4】パワーエレクトロニクス機器を利用する際のメリット，デメリットをを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や利用する際のメリット，デメリットをの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やメリット，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講デメリットを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や
把握するとともに，どのような対策等が必要か，どのような適用が最適か，なするとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講どの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やような技術であるということを理解する．なお，本講対策等が身近な技術であるということを理解する．なお，本講必要か，どのような適用が最適か，なか，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講どの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やような技術であるということを理解する．なお，本講適用が身近な技術であるということを理解する．なお，本講最適か，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講な技術であるということを理解する．なお，本講
どを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．できる．各種電力変換装置の動作や

電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やデバイスについて講義する．各種電力変換装置の動作やは担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．中間試験で評価できる．し，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講パワーエレクトロニクス
機器を利用する際のメリット，デメリットをについて講義する．各種電力変換装置の動作やは担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．定期試験で評価できる．する．各種電力変換装置の動作や

【A4-E4】課題，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講資料の整理ができ，自らその特徴などを見いだすことがでの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や整理が身近な技術であるということを理解する．なお，本講でき，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講自らその特徴などを見いだすことがでらその電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や特徴を理解な技術であるということを理解する．なお，本講どを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や見いだすことがでいだすことが身近な技術であるということを理解する．なお，本講で
きる．各種電力変換装置の動作や

レポートにより評価する．具体的には，電力用半導体デバイスの特徴と適用範評価できる．する．各種電力変換装置の動作や具体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や的に評価できる．には担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やデバイスの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や特徴を理解と適用範
囲についてと単相，三相方形波インバータの出力電圧波形に含まれる高調波について講義する．各種電力変換装置の動作やと単相，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講三相方形波インバータにの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や出力電圧波形に含まれる高調波まれる高調波
について講義する．各種電力変換装置の動作やまとめる．各種電力変換装置の動作や

成績は，試験は担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講試験85%　レポート15%　として講義する．各種電力変換装置の動作や評価できる．する．各種電力変換装置の動作や中間，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講定期試験の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や2回の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や平均の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や85%（85点）とレポート15点の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や合計
100点満点で60点以上を合格とする．を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や合格とする．とする．各種電力変換装置の動作や

「パワーエレクトロニクス」：平紗多賀夫著 （共立出版）正田英介監修・楠本一幸編（アル等の諸量の算出ができ，テ21／オームの開発経験を踏まえて教授します．社）

制御工学，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や工学，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講電力工学，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講電気回路について講義する．各種電力変換装置の動作やI，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講II，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講III

履修上のの評価方法と基準
注意事項

4年までの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や電気回路について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講応用数スペクトル等の諸量の算出ができ，学（フーリエ解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講析）な技術であるということを理解する．なお，本講ど過去に修得した知識を必要とする箇所もあるため，それらの確認を各に修得した知識を必要とする箇所もあるため，それらの確認を各した電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や知識を必要とする箇所もあるため，それらの確認を各を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や必要か，どのような適用が最適か，なとする箇所もあるため，それらの確認を各もあるた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やめ，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講それらの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や確認を各を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や各
自らその特徴などを見いだすことがでで行なっていること．な技術であるということを理解する．なお，本講って講義する．各種電力変換装置の動作やいること．各種電力変換装置の動作や
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授業の計画（パワーエレクトロニクス）パワーエレクトロニクス）

テーマ 内容（パワーエレクトロニクス）目標・準備など）など）

1 パワーエレクトロニクスの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や概要か，どのような適用が最適か，な パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や重要か，どのような適用が最適か，な性と現状，課題について解説する．と現状，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講課題について講義する．各種電力変換装置の動作や解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説する．各種電力変換装置の動作や

2 電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やデバイス

3 半波整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講全波整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や動作やを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．し，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講平均出力電圧な技術であるということを理解する．なお，本講どの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や諸量の算出ができ，の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や導出方法を解説する．を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説する．各種電力変換装置の動作や

4 制御つき整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作やについて講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作やその電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や特徴を理解を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や理解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講し，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講平均出力電圧の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や制御特性と現状，課題について解説する．な技術であるということを理解する．なお，本講どを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説する．各種電力変換装置の動作や

5 整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やフィル等の諸量の算出ができ，タにとその電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や特徴を理解 チョークインプット，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講コンデンサインプット型フィルタの違いと特徴について説明する．フィル等の諸量の算出ができ，タにの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や違いと特徴について説明する．いと特徴を理解について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

6 チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や概略と昇圧チョッパ回路について説明する．と昇圧チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作やについて講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

7 降圧チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講昇降圧チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作やについて講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

8 単相インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作や ハーフブリッジインバータに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講フル等の諸量の算出ができ，ブリッジインバータにの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や回路について講義する．各種電力変換装置の動作や構成，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講動作や原理について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

9 中間試験

10 中間試験返却・解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講単相インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や周波数スペクトル等の諸量の算出ができ，特性と現状，課題について解説する． 前半に中間試験の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や返却と解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や行なっていること．う．各種電力変換装置の動作や単相方形波インバータにが身近な技術であるということを理解する．なお，本講原理的に評価できる．に生じる高調波について解説する．じる高調波について講義する．各種電力変換装置の動作や解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説する．各種電力変換装置の動作や

11 パル等の諸量の算出ができ，ス制御について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作やこの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や制御を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や行なっていること．った電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やときの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や高調波の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や変化について解説する．について講義する．各種電力変換装置の動作や解を深めるとともに，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説する．各種電力変換装置の動作や

12

13 三相インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作や 三相方形波インバータにの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や動作やについて講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

14 三相インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作やと制御法を解説する． 瞬時空間ベクトル等の諸量の算出ができ，理論を用いたベクトル制御について説明する．を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やベクトル等の諸量の算出ができ，制御について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

15 演習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期定期試験を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や実施する．する．各種電力変換装置の動作や

パワーエレクトロニクス機器を利用する際のメリット，デメリットをに用いられて講義する．各種電力変換装置の動作やいる様々な電力用半導体デバイスについて説明する．また，その詳細はレポートとしてまな技術であるということを理解する．なお，本講電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作やデバイスについて講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作やまた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講その電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や詳細はレポートとしてまは担当教員の企業におけるパワーエレクトロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．レポートとして講義する．各種電力変換装置の動作やま
とめる．各種電力変換装置の動作や

整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作や（1）

整流回路について講義する．各種電力変換装置の動作や（2）

チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作や（1）

チョッパ回路について講義する．各種電力変換装置の動作や（2）

7回までの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や授します．業内容について，諸量の算出，式の導出，説明などの問題で試験する．について講義する．各種電力変換装置の動作や，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講諸量の算出ができ，の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や算出，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講式の導出，説明などの問題で試験する．の電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や導出，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講説明できる．な技術であるということを理解する．なお，本講どの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や問題で試験する．各種電力変換装置の動作や

インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や制御法を解説する．（1）

インバータに回路について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や制御法を解説する．（2） パル等の諸量の算出ができ，ス幅変調（PWM）法を解説する．について講義する．各種電力変換装置の動作や説明できる．する．各種電力変換装置の動作や

第1回～第7回，パワーエレクトロニクス技術が身近な技術であるということを理解する．なお，本講第9回～第14回について講義する．各種電力変換装置の動作やの電力用半導体デバイスとそれを用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や演習を用いた電力変換装置の基本回路について講義する．各種電力変換装置の動作や行なっていること．う．各種電力変換装置の動作や

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(5%), A4-E2(5%), A4-E3(5%), A4-E4(5%), B1(10%), B2(10%), C1(30%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 口頭試問からその理解度を評価する．からその理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する．

2 実験中の取り組み姿勢から評価する．の理解度を評価する．取り組み姿勢から評価する．り組み姿勢から評価する．組み姿勢から評価する．み姿勢から評価する．姿勢から評価する．から評価する．する．

3

4

5

6 報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容，口頭試問からその理解度を評価する．において評価する．評価する．する．

7 報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容，口頭試問からその理解度を評価する．において評価する．評価する．する．

8 報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容，口頭試問からその理解度を評価する．において評価する．評価する．する．

9 報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容，口頭試問からその理解度を評価する．において評価する．評価する．する．

10 　 　

総合評価

テキスト 各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリント担当作成プリントプリント

参考書 特に指定しないに指定しないしない

関連科目 電気機器，送配電工学，数値解析，放電現象

神戸市立工業高等専門学校 2022年度を評価する．シラバス

電気工学実験実習 (Laboratory Work in Electrical Engineering)

加藤 真嗣 准教授, 津吉 彰 教授, 赤松 浩 教授

電気工学科・5年・前期・必修・2単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

実験は8名程度を評価する．の理解度を評価する．小グループで行い，各テーマグループで行い，各テーマ行い，各テーマい，各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリント3週，4テーマ担当作成プリントで行い，各テーマ行い，各テーマなう．各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリントは，第1，2週に実験を評価する．行い，各テーマい，第3週にレポー
ト提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実を評価する．行い，各テーマなう．その理解度を評価する．際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する理解度を評価する．を評価する．確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実口頭試問からその理解度を評価する．を評価する．行い，各テーマなう．これにより組み姿勢から評価する．，簡潔で的確な作業報告が実で行い，各テーマ的確な作業報告が実実
務レヘルで実践できるように訓練を行なう．実験の内容としては，自ら実験の目的や社会，技術における位置づけを理解し，レヘルで行い，各テーマ実践できるように訓練を行なう．実験の内容としては，自ら実験の目的や社会，技術における位置づけを理解し，で行い，各テーマきるように訓練を行なう．実験の内容としては，自ら実験の目的や社会，技術における位置づけを理解し，を評価する．行い，各テーマなう．実験の理解度を評価する．内容として評価する．は，自ら実験の目的や社会，技術における位置づけを理解し，ら実験の理解度を評価する．目的や社会，技術における位置づけを理解し，社会，技術における位置づけを理解し，における位置づけを理解し，づけを評価する．理解し，
問からその理解度を評価する．題解決のための分析力を養わせることを目指す．の理解度を評価する．ため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実の理解度を評価する．分析力を養わせることを目指す．を評価する．養わせることを目指す．わせることを評価する．目指す．

【C1】 各テーマ担当作成プリント実験で行い，各テーマ行い，各テーマった作業，結果について，的確に解析し説明することがについて評価する．，的確に解析し説明することがすることが実
で行い，各テーマきる

【C4】各テーマ担当作成プリント実験テーマ担当作成プリントの理解度を評価する．内容が実理解で行い，各テーマき，実験を評価する．協調して実施できる．して評価する．実施できる．で行い，各テーマきる．

【D1】報告書の内容，口頭試問において評価する．に記した内容について，その意義等を理解し正確に説明できした内容について評価する．，その理解度を評価する．意義等を評価する．理解し正確に説明することがで行い，各テーマき
る．

実験テーマ担当作成プリントが実どの理解度を評価する．ような社会的，環境的な問からその理解度を評価する．題を評価する．抱いているかを口頭試問かいて評価する．いるかを評価する．口頭試問からその理解度を評価する．か
らその理解度を評価する．理解度を評価する．を評価する．評価する．する．

【B1】各テーマ担当作成プリント実験で行い，各テーマ行い，各テーマった内容について評価する．，図や表を用いて報告書を作成するこや社会，技術における位置づけを理解し，表を用いて報告書を作成するこを評価する．用いて報告書を作成するこいて評価する．報告書の内容，口頭試問において評価する．を評価する．作成プリントするこ
とが実で行い，各テーマきる．

各テーマ担当作成プリント実験で行い，各テーマ行い，各テーマった原理や社会，技術における位置づけを理解し，結果について，的確に解析し説明することがなどが実論理的に記した内容について，その意義等を理解し正確に説明でき述されているかを報告書の内されて評価する．いるかを評価する．報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内
容，構成プリントで行い，各テーマ評価する．する．

【B2】報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容について評価する．説明することがで行い，各テーマきる．
報告書の内容，口頭試問において評価する．の理解度を評価する．内容について評価する．説明することがで行い，各テーマきるか，また，他者の説明に対して質問ができるの理解度を評価する．説明することがに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実して評価する．質問からその理解度を評価する．が実で行い，各テーマきる
かを評価する．口頭試問からその理解度を評価する．で行い，各テーマ評価する．する．

【A4-E1】各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリントにおける基礎原理を評価する．理解し，実験により組み姿勢から評価する．それらを評価する．知識・
技術における位置づけを理解し，として評価する．修得できる．で行い，各テーマきる．

【A4-E2】各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリントにおける基礎原理を評価する．理解し，実験により組み姿勢から評価する．それらを評価する．知識・
技術における位置づけを理解し，として評価する．修得できる．で行い，各テーマきる．

【A4-E3】各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリントにおける基礎原理を評価する．理解し，実験により組み姿勢から評価する．それらを評価する．知識・
技術における位置づけを理解し，として評価する．修得できる．で行い，各テーマきる．

【A4-E4】各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリントにおける基礎原理を評価する．理解し，実験により組み姿勢から評価する．それらを評価する．知識・
技術における位置づけを理解し，として評価する．修得できる．で行い，各テーマきる．

成プリント績は，レポートは，レポート40%　口頭試問からその理解度を評価する．32%　実験中の取り組み姿勢から評価する．の理解度を評価する．取り組み姿勢から評価する．組み姿勢から評価する．み姿勢から評価する．28%　として評価する．評価する．する．各テーマ担当作成プリントテーマ担当作成プリント25点満点（取り組み姿勢から評価する．組み姿勢から評価する．み姿勢から評価する．7点，レポー
ト10点，口頭試問からその理解度を評価する．8点）で評価し，で行い，各テーマ評価する．し，4テーマ担当作成プリント合計100点満点で行い，各テーマ評価する．し，60点以上を合格とする．を評価する．合格とする．とする．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

これまで行い，各テーマに修得できる．して評価する．きた電気機器，送配電工学，計算機工学，放電現象などを評価する．ベースに実験テーマ担当作成プリントが実決のための分析力を養わせることを目指す．定しないされて評価する．いるの理解度を評価する．で行い，各テーマ，
これらの理解度を評価する．科目に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する復習を評価する．しっかり組み姿勢から評価する．として評価する．おくこと．レポートの理解度を評価する．提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実期限は厳守するものとし，原則として期限を過ぎたレは厳守するものとし，原則として期限を過ぎたレするもの理解度を評価する．とし，原則として期限を過ぎたレとして評価する．期限は厳守するものとし，原則として期限を過ぎたレを評価する．過ぎたレぎたレ
ポートは受理しない．なお，事前に配布される安全対策マニュアルを熟読し，初回実験において担当教員より安全対策につされる安全対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実策マニュアルを熟読し，初回実験において担当教員より安全対策につマ担当作成プリントニュアルを評価する．熟読し，初回実験において担当教員より安全対策につし，初回実験において評価する．担当教員より安全対策につより組み姿勢から評価する．安全対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実策マニュアルを熟読し，初回実験において担当教員より安全対策につにつ
いて評価する．説明することがを評価する．受けること．
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授業の計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 実験テーマ担当作成プリントの理解度を評価する．説明することが

2 コンピュータシミュレーションによる電力を養わせることを目指す．系統の解析の理解度を評価する．解析

3 色素増感太陽電池の試作の理解度を評価する．試作 色素増感太陽電池の試作の理解度を評価する．試作を評価する．行い，各テーマい，照明することが下での出力特性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．で行い，各テーマの理解度を評価する．出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実力を養わせることを目指す．特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．を評価する．測定しないする．また，レポートにおいて評価する．太陽電池の試作の理解度を評価する．動向について調べる．について評価する．調して実施できる．べる．

4 レポート提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実と質疑応答

5 放電現象の理解度を評価する．実験

6 衝撃電圧の実験の理解度を評価する．実験

7 レポート提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実と質疑応答

8

9 誘導電動機 簡易等価する．回路の定数を測定し円線図より求めた特性と実負荷試験による特性とを比較する．の理解度を評価する．定しない数を評価する．測定しないし円線図や表を用いて報告書を作成するこより組み姿勢から評価する．求めた特性と実負荷試験による特性とを比較する．め口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実た特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．と実負荷試験による特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．とを評価する．比較する．する．

10 単相変圧の実験器

11 レポート提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実と質疑応答

12 同期発電機の理解度を評価する．特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる． 無負荷特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．，負荷特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．を評価する．解析し，基本特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．を評価する．理解する．

13 同期電動機の理解度を評価する．特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる． 始動特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．，位相特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．，負荷特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．などを評価する．解析し，その理解度を評価する．基本特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．を評価する．理解する．

14 レポート提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実と質疑応答

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

4つの理解度を評価する．テーマ担当作成プリントについて評価する．説明することがするとともに，5年生で行う実験の意義，目的を理解する．で行い，各テーマ行い，各テーマう実験の理解度を評価する．意義，目的を評価する．理解する．

同期発電機の理解度を評価する．電力を養わせることを目指す．系統の解析における振る舞いを動揺方程式の数値解を求めることにより解析し，系統安定度を判断する．制動巻線る舞いを動揺方程式の数値解を求めることにより解析し，系統安定度を判断する．制動巻線いを評価する．動揺方程式の数値解を求めることにより解析し，系統安定度を判断する．制動巻線の理解度を評価する．数値解を評価する．求めた特性と実負荷試験による特性とを比較する．め口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実ることにより組み姿勢から評価する．解析し，系統の解析安定しない度を評価する．を評価する．判断する．制動巻線する．制動巻線
によるダンピング効果について，的確に解析し説明することがについて評価する．考察する．する．

一人当たり組み姿勢から評価する．10から15分程度を評価する．で行い，各テーマレポートに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する質疑を評価する．行い，各テーマう．シミュレーションに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する考察する．や社会，技術における位置づけを理解し，，太陽電池の試作による電力を養わせることを目指す．供給についてについて評価する．
調して実施できる．査結果について，的確に解析し説明することがを評価する．発表を用いて報告書を作成するこさせる．

針-平板，球-球電極等における絶縁破壊試験を評価する．実験する．

50%フラッシオーバー特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．試験を評価する．行い，各テーマう．

一人当たり組み姿勢から評価する．10から15分程度を評価する．で行い，各テーマレポートに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する質疑を評価する．行い，各テーマう．

レポートの理解度を評価する．返却と講評と講評<1> 4回目と7回目に提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実した実験レポートを評価する．返却と講評し，内容の理解度を評価する．講評を評価する．行い，各テーマう．

巻線抵抗測定しない，短絡試験等により組み姿勢から評価する．規約効率，%Zなどを評価する．求めた特性と実負荷試験による特性とを比較する．め口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実，実負荷試験による特に指定しない性を測定する．また，レポートにおいて太陽電池の動向について調べる．とを評価する．比較する．する．

一人当たり組み姿勢から評価する．10から15分程度を評価する．で行い，各テーマレポートに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する質疑を評価する．行い，各テーマう．

一人当たり組み姿勢から評価する．10から15分程度を評価する．で行い，各テーマレポートに対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実する質疑を評価する．行い，各テーマう．

レポートの理解度を評価する．返却と講評と講評<2> 11回目と14回目に提出を行なう．その際，実験に対する理解度を確認するため口頭試問を行なう．これにより，簡潔で的確な作業報告が実した実験レポートを評価する．返却と講評し，内容の理解度を評価する．講評を評価する．行い，各テーマう．

備など）
考

中の取り組み姿勢から評価する．間試験および定期試験は実施しない．定しない期試験は実施できる．しない．
なお，質疑応答は担当教官と随時時間調整し行う．と随時時間調して実施できる．整し行う．し行い，各テーマう．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(20%), B2(10%), C2(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．最終発表会，報告書を評価シートで評価する．を評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する．

4 中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．最終発表会の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．と質問回答書を評価シートで評価する．質問回答と質問回答書を評価シートで評価する．書を評価シートで評価する．を評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 指導教官の指導により準備する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．指導により準備する．準備する．する．

参考書

関連科目 電気工学実験実習

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

森田 二朗 教授, 津吉 彰 教授, 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 茂木 進一 教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 准教授, 中
村 佳敬 准教授, 南 政孝 准教授, 酒井 昌彦 准教授, 河合 孝太郎 准教授

電気工学科・5年・通年・必修・9単位【研究】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

特定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．テーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究を評価シートで評価する．設定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究し，授業等で評価する．修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究と質問回答書を評価シートで評価する．技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究を評価シートで評価する．総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究計画的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に指導教官の指導により準備する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．もと質問回答書を評価シートで評価する．で評価する．研究を評価シートで評価する．行う．研究う．研究
を評価シートで評価する．通じて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およへの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およし，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およや実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ実験，理論的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およどの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ決の手順を修得して，総合力およの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，総合力およおよ
び最終発表会，報告書を評価シートで評価する．デザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．能力およを評価シートで評価する．高める．また知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．を評価シートで評価する．口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．で評価する．発表し論文にまと質問回答書を評価シートで評価する．めること質問回答書を評価シートで評価する．で評価する．コミュニケーション能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．能力およを評価シートで評価する．身につける．につ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究ける．

【C2】研究活動：研究テーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．背景と目標を的確に把握し十分な準備活と質問回答書を評価シートで評価する．目標を的確に把握し十分な準備活を評価シートで評価する．的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活に把握し十分な準備活し十分な準備活な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ準備する．活
動を評価シートで評価する．行う．研究い，指導教官の指導により準備する．，共同研究者と連携しながら自主的に研究を遂行できと質問回答書を評価シートで評価する．連携しながら自主的に研究を遂行できしな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およがら自主的に研究を遂行でき自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に研究を評価シートで評価する．遂行う．研究で評価する．き
る．

研究への質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するり準備する．組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するみ，達成度シラバスと質問回答書を評価シートで評価する．卒業研究報告書を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する
．

【C2】研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．発展性：得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究ら自主的に研究を遂行できれた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究研究結果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．を評価シートで評価する．深く考察し，今後の課題等を示く考察し，今後の課題等を示考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およし，今後の課題等を示の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．課題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ等を評価シートで評価する．示
し，研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．発展性を評価シートで評価する．展望することができる．すること質問回答書を評価シートで評価する．がで評価する．きる．

研究活動の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．状況，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．と質問回答書を評価シートで評価する．卒業研究報告書を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．す
る．

【B1】発表および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．報告書を評価シートで評価する．：研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．発表方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．工夫し，与えられた時間内にし，与えられた時間内にえら自主的に研究を遂行できれた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．内に
明瞭でわかりやすく発表できる．また．報告書が合理的な構成で研究全体で評価する．わかり準備する．や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およすく考察し，今後の課題等を示発表で評価する．きる．また知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究．報告書を評価シートで評価する．が合理的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ構成で評価する．研究全体
が簡潔・的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活にまと質問回答書を評価シートで評価する．めること質問回答書を評価シートで評価する．がで評価する．きる．

【B2】質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．：質問の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．把握し十分な準備活し，質問者と連携しながら自主的に研究を遂行できに的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活に回答と質問回答書を評価シートで評価する．で評価する．きる．

研究活動(C-2)を評価シートで評価する．30%，研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．発展性(C-2)を評価シートで評価する．30%，卒業研究報告書を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．構成(B-1)を評価シートで評価する．10%，卒業研究発表の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価する(C-2)を評価シートで評価する．
10%，その質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．発表(B-1)を評価シートで評価する．10%，質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．(B-2)を評価シートで評価する．10%と質問回答書を評価シートで評価する．して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究総合的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に評価シートで評価する．する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を評価シートで評価する．合格とする．と質問回答書を評価シートで評価する．する．

指導教官の指導により準備する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．指導により準備する．準備する．する．
各研究テーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等．する文献・論文等．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

卒業研究は5年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．勉学の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．集大成で評価する．ある．また知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，1年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．研究活動を評価シートで評価する．通して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究デザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．力およ，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ決の手順を修得して，総合力およ力およを評価シートで評価する．身につける．につ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究けるた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究めの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．
科目で評価する．ある事を自覚して各研究テーマに取り組むこと．を評価シートで評価する．自覚して各研究テーマに取り組むこと．して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究各研究テーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するり準備する．組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するむこと質問回答書を評価シートで評価する．．
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授業の計画（卒業の研究）

内容（テーマ，目標，準備など）目標，目標，準備など）準備など）など）

中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．試験および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究期試験は実施しない．しな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およい．

卒業研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．進め方
教員の指導のもとに，輪講・文献調査・実験・研究発表・討論などを行う．卒業研究は，各学生の自主性を遵守して進められるのの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．指導の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．もと質問回答書を評価シートで評価する．に，輪講・文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ・実験・研究発表・討論な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およどを評価シートで評価する．行う．研究う．卒業研究は，各学生の自主性を遵守して進められるのの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．自主性を評価シートで評価する．遵守して進められるのして自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究進めら自主的に研究を遂行できれるの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．
で評価する．，積極的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究・計画的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するり準備する．組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するむこと質問回答書を評価シートで評価する．が重要である．で評価する．ある．

年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．スケジュール
3月中旬：配属決の手順を修得して，総合力およ定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究
10月中旬：中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．報告会
1月下旬：卒業研究報告書を評価シートで評価する．の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．提出および最終報告会および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．最終報告会

研究テーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究一覧(以下に掲げるテーマを参考に選択し受講する．ただし研究室の割り当て人数は原則げるテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究を評価シートで評価する．参考に選択し受講する．ただし研究室の割り当て人数は原則し受講する．た知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究だし研究室の割り当て人数は原則の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．割り当て人数は原則り準備する．当て人数は原則て自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究人数は原則は原則3～4名となる．）と質問回答書を評価シートで評価する．な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およる．）

・セン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．サを用いた簡易防犯システムの構築を評価シートで評価する．用いた簡易防犯システムの構築いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究簡易防犯システムの構築システムの構築の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．構築
・熱電発電を評価シートで評価する．応用いた簡易防犯システムの構築した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究装置の開発の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．開発
・次代を担う国際技術者養成のためのを評価シートで評価する．担う国際技術者養成のためのう国際技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究者と連携しながら自主的に研究を遂行でき養成の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．た知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究めの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．ICT応用いた簡易防犯システムの構築教育工学に関する文献・論文等．する研究
・半導体電力およ変換装置の開発と質問回答書を評価シートで評価する．その質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．制御に関する研究に関する文献・論文等．する研究
・高周波デバイスの設計デバイスの質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．設計
・プラズマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究・パルスパワー技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．応用いた簡易防犯システムの構築に関する文献・論文等．する研究
・高い信頼性を評価シートで評価する．有する駆動および発電システムに関する研究する駆動および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．発電システムの構築に関する文献・論文等．する研究
・リモートで評価する．セン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．シン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．グ技術と応用に関する研究技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究と質問回答書を評価シートで評価する．応用いた簡易防犯システムの構築に関する文献・論文等．する研究
・電磁力およ駆動アクチュエータに関する研究に関する文献・論文等．する研究
・光学異方性有する駆動および発電システムに関する研究機材料に関する研究に関する文献・論文等．する研究

備など）
考
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科　目

担当教員 森田 悠作 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

科学技術の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．基礎を練習問題等を通して復習していく．練習問題等を通して復習していく．を練習問題等を通して復習していく．通して復習していく．して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．復習して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．いく．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9

10

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英語科目

神戸市立工業高等を通して復習していく．専門学校 2022年度シラバスシラバス

工業英語Ⅱ (ESP, Engineering II)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【B4】必要な語彙を覚える．な語彙を覚える．語彙を覚える．を練習問題等を通して復習していく．覚える．える英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．
英語の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．章をスムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験を練習問題等を通して復習していく．スムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．読むに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．あたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験必要な語彙を覚える．な語彙を覚える．語彙を覚える．を練習問題等を通して復習していく．覚える．えたかどうかを練習問題等を通して復習していく．試験
で評価する．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

【B4】文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．基礎を練習問題等を通して復習していく．固める．める英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．
英語の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．章をスムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験を練習問題等を通して復習していく．正確に読むにあたり英文法がしっかり身についているかどうに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．読むに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．あたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．がしっかり必要な語彙を覚えたかどうかを試験身についているかどうに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．ついて英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．いる英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．かどう
かを練習問題等を通して復習していく．課題と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．試験で評価する．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

【B4】文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．章をスムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験を練習問題等を通して復習していく．読む．
複数の文からなる文章の論展開と全体の内容を理解できるかどうかを部分和の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．からな語彙を覚える．る英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．章をスムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．論展開と全体の内容を理解できるかどうかを部分和と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．全体の内容を理解できるかどうかを部分和の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．内容を理解できるかどうかを部分和を練習問題等を通して復習していく．理解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．で評価する．きる英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．かどうかを練習問題等を通して復習していく．部分和
訳と試験で評価する．と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．試験で評価する．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

【B4】総合評価する．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．続きき
総合評価する．が60点以上の場合に限り，別途外部試験である技術英検の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．場合に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．限り，別途外部試験である技術英検り必要な語彙を覚えたかどうかを試験，別途外部試験で評価する．ある英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．技術の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英検2級（またまた
は旧「工業英検旧「工業英検3級」）合格でで評価する．70点，1級（またまたは旧「工業英検「旧準2級」）不合格でAで評価する．80点
，合格でで評価する．90点，

【B4】総合評価する．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．続きき
技術の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英検準プロフェッショナル合格（または旧「工業英検合格で（またまたは旧「工業英検旧「工業英検2級」合格で）以上の場合に限り，別途外部試験である技術英検で評価する．
100点と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．ただし，総合評価する．が上の場合に限り，別途外部試験である技術英検記の点数を上回る場合は総合評価の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．点数の文からなる文章の論展開と全体の内容を理解できるかどうかを部分和を練習問題等を通して復習していく．上の場合に限り，別途外部試験である技術英検回る場合は総合評価る英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．場合は旧「工業英検総合評価する．
の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．点数の文からなる文章の論展開と全体の内容を理解できるかどうかを部分和の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．ままと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

成績は，試験は旧「工業英検，試験70%　課題（また提出）20%　部分和訳と試験で評価する．(提出)10%　と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．成績は，試験に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．おいて英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，100点満点で評価する．60点以上の場合に限り，別途外部試験である技術英検で評価する．
合格でと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．【上の場合に限り，別途外部試験である技術英検記の点数を上回る場合は総合評価9欄，10欄に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．続きく】

「Let's Enjoy Science & Tech English 教養課程の科学技術英語」：佐藤哲三，篠田義明，楠松伸二，鞍掛哲治（南雲の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．科学技術の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．英語」：佐藤哲三，篠田義明，楠松伸二，鞍掛哲治（南雲佐藤哲三，篠田義明，楠松伸二，鞍掛哲治（また南雲
堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

内容を理解できるかどうかを部分和は旧「工業英検基礎的かつ比較的易しい文章のため精読に重点を置いた授業を予定している．授業中には単語，構文および内容しい文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．章をスムーズに読むにあたり必要な語彙を覚えたかどうかを試験の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．ため精読に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．重点を練習問題等を通して復習していく．置いた授業を予定している．授業中には単語，構文および内容いた授業を練習問題等を通して復習していく．予定している．授業中には単語，構文および内容して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．いる英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．授業中には単語，構文および内容に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．は旧「工業英検単語，構文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．および内容内容を理解できるかどうかを部分和
を練習問題等を通して復習していく．理解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．で評価する．きて英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．いる英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．か適宜確に読むにあたり英文法がしっかり身についているかどう認する．課題は基礎的な事柄を問うものばかりだが分量が多いため注意すること．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．課題は旧「工業英検基礎的な語彙を覚える．事柄を問うものばかりだが分量が多いため注意すること．を練習問題等を通して復習していく．問うもの基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．ばかり必要な語彙を覚えたかどうかを試験だが分量が多いため注意すること．が多いため注意すること．いため注意すること．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．こと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

E -207



授業の計画（工業の英語Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 Chapter 1

3 Chapter 2

4 Chapter 2

5 Chapter 3

6 Chapter 3

7 Chapter 4

8 中には単語，構文および内容間試験 それまで評価する．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．授業内容を理解できるかどうかを部分和を練習問題等を通して復習していく．踏まえた問題で評価する．まえた問題で評価する．評価する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

9 Chapter 4

10 Chapter 5

11 Chapter 5

12 Chapter 6

13 Chapter 6

14 Chapter 7

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業全般説明と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．Chapter 1 授業の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．進め方並びに評価方法，め方並び内容に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．評価する．方法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，Chapter 1 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 1 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 2 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 2 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 3 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．．

Chapter 3 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 4 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 4 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 5 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 5 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 6 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 6 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 7 を練習問題等を通して復習していく．文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．法の基礎を練習問題等を通して復習していく．解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．講読を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．う．

Chapter 7 と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．全体の内容を理解できるかどうかを部分和の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．まと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．め Chapter 7 を練習問題等を通して復習していく．講読と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．課題解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説を練習問題等を通して復習していく．中には単語，構文および内容心に行う．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．い，最後に授業全体をまとめる．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．授業全体の内容を理解できるかどうかを部分和を練習問題等を通して復習していく．まと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．める英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．

備など）
考

前期中には単語，構文および内容間試験および内容前期定している．授業中には単語，構文および内容期試験を練習問題等を通して復習していく．実施する．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．
本科目の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．修得には，に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．は旧「工業英検，30 時間の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．授業の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．受講と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく． 60 時間の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．事前・事後に授業全体をまとめる．の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．自己学習が必要な語彙を覚える．で評価する．ある英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．授業計画に上がっている記事群はあくまで目安であり，授業の進行具合等々に応じに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．上の場合に限り，別途外部試験である技術英検がって英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．いる英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．記の点数を上回る場合は総合評価事群はあくまで目安であり，授業の進行具合等々に応じは旧「工業英検あくまで評価する．目安であり，授業の進行具合等々に応じで評価する．あり必要な語彙を覚えたかどうかを試験，授業の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．進め方並びに評価方法，行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．具合等を通して復習していく．々に応じに関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．応じじ
て英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．変更する場合がある．事前学習として，予定する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．場合がある英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．事前学習と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，予定している．授業中には単語，構文および内容Chapter部分を練習問題等を通して復習していく．音読して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．おくこと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．　事後に授業全体をまとめる．学習と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．，口頭で講読の説明された部分をノートに記帳すること．で評価する．講読の基礎的事項に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．説明された部分を練習問題等を通して復習していく．ノートに記帳すること．に関する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．記の点数を上回る場合は総合評価帳すること．する英文の読解と並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．こと並行して英文法の基礎を練習問題等を通して復習していく．．
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科　目

担当教員 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 電気磁気学，電子回路，電気計測，電気回路

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

通信工学Ⅰ (Telecommunication Engineering I)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

「電磁気学」・「電気回路」・「電子回路」で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンに応用するためには，伝送工学・アン応用するためには，伝送工学・アンするために応用するためには，伝送工学・アンは，伝送工学・アン
テナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と工学の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とが必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術ととなる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と本科目で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンは，伝送線路の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とやアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と工学の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とするとともに応用するためには，伝送工学・アン，その無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン応用するためには，伝送工学・アン技術とと
しての無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレーダシステムに応用するためには，伝送工学・アン，ならびに応用するためには，伝送工学・アン電波航法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的に応用するためには，伝送工学・アン代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的される電波利用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンやアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と，電子機器（電気機器やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と医療機器）の電磁的の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン電磁的
両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と(EMC))などに応用するためには，伝送工学・アンついて学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン無線通信に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する実務経験を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン踏まえて教授する．まえて教授する．する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

【A4-E3】無線通信の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン分類，方式，最近のシステムについて理解している．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンに応用するためには，伝送工学・アンついて理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としている．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
無線通信の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン分類，方式，最近のシステムについて理解している．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンに応用するためには，伝送工学・アンついて理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としているかを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレポートややアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
中間試験で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，し，60%以上の正解を合格とする．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン正解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

【A4-E3】アナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とログ変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調に応用するためには，伝送工学・アンおける変調方式を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とし，各種
変調器の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン構成がわかる．が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とわかる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

アナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とログ変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調に応用するためには，伝送工学・アンおける変調理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン論および各種変調器に関するおよび各種変調器に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する
理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と度シラバスを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレポートややアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と中間試験で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，し，60%以上の正解を合格とする．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン正解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

【A4-E3】マイクロ波伝送線路に応用するためには，伝送工学・アンおける基本特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としている．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
マイクロ波伝送線路の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基本特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としているかを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレポートややアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と中間試験で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評
価し，し，60%以上の正解を合格とする．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン正解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

【A4-E3】電磁波の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン放射原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンが必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とわかり，実用するためには，伝送工学・アンアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としてい
る．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

電磁波の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン放射原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンが必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とわかり，実用するためには，伝送工学・アンアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としているかを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレポートや
やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と定期試験で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，し，60%以上の正解を合格とする．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン正解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

【A4-E3】レーダシステムに応用するためには，伝送工学・アンやアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と電波航法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的など電波利用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実用するためには，伝送工学・アン例や，やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と，
電子機器（電気機器やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と医療機器）の電磁的の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン電磁的両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としている．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

レーダシステムに応用するためには，伝送工学・アンやアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と電波航法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的など電波利用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実用するためには，伝送工学・アン例や，やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と，電子機器（電
気機器やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と医療機器）の電磁的の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン電磁的両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としているかを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンレポートややアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と定期試験
で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，し，60%以上の正解を合格とする．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン正解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

成がわかる．績は，試験は，試験85%　レポートや15%　として評価し，する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と到達目標1，2，3，4，5に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．して，試験の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン成がわかる．績は，試験を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン85%の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン重みで，レポートみで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン，レポートや
の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン成がわかる．績は，試験を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン15%の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン重みで，レポートみで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と試験の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン成がわかる．績は，試験は，中間試験と定期試験の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン平均点とする．とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と100点とする．満点とする．で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン60点とする．以上の正解を合格とする．を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン合格とする．と
する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

「第一級陸上の正解を合格とする．無線技術と士試験やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とさしく学ぶ無線工学学ぶ無線工学無線工学B」吉川忠久著（オームに応用するためには，伝送工学・アン社）の電磁的
プリントや

第二級陸上の正解を合格とする．特殊無線技士「無線工学」（情報通信振興会）の電磁的
「電波工学」松田，宮田，南部共著（コロナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と社）の電磁的
「電磁波工学 基礎を解説するとともに，その応用技術とと応用するためには，伝送工学・アン」進士昌明著（丸善出版）の電磁的
「電磁ノイズ発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）メカニズ発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）ムに応用するためには，伝送工学・アンと克服法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的」原田，藤原，他著（科学情報出版）の電磁的
「EMC)電磁環境学ハンドブック」佐藤利三郎他編集（三松）の電磁的

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．するに応用するためには，伝送工学・アンは，電気磁気学を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンはじめ数学，物理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン，その無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン他多くの専門科目を理解していることが前提となる．本科目く学ぶ無線工学の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン専門科目を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術としていることが必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と前提となる．本科目となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と本科目
は成がわかる．長産業技術と者教育プログラムのうち航空宇宙分野・医療福祉分野の関連科目である．社会情勢など状況により，各プログ変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種ラムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンうち航空宇宙分野・医療福祉分野の関連科目である．社会情勢など状況により，各航空宇宙分野・医療福祉分野の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．連科目で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンある．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と社会情勢など状況により，各など状況により，各に応用するためには，伝送工学・アンより，各
種変更される場合があるので留意されたい．される場合が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とあるの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン留意されたい．されたい．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
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授業の計画（通信工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 マイクロ波中継システム・移動体無線技術の原理および構成システムに応用するためには，伝送工学・アン・移動体無線技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンおよび構成がわかる．

2 変調理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン論および各種変調器に関するおよび変調回路

3 復調理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン論および各種変調器に関するおよび復調回路 マイクロ波通信システムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン受信端における，復調技術の基礎理論について説明し，具体的な復調回路について解説する．に応用するためには，伝送工学・アンおける，復調技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基礎を解説するとともに，その応用技術と理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン論および各種変調器に関するに応用するためには，伝送工学・アンついて説するとともに，その応用技術と明し，具体的な復調回路に応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

4 マイクロ波伝送線路の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基礎を解説するとともに，その応用技術と マイクロ波伝送線路に応用するためには，伝送工学・アン沿って伝搬する，電磁波の基本的な伝搬特性を回路論的な立場から説明する．って伝搬する，電磁波の基本的な伝搬特性を回路論的な立場から説明する．する，電磁波の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基本的な伝搬する，電磁波の基本的な伝搬特性を回路論的な立場から説明する．特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン回路論および各種変調器に関する的な立場から説するとともに，その応用技術と明する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

5 マイクロ波伝送線路の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン終端における，復調技術の基礎理論について説明し，具体的な復調回路について解説する．条件

6 マイクロ波給電回路

7 電磁波の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン放射現象 微小ダイポールの放射特性を解析し，電磁波の放射現象に関する基礎を説明する．ダイポール変調における変調方式を理解し，各種の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン放射特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と析し，電磁波の放射現象に関する基礎を説明する．し，電磁波の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン放射現象に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン説するとともに，その応用技術と明する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

8 中間試験

9 中間試験解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術と，ならびに応用するためには，伝送工学・アン線状アンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と評価し，

10 アンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と改善および種々の実用アンテナの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実用するためには，伝送工学・アンアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

11 レーダの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基本原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン レーダの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン概念から，レーダシステムの基本構成，ならびにその原理までを解説する．から，レーダシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン基本構成がわかる．，ならびに応用するためには，伝送工学・アンその無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンまで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

12 レーダの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン機能 レーダに応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する各種実用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン構成がわかる．，およびその無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン動作について解説する．に応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

13 電波利用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実例や， 測位，測距，電波航法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的などに応用するためには，伝送工学・アン代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的される電波利用するためには，伝送工学・アンシステムに応用するためには，伝送工学・アンに応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

14

15 電子機器（電気機器やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と医療機器など）の電磁的に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する電磁ノイズ発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）対策について解説する．に応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
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電磁波に応用するためには，伝送工学・アンよる情報通信技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン仕組みを概説し，マイクロ波を用いた固定無線通信システム・移動体無線技術の原理と構成につみを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン概説するとともに，その応用技術とし，マイクロ波を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン用するためには，伝送工学・アンいた固定無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン・移動体無線技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンと構成がわかる．に応用するためには，伝送工学・アンつ
いて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

搬する，電磁波の基本的な伝搬特性を回路論的な立場から説明する．送波通信方式に応用するためには，伝送工学・アンおける，アナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とログ変調，ディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調およびディジタル変調における変調方式を理解し，各種変調に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する基礎を解説するとともに，その応用技術と理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン論および各種変調器に関するを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン説するとともに，その応用技術と明し，具体的な変調回路に応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする
．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

マイクロ波伝送線路に応用するためには，伝送工学・アンおける負荷条件，および，それに応用するためには，伝送工学・アンともなう電圧・電流の定在波分布について説明する．さらに，実用回路におの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン定在波分布について説明する．さらに，実用回路におに応用するためには，伝送工学・アンついて説するとともに，その応用技術と明する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とさらに応用するためには，伝送工学・アン，実用するためには，伝送工学・アン回路に応用するためには，伝送工学・アンお
いて重みで，レポート要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とな整合技術とに応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

アンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とシステムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン給電回路として重みで，レポート要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とな，4分の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン1波長整合回路，バラン回路，共用するためには，伝送工学・アン回路の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン動作について解説する．原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン，ならびに応用するためには，伝送工学・アンその無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン構成がわかる．に応用するためには，伝送工学・アンつい
て解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

1回目から6回目まで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン内容を試験．を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン試験．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

中間試験問題の解説を行う．さらに，線状アンテナの代表例として半波長アンテナを取り上げ，送受信性能の評価において重要なの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン行う．さらに，線状アンテナの代表例として半波長アンテナを取り上げ，送受信性能の評価において重要なう．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とさらに応用するためには，伝送工学・アン，線状アンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的例や，として半波長アンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン取り上げ，送受信性能の評価において重要なり上の正解を合格とする．げ，送受信性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と能の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン評価し，に応用するためには，伝送工学・アンおいて重みで，レポート要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とな
種々の実用アンテナの無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とパラメータを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

アレイ構成がわかる．に応用するためには，伝送工学・アンよるアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と利得および指向性の改善法を説明するとともに，各種実用アンテナについて，その構造と特長を解説すおよび指向性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術との無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン改善法に代表される電波利用システムや，電子機器（電気機器や医療機器）の電磁的を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン説するとともに，その応用技術と明するとともに応用するためには，伝送工学・アン，各種実用するためには，伝送工学・アンアンテナ工学の理解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とに応用するためには，伝送工学・アンついて，その無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン構造と特長を解説すと特長を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とす
る．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

電子機器の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン電磁的両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と（I）の電磁的 電磁ノイズ発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）メカニズ発生メカニズムと克服法」原田，藤原，他著（科学情報出版）ムに応用するためには，伝送工学・アン，ならびに応用するためには，伝送工学・アン電子機器（電気機器やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と医療機器など）の電磁的に応用するためには，伝送工学・アンおける電磁的両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と(EMC))に応用するためには，伝送工学・アンついて解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と説するとともに，その応用技術とする．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と

電子機器の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン電磁的両立性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と（II）の電磁的

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン実施する．する．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
本科目の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン修得および指向性の改善法を説明するとともに，各種実用アンテナについて，その構造と特長を解説すに応用するためには，伝送工学・アンは，30 時間の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン授する．業の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン受講と 60 時間の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン事前・事後の自己学習が必要である．事前学習：シラバスを参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン自己学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とで学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アンある．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と事前学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．：シラバスを参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．シラバスを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．し，事前に応用するためには，伝送工学・アン授する．業範囲について教科書を熟読しておくこと．に応用するためには，伝送工学・アンついて教科書を熟読しておくこと．を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン熟読しておくこと．しておく学ぶ無線工学こと．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
事後の自己学習が必要である．事前学習：シラバスを参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．：シラバスを参照し，事前に授業範囲について教科書を熟読しておくこと．授する．業で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン学習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．した内容を試験．に応用するためには，伝送工学・アン関する実務経験を踏まえて教授する．する教科書を熟読しておくこと．やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と配布について説明する．さらに，実用回路におした資料を復習し，理解を確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン復習する．本講義は担当教員の無線通信に関する実務経験を踏まえて教授する．し，理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン解が必要となる．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とを実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．すること．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術とまた，授する．業で学んだ諸原理を実際の無線通信システムに応用するためには，伝送工学・アン指示した課題に取り組むこと．した課題の解説を行う．さらに，線状アンテナの代表例として半波長アンテナを取り上げ，送受信性能の評価において重要なに応用するためには，伝送工学・アン取り上げ，送受信性能の評価において重要なり組みを概説し，マイクロ波を用いた固定無線通信システム・移動体無線技術の原理と構成につむこと．本科目では，伝送線路の特性やアンテナ工学の基礎を解説するとともに，その応用技術と
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科　目

担当教員 中村 佳敬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新しい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）しい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）オーム社）社）

参考書

関連科目 情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）基礎，情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）処理，電子回路

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

通信工学Ⅱ (Telecommunication Engineering II)

電気工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

インターネットに代表される情報通信ネットワークに関して，代表される情報通信ネットワークに関して，される情報通信ネットワークに関して，情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）通信ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）に代表される情報通信ネットワークに関して，関して，して，TCP/IPプロトコルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運に代表される情報通信ネットワークに関して，学習し，ネットワーク構築，管理，運し，ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）構築，管理，運
営に必要な基本知識や技術を習得する．に代表される情報通信ネットワークに関して，必要な基本知識や技術を習得する．な基本知識や技術を習得する．基本知識や技術を習得する．や技術を習得する．技術を習得する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運習し，ネットワーク構築，管理，運得する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】コンピュータネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．概念を理解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運理解する．する情報通信ネットワークに関して，．
コンピュータネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．種類や構造について，中間試験・レポートでや技術を習得する．構造について，中間試験・レポートでに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て，中間試験・レポートで60%以
上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】TCP/IP通信に代表される情報通信ネットワークに関して，関して，する情報通信ネットワークに関して，基礎用語やや技術を習得する．TCP/IP通信の概念を理解する．しくみが説明説明
できる情報通信ネットワークに関して，．

TCP/IP通信に代表される情報通信ネットワークに関して，関して，する情報通信ネットワークに関して，基礎用語やの概念を理解する．説明が説明できる情報通信ネットワークに関して，か，そしてLANに代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，デー
タ伝送のしくみについて，中間試験・レポートでの概念を理解する．しくみに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て，中間試験・レポートで60%以上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評
価する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】リピータハブ，スイッチングハブ，ルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運ータの概念を理解する．役割が説明できる．が説明説明できる情報通信ネットワークに関して，．
ルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運ータ等ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）で使用される情報通信ネットワークに関して，機器の役割について説明ができるか中間の概念を理解する．役割が説明できる．に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て説明が説明できる情報通信ネットワークに関して，か中間
試験・レポートで60%以上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】IPアドレスの概念を理解する．ク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）ラス分けとサブネットの作成ができる．けとサブネットの概念を理解する．作成ができる．が説明できる情報通信ネットワークに関して，． IPアドレスの概念を理解する．ク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）ラス分けとサブネットの作成ができる．けとサブネットの概念を理解する．作成ができる．が説明できる情報通信ネットワークに関して，か中間試験・レポートで
60%以上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】ファイルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運転送のしくみについて，中間試験・レポートでの概念を理解する．しくみが説明説明できる情報通信ネットワークに関して，．
トランスポート層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているかに代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，端末間での概念を理解する．ファイルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運転送のしくみについて，中間試験・レポートでの概念を理解する．しくみを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運理解する．してい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）る情報通信ネットワークに関して，か
定期試験・レポートで60%以上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．

【A4-E3】セッション層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているか・アプリケーション層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているかに代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，各種プロトコルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運や技術を習得する．サー
バの概念を理解する．説明が説明できる情報通信ネットワークに関して，．

電子メールを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運や技術を習得する．ウェブの概念を理解する．閲覧などに用いられるプロトコルやサーバを理解していな基本知識や技術を習得する．どに代表される情報通信ネットワークに関して，用い情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）られる情報通信ネットワークに関して，プロトコルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運や技術を習得する．サーバを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運理解する．してい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）
る情報通信ネットワークに関して，か定期試験・レポートで60%以上正解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．

成ができる．績は，試験は，試験85%　レポート15%　として評価する．する情報通信ネットワークに関して，．試験85点，レポート15点の概念を理解する．総合成ができる．績は，試験100点満点で60点以上を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運合格として評価する．
とする情報通信ネットワークに関して，．試験評価する．は中間試験と定期試験の概念を理解する．算術を習得する．平均とする．とする情報通信ネットワークに関して，．

「マスタリングTCP/IP入門編」：井上直也・村山公保・竹下隆史・荒井透・苅田幸雄（オーム社）」：井上直也・村山公保・竹下隆史・荒井透・苅田幸雄（オーム社）オーム社）社）
「情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）通信ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）」：滝根哲哉（オーム社）オーム社）社）
「情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）工学」：池田博昌・山本幹（オーム社）オーム社）社）
「情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）通信工学」：岩下基（オーム社）共立出版）
「基本を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運学ぶ コンピュータネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）」：菅原真司（オーム社）オーム社）社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

通信工学IIを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運学習し，ネットワーク構築，管理，運する情報通信ネットワークに関して，に代表される情報通信ネットワークに関して，あたり，数学，物理，電気磁気学を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運はじめその概念を理解する．他多くの専門基礎の理解が必要である．また，くの概念を理解する．専門基礎の概念を理解する．理解する．が説明必要な基本知識や技術を習得する．である情報通信ネットワークに関して，．また，TCP/
IP通信に代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，物理層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているかの概念を理解する．理解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運深める教科として電子回路などを履修しておくことが望ましい．社会状況などにより，授業める情報通信ネットワークに関して，教科として電子回路な基本知識や技術を習得する．どを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運履修しておくことが説明望ましい．社会状況などにより，授業ましい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）．社会状況などにより，授業な基本知識や技術を習得する．どに代表される情報通信ネットワークに関して，より，授業
計画や総合評価など変更する可能性がある．や技術を習得する．総合評価する．な基本知識や技術を習得する．ど変更する可能性がある．する情報通信ネットワークに関して，可能性がある．が説明ある情報通信ネットワークに関して，．
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授業の計画（通信工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 通信とネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．構造について，中間試験・レポートで

2 ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．種類や構造について，中間試験・レポートで アナログとデジタルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運の概念を理解する．ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）や技術を習得する．ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）に代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，交換方式，規模や形状によるネットワークの分類について解説する．や技術を習得する．形状に代表される情報通信ネットワークに関して，よる情報通信ネットワークに関して，ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．分けとサブネットの作成ができる．類や構造について，中間試験・レポートでに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

3 イーサネットに代表される情報通信ネットワークに関して，おける情報通信ネットワークに関して，ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．構成ができる． イーサネット，レイヤ構造での通信処理，ビットレートについて解説する．構造について，中間試験・レポートででの概念を理解する．通信処理，ビットレートに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

4

5 ルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運ータに代表される情報通信ネットワークに関して，よる情報通信ネットワークに関して，ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）

6 ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているかの概念を理解する．機能

7

8 中間試験

9

10 プライベートネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社） プライベートネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）とゲートウェイに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

11

12 電子メールを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運 電子メールを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運の概念を理解する．概要な基本知識や技術を習得する．とメールを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運送のしくみについて，中間試験・レポートで受信で使用される情報通信ネットワークに関して，プロトコルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

13 World Wide Web

14 待ち行列ち行列行列

15 ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．安全管理 ファイアウォールを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運，暗号技術を習得する．な基本知識や技術を習得する．どに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

通信の概念を理解する．歴史や技術を習得する．ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．構造について，中間試験・レポートで，OSI参照モデルについて解説する．モデルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

最小ネットワーク構成によるネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）構成ができる．に代表される情報通信ネットワークに関して，よる情報通信ネットワークに関して，LAN 最小ネットワーク構成による構成ができる．の概念を理解する．LANに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説し，スイッチングハブの概念を理解する．役割が説明できる．に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て説明する情報通信ネットワークに関して，．

IPアドレスに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て説明し，ルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運ータとIPに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

IPアドレスとサブネットマスク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社），IPの概念を理解する．ルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運ーティング，pingコマンドに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

TCPとUDP トランスポート層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているかでファイルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運転送のしくみについて，中間試験・レポートでで使用される情報通信ネットワークに関して，TCPとUDPの概念を理解する．動作に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運行う．

1回目からから7回目からまでの概念を理解する．内容を試験．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運試験．

DNSとDHCP・中間試験問題解する．説
中間試験問題に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．ドメイン名の使用方法や階層的な命名法について紹介し，の概念を理解する．使用方法や技術を習得する．階層における端末間でのファイル転送のしくみを理解しているか的な命名法について紹介し，な基本知識や技術を習得する．命名の使用方法や階層的な命名法について紹介し，法に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て紹介し，し，DNSとDHCPの概念を理解する．役割が説明できる．と動作に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）
て解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

リモートアク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）セスとFTP Telnetや技術を習得する．SSHな基本知識や技術を習得する．どの概念を理解する．リモートアク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）セスに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て紹介し，し，FTPを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運用い情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）たファイルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運転送のしくみについて，中間試験・レポートでに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て，その概念を理解する．挙動も含めて解説する．含めて解説する．めて解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

WWWを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運実現するためのする情報通信ネットワークに関して，ための概念を理解する．HTMLに代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て紹介し，し，HTTPに代表される情報通信ネットワークに関して，よる情報通信ネットワークに関して，通信の概念を理解する．仕組みとみとwebサーバの概念を理解する．構築する情報通信ネットワークに関して，ための概念を理解する．技術を習得する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

Webサーバに代表される情報通信ネットワークに関して，かかる情報通信ネットワークに関して，負荷の評価など，ネットワークの性能評価技術の基礎となるモデル化手法の考え方を解説する．の概念を理解する．評価する．な基本知識や技術を習得する．ど，ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）の概念を理解する．性がある．能評価する．技術を習得する．の概念を理解する．基礎とな基本知識や技術を習得する．る情報通信ネットワークに関して，モデルを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運化手法の概念を理解する．考え方を解説する．え方を解説する．方を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運解する．説する情報通信ネットワークに関して，．

備など）
考

後期中間試験および後期定期試験を実施する．後期定期試験を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運実施する．する情報通信ネットワークに関して，．
本科目からの概念を理解する．修得する．に代表される情報通信ネットワークに関して，は，30 時間の概念を理解する．授業の概念を理解する．受講と 60 時間の概念を理解する．事前・事後の概念を理解する．自己学習し，ネットワーク構築，管理，運が説明必要な基本知識や技術を習得する．である情報通信ネットワークに関して，．事前学習し，ネットワーク構築，管理，運：シラバスを中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運参照モデルについて解説する．し，事前に代表される情報通信ネットワークに関して，授業範囲について教科書を熟読しておくこと．に代表される情報通信ネットワークに関して，つい情報ネットワーク教科書」：井戸伸彦・法雲俊邑（オーム社）て教科書を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運熟読しておくこと．しておくこと．
事後学習し，ネットワーク構築，管理，運：授業で学習し，ネットワーク構築，管理，運した内容を試験．に代表される情報通信ネットワークに関して，関して，する情報通信ネットワークに関して，教科書や技術を習得する．配布した資料を復習し，理解を確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．した資料を復習し，理解を確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運復習し，ネットワーク構築，管理，運し，理解する．を中心に学習し，ネットワーク構築，管理，運確認すること．また，授業で指示した課題に取り組むこと．する情報通信ネットワークに関して，こと．また，授業で指示した課題に取り組むこと．した課題に代表される情報通信ネットワークに関して，取り組むこと．り組みとむこと．
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科　目

担当教員 南 政孝 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電磁気学」：宇野亨，白井宏共著（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

電気磁気学Ⅲ (Electromagnetics III)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

大学編入試験の電磁気学の問題，第の電磁気学の問題，第電磁気学の電磁気学の問題，第問題，第2種大学院入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気学の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回毎回3問程度シラバス行う．問題の解う．問題の解問題の電磁気学の問題，第解
説を毎回と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁演習問題を毎回解くこと演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁で，電界，電束密度シラバス，磁界，磁束密度シラバス，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の電磁気学の問題，第物理量と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁電気磁
気学現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くと演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁の電磁気学の問題，第関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くわりを毎回完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くなもの電磁気学の問題，第と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁して理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く理解する．問題の解各問題に対して， 授業前および後に演習として解く対して， 授業前および後に演習として解くして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く， 授業前および後に演習として解く後に演習として解くに対して， 授業前および後に演習として解く演習と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁して理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く解く.

【A2】電磁気学全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く分野の電磁気学の問題，第法則について理解できること．に対して， 授業前および後に演習として解くついて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く理解できること演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁．問題の解
ガウスの電磁気学の問題，第法則について理解できること．，磁界に対して， 授業前および後に演習として解く関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くするガウスの電磁気学の問題，第法則について理解できること．，変位電流も含めたアンペアの法則めたアンペアの法則アンペアの電磁気学の問題，第法則について理解できること．
，ファラデーの法則などの積分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おの電磁気学の問題，第法則について理解できること．などの電磁気学の問題，第積分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おを毎回微分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おに対して， 授業前および後に演習として解く変形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おできるかどうかを毎回中間試験の電磁気学の問題，第お
よび後に演習として解く定期試験の電磁気学の問題，第の電磁気学の問題，第設問及びレポート課題で評価する．び後に演習として解くレポーの法則などの積分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おト課題で評価する．課題で評価する．する．問題の解

【A2】大学編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電気磁気学問題が理解できる理解できる
様々な大学での公表されている編入試験問題での電磁気学問題に関して，類な大学での電磁気学の問題，第公表されている編入試験問題での電磁気学問題に関して，類されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電磁気学問題に対して， 授業前および後に演習として解く関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く，類
似問題を毎回作成し，中間試験および定期試験で評価する．し，中間試験の電磁気学の問題，第および後に演習として解く定期試験の電磁気学の問題，第で評価する．する．問題の解

【A2】大学院入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気学問題が理解できる理解できる
様々な大学での公表されている編入試験問題での電磁気学問題に関して，類な大学院で公表されている編入試験問題での電磁気学問題に関して，類されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学院入試問題での電磁気学の問題，第電磁気学問題に対して， 授業前および後に演習として解く関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く，
類似問題を毎回作成し，中間試験および定期試験で評価する．し，定期試験の電磁気学の問題，第および後に演習として解くレポーの法則などの積分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おト課題で評価する．課題で評価する．する．問題の解

成し，中間試験および定期試験で評価する．績は，試験は，試験の電磁気学の問題，第75%　レポーの法則などの積分形を微分形に変形できるかどうかを中間試験おト課題で評価する．25%　と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁して理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く評価する．する．問題の解総合評価する．100点満点で60点以上を合格とするを毎回合格とすると演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁する.

「電気磁気学」：安達三郎，大貫繁雄共著（コロナ社）森北出版）
「電磁気学」：卯本重郎著（コロナ社）昭晃堂）
「電磁気学」：沢新之輔，小川英一，小野和雄著（コロナ社）朝倉書店）
「電磁気学」：多田泰芳，柴田尚志著（コロナ社）コロナ社）社）

電気磁気学I，電気磁気学II，電気材料， 応用数学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

3年4年：電気磁気学Iおよび後に演習として解くIIの電磁気学の問題，第継続科目であり，現象の基礎としてであり，現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くの電磁気学の問題，第基礎としてと演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁して理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く4年：応用数学Iの電磁気学の問題，第知識が必須であり， が理解できる必須であり， であり， 5年：電気材料
の電磁気学の問題，第分極問題の電磁気学の問題，第時に電気磁気学の知識が関連する．に対して， 授業前および後に演習として解く電気磁気学の電磁気学の問題，第知識が必須であり， が理解できる関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く連する．する．問題の解
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授業の計画（電気磁気学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5 神戸高専専攻科入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気学の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

6 神戸高専専攻科入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気学の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

7 神戸高専専攻科入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気学の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

8 中間試験の電磁気学の問題，第 中間試験の電磁気学の問題，第を毎回実施するする

9 中間試験の電磁気学の問題，第解説を毎回 中間試験の電磁気学の問題，第の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

10 公開されている大学編入試験問題での電磁気分野の問題の解説を行う．されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電磁気分野の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

11 前回に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，大学編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電気磁気学の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

12 前回に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，公開されている大学編入試験問題での電磁気分野の問題の解説を行う．されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電磁気分野の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

13 前回に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，公開されている大学編入試験問題での電磁気分野の問題の解説を行う．されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学編入試験の電磁気学の問題，第問題での電磁気学の問題，第電磁気分野の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

14 公開されている大学編入試験問題での電磁気分野の問題の解説を行う．されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学院入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気分野の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

15 前回に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，公開されている大学編入試験問題での電磁気分野の問題の解説を行う．されて理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解くいる大学院入試問題での電磁気学の問題，第電気磁気分野の電磁気学の問題，第問題の電磁気学の問題，第解説を毎回を毎回行う．問題の解う．問題の解

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第3学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論(1) 第3学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論の電磁気学の問題，第復習の電磁気学の問題，第講義を毎回行う．問題の解う．問題の解

第3学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論(2) 前回に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，第3学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論の電磁気学の問題，第復習の電磁気学の問題，第講義を毎回行う．問題の解う．問題の解

第4学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論(1) 第4学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論の電磁気学の問題，第復習の電磁気学の問題，第講義を毎回行う．問題の解う．問題の解

第4学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論(2) 前週に引き続き，第に対して， 授業前および後に演習として解く引き続き，大学編入試験問題での電気磁気学の問題の解説を行う．き続き，第4学年で習ったアンペアの法則電磁気学の電磁気学の問題，第現象との関わりを完全なものとして理解する．各問題に対して， 授業前および後に演習として解く論の電磁気学の問題，第復習の電磁気学の問題，第講義を毎回行う．問題の解う．問題の解

神戸高専専攻科入試問題(1)

神戸高専専攻科入試問題(2)

神戸高専専攻科入試問題(3)

編入試験の電磁気学の問題，第問題(1)

編入試験の電磁気学の問題，第問題(2)

編入試験の電磁気学の問題，第問題(4)

編入試験の電磁気学の問題，第問題(5)

大学院入試問題(1)

大学院入試問題(2)

備など）
考

前期中間試験の電磁気学の問題，第および後に演習として解く前期定期試験の電磁気学の問題，第を毎回実施するする．問題の解
本科目であり，現象の基礎としての電磁気学の問題，第修得には，に対して， 授業前および後に演習として解くは，30 時に電気磁気学の知識が関連する．間の電磁気学の問題，第授業の電磁気学の問題，第受講と演習問題を解くことで，電界，電束密度，磁界，磁束密度，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等の物理量と電気磁 60 時に電気磁気学の知識が関連する．間の電磁気学の問題，第事前・事後に演習として解くの電磁気学の問題，第自己学習が理解できる必要である．である．問題の解
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 ロボット入門，ロボット要素技術入門，ロボット要素技術ロボット入門，ロボット要素技術要素技術

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（ロボット入門，ロボット要素技術分野）履修生のみ選択可のみ選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2022年度シラバスシラバス

ロボット入門，ロボット要素技術応用実践 (Applied Practice of Robotics))

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 准教授 【実務経験者担当科目】（
※成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム(ロボット入門，ロボット要素技術分野)開講科目）

電気工学科・5年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

ロボット入門，ロボット要素技術の安全管理概要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのの実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのするた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめに，ロボット要素技術開発するあるいは適切に用いるためのするあるいは適切に用いるための適切に用いるためのに用いるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの
ロボット入門，ロボット要素技術基礎や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小応用について，ロボット要素技術実践的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小にあた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのっては適切に用いるための，ロボット要素技術実務経験教員である小である小
澤 正宜 准教授，ロボット要素技術佐藤 徹哉 教授，ロボット要素技術酒井 昌彦 准教授が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の実務で必要な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実践的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための技術も含めて指導する．またロボット分野の含めて指導する．またロボット分野のめて指導にあたっては，実務経験教員である小する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット入門，ロボット要素技術分野の
最新動向も理解できるよう指導を行う．も含めて指導する．またロボット分野の理解できるよう指導を行う．指導にあたっては，実務経験教員である小を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

【A5-3】ロボット入門，ロボット要素技術の安全管理について説明し，実行できる．し，ロボット要素技術実行う．できる． 実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)及びレポート内容で評価する．びレポート内容で評価する．レポート入門，ロボット要素技術内容で評価する．する．

【A5-2】課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのするめにロボット入門，ロボット要素技術や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その関係ユニットや部品，システムユニット入門，ロボット要素技術や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小部品，ロボット要素技術システム
の基本的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための設計や設定ができる．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小設定ができる．が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野のできる．

実機やシミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小シミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いての設計や設定ができる．・設定ができる．について，ロボット要素技術その実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)
およびレポート内容で評価する．レポート入門，ロボット要素技術内容で評価する．する．

【A5-2】各自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決で設計や設定ができる．・設定ができる．した各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット入門，ロボット要素技術や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小そのシステムを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるための
に実際にアプローチすることができる．することが実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野のできる．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのに対応した各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実機やシミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小シミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)およびレポート内容で評価する．発するあるいは適切に用いるための表
内容(プレゼンテーション)で評価する．する．

【A5-3】課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための取り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解み選択可中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解てきた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解に対して，ロボット要素技術解析して，より良い解して，ロボット要素技術より組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解良い解い解
を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための求めて活動できる．めて活動できる．

実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)及びレポート内容で評価する．びレポート内容で評価する．発するあるいは適切に用いるための表内容(プレゼンテーション)で評価する．する．

成績は，レポートは適切に用いるための，ロボット要素技術レポート入門，ロボット要素技術15%　プレゼンテーション5%　演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための80%　として評価する．する．100点に対して，解析して，より良い解満点に対して，解析して，より良い解で60点に対して，解析して，より良い解以上を合格とする．を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための合格とする．とする．

プリント入門，ロボット要素技術 （ロボット入門，ロボット要素技術入門，ロボット要素技術ロボット入門，ロボット要素技術要素技術にて用いた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのテキスト入門，ロボット要素技術や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小ロボット入門，ロボット要素技術シミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容KROSET資料も含む）も含めて指導する．またロボット分野の含めて指導する．またロボット分野のむ）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（ロボット応用実践）ロボット応用実践）

テーマ 内容（ロボット応用実践）目標・準備など）など）

1 ガイダンス，ロボット要素技術ロボット入門，ロボット要素技術安全法規 年間計や設定ができる．画や授業方針を説明する．また安全法規概要を説明する．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小授業方針を説明する．また安全法規概要を説明する．を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための説明し，実行できる．する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための安全法規概要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための説明し，実行できる．する．

2 ロボット入門，ロボット要素技術点に対して，解析して，より良い解検，ロボット要素技術安全管理 ロボット入門，ロボット要素技術について日常的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのに実施するハードウエア，ロボット要素技術ソフト入門，ロボット要素技術ウエアの点に対して，解析して，より良い解検維持や安全管理を学習する．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小安全管理を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習する．

3

4 　同上を合格とする．

5 　同上を合格とする．

6 　同上を合格とする．

7 　同上を合格とする．

8 　同上を合格とする．

9 課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための検討 実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット入門，ロボット要素技術の内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための発するあるいは適切に用いるための表するととも含めて指導する．またロボット分野のに，ロボット要素技術問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その改善方法を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための討論する．する．

10

11 　同上を合格とする．

12 　同上を合格とする．

13 　同上を合格とする．

14 発するあるいは適切に用いるための表・プレゼンテーション 課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習として取り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解んだロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．ロボット入門，ロボット要素技術の内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための発するあるいは適切に用いるための表するととも含めて指導する．またロボット分野のに，ロボット要素技術問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その改善方法を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための討論する．する．

15 ロボット入門，ロボット要素技術発するあるいは適切に用いるための展学習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習1
社会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小工場，ロボット要素技術家庭等で省力化，ロボット要素技術自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決動化，ロボット要素技術自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決律化が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の求めて活動できる．められている各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための，ロボット要素技術実際にロボット入門，ロボット要素技術を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学
習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習2

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習3

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習4

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習5

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習6

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習7 社会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小工場，ロボット要素技術家庭等で省力化，ロボット要素技術自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決動化，ロボット要素技術自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決律化が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の求めて活動できる．められている各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための，ロボット要素技術実際にロボット入門，ロボット要素技術を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学
習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習8

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習9

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習10

企業や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小ロボット入門，ロボット要素技術展示会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解向も理解できるよう指導を行う．く，ロボット要素技術また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのは適切に用いるための第一線の技術者を招いての講演会によりロボットの使われ方や発展内容等の情報収集の技術者を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための招いての講演会によりロボットの使われ方や発展内容等の情報収集いての講演会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学により組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解ロボット入門，ロボット要素技術の使われ方や発展内容等の情報収集われ方や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小発するあるいは適切に用いるための展内容等の情報収集
活動を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

備など）
考

中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解間試験およびレポート内容で評価する．定ができる．期試験は適切に用いるための実施しな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのい．
【実務経験者担当科目】
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